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序

茨城県の大動脈として大きを役割を果たすことが期待される常磐自動車道の

建設は，日本道路公団により進められておりますがタ　その予定地内に存在する

埋蔵文化財については，記録保存をするため，昭和53年度より財団法人茨城県

教育財団が日本道路公団より委託をうけて発掘調査を実施しております。この

調査により，多くの貴重な資料を発掘し，郷土の歴史の解明に大きな成果をあ

げることができました。

この報告書は，昭和53年度に実施した谷和原村の東楢戸古墳をはじめ，昭和

54年度に実施した岩間町の塚原古墳群，内原町の湿気遺跡，水戸市の大塚新地

遺跡◎松原遺跡の前原古墳群等について本年度に整理◎執筆したものでありま

す。

この冊子が上梓されるまで種々御協力いただいた日本道路公団，谷部原村◎

岩間町◎内原町◎水戸市の各教育委員会タ　それぞれの地元関係者及び御指導い

ただいた茨城県教育庁文化課等の各位に対し，心から感謝を申し漉げます。

おわりに，本書が学術研究の資料としてほもとより，教育資料としても広く

活用されますことを希望してやみません。

昭和56年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　健　内　藤　男



例 闘

上　本書は，日本道路公団による常磐自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2。発掘調査は，日本道路公団より委託をうけた財団法人茨城県教育財団調査課が実施したもので，昭

和53・54年度は調査第3班が，昭和55年度は企画管理址が担当した。東宿戸古墳他の調査に関する組

織は次のとおりである。

理　　 事　　 長 竹　 内　 藤　 男 （茨城県知事）

］
副　 理　 事　 長

大　 金　 新　 一 （茨城県教育長／昭和52．4～54．6）

古　 橋　　　 靖 （茨城県教育長／昭和5生6～　 ）

常　 務　 理　 事 川野辺　 四　 郎 朝潮 52．4～　 ）

事　 務　 局　 長
大　 内　 秀　 夫 （昭和52．4～55．3）

小　 林　 義　 久 （昭和55．4～　 ）

調　 査　 課　 長
川　 俣　 吉 之助 （昭和52．4～55．3）

大　 塚　　　 博 （昭和55．4～　 ）

企 画管 理 班 長 士下　　　 秀　 雄 湖j和54．4～　 ）

企 画 管 理 鮭

川　 崎　　　 鳩目昭和52．4～54 ．3）

鈴　 木　 三　 郎 （昭和52．4～　 ）

栗　 田　 孝　 志 （昭和53．4～　 ）

調　　　　　 査

及　 び　 整　 理

朝用！53年度俳長／束楢．戸古墳調査）
高　 根　 信　 和 （昭利54年度班長／大塚新地遺跡調査）ラ

朝潮 55年度班長／束佃戸 ・塚原古墳群整理 ・執筆）

山　本　静　男鵠思普岩鵠訟鵠
佐　 藤　 正　 好 朝づ和54年度／塚原古墳群調査）

中　 村　 幸　 雄 （昭和54年度／塚原古墳群調査）

加　 藤　 雅 美 （隻語言浣鵠 蔑 急遠謡 ㌍ 義翳 遺跡調査）

小　 河　 邦　 射 呂浩 鐙 莞 雲謡 豊 竺認 濾朗制査）

石　 井　　 毅 器鵠謂 思怨霊霊 諸漂霊 結霊認 諾誓濫 読 埋潮賓）

渡　 辺　 俊　 夫 間接＝55年度／大塚新地遺跡調査）

補　　 助　　 員
宮　 内　 良　 隆 （昭和54年度／大塚新地遺跡調査）
仙 波　 亨 （昭和53年度／芸誓霊 警雲霊；周慧 H54年度／塚原古墳群．松原遣

3．本書における図面等については，次の略号を用いたものもある。

SB＝建築址　　SD＝溝状遺構　　SE＝井戸状遺構　　SK＝土壌

SI＝住居址　　P＝穴　　SX＝その他の遺構　　　001＝第1号の意

4。発掘調査および本書の作成にあたっては，地元の方々をはじめ，下記の諸機関に多大の御協九　御

指導，御助言を賜った。記して深甚なる謝意を表する次第である。日本道路公団土浦工事事務所，同

石同工事事務軋　水戸工事事務所，茨城県教育庁文化課，谷和原村教育委員会，岩間町教育委員会，

内原町教育委員会，水戸市教育委員会
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第凰車　調　査　の　経　緯

常磐自動車道にかかる埋蔵文化財の発掘調査は昭和53年5月，筑波郡谷和離す東檎戸古墳から

開始し，新治郡桜村夕　千代田相，石岡市，西茨城都岩間町夕　東茨城都内原町，水戸市へとルート

にそって北上し調査をすすめ，今日に至っている。昭和54年度は千代田村内の遺跡の報告書を刊

行しており，本年度は，前年度発掘調査の出土品の整理をすすめるためにタ　調査員4名が埋蔵文

化財整理センターに配属され芦　ぼう太を資料に取り組み，報告書の作成に従事した。以下タ　3ヶ

年に調査・整理した遺跡は下記のとおりである。

整理
‰ 遺　跡　名 遺跡略号

昭和53年度 昭和54年度農 訂 ‾‾載 箆 書
発掘！整理 発掘！整理

且 東楢戸古墳 JHN O i ！
li

i i○ 慄若豊霊謡 誓 文

2 l下広岡遺跡 JSH ○ ！ O i l i o 慄鵠 悪霊 豊 文

3 上稲吉西原古墳 JKN ○ ！ ！○ －　 「 日豊 認 諾 ㌍ 欝 文

4 上稲吉西原A JKN－A O i i O i i′　 ク

5 上稲吉西原B JKN－B O i i o I I　 十

6 上稲吉西原‘C JKN－C O i 】O
l

i i　 ク

7 中佐谷十百遺跡 JNT O i ；○ I i　 十

8 中佐谷殿内遺跡 JNTU ！ i 0 1 i

9 中性谷A 遺跡 JNS－A O i i o I 一　 様翠豊悪霊 豊 文

10 中佐谷B 遺跡 JNS－B ○ ！ ○ 「 ！＋ ク

n 大塚1号古墳 JOT－1 0　 0 i H　 ク

12 大塚2号古墳 JOT－2 ［ ○ ！○ i i　 ク

13 大塚3号古墳 JOT－3 ○ ！○ ！ ！　 ク

14 大塚4号古墳 JOT－4 O i o i I　 ヶ

15 大塚5号古墳ンJOT－5 ○ ！○ ▼i i　 〃

16 大塚6号古墳 JOT－6 ○ 】○ ！ i　 ク

17 大塚7号古墳・JOT－7 ○ ○ I ：　 ヶ

温8 大塚8号古墳 JOT－8 ○ ○ i i　 ク

19 大塚9号古墳 JOT－9 ○ ○ I I　 ヶ

20 大塚10号古墳 JOT－10 ○ ！ ○ 」 ⊥ ＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　 〃

一息…



整理

No
遺　 跡　 名 遺跡略号

昭和53年度 昭和54年度 昭和55年度
報　　 告　　 書

発掘 l整理 発掘 整理 発掘 整理

21 大塚 11号古墳 JO T －11 ○ ○ 常磐自動車道関係埋蔵文
化財発掘調査報告書 I

22 大塚 12号古 墳 J O T －12 ○ ○ ！
ケ

23 大塚 13号古 墳 J O T －13 ○ ○ ク

24 大塚 14 号古 墳 JO T －14
！○

○

○ i

i
i
】

ク

25 大塚 15号古 墳 JO T －15 ○ ク

26 松延 1 号古 墳 JM N － 1 ○ ○ ク

27
i松延 2 号古 墳

JM N － 2 ○ l o

i ○

！

】
ク

28 志　 筑　 遺　 跡 JS Z ○

！

ク

2′9 宮　 部　 遺　 跡 JM B ○

30 鹿 の子 A 遺 跡 J．K K －A ○

31 鹿 の子 C 遺 跡 JK K －C ○ ○ ！

く　32 塚 原 1 号古 墳 JT H － 1 ○ ○ 常磐自動車道関係埋蔵文
化財発・掘調査報告書Ⅲ

33 撃 瀾 2 号古 墳 JT H － 2 ○ ○ ク

34 湿　 気　 遺　 跡 JS K ○
！

】 ○ ク

35
l
伊 瀾 瀾 地 遺跡 JO A ○

！ i o ○ ク

36 松　 原　 遺　 跡 JM H
l

○ ○ ケ

37 南原 1 号古 墳 JN H － 1 ○ i ○ ク

38 南原 2 号古 墳 JN H － 2 ○

l

○ ク

昭和55年4月から報告書作成にかかる計画をすすめ，図面等に重点をおき，整理作業を開始し

た。あわせて遺物の洗軌注記，復元作業に入り，写真撮影を行なった。調査によって得た資料

はばう太であり，報告書の体裁として常磐自動車道にかかる遺跡の出土品の量により，下広岡遺

跡と他の6遺跡（東楢戸e塚原e湿気e大塚新地。松原e南原）の2冊に編集するという形をと

ることにした。

挿図は，発掘調査で記録した実測図を遺構ごとに平面図e断面図（セクション）・出土遺物実測

図を掲載した。写真は，遺構の挿図と合わせた形をとりたかったが，員数の関係から選択して載

せた。特に遺物については，実測図を中心にしたので相当少なく記載されている。

－　2　－



第2章　東楢　戸　古墳

第1節　位置と環境

新 奈

第1図　乗積戸古墳・周辺遺跡位置図

小貝川は過去において何回も洪水をくりかえし，そのたびに上流から肥沃な土砂を運び・その

流域は県下でも有数な穀倉地帯となっている。

東櫓戸古墳は，この小貝川の氾濫原である水田を南西方に見おろす洪積台地の端，筑波郡谷和

原村西楢戸字舟戸841・843番地に位置している0台地は標高20～21mで畑地がみられるが・近年ゴ

ルフ場や工場の進出がめざましく，宅地化の波が筑波研究学園都市方面から押し寄せてきている0

古墳の北側は県道（土浦一小絹線）が走り，小貝川を渡って国道294号線に接続している0村内

には，下長沼貝塚（図1－1）をはじめ－9ヶ所の遺跡（注1）が確認されており，昭和53年7月

に洞坂畑遺跡（注2）の発掘調査が行なわれ，住居址群（縄文時代後・晩期）を検出している。

小貝川左岸流域には・宮後古墳（図卜3）（伊奈村）嘩堕戸去軋凰Lニま行並木古墳’福岡

南古墳群が点在しており，本境はその中位を占め，付近の鹿島神社境内にある古墳を含めて小群

を形成していたものと考えられる。

－3－



第望節　経　過

本境の調査は昭和53年5月下旬，雑木の伐採や調査区の設定のための杭打ち作業から開始し，

墳丘測量後墳項部で直交する東西（B一m）e南北（C－A）トレンチ2本を設定し，周溝の存在と

構築状況を観察することによって墳丘の規模と主体部を確認する方法をとった。最初，西トレン

チから調査をすすめたが，周溝の確認が出来なかったので東トレンチ，続いて北トレンチ，南ト

レンチと作業をすすめていった。8月になって東トレンチで周溝が確認されたので，さらに南東

部及び北東部に小調査区を設定し，東トレンチを拡張した。いずれも周溝の存在が判明した。

一方，西トレンチでは，淡黄色粘土塊の層をトレンチ北側壁を約64cm掘り下げたところで確認

したので，粘土塊を追い続けるためにトレンチの拡張を繰り返し，やっと主体部を検出した。調

査は桜村下広岡遺跡と同時にすすめていたので，調査員や作業員不足に悩まされながら9月8日

に終了した。

第3節　囁　塵

本境は，突出した台地端より約400m内側に自然の地形を利用して構築されている。測量の結果

直径22。9mを測り，高さは現地表面より2。Omの円墳と考えられる。墳項部には小詞が祭られてお

り，近世から信仰の対象となり参拝者のための小径が西側からできている。南側には屋敷があっ

たと思われる跡があり，多少削平されているが，各トレンチで確認した周溝から推定線を結ぶと

平面プランは東西に比して南北がやや長くなる不正円形を呈している。盛土は東西トレンチの北

壁のセクションで観察すると，最下層のローム層の上層として旧表土層が平均約38cm堆積し，若

干東側に流れるように傾斜していたが，おおむね水平に土層が積まれており，構築時においては

比較的単純な構築がなされた事と考えられる。

東トレンチの周溝は幅4．5m，深さ0．5mで墳丘側で急激に落ち込むが，反対側では緩くなってお

り，溝底は平坦でその中から土師器を出土した。またタ　南（C一成）弓ヒ（度－A）トレンチにおい

ては，周溝が確認できなかった。これは後世において墳丘裾部の削平によるものであるか，ある

いは構築当初から周溝を設置しなかったものなのかを判明することが困難である。なお，埴輪の

茸石等の施設はなかった。

第磯節　埋葬施設

埋葬施設は粘土櫛が墳項部下の墓境内に築かれていた。墓境は旧表土から撮り込まれて，その

一4　－



規模は南北（長さ）約8m，東西（幅瀾2・35mの長方形を皇し，深さは旧表土層下0。65mである。

主軸はN－35LWを指している。

粘土櫛は墓壌底面に淡黄色粘土が敷かれ，粘土塊が棺に沿って断続的に置かれた状態で出まし

た。全長約7m，幅は3mである。調査中にトレンチによって多少削ってしまったのであるが，そ

の断面の状態はU字形を呈しているところから別件形木棺ではなかろうかと推定する。棟内から

は遺物は発見されなかった。土層は単一で，黒褐色土が粘土塊と混って堆積されていた。

第5節　出藍遺物

調査に際して発見された遺物は，古墳に直接伴うものとして粘土梯直上付近より出土の土師器

及び東トレン子で確認された屠溝底から出土した土師器と，古墳築造以前の遺物包含層を盛土に

使用した際混入した縄文式土器及び墳丘再利用によって撹乱されたま層より出土した遺物等であ

る。第2図－1はタ粘土櫛の西璧南端部直上に頸部を土に10片の破片で出土した。おそらく株と

の関係が深いのでは射）かと考え，付近を精査したが発見されず，これが唯一の出土遺物である。

目線部及び底部を欠き胴部破片のみである。復元すると，胴部径2生4cm，頸部21。3cmの壷形土器

と思われる。胴部は球形を呈するがタ胴部最大径は中位より土である。わずかに残る頚部より胴

部にかけてへラ撫している。器厚は004cmでタ色調は暗褐色で黒ずんでいる。始まは石英を含ん

でおり，焼成は普通である。

第2図－2はタ東トレンチ屠港内底に横位の状態で出土した。底部径6．2cm，現存高11。舶mほ

どの底部から胴部にかけての破片で壷形土器と思われる。胴部はゆるやかなカーブをえがき，最

大径が中位となる球形を呈している。底部は平底である。整形は胴部上方から底部にかけてへラ

削り，底部は粘土で貼りつけ，撫で接合し，ヘラ削りで仕上げている。器厚は胴部で私7cm～0。8

cmタ底部で0・7cmである。胴部内面はへラ削りを横位に施し，色調は明褐色，内面は淡黄褐色で

始まに砂礫を含み，焼成は良好である。

第2図－3は，ほぼ同じレベルの周港内に破片で出土したものである。底部径6cm，現存高11

cmタロ縁部及び頸部を欠いている壷形土器と考えられる。整形は胴部の内外ともにへラ削りが施

されている。器面内外は赤色顔料によって彩色され，しかも土器破砕後破片の状態の時に朱がぬ

られており，それは断面にも彩色されていることから辛勝できる○器厚は0。5cm～0．6cm，色調は

淡黄褐色でタ　胎土中に砂粒を含み，焼成は良好である。

ー　5　－
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第2図　東椙戸古墳出土遺物

第⑳節　ま歴め

本古墳は小貝川左岸の台地端に築造された古墳である。墳丘規模は直径23mの円墳と考えられ，

主体部は地山を掘り込んで墓境をつくり，その上に木棺を置き，その周囲を粘土でおさえたもの

と推定される。副葬品は構内より発見出来なかったが，榔直上に壷形土器が出土し，被葬者とそ

う遠くない年代を示唆している資料を得た。壷形土器は球形を皇し，和泉期まで下降するもので

はなく，五領期に比定するものである。叉，周溝底から出土した壷形土器は破砕された土器の断

面とも朱が塗られているところから，他所で破砕され古墳に供献された事実が明らかであり，埋

葬後墓前祭を行なったものと考えられる。

茨城県内ですでに調査された前期古墳は，西茨城郡岩瀬町狐塚古墳（注3），稲敷郡桜川相原1

号墳（注4），行方郡玉造町勅使塚古墳（注5），筑波郡筑波町山木古墳（注6），新治郡八郷町丸山

古墳（注7），八郷町佐自塚古墳（注8），岩井市上出島2号墳（注9）の7例をあげることができる

が，本増もこれらのグループに位置づけられる可能性が強い。

（注1）茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』昭和52年

（注2）洞坂畑遺跡発掘調査会『洞坂畑遺跡』昭和54年

（注3）岩瀬町教育委員会『常陸狐塚』昭和44年

（注4）浮島研究会『常陸浮島古墳群』昭和51年

（注5）大塚初重・小林三郎「茨城県勅使塚古墳の研究」『考古学集刊』2－3　昭和39年

（注6）茨城考古学会『茨城県筑波町山木古墳』昭和47年

（注7）大塚初重「丸山古墳」『茨城県資料』考古資料編古墳時代　昭和49年

（注8）茨城県教育委員会『佐自塚古墳調査概要』昭和37年

（注9）岩井市教育委員会『上出島古墳群』昭和51年
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東格戸1号墳主体部土層解説
A…A′

1層．褐　色　ハードロト…ムブロック及び粘土を含む
非常に囲い

2層．暗褐色　ハード，ソフト，黒色土の混ったもの
3層．暗褐色　士層より黒色土の割合が多い

4層．　　　ハードロームを主体とした層
5層．暗褐色　ソフトローム及び黒色土で若干粘性が

ある

東楢戸1号墳主体部土層解説
B－B′

1層．　　　ハードロームを含有する非常に固い層
であり粘土を含む

2層∴黒褐色　ハード，ソフト，黒色土の混／ノた層である

3層．　　　ハードロームを主体とした層でゴロゴ
ロしている

4層．暗褐色　ハードロームの小プロノク及び黒色士
を含有する，しまり弱し

5層．黒褐色　粘性を帯びている、ソフトロームのプ
ロノクを含有する

東楢戸1号墳主体部土層解説
C…C’

1層．茶褐色　ハートプロノクのロームを含み非常に
硬い

2軋暗褐色　ソフトロームの小粒子を含みさらっと
していてしまりはない

3層．暗褐色　ハードブロックのロームを含みしまり
がある

4層．黒褐色　きめこまかな土層でやわらかい

東楢戸1号墳主体部土層解説
D－D′

1層．茶褐色　ハードプロノクのロームを含み、非常
に硬くしまりがある

r層．　　　粘土ブロック

2層．茶暗褐色　ハードブロックのロームを含み、し
まりがある

3層．暗褐色　ソフトロームの微粒子とハードローム
の小粒子を含有し、しまりがある

4層．暗褐色　ハードロームのプロ、ノクを含み硬い

5層．黒褐色　きめこまかな土層でやわらかい
6層．茶褐色　ハードロームの小粒子とソフトローム

を含みしまりがある

7層．暗褐色　ハードローームのプロ、ノクを含み非常に
硬い

第4国　東鳩戸古墳主体部

…　8　－



北トレンチ東壁土層解説

1層．　　　　　表層1－；，捜乱層である。
2層．　暗褐色　ハードロームの小プロノク含む，パサバサした感じ

3a層．褐　色　ハードローム及びソフトロームプロノク含む，ゴツゴツした感じ

3b層．茶褐色　ハードローム及びソフトロームプロノク含む，3a層に比べるとポロポ
ロ　している

3C層．暗褐色　ハードロームブロック及びソフトロームプロノク含む，3b層に比べて

黒色土が混っているため，若干黒味がかり弱いながら締り看

4a層．黄褐色　ハードロームプロノクを多量に混入，固くつきかためられたように見受
けられる

4b層．暗褐色　ハードロームプロソク，ソフトロームプロノク及び黒色土の混在であり
ノヾサノヾサしている

5層．　黒褐色　ハードローム及びソフトロームの小粒子を含む，パサバサした感じ

6a層．暗褐色　ハードローム及びソフトロームの微粒子を主体とした層，パサバサして
いる

6b層．茶褐色　ハードロームプロノク（1cm強）及びソフトローム含む，締り弱くパサ
ノヾサしている

6C層．暗褐色　ハードローム粒子及びソフトロームの微粒子を含む，比較的締り有

7a層．暗褐色　ハードロームプロノク（5mm前後）含む，締りなくパサバサしている

7b層．茶褐色　ハードローム（2cm弱）及びソフトロニームプロノク含む，パサバサして
いる

第5図　北　ト　レ　ン　チ
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8a層．暗褐色　ハードロ、一ム及びソフトロームの小粒子含む，締り弱い

8b層．暗褐色　ハード亡1－…ムプロノク（1cm弱）及びソフトローム含む，やわらかい
8C層．黒褐色　ハードロー…ム及びソフトrJ－…ムの小粒子一含む，やわらかい

9a層．暗褐色　ハードロ…ムプロソク（粒了2cm弱）及びソフトロ…ム含む，締りなし

9b層．暗褐色　ハードロームプロノク少量含む，やわらかい

10a層．黒褐色　比較的締り有，キメ細かい
10b層．暗褐色　ソフトロームプロノク含む，パサバサした感じ

1l a層．黒褐色　ソフトローーム粒子含む，パサバサしている

11b層．暗褐色　ソフトローム粒子含む，パサバサしている

12層．　日普j喝色　締りなくパサバサしている

13a層．褐　色　ソフトロームを主体とし，締り有り固い
13b層．暗褐色　ソフトローム少量含む，やわらかい

14a層．暗褐色　ソフトローム少量含む，パサバサした感じ

14b層．暗褐色　ソフトローム少量含む，比較的締り有

15層。　茶褐色　キメ細かく若干締りを帯びている

16層．　明褐色　ハードロームブロック及びソフトロームを主体とした土層で弱いが締り
を帯びている

17層．　黒色土
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東トレンチ北壁土層解説
1層．　　　　表口再である，撹乱屑である

2a層．茶褐色　ハードロームプロノク少量含む，締りなくやわら
かい

2b層．茶褐色　ハードローム小微粒子含む，比較的締り看
2。層．茶褐色　ハードロームブロック（1cm弱）含む，締り弱い

3。層．暗褐色　ハードロー戚ムの小粒予含む，比較的締り有
3b層．暗褐色　ハードロームの小粒予含む，締り弱い

3。層．暗褐色　ハードロームプロノク（1cm弱）少量含む，比較
的締り有

3d層．暗褐色　ハードローム含む，パサバサした感じ

4層．茶褐色　ハードロームブロックの大塊で成り立つ層，非常
に固い

5a層．黒褐色　比較的締り有

5b層．黒褐色　ハードロームの小粒チ含む，締り有
6a層．黒褐色　ハードローム及びソフトロームの微粒子含む

6b層．黒褐色　ハードローーム及びソフトロームの小粒子含む，比
較的締り有

6C層．黒褐色　非常に締り有
7層．　黒　色　地山と思われる

8a層．茶褐色　ハードロームプロノク（1cm弱）含む，パサバサ
した感じ

第6図　東　ト　レ　ン　チ
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8b臥茶褐色　ハードロームプロソク　日cm弱）少量含む，パサ
バサした感じ

8。軋茶褐色　ハードロームブロック（1cm強）含む，非常に締
り有，固い

9。層誹潤色　ハ…ドロームブロック（1cm弱）少量含む，パサ
バサした感じ

9b軋暗褐色　ハードローム及びソフトローームブロック含む，パ
サバサした感じ

10a層．黒　色　ソフトローム含む

11a層．暗褐色　黒色土とソフトローームの混った層

11b層．黒褐色　性質としてほ1ユa層と同じ
12a層誹㌢褐色　ソフトロームブロック含む，パサバサした感じ

12b層．暗褐色　パサバサした感じ
12。軋茶褐色　ソフトロームを少量含む，キメ細かい土層

13a層．黒　色　ソフトロームの粒子含む，締りなくサラサラして
いる

13b層。暗褐色　サラサラした感じの土層

14層．黒褐色　ソフトローム粒子含む，比較的締り有

15層．　　　　　ソフトローム
16層．　　　　地山

欝：」：寸亡



JHN古墳南トレンチ西壁土層解説
1層．　　　　表層上　根乱屑である

2a層．茶褐色　ハードロームの小粒子含む，パサバサした感じ
2b層．茶褐色　ハードロームブロック（2cm弱）含む，比較的締り有

2C層．茶褐色　ハードロームブロック（小粒子2cm強）含む，締り弱くパサバサして
いる

2d層．茶褐色　ハードロームブロック（小粒子3cm強）含む，比較的締り有

3層．　茶褐色　ハードロームブロック（小粒子1cm弱）多量に含む，締り弱い
4層．　茶褐色　ハードロームブロック（小粒子2cm強）多量に含む，非常に締り有，

部分的に粘土小粒子含む
5層．　茶褐色　ハードロームブロックの小粒子含む，締り弱くパサバサした感じ

6層．暗褐色　ハードローム及びソフトロームの微粒子含む，締り弱くパサバサした感
じ

7a層．暗褐色　ソフトロームの微粒子含む，キメ細かく比較的締り有

7b層．暗褐色　ソフトロームの微粒子含む，キメ細かく比較的締り有

8層．　茶褐色　ハードローム及びソフトロームの小粒子含む，比較的締り有
9層．　茶褐色　非常に締り有，固い

10a層．茶褐色　焼土を部分的に含む，非常に固い
10b層．茶褐色　ハードローム小粒子含む，非常に固い

11層．　褐　色　ハードローム小粒子含む，非常に固い
12層．　　　　粘土を主体とした土層

13層．　　　　　ハードロームブロック

・…一一L一一匿

第7函　南　ト　レ　ン　チ
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西トレンチ日再解説
1層㌦ノ7層は吏斗レンチ土崩解誹圭同じ

15層．暗褐色　しまりは弱く，サラサラした感じである
16層．褐　色　ソフトローームのプロノクを含有しァ　若干しまりを帯びる

17層．黒　色　所謂黒色土（旧表土）である

18層．褐　色　所謂褐色i二（漸移層）である
19層．褐　色　所謂ローム層である

20層．暗褐色　しまりは弱く，やわらかい
21層．暗褐色　しまりは弱く，ローム粒を少量含有する

22層．暗褐色　ローム粒を含有し，しまりを帯びる

a層
b層
C層
d層
e層
f層
g層
h層
i層

褐　色　パンチクがなされており非常にかたい

暗褐色　ハードローム小ブロックを含有ししまりを帯びる
褐　色　ハードロームブロックを主体とする

暗褐色　ハードロームブロック，及び黒色土混在
黒

窯場
色　少量のロ…ムプロノクを含有する

色　若干粘性を帯びる

暗褐色　ハードロームブロックを含有し，しまりを帯びている
褐　色　ハードローム及び粘土を含みしまりを帯びている

粘土塊である

第8図　西　ト　レ　ン　チ
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3　北トレンチ

5　粘土榔断面（部分）

7　粘土棉南端部断面

写l
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9　東トレンチ遺物出土状態 10　菓トレンチ遺物出土状態

12　出　土　遺　物
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第3章　塚　原　古　墳　群

第1節　位置と環境

新

第1図　塚原古墳・周辺遺跡位置図

潤沼川は栃木県との境界鶏足山塊に，源を発し，笠間盆地を経て小規模な蛇行をくり返し言固

沼に注いでいる。塚原古墳群はこの中流部の右岸低地，西茨城郡岩間町大字安居1974番地外に所

在している。これらの低地は潤沼川の氾濫原の微高地で集落と水田地帯と在っている。

古墳群は以前は30基以上存在したといわれるが，現在は前方後円墳1，円墳5の計6基である。

岩間町内には26遺跡（注1）が確認されているが，そのうち7遺跡が古墳群もしくは古墳であり，
タカオ

この河川に沿って，塚原古墳群（図1－1・2），十三塚古墳（図1－3），高需神社古墳群（図1－

4）が右岸沿いに点在している。塚原1号境と2号境の間は県道（岩間一奥ノ谷線）が走り，それ

と常磐自動車道が直交している。

第2節　経　過

本古墳群の発掘調査は，昭和54年10月17日，古墳前においての慰霊祭挙行から11月30日終了す

－15－



るまでの約32日間であった。

すでに常磐自動車道のルート内に1号境は完全に入っていたが，2号境の北側がルート外にの

びており，古墳を二分してその内側を調査するという変則的な調査をせざるをえない状況下にお

かれていたが，幸い地主の協力により全掘することができた。各調査員の発掘調査日誌をまとめ

て以下記述する。

膵ロー1。2号墳作業開始，作業員37人就業についての説明，10時より慰霊祭を行なう。相

田一遺跡清掃，柑潤一台風のため作業中止02の田一台風の後始末。22円一清掃，本日より佐藤e

山本調査員，仙波補助員合流。1・2号墳草刈り。1号墳グリッド設定。24昂－1号墳グリッド

杭打ち、コンター図作成のため，グリッド杭下部レベリング，大調査区のコーナー部を試掘。土

師器片出土。25昂－グリッド杭下レベリング及び墳丘のコンター入れ（項部より80cmライン）。26

日－1号墳コンター入れ作業終了。本日より，周溝確認のため東・北・南トレンチ発乱周溝の

幅は，南トレンチで3m，束トレンチで1．5m，北トレンチで1mと北に向うにつれ狭くなる。墳

丘全体測量・写真撮影。29ロートレンチ発鼠　A eB・C・D・E・F・G eHトレンチ設鼠

Hトレンチより主体部の掘り込み検出。2号墳測温　棺材の一一ムL部を検札　長径2・3m，短径0・9mの
l

長方形。30日－2号墳マウンド南・東側でかなりくずれてる。1号墳一盛土を旧表土下まで下げ

る。墳丘は表土より黒色土（旧表土）まで1・25mを測る。3順一1号墳－Hトレンチ内調査（四

分割法）基部まで5－8cmと浅く擾乱されている。2号墳一南北e東西両トレンチ設定，砂利採

取のため周溝確認出来ない。

瑠瑠馴啓一1号墳－Dトレンチ，Cトレンチセクション実測。A・り各トレンチセクション写

真撮影，周溝確認グリッド拡張，　　2号墳一墳頂部表土下5cmに石棺の一部が出土，周溝

は東のみ残っている。2日－1号墳－AトレンチBトレンチセクション実測凋溝確認のためグリッ

ド拡張，E－7グリッドにおいて高杯出土0　2号墳々丘発掘。　　　　　　5日－1号墳

一周溝発乳墳丘拡張発掘。6円－1号墳周溝発掘。用－1号墳一周溝の内側をもう1本の周

溝がめぐっている。2号墳一束。南トレンチ調査○＄円－2号墳一東側トレンチ（幅4m），南側

トレンチを発掘したが周溝は確認出来ず，東側トレンチの北側に2m幅のトレンチ設定，東トレン

チ東端に住居址，土壌検札1号墳の東～北ベルト除去。　　　　E・FeGemトレンチの

セクションコメント入れ。　実測のため40m方眼のメッシュ組み。9日－1号墳40m方眼メッシ

ュ組み作業終了。墳丘部旧表土除去，地山まで掘り下げたが主体部は発見されなかった。北西e

西。南西部の周港内のベルト除去02号墳東西。南北の調査区を旧表土下まで掘り下げたが主体

部を確認出来ず。東西トレンチの北西側に新調査区を設定したが，すでに盗掘穴がある。El∴F

トレンチ東側に弥生時代住居址確認。12日－1号境の主体部土壌セクション引き，実測後コメン

ト入れをする。南西部周溝付近に土壌1基（1号）発見。2号墳トレンチ発掘。瑠3日－1号墳主
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体部セクションベルト除去。主体部は正方形を呈する01号土壌は平面プラン及び遺物から土墳墓

であることが判明。相田－1号墳－2号土射精終了するG2号土射ま1号墳D】、レンチに検出

長楕円形で深さは50cm，遺物はない。1号墳付近に位置しているので古墳との何らかの関係をも

つ可能性がある。2号墳一南北トレンチの西側トレンチ完掘，東トレンチセクション実測，写真

撮影，東側トレンチセクシ、ヨン実測，コメント入れ，写真撮影等をする。相田－1号墳一平面実

測。2号墳一東西・南北ベルトをはずし，新たに北側部分の1号住居址・1号土壌（円形）調査

する。相日－1号墳主体部・土壌エレベーション実測0　2号墳北側の調査。層98－1号墳…

3e4号土壌セクション引きC・5e6号土壌セクション実測。　　東側住居址（2号住）は数

基の重複か。2号墳一東側トレンチ・南側トレンチ延長部セクション実測，コメント入れ。1号

住居址の平面実測とエレベーション図作成○方形プランで土師器片を出土する。2の田－1号掛－

3・4号土壌実測，コメント入れ。5e6号土壌コメント入れ，2耕主居址より須恵器を出土す

る。2号墳－エレベーション実測をする。2層臼－1号墳－2号住遺物をとりあげ，セクション実

測，コメント入れ，ベルト除去。3e4号土壌全掘へ0　2号墳一全景写真撮影。22田…1号墳－

2号住居址の精査，周溝（地山部）清掃。3号土壌平面実測（午前中で終了）。雨。26昂一雨で作

業中止。27日－1号墳周辺土壌（3・4・5・6号）平面実測。全景写真撮影。2号住の調査。

作業員解雇。28昂－1号墳主体部実動エレベーション図作成03のローエレベーション図作成，

AからFまで6本作図。

第3節　笥苛墳遊び周辺遺構

て　瑠号墳　（図2）

墳丘　本墳は常磐自動車道のルート内のほぼ中央，センター杭（STA－149）より西方5mに位置

する。近年まで農地として陸稲，梅林などに利用されていたが，開発が近ずくにつれ雑草がおい

茂り，それを刈り取るとわずかに墳丘が残存し，長方形を呈する小丘となっていて，いも穴に利

用されていた。測量の結果，墳丘の最高点は仕8m，裾部で16．3m，比高上5mである。

わずかに残っていた墳丘に，東西e南北方向にトレンチを設定する。　発掘して観察する

と，旧表土は耕作によって消えてしまっているが，ここから掘り込んで屠溝をつくり，盛土した

ものと推定される云周溝をそれぞれのトレンチで確認し，それを結びあわせると，主体部付近に

くびれ部があることが判明したので，前方後円墳の可能性がでてきた。墳丘の主軸方向はN－440

－Wを指す。後円部はやや正円形に近い形状で，くびれ部から前方部先端コーナー部にかけて開

いており，くびれ部の幅の2倍が後門部の直径に相当するよう築造されている。周溝は，墳丘の

周囲を一周し，前方部のくびれ部で幅が少し狭くなるが，ほぼ3mで，溝底は平坦である。
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埋葬施設（図3）埋葬施設は前方部の主軸線上に設置された箱式石棺であるが，ほとんど破壊さ

れ，わずかに土壌の範囲を示す棺材（粘板岩）の破片が散在しており，その破片を除去すると土

壌の底部であることが判明した。長径2．3m，短径工93mの規模で，石棺の板石が立っていたと思

ゎれる凹状の溝があり，それから推定すると，内法長辺1・7m，短辺0・6mの規模の石棺が存在し

たようである。

遺物　周溝部及び盛土内より，若干の土師器片が出土したのみで，本墳築造時期を決定する遺物

は検出することが出来なかった。

望　望考住居址（図4）

遺構　本住居址は，1号境の後門部EトレンチとFトレンチの拡張区において，周溝調査中に確

認されたものである。主軸方向はN－118LEで，長辺約6・2m，短辺6mを測り，隅丸方形を呈

する住居址である。全体的にみて，壁高が12cmと低いのは，古墳の調査で，削平されたためであ

る。床は平坦で比較的硬く西壁側に焼土が検出され，炉と考えられるがきわめて小規模のもので

ある。ピットは8個検出されR～島が主柱穴と考えられるが整然としていない。住居址内の覆土

は，少量のロームブロックを含む暗褐色土層の下に少量の炭化物を含む比較的やわらかい褐色土

の堆積がみられる。なお住居址内から炭化材が床面に検出されたことから焼失した可能性もある。

遺物（図相－　～凱5～相，図割一作弓の住居址内から出土した遺物は遺構に伴う土師器と若

干の須恵器，弥生式土器が覆土中より出土した。

塚原古墳群出土遺物一覧

彿

号
種類

法 量 （cm ）

（口径×器高×底径）
最大径 器 形 の 特 徴

整　　 形　　 法
色 調 焼成

胎　 土 l
備　　　 考

外　　 面 内　　 面

1 聾 15．8×（8．5）×一
ロー「く」の字形にほぼ ローヨコナデ ローヨコナデ

明赤褐 良好
1～anmの石 第10図

直線的に外反 胴一ナデ 胴－ヘラケズリ 英・チャート
粒を含む

成形一良
黒吐有り

2 聾 15．6×（9）×－ 肩　 部

ロー外反角度は少なくノ・
ほぼ直線的に外反
肩部に最大径あり，胴
部は膨らまない。

ローヨコナデ

胴－ヘラケズリ

ヘラナデ

橙

目線下一部を除き全
面にススが付着

3 壷 －・×（18）×53 胴中位 胴部は＿ほぼ球形に近い ヘラケズリ ヘラナデ 浅黄橙 良好 砂粒を含む 成形一良

4
細頸

＝土ゴ．笠
－　×15×　－ 不　 明

頚部が細長く，目線部

へ向いゆるく外反する
単節撚糸文 ナデ 橙 良好 精緻

頭部に薄い隆帯貼り

つけ。全面にススが
付着。弥生式土器

5 柑 － ×（8．7）×3．8 胴中位

小形柑形土器，ロー ヘラケズリ 粘土貼り付け痕
明赤褐 良好

1～加mの石 底部がわずかに上げ
ゆるく内轡しながら，
「く」字形に立ち上がる。
胴部球形

頚部にパケ臼状

整形

指頭庄痕 英・チャート
粒等を含む

底合ラケズリが荒く

成形不艮

6 柑 －　 ×（7）×3．9 胴中位上
胴部最大径が中央より ヘラケズリ後へ

ナデ 赤 褐 良好
1～h皿の石 底部がわずかに上げ

上半で楕円形胴部 ラナデ 英・チャート
粒等を含む

底。全体にていねい
な成形
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番

ロ7テ
種類 法畳 （cm ）

拇径×器高×底径）
最 大径 器 形 の 特 徴

整　　 軍　　 法
色 調 焼成 胎　 土 備　　　 考

外　　 面 内　　 面

7 柑 15．8×17．6×－ 目　 線

胴部最大径は中央より
下半で楕円形胴部
ロー内攣しながら立ち
上がる

ローヨコナデ，

ヘラミガキ
胴－ヘラナデ

＝－ヨコナデ

へラミガキ
胴一輪積み痕

橙 良好 精緻
偏平な丸底で，胴部

に比べて目線部が大
きい。成形一良

8 柑 11．4×9．9×3 口　 緑

ロー内攣しながら立ち
上がり，端部近くでゆ
るく外反する。胴部最
大径中央より上

ローヨコナデ
胴－ヘラケズリ

ヘラナデ

ローヨコナデ
胴一輪積み痕

橙 良好
石英 ・長石

の細砂粒を
含む

頚部内側にヘラケズ

リ
成形一良

9 柑 12．1×11×3．5 目　 線

ロー内轡しながら立ち
あがる。胴部に比べて
口緑が大きく，胴部は
偏楕円形

＝－ヨコナデ
ナデ

胴－ナデ

日…ヨコナデ
胴－ナデ

橙 良好 精緻
目線と胴部のつなぎ
目に棒状工具による
ナデ

10 柑 8．5×8．9×2．7 胴中位

ロー内轡しながら急角 ローヨコナデ H 一ヨコナデ にぷい

黄橙
普通

1～加m石英 日縁と胴部のつなぎ
度で立ち上がる。
楕円形胴部

ナデ
胴－ヘラケズリ

ヘラナデ

ナデ
胴一輪積み痕

粒等を含む 目に棒状工具による

ナデ

11 高稀 19．8×14．5×14．5 目　 線

ロー外反する。H 醇部
は比較的厚い。
脚ははぼ棒状で裾部は
大きく広がる。

［二ト 裾－ヨコナ
デ，棒 ・脚・裾
部－ヘラナデ，

ヘラミガキ

H ・裾－ヨコナ

デ
脚－しぼり痕

赤 良好
l～加m石英
粒等を含む

第11図
杯底近くに稜有
成形は荒い

12 高稀 19．9×－　 ×　－ 口　 縁
ロー直線的に外反する ローヨコナデ

しみ1－ヨコナデ 橙 不良
1～h m石英 成形は整っているが

‖
杯底部との境に稜有 杯－ナデ 粒等を含む 器面が脆鮎 こなって

いる。

13 高杯 17．5×－ ×－ 口　 緑
ロー大きく外轡しなが

ら立ち上がる。
序底部との境に稜有

ヨコナデ
ナデ ヘラミガキ

にぷい

橙
良好 精緻

粘土紐の輪が内底に
貼り付いている。

14
1

高埠 18．4×－ ×－ 目　 線

ローわずかに外轡

杯－ゆるやかに大きく
外反する。

ローヨコナデ
序－ヘラミガキ

［＿1－ヨコナデ
序－ヘラミガキ 淡赤橙 良好 精緻

黒班有
成形一良

15 高林 20．9×－×－ ロ　 緑
直接的に大きく外反す

る。口唇部は比較的厚

い。

ローヨコナデ
杯－ヘラミガキ

H －ヨコナデ
雄一へラミガキ

赤 良好 精緻
黒鍍有
成形一良

16 高杯 ー　×　－　×一一
序底部との境に稜有

脚部はエンタシス形
橙 不良

1～h m砂粒
を含む

剥落等器面の荒れが
著しい。

17 高杯 ー ×（10）×－

裾部は内轡しながら広
がり，平坦になる部分
に稜有，脚部エンタシ
ス形

脚－ヘラケズリ
裾－ヨコナデ，

ヘラミガキ

脚－しぼり
裾－ヨコナデ

へラケズリ

赤橙 良好
1～h m砂粒

を含む 成形一普通

18 高士不 －×（8．6）×12．1
脚部はほぼ直線的広が 脚－ヘラケズリ 脚－しぼり

赤 良好 精緻
脚部は縦方向の整う

り。裾部は薄くゆるや 裾－ヘラケズリ 裾－ヘラケズリ たベラケズリにより
かに広がる。 ヨコナデ ヨコナデ’ 断面多角形

19 高稀
脚－エンタシス形，最
大径中位下

脚－しぼり

ヘラケズリ

にぷい

橙
良好 精緻 成形一普通

20 高杯
脚－エンタシス形，最
大径中位下

脚－しぼり

ヘラケズリ
橙 精緻

径5 mm，円孔4 ヶ所
器面剥落

21 高杯
脚－エンタシス形，最
大径中位下 脚…ヘラミガキ

脚－しぼり

ヘラケズリ

にぷい

橙
良好

1～h m砂粒
を含む 径9mm，円孔2 ヶ所

22 管玉 文中に記載

3　豊　壌（図5・図6・図7）

土壌はいずれも1号境の後円部西側（1号）と前方部付近（2～6号）に集中して検出された。

古墳に関係のある土壌と考えられ，1号土壌より管玉1個が出土した。1号土壌は1．95mXO．86mの

長方形を皇し深さは0．53mであり，西壁寄りに出土した管玉（1個図11－22）は碧玉製で暗緑色を

呈する。長さ2．5cm，径0．925cm，重量3．89，形状は正円柱状で穿孔は片面より開孔部から終孔部

に一方から穿っているが，最初に穿孔を試ふた小六が径0。156cm，深さ0．12cmほど穿かたれてい

る。これは，最初の穿孔行為が中央をのがしたので改めて開口部を求めたものと考えられる。
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N o－′′ 形　 状
顧表■表表■表■　　 ＿

長辺 ×短辺 ×深 さ （m ）
覆　　 土 備　　　　　　　　　 考

1 号土 壌 長 方 形 1．95×0 ．86 ×0 ．53 自 然 堆 積 管 玉 （図 1 1－ 22）出 土

2 ．07×1．0 5×0 ．50 ク2 号土 壌 長 方 形

2 ．22×1．0 5×0 ．50 ク3 号土 壌 長 方 形

4 号土 壌 長 方 形 2．57×1．3 3×0 ．56 ク

1．76×0．8 1×0 ．47 ク5 号土 壌 長 方 形

6 号土 壌 長 方 形 2．40×1．0 3×0 ．50 〃

抗と各一節　悪ため

本境の調査は残っていた墳丘と周溝を全据するという調査方法をとった結果，帆立貝式の前方

後円墳を検出することができた。主体部はすでに盗掘にあい，見る影もなかったが，主軸線上に

設置された埋葬施設の石棺の痕跡を確認できた。当古墳群が箱式石棺を伴うことは，ルート外の

民家の宅地にも確認できるが，霞ヶ浦沿岸にいちじるしく発達した箱式石棺が湖沼川流域にも存

在することを確認した。叉，新治郡千代田村大塚5号墳（JOT－5）（注2）にその形態が類似し

ており，石棺の方向が主軸に直交する以外まったく同じで，前方部くびれ部付近に位置すること

からして，埴輪が古墳に埋設された全盛期をすぎたいわゆる変則的な後期古墳と考えられる。又

土壌は土墳墓群の性格が強く，古墳の副葬品と同じ管玉の出土により，当地方の墓制の一形態を

示すものとして注目される。調査中，和泉期の住居址が墳丘裾部附近より検出し，5世期ごろか

らの当地方の繁栄がうかがわれる。

第5節　望号墳及び周辺遺構

1　2号墳（函8－1・図8－2）

墳丘　本境は，1号境の北約280mの地点に位置する古墳で言固沼川の微高地に築造されている。

近年，砂利採取が河川敷より微高地まで拡張され，本墳の裾部まで開発がのび，採取後他所か

ら土砂を運搬し土地を改良して耕地化されていた。墳丘の最高点は18・38mで，ほぼ中心にあたる。

等高線は17。4mまでの5本までが円形を呈するが，以下は流れる。盛土の状況は，東西トレンチ

の北壁で観察するとローム土層の上に旧表土層が平均50cm堆積し，その上にロームブロックと砂

利を含む褐色土層，つづいてしまり粘性がある褐色土層が盛られており，その上に明褐色土層が

墳丘を構成している。墳頂部は，全体的にしまりがなく撹乱がみられる。発掘調査の結果，周溝

は確認できなかったが，直径約24m，高さ約3mの円墳と推定される。

－20－



埋葬施設　主体部を検出するため各トレンチを設定し発掘したが検出することが出来なかった。

墳項部下は近世の信仰の対象物となっている「つちのえ」の石碑が建立されており，これは棺材

を利用　しており　第3層（旧表土）あたりに石棺が存在したのではないかと推定される。

遺物　本壇に関係する遺物は墳項部より石棺材を利用した石碑が発見されたのみである。

望　1号住居址個9）

遺構　本住居址は，2号境の東西トレンチをさらに周溝確認のため延長し調査している時に確認

されたものである。主軸方向はN－23LWで1辺約4．5m前後の不整方形を呈している。壁高は約

10cmで，削平されている。東・南壁は土壌により掘られており存在しない。焼土は東壁側の床面

に小範囲に確認できるほどである。床は平坦であるが粘性があり，しまりがある。3個のピット

は浅いが主柱穴であろう。住居址内の覆土は，部分的に炭化物を含む褐色土の堆積がみられる。

遺物　住居址内から出土した遣物は壷形の弥生式土器である。他に土師器片が極少量出土した。
（図10－㊤

3　豊壌（図9）

土壌は1号住居址の西壁を切り込んだ状態で確認された。南北約3．2m，東西約3．5mの不定形

状を呈する。壁面はほぼ垂直に切り込んでいる。床面はやや傾斜しており，土壌内は粘性のある

黒褐色土の上に暗褐色土が自然堆積している。出土遺物は検出されず，時期，用途不明の遺構で

ある。

窮㊨節　ま藍め

今回の調査は常磐自動車道建設に伴い塚原古墳の一部（2基）が調査の対象になり，古墳ととも

に住居址，土壌を検出することができた。湖沼川流域においての調査は，わずかに左岸の内原町

ドンドン塚古墳（注3）だけにすぎず，解明されない問題が多く，右岸の茨城町下土師・木部e飯沼

と続く古墳群が，当塚原まで連続して古墳群を形成していることは，古墳時代後期，この流域の

栄えたことを物語るものであり，今回の調査では箱式石棺埋葬形態の状況を把握することができ

た。

（注1）茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』昭和52年

（注2）茨城県教育財団『常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書I』昭和55年

（注3）大森信英他「茨城県東茨城郡茨城町ドンドン塚古墳発掘調査報告」『上代文化』37　昭和42年
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第3図1号墳主体部
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1号墳主体部上層解説

1軋極目梱色　ローム柚軋無私小イi片

を含みやわらかい

2枚　哺褐色　ローム‥仰臥　小石片を含みし

ま一Jている

3軋栂　色　ローム・∴t≒色，紗．小イi片を含み

やわらかい

4層・裾　色　UTム，小〃片を含みサラす

うしている（紗）

5屑・褐　色　ローム，砂を含みやわらかい

机も哺桐色　ローム，1I！色，小小片を合み

Lま一ノている

7帆∴tt褐色　ローム．黒色．小イ吊・を含み

ややしまりがある

8帆　柳音戦色少Ilとのロームを含みやわらかい

蠣・極哺潮也，U－ム，∴l≒色を含み川い

10軋褐　色　少：lとのローム　黒色の小イ演一を

含みやわらかい
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A一一L＝13・200M

3a

二二「二二二二二二＝＝一一－一、‾／、　（

8－一一一L＝13・200M

一一・・、－1－、、－＿．＿，＿．Iへ－1一・・㌧l一一一、－．、1

C・－L＝13・200M　，

「千二二∴二二二3a

D・－L＝16・479M

2　－－‾‘‘‘‾Ⅰ‘‾－’‾‾‘‘‾‾・一一・一

－・C，

‾lll一一11‥……‥一一‾‾ll‾lllll‾二一‾l‾l‾‾‾：l‾l‾ll‖二一‾l‾‾

塚原2号住居址土層解説

1．日t†褐色　少をlをのYP，ハートロームフロノク（5m叫－順）を含有し若1－しま。を宵びている

2．暗緑色　少抑尉ヒ粒イー及び極少呈達のハートロームフロノク（31mm前後）を含有し非常にしまりを帯びている

3a　裾色　ハートロームプロソク（3m叫1rf後）を含有し比校的やわらかい

封）．日計裾色　極少星のYPを含有‾ししまりを′昔びている

第4図　第2号住居址
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A、－L＝16．066M

ー・A，

1号土塊土層解説

1層．リ、㌔　極少星のYPを含有し紗門を帯びし

りを昔びている

2層．黒　少ilとのロームフロノク（5C叫冊鋸を

fj‾L比柚′i′」やわらかい

一・品，3層．黒　極少細YP　含江比較的やわら

Al－L＝16．066M －・A，

A，－L＝16．056M

第5図第で号土壌0第2号土壌

－25－

い

4a層．裾色　ローム粒を含有した紗門のi二層

ある

4b層．黒　少最のロームフロノク（5mm～5C】

を合イiした砂骨のi湖である

5層．∴1㌔褐色　少椛のYPU…ム抽3m嘲掃射

ご用‘した砂質の上層である

鏑デ．裾色　少量のロ…ム粒（1～3mm）を含有

ため骨のi湖である

硝子．暗視色＋極少品のローム粒（1～3mm）を

イrLた紗riのi二層である

L　　　1i関．…！
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1

1

し

「

？　　　　　　3号土壌

A一一L＝15・835M

＼、　＼　　一㌦
＼　　　、

A　一一一　L＝16．200M

四

十j

ロ

21

＼＼、3、＼ゝ一√…／

、一一・一一一一huへ

3号ま廉土層解説

1層．黒　色　ごく少量のYPを含有し

一・品「・e　　　　非常にしまりを帯びてい
る

2層．黒褐色　ごく少量のYPを含有し

しまり粘性共に非常に帯

びている

3層．褐　色　少量の礫を含有した砂質

の上層であり、しまり粘性

共に強い

4層．褐　色　ごく少量の礫を含有した

砂質の士層であり、しまり

粘性共に若干帯びている

5層．褐　色　少量の礫を含有した砂層で

し　　／／‾

4号土壌

あり、しまり粘性共に帯び

ている

暗褐色　ごく少遍のYPを含有し

しまり粘性共に若干帯び

ている

褐　色　少量の砂層ブロック（5cm

前後）を含有ししまり粘性

共に強い

A・－　L＝16．301M

第6図　第3号土壌・第4号土壌
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4号士頻土層解説

1触　り㌔　色　少槌のYI）を領iLしま

りを′昔びている

2軋　∴l潮色　少星のYPを合イlLしま

り柚ノI：共に若イ帯骨てい
rl

′〇

の且i黒鋸色　こく少l一拍）ハートローーム

フロノク（1C叫】植わを合
1J．ししまり粘酌仁に若上

帯びている
胡ィ．黒裾色　少；量iのハ…トロ…ム拙1

m叫掃射を含有した砂男の

l層であり若イ粘性を昔

ひている

5軋　暗視色　少最のロームフtブノグ（3

m前後）を含有した砂暦の

輌尋であり粘性を帯びて

いる

6触．裾　色　こく少ll軽）ハ…トロ一一ム

ノ甘ノクrlc叫ir雁）を含

1】しだ紗門の上層であり

しまり粘性共に才一汗瀾ゼ
ている

7J酪　褐　色　こく少品のノトトローム粒

細前後）を含有した砂暦の

l湖でありしまり粘性共に

才．汗・昔びている

ト．1iM　＿＿‥j
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A・－L＝16．135M

B・－L＝17．141M

－・A’

5号土焼土層解説

1層・黒　色　少量のロームブロックを含有し
若干しまりを帯びている

2層・黒褐色　少量のYPを含有し，しまり粘性
性共に帯びている

3層・黒褐色　ごく少豪のハードロームプロ、ソク

0cm前後）を含有し、しまり粘
性に帯びている

4層言圭褐色　少量のYPを含有し、しまり粘性
共に若手帯びている

5層・黒褐色　少豪のハードローム粒（3cm前後）
を含有し若干しまりを帯びている

一一臨，　紬；．暗視色　少量のハードロームブロックは

C叫前鋸を合有し若上しまりを帯
びている。

7胤褐　色　比較的多原のハードロームプロノ
ク（2cm前後）を含有ししまり粘性
共に非常に帯びている

8層・暗褐色　少畳のハードロームブロック（1

cm前後）を含有し、比較的やわら
かい

8－－L＝17．141M

第7既　第5号療0第6号墳

－27－

6号士頻土層解説
1層・里＋色　少椛のYPを－午〃し、しまり

を帯びている

2軋∴梱色　少：－～のYP，り－ム粒信輔

ししまりを帯びている

冊・褐　色　少榊）トト…∴六粒を合1rL侶

しまりを帯びている

相・‘I．毛　色　こく少榊）YI）をr持し、し

まり粘性を帯びている

5軋極目細色　少量のローム軋YI）を合

11ししまりを帯びている

6軋il繍色　少；－とのロームフUノクを含有－

ししまり粘性才t，11㌫びている

」－ユ里＝ここヨ



塚原2号墳A－A′トレンチ束壁用解説

1層．暗褐色（締り粘性あり）木墳冊湖とノ思われ
る

2層．明褐色　砂，砂利が全体に含まれゝブいる

：堀．視　色　締り粘性あり言侶ナ的に小江ト∴ム含
む

4層．褐　色　締り粘性あり言継嗣杓に砂利含む

5層．褐　色　締り粘性あり，全体朝にしトムフ

ロ　ノク，黒色プロ　ノウ混㌢j

朗尋．暗褐色　締り粘性あり，しトムフtぎノア，

黒色ブLfノクが多狛二含まれr

いる

7層．褐　色　締り粘性あり，ロームブ。ノダゥ

ロ㌧－ム粒子黒色i一含む

8屑．暗褐色　褐色土　砂。一一ムフtJノク合すノ

9軋　極痛褐色　大きいtトムフリックや　焦攫汗

多量に含む

10層．明褐色　2層と同様であるが砂利含ます

11層．褐　色　ローム粒ら　tトムプロノク含オノま

塚原古墳2号墳C一一C′トレンチ

北壁土層解説

1′軋2′屑；リ、㌔　色　締りなく托目礼穴と

と思われる

鶉も　日用机旦　紗，砂利か全体に含まれている

剖屑．甲、初色　締り裾，性があり、LJ…ムプロノ
ク茶裾色Lのフロノクが多能に

に含まれている

、う′層．裾　色　締年拙作あり，徹椛の礫を

含みrト”ムフtWJノク、こく少

少星のノE、‡㌔色上を含む

こう′′層．緑　色　締単枯性をし（表土屑と思わ

れる）

沌上　目一雄J色　締り柚ノi一あり，Lト　ムソロノ
クが集中的にある

封1．　裾　色　締り　出隼あり、て1W…ムフLJノ

ク砂利を計歳に含み2屑と変化
意し

（潮　∫し一　色　締り舶′！ふあり＝侶炎上）

7層．明視色lトム1・．づぐあるカ［－，［け油加÷砂

利が多ぷ∴∵㌫目している

』こj

塚原2－号墳B…B′トレンチ西壁土層解説

1層．　　　　　盗掘穴
2′層．褐　色　少接のコームフロノク，砂利混り

締り粘性あり

2′′層．視　色　砂混りのロームプロノクあり，
締り粘性あり

2ル層．暗褐色　少量の砂，砂利，小口い－ムプロノ
ク混り，締り粘性あり

4層．褐　色　締り粘性あり，部分的に砂利含む
4′層．極暗褐色　砂利，小ロームブロック混り締

り粘性あり

4′／層．喩褐色　4′と変化はないが砂利が少ない
締り粘性あり

4竹層．褐　色　砂利，部分的に礫混り，粘性締り
なし（全体的に砂利が多く部分的
にローームブロック混りj

5層．褐　色　締り粘性あり，ロームプロノク，
砂利を多量に含み2層と変化なし

5′層．明輝色　砂，小口一一一ムプロノク混り（部分
的に）締り粘性あり

6層．黒　色　締り粘性あり（旧表土）
7層．明視色　ロ｝一一ム層であるが部分的に砂利が

多量に含まれている

7′層．暗褐色　小ロームプロノク，黒色ブロック
混り，締り粘性あり

∈）′層褐　色　多量のロームプロノク，黒色土混
り，締り粘性あり

第＄試作「塚原慧考墳全備測量◎トレンチ配置図
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1号住居址・1号土躾土層解説

1

1

2

3

3

4

5

6

極暗褐色　粘性，しまりあり，表土層
褐　色　粘性，しまりあり，黒色ブロック混り
砂利層　砂利，砂を含み褐色
暗褐色　粘性，しまりあり
極暗褐色粘性，しまりあり

暗褐色　粘性，しまりあり
暗褐色　粘性，しまりあり

褐　色　粘性，しまりあり
見られる

7．褐　色　粘性，しまりあり
7：黒褐色　粘性，しまりあり

全体的にロームブロック含む
部分的に粒子（木炭）含む
全体的にローム粒子含む
部分的にローム粒子含む
少量の砂利含みローム粒子も

）呂調音含み、7は壁面にロームブ

第9図　第頂号住居址・第1号土壌
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第10図　住居址・土境内出土遺物実測図
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第11回　住居址・土境内出土遺物実測図
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2　1号墳発掘風景

4　1号墳主体部

－33－

5　1号墳主体部墓城

写1

6　1号墳全景（調査後）



1塚原2号住居址

3　塚原1号土塀P

－34－

5　塚原1号土壌

写2



1　塚原2号墳

4　塚原2号墳墳丘土層断面
（C－C′）

5　塚原2号墳土層断面（部分）
（B－Bつ

写3
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6　塚原1号住居址全景



写4



写5

15

塚原2号住居址・土壌出土遺物
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第磯章　湿　気　遺　跡

第篭節　遺跡の童地歴環境

瑠　地理的環境

湿気遺跡は，茨城県東茨城都内原町太字鯉淵三ノ割2780番地ほかに所在し，調査対象面積は4，

800扇である。内原町の大部分は東茨城台地と呼ばれる標高約31－35mの平坦な洪積台地で，湖

沼川支流の浸食によ畑　樹枝状に沖積低地が形成されている。北部には，鶏足山塊からのびる丘

陵がせまってきている。遺跡は，湿気川と湖沼前川にはさまれた台地の湿気川よりの縁辺部にあ

りタ　北東側に標高約28～33mのゆるやかな傾斜を示し，現況は畑地となっている。

望　歴史的環境

沖積低地に画する台地縁辺部には，古くから集落があり，本遺跡の周辺にも根古屋遺跡（縄文

時代）言竜淵遺跡（弥生時代），中台遺跡（古墳時代），平五郎治古墳夕　寺池東古墳群，寺池西古墳群，

宿上の台古墳群など多くの遺跡が存在している。

本遺跡の南側には，車健の城館跡である鯉淵城跡があり撃　その一角に国指定重要文化財中崎家

住宅がある。経塚の東を南北に通る道路は，古くからの街道で，鯉淵城大手門に通じていたとい

う。現在の旧鯉淵村には寺院がないが，率遺跡の西方に「万歳寺」という字が残っていて，寺院

のあったことがうかがえる。また，江戸時代にはケガ観音で知られる正浅山持福院観音寺（図1

－12）があった。

第望節　調査経過

昭和54年相月　15日に卓二刈り作業，器材の調達をする。、．22日に分布調査をする。縄文時代中

期の土器片と須恵器の小片を表面採集した。経塚は最近バックホーを使った植木の抜根が行なわ

れ，経石が散乱していた。遺跡の全景写真を撮る。鍋田に　常磐自動車道センター杭（STA…230

＋80）を基準杭として真北を座標軸にし，40m四方の太調査区を設定，調査区の杭打ち作業を開

始する。調査中訪れた見学者から「子宝に恵まれない婦人が文字の書かれた石を持っているとご

利益がある」とか「経塚は，子宝に恵まれなかった大家の婦人が作ったら「耕作でじゃまになっ

た石を動かした」了宝さがしのため穴を掘った」了調査区域の東側の畑に陥没する所がある」な

どの情報を得た。二，26日から，経塚の石の出土状況の調査，桑の抜根作業を中心に行なう。30日に
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調査区の杭打ち作業が終りタ遺構の分布状況確認のため，調査区の25％の表土除去作業を開始し

た。約30cm掘り下げるが，出土遺物はごく少量であった。

雇用　臓も引き続いて遺構分布状況確認作業をするo A3区は耕作土が谷へ流れ込んだた

めか，ローム面までが深くなっている。A3h8区で縄文時代後期の土器片が出土する。射凱

作業員山田喜都民急死。臓に，遺構の分布状況確認作業を終了する。この段階で，B3区西側，

C3区東側に竪穴住居址1軒および土壌。溝を数基確認しただけで，出土遺物も少量であった。

また，地表下50cmまでトレンチャーが走っている所があり，遺構は耕佃こよりかなり擾乱されて

いると思われた。本日で，経塚の調査を終了した。7日から，1号住居軋1号土壌（1号地下

式墳），2号土壌を中心に遺構の調査を行なう。1号土壌は80cm掘り下げても床がでず，井戸かと

思われた。住居址はトレンチャーで擾乱され，木炭・土器の小片が多数散乱しており，遺物の出

土状況図作成に時間がかかった。朋に，B4（ゝ2区で竪穴住居の壁と思われる10cmの段差のあ

るローム面を検出したが，住居址とは確認できなかった。相田に，4号土壌（2号地下式墳）の

覆土中より内耳土器片が出土した。2の田から1号住居址，1号土壌，2号土壌の平面実測を中心

に調査する。2畠田の6号土壌（3号地下式墟）調査の段階で，1号土壌。4号土壌e6号土壌

は，地下式壕の一種と気付き，これまでの遺構の分布状況確認作業を再検討することになった。

29円から，B3区全域の表土の除去作業を開始した。

朋　相田で　B3区とその周辺の遺構の分布状況確認作業を終了したが，新たに土壌20基を確

認しただけで，地下式境は11号土壌（4号地下式境）1基を確認しただけであった。瑠3日から，

遺構の底面・璧確認作業とあわせて実測を行なう。相田に，2号地下式境の竪坑が検出され，掘

り下げたが，1人がやっと入れるスペースしかなく排土に苦労した○相田，2号地下式嬢の羨道

調査で，落盤防止のために羨道の南側部を上からすっぽり削り取った○朋に大型器材を大塚新

地遺跡へ搬出する。2相をもって作業員による作業を終了する。2帽からは調査員2人で，残っ

た実測・写真撮影を行なう。26日，2号地下式嬢の長さ3mあまりの羨道エレベーション実測

はタ中に水糸を張って行なわれた。作業長であった村上慈朗氏来訪，1日手伝ってもらう。27田

に，2号地下式境の底面平面実測のため，水糸で1辺50cmのメッシュを張った。底面がかをりか

たくタ　くぎを打ち込むのに金ヅチを使う〇本目をもって全作業を終了した。
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囲

番号 追　 跡　 名 時　 期 備　 考 番号 追　 跡　 名 時　 期 備　 考 番号 遺　 跡　 名 時　 期

古脚 寺代

ホ煉J 半家

備　 考

1 論田塚古墳群 古墳時代 円　 墳　 2 10 鯉　 淵　 城∴跡 中　　 肝l 繊　 維　 址 19 寺池西古墳群

くずれ橋遺跡 造物包蔵地
2 二 の 割 遺 跡 縄文時代 造物包蔵地 11 根 古 屋 遺 跡 縄文時代 遺物包蔵地 20

3

4

東北部古墳群

物 見 塚 古 墳

古墳時代

古墳時代

12 正きよ山持密首完
剋1争寺

江戸時代 廃　　 寺 21 中　 台　 遺 跡 戸丁場～’l頂 遺物包蔵地

13 息栖台古墳群 古墳時代 22 大 塚 古 墳 群

大塚A 庚申塚群

古墳時代

不　　 明5 平五郎治 古墳 古墳時代 14． 滝　 淵　 遺∴跡 弥生時代 遺物包酎地 23

6 湿　 気　 遺 跡 本　 追　 跡 15 倉　 田　 遺∴跡 縄文・部庄 遣物包蔵地 24 犬塚B 嘆中塚群

犬 塚 古 墳 群

権 現 古 墳 群

不　　 明

古脚時代

古墳時代

7 経　　　　 塚 本　 追　 跡 16 下　 野　 遺 跡 縄文時代 遺物包蔵地 25

8 中 崎 家 住 宅 江戸時代 望柁高良要 17 宿上の台古墳群 古墳時代

封餅 紙

26

9 堀 の 内 結 跡 中　　 世 城　 館　 址 18 寺池 東古墳群

第1図　湿気遺跡・周辺遺跡位置閣および一覧表
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第3節　遺構。遺物

て　第1号竪穴住居址（図304．写20709）

B3区中央部から西へ寄った傾斜地に位置し，主軸方向はN－460

－Wで，平面の形は一辺約6。6mの隅丸正方形をしている。ほとん

どの壁は外傾し，高さは12－24cmほどである。床はロームで西から

東へわずかに傾斜している。円形のピットが4個検出され，ほぼ同

間隔に位置しており，主柱穴と思われる。カマドは北西壁の中央部

■　ピッ ト l直　 径 1深　 さ
番　 号 （cm） （cm）

P l 34 73

P 2 34 76

P 3 30 66

P 4 28 80

に付設され，壁から外に少し張り出た構造である。後世の土壌が南

西壁と，南コーナー部から南東壁をそれぞれ授乱していた。更にトレンチヤーのあとが同方向に

床面を抜いて走っており，遺構の保在状態はよくない。住居址内覆土は自然堆積の状態を示して

いる。床面から頚土中にかけ，大きいもので長さ60cmほどの炭化物が一面に散乱しており，火災

を受けたものと思われる。

出土遺物は，土師器片約300点，須恵器片5点，陶器片1点，砥石1個，小石約65個，炭化物多

量であるが，土器のほとんどは小片で，一番保存が良かったのは上半分復元できた土師器の婆形

土器（図4－3）1個である。土師器の器形には，婆形，杯形，碗形のものがあり，図9－6の

聾だけは古墳時代五領期のものであるが，他は鬼高期末のものと思われる。

カマド内出土の砥石は，最大長19．8cm，最大幅8．6cm，最大厚6．7cm，重量1，4809で，石質は安

山岩である。4面ともに使用痕があり，2面には幅5～10mmの使用によるへこみができている。

実測図に載せた土器については，次のような観点に立って一覧表で記述した。

○　番号は，実測図記載番号と共通である。

○　焼成については棒に目立ったものを特徴の内面の欄で記述した。

○　口径は，目線の外側を測り，実測図による復元値を（）内に記した。

○　器高は，底部から最も高い部分までの値で，破損品の場合，現存高を（）内に記した。

○　色調は，土器外面で付着物のない所をえらんで，標準土色帳を参者にして記した。

○　胎土は，土のほかの混入物を記した。石英とその他白色の石との区別がはっきりしないの

で白色の石はすべて石英とした。
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第1号竪穴住居址出土土器－・覧表（図4）

番 種　 類 特　　　　　　　　　　　　 徴 口　 径 色　 調
胎　 土仁コ7テ 器　 形 外　　　　　　　　　 面 内　　　　 面 。。 （強

苗霹　 「笥 （外 面）

1
土 師 器

婆　 形

目線部 付近 ％ のみ現 在 。 口縁 部横 ナデこ

胴 部 へ ラ削 り後 ナデ。 か な り摩 滅 して

い る。

ナ デ （18 ．0）

（10．5）

にぷ い

黄　 橙
石英移）

2
土 師器 目線 部付 近 ％ のみ現存 。 口縁部 桟 ナ デこ ナ デ （18．6） にぶんい

砂礫 （多）
婆　 形 胴部 はか な り摩滅 して い る。 （9．5） 黄　 橙

3
土 師 器 胴 部 下半 欠損 。 日縁 部横 ナ デ。 胴部 へ 口縁部 横 ナ デ。胴部 16 ．8 にぷ い 砂礫

聾　 形 ラナデ。 ヘ ラナ デ。焼 成 良 （12．0） 黄　 橙 黒雲母

4
土 師 器 口縁 部 片。 長婆 。 目線 部横 ナ デ。 かな ナ デ （21．4） にぷ い 石 英（多）

婆　 形 り摩 滅 してい る。
（8．2） 黄　 綬 黒雲 母

5
土 師器

聾　 料

底部 の み現存 。底 部 へ ラナ デ。二次 焼

成 を受 け かな り摩 滅 してい る。 カマ ド
内出 土。

表 面 が刺 離 してい る
窪8 ．8

（10 ．．0）
明　 視 石英 （多）

6
土 師 器 底 部 のみ現 存。 胴部 へ ラナデ。底 部 へ かな り摩滅 して い る

箆8・9

赤　 褐 石 英（多）
婆　 形 ラケ ズ リ。 朱塗 痕 が あ る。 （5．0）

7
土 師器

球 形 日縁 部片 0 ミガキ。摩 滅 してい る。

ミガキ。焼 成良 （15．2）

（3 ．4）

にぷ い

橙
自雲 母

㈱

8
土 師 器

I不　 形

目線部 片 。 口縁 部 と胴部 の境 に浅 い沈
線 が一条 まわっ てい る。黒 く磨 かれて

い る。

黒 く磨 かれ て い る

焼 成 良

（15 ．0）

（3．9）

にぷ い

橙
金雲母

（微）

9
土 師器

fJ　 形

！

口縁 部 片云 黒 く磨 かれ て い る。
黒 く磨 かれ てい る

焼 成良 ・

（15．4）

（3．0）
黒 雲母 （微）

10
土師 器

土不　 形
目線部 片 。横 ナ デ。

黒 く磨 かれ てい る （1 3．8）

（3 ．4）
黒褐 色 雲母 微）

11
土 師器 口縁部 片 。 目線部 横 ナ デ。胴 部 へ ラナ ナ デ （11．8） にぷ い

雲　 母
土不　 形 デ。 か な り摩滅 して い る。 （2．7） 赤　 褐

12
土 師器

杯　 形
日縁 部 片。 ヘ ラナ デ。 ミガキ

（17．0）

（4 ．6）
浅 黄橙 砂　 礫

13
土 師 器 口縁部 片 。 目線 部横 ナデ。 かな り摩 滅 口縁部 横 ナ デ （18 ．0）

黒　 褐 砂粒 （多）
椀　 形 してい る。 胴 部 ナ デ （4．0）

14
土 師器 口縁 部 片。 目線部 横 ナ デ。胴 部 ナ デ。 目線部 横 ナ デ （15．0） にぷ い

石 英（多）
椀　 形 か な り摩滅 してい る。　　　　　　　 胴部 ナ デ （5．5） 橙

1 5
土師 器 目線部 片 。 口緑部横 ナ デ。 黒 く磨 かれ 目線 部横 ナデ （13．2）

黒　 色 砂粒 絢
土不　 形 て い る。 胎土 も黒 色 で あ る。 焼成 良 （4 ．0）
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第1
1

2

3

4

5

6

7

8

呂一里

、㌔褐

竪穴住居址　土層解説
色　ローム粒，焼土粒，木炭粒を含む

裾　色　ロ…－ム粒（多）を含む
川胤色　ロ…ム粒（多）を含む

褐　色
初　色　ローム粒，ノ天，砂，焼土，炭化物を含む
黒褐色　ローム粒（多）を含む
暗褐色　ローーム小フロソク，ローム粒を含む
川j褐色　ロー…ム粒（多），ローム小プロノク（少）

を含む

カマド土層解説
1　ノ天l′l色　紗と粘上が注拍三
2　にぷい楕肇i　紗㌫の上層
3　にぷい紺色　焼！二を合む砂質のf二層

冊視琶讐至享差簑W：；雲；琵…プ；…

二

l　　　　　　　　　接待L

第3図　第瑠号住居址実測図
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第4図　第1号住居址出土遺物実測図
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望　地帯式磯

第1号地下式壊（図5，写2・3）

B3g3。B3g4区　に位置し

主軸方向はN－78LWで，竪抗・

主室がつながっていて，全長は約

3mである。天井部は調査時以前

に落盤していた。

竪坑の境底平面形は一辺約0．9m

の四角形で，壁は墟底から0。6mま

ではほぼ垂直に立ち上がり，そこ

から遺構確認面まで外傾している。

深さは確認面から1．86mで，竪坑

から主室まで平坦になっている。

入り口の施設は認められなかった。

主室の底面は2．36m，1．34m，

1．30m，1。25m，1．34mの五角形状

である。壁はやや外傾し，高さは

0。8mほどである。天井部は％ほど

落盤しているが，残存部の壁の傾

きから，屋根形を呈していたもの

と思われる。底面は粘土質のロー

ムでかたくしまっている。

1

1

～

i

一

f

i

I

［

ヽ、

土層解説
1iIl硯色　目一ム′帖多用じ潮音を含む

2　－1㌔視色　目一ム粧（少）腕1出立を合む

3　′里糾色　ローム粒（多）を含む

4Ili極ユ色　ローム粒（少）を含む

5　鋸　色　21再の黒裾色上を！沌、

6　日－1裾色

7　裾　色　ローム粒を含む

8　褐　色　ローム粒（多）㍑化粧を合む
9　小ロームプロノクがi．体

10　ソフトしトームi封ヒ物を含む

11褐　色　ローム粒を含む

12　褐　色　ローム粒を合む

』二二二二二聖二二二二ヨ

3　ハ…一トロームがト体

4　ハートローム，鹿沼粒を含む

5　ハードロームと鹿沼上の混上

6　ハ蜘｛トロームとローム粒の混1

7　∴日、色　目し一ム粒を含む

8　∴l－、色　ローム粒を含む

！）ハ一一トlトー∴が主体

0　粘　i

l　鹿沼上

2　ノ、一一　卜t「－ム

3　粒上と鹿沼Iの混上

第5図　第1号地下式塘実測図

土層を見ると，9層・18層e19層は埋葬時のもので，竪坑をふさいだものと思われる。その上

に重なるロームは，天井部の落盤したものである。遺物は，落盤後の覆土内に土師器片が数点出

土した。これは後世流れ込んだものと思われる。

第2号地下式境（図6，写3）

第1号地下式境の南西側に位置し，主軸方向はN－65LWで，竪坑・羨道e前室e主室が北西

方向に並んでいて，全長は約7．6mである。竪坑の底面は0．92mXl。04mの長方形を呈し，壁は療

底から0．6mの所までやや内傾し，そこから遺構確認面まではほぼ垂直に立ち上がっている。高さ

は約1．糾mである。ここの土層をみると，竪坑が埋葬時に埋めもどされたことを示している。
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羨道は長さ3・5m，幅0・82～1・34m，高さ約0・7mで，断面形は長方形を皇し，ややカーブして前

室につながっている。羨道の天井部には鋭利な刃物による削り痕が残っている。羨道は，墳底か

ら半分ほどロームブロックが積まっている。天井部の落盤がないことから，これは埋葬時のもの

で羨道をふさいだものと思われる。前室の底面は0・64m，0・84m，0・76m，0・54mの四角形を皇し，

主室の底面は3・2mX2・7mの四角形である。底面の状況は，粘土質のかたくしまったロームで，平

坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がり，天井部は，コーナー部を除きほとんど落盤していたが，

墳底から約0．8mの所に天井部の痕跡が認められる。

遺物は，落盤した天井部をうめる土層中に内耳の土器片・土師器片が出土したのみである。

第3号地下式班（図ら　写30の

B3g7区に位置し，主軸方向はN－114LEで，竪坑・羨道e主室が南東方向に並んでいて，

全長は約2・8mである。竪坑の底面は0・9mXO・6mのほぼ長方形を皇し，底面はほぼ平坦で粘土質

のかたいロームである。土層をみると，竪坑は埋めもどされたと考えられる。壁は垂直に立ち上

がり，高さは1．2mほどである。

羨道は，竪坑口の幅が0・68m，主室ロの幅が0諸4mで，奥の方がやや広くなっている。高さは

0・7mで，断面はカマボコ形をしている。天井部は完全に残っていて，鹿沼層とその下のローム層

を掘り込んでいる。

主室の底面は長軸最大幅2・60m，短軸最大幅1・56mの扇形状をしている。壁はほぼ垂直に立ち

上がり，底面から0・8mの所に天井部の痕跡が認められる○鹿沼層とその下のローム層を掘り抜い

ている。天井部は，コーナー部を除き落盤していた。出土遺物はなかった。

第番号地下式栗（図7，写4）

第3号地下式境の北東側，B3f9区の傾斜地に位置し，主軸方向はN－119LWで竪杭・羨

道e主室が南西方向に並んでいて，全長は約2・7mである。竪坑の底面の形は，長径0．98m，短径

0・8mの卵形をしている0底面ほかたくしまっていて，主室の底面よりやや高くなっている。壁は

垂直に立ち上がり，高さは1mほどである。土層を見ると，掘り出した土を再び埋めもどしたもの

と考えられる。羨道は長さ約0．18mで，天井部は落盤していた。

主室の底面は，最大長軸4・2m，最大幅2・Omの扇形状で，床面は粘土質のかたいロームで平坦

である。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面から0・8mほどの所に天井部の痕跡が認められ，厚さ

0・4mほどの鹿沼層とその下のローム層を掘り抜いている○天井部は落盤していたが，底面には

薄く塗ったように黒色土がはさまっていた。出土遺物はなかった。
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第6図　第2号地下式墳実測区
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2　日音視色　ローム粒，炭化粒，焼トラ粒　を含む
3　裾　色
4　日音褐色　品目ヒ粒（少）焼＿冊立を合む
5　褐　色　ローム粒（多）炭化粒（少）を含む
6　視　色　腕7出立（少）を含む
7　日由り色　ローム粒（少）を含む
8　暗視色　炭化物を合む
9　暗視色　ローム粒，炭化物（極少＿；封を－↑む
10　視　色　ロームプロソクを含む
11　暗視色　品目ヒ物，焼」」拉（極少量）を含む
12　褐　色　ロームプロソクを含む
13　暗視色　黒色上フロ　ノクノ∴川三　を音む
14　捗J　色　炭化物（少）を言む

15　裾　色　ローム粒を含む
16　ロームi二体に．黒色　上∴－、けl三
17　ローーム　日本

18　腕沼粒，粘1二塊混在
19　ロームフロ　ノク　日本
20　暗褐色　ロームフロノク，腕沼上を含む
21　ロ…ムプロ　ノク　日本に此汀了L混入
22　ロームフロ　ノク，ノリ、㌔色上，鹿沼上混！l三
23　ノ黒色上日本にロームフロ　ノク，腕沼L混入
24　L7－∵ムプロ　ノク、ノ黒色上，脱沼上混石三



N

才

3号地下式壌土層解説
1．黒褐色　ローム粒（多）を含む

2．暗褐色　しまり弱い
3．暗褐色　ローム粒（多）を含む

4．黒　色　ローム粒（少）を含む

しまり弱い

3　経　垣（図8。9．写4。508）

4号地下式躾土層解説

1・黒褐色　しまり粘性弱い

2・暗褐色　しまり扁性弱い

3・明褐色　ロームが自体
4．ロームブロック

5・ロームプロノク，鹿沼土，褐色上がまじり
あって左トへ流れ込んでいる

現況は畑地で，　標高は32．8mを測る。経塚の北東13mほどの所を南東から北西へ通る幅2・5m

の道路は，鯉淵城大手門へ通ずる昔からの道路であったという。調査前に，経塚のわきの土地境

界にそって植えられていた茶の木が，機械で抜根され地表に経石が散乱していた。耕作土中の経

石の分布を調査すると，El a8区を中心に直径約8mの範囲に集中しており，このあたりに経

塚があったことが推定できる。念のため地下施設の有無を調べるため，Ela8区・Elb8区

をローム面まで掘り下げた。土壌が6基検出されたが，いずれも覆土はしまりが弱くさらさらし

ており，一部にビニール袋なども見られ，経塚とは関係のない最近のものと思われる。また耕作

土の下の層からは，経石が出土しなかった。

多数の石が出土したが，この中には経石を持ち去ってご利益のあった婦人が，お礼に河原石を

返したという話もあるので，ふつうの河原石も含まれていると思われる。文字の書かれていたと

思われる石は6，278個で，そのうち671個には文字の痕跡が見られた。経石の大きさは種々で，小
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第8図　経　塚　現　況　図
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さいもので長径2・4cm，大きいもので長径12cmのものがある。形や色も種々で，近くの川によく

見られる河原石である。その河原石の比較的平らな面に一字墨書してある。少しくずした文字（図

11）が多い。判読できたものは次の387字である。なお，同じ文字の石がある時は日内にその数を

記した。

阿　為（5）因（2）依　印　畏　以（2）引　優　汚　縁（3）衣　宛　応　於（3）都3）億　悪（2）

王（3）間（2）介　我（6）討　芥　獲　漠　崖　学　加　願　界　閑　去　及（3）義（2）喜（2）

教（2）蔑　経（3）近　記　行（2）強　具（3）求　苦　月（2）虔（2）兼　花（4）結　気　温　嶽

激　合（2）此（3）高　興（3）丘　故（2）根（2）今　五（2）御　後　言　挙（2）谷　広　虚　金

叩　薩（5）山　詐　散（2）坐　作（2）三（2）歳　罪　細　在　主　而（2）所（2）受（4）者　信

著　臣（2）茨　尽　種（4）灼　浄（2）習　将　常　諸（4）叉　合（3j　捨　従　順　写　事　鉦2）

震　死　之　婆　文　授　小（2）四（2）生（2）処　至　便　志　師　聖　重　身　釈　豆

誰　水　積　前　是（5）善（2）全　千（2）先　施（2）設　酎0）逝　奏　卒　存　束　但　丹

大（4）提　宅　達　智　知（3）注（2）車　丁　伝　飾3）貪（2）得（3）堂　徳　道（4）同（4）士

恕　毒　塔　東　読　請　当（4）内　南　女　加　住　若（2）人（2）二　認　念　然　納　能

坂　背　婆　梅　百　匹　仏（9）福　乎　不（5）附　聞（3）分　符　祓　粉　復　布（3）便　別

訪　朋　本　放　菩（6）梵（2）法（3）方　万　命（2）未（2）巳（2）妙（2）名（2）辛ママ　無　滅

木（2）亦（3）哉　也　有（5）幽　誉　釆（5）戻　猟　利（5）流　蓮（2）戎

経石のほか標識等の経塚に関連する遺物は出土しなかった。
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第9図　経　石　実　測　図
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4　溝（写5－4）

1号溝は，C2d7区から　B3日区へまっすぐ伸びている。長さ約31m，幅約1m，確認面

からの深さ約0．25mで，断面はゆるやかを「U」字形である。溝の両端はなだらかに立ち上がって

いる。出土遺物はなかった。

2号溝は，1号溝と直交するような位置にあり，C2e7区から　C3g4区へまっすぐのびて

いる。長さ約34m，幅約1．5m，確認面からの深さ約0．28mで，断面はゆるやかな「U」字形であ

る。溝の両端はなだらかに立ち上がっている。出土遺物はなかった。

3号溝は，C3C8区から　B3g9区へまっすぐのびている。長さ約23m，幅0．5～1．3m，確

認面からの深さ約0．15mで，断面はゆるやかな「U」字形である。溝の両端はなだらかに立ち上が

っている。出土遣物はなかった。

5　土壌（写6）

土壌は54基検出された。平面の形は長方形を呈し，小さいもので0．6mXO．6m，大きいもので1．4

mX4・6mである。壁はほぼ垂直に立ち上がり，浅いもので，確認面からの深さ0．2m，深いもので

1・1mである。覆土はローム混りのしまりのない単一層であった。遺構と関連のある遺物は出土し

なかった。土地境界線にそって掘られているものが多かった。

6　その他（図10・1ト12，写9・10）

遺構との関連は不明であるが，

表土層から先土器時代のものと思

われる縦長剥片（図11，写9）が

1点出土した。また，縄文時代前

期浮島式（図10－1），中期（図10

－2），後期（図10－3～7）の土J

器片が7点出土した。少量である

が古墳時代の土器片，須恵器片も

出土した。中世のものでは，陶器
第10回　縄文式土器拓影図

片（図12－3，写10－1），内耳土器片（図10－1・2），内面に傘文様の墨絵のある土師質土器片

（図12－5），灯明皿（図12－4）などが出土した。縦長剥片（B3g8区出土）は，最大長7．0cm，

最大幅2．6cm，最大厚0．7cm，重量109で，石質は流紋岩である。打点が2ヶ所残っている。

土器・陶器については次の一覧表に記述した。なお番号のない3点は写真（写10）で載せた。
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内耳土器等一覧表（図12）

番

口7テ

出　 土

遺　 構
種　 類

特　　　　　　　　　　 徴 口　 径
（cm ）

器　 高
色　 調 胎　 土

外　　　　　　 面 内　　　 面

1

2 号 地

下 式 墟

内 耳 土

器

口 縁 部 片 。 耳 の 部 分 は 外 側 にふ

く らん で い る。 外 面 に煤 付 着 。

ナ デ　　　　　 （写 10 － 4 ）

ナ デ

（4 ．7）

外 面 一 視

内 面 一 明

黄 褐

砂　 粒

2 C 3 e　2

内 耳 土 口 縁 部 片 。 耳 の 部 分 は 外 側 にふ

（5 ．2）

外 面 一 黒 砂 粒

器 く らみ を もつ 。 ナ デ
内 面 一 に

ぷ い 黄 橙

黒 雲 母

傲）

3 B 3 h　9 陶　 器

底 部 片 。 胴 部 に緑 粕 が か か っ て 輪 積 み 後 ， ロ グ 霊 9 ．8

（6 ．8 ）
号ぷ い 黄い て ， 底 部 に も玉 状 に 付 着 し て ロ 整 形 の 痕 跡 が

い る 。　　　　 （写 10 －－ 1 ） あ る 。

4 C 3 b 8
土 師 質 縦 猪 の み 現 存 。 灯 明 皿 。 全 面 に 全 面 に 煤 が 付 着 （9 ．6 ）

灰 黄 褐 砂　 粒
土　 器 煤 が付 着 し て い る 。 し て い る 。 2 ．5

5 B 3 i O
土 師 質

土　 器

皿 。 底 部 の み 現 存 。 ロ グ ロ 整 形 傘 の 墨 絵 と わ ず 霊 5 ．0

（2 ．0 ）

に ぷ い

黄　 橙
砂　 礫痕 。 底 部 に回 転 糸 切 り痕 が あ る。 か に帯 状 の 朱 塗

（写 10 － 2 ） 痕 が あ る 。

C 3 j 9 陶　 器

高 台 部 の み 現 存 。 底 部 回 転 へ ラ

削 り痕 。

（写 10 － 1 ） （1 ．3 ）

にぷ い

黄　 橙
石 英 簡）

C 3 j 9 陶　 器

底 部 片 。 緑 粕 が 一 部 に か か っ て ロ グ ロ 整 形 痕 が
にぷ い

黄　 橙
い る 。 癌 状 の 高 台 が つ い て い る。

底 部 に回 転 糸 切 り痕 。 （写 10 － 1 ）

あ る 。

B 4 e 3
外 耳 付 外 耳 部 の み 現 存 。 朱 塗 痕 が あ る。

摩 滅 し て い る 。
にぷ い

石 英 ㈲
土　 器 （写 10 － 3 ） 黄　 橙

ヒ雲』

第11図　縦長剥片実測図
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第12図　内耳土器等実測図
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本遺跡からタ竪穴住居址欄地下式境　薗経塚　溝　鼠土壌錮基を確認し，謝査した。

竪穴住居址は，出土遺物の大部分は小片であるが，鬼高式土器がセットで出土しているので古

墳時代末期のものと考えられる。

地下式境はタ近乳関東近県で多数発見され，本県でも鹿島町櫨1），竜ヶ崎覇権2），谷部

酎打注3）などでも発見，調査されてきた。しかし，多くの地下式境に出土遺物が射、こと，室

室の天井部が落盤していること等から不明な点が多い。用途としてほ，墓墳説，地下倉庫説等が

あるがタ人骨が出土する例があり，最近の研究では墓墳説の方が有力である。時期は撃中世の内

耳土器凋器などが床面より出土していることがあり，また近くに中世の城館址があることが多

いことから，中世のものとする考え方が有力である。

本遺跡の4基の地下式壕はともに床面に遺物がをく，天井部も落盤していた。用地下式境を

除きタ竪坑と羨道e主室の3つの部分から構成されていた○主室は蟄厚さ0。4mほどの鹿沼層とそ

の下のローム層を揺り抜いて作られ，底面は平坦で，壁は，高さが0．8mで垂直にたいらに削られ

ていた。竪坑0羨道はタ　ともに掘　出した土で埋め戻されていた。時期決定遺物は出ていないが

周囲からほ中世の内耳土器片の陶器片愕摘）が出土していること，また中世城館跡鯉淵城跡が

隣接していることから，中健の地下式壕と考えてよいであろう。

経塚は擾乱されていて蟄形態e構造は確認できをかったが，緩着の分布や古道が前を通ってい

ることから　Eh牒区あたりにあったろうと推定できる。一石に当肇計澄された河原石が多数出

達し，文字をみると　経文に使われる文字が多くあ畑経文を書いたものと考えられる。このこ

とから，本遺構は一字一石経塚とみてよいであろう0一字一石経塚には，経石とともに埋納年月

や埋納者，目的などを書いた標識がでることがあるがタ本遺跡では出土せず，時期などほわから

をかった。一字一石経塚とは，軽石を埋納する形の経塚をいい，礫石経塚ともいう。平安時代末

から作られるように登りタ江戸時代に盛んに作られた○形態は塚を築いたものや横穴墓を利用し

たものなど種々である。緩着埋約の目的はタ供養や逆隠現世利益等である。埋納経輿は法華経

が多い。経塚の造営者には廻田の聖や修験者芦僧侶等がいる。

溝は検出された段階で地下式墳群を区画するものかと考えられたが，底面の形状等にはっきり

しないことが多く，不明である。土壌は，多くが土地境界線にそってあることなどから芋穴的な

性格のものと考えてよいであろう。

（注目神野遺跡調査会『神野遺跡調査報告書』

櫨の茨城県教育財団　竜ヶ崎ニュ…タウン内埋蔵文化財謝意報告書2…外八代過凱

櫨3）洞坂畑遺跡発掘調査会『渦坂畑遺跡発掘調査幸路凱
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湿　気　遺　跡　全　景
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第1号竪穴住居址　　　　1 竪穴住居址遺物出土状況

竪穴住居址遺物出土状況　　　　3　　　　　竪穴住居址遺物出土状況

第1号地下式墳

写2

第1号地下式城主室

湿気遺跡　第1号住居址・第1号地下式填
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第1号地下式城主室　　　　1

写3

第2号地下式城

第2号地下式境羨道

第3号地下式城

第2号地下式蹟竪坑

湿気遺跡　第1号・2号・3号地下式填
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第3号地下式城主室　　　1

第4号地下式庸　　　　　3

第4号地下式城主室　　　　5

写4

第3号地下式城主室

第4号地下式城

調査前の経塚

湿気遺跡　第3号・4号地下式績・経塚
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経　塚　全　景

経塚遺物出土状況　　　　3

調　査　風　景

写5

経塚遺物出土状況　　　　　　2

調　査　風　景

湿気遺跡　経塚・溝・調査風景
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湿　気　遺　跡　土　壌
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写7

2

15cm

湿気遺跡　第1号住居址出土土師器
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写8

四
書
満
配

湿気遺跡　経　　石
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［当

写9 湿気遺跡　縦長剥片・砥石・縄文式土器
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写10

ヒ当

湿気遺跡　グリッド出土陶器・土師質土器・内耳土器
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第5章　大塚新地遺跡
第1章　遺跡の立地と環境

番号 遺　　　 跡　　　 名 番 号 遺　　　 跡　　　 名

1 飯 島町遺跡 （弥 生 ・古墳時代 ） 15 峯 山古墳 （古墳時 代）

2 仙 光台遺跡 （弥 生時 代） 16 寺 山遺 跡 （縄 文 ・古墳 時代 ）

3 前 原遺 跡 （弥 生時代 ）前原古墳群 17 開江宿遺 跡 （古墳時 代 ）

4 河和 田城跡 （中世） 18 大久保遺 跡 （古墳時 代）

5 ー金 谷町遺 跡 （古墳時代 ） 19 前 山田遺 跡 （縄 文 ・古墳時代 ）

⑥ 大塚 新地遺跡 （本遺 跡 ） ⑳ 南原 古墳群 （古墳時 代 〃）

7 一妙徳 寺付 近古 墳群 （古墳時 代） 21 後 山田遺 跡 （縄 文 ・古墳時代 ）

8 加倉 井館 跡 （戦 国時 代 ） 22 仲 根遺跡 （縄 文 ・弥生 ・古墳 時代 ）

9 加倉井 町遺跡 （縄 文 ・弥生 ・古墳時 代） 23 木葉下三 ケ野窯跡群 （古墳時代 ）

⑲ 松原遺跡 （本遺 跡 ） 24 小 坂遺跡 （縄 文時代 ）

11 向原井遺跡 （縄 文 ・弥 生 ・古墳時代 ） 25 古土巻遺跡 （縄 文時代 ）

12 原遺 跡 （古墳 時代 ） 26 馬場 尻遺跡 （縄 文 ・古墳時 代）

13 加倉井 古墳群 （古墳 時代 ） 27 徳輪廃 寺跡

14 毛勝 谷原遺跡 （古墳時 代 ） 28 長老 山政庁跡

第1図　遺跡位置図及び一覧表
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瑠　　地理的環境

大塚新地遺跡は，水戸市大塚町字高根532番地ほかに所在する〇本遺跡の所在する水戸市は，

県庁所在地でもあり、県の政治・経済e文化の中心である。関東平野の北東部に位置し，地形

的に丘陵地区9台地地区言中積低地部と三つの地域に分けることができる。それらは，水戸市の

北から東に流れる那珂川とその支流の桜川の支谷によって構成された沖積低地と，東茨城台地の

北東部をなす水戸台地と呼ばれる洪積台地それに市の北西部の鶏足山地塊の外縁部をなす第三
（f主1）

紀の丘陵地とからなっている。水戸台地の北部の那可川と桜川に囲まれた上市台地は，標高40m

内外の洪積世末期に旧師紺川によって形成された河岸段丘上に，関東ローム層が堆積した台地であ

る。台地を形成している最も古い地層は9新世代第三紀の地層であり9基盤岩は泥岩で水戸層と

呼ばれている。その上に員化石を含む粘土・砂からなる見和層が重なり，礫層からなる上市層が

その上にのり9　さらに常総粘土凰そして鹿沼軽石層をはさんで関東ローム層が重なっている。

この台地は，上市を中心に西部。南部は市街地となっている○那珂川の氾濫原標融Om以下の下

市低地は新世代第四紀洪積世の最末期に，那可川や桜川の下方浸蝕によってできた谷底（沖積谷

底）に言中積世の時代になってから氾濫による堆積物が堆積して形成された沖積低地である。この

沖積低地は，下市の市街地を除いて耕作地に利用され，北西部の標高60m～200mの丘陵地は山

林に利用されている。

本遺跡の調査対象区域は，10誹00m2の面積を有し，上市台地の南西部に位置している。標高約

34～37mのなだらかな傾斜地となっており9桜川により浸蝕された小支谷が樹枝状に入り込み，

この支谷に谷津田が開かれている。本遺跡は，桜川の南から北へ入り込んだ支谷に東面する台地

の縁辺部にあり，台地は畑地や桑畑として利用され，耕作による撹乱が著しく，水田面との比高

差は約3mである。

〔注l〕水戸市付近の台地は，一括して東茨城台地と呼ばれる。これを細分化すると土市台地千波e

緑岡台地となっている。

盟　歴史的環境

「常陛図風土記」に「それ常陸の回は、堺は序太く、地も緬避なり、土壌沃墳い、原野肥街た

り……況わんや復塩と魚との味を求わば、左は山にして右は海なり○桑を植え麻を植えんには、

後は野にして前は原なり。いわゆる水陸の府蔵、物産の膏脱なり。古の人の常世の国というのは、

蓋し疑うらくは比の地ならんか。」とあり、常陸回は物産豊かに栄えた地ということができる。

古代の常陸国の中心は、国府のあった府中（石岡市）であるが、水戸市の地域が那珂郡の中心で

あり、那珂郡衛の所在地が渡里地区に推定できる。その後も地域の中心として鎌倉時代には大様
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氏の一族、さらに室町時代には江戸氏がここを本拠とした。そして、佐竹氏が常陸を統一して太

田から水戸城に移るにおよんで常陸における中心的位置が定まった。江戸時代には御三家の徳川氏

氏の城府がおかれ、明治維新以後も水戸の機能は県庁所在地として政治・経済e文化の中心地と

なった。

水戸市における文化の機能は、那珂川の氾濫原を見下ろす水戸台地に先土器時代の人々が住み

つき狩猟や採集の生活を始めたことに始まる。主な遺跡としては、市内赤塚西団地内遺跡、十万

原遺跡、二ノ沢遺跡、開江遺跡、笠原遺跡、文化センター構内遺跡、見和桜山遺跡などがある。

縄文時代に属する主な遺跡は、市内八幡宮の境内から早期の撚糸文土器片が、元吉田町e藤井

町e田谷町などから洗練文を有する土器群が発見されている。常盤高速道敷地内の松原遺跡の表

土から田戸下層式土器が検出されている。市内柳原貝塚、吉田貝塚からは縄文前期の土器が出土

し、これらの遺跡から東に6kmほどのところには常陸風土記に記されている大串貝塚が所在して

いる。吉田貝塚からは縄文中期の阿王台式土器、大木式、加曽利E式土器が出土し、後期から晩

期の遺跡としては、谷田遺跡や成沢遺跡、全隈町金洗沢遺跡、渡里町アラヤ遺跡等が確認されて

いる。

弥生時代に属する遺跡も多く、とくにお下屋敷遺跡e柳河町柳川小学校e東照宮境内・愛宕山

古墳付近e桜山e見和町・千波町。本郷・元吉田町e飯高町安土星。土野町e藤井町十万原・河

和田町前原遺跡などからは後期に編年される土器が多く出土している。

古墳時代に属する遺跡は、顕在化して形状より判断がつきやすいためか、市内に約110の遺跡

が確認され、古墳群だけでも約40ヶ所を上げることができる。古墳時代には主な遺跡を上げると

木葉下三ケ野窯跡群、吉田古墳群、前原古墳群、加倉井古墳群、とくに愛宕山古墳（国指定史跡）

は那珂国造の墓といわれ、那珂川右岸に立地している。

奈良時代には、那珂郡の中心であり長者山政庁跡e徳輪廃寺（台渡廃寺）跡等が所在する。

以上、各時代について概観してきたが、水戸台地は各時代にわ差っての遺跡が多数確認されて

いる事は、古くから最適の生活環境が保証されていた地域であることをうかがい知ることができ

る。

第望節　調　査　の　経　過

大塚新地遺跡の発掘調査は，昭和封年且0月1日から翌年の3月3且日までの予定で現場作業を開

始した。調査対象面積は且0，000扉で畑地や桑畑として利用されていた。先ず遺跡の概要を把握す

るため約30のグリットを発掘し，且0月末日までにその調査を終了した。第且段階の調査によりほ

とんどの小調査区において何らかの遺構が，また，その一部が検出された。多数の遺構の存在が
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確認されたが，畑地は山芋，ゴボウ等の栽培によるトレンチャーの使用によって遺構の撹乱が相当ひどく

行なわれていた。東部の桑畑地区は，遺構・遺物の保存状態が良好であったので調査期間等も考

え合わせて昭和54年度は，桑畑を中心に発掘調査をすることに決定し夷施した。調査が進むに

したがって本遺跡の規模は，当初の予想をはるかに越え遺構が濃密で規模も大きく，遺物も大量

に出土した。3月31日までに調査完了した遺構は，竪穴住居址55基，土壌40楓方形周溝遺構1

基，掘立柱建築址1基である。住居址は，本遺跡の緩やかな斜面全域に確認され，弥生式土器，土

師器須恵器を伴い複合して出土した。

昭和55年度は，継続して調査を実施することになり，前年度の調査区域の東部と南部に調査区

域を5，600扉拡張し，昭和55年4月8日から7月31日までの予定で発掘調査を行った。4月から

5月中旬まで調査区の東部C生　D3，D4地区のグリット発掘と拡張作業を実施した。そし

て遺構の検出を行なった。その結果竪穴住居址を30から40基確認し特にC4地区に竪穴住居址の

複合がは射まだしいことが判明した。5月中旬より遺構の精査を開始し，8月31日までに補足調

査を含め竪穴住居址42嵐土壌14基，井戸状遺構1基を調査した。その結果，前年度と同様，弥

生式土器，土師器，須恵器を伴う竪穴住居址が複合して複雑に検出された。

以下，各調査員の日誌によって調査の過程を記していきたい。

54年10札　大塚新地遺跡の現場における調査を17日から始める。桜村下広岡遺跡からの諸機材

の搬入と調査備品の点検と整理を行なう。調査区域内の遺構，遺物の分布状態を把握するため約

30のグリットの発掘を行なった。その結果，ほとんどの小調査区より遺構が検出された。

54年11月，西部地区は山芋，ゴボウ等の栽培によるトレンチャーの使用によって撹乱がひどく，東部地区

の桑畑を中心に調査することにし，A4区からB4区の表土除去を開始する。竪穴住居址20鼠

土壌19基を確認する。B4区からB3区，C3区の表土除去を行なう。それと平行して第1号住

居址から第18号住居地の竪穴住居址，第1号土壌から第8号土壌までの土壌の調査を実施する。

第1号住居址から第7号住居址までの遺物の計測と写真撮影を行射），遺物の取り上げを完了す

る。

54年12札　第1号住居址から第7号住居址，第1号土壌から第8号土壌の平面乳　断面図を作

成する。A4区，B4区の竪穴住居址21基，土壌5基の調査を行なう。当初排土置場としていた

A4区，B4区の東側に新しく調査区を設定するため，今までの排土をA3区，B3区，C3区

の西側に人力で移動し，草刈りを行か、言青掃をする。27日，年末年始に入るため発掘機材の整

備を行ない，現地作業を中断する。

55年1月9日，発掘機材の点検整備を行ない，翌日から現場作業を実施する。昭和55年度調査

の新調査区の杭打ち作業を行ない小調査を設定する。A4区，B4区の調査からC3区の調査に

入る。第5号住居址から第41号住居址までの竪穴住居址と第14号土壌，第16号土壌の精査を行な
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フ。

55年2札C3区からC4区，D3区の遺構の再確認作業を実施する。その結果C3区のほぼ

中央部に方形周溝遺構1基牒穴住居址5鼠土壌3基調立柱建築址1基を確認する。第1号掘立

柱，第2号掘立札第1号井戸，第2号井戸の調査と，第47号住居址から第51号住居址まで竪穴

住居址の精査をする。今月から残っていたカマドの精査を一斉に実施する。遺跡全体図の実測も

合せて行なう。

55年3札54年度発掘調査予定を完了するため，カマドの精査を中心に，第46号住居址から第55

号住居址の調査と，第2号掘立柱の精査を急ぎ行なう。第2次調査にそなえて発掘備品の整理を

行ない54年度の調査を終了する。

55年4札　前年度に引き続き8日から第2次調査に入る。事務所内の理整整頓と昭和55年度の

発掘調査諸準備を行なう。10日からB4区，C4区，D3区，D4区のグリット発掘を行ない，

遺構確認をする。

55年5札D3区からD4区の遺構の調査を実施する0第56号住居址から第70号佃軸　第：う2

号土鉱の精査を行う

55年6札D4区からC4区へ調査を進める。第66号住居址から第86号住居址第42号住居址

から第47号土壌，第3号井戸状遺構の精査を実施する。

55年7軋第60号住居址第63号住居址，第77号住居軋第78号住居軋第81号住居址の平面

実測図作成，第56号住居址，第59号住居地第63号住居址第83号住居軋第84号住居址第87

号住居址から第91号住居址までのセクション実動第77号住居軋第78号住居址第8躇住居軋

第85号住居軋第86号住居址のエレベーション図作成を行なう。21日から8月2日まで渡辺調査

員が，千代田村殿内遺跡の調査を行なうことになり、その結果，大塚新地遺跡は8月3摘まで調査

を延長して行なうことになった。

55年8札第92号　から第94号までの竪穴住居址の遺物配置図の作成と遺物の取り上げを完

了する。第61号住居址第64号住居軋第66号住居址から第68号住居址第70号住居址から第72

号住居軋第78号住居軋第79号住居址第81号住居址第83号住居址，第85号住居址第87号

住居軋第89号住居軋第92号住居軋第93号住居址第97号住居址内のカマドの精査を行なう。

大塚事務所の物品及び発掘機材を砂川遺跡へ移動し，8月3相をもって，大塚新地遺跡の発掘調

査を終了する。
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第3区】大塚新地遺跡◎遺構配置図
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第3節　遺構〇遣物

瑠　住居址

篤で号住庶址（閂4・5）

本住居址は，調査区の北東部A4区h4，h5，i3，i4，i5，i6，B4区a4，a5に

確認され，北コーナーには第6号住居址　第20号住居址が複合している。本址は第6号住居軋

第20号住居址より古い遺構である。南コーナーに接して第2号住居址が検出されている。本址は

隅丸正方形を呈し，主軸方向は，N－47LEで規模は長軸8。85m，短軸は8。83mで面積は63。8m2

を測る。壁高は53cm～72cmほどで、　壁はほぼ垂直に立ちあがり，壁面の遺存状態は良好であ

る。壁下には幅15cm，深さ20cm内外の壁溝が全周している。床面は，ほぼ平坦で炉址附近は硬く

壁にそって約1m内外は軟らかく貼り床となっている。炉址は本址の中央からやや西よりに位置

し，規模は長径152cm，短径89cmで焼成部は，皿状に深さ約25cmほど堀り窪めており焼土が充満

している。南東部床面から炭化物を出土し，壁にそって多量の焼土を出土しているので本址は

火災に遭遇していると思われる。ピットは22個所確認されPl～P8は主柱穴と考えられ，P〔トノ

PlOは補助穴と思われる。南コーナのP19，P20，P21，P22は貯蔵穴と思われ，P20の規模は長辺90

cm，短辺82cm言采さ52cm，P21の規模は長辺72cm，短辺65cmを測り正方形を呈し，P22の規模は

長辺107cm，短辺82cm，深さ43－86cmを測り不整方形を呈している。覆土は19層からなり自然

堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で極少量のローム粒子を含み，中層は褐色土・暗褐色土

で多量のローム粒子と極少量の焼土粒子を含み，下層は，暗褐色土で多量のローム粒子と極少量の

焼土粒子，黒色土を含んでいる。出土遺物は，土師器が中心で完存率の良好な物をあげると，南

コーナーのP19付近床面・床面直上から小型壷片，手捏土器（図5－3）潤底部（図5－1），北コー

ナー床面から吼北東壁中央床面から稀片と，北西壁際中央部溝から稀（図5－2）を，南東部

床面直上より婆底部，南西部床面直上より壷破片を出土し，他に台村磐片昌甘，器台，高稀などの

細片を多数出土している。その他の出土遺物は，北東壁際中ほどの，床面直上から未完成の勾玉

（図5－5），他に砥石（図5－6主軽石（図5－7），弥生式土器片を多数出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

第2号住居址　（閏6～の

本住居址は，調査区遺跡の北東部B4区a4，a5，a6，b4．b5，b6に確認され，北側に

は，北西コーナーに接して第4号住居址が確認され，西側0．5m工は，第7号土壌，第12号土壌が

が検出されている。南壁中央部に第6号土壌が切り込んでおり，本址は第6号土壌より古い遺構

である。本址の主軸方向はN－70LWで規模は長軸5．56m，短軸5．32m，面積23。7m2を測る隅丸長方

形を呈している。東壁中央部に半円形の張り出しを有しており，壁高は50cm～61cmほどで，壁は
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土層解説
A－A′

土層解説
′

a　－a

1．暗褐色　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．暗褐色　焼土粒子含有
2．にぷい黄褐色　ローム粒子（多）含有　　　　　2．褐　色　焼士含有
3．哺褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有　3．黄橙色　ローム粒子含有
4．暗褐色　ローム土，黒色土含有
5．褐　色　ローム粒子（多）含有
6．鴫褐色　ローム粒子（特多）含有
7．黒褐色　ローム粒子（少）含有
8．黒褐色　ローム粒子（少）含有
9．黒褐色　ローム和白つ少）炭化粒子（極少）含有
10．暗褐色　ローム粒子（多）含有
11．褐　色　焼土粒子（多）含有
12．褐　色　ローム土（多）含有
13．褐　色ローム土，焼土賽立子，炭化粒子（極少）含有
14．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有
15．時褐色　ローム粒子（極少）焼土粒尋（極少）含有
16．暗褐色　ローム粒子（多）ローム土，黒色土含有
17．暗緑色　ロ㌧－ム粒子（多）含有
18．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有
19．暗褐色　ローム土，黒色土（多）含有

第4図　第1号住居址実測図
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第2号住居址（図6
ぐ）

土層解説
a‾a

1．日出現色　焼＿上粒「イ細やや大粒

2．武者色　焼熱のため変色

こう．則　包　焼⊥含有
4．兆橙色　ローム粒r一合右

土層解説
A－Aノ

1．暗視色．ローム粒子（極少）合有

2．時則包　ローム粒r・（少）含有
こう．咄削色　ローム紆H少）炭化物（少）

含有

4．黒視色　ローム土（多）炭化物（少）焼

l二粒！・（極少）含有

5．黒視色　ローム粒イ・（多）含有

6，l哺視色　口一ム粒ナ（極少）含有

7．哺褐色　ローム粒！・（特多）含有
8．暗視色　口一ム粒子（極少）含有

9．時肌色　ローム」誹朋旦上（多）ロ‾ム

粒r・（多）含有

1U．撮　色　ローム粧！・（少）含有

11．暗褐色　ローム粒子（少）含有

12．極目音褐色　ローム粒子（少）炭化物含有

13．1甘鋸色　ローム粒子（特多）含有
14．疇褐色　ローム粒イー（極少）含有

15．極目語舶色　ローム粒ィ－（極少）線上にロ
ームブロック含有

16．鴫載色　ローム粒子（多）ロームプロッ
ローム粒子（少）含有

17．黒褐色　ローム粒子（少）ロームブロッ

ク炭化物（極少）含有

18．鳩褐色　口一ム粒子（多）含有

19．黒槻色　口一ム士（少）含有

20．時褐色　ローム粒子一（少）含有

21．軸　色　ローム粒子（少）含有

22．脚音視色　ローム粒イ（極少）含有

2．黒視色　ローム粒子（多）射ヒ物（少）焼
士粒r一（極少）含有

24．1倍栂色　ローム粒子（少）含有

第6図　第2号住居址・第6号土壌実測図
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ほぼ垂直に立ちあがっている。壁下には幅10cm，深さ8cm内外の壁溝が全周している。

床面はほぼ平抱で硬く，南東床面からは炭化物を出土しているので，本址は火災に遭遇してい

るものと思われる。ピットは11個所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。炉牡は住居址

の中央から北よりに位置し，規模は長径135cm，短径75cmで燃焼部は皿状に掘り窪めており，焼土

が充満している。覆土は24層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で，極少

量のローム粒子を含み，中層は暗褐色土で多量のローム粒子，黒色土を含み，下層は褐色土，黒

褐色土で特に多量のローム粒子を含んでいる。

出土遺物は，土師器を中心に，弥生式土器を共伴して出土している。弥生式土器（図8－（1））は十

王台式に比定され，北壁際中ほどの床面から完形で出土し，他は破片を数点出土している。土師器

の完存率の良好なものをあげると，中央部床面から椀（図7－9），床面直上から柑（図7－6）

．′ノン・l

Ⅶ

遡，。麺：，，
ノ‾代，言軋

L－1qcHl‥二∃　　第7図　第2号住居址出土遺物実測図
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第8図　第2号住居址出土遺物実測図
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を，北西コーナー床面とその直上から器台2点，小型壷（図7－5），複合口緑丹彩の壷片（図

7－1）と柑（図7－7）を，南東コーナー床面とその直上から，器台3個体分（図7－10・11）

南西コーナーの床面とその直上から鉢，東壁際床面から甑片（図7－2）を，南壁付近第6号土

渉際から器台を北東部床面直上から要を出土し，他には丹彩の高塀，紺と壷，相，杯，高稀など

の細片を多数出土している。その他の出土遺物は鉄製品，砥石2片などを出土している。

本址は．出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる0
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第3号住居址（図9◎柑服2））

本住居址は，遺跡の北東部B4区al，a2，a3，bl，b2，Cl，C2，C3に確認さ

れ瀧コーナーに接して第4号住居址が検出されている○住居址の主軸方向はN－38LEで，規模

は長軸7・35m，短軸7・28m滴積弧9m2を測り，ほぼ隅丸正方形を呈している。壁高は約45cmで壁は

ほぼ垂直に立ちあがり，壁面の遺存状態は良好である。壁下には幅15cm，深さ約10cm内外のrU」字

形の壁溝が全属している。床面はほぼ平坦であり，炉址付近は硬く，壁にそって1m内外は軟ら

かく貼り床となっている。南コーナー付近から炭化物を出土していることから本址は火災に遭遇

していると思われる。ピットは7個所確認されPl～P4は主柱穴で，P5ほ補助穴と思われる。

南東コーナーのP7は貯蔵穴と思われ，規模は長径82cm，短径76cm言采さ50cmの楕円形を呈して

いる。覆土は13層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色までローム粒子を少量

含み，下層は褐色まで多量のローム粒子と黒色土を含んでいる。炉址は中央よりやや西側に位置

し，規模は長酎37C｝刊，短径102crn程で朽円形の平面形を呈し灘焼部は皿状周明￥められて焼士

が充満している。腋土遺物は言測器を主に出土し，中央部床面つ来臨軒から手札小型壷（図

10－5），飾器台片潮10－13），婆（図10－日上西コーナー床耐圧から手侶二器片桐1（ト

17）東部床面直上から土日図1（ト20）誹彩の紺片（図10－3）南コーサー床面から用い机0－9）〉

磐（図10－7），北コート床面酎二から手捏土器3個（図10…18e19）と射二から丹彩の高叛

南西部床面直上から柑（机0－10上小机き＝紬ト8）を出二している○他には、蜜，壷，拓

相などの土師器片を多数出土している。その他の肛上遣物は、北腑陳面から石製榔是品目紬ノ

ー2の，ノ砥石仕紬－22）を出土している。本址は，古墳時代の五領期に比定される遺構と思わ

れる。

第尋考住居址（図日～柑什物）

本住居址は調査区の北西部A4区il，i2，jl，j2，j3，B4区al，a2に確認さ

れ，本址の南コーナーに接して第3号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－300－Wで

規模は，長軸5・60m，短軸5e68m，面積26・7m2を測り，隅丸正方形を呈している。壁高は約60

cmで，壁はほぼ垂直に立ちあがり，壁下には東・南壁を除き幅15cm言采さ8cm内外の壁溝を有Lで

いる。

床面は暗褐色を皇し踏み固められて硬く，床面全域から焼土と，北東部の床面から多量の炭化
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土層解説

8　‾‾‾8

1．黒褐色
2．黒褐色
3．極暗褐色
4．赤褐色
5．明赤褐色
6．赤褐色

禦
幌
舶
…
舶
鵬
轍
舶
舶
…
融
舶
舶
…
掴

土
A
L
2
．
乱
4
．
L
6
．
T
∵
私
9
．
m
l
l
．
は
は
1
4
．

ローム粒子（少）焼土粒子（多）含有

ローム粒子（極少）焼土ブロック（少）含有

ローム粒子（多）焼土粒子（多）含有
焼土ブロック
焼土ブロック

焼けしまったローム土

非粘性
ローム粒（少）含有
粘
ロ
性，ローム粒混（多）黒色土混
－ム粒（微）含有

ローム粒（少）焼土粒（微）含有
ローム粒（少）
ローム粒（少）焼土粒混（多）炭化粒（小）含有
ローム粒（多）含有
ローム粒（多）含有
ローム粒（微）焼土粒（少）含有
ローム粒（少）含有
ローム粒（徴）焼土粒混（少）炭化粒（少）含有

ロ
焼

ーム粒（多）含有
けたロームブロック（少）焼土塊（多）含有

土層解説

b－b′

1．褐　色
2．暗褐色
3．褐　色
4．暗褐色
5．褐　色
6．暗褐色

第9図　第3号住居址実測図
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ローム粒子（少）炭化物（極少）含有
ローム粒子（多）炭化物（多）焼土粒子（少）含有

ローム粒子（特多）含有

ローム粒子（持多）含有
ローム粒子含有
ローム粒子（多）含有



「
「

二　　三

第10図（り　第3号住居址出土遺物実測図
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第10図（2）第3号住居址出土遺物実測図
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第4号住居址（図11－13（1）（2））
ロ

1・暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（中）含有

2・暗褐色　ローム粒子（多）粘土ブロック（多）炭
化粒子（多）含有

3・暗褐色　ロームブロック（中）粘土（少）炭化

粒子（少）焼土粒子（極少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（特多）炭化物（中）焼土粒

子（極少）含有

5・暗褐色　ロームプロッグ（少）ローム粒子（多）

炭化粒子（多）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）焼土

（多）含有

7．暗褐色　ロームブロック，粘土粒子（中）炭化

粒子（少）含有

8．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック（少）

粘土ブロック（極少）炭化粒子（中）

焼土粒子（極少）含有

9・暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒子（多）

焼土粒子（少）粘土（少）炭化粒子仲）
含有

10．暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒子（多）
焼土粒子（拝多）炭化粒子（多）焼土ブ

ロック（多）含有

11．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）焼土粒
子（車）含有

12．暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒子（極

多）炭化粒子（多）焼土粒子（中）含有

L＝36．Om

仁「∵二号畏二二二二二∃

13．暗褐色　ローム粒子（中）炭化粒召多）焼上粒

召中）含有
14．暗褐色　ローム粒子（中）炭化粒子（中）焼吊、：仁

子（中）含有

15．暗褐色　ローム粒召多）焼土粒召少）炭化粒

子（Lの焼上粒子（中）含有

16．暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒召多）

粘土粒子（中）炭化粒召中）焼悌白′・
（中）合有

17・暗褐色　ロームブロック（多）ローム粒召特

多）粘土粒f中の炭化粒一召中）含有

18・暗褐色　ローム粒畑特多）炭化粒召中）粘土

粒子（中）焼土粒子（少）含有

19・暗褐色　ローム粒子（特多）粘土ブロック（特

多）焼土粒子（少）炭化粒子（中）含有

20・暗褐色　ロームブロック（中）ローム粒子（多）

焼土粒子（車）炭化粧予（Lf）粘土粒子
（中）含有

21・暗褐色　ローム粒子（多）焼土ブロック（多）炭

化物（多）焼土，木炭（多）含有

22・暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）焼土粒

子（少）含有

23・暗褐色　ローム粒子（多）炭化物（中）焼土ブロ

ック（中）粘土粒子（中）含有

24・暗褐色　ロームブロック（多）焼土粒子（少）含
有

第11図　第4号住居址実測図
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土層解説

a　－a　′　b　－b　′

1．暗褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（少）

砂粒子（多）粘土（少）含有
2．暗視色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼

土粒一打少）砂粒子（多）粘土（多）含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）粘

土（多）含有
4．暗視色　ロトーム粒子（少）炭化粒子十極少）

焼土粒子（多）含有

5．暗褐色　ローム粒召少）炭化粒子（極少）焼土
粒子（多）砂粒子（少）含有

6．褐　色　焼土粒子（特多）含有
7．暗褐色　ローーム粒子（少）焼土粒子（持多）

含有
8．褐　色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼

土粒子（多）含有
9．褐　色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼

～、ノ1
土粒子（多）砂粒子（多）含有

尿黄褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）

砂粒子（多）含有
＼11．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）

軌　　　　　焼土粒子（多）含有
12．暗褐色　ロニム敗は召多）炭化粒子（多）

焼土粒子（多）含有
13．暗褐色　ローム粒子（持多）炭化粒子（多）

焼土粒子（多）含有

14．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）
焼土粒子（多）含有

ヒ二二二二去覧二二二ヨ

第12図　第4号住居址カマド実測図
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第13図（1）第4号住居址出土遺物実測図
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材が出土されているので，本址は火災に遭遇し，埋めもどされたものと考えられる。

ピットは7個所確認され，主柱穴はPl～P4と考えられる。西コーナーのP6は貯蔵穴で規

模は長径98cm，短径65cm，深さ11おmの不整楕円形を呈している。覆土は24層からなり，上・中層

は，埋めもどされたためか，暗褐色で多量のロームブロック，多量のローム粒子，少量の焼土粒

子，粘土塊，炭化粒子を含み，下層は，暗褐色土で，ローム粒子と多量の焼土粒子，炭化粒子を

含んでいる。　　カマドは，北壁の中央部に付設され，規模は長径141cm，短径127cmで，北壁

を88cm幅で，57cm掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径46cm，短径45cm，深さ2cmほどで円

形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南東向きに構築されている。出

土遺物は，土師器が中心で須恵器片，鉄津を数点出土している。土師器の完存率の良好なものを

あげると，東壁付近P6際床面から甑2個体分（図13－7・8），壷（図13－4），杯2個（図

13－9・15），聾1個分，カマド内から杯片（図13－14），壷片（図13－1），聾片（図13－5）

北西部床面より椀（図13－17）南西壁際中ほど床面より稀（図13－13），南東部床面より丹彩椀

形土器（図13－16），溝付近より丹彩高塀と，他に坪・聾などの細片を多数出土する。その他出

土遺物は，北東部から家屋の柱に使用されたと思われる炭化材と，南東の隅より屋根に使用され

た「茅」の炭化物を出土している。本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と

思われる。

「　ク

lL’亭′

‾妄2°′

＿＿．去′

第13図（2）第4号住居址出土遺物実測図
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第6号住居址（属国～柑）

本住居址は，調査区の北部A4区h5，i5に確認され，本址の西。南部は第1号。第20号住居

址の上部に貼り床をして構築している。第1号e第20号住居址の床面との差は35cmほどである。

本址の主軸方向はN－9LEで，規模は長軸2。83m，短軸2。74m，面積5。9m2を測り隅丸正方形

を呈している。壁高は約25cmほどで壁は緩やかに外傾して立ちあがっている。西コーナーと南壁

は確認することができなかったが，壁下には，カマドの部分を除いて幅10cm言采さ5cm内外の壁溝

を有している。床面は暗褐色で硬く踏み固められた状態を示している。ピットは6個所確認され，

Pl～P4は主柱穴と考えられる。南側中ほどのP6は貯蔵穴で，規模は長径61cm，短径47cm言深

さ20cmの楕円形を呈している。覆土は11層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色

まで少量のローム粒子，炭化粒子と極少量の焼土粒子を含み，下層は極暗褐色土で少量のローム

粒子を含んでいる。

カマドは北壁の中央部に付設され，規模は長径55cm，短径47cmであり，北壁を40C加帖て㍉12

cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径23cm，短径17cmで不整楕円形に掘り窪めている。

細部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南向きに構築されている。カマド東側に土止めとして

大きな須恵器片を利用している。出土遺物は須恵器を中心に土師器が其伴して出土している。須

土層解説

A－A′

1．褐　色
2．暗褐色
3．暗褐色
4．黒褐色
5．暗褐色
6．極暗褐色
7．暗褐色
8．暗褐色

ローム粒子（少）含有
ローム粒子（多）含有
ローム粒子（少）含有
ローム粒子（極少）含有

ローム粒子（多）含有
ローム土（少）含有

ローム粒子（少）砂粒子（極少）含有
ローム粒子（少）炭化物（少）焼土粒

子（極少）含有
9．極暗褐色　ローム粒子（少）含有

10。暗褐色　ローム粒子（多）含有
11．褐色　ローム土（特多）含有

L‡36伽ヒ二二二二二ま豊二二ヨ

第相国　第6号住居址実泳∴詞
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上層解説

a　一一a　′　b

l．暗視色
2．

3．初　色

4．暗視色

L＝36．0m

ヒ二二二豊二二ヨ

恵器は床面からほぼ完形の膵（図16－4）が出

土し，他は坪などの細片を数点出土している。

土師器はカマド付近床面から婆片（図16－2），

南東部床面から婆片（図16－1）が，南西部か

ら須恵器の甑片（図16－3）を出土している。他

に覆土から小型婆，壷口縁部，など細片を多数

出土している。

本址は出土遺物等から国分期に比定される遺

構と思われる。

－b　′

ローム粒Jつ多）焼士（少）炭化物（極少）砂粒召多）含有

砂質粘圭日本
ローム粒召′抑沙粒召特多）合石火を受け床面のロームは焼土化

ローム粒召少）砂粒召特多）合右焼士化

第持図　第6号住居址カマト実測図

し＼

第柑図　第　号住居址出土遺物実測図
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第9替佐腰址（図膵～臓）

本住居址は，調査区の北部中ほどB4区d3，a4，a5，e3，e4に確認され，南東コー

ナーは削1号住居址の約70％を削除し構築されている。本址は第11号住居址より新しい遺構であ

る。北側には第5号士風第8号土壌が接しており，北側約2mには第7号住居址，北東0。5m

には10号住居址が滴西400mには第12号住居址が検出されている。本址は瀾丸長方形の平面形を

呈しており，主軸方向はN－且LEで，規模は長軸6。90m，短軸6！う5m凍積39。0扉を測り，壁高は40cm～

1・…－a′b－b

l・噌褐色　砂粒子（梓多）含有砂粒を主体
2・噌褐色　砂粒子（特多）粘土（多）含有砂粒

子，粘土を主三体
3・暗褐色　ロ…ム粒子（少）秒粒子（持多津占

土（多）含有

4．嶋赤褐色　焼土粒子（特多）砂粒子（持多）
含有

5．にぷい黄褐色　ローム粒子（少）砂粒子（多）
含有

6．赤褐色　焼土粒子（特多）砂粒子（特多）含
有

鮪相国　第　号健腰地力マ匪実測図

50cmほどで，壁は垂直に立

ち上がり，壁下には幅15cm，

深さ8cm内外のも」字形を

した壁溝がカマド部を除

いて廻っている。床面は

暗褐色を呈し硬く踏み固

められた状態をましてい

る。北東床面から炭化物

を出土していることから，

本址は火災に遭遇してい

ると思われる。ピットは

11個所確認され、Pl～P

4は主柱穴と考えられる。

貯蔵穴は検出できをかっ

た。覆土は14層からなり自然堆積を示している。上層は暗褐色土で極小量のローム粒子を含有し，

中層は暗褐色まで多量のローム粒子，少量のローム粒子を含み，下層は暗褐色も極暗褐色土で

多量のローム粒子，ロームブロックを含んでいる。カマドは北壁の中央から東よりに付設され，

規模は長径150cm，短径122cmで，北壁を78cm幅で，65cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長

径45cm，短径40cmほどで円形に掘り窪められている0袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南向きに

構築されている。出土遺物は土師器が中心で，須恵器は稀などの破片が数点出土している。土師器

の完存率の良好な物をあげると，カマド内とその付近から坪2個（図19－506上支脚2個体

分，土も床面から杯（図19－7主覆土から稀2個（図19－4・8）と他に婆（図192・3）

吼器台などの破片を多数出土している。その他の出土遣物は砥石（図19－9）軽石，粘土と

弥生式土器の十王台式に比定される破片を数点出土している。

本址は出土遺物等から鬼高期に比定される遺構と思われる。
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ヒ二二二二二去聖二二二二∃

土層解説

A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（極少）含有

2．暗褐色　ローム粒子（少）炭化物（極少）含有

3．極暗褐色　ローム粒子（極少）炭化物（極少）焼

土粒子（極少）含有

4．褐色　　ローム粒子（多）ローム土（少）含有

5．極暗褐色　ローム土（多）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック

（少）含有

7．暗褐色　ローム粒子（少）含有

8．暗褐色　ローム粒子（多）含有

9．極暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有

10．極暗褐色　ローム粒子（少）含有
11．暗褐色　ローム粒召少）含有

12．褐　色　ローム粒子（多）ローム土（多）含有

13．暗褐色　ローム粒子（少）含有

14．暗褐色　焼土（多）粘土塊，粘土粒子含有

第17図　第9・＝号住居地実測図
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第相聞　第　号住居址出土遺物実測図

第日号住居址（図17020）

本住居址は，調査区の北部中ほどB4区d4，d5，e3，e4，e5，f4に確認され，第

9号住居址が本址の65％を削除している。西コーナーには第9号土壌が複合して，本址は第9号

住居軋　第9号土壌より古い遺構である。東側0。5mには第8号住居址が，南東且。Omには第1五号

土壌が検出されており，南コーナーには第10号土壌が接している。南東壁と南軋北東の一部を

残して他は確認することができなかった。本址は堆定で隅丸長方形を皇し，主軸方向はN－45L

Eで規模は長軸4・80m，短軸は4・40mで，壁高は約30cm内外である。壁は垂直に立ちあがっており，

壁溝は有しておらず，床面は平坦で硬い褐色土である。炉址は確認できなかった。Pl・P2は主

柱穴と思われるが，他の柱穴は検出することができなかった。覆土は4層からなり，第9号住居

址と第9号土壌に削除されている以外は自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色まで少量の
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ローム粒子と焼土粒子，焼土塊を含み，下層は褐色土で多量のローム粒子，ローム土を含んでい

る。出土遺物は土師器が中心であり　　　　完存率の良好なものを上げると，南東部床面直上

から小型婆（図20－1），北東部Pl付近床面とその直上から支脚（図20－4主小型聾（図

20－2），器台（図20－3）を出土し，他は器台，軋　高妬　壷などの破片を多数出土している。

その他の出土遺物は，北部床面から砥石を出土している。本址は出土遺物等から古墳時代の五領

期に比定される遺構と思われる。

‾‾‾千　二

しこここ＝聖竺二二二二∃

第20図　第11号住居址出土遺物実測図

第12号住居地（図2い22）

本住居址は，調査区の北部中ほどB3区eO，fO，B4区el，e2，fl，f2に確認

され，北西1e2mには第25号住居址が，西側4eOmには第9号住居址が，西側45mには第26号

住居址と第31号住居址が検出されている。本址は隅丸長方形の平面形を皇し，主軸方向N－16L

Eで，規模は長軸6。52m，短軸6・32m，面積22・4m2を測り，壁高は18cm～36cmほどである。壁は垂

直に立ち上っており，壁下には幅30cm言葉さ組5cmの壁溝が廻っている。床面の中央部は硬く踏

み固められた状態を示しているが，壁にそって50cm～100cmほどは軟らかい。炉址は中央から西

よりに位置し，規模は長酎08cm，短径72cmを測り，不整楕円形の焼土の広がりを確認し言采さ25cm

ほど皿状に掘り窪められた内部には焼土が充満していた。ピットは18個所確認されPl～Pは主柱

穴と思われる。南壁際東よりに複合している第30号土壌の規模は，長径150cm，短径115cn一言采さ

163cmを測り不整楕円形を呈している。第27号土壌，第28号土壌，第31号土壌と同じ性格の土壌
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土層解説
a　－a

l．暗褐色

2．暗褐色

3．暗褐色

4．暗褐色

5．暗褐色

黒色土，ローム粒子（中）焼土粒
子（中）炭化粒子（中）含有

ローム粒子（中）焼土粒子（中）炭

化物（少）含有

ローム粒子（中）焼土（多）炭化粒子

（中）含有
ロームプロノク（少）焼土粒子（特

多）炭化粒子（多）含有

焼土フロック，焼土粒子（多）ロー

ム粒子（多）炭化粒子（多）含有

A－A′

1．黒褐色
2．暗褐色
3．暗褐色
4．褐　色
5．黒褐色
6．黒褐色
7．褐　色
8．褐　色
9．黒褐色

10．黒褐色
11．褐　色
12．褐　色
13．暗褐色
14．暗褐色

ローム粒子（極少）含有

ローム粒子（少）含有、

ローム粒子（多）含有

ローム土（特多）含有

ローム粒子（多）黒色土（多）含有
ローム粒子含有

ローム粒子（多）ローム土（少）含有

ローム土（特多）含有

ローム粒子（多）含有

ローム粒子（多）含有

第2瑠困　窮12号住居址0第30号土壌実測図
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と考えられ，等間隔に検出されている。底部に水が湧いており，本址より古い遺構と思われる。

覆土は10層からなり自然堆積の状態を示している0上層は極暗褐色土で極少量のローム粒子を含

み，下層は暗褐色土・褐色土で，特に多量のローム土を含んでいる。出土遺物は，土師器が主で

中央部床面から鉢（図22－2）南東部床面直上から壷口緑部（図22－1）を出土し，他は高士柏

どの破片を数点出土している。その他の出土遺物は軽石，鉄津と弥生式土器の十王台式より古式

の破片（図22－1－5）・他は十王台式に比定されるものと思われる破片を出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代五領期に比定される遺構と思われる。

汀，（‡謬

第22図　第12号住居址出土遺物実測・拓影図
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第摘号住居址（図23～25）

本住居址は，調査区の北東部B4区g3，g4，h3，h4に確認され，東側1．5mには第16号

住居址が検出されている。本址は隅丸正方形の平面形を皇し，主軸方向はN一上5LWで規模は

長軸3．90m，短軸3．70m，面積17。Om2を測り，北壁の西側の張りだしは　壁面が軟らかいための堀

りすぎである。壁はゆるやかに外傾して立ち上がっている。壁下には，東・北壁の東側をのぞき幅

18cm，深さ10cm前後の壁溝を有している。床面は暗褐色を皇し硬く踏み固められた状態を示して

いる。ピットは6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。南東コーナーの第27号土壌B

N

l

ロ U

Å－

粘土ブロック

土層解説

A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）
炭化物（微）含有

2・暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（微）炭
化物（微）含有

3．褐　色　ローム粒（多）焼土粒子（少）炭化

物（少）含有。粘性なし

4．暗褐色　ロームブロック，ローム粒，

焼土粒（少）炭化粒含有

5．暗褐色　ローム粒（多）焼土粒（少）炭化粒
（多）含有。粘性なし

6．暗褐色　ローム粒・小ブロック（多）焼土
粒（微）含有

7．暗褐色

8．極暗褐色

9．暗褐色
10．暗褐色

11．黒褐色
12．暗褐色

粘土ブロック

Ll＝36．0m

』二二豊ニ＝＝∃

ローム粒・小プロ、ノク（多）炭化

粒含有。粘性なし

ロームブロック，ローム粒子

（少）含有

ローム粒子（多）含有

ロームブロック，ロトーム粒子（多）

含有

ローム粒子りj、ブロック含有

ローム粒子（多）ロームブロック

（少）含有

罠謂靖　削母性磨址　鋳甜号土墳烹湖廻
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士層解説
1．黒褐色　ローム粒f一（極少）焼土粒F（少）

砂粒子（多）灰（少）含有

2．にぷい黄褐色　ローム粒子（極少）炭化粒

子（少）砂粒子（持多）灰（多）粘土

（特多）含有粘土と砂粒子が主体
3．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼

土粒子（特多）焼土（持多）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒了多）焼土

粒子（極少）含有

5．褐　色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼
土粒子（少）砂粒子（少）含有

6．赤褐色　焼土粒子（特多）含有焼土化して
いる

7．時赤褐色　炭化粒子（少）焼土粒子（特多）

砂粒子（持多）含有焼土が多量に
含まれブロック状になっている

ものもある。

8．時赤褐色　炭化粒子（少）焼ま粒子（特多）

砂粒子（多）含有粘土が焼け，ブ
ロックになっている物もある

9．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼

土粒子（多）砂粒子（多）粘土（多）

含有

10．暗褐色　炭化粒子（少）焼土粒子（特多）砂
粒子（少）焼土（多）含有

11．暗褐色　ローム粒子（特多）焼土和イー（極

監禁讐＝望ニここヨ12．暗褐色。＿ム粒子。少）炭化粒子。極少）
小）砂粒子（少）含有

焼土粒子（多）焼土（多）含有

第24図　第14号住居址カマド実測図

は第31号士風第30号士風第28号土壌と同じ性格のものと思われ，規模は長径17e5cm，短径且6

。5cm，深さ25cmで楕円形の平面形を呈し，底部からは水が湧いている。

本土境の上部に長径167cm，短径160cm，深さ58cmの円形状を呈する土壌第27号土壌Aが複合し

ている。第27号土壌Aの内部から本址の南東部の柱穴を確認しているので，本址は土壌より新し

い遺構と思われる。方形の第27号土壌Bは，円形の第27号土壌Aより古い遺構と思われる。本址
拶

の覆土は9層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で多量のローム粒子と極少

量の焼土粒子，炭化粒子を含み，下層は褐色まで多量のローム粒子，少量の焼土粒子ヲ　少量の炭

化粒子を含んでいる。

カマドは，北壁の中央部に付設され，規模は長径99cm，短径94cmで，北壁を72cm幅で，55cmほど

掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径57cm，短径49cmで楕円形に掘り窪めている。袖部は黒

色土混りの砂質粘土で，カマドは南向きに構築され，袖部から坪片を出土しているが支脚として使

用されたものと思われる。他に焚口部と燃焼部から土師器片を数点出土している。

出土遺物は少量で，南壁際の焼土混りの床面より，内黒の棒を出土し，他に土師器の破片数点と

須恵器の細片を多数出土している。その他の出土遺物は．弥生式土器片で十王台式より古い型式の

破片数点と，壁際から鉄鉄と思われるものを出土し，石製の勾玉（図25－1）を覆土から出土して

いる。本址は，出土遺物等から古墳時代の異聞期に比定される遺構と思われる。
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第25図　第14号住居址出土遺物実測・拓影図

第16号住居址（図26～28（り（2））

本住居址は調査区の北東部東側B4区　g4，g5，h4，h5に確認され，北東コーナーを

中心に約50％ほど第18号住居址に切り込んでいる。その部分は第18号住居址の床面より約25cm，

上部に貼り床をして構築している。本址は第18号住居址より新しい遺構で，カマドが第18号住居址

の南西部に検出されている。南東コーナーには，第28号土壌が複合しており，規模は長径150cm，

短径120cm，深さ215cmを測り，底部から水が湧いている。本址より古い遺構で第27号土境，第30

号土壌，第31号土壌と同じ性格の土壌である。西側1．5mには第14号住居址が，南側1．8mには第

土層解説
a一a b－bノ

1．褐　色　ハードローム粒子一（少　含有

2．哺鵜色　ハードローム粒！・（少）焼工粒子（

（極少）含有

3．暗褐色　ハードローム粒イ・（極少）含有砂

肝土屑

4．暗視色　焼土粒子・（少）合イf紗質上層

5．時赤褐色　焼土i二体の砂質士層

6．時褐色　枇†二（少）焼」二ブロック含有

L＝36．0m

ト　1iH　　」

7．褐　色　ハードローム粒！一（少）合イ√

8．日音褐色　ハードローム粒！・（少）炭化粒！－

（極少）含有

．裾　色　炭化粒！・（極少）含有

10．褐　色　机上ブロック（少）含有

11．I悟赤褐色　焼土化している

12．糾　色　焼士ブロック（少）合イ川l熱をう

けている

第27図　第16号住居址カマド実測図
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第26回　第16。柑号住居址0第28号土墳実測図
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多）放上粒／多）宵イf
1511i甑色　ロームプロソク（密）ロー

（多）娩i：槻r・（多）含有
lfi　∴書随　ロームプロノク（密）ロー

「

：一一一一戸
土層解書見
A－A′

1．lli甑色　ローム粒r・（少）南朝／・（少）戊イ田銀子（少）
放上（少）含有

2　岬緑色　ローム粒r・（多）楓H少）炭化物（少）脱
上（少）含イ了

ユIli㈲色　ローム粒子（多）鋤嘘！・（少）炭化物（少）臆
し粒！・（多）含有

塩Il湖心任し　口…ム敵手（多）離職〃少）併化如け（少）
脱上線f・（極少）含有

5　こ具抽収受　ローム粒f一（多）娩」．粒！一（極少）含有
61日恥色　ローム地r（多）炭化寝息！・（少）放i二粒！（極少）

含有
711i咄　ローム椒／（多＼戌イ脱r（少）浪士栂r（多）

村1庸立！（少）舎有

8瞞此㌫譜：瑠豊f（多）放憫イ（多）
C，11日愉他　ローム紋日持多）炭化物（多）娩土粒！．（少）

プロノク（特多）含有
1（llli㈲色　ローム粒！一（多）庚化粒r・（少）娩士舶汀（少）

机！．プロソク　　含有
11．団柚禍J色　机1㌔　娩王．がまぎりあった層
1211‡甑色　ロームプロノク（多）炭化粒r（少）含イ】．
111哺配色＋ロームプロノク（絆テ）ローム粒！－（多）炭化物

（多）砂粒r（多）娩I．粒！・（多）含有頂点ポ片
あり

lAllJ旭　ロームプロノク（辞ぎ）ローム粒！1炭化物（特
多）放上組！（多）含有

ム栂！－（多）炭化物

ム槻r・（多）脱化物
（多）漁上組／・（特多）含イr

17．Iり恥此　ロームプロソク（密）榔性（強）ローム粒r（多）
炭化物（多）朕イば勿（多）娩l二舶！イ多）舎イ洲iI：
H邪にあり

1絶　叫甑色　ロームブロック（齢）坤両ノ拍虫）ローム腑！（多）
脱化物（多）娩i湘！－（多）ノ火（多）帖！一腑〃少）
合宥

土層解書見

ローム粒r（少）庚化物（少）合イl
ローム郎イ（多）炭化物（多）娩I．舶！（多）
合有
ローム栂／（少）庚化物（多）娩l頭立！（触少）
合イ】’
ローム栂！（少）脱化物（少）含有
ローム腑！（少）脱化物（多）娩t二郎！・（多）合有

11－ム射り寸少）歳イば勿（多）娩上組！（多）
合イI
tトム粕！（少）脱化物（多）娩！栂r（少）合有

ローム粕！（少）炭化物（多）娩t．粒／（f椒卜）
11－ムプ11ノク（多）合イ1



41号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－6LFで瀾棟は長軸5・88m，短軸5。84m，面

積31eO扉を測り正方形の平面形を呈している。北壁と東壁の一部は確認する事ができないが掛

南壁と東壁の一部の壁高は約32cmを測り，壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁溝はなく床面は

平抱で硬く，南東部より炭化材を出土しており，本址は火災に遭遇していると思われる。ピット

は5個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる0覆土は8層からなり自然堆積の状態を示して

おり，上層は暗褐色土で少量のローム粒子，極少量の炭化粒子を含み，下層は暗褐色土で少量の

第28語‖）室萬柑号住居址出土遺物実測囲
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第28囲（2）第16号住居址出土遺物実測図
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ローム粒子，極少量の焼士粒子を含んでいる○カマドは北壁の中央に付設され，規模は長径145

cm，短径113cmで燃焼部は長径62cm，短径46cmを測り，楕円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混

りの砂質粘土で，カマドは南南西向きに構築されている○燃焼部から土師器の婆（図28－1），甑

片（図28－4），土不1個（図28－19）を出土している。

出土遺物は土師器が中心で須恵器を数点其伴している○土師器はカマド付近から舶一，婆2個

体分（図28－2・3主中央部覆土から坪3個体分（図28－13e14）を出土し，他に坪2個体分

（図28－16・18），椀（図28－5上手捏土器（図28－6）と支脚（図28－23）を出土し，憩

粍支脚，器台，高士はどの細片を多数出土している。須恵器は東壁付近床面より坪（図28－12）

南東コーナー床面直上より坪片（図28－26上他に盤（図28－29），円硯片側28－30），材は

個体分個28－25・27・28）と細片等を多量に出土している○その他の出土遺物等は，覆土から

十王台式に比定される弥生式土器片を数点と砥石（図28－7），刀子などの鉄製品2点（図28－

10・11），紡錘車（図28－8e9）を出土している〇本址は出土遺物等から古墳時代鬼高期に比定

される遺構と思われる。

筑柑号住居址（図2602903（＝I2）

本住居址は，調査区の北西部東側B4区f4，f5，f6，g4，g5，g6，h4，h5，h

6に確認され，西コーナーに　第16号住居址が複合しており，本址は第16号住居址より古い遺

構である。西側工9mには第14号土壌が，北コーナーから1・8mには第10号土壌が，2。Omには第

11号土壌が検出されている。本址の主軸方向はN－63LWで，規模は長軸7・30m，短軸7．05m，

面積46e6m2を測り，隅丸長方形の平面形を呈している○壁は垂直に立ちあがり，壁高は30cm～65

cmほどで，南壁と北壁には幅13cm言采さ6cm内外の壁溝を有している。床面は暗褐色で硬く平射

である。北・南コーナーに炭化材が出土しているので，本址は火災に遭遇していると思われる。

ピットは，8個所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。東コーナーのP5は貯蔵穴で規

模は長径115cm，短径73cm言采さ25cmを測り長方形を呈している。

覆土は，18層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色士で少量のローム粒子，砂粒，炭化
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a

1．黒褐色　ロ…ム粒召特多）炭化粒召少）

焼土粒W召多）砂粒召多）含有

2．暗視色　焼Lプロノク甘宇多）含有　焼土

プロノクを日本

3．暗褐色　炭化粒召多）焼土プロノク仕手

多）含有かなり火を受け焼土化

している

4．暗褐色　焼土プロノク（特多）含有かなり

火を受け焼士化している

5．黒褐色　ローム粒子（少）含有

6．黒褐色　焼土ブロック（多）含有かなり火

を受け焼土化している

7．黒視色　ローム粒召少）含有

8．褐褐色　焼日ヒしている

9．暗褐色　焼土粒イ（多）粘土ブロック（多）

含有

10．　　　　粘土プロソク

11．裾　色　焼士プロノク（多）粘土二ブロック

（多）含有

12．　ローム粒召少）含有

13．暗褐色　ロームプロノク（多）含有

14．視　色　焼土粒召特の砂粒召多）含有

第29図　第18号住居址カマド実測図

粒子，焼土粒子を含有し，中層は暗褐色土で多量のローム粒子9焼土粒子と少量の炭化粒子を含

み∴下層は暗褐色土で少量のローム粒子，粘土ブロック，多量の炭化粒子，焼土粒子を含んでい

る。カマドは西壁のほぼ中央に付設され，規模は長径180cm，短径130cm程で薄壁を鮮cm幅で，25

cmほど堀り込んで煙道としている。燃焼部は長径52cm，短径38cmで深さ10cmほど不整楕円形に堀

り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土でカマドほ南東向きに構築されている。燃焼部から土

師片を数点出土している。東壁中央に焼土と白色粘土の広がりを確認し，その付近から鉄浮を多

量に出土したので，カマドもしくは小鍛治に関する遺構と考え精査をしたが破壊が進んでおり，そのプ

ランを把握することは出来なかった。出土遺物は，土師器を中心に須恵器を其件している。土師

器の完存率の良好な物をあげると，北東壁付近床面から甑2個体分（図30－2），北西壁付近床面

から　婆片（図30－1），杯（図30－8）を，他に覆土から高稀（図30－10上手担　土器2個と

婆，序（図30－5），器台などの破片を多数出土している。須恵器は覆土中から坑　4個体分

（図30－12）蓋（図30－13）などと，他に，蓋，棒などの細片を多数出土している。その他の出土

遺物は，石製模造品鉄製斧，覆土から銑鉄と刀子片，羽目3個と鉄澤を多数出土している。

本址は出土遺物等から，古墳時代鬼高期に比定される遺構と思われる○
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第30図（2）第18号住居址出土遺物実測図
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第19号住居址（図31・33（1）～（4））

本住居址は，調査区の北端A4区g2，g3，g4，h2，h3，h4に確認され，本址は第20

号住居址の北西コーナーに大きく切り込んでおり，北西壁と南西壁・北東壁の一部しか残存して

いない。

南コーナーには第1号井戸状遺構が，東コーナーには第21号住居址が複合している0本址は第20

号住居址，第21号住居址，第1号井戸状遺構より古い遺構である。本址は，推定で方形の平面形

を呈しており，主軸方向はN－34LWで規模は長径5・13m，短軸4・80m，面積22・7r路測り，壁高は約

30cmほどである。壁は緩やかに外傾して立ちあがっている0壁溝は有していない0床面は暗褐色

土で軟らかく炉址は不明である。ピットは3個確認され，Plは主柱穴と思われる。覆土は4層

からなり自然堆積の状態を示している。全体的に褐色土・暗褐色土で，ローム粒子，炭化粒子を

含有している。

出土遺物は床面から土師器の柑（図33－36）などの破片2点のみで，本祉の時期を決定しうる

にたりる遺物は出土していないけれど，ほぼ古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

第20号住居址（3ト33（1ト（4））

本住居地は，調査区の北端A4区g3，g4，g5，h3，h4，h5，i3に確認され，北西

コーナーには第19号住居址が，南西コーナーには第2号井戸状遺構が，南東コーナーには第1号住
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土層解説
A－A′

1．裾　色　r7－ムl（多）含イ1
2．礼〉1色＋ローム粒r（少）含有‾

3．日一号視色　ローム粒！－（少）炭化物中極少）合イi

4　視　色
糾　色

6．硯　色

7　哺裾色
8．∴lけり色

9．裾　色

ローム粒

ローム粒

lト一一ム柏

lト1．′、粕

ローム粕

ローム栂

r・（少）ロームフロ　ノク（少）合イr
「（多）含有

！・（多）含有

／（少　含有
「（少）含有

！・（多）ロームプロ　ノク（少＝是化物（少）合イl

10　哺視色　ローム粒r・（多）焼mf二粒r（拘妄少）合い行
11．杓姉†視色　ローム拇イー（少）炭化物（少）含有

12　哺褐色　ローム粒イ（多）含有

13．杓抑†舶色　ローム粒！・（少）含有

14．裾　色　ローム　上（多）炭化物（少）含有
15　桶川汗槻色　ローム粒！・含有

16．哺射色　ローム杓イイ多汗l色粘‡（㌢鳩目＿粒／（極少）炭化物（少）含有

17．伺姉等祢3色　ローーム粒！・（少）焼上組！一（少）含有

18．哺視色　ローム粒r・（少）1′1色粘主上少）炭化物（極少）含イ】
19．哺視色　ローム粒r・（少）焼豊根r・（少）炭化物（少）含有

20．哺視色　ローーム粒イー（少）含有
21．褐　色　ローム粒r（特多）ローームプロ　ノク（多）含有

22　裾　色　ロ…ム粒r・（特　焼付粒イ寸極少）炭化物（極少）含有

23．庸糾色　ローム粒！・（持多　ローームフロ　ノク（少）炭化物（極少）含有
2　　時視色　ローム粒イー（多）含有

25　裾　色　ローム柑イ・，1ゴー－ム．り　多）含有

土層解説
a‾‾a

1．哺糾色　11－ム粒r，脱出的’，収化粕！，塊！粕r（少）合れ
2．日出裾色　ローム杓r（中）日－ム′トフ日ソク，砂料1’，焼l科目∴．歳化粕／

（少）合イr

t，ll－て糾色　tJ…ム杓！（多　鹿汀粕r（中日ぷ化射「「「少）合イ1
4　日l褐色　U－ム料！，鵬け粕！（ノニ）蛾l杓！い少）帖l　ノ＋　　　r′し　合イ1

5．日一号褐色　ローム粒／（特多功紆沼杓子，j夫化物，機！粒1’（少）合イ1
6　時褐色　ローム小プし1ノク，ローム粕r（多）腕1召和1㌧．脱化物車少汀′「イ】

71I洋裾色　ローム′トフり　ノクいい）U－ム杓！（少日長化物廿極少）合イl‾

8．1火靖視色　rJ一㌧ムプロ　ノク（少）し1－ム粒！－川り鹿銅山’（少H差化物（帖′い
合イ1

9lllで褐色　ローム小フIJノク（少）ローム杓r（中鵬汀月成子（中日夫化酎rr日毎
少）て今イ1

1の．11㌔視色　ローム小プロ　ノク（多）ローム栂日中）粘！プい∵′ク，j揖化杓！
（少鹿汀榊！（少）合イ1

11　昔日射色　ローム小フ日　ソク（lい）lJ…ム杓！（小　腕汀杓H少）j友化杓J’（少）
合イ1

12　71も裾色　ロー…ムプロ　ノク（中）しト∵ム粕イー（中）鹿沼和イ（極少）歳化杓H少）

合有

13．′一暮㌔視色　ロームプロ　ノク（少）ローム杓日中）炭化物　少）含イf

l4．11㌔視色　ロームプロノク（少）ローム栂イ1中）鹿汀てプロノク（中）炭化粒／
（少）合11

15　叫†裾色　ロームフロ　ノク（小）ローム粒r（中）歳化粧！－（少）合イ！．
16．Il離紺色　ロームプロ　ノク（小）ローム粕「トト）脱げ了プロ　ノク（少）粘Iプロ　ノ

ク（楯少）歳化粕r・（極少）合すr

l7．11も槻色　じト…㌧ムプロ　ノク（少）鹿汀粕！（多）炭化物（少）合11

第31円　第19・20・21号住居址・第1号井戸状遺構実測図
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第32図　第20号住居址カマド実測図

土屑解説
こl一一A L1－b

l∴欄色　ローム勘′・（射焼上粒召少）

眉ヒ粒日射粘上目H含有

2．1廟絶　ローム粒召外焼上粒召多）

砂榊r仕移jロームフロック

（少拾柄少榊侶二日本

3．褐　色　砂錮出二日本

4．裾　色　砂質粘土に体

5．1廟絶　砂質粘土主体

6．暗視色　ローム粒白の焼土粒召極

少）尉ヒ粒召少）粘日少拾

イr

7．ilr潤色　ローム粒自特多）焼土粒自少）

眉ヒ粒召少）砂粒召特多捨

石

8．ilil潤色　ローーム粒日射焼土粒自鋸

炭化粒自少朝iH特多）含

有火を・受けていくぷん胤日ヒ

7誹掬色　ローム粒川移）焼上粒自

（少）尉ヒ粒召少）砂粒自持

多拾打

8．帽裾色　ローム粒召射焼土粒子移）

炭化粒J′－（少）粘周囲拾イ1

火を′針ナて．いくぶん焼日ヒ

居軋　第6号住居址が複合し，南部中ほどには第21号住居址が複合している。本址は第1号住居

址より古く，第6号住居地　第19号住居址　第21号住居址より新しい遺構である。本址の主軸方

向はN－7。5－Wで，規模は長軸7。96町　短軸7．90m，面積48。3n自まどで隅丸正方形の平面形を呈

している。壁高は48cm～70cm内外で垂直に立ちあがっている。床面は褐色で硬く，南璧中央付近e

中央部床面から炭化物を出土しているので，本址は火災に遭遇していると思われる。ピットは4個

所確認され，Pl～P3は主柱穴と考えられるが，南西部のピットは第1号井戸状遺構に切られ不明

である。南東コーナーのP4は貯蔵穴と思われ，長径105cm，短径75cm言采さ35cmの不整楕円形

を呈している。

覆土は，14層からなり中央部に第21号住居址が南西部に第1号井戸状遺構が切り込んでいるが，

他は自然堆積の状態を呈している。上層は黒褐色土で，少量のローム粒子を含み，中層は褐色土

で多量のローム粒子，少量のロームブロック，炭化粒子を含み，下層は褐色土で，多量のローム

粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央に付設され，規模は長径154cm，短径122cmほどで，北壁

を120cm幅で，27cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径70cm，短径40cm言采さ約5cmほ

ど楕円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土層で，カマドは南向きに構築されている。
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第33図（1）第博20・21号住居址0第「胃封戸状遺構出土遣物実演憫
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第33図（2）毒酎9・20・21号住居址。第1号井戸状遺構出土遺物実測図
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第33図（3）第柑・20・21号住居址0第1号井戸状遺構出土遺物実測図
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燃焼部北側，煙道に近いところから土師器の札璧口緑部を出土している。出土遺物は，土師器を

中心に須恵器片を出土している。南西部から聾2個体分（図33－15・16）と坤片（図33－18）を，

南壁付近床面から棒4個　（図33－　7・10・11）他に床面から印，甑などの細片を数点出土し

ている。須恵器は，覆土から蓋片を出土し，他に細片を数点出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

第21号住居址（図3巨33（1）（2）（3）（4））

本住居址は，調査区の北端A4区g3，g4，h3，h4に確認され，第20号住居址の中央部よ

りに構築され，南西0．3mには第1号井戸状遺構が，南1．0mには第1号住居址が，南東1・2mには

第6号住居址が検出されている。本址は第19号住居址，第20号住居祉より新しい遺構である。本

址の主軸方向はN－10LEで，規模は長軸3．28m，短軸3．03m，面積6二2m2を測り，ほぼ長方形の平

面形を呈している。壁は第20号住居址の床面を約1．5cmほど掘り込んで築かれ緩やかに外傾して立ちあ

がっている。床面は貼り床で硬く踏み固められていた。ピットは4個所確認され，主柱穴と思わ

れるピットは検出できなかった。南壁中央部付近のP3は貯蔵穴と思われ，長径50cm，短径47cm，

深さ195cmの不整楕円形を呈している。覆土は9層からなり自然堆積の状態を示している。上層

第33図（4）第19・20・21号住居址・第1号井戸状遺構出土遺物実測図
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は，極暗褐色まで少量のローム粒子，炭化粒子を含み9中層は暗褐色土で多量のローム粒子，白

色粘土，極少量の廃土粒子と少量の炭化粒子を含み，下層は極暗褐色まで少量のローム粒子，焼

土粒子，白色粘土と炭化物を含んでいる。カマドは北壁の中央に付設され，規模は長径膵Ocm，短

酎20cmで9燃焼部は長径48cm9短径43cm，深さ5cmほどに円形に掘り窪めている。袖部は黒色

士混りの砂質粘土で，カマドは南向きに構築されているが破壊が進んでいた。出土遺物は，カマ

ドから須恵器の坪（図33－5），土師器の甑（図33－17），婆（図33－1）と中央部床面から土師器

の婆2個体分（図33－2e3），他に破片を数点出土している0その他の出土遺物は，カマド際か

ら鉄製品（図33－43）を出土している〇本触ま出土遺物が少か）けれどほぼ国分期に比定される

遺構と思われる。

鑑23号住居址（鞄3　0鍋）

本住居址は，調査区の中央部B3区jO，B4区jl，C3区aO，bO，C4区al，a2，bl

，b2に確認され，南コーナーは第24号住居址と，西コーナーは第28号住居址と複合している。

本址は，第24号住居軋第28号住居址より新しい遺構である。北東2。2mには，第35号住居址が

検出されている。本址の主軸方向はN－34LWで，規模は長軸7・08町短軸5．86m，面積34。7m2を

測り9隅丸長方形の平面形を呈している○壁高は26cm～42cmを測り，壁は緩やかに外反して立ち

上っている。壁溝は有しておらず，床面は平坦で硬く踏み固められている。ピットは7個所確認

され9　Pl～P4は主柱穴と考えられる。覆土は12層からなり自然堆積の状態を示している。上

層は暗褐色まで多量のローム粒子と砂粒を含み，中層は暗褐色土で，梓に多量のローム粒子と，

多量の砂軋少量の炭化粒子を含み，下層は暗褐色まで多量のローム粒子と，少量の焼土粒子を

含んでいる。炉址は，本址の中央から東よりに位置し，規模は長径57cm，短径27cm程で楕円形を呈

している。燃焼部は皿状に6cmほど掘り窪められてお。，焼土が充満していた。出土遺物は土師器が

中心で，弥生式土器のほぼ十王台式に比定される破片を覆土中より出土している。土師器は，北

西部床面より，台付婆片（図35－1），北壁付近床面より装飾器台片（図35－4）涌西コーナー床

面より高稀片（図35－3）と，覆土中より，台付婆台部（図35－2）だけを出土している。本址は

古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。
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土層解説
A－A′

1．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）含有
2．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）含有
3．暗褐色　ローム粒子（少）ローム小ブロック（極少）炭化粒子沙）

焼土粒子（極少）含有
4．黒褐色　ローム粒子（少）砂粒子（少）炭化粒子（少）含有
5．暗褐色　ローム粒子（極少）砂粒子（極少）焼土粒子（極少）含有
6．暗褐色　ローム粒子（少）砂粒子（少）含有
7．暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒子（中）焼土粒子（極少）炭化

粒子（極少）含有
8．黒褐色　ローム粒子し極少）砂粒子（極少）含有
9．暗褐色　ローム粒子（少）砂粒子（極少）焼土粒子（極少含有

土層解説
′

a‾a

1．極暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（多）焼土粒子（特多）砂粒子
（少）含有

2．赤褐色　ロームが焼土化　かたくざらさらしている

第34図　第23・24号住居址実測図
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第35図　第23号住居址出土遺物実測・拓影図
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第24号住居址（図36～39）

本住居址は，遺跡の中央部C3区bO，CO，C4区　bl・Clに確認され，本址の北東

♂
〟
U

「ニー＿－　10裡L一一一」さィ・ニ’‘’

第36図　第24号住居址出土遺物実測・拓影図

－114－



竃裏朱色ぺ事産声‾1

、′、一－・一・．、、∵、’．、「∵

一一　　一．

のバ領〃卯は咋

一‾　1・11

Yl＼i〔∴

′タ．船．＿す〟r酔漢

十一・千・

∩

＝

〃

2

5

∵

6

‥

　

　

1

0

．

11

n

“

、

第24号住居址出土遺物実測・拓影図

－115－

．．＿．＿軍使や＿　＿．＿



3　　　，°、↓

〝
〟
仇
　
月
日
佑

7
　
　
　
　
　
　
0

n
〓
＝
‖
＝
柏
‖
竺
∩
＝
‖
＝
接

第38図　第24号住居址出土遺物拓影図
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コーナーに，第23号住居址の南コーナーが切り込んでおり，　第23号住居址より古い遺構であ

る。本祉は隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－20－Eで，規模は長軸3・60m，短軸2・93

m，面積5．3m2を測り，壁高は40cm～50cm程である。壁は緩やかに傾斜して立ち上がり，壁溝は有

さ射、。床面は黒褐色土で措鉢状を呈し硬く踏み固められた状態を示している。炉址は確認出来

なかった。ピットは1個所確認され，Plは主柱穴と思われる。覆土は7層からなり自然堆積の状

態を示している。上層は黒褐色土・暗褐色土で多量のローム粒子と極少量の炭化粒子を含み，下

層は黒褐色土で少量のローム粒子，炭化粒子と極少量のロームブロック，焼土粒子を含んでいる0

出土遺物は，弥生式土器を中心に出土し，中央部床面直上より聾2個体分と，他に聾のロ緑部と底

部等を多数出土している。図36・図37－1～17・図38・図39は弥生式土器の長岡系に比定される

ものと思われ，図37－18－24は十王台式に比定され，図37－25・26は十王台式より古式の土器片

第39園　第24号住居址出土遺物実測・拓影図
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であると思われる。

本住居址は，出土遺物等から弥生式時代後期の遺構と思われる。

第鍋考住居址（図舶◎射出2）・42）

本住居址は，調査区の北部西端B3区　C9，C O，d9，d O，B4区　cl，dlと確認さ

れ，東コーナーは第13号住居址と複合している。第13号住居址床面との比高は約15cmであるが，

本址は第13号住居址より古い遺構である。南東約1mに第12号住居址が検出されている。本址は

隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－36Lwで，規模は長軸5。85m，短軸5．53m，面積29。5

扉を測り，壁高は15cm～30cm程である。壁は緩やかに外反して立ち上っている。床面は炉址付近

で硬く踏み固められた状態を示しているが，壁際からは100cm～150cm内外は軟らかい。ピットは

6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。覆土は5層からなり，第13号住居址に切られ

ている外は，自然堆積の状態を示している。上層は褐色土で多量のローム粒子，極少量の焼土粒

子，炭化粒子を含み，中層は極暗褐色土で，ローム粒子，炭化粒子と極少量の焼土粒子を含み，

下層は極暗褐色まで，ローム粒子と極少量の焼土粒子，炭化粒子を含んでいる。

炉址は，ほぼ中央部に位置し，規模は長径117cm，短径102cmで不整楕円形をしており燃焼部は深さ

10cm程堀り窪めており焼土が充満している。出土遺物は，北コーナーのP2付近床面から壷目線部

を，南東壁付近床面から壌（図41－9）を，南コーナー床面から婆（図41－4．8上丹彩の壷

（図41－2），支脚を2個体分（図41－14。15）と多量に出土し，中央部床面から婆（図41－5）

小型壷（図41－10），高球（図41－13）を出土し，他に壷（図4上1），器台（図4ト11）などの破

片を多量に出土している。その他の出土遺物は弥生式土器の十王台式に比定される破片を教点と

十王台式より古式の土器片を出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。
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土層解説
′

a‾a

1．黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼
土粒子（多）含有

土層解説
A－A′

1．極暗褐色

2．黒褐色

3．極暗褐色

4．褐　色

5．暗褐色

6．褐　色

7．褐　色

ローム粒子（少）焼土粒子（極少）炭化粒
子（極少）ハードロー・ムブロック含有

ローム粒子（極少）炭化粒子（極少）焼土粒
子（極少）ハードロームブロック（少）含有

ローム粒子，焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有

ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有
ローム粒子，焼土粒子（極少）炭化粒子（極
少）ハードロームブロック（極少）含有
ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子
（少）含有
ローム粒子（多）含有

8．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）炭化粒子
含有

9．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子
極少含有

氾　褐　色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土粒子
（極少）含有

11．褐　色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土粒子
（少）含有

12．褐　色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）含有

第40辿　第苫3025号住居址実測図
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第4個（り　第13・25号住居址出土遣物実測図
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第朋図（2）第13・25号住居址出土遺物実測図
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第42図　第13・25号住居址出土遺物拓影図
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第錆号住居址（因堵3～超5服2）（3））

本住居址は，調査区の中央部西側B3区d8，e7，e8，e9，f7，f8に確認され，第31

号住居址の南西部床面を約64cm程掘り込んで構築されている。第31号住居址の西部は，トレンチ

ヤーによる擾乱がひどく，出土遺物は砥石片と弥生式土器と土師器の細片のみである。

本址は第31号住居址より新しい遺構で，南東4eOmには第30号住居址が，東側4。6mには酎2

号住居址が検出されている。本址は隅丸正方形の平面形を皇し，主軸方向はN…－38〔Wで，規模

は長軸6・82m，短軸6e81m9面積38e4m2を測り壁高は75－100cm程で非常に深く堀り込んで構築†

されている。壁はほぼ垂直に立ちあがり，壁下には壁溝を有していか、。床面は平坦で硬く踏

み固められた状態を示している。南コーナー付近，南西壁際に炭化物を出土しているので，本址

は火災に遭遇していると思われる。

ピットは9個所確認されゥPl～P4は主柱穴と考えられる。東コーナーのP9は貯蔵穴と思われ，

長径108cm，短径100cm，深さ62cmの不整楕円形を呈している。覆土は確認面から約50cmほど

トレンチャ一による撹乱が見られ，西部は床面まで達している。中層は極暗褐色土で，少量のロ

ーム粒子9極少量の炭化粒子，焼土粒子を含み，下層は暗褐色まで多量のローム粒子と炭化粒子

L＝35．5m

1M

土層解説
a－a　′　b－b　′

1・暗褐色　砂粒子（多）粘土粒子（多）ローーム
粒子（多）含有

2・暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒召多）焼
土粒子（多）粘土ブロック（多）含
有

3・暗褐色　　　　　　　　　粘土主体
4・にぷい赤褐色　ほとんど焼士で，少量の

炭化粒子を含有
5・褐　色　ローム粒子（少）白色

粘土　プロノク含有

6．にぷい赤褐色　焼土プロ　ノク（少）ローム

粒子（多）白色粘土（微）含有
7．疇赤褐色　焼王ブロック（特多）含有

8．晴赤褐色　焼成により固まったロームプ
ロ　ノク

9．赤褐色　焼土粒子を含有した灰質の上層
10．晴赤褐色　焼士を主体とした土層

11・褐灰色　しまりあり，焼土粒（多）i′1色粘
土　ブロック　含有

第轟図　第舗号健屠址カマ匪’実測図
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野

A－

土層解説

A－A′

1．黒褐色

2．暗褐色

3．黒褐色

4．暗褐色

5．暗褐色

6。暗褐色

7．黒褐色

8．暗褐色

9．褐　色

－A，

ヒ竺竺聖＿＿＿＿＿＿＿＿」

ローム粒子（少）炭化物（極少）焼土粒子（極少）含有
ロームブロック（少）ローム粒子（少）炭化粒子（少）含有

ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有

ローム粒子（多）炭化粒子（車）含有

ローム粒子（少）炭化粒子（極少）砂粒子（少）含有
ローム粒子（中）炭化粒子（極少）砂粒子（小）含有

ローム粒子（多）炭化粒子（中）焼土粒子（極少）含有

ロームブロック（少）ローム粒子（少）炭化粒子（多）含有

ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）ローム小

ブロック（少）含有

軋黒褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子（極少）含有

11．褐　色　ローム粒子（多）ロームブロック（中）炭化粒子伸治有

第舶図　第26号住居址実測図
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第補間（1）第26号住居址出土遺物実測認
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第舶図（2）第26号住居址出土遣物実測図
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を含んでいる。

カマドは北東壁の中央より北に付設され，規模は長径33cm，短径92cmで，北西壁を70cm幅で，40cm

程掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径37cm，短径33cmで深さ10cm程円形に堀り窪めている。

袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南東向きに構築されている。トレンチヤーによる擾乱を

受けているが燃焼部より，土師器の碗形土器片と高士不を支脚として利用した物を出土している。出土

∵ 二l

l‾＿＿：「L‾

「＿「十二＿二‾‾‾－‾二
』二二二二彗竺二二二ヨ

第姻園（3）第26号住居址出土遺物実測図

－127－



遺物は，土師器を中心に多数出土しており9完存率良好なものを上げると，カマド内より婆（図

45－8）言罵棒片と北コーナー中央部付近床面から棒（図45－13014022の23e26）瀾底部（図45

－1時聾底部（図45－9），手捏土器（図45－50。51）北東壁付近床面直上から棒3個（図45－28

・32），東コーナー床面から士不3個（図45－27e31・35），婆口縁部（図45－1）南東壁付近床面から

土不，軋碗（図45－16），婆口縁部（図45－3）南コーナー床面より球4個（図45－11・17・18・20），

碗（図45－15），小型婆（図45－6），婆底部（図45－2），南西壁付近床面より球（図45‾36上西コーナ

ー床面より坑北西壁付近床面より杯（図45－19），中央部床面より瑳（図45－24e34），他に床面よ

り瑳3個（図45－21・29），婆（図45－－7），覆土から手軽土乳高札壷，婆，器台等と土師器の細

片を多数出土している。その他の出土遺物は，弥生式土器のほぼ十王台式に比定される破片を数

点と，鉄製品・鉄棒を数点出土している〇本址は言虹士遺物等から古墳時代の鬼高期に比定され

る遺構と思われる。

第28号住居址（図46047）

本住居址は，調査区の中央部B3区j8言9言0，C3区a8，a9，aOに確認され，束

コーナーにおいて第23号住居址と，西コーナーにおいて第1号堀立柱建築址と言有コーナーにお

いては第29号住居址が複合している。本址は第23号住且軋第29号住居軋第1号堀立柱建築址

よりも古い遺構である。

本址の主軸方向はN－34LWで，規模は長軸5調m，短軸3e70m，面積15・OI茸を測り，ほぼ隅

丸長方形の平面形を呈している○壁高は15cm～40cmほどで謙東壁はほぼ垂直に立ちあがっている

が，南西壁滴東壁は緩やかな傾斜をして立ち上っている。床面は平坦で硬く踏み固められていた0

上層解説

A…A′

1．黒褐色

2．暗視色

3‘黒裾色

4．黒褐色

こ）．暗褐色

6．褐　色

二「∵∴＝

第46図　第28号住居址出士道物天測鑑
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ローム粒一打極少）砂粒一打極少）

含有

ロ…ム粒召　少）炭化粒m召極少）

砂粒召少）含有

ローム粒召極少）砂粒召極少）

含有

ローム粒子（多）炭化粒召少）焼

士粒召極少）含有
ローームプロソク相違少）ローーム粒f

（少）炭化粒自極少）含有

ローム粒召少ノ含有
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第47図　第28号住居址拓影図

炉址は本址の中央部にあり，規模は長径76cm，短径57cmで楕円形に焼土の広がりを確認した。

ピットは6個所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。西コーナーのP5は貯蔵穴と思われ

長径90cm，短径60cm，深さ30cmの不整楕円形を呈している。覆土は6層からなり自然堆積の状態

を呈している。上層は黒褐色土で極少量のローム粒子，砂粒を含み，中層は暗褐色土で，少量の

ローム粒子，砂粒と極少量の炭化粒子を含み，下層は暗褐色土で少量のローム粒子，焼土粒子を

含んでいる。出土遺物は弥生式土器で，十王台式より古い型式の口緑部と底部の破片を数点出土

している。底部には木葉痕がある。その他の出土遺物は石器が3個出土している。

本址は弥生式時代後期に比定される遺構と思われる。
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第30号住居址（図48049）

本住居址は，調査区の中央部B3区g9，gO，h9，hOに確認され，南部には第26号土壌，

第2号堀立柱建築址が複合しており，本址は第26号土壌より新しく，第2号堀立柱より古い遺構

である。北西3．6mには第26号住居址が，北東有5mには第12号住居址が検出されている。本址の

主軸方向はN－1LEで，規模は長径娠22m，短径3・45mほどでほぼ楕円形を呈している。壁高

は20～30cmほどで，壁はやわらかく，南西部の壁は，第26号土壌が複合しておりはっきりと確認

することができなかった○南東の壁には第2号掘立柱建築址のP2が検出され，壁溝は有してい

ない。床面は炉の周囲は硬くしっかりとしているが他は軟らかい。ピットは6個所確認され，

土層解説

A－A′

1．暗褐色

2．黒褐色

3．黒褐色

4．暗褐色

5．褐　色

6．暗褐色

7．黒褐色

ややしまりあり，ローム粒子（微）炭化粒

子（少）砂粒（微）含有

しまりあり　ローム粒子（少）炭化粒子

（少）砂粒（微）含有

しまりあり，ローム粒子（少）炭化粒子

（徽）焼土粒（微）含有

しまりあり，ローム粒子伸）炭化粒子（少）含有

しまりあり，ローム粒子（中）炭化粒子（少）

黒色土含有

しまりあり，ローム粒子（中）炭化粒子（少）含有
しまりあり，ローム粒子（中）炭化粒子（少）

焼土粒子（微）含有

a・－

・掛．＿・壷恋！′．＿、・て・

日油解説
′

a‾a

1．黒褐色　ややしまるローム粒召少ノ

炭化粒召少）焼l二粒再少含有

2．焼土化したローーム

L＝36．0m
2　M

8．黒褐色　しまりあり，ローム粒子（中）炭化粒子（少）

焼土粒子（微）含有

9．黒褐色　ややしまりあり，ローム粒子（少）炭化粒子

（少）焼土粒子（微）含有

10．黒褐色　しまりなし　ロームブロック（少）ローム

粒子（車）炭化粒子（少）含有

11．暗褐色　ややしまる　ローム粒子（少）含有

12．暗褐色　しまりなし，木の根により撹乱

13．暗褐色　しまりなし，ローム粒子（中）炭化粒子（少）

14．黒褐色　しまりなし，ローム粒子（少）含有

第爛図　第30号住居址。第26号土墳実測滅
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第49図　第30号住居址出土遺物拓影図

Pl～P4は主柱穴と考えられる。南部に複合している第26号土壌は溝状土構と考えられ，規模

は長径3．10m，短径1．05m，深さ1．80mを測り長橋円形状を呈している。覆土は12層からなり自

然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で少量のローム粒子を含有し，下層は暗褐色土で多

量のローム粒子と少量のロームブロックと焼土粒子を含有している。炉址は中央より北に付設さ

れ，規模は長径82cm，短径72cmを測り円形を呈し，燃焼部は20cmほど掘り窪められ焼土が充満し

ていた。出土遺物は，弥生式土器片で口緑部4点，頸部3点，胴部8点，底部4点出土し，底部に

は木葉痕がある。これらの土器片は，十王台式土器より古式と思われ，図49－6－8は長岡系の

弥生式土器片と思われる。本址は，弥生時代後期に比定される遺構と思われる。
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第錮号住居址（図5の◎馴）

本住居址は，調査区の中央部C3区　b6，b7，b8，C7，C8に確認され，北側に掘立

柱建築址第1号が，西側には第43号住居址が，東側3カmには第29号住居址が確認されている。

本址の主軸方向はN－6蘇－Wで規模は長軸3。96町短軸3e18町面積11・1m2を計り隅丸長方形の平

面形を呈している。北壁の北東コーナー付近で弥生式土器の壷棺（図5上8）を出土している。

壁は軟らかく，はっきりと確認することができなかった。壁溝は有さず床面は軟らかい。ピット

は確認できなかった。

＞

0

－F，

J‾

－E，

土層解説

B－B′

1．極暗褐色　ローム粒子（極少）含有

2．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）
含有

3．暗褐色　ローム粒子（少）黒色土（少）含有

4．褐　色　ローム紅召多）ロームブロック（少）
含有

5．褐　　色　ローム紆召少）含有

6．褐　色　ローム粒子（多）含有
7．　　　　　　ローム

8．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）含

有

上層解説
A－A／
1．黒色
2．極暗褐色　口一ム粒rJ（極少）炭

化粒r・（極少）焼土粒f一（極少）
合か

3．暗褐色　　11－ム料イーいい
炭化粒イー（極少）焼土粒子（極少）
含有粘性弱

4．暗視色　　粘性（弱）ローム粒「
（多）炭化粒イ・（少）含有

5．極暗褐色　ロ…ム粒子（極少）炭化
粒子（極少）含有

6．具視色　　粘性（強）
7．黒色　　　　ローーム射ア「（極少）含有
8．極暗緑色　粘性（強）ローム粒子（多）

炭化粒イー（多）焼土粒子（少汗1色
粘土（少）含有

9．極暗褐色　ローーム粒子（極少）炭化
粒子（極少）焼土粒子（極少）含有

10．暗視色　　粘性（強）ローミ粒子
（多）炭化粒召極少）焼土粒子
（極少）ロ…ムプロ　ソク（多）含有

11．黒褐色

培50図　第340430舶号住居址実測図
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第51図　第34号住居址出土遺物実測・拓影図
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覆土は策43号住居址に切られている以外は自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色土で極

少量のローム粒子，焼土粒子を含有し，下層は黒褐色土で少量のローム粒子，多量の砂粒を含ん

で、いる。

炉址は，中央から南よりにあり，規模は長径69cm，短径58cmを測り楕円形を皇し，燃焼部は皿状

に堀り窪められてロームが赤く焼けている。出土遺物は土師器が主であるがその出土量は少ない。

須恵器も覆土から球2点が出土している。土師器の完存率の良好なものは，東コーナー床面直上か

ら甑片（図5且一息）が出土したのみで，他は甑，土柏どの細片を数点出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代五領期に比定される遺構と思われる。

解題愚考住居地（図52◎53㈲（2））

本住居址は9　調査区の中央部B4区i2，i3，j2，j3，C4区　a2，a3に確認さ

れ9　東壁と南壁の一部は第39号住居址と大きく複合している。本址は第39号住居址より新しい遺

構である。

南西2。Omには第23号住居址が，北東1．5mには第41号住居址が，東上Omには第40号住居址が検

出されている。北側には第17号住居址が検出されているが炉址だけしか確認できなかった。本址

の主軸方向はN－92LWで，規模は長軸5，併m，短軸5。05m，面積2工1m了を測り隅丸正方形の平

面形を呈している。壁高は西壁56cm，北壁24cmほど測り，東壁と南壁の一部は第39号住居址の床

を約10cmほど掘り下げ壁を構築している。壁はやや垂直に立ちあがり，壁下には幅21cm，深さ6

珊内外を測る壁溝が，西壁のカマドの部分を除いて廻っている。床面は平坦で硬く踏み固められ

た状態を嘉している。

南東部床面から炭化材と壁土の焼けたものと思われるものを少量出土しているので，本址は火

災に遭遇していると考えられる。ピットは7個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。南

西コーナーの㌘5は貯蔵穴で，長径70cm，短径63cm言采さ40cmの不整円形を呈している。覆土は

12層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色で特に多量のローム粒子，砂粒，少量

の炭化粒，極少義の焼土粒子を含み，中層は暗褐色土で，棒に多量のローム粒子，少量の炭化粒

子，焼土粒子，極少量の灰を含み，下層は暗褐色土で少量のロームブロック，多量のローム粒子，

炭化物夕　少量の焼士粒子を含有している。

ヵマドは西壁南よりに位置し，東向きに構築され，桑の裁培等によって破壊が進んでいた。出

土遺物は土師器が中心で，須恵器も数点共伴している○土師器の完存率の良好なものをあげると，
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B

C

土層解説

A－A′

1．黒褐色

2．暗褐色
3．暗褐色

4．暗褐色

5．暗褐色

6．暗褐色

ローム粒子（特多）砂粒子（多）炭化粒子（少）
焼土粒子（極少）含有

ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有

ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子
（少）灰粒子（極少）含有

ローブロック（少）ローム粒子（多）炭化物
（多）焼土粒子（少）含有

ロームブロック（少）ローム粒子（特多）炭
化物（少）焼土粒子含有

ロームブロック（極少）ローム粒子（多）炭

ー・C’

化物（少）含有

7。暗褐色　ローブロック（極少）ローム粒子（特多）

炭化物（少）砂粒子（極少）焼土粒子（極少）含有
8・暗褐色　ロームプロノク（極少）ローム粒子（多）炭化物

（少）焼土粒子（極少）含有

9．暗褐色　ローム粒子（少）砂粒子（少）含有

拍　暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有

第52図　第35・39号住居址実測図
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第53図（瑠）第35号住居址出土遺物実測図
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第53図（2）第35号住居址出土遺物実測図
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北壁中ほど床面直上から要目綾部（図53－8），北東コーナー床面から球（図53－20），壌（図53

－5），中央部床面から高棒（図53－2且），椀，他に聾片9個体分（図53一息～　4　e6・7

◎9e且Oe且且），小型壌（図53－且3上　甑（図53－且4）9椀（図53一息5）9棒（図53－且6），碗2

個，相を出土し，覆土から聾底部，壷底部，器台，高雄等の破片を多数出土している。須恵器は

床面直上から杯2個体分を出土し，他に細片を数点出土している。その他の出土遺物は，北東部

から銑鉄（図53－22）と刀子片（図53－23）を出土している。

本址は古墳時代鬼高期に比定される遺構と思われる。

第36号健腰址（図5磯～56㈲（2））

本住居址は調査区の中央部C4区b2，C4区C温，C2，C3，d且，d2，d3，e且，e

2に確認され北東コーナーーは第45号住居址床面を53C汀lほど掘り込み本址を構築している。南西コ

ーナーには第37号住居址，南壁の中ほどには第77号住居址が複合している。本址は第45号住居址

と第77号住居址より新しく，第37号住居址より古い遺構である。本住居址の主軸方向はN－25－

Wで，規模は長軸7。08m，短軸6。92m，面積鳩。5扉を測り，ほぼ正方形の平面形を呈している。壁高

は53cm～60cmを測り，壁は垂直に立ちあがり，壁下には幅且5cm，深さ8cm内外の「U」字形の壁溝が

カマドを除いて廻っている。

1M

土屑解説

a　－a　′　b　一一b　′

L　暗褐色　ローム粒子（捧多）焼土粒子（少）
砂粒子（多）含有

2．暗褐色　ローム粒子（特多）焼士粒子（少）

砂粒子（多）粘土ブロック（少）含有
3．明黄褐色　炭化粒子（多）焼ま粒子（特多）

砂粒子（特多）含有かなり火を受け、

固くブロック化している

4．褐色　黒色土含有，根による撹乱

5．褐色　焼土粒子（特多）砂粒子（多）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）

焼土粒子（多）含有

7．にぷい赤褐色　ローム粒子（多）砂粒子（多つ

焼土ブロック（棒多）含有

8．褐色　粘土　主体

9．赤色　粘土ブロック

第54図　第36号住居址カマド実測図
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エ層牒稲見
A－A′

1．黒褐色

2．暗褐色

3．暗褐色

4．暗褐色

l－A，

墾堕嘉子　土層解説
B－B′

ローム粒子（多）焼土賽立子（極少）炭化粒子
（少）含有
ローム小ブロック（少）ローム粒子（梓多）
焼土粒子（極少）炭化粒子（少）含有
ローム小ブロック（少）ローム粒子（特多）
焼土粒子（極少）炭化粒子（車）含有
ロームブロック（極少）ローム粒子（少）焼
土粒子（極少）含有

5・暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒子（特多）
焼土粒子（少）炭化粒子（少）含有

6・暗褐色　ロームブロック，ローム粒子（特多）焼土
粒子（極少）炭化粒子（少）含有

7・暗褐色　ローム粒（車）焼土粒子（極少）炭化粒子（極
少）含有

8・暗褐色　ローム粒子（特多）焼土粒子（少）炭化粒子
（少）含有

9・黒褐色　ローム小ブロック（極少）ローム粒子（多）
焼土粒子（少）炭化粒子（少）含有

10・暗褐色　ロームプロノク（中）ローム粒子（特多）焼土
粒子（極少）炭化粒子（少）含有

1．暗褐色　ローム線引持多）

含有

2．暗褐色　ローム粒子（多）炭

化粒子（極少）砂粒

子（少）含有

3・黒褐色　ローム粒子（多）砂

粒（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（少）砂

粒子（少）含有

5．褐　色

11．暗褐色　口一ムブロック（極少）ローム粒子（特多）焼
土粒子（少）炭化粒子（多）含有

12．暗褐色　ローーム粒子（特多）炭化粒子（少）含有
13．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）焼土粒子（極

少）含有
14．暗褐色　ローム粒子（中）炭化粒子（少）焼土粒子（極

少）含有
15．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（極

少）含有
16．暗褐色　ロームブロック（中）ローム粒子（特多）焼土

粒子（極少）炭化粒子（少）含有
17．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）含有
18．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）含有
19．暗褐色　ローム粒子（中）焼土粒子（極少）炭化粒子

（少）含有
20．暗褐色　ローム小ブロック（少）ローム粒子（中）炭

化粒子（車）含有
21．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）含有
22・暗褐色　ロ…ムブロック（少）ローム粒子（少）炭化粒

子（少）含有
23．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）含有

第55図　第3　◎鵬号住居址実測図
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第56図（1）第36号住居址出土遣物冥測図
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床面は平坦で踏み固められた状態で硬くばりばりとしている。東壁付近に炭化物を出土してい

るので，本地豊火災に遭遇しているとおもわれる。ピットは6儀所確認され9　P温～P射ま主柱穴

と考えられる。貯蔵穴は有していない。南壁中央部に一段高いベルトが半周してお勘その中心に土

壌が付設され規模は長辺温蟻cm短辺摘録m　深さ磁cmを測畑ほぼ最方形を呈している。囁土は35

／ク

∴l

‾‾∴三　＿＿＿　＿

樗慧

l∴∴ll∴

窮鯛園餞　第鯛考健腰幾出藍遺物実測図
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層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色土で多量のローム粒子，少量の炭化粒子極

少量の焼土粒子を含み，中層は暗視色士で，特に多量のローム粒子，少量のロームブロックと

炭化粒子，極少量の焼土粒子を含み，下層は暗褐色土で，少量のローム粒子，極少量のロームブ

ロック，焼土粒子を含んでいる。

カマドは北壁の中央より東に付設され，規模は長径148cm，短径128cmを測り，北壁を80cm幅で，

28cmほど振り込んで煙道としている。燃焼部は，長径42cm，短径40cm言采さ2cmほど，円形状

に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南東向きに構築されている。

出土遺物は，土師器が主で，須恵器は覆土中から1柏どの破片を数点出土したのみである。カマド

内から，婆口縁部（図56－4主　高球（図56－14）を，カマド付近の床面直上から飯（図56－7），

要目縁部（図56…3上　手捏土器（図56…19），棒（図56－9elO）を，北東部床面から手捏土

器（図56－22e25），椀（図56－13上　北西部床面から甑片（図56－5），南コーナー床面から婆2

個体分（図56－1・6）を，中央部P5付近床面から婆（図56…2）を出土し，他には手捏土器4

個（図56－15e18・21・24上　碗（図56－12），杯2個（図56－8・11）と，婆，壷，杯などの破

片を多数出土している。その他の出土遣物は紡錘車（図56－26）とカマド付近床面直上から石製

模造品の勾玉（図56－27）を出土している。

本址は出」二遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

第㍍号住居址（図㍍◎鯛）

本住居址は，調査区の中央部C3区d O，e O，C4区dl，elに確認され，北東コーナーに

は，第36号住居址が複合しラ南壁は第38号住居址の北部を削平して構築している。東側約1のm

には第77号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－88Lwで瀾槙は長軸4・30m　短軸

3。37m，面積8。55m2を測り隅丸長方形を呈している。壁高は約39cmを測り，壁は緩やかに外傾し

て立ちあがっており，西壁際に幅28cm言采さ6cmの壁溝を有する。貯蔵穴は有していない○

床面は暗褐色を皇し硬くしっかりとしているが，柱穴と思われるものは確認することができなか

った。カマドは検出されなかった。覆土は3層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗

褐色土でローム粒子と少量の炭化粒子，極少量の焼土粒子を含み，中層は暗褐色士で，少量のロ

ーム粒子，炭化粒子を含み，下層は暗褐色土で，少量のロームブロック，ローム粒子，炭化粒子

を含んでいる。

出土遣物は土師器と須恵器を其伴しているが数は少ない。完存率の良好なものをあげると，土

師器は南壁付近床面直上より　　　坪（図58－4主　高台付棒（図58－7）と，須恵器の鍾（図

58－5）を出土している。北東コーナ床面から要目縁部（図58－3上西壁付近北より床面から，

甑底部（図58－2），南東部覆土内から須恵器の杯を，南西部覆土から墨書土器を出土し，その他，
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士層解説

A…－A′　B－B′

1．暗視色　ロー－ム粒伸）炭化粒（少）焼土粒（微）

含有しまりなし

2．暗視色　ローム粒（多）炭化粒（少）焼士粒（微）

合方ややしまりあり

3．日掬う色　ロトム粒（持多）炭化粒（少）焼土粒（微）
ロ…ムブロック（中）合有しまりあり

4．暗視色　ローム粒（少）炭化粒（少）合有やや

しまりあり

5．暗視色　ローム粒（中）炭化粒（少）焼士粒（微）

合有　　　　　ややしまりあり

6．時裾色　ロー－ム粒（l恒炭化粒（中）ロームプロ

ノク（少）含有ややしまりあり

7．暗視色　ローム粒（少）炭化粒（少）含有
しまりあり

8．暗視色　ローム粒（鋸炭化粒（多）含有

ややしまりあり

9．暗視色　ローム粒（鋸炭化粒（少）ローム小プ

ロ′ノク含付ややしまりあり

10．暗視色　ロ…ム粒日の炭化粒上レ）焼吊招勘

合frややしまりあり

11．暗視色［ブーム粒主旨）炭化粒（少）合有
しまりあり

籍57銅　第37038号住眉址実測図

土師器の壷，婆（図58－1），緒言甑，をどの細片を数点と，須恵器片を数点出土している。

本址は出土遣物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第38号住居址（図57の58）

本住居址は，調査区の中央部C4区el，rlに確認され，第37号住居址の床面から約7cm掘り

込んで構築されており，本址は第37号住居址より古い遺構である。

南東コーナーは第77号住居址と接している。　　　本址の主軸方向はN－50－Wで，規模

は長軸3。04m，短軸2。81m，面積6．0m2を測りほぼ隅丸長方形を呈している。北壁は第37号住居

址に削平され不明である。東・西e南壁の壁高は約60cmでやや垂直に立ち上がっている。壁下に

は幅20cm，深さ4cm内外の浅い壁溝がほぼ全属している。床面は硬く踏み固められた状態を示し

ており，柱穴と思われるものは確認されなかった。カマドは北壁の中ほどに付設されているが，

第37号住居址に削平され燃焼部のみしか残存していなかった。推定で規模は長径70cm，短径70cm

で，北壁を37cmの幅で，10cmほど掘り込み煙道部としている。燃焼部は長径35cm，短径30cm，深さ

4cmほど円形に掘り窪めている。

出土遺物は須恵器が主で，土師器の婆，坪などの破片を数点出土している。
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第58図　第37・38号住居址出土遺物実測図

須恵器の完存率の良好なものをあげるとタカマド附近の床面から輝（図58…8）と甑の破片を

出土している。

本址は，出土遺物等から図分期に比定される遺構と思われる。

第鯛常住贋地　図鯛～綿

本住居址は，調査区の中央B4区j39　j娠　C　区a3撃　a射こ確認され9　南壁は第42号住居

址の北部を切り，西壁は第39号住居址の東部を切って構築されている。南東コーナーには第44号

住居祉の西壁が接している。北側1。Om工は第41号住居址が検出している。本祉は第39号住居址，

第42号住居址より新しい遺構で，本址の主軸方向はN…且8。5LEでタ規模は長軸4。且5m，短軸4。0の
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m面積は5m2を測り隅丸正方形を呈している。壁高は34cm～85cmで南壁が高く，壁は外傾しなが

ら立ちあがっている。壁下には壁溝を有していない。床面は平坦で硬く踏み固められた状態で

ある。ピットは5個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。貯蔵穴は有していか、。覆土

は暗褐色土で14層からなり自然堆積の状態を示している。上層は多量のローム粒子，砂軋　少量

の炭化粒子，焼土粒子を含み，下層はロームブロック特に多量のローム粒子，極少量の炭化粒子，

焼土粒子を含んでいる。

カマドは北壁の中央に位置し，規模は長径156cm，短径110cmで，北壁を104cmの幅で，98cm掘り込み

煙道としている。燃焼部は長径48cm，短径45cm，深さ10cmほどで円形に掘り窪めている。袖部は黒色

．：　・．●　・

第59図　第40号住居址実測図
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土層解説
A…A′

1．暗褐色

2．暗褐色

3，暗褐色

4．暗褐色

5．暗褐色

6．暗褐色

7．暗褐色

8．暗褐色

9．暗褐色

10．暗褐色

ローム粒子（特多）砂粒子（多）焼

土粒子（少）炭化粒子（少）含有

ロームブロック（少）ローム粒子

（特多）炭化物（少）焼土粒子（少）

含有

ローム粒召多）砂粒召多）焼土

粒子（少）炭化物（極少）含有

ロームブロック（中）ローム粒r
l

（持多）砂粒子（多）炭化粒子（極

少）焼土粒子（極少）含有

ローム粒子（多）砂粒子（多）炭化

粒r（少）焼土粒子（極少）含有

ローム粒子（多）砂粒子（多）焼土

粒子（少）含有

ロームプロノク（少）ローム粒子

（特多）抄粒子（多）炭化物（少）焼

土粒子（極少）含有

ロームプロノク（少）ローム粒子

（多）砂粒子（少）焼土粒子（極少）

含有

ローム粒子（多）砂粒子（多）炭化

粒子（少）焼土粒子（少）含有

ロームブロック（極少）ローム粒

子（多）砂粒召多）焼土粒f・（極

少）炭化物（極少）含有

11．暗褐色　ロ・－ムフロック（中）ローム粒子

（多）砂粒子（多）炭化物（極少）焼

土粒子（極少）含有

12．暗褐色　ローム粒子（特多）砂粒子（多）炭

化物（極少）焼土粒f・（極少）含有

13．暗褐色　ローム粒子（多）砂粒子（多）炭化

粒子（少）含有

14．暗褐色　ローム粒子（多）砂粒子（多）焼土

粒子（極少）含有

15．暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒子

（持多）砂粒子（多）炭化粒子（少）

焼土粒子（極少）含有



土層解説

a－a′　b－b′

1．褐　色　ローム粒子（多）粘土（極少）砂質

粘土（極少）含有

2．灰黄褐色　ローム粒子（極少）砂質粘土ブ
ック含有

3．灰褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）

炭化物（多）含有

4．にぷい褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（特

多）含有灰と砂質粘土の混じ
った層

5．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）

砂質粘土（多）含有

6．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）

炭化粒子（極少）含有

第60図　第40号住居址カマド実測図

ヒ＝＝＝＝＝空竺＝＝＝＝＝＝＝∃

第61図　第40号住居址出土遺物実測・拓影図
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土混りの砂質粒まで，カマドは南向きに構築されている0出土遺物は土師器と須恵器が共伴してお

り，カマド内から須恵器の高台付塚（図6ト1）を出土し，他には覆土から棒等の細片を出土し

ている。

土師器はカマドより聾と，目線部欠損の壷を床面から出土し，他には聾，坪などの破片を数点

出土している。その他の出土遺物は覆土から弥生式土器の長岡系（図61－1～3主十王台式

（図6ト4e5）の破片と鉄製品（図6上2），粘土を出土している。本址は出土遺物等から国分期

に比定される遺構と思われる。

筑射号住眉址個62～錮）

本住居址は，調査区の中央B4区i3，i4，j3，j4に確認され，南西コーナーは第39号住居

址の北壁に切り込み，本祉は第39号住居址より新しい遺構である○南1eOmには第40号住居址が

上層解説

A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（多）ローム小ブ

ロック（少）砂粒（多）炭化粒

子（少）含有

2．暗視色　ローム粒子（多）砂粒子

（多）炭化粒！一（少）ローム小
ブロック（少）含有

3．暗褐色　ローム粒召多）砂　粒子
（多）ローム小ブロック（少）

含有

4．暗褐色　ローム粒召多）砂粒召多）

含有

5．暗視色　ローム粒子（多）砂粒子（多）

含有

6．暗褐色　ロームブロック（中）ローム

粒子（多）砂粒召多）炭化

粒召中）含有

7．黒褐色　ローム粒子（特多）砂粒子
（中）含有

8．鴫褐色　ローム粒子（特多）砂粒子

（中）炭化物（少）含有

L＝36．Om

ヒ二二二二望二二二二二二二∃

第62図　鑑射号住居址実測堰
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土層解説

a　－a′　b　－b　′

1．暗視色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼

土粒イー（極少）砂粒子（拝多）粘土

（少）含有

2．時褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼

土粒イー（極少）砂粒子（特多）粘土

（少）含イ】．

3．iI音硯色　ローム粒子（極少）焼土粒一子（極

少）砂粒子（特多）含有砂粒イ・を

i三体

4．裾　色　ロームと粘」二が娩土化

第63図　第41号住居址カマド実測図

北側1．4mには第16号住居址が確認されている。

本牡の主軸方向はN－6。－Eで，規模は長軸4．20m，短軸3．85m，面積11．0m2を測り隅丸長方形を

呈している。壁高は27cm～65cmで壁はほぼ垂直に立ち上がっている。西壁の壁下には幅27cm，深

さ6cm内外の壁溝を有している。床面は凸凹で中央部は硬く踏み固められた状態であるが，北東コ

ーナーと南壁際幅約70cmは貼り床となっている。

ピットは7個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられ，貯蔵穴は有していか、。覆土は暗褐色

土で8層からなり自然堆積の状態を示している。上層はロームブロック，多量のローム粒子，少

第64図　第41号住居址出土遺物実測・拓影図
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量の炭化粒子を含み，下層は多最のローム粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央に位置し，長径

127cm，短径105恥北壁を115cm幅で，60cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径45cm，

短径4且cm，深さ9cmほどで楕円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは

南向きに構築されている。

出土遺物は須恵器と土師器が其伴しているが数は少か、。須恵器の完存率の良好なものは，カマ

ドから高台付稀（図64－1），南東コーナー床直上から球，覆土から膵2個と細片を数点出土してい

る。土師器は高台付稀を覆土から出土し，他は婆，内黒の妬　台付婆などの細片を数点出土してい

る。本址は出土遺物等から国分期の遺構と思われる。

捨根号住居址（封65066）

本住居址は，調査区の中央部C4区a3，a4，b3，b4に確認され北壁は，第40号住居址

に切られ，東壁は第44号住居址に切り込み，北西コーナーは第39号住居址に切り込んでいる。本址

は第40号住居址よりは古く，第39号住居址e第44号住居址より新しい遺構である。南側約1。1mに

は第80号住居址が，南西上5mには第45号住居址が検出されている∩　本址の主軸方向はN…40

…Eで，規模は、長軸4・79m，短軸4e82町面積20。Om2を測り、正方形の平面形を呈している。壁は

西壁と南壁は確認することができ壁高は45cm～55cm程で言まぼ垂直に立ち上がっている。壁溝は

有していない。

床面は平坦で硬く，ピットは7個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。南東コーナー

のP5は貯蔵穴と思われ，長径76cm，短径61cm言深さ85cmで不整円形を呈している。覆土は10層

からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で極少量のローム粒子を含み，中層は黒

褐色土で少量のロームを含み，下層は褐色土の極暗褐色土で少量のローム粒子，極少量の炭化粒

子，焼土粒子を含んでいる。カマドは削消され確認することができないが，燃焼部と思われる長径

150cm，短径97cmを測る。円形の落ち込みを確認した。

出土遺物は須恵器を中心に土師器を共伴している。須恵器の完存率の良好なものをあげると，

南壁中央付近床面直上から蓋（図66－6）㍉　西壁中央付近床面直上から棒（図66－3主　北西コ

ーナー床面直上から稀（図66－2），北東部床面直上から棒（図66－4）を出土し，他に，覆土か

ら土石　蓋（図66－5）と破片を多数出土している。　土師器は南西コーナー床面直上から婆底部

（図66－1）と言乳　器台，高札　稀などの細片を多数出土している。　　その他の出土遺物は

弥生式土器片数点と鉄棒を少量出土している。本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と

思われる。

－149・－



土層解説
A…A′

ま。暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）含有
2．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）黒色土ロ

ーム含有
3・暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（含有）
40　褐　色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）含有
5．明褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（極少）含有
6。褐　色　ローム粒子（極少）含有
7．極暗褐色　炭化粒子（弱）ロームブロック（少）含有
8。暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有
9．極暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック（多）含有

10。黒褐色　ローム粒子（少）含有
は。暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（極少）含有
12．暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（極少）含有

しこ二二一一二一一「聖讐一一＿＿ニー」

13．褐　色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）焼土粒子
（極少）ロームブロック（少）含有

14．褐　色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）焼土粒子
（少）ロームブロック（少）含有

15．極暗褐色　ロトム粒子（極少）焼土粒子（極少）含有
16．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）焼土粒子

（極少）白色粘土（極少）含有
17．黒褐色　ローム粒子（極少）ロームブロック（極少）

含有

18．暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（極少）焼土粒
子（極少）含有

19．時略色　ローム粒子（極少）炭化粒子（極少）含有
20．極嗜褐色　ローム粒子（少）含有
21．褐　色　ローム粒子（特多）ロームブロック（少）含有

22・暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（極少）含有
23・　　　　地山（ローム）
24。　　　　地山（ローム）

賃65陶　質420舶号住恩址0第29号土壌実測陛
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第66図　第42号住居址出土遺物実測図

第43号住居址（図50・67）

本住居址は，調査区の中央部C3区b5，b6，b7，C5，C6，C7に確認され，東側には第封

号住居址が，南測には第49号住居址が25％ほど切り込んでいる。これらの複合関係から本址は第

34号住居址より新しく，第49号住居址とはほぼ同時期と思われるが、さらに第49号住居址より新

しいものと思われる0本住居址の主軸方向はN－85LEで，規模は長軸4．79m，短軸4．82m，面積12．

誠を測り，隅丸長方形の平面形を呈している。壁高は40cm～45cmで、北壁と西壁ははっきりと

しており，垂直に立ちあがっている。壁下には幅14cm，深さ8cm内外の壁溝を有している。床面

は平坦で硬く踏み固められた状態を示しており，南西コーナー付近のPlは貯蔵穴と思われ，長

径60cm，短径58cm，深さ30cmの不整円形を呈している。

覆土は6層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色も・黒褐色土で多量のローム

粒子，少量の炭化粒子・焼土粒子を含み下層は，極暗褐色土で多量のローム粒子，焼土粒子，少量

の炭化粒子を含んでいる。カマドは東壁の南よりに位置し，西向きに構築されたが桑の栽培等に

よって捜乱されていた。出土遣物は土師器と須恵器が共伴している。土師器の完存率の良好なも

のをあげると東壁際床面から高台付土不（図67－7），皿（図67－1・3・6），北壁際床面から皿2

枚（図67－2・5），北西壁際北より床から皿（図67－4）を出土し，他は皿，相，聾，壷，螺

などの細片を出土している。
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第67図　第43号住居址出土遺物実測図

須恵器は西壁北よりの床から盤（図67－9）と壷，球などの細片を出土している。その他の出

土遺物は東壁際床面から砥石2片（図67－10・11）と鉄津を少量出土している。

本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第44号住居址（図65・68）

本住居址は，調査区のC4区a4，a5，a6，b4，b5，b6，C5に確認され，東部の

65％ほどは第83号住居址に削除されており，東コーナーには第87号住居址が，南側0．6mには第80号住

居地が検出されている。中央部には炉址を半分ほど切って第29号土壌が切り込んでいる。西コーナ

ーは第42号住居址に切られ北西壁の中ほどで第40号住居址が接している。南コーナーには第84号

住居址と第49号土壌が切り込んでいる。本址は第42号住居址，第83号住居址，第別号住居址，第

87号住居址，第29号土塊，第49号土壌より古い遺構である。本址の主軸方向はN－71LWで，規

模は長軸6．55m，短軸6．45m，面積37．3汀fを測り隅丸正方形の平面形を呈しているが，4基の住居址

と2基の土壌が複合している。壁は北コーナーと南壁の一部が残存し，他は削消されている。

壁高45cm～60cmで壁はほぼ垂直に立ちあがっており壁下に壁溝は有しない。床面は褐色を呈し，

複合状態がはげしいので一部しか残存していない。ピットは13個所確認されPl～P4は主柱穴

と考えられるが，貯蔵穴は確認することができなかった。本址の残存土層は11層からなり，上層

は暗褐色土で極少量のローム粒子，炭化粒子を含み，下層は褐色土で少量のローム粒子，焼土粒

子，ロームブロック，極少量の炭化粒子を含んでいる。炉址は中央より西に位置し，形状は楕円形
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第68図　第44号住居址出土遺物実測図

を呈しているものと思われるカミ炉址の約50％ほどは第29号土壌に切られている。燃焼部は皿状を呈し

ロームが赤く焼け，焼土が含まれていた。

出土遺物は土師器を中心に，須恵器の破片を数点出土している。土師器の完存率の良好なものを

あげると，西壁中央付近床面直上から台付聾片（図68－1），他に覆土から小形坪（68－2），手

捏土器（図68－7），台付聾片，高揮片を数点出土している。　　その他の出土遺物は，北

コーナー付近床面直上から砥石，北東部から砥石を，覆土から鉄釘を出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代五領期に比定される遺構と思われる。
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笥八号悪恩恵（膣弛0歳）

本住居址は，調査区の中央部C4区b2，b3，C2，C3，d3に検出されている。本址の西

側の約60％は第36号住居址に削除されているので，本址は第36号住居址よりも古い遺構である。

北東温。5mには第42号住居址が確認されている。本址の主軸方向はN－且2Lwで、規模は長軸4。99m，短

軸4。4且mを測り，推定で面積は且7。6m2である。壁高は約32cmで壁は緩やかに外傾して立ちあがっ

ており，壁溝は有していない。　　　床面はロームで硬く，柱穴は2個所確認されている。覆土

は5層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で多量のローム粒子と極少量の炭

化粒子を含み，中層は黒褐色土で多量のローム粒子を含む。下層は暗褐色土で少量のローム粒子

を含んでいる。出土遺物は，北東コーナー床面から弥生式土器の十王台式に比定される壷（図69

…1）を出土し，他に弥生式土器の破片を多数出土している。その他の出土遺物は覆土から土師

笛の壷（図69－26），支脚を出土している。

本址は出土遺物等から弥生時代後期に比定される遺構と思われる

第舶号住居址（図脾の◎捌）

本住居址は，本遺跡の中南部C3区i9，i O，j9，j Oに確認され，約南半分は第48号住居

址に削除されている。北東側1．0mには第75号住居址が西側5．5mには第51号住居址が検出されている。

推定で本址の主軸方向はN一一g－Wで誹班莫は長軸4．93m，短軸4．00m，面積19。2m2を測り隅丸長方形を

呈していると思われる。壁は北壁と東，西壁の約50％が残存している。壁高は約20cmでゆるやか

に外傾して立ちあがっている。

床軌まやわらかく凸凹している。炭化物が床面西側から出土しているので火災に遭遇している

と思われる。ピットは2個所確認されPl・P2は主柱穴と考えられる。覆土は暗褐色土で3層

からなり自然堆積の状態を示している。上層は多量のローム粒子，少量の炭化粒子，焼土粒子を

含有し9下層は少量のローム粒子，炭化粒子，焼土粒子を含有している。炉址は住居址の中心部

にあり，第48号住居址の北壁によって炉址の約南半分は切りとられている。規模は径93cm内外で

中心部は赤く焼けている。出土遺物は床面から弥生式土器の破片を数点出土し，底部片には木葉

痕e布目庄痕を確認することができる。

本址は出土遺物等から弥生式時代後期に比定される遺構と思われる。

－154－



3
　
　
　
　
5

日
日
q
　
　
〃
日
日
。

4

〃
付

メ一曲．一′　　　4－

さ

ヾ　←・：，・｝・、

、▼ノこ　こ♪！

く一一一・・一．一′

7

日
日
日
日
リ

ー

・

　

6

縛覇軍私
盲一事瑞賢平和埠

第69図　第45号住居址出土造物実測・拓影図

ー155－

t



C

8

D

Å－　　　　　　1

＿　　－．ここ一＿＿　　　‾‾　＿＿こ

A－A′　B－B′

1．時褐色　ローム粒子（多）尉ヒ拉！イ少）焼土粒1（少）砂粒子（多）
粘上ブロック（多）含有粘土ブロックが多足に含まれ
ている

2．時親色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（少）含有
3．暗視色　ローム粒子（少）炭化粒イ・（少）焼土粒子（持多）砂粒子

（多）粘土粒イ・（多）含有，粘土プロソク，焼土を主体

4．褐　色　火を受けロームブロックが多数含有
5．時硯色　ローム粒子し少）炭化粒子（多）焼土梅子（持多）粘土ブロ

ック（多）含有かなり火を受けている
6．lIi羊褐色　ローム粒子（多用Hヒ粒子（少）焼土粒子（少）粘土ブロッ

ク（少）含有
7．褐　色
8．尿硯色　ローム粒子（少）炭化粒イ・（多）焼土粒子（少）粘土ブロッ

ク（多）黒色土含有

9．J天褐色　ローム粒子（少）炭化柾一日少）ロームブロック（多）含有

10．暗褐色　ローム粒子（持多）炭化粒子（少）焼十線子（多）砂粒子
（少）粘土ブロック（少）含有

11．暗視色　ローム粒子（多）炭化粒f一（少）焼土粒子（多）焼土ブロ
ック（特多）含有焼けた土器片が多い煙道部と思われ
る

12，硯　色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）媛土粒子（樽多）粘土プ
ロソク（多）含有かなり火を受け焼土化

13．黒舶色　ローム粒－f－（少）尉ヒ粒子（特多）焼土粒子（持多）粘土
ブロック（持多）含有焼土化した粘土プロノクl潮にあ
あり

14．黒褐色　口一ム粒子（多）炭化粒子（多）焼土粒子（多）粘土ブロ
ック（特多）含有

15．極暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）焼土粒子（多）含有

16．時舶色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）嬢土粒子（少）粘土ブロ
ック（少）含有

17．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒こ子（多）焼土粒子（少）含有

18．黒褐色　炭化粒子（少）ロームブロック（少）含有

第70図　第47・48号住居址実測図
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第71園　第47号住居址出土遺物柘影図

第48号住居址（図70・72・73（lX2））

雑居牡は，調査区の南部中ほどC3区j8，j9，jO，D3区a8，a9，aO，b9，b

oに僻され，北壁は第47号住居址の約南半分を削除しており，本址は第47号住居牡より新しい遺

L＝36．0m

土屑解説
8－a a一一8′　b－b′

1．糊付色　しまりあり　トム粒子
日日歳化粒！（の砂軋

即日．1ロック（多）！・油

上略削色　しま。あり，娩l湘／・（多）
紗粕（多）帖＿湖「（多）合有

：与．日出射色　しまりあり・粘性傾く境士

粒子（多）紗拇（多用＝湘！
（多）！Th

4．緑　色　しまりあり1帖H如－
5．日削叶色　しまりあり，脱化粒イ（多）

帖上性け移帖1プロノク

（多）合有

丘1席舶色　しまりあり　しトム相子▼

7．振色鵠）．譜′‘（多’当洒
弱

8．J火囚色　しまりあ。，撮化租！（多）
机lこプロソグ（多）r・丁イl

l）．題近視色　しまりあり，粘柁（強）ロ‾
ム粒／（少描Hヒ拉r・（少）糾

山．硝闘色　しまりあ。・腑仁（朗）ロー
ム粕川．宇多）焼士椒イ（多汁＝－

11．11欄色　しまりなし，抽覚旭）口‾
ム粒r（多）焼上組√・（多）l′肯有

12，削　色　しまりややあり，粘性（弱）
蛇　粒（特多川揖ニプロノク
（多）合1l．

13．冊榊色　しまりあり1打l性（雌）射ヒ
粕イ幸作多）鹿川／▼（特多）

軒日。′H1

14∴ll裾色　ややしま。あり・粘性（強）
ローム粒′▼（多）撮化粒（多）

焼l湖（多）プロノク（特多）合川

15．侶鋸色．出揖しまりあり・fl鵬（齢
tトム紆／（多），炭化物

焼＿l湘／（多）粘土フ‘ロンク
川寺多）合付

16．ll，欄色

17．具視色

しまりあり．粘性（臓）ロ

ム粒rl（多）射ヒ粒／・（多）
しまり紳こあり，ローム

1・（多）炭化粒1・（多）r川

18∴洲け色　しまr糊にあり1舶巨（姑）

ヒ＝＝＝＝笠＝＝＝∃

第72図　第48号住居址カマド実測図
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樺である。北東0．7mには第75号住居址が，西側3．2mには第51号住居址が，南西0．6mには第67

号住居址が，南側4．2mには第68号住居址が検出されている。本住居牡の主軸方向はN－10LWで，

規模は長軸7．21m，短軸7．02m，面積43．6nfを測り隅丸長方形を呈している。壁高は約60cmで壁は

ほぼ垂直に立ちあがり壁下には，幅15cm，深さ11cm内外の「U」字形をした壁溝が廻っている。床面

は平坦で踏み硬められた状態で硬くばりばりとしている。炭化材，焼土が床面全体から出土して

いるので火災に遭遇していると思われる。

ピットは6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられ，南壁際西よりにあるP5は貯蔵穴と

考えられる。規模は長径1（）6clu，短径85cln，深さ1こう6C－nの不整楕円形を呈している。P6も貯蔵穴で

P5に隣接し検出され，規模は長径104cln，短径84ぐ一一一，深さ1こう：うC一mを測り，不整楕円形を呈し

ている。覆土は18層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で，多量のローム粒子，少

量の焼土粒子，炭化粒子と粘土ブロックを含み，中層は暗褐色土・黒褐色土で少量のローム粒子，

二∴　二二二

‾　二∴

！　　teicM．　＿」

第73図（2）第47・48号住居址出土遺物実測図
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多量の炭化粒子，特に多量の焼土粒子，粘土ブロックを含み，下層は暗褐色e黒褐色土で多量の

ローム粒子，多量の炭化粒子，焼土粒子，粘土ブロックを含んでいる。カマドは北壁の中央に位

置し，規模は長径156cm，短径130cmで北壁を80cm幅で，30cmほど掘り込んで煙道としている。

袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南東向きに構築されている。燃焼部は長径60cm，短

径52cmで不整円形を皇し平坦であり，土師器片を教点出土している。　　出土遺物は土師器を

主に須恵器は細片のみである。土師器の完存率の良好なものをあげると，カマドから坪2個（図

73－5e6主椀（図73－4），婆2個（図73－1e2），甑（図73－3）を，北東コーナー床直

上より緑（図73－13），南西コーナー床直上から球（図73－14・17），南壁際P6付近床面直上から

球を出土し，他には坪（図73－15・18）と乳器台などの破片を出土している。その他の出土遣

物は，南西コーナーP4付近床面直上より砥石2片（図73－20）を出土している。

本址は古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

染購号住居址（50075）

本住居址は，調査区の中央部の西C3区b5，b6，C5，C6に確認され，北壁は第43号住

居址の約25％ほどを切り取り複合している。本址は第43号住居址より新しい遺構である。南側約

4mには第2号井戸状遺構が検出されている。本址の主軸方向はN－14。5三一Eで長軸4・02町短

軸は3。09m，面積7．8扉を測り隅丸長方形の平面形を呈している。西壁と南壁の壁高は約45cmで，

北壁は約15cmであり壁は緩やかに外反して立ち上がっている。床面は硬く踏み固められた状態を示し

L＝35．5m
1M

第74溺　第49号住居址カマド実測図

－160－

土層解説
a－a′　b－b′

1．暗褐色　ローム粒W自少）炭化粒子（少）焼
土粒子（少）含有

2．噌褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼
土粒子（少）粘土（多）含有

3．黒褐色　粘土フロノク（少）含有

4．黒褐色　ローム粒自少）炭化粒子（少）焼
土粒子（少）粘土フロノク（多）含
有

5．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）砂
粒子（多）ロームフロノク（少）含
有

6．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼
土粒子（極少）砂粒子（多）含有

7．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼
土粒fA（少）粘土（多）砂粒子（多）
含有

8．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）粘
土（多）含有

9．暗褐色　ローム粒子（多）炭火粒子（少）焼
土粒子（少）含有

10．極暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（特
多）焼土粒子（多）ロームプロノ
ク（少）含有

11．極暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）
焼土粒子（少）砂粒子（少）含有

12．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼土
粒子（少）粘土（持多）含有

13．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土
粒子（多）粘土（少）含有

14．極噌褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（特多）
焼土粒子（多）ロームフロック

（少）含有
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第75図　第49号住居址出土遺物実測図

ている。ピットは4個所確認され，主柱穴は検出できなかった。南東コーナーのP3は貯蔵穴と思

われ，規模は長径60C恥短径32cm，深さ25cmの長方形を呈している。

本址の覆土は11層からなり自然堆積の状態を示している。　　　　上層は黒色土・極暗褐色

二L　下層は暗褐色土で，ローム粒子，炭化粒子，焼土粒子を含有している。カマドは北壁の中央

部東よりに位置し南向に構築されている。規模は長径220cm，短酎60cmで，北壁を115cm幅で40cm

ほど掘り込んで粘土で補強して煙道を構築している。燃焼部は長径102cm，短径97cmで26cmほど

不整円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土である。

出土遺物は土師器と須恵器を其伴している。土師器の完存率の良好なものをあげると，カマド

から内黒の球（図75－3），皿（図75－1），墨書土器5点（図75－6～10）を出土し，他は婆，

球目ヌj75－2）などの破片を出土している。須恵器は南東壁北よりの床面から土石（図75－4）南壁付

近床面から壷，球などの細片出土している。本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第50号住居址（図76～7番（頼2））

本住居址は，本遺跡の南西部C3区h3，h4，h5，i3，i4，i5，j3，j4，j5

に確認され，北東約8・Omには方形周溝遺構が，南側2．0mには第57号住居址，第56号住居址，南東

0。4mは第23号土壌が，2．4mは第51号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－30－Wで
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土層解説

A…A′

1．褐　色　非粘性

2．褐　色　ローム粒子（多）含有

3．暗褐色　ローム粒子（少）含有

4．極暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）含有

5。褐　色　ローム粒子粘性，焼土粒子，炭化粒子
（極少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）含有

7．黒褐色　ローム粒子（少）含有

8．黒褐色　ローム粒子（少）黒色土含有

9．極暗褐色　ローム粒子（少）含有
10．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

褐　色　焼土粒子（多）含有

褐　色　ローム粒子（多）含有

暗褐色　ロー

黒褐色　ロー

極暗褐色　口

暗褐色　ロー

暗褐色　ロー

暗褐色　ロー

ム粒子（多）含有

ム粒子（少）含有
－ム粒子（少）炭化粒子（極少）含有

ム粒子（多）ローム土，黒色土含有

ム粒子（多）含有
ム粒子（多）焼土粒子（極少）含有

暗褐色　ローム土，黒色土（中）含有

暗褐色　ローム粒子，ローム土，黒色土（中）含有

第76図　第50号住居址実測図
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第開園　第鴫住居址カマ’実測図

土層解説
a－a′　b－b′

1．にぷい褐色　ローム粒子（多）砂粒ナ

（多）粘土ブロック（少）炭

炭化粒子（少）含有

2・にぷい褐色　ローム粒子（多）砂粒子

（多）粘土ブロック（少）

焼土（鋸含有

3．褐色　ローム粒子（少）合イ湖まブロック
と焼土を主体としている

4．褐色　ローム粒子（多）粘土ブロック

（多）焼ま（特多）含有。）火を受け焼土
化

5．黒褐色　ロームブロック（多）含有

6．暗褐色　粘性（弱）ロームブロック

（少）含有

7．暗褐色　焼土化した粘土ブロック

混入，
8．暗褐色　ローム粒子（多）焼土ブロ

ック（少）粒壮（粗）焼土（外

（少）含有

…輸9　9・灰褐色　ローム粒自動粘土ブロ

ック（多）焼土（少）含有

10．暗褐色　ローム粒封特鋸砂粒イ

（多）粘土ブロック（多）

焼土（鋸含有

規模は長軸9。01m，短軸9。00m，面積65e8m2を測り，隅丸正方形の平面形を呈している。壁高は約50

cmで壁はほぼ垂直に立ちあがっている。壁下には幅20cm言采さ10cm内外の壁溝がカマドを除いて

廻っている。床面は踏み固められた状態を示し，硬く平坦である。南壁中央部に出入口の施設と

思われる一段高いベルトが半周し，その中心に長径110cm，短径66cm，深さ60cmほどの楕円形の土

壌が半分ほど外にはり出して設けられている。ピットは5個所確認されPl～P4は主柱穴と考

えられる。覆土は20層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土・極暗褐色まで多量

のローム粒子と極少量の焼土粒子を含み，中層は黒褐色土，暗褐色土で多量のローム粒子を含み，

下層は褐色まで多量のローム粒子と焼土粒子，極少量の炭化粒子を含んでいる。カマドは北壁の

中央に位置し規模は長酎85cm，短径160cmで北壁を130cmの幅で約30cmほど掘り込んで煙道として

いる。袖部は黒色ま混りの砂質粘土で、ほぼカマドは南向きに構築されている。燃焼部は長径118

cm，短径70cm，深さ30cmを測り、不整楕円形に掘り窪められており、土師器片を数点出土している。
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第78図（1）酎0号住居址出土遺物実測図
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第78図（2）第50号住居址出土遺物実測図
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出土遺物は，土師器の膵を多数出土し，須恵器は覆土から膵等の細片を数点出土している。土師

器の完存率の良好なものをあげるとカマド内やその付近から壌（図78－1），膵9個（図78－10

～且3・16e17・19e21。23主　北東コーナーの床面から棒2個（図78－9・15），南東部覆土から

膵（図78－22），南西コーナーの床面から婆（図78－2），床面直上から蛸図78－18主北西コーナ

ーの床面から小型壌（図78－3），床面直上から膵（図78－2持　中央部床面直上から軋婆（図78－

4）を出土し，他には床面直上から手捏土器（図78－26・27）や婆，甑，膵（図78－14・20）器台，

高稀などの破片を多数出土している。本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構

と思われる。

窮別号住居址（図開～劇）

本住居址は，　調査区の南部中ほどC3区j6，j7，j8，D3区a6，a7，a8に確認

され、北西2．5mには第50号住居址が、0．8mには第22号土壌が南西LOmには第97号住居址が，南側2。4mには第

3号井戸状遺構が，西側3。2mには第48号住居址が検出されている。本住居址の主軸方向はN－270

－Wで，規模は長軸5。70恥短軸5．60m，面積25．9汀fを測り、隅丸正方形を呈する。壁高は35cm～45cm内外

で壁は緩やかな傾斜をして立ちあがっている。壁下には幅15cm～20cm，深さ5cm内外の壁溝がカ
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マドを除いて廻っている。床面は平坦で硬く踏み固められた状態である○カマド付近・中央床面より

炭化材が出土しているので，本址は火災に遭遇していると思われる。南壁中央部に出入ロの施設

と思われる　一段高いベルトが半周し，その中心に長辺85cm，短辺60cmの土壌が半分ほど外には

りだし，土壌とベルトの中ほどに補助穴と思われる，P6が設けられている。ピットは6個所確

土層解説

A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（少）含有

2．暗褐色　ローム粒子（中）含有

3・暗褐色　ローム粒子（少）粘土（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）

粘土（少）含有

5．褐　色　ローム粒子（少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（少）ロームブロック

（少）含有

L＝36．Om

ヒここ二二三堅二二二二ヨ

7・暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）
含有

8・黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）
粘土（多）含有

9．暗褐色
10．暗褐色
11．暗褐色

ローム粒子（多）含有
ロ

1コ

ーム粒子（中）含有

－ム粒子（少）粘土（特多）含有

第帥図　第別号住居址実測図
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第81図　第51号住居址出土遺物実測図

認されPl～P4は主柱穴と考えられる。覆土は20層からなり自然堆積の状態を示している。上

層は黒褐色土・褐色土で多量のローム粒子を含み，中層は暗褐色土・極暗褐色土で少量のローム

粒子，極少量の炭化粒子を含み，下層は極暗褐色土・暗褐色土で少量のローム粒子，極少量の焼

土粒子を含んでいる。
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カマドは北壁の中央に位置し長径122cm，短径116cmで北壁を70cmの幅ア14cmほど掘り込んで煙道

部を構築している。燃焼部は長径30cm，短径28cm，深さ5cmほどの円形に掘り窪めている。袖部は黒

色土混りの砂質粘土でカマドは南東向きに構築されている。出土遺物は土師器を中心に須恵器の

破片を数点出土する。土師器の完存率の良好なものをあげると，カマドから鉢（図8且－3），待3

個（図8且－5・6e9主　碗（図81－－7），北西部床面直上から婆（図81－2）と南壁中央部に

ある出入ロの施設と思われる土壌内より膵（図81－8）を出土し，他に婆（図81－1），支脚，

膵（図8五一4），壷などの破片を多数出土している。その他の出土遺物は，カマド付近から砥石

2片と弥生式土器の破片を数点出土している。本址は出土遺物等から古墳時代鬼高期に比定され

る遺構と思われる。

第53号住居址（図轟　◎舶用2））

本住居址は，調査区の中央部西端B3区j59　j6に確認され，第52号住居址の上に貼り床をし

構築している。本址は第52号より新しい遺構であり北東1．0mには第55住居址が北東1。Omには第54

住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－グーWで南壁と東壁の一部を残し，　規模は

長軸3．70恥短軸3。10mで面積10。痛を測り隅丸長方形を呈している。　　　床面は南壁際に

残存しているだけで，ピットは2個所検出されPlは主柱穴と思われ，他は検出できなかった。

南東コーナーのP2は貯蔵穴と思われ，規模は長径25cm，短径25cm言葉さ40cmの円形を呈している。

覆土は9層からなりトレンチヤーによる撹乱を受けている○上層は暗褐色土で少量のローム粒

子9極少量の焼土粒子，少量の炭化粒子を含み，下層は暗褐色まで多量のローム粒子，少量のロ

ームブロックを含んでいる。カマドは，第52号住居址の床面中央部に検出され，第53号住居址の

北壁中央部に付設されていた。トレンチャ一による破壊を受けているので断面の土層を調査した

にすぎない。断面を見るとほぼ中間に厚さ約5cnlほどの焼土のベルトがあり，その下部に白色粘

土帯を有していた。

本址の出土遺物は少なく，須恵器を中心に出土している。須恵器の台付長頸壷片（図85（2ト13）

を床面直上から，南壁付近床面直上より内黒の高台付膵を北東部床面直上より坊他には妬蓋

などの細片を数点出土している。その他の出土遺物握力マドより鉄製品を2点（図85（2ト19）細石

（図85（2ト17）を出土している。本址の時期を決定しうるにたる出土遺物は少ないがほぼ国分期

に比定される遺構ではないかと思われる。
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土層解説
B一一B′

1．日普褐色

2．暗褐色

3．暗褐色

4．暗褐色

ローム粒子（極少）焼土粒子（極少）砂粒子
（多）含有
ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子
（極少）含有
ローム粒子（少）炭化粒子（少）砂粒子（少）
ロームブロック（少）含有
ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼土粒子
（極少）砂粒子（多）含有

l E空聖二∃
土層解説
A－A′

1．時褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（極少）抄粒子（多）
含有

2．時掲色．ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）
含有

3．疇裾色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）砂粒子（少）ロ…
ムフロ　ノク（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）

砂粒子（多）含有
5．暗褐色　ロ…ム粒子（多）炭化粒子（少）砂粒子（多）粘土

フロ　ノク（少）含有

6．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土粗圭極
少）砂粒ナ（多）含有

鴫掲色　ローム粒子（少）紗粒子（少）含羞
ノ11－．褐色　ロ…ム粒子（少）炭化粒子（少）砂粒子（多）含有
賭褐色　ローム粒子（少）抄粒子（少）含有
暗視色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）含有
黒褐色　焼土フロノク，焼土粒子（多）含有
暗褐色　ローーム粒子含有

5．噌褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（多）焼土粒子
（多）粘土プロ　ノク（少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子
（極少）砂粒子（多）含有

7．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）砂粒子
（多）粘土ブロック（少）含有

8．暗褐色　ローム粒子（少）砂粒子（少）含有
9．褐灰色　白色粘土

10・暗褐色　燃土粒子含有

第82図　第52・53・55号住居址実測図
－170－



∠：＿二l

‾t、‾‾「‾l‾l‾‾l‾l‾▼‾　▼‾l

乙＿

l

12

』二二二二三撃聖＿＿＿＿＿＿＿＿＿二二∃

酎帽（日　酎20530錮055号住居址出土遣物実測図

ー171－



∴

第54号住居址（図84・85（1）（2）

本住居址は，調査区の中央部西端，B3区h6，h7，i6・i7，i8，j6，j7に確認さ

れ，西コーナーは第55号住居址に切られ，南西壁は第52号住居祉と接している。東コーナーは第

19号土壌，第39号土壌が切り込んでいる0北側約1・8mには第25号土壌が，南東約1・6mには第1号

掘立柱建築址が検出されている。

本牡の主軸方向はN－310－Wで規模は長軸5・96m，短軸5・94m，面積33・Om刊馬丸正方形の平

面形を呈している。壁高は50cm内外で壁はほぼ垂直に立ちあがっている。壁下には幅15cm，深さ

5cm内外の壁溝が東・西コーナーを除いて廻っている0床面は硬く踏み固められた状態を示して

いるが凸凹している。焼土が北東壁・南西壁付近と南コーナーに出土しているので，本牡は火

災に遭遇していると思われる。ピットは6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられるがP5は補

助穴と思われる。東コーナーのP6は貯蔵穴と思われ規模は長辺70cm，短辺55cm，深さ40cmほど

のほぼ長方形を呈している。覆土は17層からなり上層は本址が火災に遭い廃棄された後ロームで

埋めもどされたものと思われ，ローム粒子，ハードロームブロックを多量に含んでいる0下層は

暗褐色土で少量のローム粒子，炭化粒子，焼土粒子，ロームブロックを含んでいる。
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土層解説　A‾A′

1．暗褐色　ロームプロノクと混り合った土層
2　時褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）砂轍子

（多）含有黒色土がまばらに混っている
a　増褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）煉土（多）

繚チ（多）含有
も　暗褐色　ローム粒子（多）含有
5　時褐色　ローム粒子（特多）焼土粒子（極少）砂

粒子（多）含有

丘　噌褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）砂粒
子（多）含有

ヱ　暗褐色　ローム粒子（少）砂粒子（多）ロームプ
ロノク（少）含有

a　咤褐色　ローム粒子（多）砂粧子（少）ロームプ
ロノク（少）含有

且　暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土
粒子（極少）砂粒子（少）ロームブロッ
ク（少）含有

1且　日舗色　ローム粒子（多）醗化粒子（極少）焼土
粒子（極少）砂粒子（多）含有

11．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼ま二粒
子（少）ロームブロック（少）粘土プロ
ノク（少）含有

12　日柵色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒
子（極少）砂粒子（多）粘土プロeノク
（少）含有

13．暗緑色　ローム粒子（少）砂粒子（少）

粘土プロノク（多）含有

囁糾図　第錮考住居地◎家相尊皇堵実測図
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カマドは北西壁の中央から東よりに付設され規模は長径88cm，短径85cm，北西壁を33cm幅で，且5

cmほど掘り込んで煙道部としている。燃焼部は長径28cm，短径21cm　　　　ほどで円形に堀

り窪めている。袖部は黒色土混りの粘土でカマドは南東向きに構築されている。出土遣物は土師

器が中心で，須恵器は北東部床面から球（図85－9）と覆土からの杯片　（図85－1ユ）を出土

し，他に細片を数点出土しているのみである。土師器の完存率な良好なものをあげると中央部床

面より椀（図85　－5主　南コーナー床面より婆（図85－1主　南東壁付近床面直上より甑底部

（図85－7），亜片を出土し他は乳飯などの破片を多数出土している。その他の出土遺物は，カ

マドより鉄製品2片（図85－18）を出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる0

解約骨健腐蝕（閑魯2◎魯3◎85（1）（2））

本住居址は，遺跡の中央部西端　　B3区h5，h6，i5，i6に確認され，東壁は第54

号住居址の西コーナーに切り込み，南壁は第52号住居址の北壁に切り込んでいる。本址は第52号

む

i

第83蝿　第55号住居址カマド実測図
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土層解説
a－a′　b－b′

1．極暗褐色

ローム粒子，砂（少）含有
2．黒　色

ローム粒子，石英砂含有
3．黒褐色

ローム粒子，焼土粒子含有
4．黒色

焼土粒子，砂（少）含有
5．黒褐色

焼土粒子，砂（多）含有
6．極暗褐色

焼土ブロック，砂含有
7．黒褐色

砂（多）含有
8．黒褐色

砂（多）含有
9．黒褐色

焼土粒子，砂　含有
10．暗褐色

焼土粒子　含有
11．褐　色

12．褐　色
13．黒褐色

焼土ブロック，焼土粒子（多）含有
14．褐灰色

白色粘土



住居触第別号住居址より新しい遺構である。本址の主軸方向はN一℃で，規模は長軸e83m9短

軸は4・70m滴積且8。5mつまどで隅丸正方形を呈している。壁高は約72cmで壁は垂直に立ちあがり，

南壁と東壁は確認できない。床面は褐色を皇し硬く平坦である。ピットは4個所確認されP且～

P4は主柱穴と考えられるが貯蔵穴は有していか、○覆土は且2層からなり暗褐色まで東部の第54

号住居軋南部の第53号住居址の上層を切り泊然堆積の状態を示しているC上層は多量のローム粒子，

炭化粒子，焼土粒子を含有し，中層は多量のローム粒子と炭化粒子を含み，下層はローム粒子を

含んでいる。カマドは北壁の中央から東よりに位置し，規模は長径88cm，短径85cmで北壁を33cm

の幅で，15cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径28cm，短径2且cm，深さ16cmで円形に掘

り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土でカマドは南向きに構築されている。出土遺物は土

師器と須恵器が其伴している∴土師器の完存率の良好なものをあげると，カマド内よ年裏目庖紺臣図85

－2）支脚（図85－16），内黒の高台付稀（図85－4）と吼南壁付近床面よ鳴動部を出土し，他には婆

坊高士柏どの破片を多数出土している。須恵器はカマドより蓋（図85－12）をカマド付近より

土不（図85－3），北東コーナー床面より杯（図85－10）と，西壁付近床面より土不を，他は細片を少

数出土している。その他の出土遣物はカマド内より砥石を出土している0本址は出土遺物等から国

分期に比定される遺構と思われる。

第56号住居址（輯86）

本住居址は瀾査区の南西部D3区a3，a49　b39　b射こ確認され，南西コーナーだけを残

して第57号住居址にすっぽりと切り込んでおり，本址は第57号住居址より新しい遺構である。北

側4e3mには第50号住居址が，南酎・6mには第58号住居址が，東側4e8mには第97号住居址が検

出されている。本址の主軸方向はN－30－Wで規模は長軸3e55m，短軸3．50m，面積9。9m2を

測り隅丸正方形を呈している。　壁面は褐色のロームで，壁はやや垂直ぎみに約35cmほど立

ちあがっている0　　　　壁下には幅糾8cm9深さ約6cmの璧溝がカマドの部分を除いて廻

っている。床面は暗褐色まで中央部がやや硬い状態を示しているが壁面に近づくにつれて軟らか

くなっている。ピットは4個所確認されPl～P4は主注穴と考られるが、貯蔵穴は有していをい。

－175－



土層解説

A－A′　B－B′

1．黒褐色

2．黒　色

3．黒褐色

4．黒褐色

5．黒　色

6．黒褐色

7．黒褐色

ローム粒子（少）含有

ローム粒子（少）含有

ローム粒子（少）ロームブロック（少）含有

ローム粒子（少）含有

ローム粒子（微）含有

ローム粒子（微）含有

ロームブロック（多）含有

第86図　第56・57号住居址実測図
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覆土は黒褐色土で9層からなり，上層は少量のローム粒子，下層はローム小e中ブロックを含有

し，確認面から床面に向かって流れこんでいる。カマドは北壁の中央からやや東よりに付設され，

規模は，長径130cm，短径125cmで，北壁を80cm幅で湖cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は

長径49cm，短径26cmで深さ12cmほどの楕円形に掘り窪めている。　　袖部は黒色土混りの砂質

粘土でカマドは南向きに構築されている。出土遺物は非常に少なく須恵器は底部2片，口緑部2

片と細片を数点出土しているだけである。土師器は甑片等を数点出土している。その他の出土

遺物は，鉄棒1点と中央部床面直上より砥石1片を出土している。　本址の時期を決しうる

にたる出土遣物は少ないが，ほぼ古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

第㍍号住居址（図㊨6◎87）

本住民址は，調査区の南西部D3区a4，a3，b3，b4に確認され，中央部には第56号住民

址が複合している。本址は第56号住居址より古い遺構である。本址の主軸方向はN一群－Wで，規模は　長

軸　6e30町短軸4・20m，面積25。損を測り，長方形の平面形を呈している。壁高は17cm内外で壁

はやや外傾しながら立ちあがっている。壁溝は有さない。床面はロームのパカバカな土で非常に

硬く壁付近はやや軟らかくなっている。ピットは南部に2個所確認されPl・P2は主柱穴と思

われる。北部の柱穴は第56号住居址に切られて不明である。覆土は3層からなり黒褐色土で，上

層はローム粒子，下層は多量のロームブロックを含有している。

出土遺物は床面や床面直上から弥生式土器片の頸部を3息胴部を9息底部を2点出土して

いる。底部には布目庄痕が見られる。これらの土器片はすべて弥生式後期の長岡系に比定される

ものと思われる。
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第87図　第57号住居址出土遺物拓影図

第58号住居址（図88～90）

本住居址は，調査区の南西部B3区C2，C3，d2，d3に確認され，第69号住居址を削平し

て構築された住居址であり，カマドより南側の床面は貼床で褐色の硬いパカバカの土で固められ

ている。東壁付近の床面から炭化材を出土しているので本址は火災に遭遇していると思われる。南I

壁中央には出入口の施設と思われる一段高いベルトが半周し，竪穴住居址外に長辺135cm，短辺10

2cmのほぼ長方形を呈する張り出しを有し、その上部構造のやや北よりに、長径65cm，短径60cm，

深さ35cmの円形を呈する土壌を有している。本住居址の主軸方向はN－82。－Eで，規模は長軸

6・25m，短軸5・10m・面積26・肘を測り隅丸長方形を呈し，カマドの南側に不整長方形の貯蔵

穴を有している。

壁高は40cm～50cmで壁はほぼ垂直に立ちあがっている。壁下には幅約14cm，深さ8cm内外の壁清
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がカマドと西壁をのぞいて有している。ピットは6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。

北西コートのP5は貯蔵穴で規模は長酎42cm，短径90cm，深さ38cmの不整長方形を呈してい

る。カマドほ北壁の中央部に付設され，規模は長酎3晦短径90cmで北壁を66cm幅で15C減り込

N

j

A一一Aノ

ーe’1・黒褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）含有

2・極暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）
含有

3・黒褐色　ローム粒子（多）ロームブロック
（少）含有

4・黒褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）含
有

5・黒　色　ローム粒子含有

6・暗褐色　ローム粒子（多）含有

7・黒　色　ローム粒子（少）炭化物（極少）焼

土粒子（極少）含有

L・＝36．Om
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舞8昭　第5針69号住居址実測図
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土層解説

a－a′　b－b′

1．灰褐色　焼土ブロック，ローム粒子含有

2．褐　色　白色粘土，ロふム粒子（多）含有

3．黒褐色　焼土ブロック，ローム粒子（多）含有

4誹告赤褐色　焼土ブロック（多）白色粘土，
ローム粒子含有

5．時赤褐色　焼土含有

6．褐　色　焼土粒子（多）含有

7．灰褐色　粘土含有

8．褐　色　焼けた大ロームブロック含有

9．暗褐色　粘土含有

10．暗赤褐色　小石，粘土（少）含有

l一一b’

第錮図　第鯛号住居址カマ匪’実測図

み煙道としている。燃焼部は長径50cm，短径48cm言采さ16cmを測り円形に掘り窪めている。袖部

は黒色土混りの砂質粘土でカマドはやや南東向きに構築されている。燃焼部より完形の椀形土器

（図90－8）を出土し，その他破片を数点出土している。

出土遺物は土師器を中心に出土し，須恵器は細片のみである。土師器の完存率の良好なものを

ぁげると，カマドより婆2個体分（図90－1・9）瀾（図90－8）調（図90－15）と北壁付近床

面より椀（図90－14）と床面直上により壌口縁部（図90－3）と膵（図90－12）南西コーナーP

4付近から婆（図90－10）と婆口縁部（図90－2）中央部床面直上より甑片2個体分（図90－6

・7）を出土している○他には丹彩の椀（図90－11），杯（図90－13），婆（図90－4）などの破

片を数点と、東部より粘土少量を出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。
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第90区i　第58号住眉址出土遺物実測図
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第鯛常住腰址（図馴～錮（頼2））

観

S K32　十層解消
B…B′

1。黒色　焼土粒子炭化材，′ローム粒子含有

2．黒褐色　ローム粒子，炭化粒子（少）含有
3。黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（微）含有

4．極暗褐色　ロームブロック，ローム粒子

含有

5。暗褐色　ローム粒子（多）含有

6．黒褐色　ローム粒子，小ロームブロック

7・暗褐色　ロームブロック（多）含有

幸福　忍藷

L＝36．0m
2抽

a‾a

l・黒褐色　炭化材，焼土粒子（極少）ローム

粒子（多）含有

2．黒褐色　炭化材，　ローム粒子含有

3．暗褐色　ローム粒子（極少）含有

土層解説

A－A′　B－B′

1・黒褐色　ローム粒子（多）含有

2・黒褐色　ローム粒子，焼土粒子含有

3・極暗褐色　ローム粒子（少）炭化材含有

4・暗褐色　ローム粒子（多）炭化材含有

5・黒褐色　ロームブロック（多）炭化材含
有

第91図　第59号住居址・第32号土壌実測図
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本住居址は調査区の南西部中ほどD3区e6，e7言6，r79　g6に確認され，北東部に第

32号土壌が切り込んでいる。本址は第32号土壌より新しい遺構である。南側且。7mには第朗号住

居址が検出されている。本址の主軸方向はN－18LWで規模は長軸5。42m，短軸5。25町面積26

・5m2を測り，長方形を呈している。壁高は22cm～56cmほどで壁はやや外傾しながら立ちあがり，

壁溝は有していない。床面は暗褐色の貼り床で炭化材をカマド付近や北東軌　南部床面一体に出

土しているので，本址は火災に遭遇していると思われる。ピットは5個所確認され，Pl～P4

は主柱穴と考えられる。南東コーナーのP5は貯蔵穴で長径72cm，短径58cm，深さ45cmの不整楕円

形を呈している。覆土は5層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色まで多量のロ

ーム粒子と炭化粒子9焼土粒子を含み，下層は暗褐色土でローム粒子を含んでいる。カマドは北

壁の中央に付設され，規模は長酎80cm9短酎10cmで北壁を98cmの幅で，70cmほど掘り込み煙道部

としている。燃焼部は長径42cIn，短径40cm，深さ6cmほど円形に掘り窪めている。袖部はほぼ完全な

N

I
士層解説

a…a′　b…b　′

1．黒褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）粘

土粒子（極少）炭化材（極少）含有

／／／　　　　　　2・黒褐色　ローム粒子（多）白色粘土粒子含
有

3．暗褐色．ローーム粒子（多）焼土粒子（極少）
含有

4．黒褐色　ローーム粒子（多）ローム粒子（極

少）含有
5

6

7

8

9

10

11

12

暗褐色　ローム粒子（多）炭化材含有

褐　色　ローム粒子，砂粒子含有

褐　色　ローーム粒子（多）灰（多）含有

にぷい黄褐色　砂質の粘土

暗褐色　砂質粘土，ローム粒子含有

暗褐色　砂質粘土（多）含有

暗

暗

褐色　ローム粒子　焼士粒子含有

褐色　ロトーム粒戸，焼土粒子含有

窮朗掬　第鯛号住居魅力マ、実測図
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第9図（0　第鯛号住居址出土遺物実測図
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第93図（2）第59号住居址出土遺物実測図

形で検出され，黒色土混りの砂質粘土でカマドは南東向きに構築されている。燃焼部から多量の

灰と大型の壷形土器（図93－1）と婆破片を出土している。器台（図93－13）のこわれたものを

支脚として利用し，婆の中へスッポリと婆が入っているものをのせて出土している。外測の婆は

接合不可能と思われるほど壊れていた。

出土遺物は土師器が中心で須恵器はカマド内より膵が出土したものの他は，妬　壷などの破片

を数点出土しただけである。土師器の完存率の良好なものをあげると，カマド際から婆2個体分

（図93－2・3），壷（図93－5），高雄（図93－12），序を北壁付近床面直上から膵（図93－7）と，南

壁中央部床面より球（図93－9），南東コーナーP5付近床面や床面直上から膵3個（図93－6

・8・11上西壁北より床面から妬　中央部床から筋片（図93－4），床面直上から序（図93－

10）を出土し，他に軋高妬婆誹などの破片を多数出土している。その他の出土遺物は砥石，

鉄浮等を出土している。本址は古墳時代鬼高期に比定される遺構と思われる。

第60号住居址（ば錮～96）

本住居址は，調査区の南西端B3区g3，h3に確認され東部は第61号住居址と複合している。

本址は第61号住居址より新しい遺構である。本址の主軸方向はN－80－Wで規模は長軸3。15m，

短軸2。72mで面積8。5nfを測り，長方形を呈している。　　　　　　第61号住居祉の床面を約

5cmほど掘り込んで構築している。壁高は10～15cmほどで壁はやや直立ぎみに立ちあがって壁溝

は有さない。床面は褐色を呈し中央部からカマド付近は硬く，その他は全体的に軟らかい。床面か

らは柱穴と思われるものは検出されなかった。焼土が床面中央部から東壁にかけて分布しており，

東壁際からは炭化材を出土しているので本址は火災に遭遇していると思われる。
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土層解説

A－A′

1．黒褐色　焼土粒子，ローム粒子含有

2．黒褐色　焼土粒子，炭化材，白色砂質含有

3．黒褐色　ローム粒子（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）含有

第94且　第60・6巨52号住居址冥測蛸
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士層解説

a－a　′　b一一b　′

1・黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含有

2・極暗褐色　ローム粒子，白色粘土粒子（極少）含有
3・黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

4・暗褐色　ローム粒子，ロームブロック焼土粒
子（極少）含有

5・黄灰色　ロームブロック（極少）含有

6・極暗赤褐色　砂質まじりの粘土が焼けている

7・暗赤褐色　焼ま粒子（多）砂質粘土含有

8・黒褐色　焼土ブロック，ロームプロノク
（極少）含有

9・暗褐色　焼土ブロック，ロームブロック
含有

10・褐　色　焼土粒子（極少）含有
11．褐色

輸’12・暗褐色ローム粒子，焼土粒子，白色の砂含有
13・にぷい黄褐色　砂質

窮鮎困　窮餌考住居址カマ、実測図

覆土は，4層からな。自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色まで焼土粒子を含み，下層は

黒褐色まで焼土粒子9炭化粒子，白色粘土を含んでいる。カマドは謙壁の中央から東よ。に付設さ

れ調棟は長径95cm，短径85cmで北壁を79cm幅で32C疇ど掘り込み煙道としている。燃焼部は長和2

cm，短径軌m，深さ6cmで円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土でカマドはほぼ

南向きに構築されている。燃焼部と思われるところから5cm～7cmの厚さの焼土を検出し．その上部

から鉢や婆などの破片を数点出土している。

出土遺物は土師器が主で須恵器は破片を数点出土しているのみである。土師器の完存率の良

好なものをあげると，カマド際より膵2個（図95－3e畑東壁付近床面より内黒膵（図95－

5主中央部床面直上より鉢（図95－1），南西部よ。鉢（図95－2）を出土し，他は晩膵な

どの破片を数点出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

鋸2号住居址（酎4095）

本住居址は言洞査区の南西部D3区g4，h4に確認され，南西部の約45％は第6精住居址に削

除され，南東部は第63号住居址の北西コーナーに削除されている。本址は第6躇住居址第63号

住居址より古い遺構である。本址の主軸方向はN－49LEて㌧規模は長軸3．97m譲油2．70mを測り長

方形の平面形を呈している。北西壁と北東壁は残存し腰高は20～25cm内外で壁はやや外傾して立
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第96図　第60・印号住居址出土遺物実測・拓影図

ち上がっている。床面は平坦で炉祉付近は硬い。主柱穴は炉址の東西に2個所検出されている。

覆土は2層からなり黒褐色土で自然推積の状態を示している。炉址は中央よりやや北に付設され，

第61号住居址の床面下に半分ほどかかって削平され，規模は長径82C叫短径68cmほどの焼土と黒

色土の広がりを確認した0出土遺物は弥生式土器片を数点出土したのみであるが，本址は弥生時

代後期に比定される遺構と思われる。
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第63号住居址（図9ト99）

本住居址は調査区の南西の端D3区g4，g5，h4，h5に確認され言ヒ西コーナーは第62号

住居址が南部中ほどに長辺145cm，短辺72cm，深さ35cmの土壌が切り込んでおり，本址は第62号

住居址より新しい遺構である。北酎血　は第64号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN

－10LWで未婚は長軸4・18m，短軸3・70m，面軌4。4m2の隅丸長方形を呈している。壁高は23～3且cmほ

どであり，壁は直立ぎみに立ちあがっている。壁溝は有さない。床面は全体的に貼床であり，南

側はやや高くなり廊褐色で非常に硬いピットは4個所検出され，Pl～P3は主柱穴と考えられる。

土層解説
A…A′

1．黒褐色　ローム粒子，炭化材
含有

2．黒　色　ローム粒子，炭化材
焼士粒子含有

3・黒褐色　ローム粒子，ロームブロック
，炭化材含有

L＝36．0m

第97璃　翫3号住居址実測図
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土層解説

a－a　′　b－lb　′

1．黒褐色　焼土粒子，ローム粒子
白色の砂含有

2．にぷい赤褐色　白色の砂を含む

粘土

3．暗褐色　白色の砂を多く含む粘

土

4．暗赤褐色　焼土

5．極暗赤褐色　焼土粒子（多）含有

6．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子

砂（多）含有

7．褐　色　ロームブロック含有

8．極暗褐色　ローーム粒子，焼土粒

子，砂（多）含有

9．黒褐色　ロームブロック，焼土

粒子含有
10．黒褐色．ローム粒子，焼土粒子，

白色の砂含有

11．にぷい黄褐色　砂質の土で一部

に粘土

第98図　第63号住居址カマド実測図

覆土は自然堆積の状態を示し，上層は黒褐色土でローム粒子，炭化粒子を含み，下層は黒色土・

黒褐色土でローム粒子，炭化粒子，焼土粒子，ロームブロックを含んでいる。カマドは北壁中央

よりやや東側に付設され，規模は長径115cm，短径90cmほどで北壁を105cm幅で43cmほど掘り込ん

で煙道としている。燃焼部は長径55cm，短径45cm，深さ18cmで不整円形に掘り窪めている。燃焼

部から土師器片を数点出土している。袖部は黒色土混り砂質粘土で，カマドはやや南東向きに構

築されている。

出土遺物は土師器を中心に須恵器を共伴して出土している。土師器の完存率の良好なものをあ

げるとカマドから棒（図99－3e5），聾片（図99－2）を，南コーナーのP3付近床面直上から膵

（図99…4主　中央部床面直上から婆片（図99－1）を出土し，他に婆，膵などの破片を数点出

土している。須恵器はカマドから境などの破片を数点出土している。その他，鉄製品1片を出土し

た〇本址は出土遣物等から真問期に比定される遺構と思われる。

第錮号住居址（図個閲～瑠の2）

本住居址は調査区の南西部D3区r6，g5，g6に確認され，北側1。9mには第59号住居址が

南西部1。4mには第63号住居址が検出されている。本住居祉の主軸方向はN－101LWで規模は
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第99図　第63号住居址出土遺物実測図

長軸3。88町　短軸3．80m，面積12。8m2ほどで隅丸正方形を呈している。壁高は南西側で12cm～22cm，

北東側で20cm～23cmほどでやや外傾しながら立ちがっている。床面全体から炭化材を出土してい

るので，本址は火災に遭遇しているものと思われる。床面は焼けて硬くポロポロしている。南西

コーナーのPlは貯蔵穴と思われ規模は長径75cm，短径57cm言采さ33cmほどで楕円形を呈してい

る。覆土は浅いが3層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒色土でローム粒子と多士

粒子と多量の炭化粒子を含み，下層は黒褐色土で多量のローム粒子と焼土粒子，炭化粒子を含ん

でいる。カマドは南東コーナー付近に付設され，規模は長径115cm，短径90cm，東壁を37cm幅で26

cmほど掘り込み煙道としている。燃焼部は長径32cm，短径25cm言葉さ4cmで円形に掘り窪められ焼

土が約10cmほど堆積していた。袖部は黒色土混りの砂質粘土でカマドは西向きに構築されている。

燃焼部より壷形土器の目線部を出土し，袖部付近より棒形土器完形品（図102－日　を出土して

いる。

出土遣物は土師器を中心に出土し，完存率の良好なものをあげると，南東壁際よりの床面から

碗（図102－3），中央部床面直上から膵（図102－2主　南壁床面直上から膵（図102－4）を
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ま層解説
′

a‾a

1．黒褐色　ローム粒子（少）炭化材含有

2．暗褐色　ローム粒子，炭化材含有

3．褐　色　ローム粒子含有

A－A′

1．黒　色　ローム粒子，焼土粒子，炭

化粒子（多）含有

2．黒褐色　ローム粒子（多）焼土粒子，

炭化材含有

3．極暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子

炭化粒子含有

しこ36．0m
2M

第100図　第64号住居址実測図

土層解説
a　－a　′　b　－b′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

2．黒褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（多）炭化材

含有

3．暗赤褐色　焼土粒子（多）炭化材（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）含有

ニ　5・極暗褐色　ローム粒子，焼土ブロック（少）含
有

6．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子含有

7．暗赤褐色　焼土含有

8．灰黄褐色　粘土，焼土粒子含有

黒褐色　ローム粒子，粘土（多）含有

10．黒褐色　焼土粒子，ロームブロック含有

11．極暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）含有

12。極暗褐色　粘土ブロック（多）焼土ブロック

（少）含有

L＝36．Om

ヒ二二二二二望二二二二ヨ

13．暗褐色
14．褐　色
15．暗褐色

焼土ブロック，ローム粒子（多）含有

焼土ブロック（多）ローム粒子含有

第柑1図　第64号住居址カマド実測図
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出土し，他は膵片，婆などの破片が出土している。その他の出土遺物は，紡錘車1点を床直上か

ら出土している。本址は出土遺物等から古墳時代鬼高期に比定される遺構と思われる。

‾：＼＼二千：！

l二義‾′

第102図　第64号住居址遺物実測図

土層解説
A－A′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒
子（少）含有

2．黒褐色　ローム粒子，焼土粒
子（極少）炭化材含有

3．暗褐色　ローム粒子（多）炭化
、、、－　　　　粒子（極少）含有

4．褐　色　炭化粒子，焼土粒子
（極少）含有

5．極暗褐色　焼土ブロック，炭

化材，ローム粒子

含有

6．黒　色　ローム粒子含有

7。黒褐色　ローーム粒子（多）焼土

粒子，炭化粒子含有

第103図　第65号住居址実測図
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第104図　第65号住居址出土遣物実測・拓影図

第65号住居址（図103・104ノ

本住居址は，調査区の南中央部D3区d8，d9，e8，e9に確認され，北東コーナーは第67

号住居址の南西コーナーによって切られているので本址は第67号住居址より古い遺構である。南

東0・3mには第66号住居址カミ南西0．4mには第32号住居址が検出されている。本址は隅丸長方形の

平面形を呈し，主軸方向はN－31・5LWで規模は長軸5．22m，短軸4．84m，面積21．2m2を測る。

壁高は16cm～35cmを測り壁は外傾して立ちあがっている。壁下には西壁と北壁に幅12cm，深さ7
I

cm内外の壁溝を有している。床面は褐色で平坦であり硬い。北東コーナー付近床面より炭化物を

検出しているので本址は火災に遭遇していると思われる。ピットは8個所確認されPl～P4は

主柱穴と考えられる。貯蔵穴と炉址は検出されなかった。覆土は5層からなり，自然堆積の状態

を示し確認面から中央床面に向って流れこんでいる。上層は黒褐色土で多量のローム粒子を含み，

中層は極暗褐色土で多量のローム粒子と炭化粒子と壁際にはロームブロックを含み，下層は、暗

褐色土で多量のローム粒子を含んでいる。出土遺物は土師器を中心に北壁中ほど床面直上より柑

（図104－1）北西コーナーの床面直上から高ま不片（図104－3），南西コーナーP4　付近床面直上から
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柑（図104－2）を出土している。他は蟄言乱丹彩の相などの細片を少数出土している。その

他の出土遺物は覆土から弥生式土器の長同系に比定される口縁部などの破片を数点出土している。

本址は出土遺物等から和泉期に比定される遺構と思われる。

酎6号住居址（図冊～柑7）

本住居址は，調査区の南部中ほどD3区d9，dO，e9，eOに確認され，本址の北東コーナ

が第68号住居址の南西コーナー部に切り込んでいるので，本址は第68号住居址より新しい遺構

L＝36．2m

L二二二圭竺二二二∃

土層解説

A－A′

1・極暗褐色　ローーム粒子，焼土
粒子（極少）含有

2・黒褐色　ローム粒子（多）焼土

粒子，炭化粒子（少）、
含有

3．暗褐色　ローム粒子（多）焼土

粒子（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）焼土

粒子（少）含有

5．黒褐色　炭化材（多）含有

6．黒褐色　ローム粒子（少）含有

第相国　第6号住居址実測図
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土層解説
a－a′　b－b′

1．暗褐色　ローム粒子，白色粘土，焼
土粒子（少）含有

2．極暗褐色　粘土ブロック（多）含有
3．黒褐色　粘土
4．暗赤褐色
5．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子，粘

土粒子含有
6．黒褐色　粘土粒子（多）含有
7．黒褐色　ローム粒子，粘土粒子（少）

含有
8．灰黄褐色　粘土ブロック（多）含有
9．赤褐色

10。褐　色　砂（多），粘土含有
11．灰黄褐色　粘土
12．暗赤褐色　焼土
13．褐　色　砂質で焼土粒子含有
14。褐　色　砂質で焼土粒子含有

一b’

10

第106図　第66号住居址カマド実測図
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第柑7露　第66号住居址出土遺物実測潤

一196－



である。本址は隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－8LWで，規模は長軸4。74m，短軸4．

45m，面積18・5m2を測る。壁高は約45cmであり，壁はやや外傾しながら立ちあがっている。壁下

には幅8cm言采さ10cm内外の壁溝がほぼ全体に廻っている。床面は暗褐色土でやや硬く，特にカ

マド前面が硬い。床面から炭化材を出土しているので火災に遭遇していると思われる。ピットは

4個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。覆土は8層からなり，全体的に黒褐色土で，

上層は多量のローム粒子と焼土粒子，ロームブロックを含み，下層は多量のローム粒子，極少量

の焼土粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央から東よりに位置し，規模は長径180cm，短径132

cmで，北壁を73cm幅で，60cm程掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径62cm，短径58cm言葉さ5cm

で円形に掘り窪めている。燃焼部より土師器片を数点出土している。袖部は黒色土混りの砂質粘土でカマド

はやや南東向きに構築されている。出土遣物は土師器の婆片を多数出土し，その完存率の良好なも

のをあげると，東壁付近床面から婆（図107－1），カマド付近床面直上より棒（図107－4）を出土し，

他には，婆（図107－2・3）と壷などの破片を多数出土している。須恵器も共伴しており数は少ない。

床面より錘（図107－5）を出土し，他は錘，蓋などの細片を数点出土している。

本址は出土遺物等から真問期に比定される遺構と思われる。

第紺号住居址（図瑠0番～瑠柑）

本住居址は，調査区の南中央部D3区b9，bO，C8，C9，d8，d9に確認され，北西コ

ーナーには第3号井戸状遺構が，南西コーナーには第65号住居址が切り込んでいる。本祉は第65

か

間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門

土層解説
a．一一一a／　b　－b　′

1．日詰褐色　ローム粒子，粘f二粒，焼圭粒！一

：少）含有
2．哺褐色　ロ…ム粒ら　焼」エフロ　ノク、粘

土（少）含有

3．極暗褐色　ローム粒ら　焼Lフロ　ノク，
粘土フロ　ノク，含有

4．局色　ローム粒イー（多），焼Lフロ　ソク（少）

含有

5．極噌赤褐色　ノ天圭二

6．哺赤褐色　焼uI二

7．暗褐色　ローム粒！・（多）含有

8．日吉赤褐色　焼uLフロ　ノク（少　含有

9．ノ天褐色　粘」二
10．赤褐色　粘土の焼J二

11．哺褐色　焼二王二プロ　ノク，粘土フロ　ノク（多）

含有

12．黒色

13．黒褐色　ローム粒Wら　焼上粒！一合有

14．褐色
15．褐色　粘二王二粒（多），焼f二粒子（少）含イi‾

16．極哺赤褐色　粘土に焼」二が混合

17．にぷい紘i色　粘土

第108図　第67号住居址カマド実測図
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号住居址と第3号井戸状遺構より古い遺構である。

北東0。7mには第48号住居址が，南東0。8mには第68号住居址が検出されている。本住居

址は隅丸長方形の平面形を呈しており，主軸方向はN－16LWで，規模は長軸5。82m，短軸5。63m

面積29。3m2を測り，壁高は23－39cm程であり，壁は外傾して立ちあがっている。床面は，中央部付

L＝382m

21一

土層解説
A－A′

1．黒褐色

2．黒褐色

3．暗褐色

4．褐　色

5．極暗褐色

第109図　第67号住居址実測図
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ローム粒子，焼土粒子

（微）含有

ローム粒子，焼土粒子

（微），炭化材含有
ローム粒子（多），炭化

粒子（微）含有

炭化粒子，焼土粒子（微）

含有

焼土ブロック，炭化

粒戸，ローム粒子含

有



‾「L′

酎相田　第鋸号住居址出土遣物実測隅

近は硬い床面であるが壁にそって軟くなっている。床面中央部と南西コーナー付近e南壁中央部

にかけて炭化材が出土しているので本址は火災に遭遇していると思われる。南壁中央部には入日

の施設と思われる1段高い半円形のベルトを有している。ピットは7個所確認されPl～P4は主柱穴と

考えられる南東コーナーのP5は貯蔵穴で規模は長径55C勘短径4勧深さ触mの平面形を呈し

ている。覆土は黒褐色土で8層からなっており第65号住居址の上層を南西コーナーで切り，自然

堆積の状態を示している。上層は極少量の焼土粒子を含み，下層は多量のローム粒子と極少量の

炭化粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央より東に位置し，規模は長径130cm，短径78恥北

壁を40cm幅で，30cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は壁面より70～80cmほど離れており，

長径24cm，短径22cm，深さ3cm程円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土でやや南

東向きに細長く構築されている。燃焼部より婆形土器片，鉢形土器片を数点出土し，その下部よ

り支脚が立ったまま出土している。　　　　　　　　　　　出土遺物は土師器を中

心に弥生式土器の壷底部を覆土から出土し，他には須恵器の破片を数点出土している。土師器の
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完存率の良好なものをあげると，カマド内燃焼部から士不片（図110－3）を，東壁付近南より床

面から聾（図110－1），棒（図110－5）を，南東コーナーのP3付近床面より膵（図110－4）を，

南壁際床面より碗（図110－6）を，北東コーナーPl付近床面より甑片（図110－2）を出土して

いる。本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期比定されるの遺構と思われる。

第68号住居址（図日ト1柑）

本住居址は，調査区の南中央部D3区cO，dO，D4区cl，dlに確認され，南西コーナー

には第66号住居址が切り込んでおり，南東コーナーは第70号住居址の西コーナーに切り込んでい

る。本址は第66号住居址より古い遺構で，第70号住居址より新しい遺構である。北西0・8mには第

67号住居址が，北側4．2mには第48号住居址が検出されている。本址はほぼ正方形の平面形を呈し

ており，主軸方向はN－11LWで，規模は長軸5・26m，短軸5・11m，面積23・8rrfを測る。壁高は44cm

～50cmであり，壁はやや直立ぎみに立ちあがっている。壁溝は幅10cm言采さ5cm内外で南壁際西よりに

／

．．

i
l

i
l

i

l，

．1

十

土層解説
A－A′

1．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（微）含有
2．黒褐色　ローム粒子（多），焼土粒子，炭化粒子（ノの含有
3．暗褐色　ローム粒子（の，焼土粒子（少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多），焼土粒子（少）含有

5．黒褐色　炭化材多量含む
6．黒褐色　ローム粒子（微），焼土ブロック含有
7．黒　色　ローム粒子（少）含有

第111図　第68号住居址実測図
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鰯

b－ ＿、ビ

昭土層解説

a－a　′　b－b　′

1．褐色　ロームブロック，焼土ブロック

（少）含有

2．暗褐色　ロームブロック，焼土ブロック

粘土ブロック含有

3．極暗赤褐色　焼土ブロック粒子，ローム

ブロック含有

4．暗褐色　ロームブロック，焼土粒子含有
5．にぷい橙色　焼土

6．灰黄褐色　焼土ブロック，粘土含有

7．赤褐色　焼土粒子，ブロック（多）含有
8．黒褐色　粘土

9．暗褐色　焼土ブロック，粘土ブロック

（多）含有

10．暗褐色　粘土ブロック，ローム粒子含有

11。黒褐色　ローム粒子含有

12。極暗赤褐色　焼土粒子・ブロック含有

13．にぷい赤褐色

ヒ二二二二去笠＝ここ∃

第112図　第68号住居址カマド実測図

のみ有する。床面はほぼ平坦であり全体的に硬く，南西コーナー付近に炭化材を，東壁中央部付

近に炭化物，焼土を多量に検出しているので，本址は，火災に遭遇していると思われる。南壁中央

部付近に出入ロの施設と思われる半円形の一段高いベルトを有する。ピットは5個所確認され，

Pl～P4は主柱穴と考えられる。南東コーナー付近のP5は貯蔵穴と思われ，規模は長径66cm，

短径54cm言采さ59cmほどで長方形を呈している。覆土は6層からなり自然堆積の状態を示してい

る。上層は極暗褐色まで，ローム粒子と極少量の焼土粒子を含み，下層は黒褐色土で多量のロー

ム粒子と少量の焼土粒子を含んでいる。カマドは2個所にあり，東壁中央から南よりにあるカマ

ドは撹乱されておりプランは不明である。北壁中央部から東よりに位置するカマドの規模は長径

117cm，短径90cmで，北壁を74cm幅で，32cm掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径20cm，短径15

cm，深さ10cmで円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドはやや南東向きに

構築されている。燃焼部付近より，碗形土器完形品（図113－7），儀1個体分（図113－5）を出土

し，他に土師器の破片数点を出土している。カマド付近床面から膵（図113－10）を東壁のカマド

付近床面直上から婆片（図113－3主　南西コーナーP5際床面より壷片（図113－1）と膵片（図

113－9），南壁付近床面直上より鉢片（図113－2），壷（図113－11）と，中央部床面直上から婆（図11

3－6）を出土している。他に婆（図113－4）膵（図113－8）甑などの細片を数点出土している。

本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。
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第113図　第68号住居址出土遺物実測図

第70号住居址（図11ト116）

本住居址は，調査区の南東部D4区cl，C2，dl，d2，d3，el，e2に確認され，西

コーナーには第68号住居址が・東コーナーは第71号住居址が切り込んでいる0本址は第68号住居址，

第71号住居址よりも古い遺構である0本牡の主軸方向はN－38LWで，規模は長軸6．50m，短軸6．

21m涌積36・Om2を測り，ほぼ正方形の平面形を呈している0壁高は26cm～55cm程で壁はやや直立

して立ちあがっている0壁下には，北西・北東壁を除いて壁溝を有している。床面は東コーナー

を中心に貼り床でパカバカしている0東コーナーは第47号土壌が複合している。壁際から炭化材が

－202－



土層解説

A－A′

1．黒　色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

2．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子含有

3．黒　色　ローム粒子（多），焼土ブロック含有

4．暗褐色　ロームブロック，炭化材含有

農讐蜜二二ヨ

5．褐　色　ロームブロック，ローム粒子，焼土粒子

（少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）含有。ぎらぎらしている

7．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子，炭化材含有

第114図　第70号住居址・第47号土壌実測図
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土層解説

a－a′　b－b′

1・暗褐色　ローム粒子，焼ま粒子・ブロッ
ク含有

2・暗赤褐色　焼土粒子（多），砂質粘土ブロ
ック含有

3・暗赤褐色　焼土粒子（多），焼土ブロック，

粘土ブロック含有

4・暗褐色　ロームブロック，焼土粒子含有

5・暗赤褐色　焼土ブロック，砂質粘土ブロ
ック含有

6．褐　色

7．褐　色

8．赤褐色

9．暗褐色
10．褐　色

11．暗褐色

第115図　第70号住居址カマド実測図

‾l‾‾‾二図1‾

1一ノ

第116図　第70号住居址出土遺物実測図
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砂質粘土

焼土ブロック（多）含有

焼土

ローム粒子，ロームブロック含石

ローム粒子（多），焼土粒子（少）

含有

ローム粒子（多）含有



検出されているので，本址は火災に遭遇していると思われる。ピットは3個所確認され，いずれも

柱穴である。東コーナーの柱穴は第47号土壌に切られ確認することができないが，同コーナーの

P4は貯蔵穴と思われ，規模は長径73cm，短径71cm，深さ35cmの正方形を呈している。覆土は8

層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒色土でローム粒子と少量の焼土粒子を含み，

中層は褐色e極暗褐色土で，多量のローム粒子と焼土粒子・焼土ブロックを含み，下層は暗褐色までローム

ブロックと炭化物を含んでいる。カマドは，北壁の中央から東よりに位置し，規模は長径140cm，短

径85cmで，北壁を75cm幅で，35cm掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径46cm，短径44cm言采さ8

cmで円形状に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南東向きに構築されてい

る。燃焼部から土師器の序片を3個体分（図116－305）出土している。出土遺物は，土師器が

中心で，須恵器の胱蓋などの細片を数点出土している。北東壁付近床面直上から土師器の膵片

（図116－2），南コーサー付近床面直上から内黒の膵片（図116－1上　西コーナー壁面から士玉

（図116－7）を出土し，他に覆土から土師器の碗（図116－6），南コーナ、－床面直上から砥石を出

土している。本址は出土遺物等から古墳時代後期鬼高期に比定される遺構と思われる。

窮捌号住居址（図日膵～Ⅲ牒）

本住居址は，調査区の南部D4区b2，b3，C2，C3，C4，d2，d3，d4に確認され，

璧　　　　　　　　璧

b一一

土層解説
a－a　′　b－b　′

1．褐　色　ハードロームプロノク（多）含有

2．褐灰色　粘土

3．灰褐色　粘土，焼土（少）含有

～－，叫　　4．灰褐色　ハードロームブロック（少），焼土粒fぁ含有

5．褐　色　ハードロームブロック（少）含有

6．暗赤褐色　粘土（少），焼土含有
7．褐　色　ハードローム粒子（極少）含有
8．灰褐色　粘土，ハードローム粒子（少）含有
9．褐　色

－あ，10・黒褐色
11．灰褐色
12。褐灰色
13．褐灰色

14．黒褐色
15．赤褐色
16．黒褐色

17．暗赤褐色

バー・ドローム粒子（極少）含有
ハードローム粒子（少）含有
粘土（少）含有。灰層

焼士粒子（少）や粘土（特多）含有
焼土粒子（少）含有。灰層
焼土粒子（少）含有。灰層
焼土，灰の混合土層

焼土粒Y召少）含有，灰層
焼けたハードロームブロック，

主体の土層

18．黒褐色　ハードロームブロック（少）含有
19．灰白色　灰層
20。暗赤褐色　焼土ブロック（多）含有。灰層

輸，21・褐　色　焼土粒一打少）含有C）粘土質の土層
22．褐　色　粘土ブロック，ハードロームブロック（多）

含有
23．褐　色　ハードロームブロック（極少）含有

24．灰褐色　粘土層
25．褐灰色　粘土
26．灰褐色　砂（少）含有。粘土層
27．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有

第117図　第71号住居址カマド実測図
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士層解説
A－A′

1．黒　色　ローム粒子，焼土粒子含有
2．黒褐色　ローム粒子（多），焼土粒子（極少）含有
3．暗褐色　ローム粒子，ロームブロック，焼土粒子

（少）含有

L＝36．2m

4．暗褐色　ロームブロック（少），焼土粒子，炭化粒子
（極少）含有

5．黒褐色　ローム粒子（少）含有
6．褐　色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

第日8図　第月号住居址0第42号0朋号045。46号土塀実測図

北東コーナーに第42号土壌，第44号土壌，第45号土壌が，西壁南下半に第70号住居址，南壁中央

付近には第46号土壌が切り込んでいる。東側0。2mには第73号住居址が，南東0．1mに第72号住居址

が検出されている。本址は第70号住居址とほぼ同時期の遺構と思われるが，第70号住居址の東コー

ナーを切っているので，本址は第70号住居址より新しい遺構と思われる。本址は隅丸長方形の平

面形を呈しており，主軸方向N－2LEで，規模は長軸7。67m，短軸7。40m，面積47。6nfを測り，

壁高は55cm～72cm程で，壁は床面から垂直ぎみに立ちあがっている。壁下には幅18cm，深さ6cm内

外の壁溝がカマドの部分を除いて廻っている。床面は褐色の全体的に硬い貼り床と思われる。南
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第瑠相国　第m号住居址出土遺物実測図

壁中央には鹿沼パミスを含んだ入日の施設と思われるベルトが一段高く半周している。本址には

入日の施設に伴うと思われる土壌とピットが確認できない○　床面中央部から壁土の焼けたものと思われ

る焼土塊と炭化物を中央部から出土しているので，火災に遭遇していると思われる。ピットは5個

所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる0　南東コーナーのP5は貯蔵穴と思われ，長径91cm，

短径80cm，深さ93cmの不整楕円形を呈している。覆土は中央部が撹乱されているが，他は自然堆積

の状態を示している。上層は黒色土で，ローム粒子，焼土粒子を含み，中層は暗褐色土で多量の

ローム粒子とロームブロック9焼土粒子を含み∴下層は暗褐色まで少量のロームブロックと極少

量の炭化粒子と焼土粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央部に位置し・，規模は長酎90cm，短

径115cmで，北壁を82cm幅で，44cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径35cm，短径30

cm9　深さ3cmほど円形に掘り窪めている。袖部は幅が広く　黒色土混りの砂質粘土で，カマド

は南向きに構築されている。　　　　燃焼部には灰色の粘土が全体にひろがり，土師器の膵
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（図119－7）満杯（図H9－3）などが出土している。出土遺物は土師器を中心に，須恵器の婆9

膵などの細片を頭土から数点数点出土している。土師器の完存率の良好なものをあげると，北東

コーナー床面直上より球片（図119－11），南東コーナーのP5際床面から膵片（机19－4）9南壁

付近床面からま棉個と，出入口の施設と思われる中から棒片を，中央部床面直上から聾片を出土

している。

本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

第72号住居址（図は～柑2）

本住居址は，調査区の南東部の端D4区d4，d5，e4，e5に確認され，北西0・1mには第

71号住居址が，北東0。3mには第73号住居址が検出されている。本址は隅丸長方形の平面形を皇し，

主軸方向はN一一20LWで瀾槙は長軸4・65m，短軸4・39m，面積16e6nfを測るG壁高は約50cmであ

り，壁はやや直立ぎみに立ちあがり，壁下には幅17cm言采さ5cm内外の壁溝が全属している。床は

平坦で硬い貼り床である。南東コーナーには粘土が薄くはられていた。ピットは5個所確認され，

pl＿P4は主柱穴と考えられ，貯蔵穴は有してい射、。覆土は11層からなり自然堆積の状態を

示している。 上層は褐色土で，多量のロー・ム粒子と少量

箸別20溺　舞72計住居址真測！頭
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土層解説

A－A′

1．褐　　色　ローム粒子（多）プロ

ノク（少）含有

2．暗褐色　ローム粒子（多）ロー

ムブロック（少）含有

3．明褐色　ロームブロック（多）

含有
メ　　ロ1　㍍l　∠乙　　、一1　　／、k一上㌻て／パ、、＼已ま／レ

年。　講ミ1て勾　ヒユ　　〕‾JJ↑且j＼一グノノ火iL

粒子焼土粒子（極少）

含有

5．極暗褐色　ローム粒子炭化粒子

含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）炭化

粒子（極少）含有



土層解説

a－a　′　b－b　′

1．暗褐色　ハードロームブロック（多）含有

2．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有砂質

3．暗褐色　ハードローム粒子（少）焼土粒子

（極少）含有

4。暗褐色　ハードローム粒子（少）含有

5．黒褐色　ハードローム粒子（極少）含有

6．極暗褐色　焼土，砂（少）含有

7．褐　色　ハードロームブロック，砂（少）
含有

8．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有

9．暗褐色　砂ブロック（少）含有

10．暗褐色　ハードローム粒子，焼土粒子（少）含有
砂質

11。灰褐色　焼土粒子（少），灰，砂の混合土層

12。赤褐色　少量の灰を含有した焼土

13．褐　色　焼土粒子（少）含有砂質土層

14．灰褐色　砂，含有、粘土質の土層

15．褐灰色　砂，粘土含有

17．褐　色　ハードロームブロック，焼土粒
粒子（少）含有砂質

第121図　第72号住居址カマド実測図

のロームブロックを含み，中層は暗褐色土で多量のローム粒子と少量のロームブロックを含み，下層は明

褐色土で多量のロームブロックとローム粒子，炭化粒子と微量の焼土粒子を含んでいる。カマドは北壁の

中央部に位置し，規模は長軸120cm，短軸110cmで，北壁を46cm幅で，22cm掘り込んで煙道としている。

燃焼部は長径32cm，短径28cm，深さ6cm程で円形を呈している。カマドほ南東向きに構築され，

袖部の残がいはほんの少しだけ床面に堆積しており，あまり粘土の広がりはない。

燃焼部より高球の脚部を支脚として使用したものと，小型聾片（図且22－6），壌口緑部（図122－

4）を出土している。出土遺物は，土師器と須恵器を共伴して出土している。カマド付近から床面

や床面直上から須恵器の高台付膵（図122－7），盤破片（図122－15）を，東コーナーの床面やその

直上から，土師器の要目緑部2個（図122－1e2），須恵器の蓋（削22－10），坪（図122－12），

盤（図122－13）を，西コーナーPl付近床面から土師器の鉢（図122－3）を，中央部床面直上か

ら須恵器の球（図122－且4）を，他に土師器の要目緑部（図122－5），須恵器の杯e高台付膵（図12

2－8刊を出土し，その他の出土遺物は，覆土中から砥石（図且22－16）と鉄棒を数点出土している。

本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

篤悶母住厨址（澗盲拍0隠舶）（2））

本住居址は，調査区の南東の端D4区C4，C5，C6，d5，d6に確認され，北コーナーに

は如3号土壌が複合している。本址は第43号土壌より古い遺構である。西側0．2mには第71号住居

址が，南西0。3mには第72号住居址が検出されている。本址は，隅丸長方形の平面形を呈しており，主軸
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第122図　第72号住居址出土遺物実測図
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土層解説
A－A′

1・極暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）含有
2・黒褐色　ローム粒子（・少）炭化材含有
3・噌褐色　ローム粒子（極少）含有
4・暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含有

第123図　第73号住居地・第43号土墳実測図

方向はN－56LWで長軸4．83m，短軸3．92m，面積17．2nfを測る。壁高は21cm～29cmであり；壁

は外傾しながら立ちあがっており壁溝はない。床面は平坦で全体的にパカバカの硬い貼り床である。

炉址は中央から北よりに位置し，ピットは5個所確認され，Pl～P5は主柱穴と考えられる。南

東壁中央付近のP5は出入口の施設に伴うピットと思われる。覆土け4層からをり一部撹乱して

いるところも見られるが，自然堆積の状態を示している。　　　上層は極暗褐色土で，多量の

ローム粒子と微量の炭化粒子を含み，下層は黒褐色土で，少量のローム粒子と炭化粒子を含んで

いる。出土遺物は弥生式土器片の壷胴部などの破片を多数出土している。本祉は出土遺物等から十王

台式よりも古い時期に廃棄された遺構と思われる。
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第124図（2）第73号住居址出土遺物拓影図

第74号住居址（図125・126）

本住居牡は，調査区の中央部東側C4区g5，h4，h5，i4，i5に確認され，第92号住居

牡を70％はど切り込んでいる0東側0・2mには第93号住居址が，北側3・8mには第79号住居址が，第

92号住居址に複合して検出されている0本祉は第92号住居址より古い遺構である0本址の，主軸

方向はN－68LEで，規模は長軸5・55m，短軸4・50m，面積23・5rdを測。隅丸方形の平面形を呈

しており，壁高は15cm～30cmほどであり，壁はやや直立ぎみに立ちあがっている。床面は褐色で，

全体的に軟らかく平坦であり，炉祉は確認できなかった0ピットは6個所確認され，Pl・P2

は主柱穴と思われるが，南部の柱穴は確認できなかった。覆土は9層からなり，自然堆積の状態

を示している。

上層は黒褐色土で多量のローム粒子を含み，中層は黒褐色土で少量のローム粒子を含み，下層は

暗褐色土で多量のローム粒子と少量の焼土粒子を含んでいる。出土遺物は，土師器を中心に中央

部から北西部にかけて多量に出土している。北西部床面直上から小型要片，要口縁部（図126－2）

を，北東部床面直上から甑片を，中央部床面直上より手捏土器，器台片（図126－5）を出土し，

他には璧（図126－1），壷，鉢（図126－4）などの破片を数点出土している。その他の出土遺物は，

覆土から弥生式土器の十王台式より古い型式の底部片などを数点出土している0

本牡は出土遣物等から五領期に比定される遺構と思われる0
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土層解説
A－A′

上　黒　色　ローム粒子（多）含有

2．黒褐色　ローム粒召少）含有

3．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒召少）含有
4．褐　色　ロームブロック（多）

5．黒褐色
6．暗褐色　ローム粒自多）焼土粒子（微）含有
7．褐　色

第125図　第74号住居址実測図
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第126図　第74号住居址出土遺物実測‘・拓影図
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第75号住居址（図127・128）

本住居址は，調査区の南部中ほどC3区j O，C4区il，i2，jl，j2に確認され，北壁

は第76号住居址に複合している。本址は第76号住居址より新しい遺構である。南西1．0mには第

48号住居址が検出されている。本址はほぼ正方形の平面形を呈し，主軸方向はN－68LWで長軸
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SlO76　炉址土層解説
′

a‾a

1．黒　色　焼土フロノク，

焼土粒子（少）含有

2．鴫赤褐色　焼けて硬い土

3．褐　色

土層解説

A－A′

1．褐　色　ロームブロック（少）ローム粒子含有

2．暗褐色　ローム粒子，ブロック（多）炭化材含有

3．黒褐色　ローム粒子，ブロック（少）含有

4．褐　色　ローム粒子，ロームブロック，焼土（極

少）含有

5．褐　色

6．褐　色

7．褐　色

8．暗褐色

9．暗褐色
10．褐　色

11．明褐色
12．暗褐色

13．褐　色

ローム粒子，ブロック，粘土含看

ロームブロック，炭化粒子（極少）含有

ローム粒子，ブロック（極少）含有

ローム粒子，ブロック（少）含有

ローム粒子，ブロック（多）含有

ローム粒子，ブロック（極少）含有

粘土粒子，ブロック　（少）含有

ローム粒子含有

ローム粒子，炭化粒子（少）粒土粒子含有

第127図　第75・76号住居址実測図
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SlO75
′

a　‾嶋a

l．赤褐色

2．鴫褐色

3．黒褐色

4．暗褐色

5．褐　色

14．黒褐色

15．黒褐色

16．黒褐色

17．暗褐色

18．黒褐色

19．黒褐色

炉址土層解説

ローム粒f一，焼土粒ら　フロノ

ク，炭化物合イJ

焼土粒f・，ローーム粒子（少）含有

ローム紅1二，焼土粒ブ二（少）含有
焼けてポロホロ

ローム粒子，フロック，炭化粒子（少）焼

土（極少）粘土ブロック，含有
ローム粒子，粘土ブロック（多）焼土粒子

（極少）炭化粒子（極少）含有
ロームブロック，炭化粒子，粘土ブロッ

ク（極少）含有
ローム粒子，ブロック（少）炭化粒子（極

少）粘土ブロック（少）含有

ローム粒子，粘土ブロック，炭化材含有
ローム粒子，ブロック（少）炭化粒子，焼
土粒子（極少）含有

20．黒褐色　ローム粒子，炭化粒子（少）焼土粒子（極

少）含有粘土質

21．暗褐色　ローム粒了，ブロック（少）含有

22．褐　色　ロームブロック含有，さらさらしている

23．褐　色　ローム粒子，ブロック（少捨石
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第128図　第75号住居址出土遺物実測拓影図
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4．92m，短軸4．60m，面積21．6m2を測り，壁高は16cm～31cm程である。壁はほぼ直立ぎみに立ち

あがっている。床面は南側がやや高く，他は平坦で非常に硬い貼り床である。炉址は中央部から

やや北よりに位置し，長径86cm，短径70cmと焼成部は強い火を受けて赤くやけている。住居址中

央部付近に焼土の広がりが見られ，北壁中央部付近に炭化材を検出しているので本址は火災に

に遭遇していると思われる。

ピットは7個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。南東コーナーのP5は貯蔵穴と考え

られ，規模は長径73cm，短径66cm，深さ44cmの不整楕円形を呈している。覆土は18層からなり木

－217－



の根による一部撹乱が見られる。本址の土層は自然堆積の状態を呈している。上層は褐色土で

ロームブロック，ローム粒子を含み，下層は黒褐色土，褐色土でローム粒子，ロームブロックと

微量の焼土粒子を含んでいる。

出土遺物は，土師器を中心に出土し，完存率の良好なものをあげると，北壁中央部付近床面直上

から聾（図128－1），床面から副不片（図128－2）を出土している。その他の出土遣物は，中央部

床面から砥石（図128－3）を出土し，覆土から弥生式土器の十王台式より古い型式の口緑部などの

破片を数点出土している。本址は出土遺物等から和泉期に比定される遺構と思われる。

第76号住居址（図127・129）

本住居址は，調査区の南部中ほどC4区hl，h2，il，i2，j2に確認され，南部は第75

号住居址と複合している。本址は第75号住居址より古い遺構である。本址はほぼ正方形を呈して

おり，主軸方向はN－62．5LWで，長軸4．35m，短軸4．15m，面積16．9nfを測り，壁高15cm～26cmほどである。

壁はやや外反して立ちあがり壁溝は有していか㌔床面は中央部の炉址周辺が硬く壁付近は軟らかい。

炉址は中央から南よりに位置し，規模は長径51cm，短径41cmほどで楕円形を呈している。焼成部

は強い火を受けてロームが赤く焼けている。ピットは2個所検出されPl～P2は主柱穴と思わ

れる。出土遺物は，弥生式土器の胴部などの破片を数点出土し，十王台式よりも古い時期に廃棄さ

れた遺構と思われる。
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第129図　第76号住居址出土遺物拓影図

第77号住居址（図130・131）

本住居址は，調査区の中央部東側C4区d2，d3，el，e2，e3，fl，r2，f3に確
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土層解説
A－A′

1・黒褐色　ローム粒子，ロームブロック（極少）含有
2・暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）含有
3・極暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有
4．黒褐色　ローム粒子（多）含有
5．極暗褐色　ローム粒子含有

6・暗褐色　ローム粒子，ロームブロック（多）含有
7・褐　色　ローム粒子，ブロック（多）焼土ブロック含有

炉址土層解設
′

a‾a

1．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有
2．赤褐色　焼土粒子（多）含有
3．暗褐色　廃土粒子（少）含有

P5土層解説
′

a‾a

1．黒褐色　ローム粒子

2．暗褐色　ローム粒子，ブロック（少）
3．褐　色　ローム粒子，ブロック微量含む

4．褐　色　ロームブロック，ローム粒子含
む

第130図　第77号住居址実測図
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第131図　第77号住居址出土造物実測・妬影図
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認され，北西コーナーには第36号住居址，西壁中央部には土壌が複合している。西側1．0mには，第

37号住居址，第38号住居址，西側0。6mには第78号住居址が検出され，第38号住居址の南東コー

ナーと本址の南西コーナーは接している。本址は切り合い関係から第36号住居址，第38号住居址

より古い遺構である。

本址は，隅丸方形の平面形を皇し，主軸方向はN－27LEで規模は，長軸6。53m，短軸6．25m，

面積37。2nfを測り壁高は15cm～26cmほどである。壁はゆるやかに外傾して立ちあがっている。壁

溝はなく床面は硬く平坦である。北西部から炭化物を出土しているところから本址は火災に遭遇

していると思われる。炉址は床面中央より西に位置し規模は長径70cm，短径40cm言采さ8cmほど

楕円形に掘り窪められており焼土が含まれている。ピットは14個所確認されPl～P4は主柱穴と考

えられる。南東コーナーのP5は貯蔵穴と思われ，長径129cm，短径8伽m，深さ39cmの不整楕円形を呈し

ている。覆土は6層からなり，東部地区は撹乱を受けているが他は自然堆積の状態を示している。

上層は黒褐色土で，ローム粒子と極少量のロームブロックを含有し，下層は黒褐色土で多量の

ローム粒子，ロームブロック，焼土ブロックと極少量の炭化粒子を含有している。出土遺物は，

土師器を中心に弥生式土器の十王台式よりも古い型式の頸乳　底部などの破片を覆土から数点出

土している。土師器の完存率の良好なものをあげると，炉址付近床直上から要目緑部（図131－2）

と，南東コーナー東面直上から柑（図131－3主床面から器台（図131－5），壷（図131－4上　西

コーナー床面より壷（図131－1）を出土し，他に支脚2個（図131－6・7）と嵐　婆などの破片

を数点出土している。本址は，出土遣物等から古墳時代五領期に比定される遺構と思われる。

第柑号住居址（図柑　◎柑3）

本住居址は，調査区の中央部東側C4区f2，r3，g2，g3に確認され，北側0。7mには

第77号住居址が，東側2。5mには第92号住居址が，西側3。7mには第81号住居址が検出されている。

本址は隅丸正方形の平面形を皇し，主軸方向はN－9且LEで長軸2。70m，短軸2．65m，面積5。3扉

を測る。壁高は35cm程で，　壁は垂直に立ちあがり，壁下には東・北壁を除いて幅11cm言采さ6

cm内外の壁溝を有している。床面は中央部が硬くその周辺は軟らかい。ピットは3個所確認され

Plは主柱穴と考えられるが，他は確認することができなかった。覆土は7層からなり自然堆積

の状態を示し，確認面より床面中央に向って流れ込んでいる。上層は黒褐色土で少量のローム粒

一221－



土層解説
a－a　′　b－b′

1・暗褐色　極少量の焼土粒子を含有し，しまりを帯びている

2・黒褐色　少量の焼土粒子を含有し，しまりを帯びている

ぬ，3・灰褐色禁の灰塊，焼土粒子を含有し若干しまりを帯びて

4・暗褐色　少量の灰塊，焼土粒子を含有し非常にしまりを帯び
ている

5・褐　色　極少蓮の焼土粒子を含有し、若干しまりを帯びてい
いる

6・灰褐色　少量の焼土粒子を含有して灰層である

7・暗赤褐色　少量の焼土粒子を含有し，さらさらしている

第132図　第78号住居址カマド実測図

土層解説
A－A′

1．黒褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）
含有

2．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含
有

3．黒　色　ローム粒子，焼土粒子，炭化材
含有

二l二千

ノノ
L＝36．2m

2　M

4．暗褐色　ロームブロック含有
5．黒褐色　ローム粒子（多）炭化材、焼土粒

子（極少）含有
6．暗褐色　ローム粒子（多）含有
7．褐　色　ローム粒子（多）含有

133図　第78号住居址カマド実測図
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子と極少量の焼土粒子を含み，中層は極暗褐色までローム粒子と少量の焼土粒子を含み∴下層は

黒色土でローム粒子，焼土粒子，炭化粒子を含んでいる。カマドは東壁の中央部西向きに構築し

規模は長径110cm，短径50cm，東壁を76cm幅で，49cm程掘り込んで煙道としている。煙道部から土

師器片を出土している。燃焼部は長径36cm9短径18cm，深さ4cm程の楕円形に掘り窪めている。

出土遺物は土師器の破片を中心に須恵器の朝一を南東部床面直土から其伴している。土師

器の高序片，序片，婆目線部などの細片を床面直上から出土している○その他の出土遺物は弥生

式土器片数点と布目瓦を覆土から出土している。

本址は，出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第79号住居址（酎錮～は柑）

本住居址は言洞査区の中央部東側C4区r4，r5，g5に確認され，す本址のほとんどは第92号

住居址の北部に複合し，本址は第92号住居址より新しい遺構である○北東0血に第94号住居址

む

i

O
①
b

∋

l

圃ヽ
．由

b，

ま二層解説
a－a　′　b　－b　′

1・褐　色　焼土粒子（極少）含有

2・にぷい赤褐色　焼土，灰（少）含有

3・暗褐色　ハードローム粒子，焼土粒子（少）
含有

4・にぷい褐色　焼土粒子（多）含有砂質の土層

5・明赤褐色　焼土プロノク（多）含有灰賞の層
6・暗褐色　焼土粒子（多）含有灰層
7．褐　色　焼土粒子（極少）含有

8・暗褐色　焼土粒子（多）含有若干の砂質

9・褐　色　焼土粒子，炭化粒子（少）含有砂質
の土層

10・灰褐色　粘土（少）含有砂質の土層

第闇苫　第79号住居址カマド実測図
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第柑橘那◎鵬住居址実測図　随二醜二匿’
土層解説

A－A′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒ら炭化材
（極少）含有

2．黒褐色　ローム粒子，焼土粒f一，炭化材
砂，含有

3．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子，炭化
材，砂，含有

バ＋＋，づ・～、‥」昌男鳥　ルj沖′　右今√、
1．　l－・YJヽ　V　　リj、lγリLJ Pノ′　ク　ヽ　し一　ト．、‾’

5．暗褐色．ローム粒自多）含有
6．暗褐色　ローム粒自多）含有

炉址土層解説
a‾a

1．暗褐色　焼土粒子（多）炭化粒子，砂質
（少）含有

2．明暗褐色　焼土ブロック含有

第柑図　第開号住居址出土遺物実測図

－224－

士層解説
B－B′

1．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック
（少）含有

2．極暗褐色　ローム粒子，炭化粒子（少）含
（少）含有

3．暗褐色　ローム粒子，炭化材，焼土粒子

4．褐　色
5．明褐色
6．黒　色

（少）含有
ローム粒子，炭化粒子（少）含有

ローム粒子（少）含有さらさらし

ている

7．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子少）含有



e第82号住居址が，第92号住居址の北コーナーに複合し検出されている。南側3。6mには第74号

住居址。第93号住居址が第92号住居址の南コーナーに複合して検出されている。本址は隅丸長方

形の平面形を皇し，主軸方向はN－89LEで長軸2。8五m，短軸2．50m言面積6．1汀fを測る。壁高は28

cm～37cm程であり，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。床面は沖央部がやや硬いものの壁付近は軟ら

かい。ピットは6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。貯蔵穴は有していない。

覆土は6層からなり，第92号住居址の覆土を切って本址は自然堆積の状態を示している。上層は

黒褐色土でローム粒子と焼土粒子，炭化粒子を含み，下層は極暗褐色土でローム粒子，焼土粒子，

炭化粒子を含んでいる。

カマドは東壁の中央から南よりに位置し，規模は長径93cm，短径53cmで，北壁を79cm幅で，50cmほ

ど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径28cm，短径15C恥　深さ4cmほど楕円形に掘り窪めて

いる。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは西向きに構築されている。燃焼部から婆破片と内

黒の高台付序（図136－1）を出土している。出土遺物は非常に少なく床面直上などから土師器の

細片を数点出土している。その他の出土遣物はカマドから布目瓦を出土し，他に弥生式土器片を

数点出土している。本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第錮号住居址（図裾紺）

本住居址は，調査区の中央部東側C4区C4，C5に確認され，北側1e2mには第42号住居址，第

44号住居址が，北東0。1mには第83号住居址が，東側1．0mには第49号住居址が，西側3・5mには第45号

住居址が検出されている。本址は隅丸長方形の平面形を皇し，主軸方向はN－86LEで，規模は長

軸3。80m，短軸3。15m，面積11。1m2を測る。壁高は40cm内外であり，壁はほぼ垂直に立ちあがっ

ている。床面は褐色で軟らかく平坦である。

ピットは2個所検出され，Pl～P2は主柱穴と思われるが，他の柱穴は確認されなかった。

覆土は6層からなり自然堆積の状態を示している。上層は極暗褐色土でローム粒子と少量の焼土

粒子を含み，中層は暗褐色土で多量のローム粒子と極少量の焼土粒子を含み，下層は暗褐色土で

多量のローム粒子とロームブロック，炭化粒子を含んでいる。カマドは東壁の中央部に位置し西向

きに構築されているが，撹乱されてそのプランを確認することはできない。遺物は土師器を中心に

須恵器の球などの細片と弥生式土器の破片を覆土から数点出土している。土師器は，南東部B付

近床面直上から杯等の破片を数点出土している。本址は，出土遣物等から国分期に比定される遺

構と思われる。
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土層解説
A－A′

1．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有
2．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）含有
4．褐　色　ローム粒子，ブロック，炭化粒子　含有
5．褐　色　ロームブロック（多）含有
6．明褐色

第柑図　第約号住居址実測図

籠馴奇住属地（駄‡38c育39）

本住居址は，調査区の中央部C3区r O，gO，C4区r且，glに確認され，北東2。8mには

第38号住居址が，3。8mには第77号住居址が，東側3。7mには第78号住居址が，西側2。Omには方形周溝

遺構が検出されている。本址は，隅丸長方形の平面形のを皇し，主軸方向はN－13LWで規模は

長軸3。66m，短軸3。mm，面積9。8m2を測る。璧高は14cm～18cmであり，壁はゆるやかに外反し

て立ちあがり，壁下には幅且Ocm，深さ5cmの壁溝を有している。床面は中央部が非常に硬く，壁

付近は軟らかい。

ピットは5個所確認されP且～P2は主柱穴と思われるが，貯蔵穴は有していない。覆土は4

層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色土でローム粒子と極少量の焼土粒子を合

一226－



土層解説
A－A′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含
有

2．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含
有

3．暗褐色　ローム粒子（多）含有

4．暗褐色　ローム粒子，焼土ブロック，砂
含有

農讐箋聖二＝』

第138図　第81号住居址実測図

‾二l千二l
ヒ＿＿＿－聖聖二二二∃

第139図　第81号住居址出土遺物実測図

み，下層は黒褐色まで，ローム粒子，焼土粒子，焼土ブロックを含んでいる。カマドは北壁の中央部

に付設されているが誹り平されている。出土遺物は，土師器を中心に、須恵器の細片を覆土から数点

出土している。土師器の完存率の良好なものをあげると床面直上から椀（図139－の，膵片（図且39
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ー2），南壁付近床面直上から小型壷（図139－3）を出土している。その他の出土遣物は弥生式土器

片で覆土から十王台式より古い型式の頸部片などの破片を数点出土している。

本址は，出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる0

第82号住居址（図134・140（り（2））

本住居址は，調査区の中央東端C4区e5，e6，r5，r6に確認され，中央部に第94号住居

址が，東側に第5号土壌がすっぽりと複合している。北コーナーには第95号住居址が，南西部に

は第92号住居址が複合している。

本祉は第92号住居址・第94号住居址より古く，第95号住居址・第53号土壌と同時期であるが，切り合い関

係から第95号住居址・第53号土壌より新しい遺構である。本址は隅丸正方形の平面形を呈し，主軸方向はN

－44LWで規模は長軸4．62m，短軸4．50m，面積18．7nfを測る。壁高は20cm～30cm程であり，壁

はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面は暗褐色土で平坦であり，炉址付近が特に硬

い。ピットは6個所確認されPl～P2は主柱穴と考えられるが，他の主柱穴は検出できなかっ

た。

西コーナーのP3は貯蔵穴で，規模は長径70cm，短径58cm，深さ胡cmほどで不整楕円形を呈して

痍140（1）第82号住居址出土遺物拓影図
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第140図（2）第82号住居址出土遺物実測図
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いる。覆土は13層からなり，覆土の上部は第94号住居址に切られ，同時期の第53号土壌にも切ら

れている。本址の上層は暗褐色土で多量のローム粒子と少量のロームブロックを含み，下層は極

暗褐色土でローム粒子と少量の炭化粒子を含んでいる。炉址は中央から西よりに位置し，規模は

長径54cm，短径41cmで10cmほど皿状に掘り窪めて内部に焼土が充満している。出土遺物は土師器

を中心に須恵器片と弥生式土器の十王台式よりも古い型式の破片を数点出土している。

土師器の完存率の良好なものをあげると北西壁付近床面直上から器台（図140－10）と，東コーナ

ー中ほど床面直上から′j、型壷（臣狙40一五壷（剛40－2）誹（図140－3），支脚（図140－17主南

コーナーP3床面から器台（図14－9），高埼南西壁付近床面から高膵2個体分（図140－7e13）

西コーナー炉址付近床面直上から支脚（図140－16），婆（図140－5），碗（図140－4）と，中央

部床面より甑（図140－6），支脚（釦40－15）を出土し，他に高札器台，甑（図140－8），相な

どの破片を多数出土している。その他の出土遺物は，砥石片を覆土から出土している。

本址は，出土遺物等から古墳後代の五領期に比定される遺構と思われる。

第83号住眉址　佃日射）

本住居址は，調査区の中央部東側C4区a4，a5，a6，b4，b5，b6に確認され，北東

コーナーには第87号住居址e第88号住居址，東壁には第50号土壌，南東コーナーには第84号土壌

が，西壁には第44号住居軋南壁中央部には第49号土壌が複合している。本址は隅丸正方形の平

面形を呈し，主軸方向はN－8LEで，規模は長軸6。40m，短軸6。35m廊積38。捕ほどを測る。璧

高は50cm内外で，壁はほぼ垂直に立ちあがっており，本址は西壁と北。南壁の一部しか確認するこ

とができなく，西壁と北・南壁の壁下には幅20cm，深さ10cmほどの壁溝を有している。床面は非

常に硬い貼り床で，南西弓ヒ西コーナー付近には焼土が広がっており，南西コーナー付近には

焼土と大きな炭化材が出土しているので本址は火災に遭遇しているものと思われる。ピットは3個

所確認され，Pl～P3は主柱穴と考えられる。南壁中央部には出入口の施設と思われる澤円形の

床面より一段高いベルトを有している。覆土は8層からなり。北東部土層は第87号住居址に切われ

ている。上層は黒褐色まで黒色土。少量のローム粒子，炭化粒子，極少量の焼土粒子を含み，中

層は黒褐色土でローム粒子と少量の焼土ブロックを含み，下層は極暗褐色土で炭化粒子，焼土粒

子と多量のローム粒子と少量のロームブロックを含んでいる。カマドは削平されて確認すること

はできないが，燃焼部は確認され，規模は長径113cm，短径95cm言葉20cm程の不整楕円形に掘り

＼
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土層解説
A－A′

1．黒　色　ローム粒子含有

2・極暗褐色　ローム粒子，焼ま粒子（極少）
炭化粒子（少）含有

3・黒褐色　ローム粒子，焼土ブロック（少）
含有

3a・黒褐色　ローム粒子，焼土ブロック（極
少）含有

3b・黒褐色　ローム粒子，焼土ブロック，
ハードロームブロック含有

4・極暗褐色　炭化材，ローム粒子（多）ブロ
ック（少）含有

L＝36．2m

ヒ二二二豊二二∃

5・暗褐色　ローム粒子，ロ…ム小ブロック
（多）炭化粒子（極少）含有

6・暗褐色　ローム粒子，プロッグ（多）炭化
材，焼土粒子（極少含有

7・極暗褐色　ロームブロック（少）炭化材（多）
含有

8・暗褐色　ローム粒子（多）炭化材，焼土粒子，
含有

9・褐　色　さらさらしている

第棚囲　第83e87号住居址50号土壌実測図
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窪められている。出土遺物は須恵器の高士吊不，盤などの破片を出土し，土師器は，中央部から聾

の破片などを数点出土している。その他の出土遺物は鉄製品や鉄浮，砥石を出土している。本址

は出土遣物等から鬼高期に比定される遺構と思われる。

第糾号住居址（図摘～摘超）

本住居址は，調査区の中央部東側C4区C5，C6，d5，d6に確認され，北壁は第83号住居

址と北西コーナーは第49号土壌と複合している。南西コーナーは撹乱されている。本址は第83号

住居址と同時期の遺構であるが，第83号住居址の南東コーナーを切って本址が構築されているの

」　　　　」土層角鋸見
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（多）小ブロック（極少）含有
2．黒褐色　ローム粒子，小ブロック（多）焼土粒子

（極少）含有
3．極暗褐色　ローム粒子，ブロック（少）含有
4．褐　色　ローム粒子（多）含有
5．暗褐色　ローム粒子（多）炭化材，焼土粒子（極

少）含有
6．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子，炭化材，ローム

ブロック含有

7．黒褐色　砂質粘土，炭化材，ローームプロノク含有
8．暗褐色　ローム粒子，砂質粘土，炭化材，含有
9．灰褐色　ローム粒子，粘土粒子，砂，含有
10．黒　色　ローム粒子含有
11．暗褐色　ローム粒子（多）炭化材含有

上層解説
B－B′

1．黒褐色
2．日普褐色

3．日普褐色

・Ll暗視色

5．暗褐色

6．褐　色

2　M

ローム＊立子（多）炭化材（微）
ローム粒子（多）ブロック（少）炭化材（少）

含む
ローム粒子（少）ブロック（微）焼土粒子，炭
化材（微）含む
ロトーム粒子（多）焼土ブロック（少）炭化粒
子（微）
ローム粒子（多）焼土粒子（微）ロームブロ
ック（少）含む
ローム粒子，ブロック（多）白色＊占土（微）
含む

7．暗褐色　ローム粒子（少）白色粘土（微）焼土粒子（微）含む
8．黒褐色　ローム粒子（多）プロノク（微）含む

第摘図　第錮号住居址◎第舶号土壌実測図
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ト＝36・Omll

土層解説
a　－a　′　b－b　′

1．褐　色　砂粒（多）粘土ブロック（少）含有
2．褐　色　砂粒子，ハードローム粒子（少）

含有
3．暗褐色　焼土粒子（少）含有砂質の土層

4．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有，砂質
の士層

5．暗赤褐色　焼土粒子，ハードローム粒子
（多）含有

あ，冒：霊霊宝：：：鐙：昔鵠笛砂質土層
8．灰褐色　焼土粒子（少）含有砂層
9．褐　色　焼土，砂，（少）含有
10．褐　色　ハードローム粒子（少）含有
11．にぷい褐色　粘土（少）含有，砂層

12・褐　色　ハードローム粒子（極少）含有砂層
13．にぷい赤褐色　熱を受けた砂層
は　暗赤褐色　焼土粒子（少）含有，砂質土層

胞，1ゑ褐　色　ハードロームブロック（多）含有
砂質土層

16．黒褐色　ハードロームブロック（少）含有
砂質土層

17．極暗赤褐色　焼土（少）含有妙質土層

18・黒褐色　粘土ブロック（少）含石野質土層
19．灰黄褐色　粘土（多）含有

第掴3図　第糾胃住居址カマド実測閂

で，第83号住居址より新しい遺構である。また第49号土壌は本址よりも新しい遺構である。東側0。

8mには第91号住居址が，西側2。4mには第80号住居址が，南側0。5mに　第96号住居址が検出されて

いる。本址は長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－5LWで，規模は長軸3。90町短軸3。75m，

面積12e損を測る。壁高は55cm～60cm程であり，壁はゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面は褐

色で硬く踏み固められた状態を呈している。ピットは2個検出されP2は主柱穴と思われる。床面

から炭化物を出土しているので火災に遭遇していると思われる。覆土は11層からなり自然堆積の

状態を示している。上層は褐色土・暗褐色土で多量のローム粒子と炭化粒子，極少量の焼土粒

子を含み，下層は極暗褐色土でローム粒子，ロームプロッ宍焼土粒子を含んでいる。カマドは北

壁の中央から東よりに位置し，規模は長径150cm，短径120cmで北壁を100cm幅で53cm掘り込んで
†

煙道としている。燃焼部は長径46cm，短径25cm，深さ4cmほど楕円形に掘りくぼめている。袖部

は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南向きに構築されている。燃焼部内から土師器の婆口緑

部などの破片を数点出土している。

出土遺物は須恵器を中心に，土師器は乳支脚（図144－1e2），壷などの破片を数点出土した

だけである。須恵器の完存率の良好なものをあげると，北東コーナー付近床面直上から高台付挿・稀片2

点（図且44－5e7）。中央部床面直上から球片（臣狙44－3）と南西コーナーから棒（図144－4）†

を出土し，他に棒（図144－9）などの細片を多数出土している。その他の出土遺物は鉄製品，石製模

造品の勾玉（図144－11），砥石などを出土している。本址は出土遣物等から国分期の遺構と思われる。
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第144図　第84号住居址出土遺物実測図

第85号住居址（淫‖450用6）

本住居地ま，遺跡の南西部D3区e2，e3に確認され，本址の東側は濁86号住居址の床面を17cmほど掘り込み，約30％を削

除しているので第8時住居址よりも新しい遺構である。棚虹3mには第58号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－90

－Wで規模は長軸3。30m，短軸3。23m，面積9。5m2ほどでほぼ正方形の平面形を呈している。

壁高は17cm～32cmほどで壁は緩やかに外傾して立ちあがっている。床面は平坦で硬く踏み固め

られた状態である。ピットは6個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。覆土は11層か

らなり，鄭根による怒Lを受けている。＿蛸は，黒磯吐て少量のローム粒子を含み，下層は，暗褐色土で，多量のローム粒子，少量の
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2　M

し＝36．0m

L＝36．0m
1　M

む

：

i

むヽ
e

1．黒褐色　ローム粒子（少）含有

2．暗褐色　ローム粒子（多）プロ、ソク（少）焼土ブロック（極少）含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）ブロック（少）含有
4．黒褐色　ローム粒子（少）ブロック（極少）含有
5．黒　色　ローム粒子（極少）含有

第145図　第85・86号住居址実測図

⑳

b、－

土層解説
a－a　′　b－b　′

1．黒褐色

2．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子含有
3．暗褐色　焼土粒子（多）ローム粒子（少）含

有

4．極暗赤褐色　焼土ブロック，焼土粒子含有

一輸，5・暗赤褐色讐孟粒子（多）ロ‾ム粒子（少）
6．極暗褐色　粘土ブロック，焼土粒子含有
7．灰褐色　砂質粘土

8．暗褐色　ローム粒子，粘土粒子含有
9．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子含有

10．黒褐色　焼土粒子（多）含有
11．褐　色　ローム粒子（多）含有
12．暗褐色　ローム粒子（極少）含有
13．極暗褐色　ローム粒子（少）含有

韓国5図　第85号住居址カマド実測図
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ロームブロック，極少量の焼土ブロックを含んでいる。カマドは北壁の中央から東よりに付設され，

規模は長径75cm，短径70cmで北壁を25cm幅で10cmほど掘り込んで煙道としているO燃焼部は長

径25cm，短径22cmで，深さ6cmほど円形に掘り窪められている0出土遣物は非常に少なく，土師器の高

挿片を北西コーナー床面直上から出土し，他は要，軋高膵などの細片を数点出土したのみで

ある。その他，須恵器の細片を数点と弥生式土器片を数点出土している。本址の時期を決定する

にたる遺物は少ないがほぼ古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる0

第86号住居址（図1亜・147）

本住居牡は，調査区の南西部D3区d3，e3に確認され，本址の西側は第85号住居址に30％

ほど削除されているので，本地ま第85号住居址より古い遺構である。本址の主軸方向はN－3LWで規

模は長軸3．32m，短軸2．41m，面積6・7ポほどでほぼ隅丸長方形の平面形を呈している0壁高は25

cmほどで外傾して立ちあがっている。床面は褐色で踏み固められた状態を呈している0ピット

は検出されない。覆土は4層からなり，第85号住居址に削除されなかった残存部は自然堆積の状

態を示している。上層は黒褐色土で少量のローム粒子を含み，下層は暗褐色土で多量のローム

粒子と少量のロームブロックを含んでいる0炉址は検出されなかった0出土遺物は，弥生式土

器の口緑部，口辺部，胴部，底部などの破片を多数出土しており，これらは十王台式より古い

型式の土器片と思われる。本牡は弥生時代後期の遺構と思われる0

〝
〟
日
日
塙

〃
〃
仏

法
憩
翫
訂

第147図　第86号住居址出土遺物拓影図
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土層解説
a－a′　b－b′

1．黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

2．黒褐色　焼土粒子（極少）含寺砂質の土層

3．褐　色　焼土ブロック（少）含有砂質の土層
4．褐　色　焼土ブロック（少）含有山砂層

5．灰褐色　ハードロームブロック（少）含有砂

6．暗褐色
7．褐　色

8．暗褐色

9．暗褐色
10．暗褐色

11．極暗裾

12．暗褐色

13．暗褐色
14．暗褐色

15．暗褐色
16．黒褐色

質の土層

焼土粒子（少）含有砂質土層

焼土（少）含有砂質の土層

灰（少）含有砂質の土層

焼土（少）含有灰層

焼土粒子（極少）含有

色　ハードローム粒子（少）灰（極少）

含有

ハードローム粒子，灰塵少）含有

ハードロームブロック（少）含有

ハードロームブロック（少）含有

砂質を帯びた土層

ハ一一ドローム粒子（極少）含有砂

炭化物（多）含有
17．黒褐色　ハードローム粒子（極少）炭化物

（多）含有
18．にぷい褐色　粘土（少）含有砂層

19．黒褐色　粘土
20．黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

21．灰褐色　粘土（少）含有砂層

第用臓　第87号住居址カマド実測岡

本住居址は，遺跡の中央部東側C4区a5，a6，b5，b6に確認され，北東コーナーは

第88号住居址と西側は第83号住居址と南東コーナーには第50号土壌が複合している。

本址は，第83号住居軋第88号住居軋第50号土拡よりも新しい遺構で，それらの住居址の床面

にロームを貼り構築されていた。本址は推定で正方形の平面形を皇し，主軸方向は，N－3・5L

Eで規模は長軸4．10m，短軸3瀾m，面積14・頼まどを測る0壁は北壁のみ残存しており，壁高は45cmほどである。

床面は硬く凸凹している○柱穴と思われるピットは確認されなかった。覆土は8層からなり自然堆

積の状態を示している○上層は，暗褐色土で多量のローム粒子，ロームブロックと極小量の炭化

粒子を含み，中層は黒褐色土で，少量のローム粒子と焼土粒子を含み9下層は暗褐色土で多量に

ローム粒子，ロームブロックと極少量の炭化粒子，焼土粒子を含んでいる。

ヵマドは，北壁の中央に付設され，規模は長径142cm，短径123cmで，北壁を140cm幅で，53cm掘

り込んで煙道としている○燃焼部は長径58cm，短径46cm言葉さ3cm程楕円形に掘りくぼめている。

出土遣物は，土師器と須恵器を共伴して出土している。カマドの燃焼部から焚口部にかけて

土師器の聾2個体分（図149－1。2）と細片を多数出土している。須恵器はカマド内燃焼部等

から高台付土不e｝紺固体分（酎49－3・4。5）を出土し湖底部（酎49－4）には「由牒長」
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第149図　第87号住居址出土遺物実測図

の墨書を確認するこ

とができる。北東コ

ーナー床面直上より

膵と他に細片を多数

出土している。

その他の出土遺物

は，鉄澤を数点出土

している。本址は出

土遣物等から国分期

に比定される遺構と

思われる。

第摘号住居址（図柑　e相可）

本住居址は，調査区の中央部東側B4区j6，j7，C4区a6，a7に確認され，本址は北西

付近と北コーナーを残すのみで，東コーナーには　第90号住居址が，西コーナーには　第87号住

居址が，南コーナーには第89号住居址が複合している。本址は第87号住居址。第90号住居址より

古い遺構である。（第89号住居址のプランは複雑に遺構が複合しているため，　　　　　　　は

っきり把握することはできなかった。）推定で本址は，ほぼ正方形の平面形を皇し，主軸方向はN

－55LEで，規模は長軸4．90m，短軸4．75m，面積2上3rがほどを測る。壁高は40cm内外であり，壁はゆ

るやかに外反して立ちあがっている。床面は硬く踏み固められた状態を示しており割合に凸凹し

ている。

炉址は中央から北よりに位置し規模は長径70cm，短径65cmの楕円形を皇し，燃焼部は皿状に掘

り窪められ焼土が充満していた。

主柱穴と思われるピットは1個所確認されている。覆土は9層からなり，複雑な遺構の複合状

態を示している。上層は黒褐色土e暗褐色土で，多量のローム粒子と極少量のロームブロックを

含み，下層は極暗褐色土でローム粒子と少量の白色粘土を含んでいる。

出土遺物は，土師器を中心に覆土から須恵器片，弥生式土器片を多数出土している。土師器の

完存率の良好なものをあげると，炉址付近床面より聾片（図且51－且），高膵片（図151－4），南コ

ーナー床面直上から器台片（図151－3上　北コーナー床面直上から支脚を出土し，他に覆土から

婆（図151－2）などの破片を数点出土している。その他の出土遺物は，覆土から弥生式土器の破片を

出土し図151－巨2は長岡式に比定され，他は十王台式に比定される破片である。他には砥石，土製

紡錘車（図151－5），墨書土器を出土している。本址は古墳時代五領期に比定される遺構と思われる。

－238－



L＝36．2m
2M

土層解説
A－A′

1．黒褐色　ローム粒子（多）含有
2．褐色
3．極暗褐色　ローム粒子（多）ブロック（極少）含有
4．暗褐色　ローム粒子，炭化材（極少）含有
5．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック（極少）含有
6．黒褐色　ローム粒子（多）炭化材，焼土粒子（極少）含有
7．極暗褐色　ローム粒子，白色粘土（少）含有
8．黒褐色　ロー一一ム粒子（少）焼土粒子，炭化材（極少）含有
9．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子含有

土層解説
′

a‾a

1．暗褐色　炭化粒子，焼土粒子（少）含有

第150図　第88・90号住居址。第51号土壌実測図
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第151図　第88号住居址出土遺物実測・拓影図
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第92号住居址（図152～1錮）

本住居址は，遺跡の中央部東端C4区　r4，r5，r6，g3，g4，g5，g6，h4，

h5，h6に確認され，北コーナーには本址より新しい時期の第79号住居址〇第94号住居址が，

古い時期の第82号住居址が検出されている。南東壁には本址より新しい時期の第93号住居址が，

南コーナーには，本址より古い時期の第74号住居址が複合している。本址は，正方形の平面形を

皇し，主軸方向はN－16LWで規模は長軸9・15町短軸9・10m，面積77も輔ほど測る。壁高は　42

cm～68cm程で壁はゆるやかに外反して立ちあがっている。床面は暗褐色であり9中央部は硬いが

壁際は軟らかい。　　　　南東壁中央部に出入口の施設と思われるベルトが，床面より一段

高く半円形に廻っている。その中心部に土壌が付設され，規模は長辺87cm，短辺61cm，深さ80cm

の長方形の平面形を呈している。ピットは6個所確認されPl～P6は主柱穴と思われる，貯蔵

穴は確認できなかった。覆土は10層からなり自然堆積の状態を示している。セクションベルト内

から土師器の膵片を出土している。上層は黒褐色土でローム粒子と，少量の焼土粒子を含み，下

lぬ一一

か

し＝32．2m

ヒ二二二二空二二二二ヨ

上層解説
a－a′　b－b′

1．灰褐色　ハードローム粒子（少）焼土粒
子（極少）含有

2．褐　色　焼土粒子（少）含有
3．にぷい褐色　灰を主体，焼土粒子（少）

含有
4．褐灰色　粘土，灰のミキシング土層
5．暗褐色　焼土粒子，ハードローム粒子

（少）含有
6．暗褐色　焼土粒子（少）含有
7．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
8．にぷい赤褐色　灰を主体、焼土粒子（少）

含有

9．灰褐色　粘土，焼土のミキシング土層
10。暗褐色　焼土粒子（少）灰質の土層
11．暗褐色　ノトドローム粒子（少）さらさ

らしている
12．にぷい赤褐色　灰，焼土，粘土のミキ

シング土層
一汐13．暗褐色　焼土粒子（極少）含有灰質の土層

14。灰褐色　焼土（少）含有，灰層
15．暗赤褐色　焼土（多）含有灰質土層
16．褐灰色　粘土含有
17．褐　色　ハードロームブロック（多）含有

第152図　第92号住居址カマド実測図
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A－A′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有
2．黒　色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック（少）含有
4．暗褐色　ローム粒子，ロームブロック，粘土含有
5．褐　色　ローム粒子（多）ロームブロック（少）含有
6．極暗褐色　ロームブロック，ローム粒子（少）含有
7．暗褐色　ローム粒子（多）含有
8．暗褐色　ローム粒子．ブロック（特多）含有
9．黒褐色　ローム粒子（少）ブロック含有

10．暗褐色　ローム粒子（多）大ブロック（少）含有

第153図　第92・93号住居址実測図
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層は褐色土で多量のローム粒子と少量のロームブロックを含んでいる。カマドは第79号住居址に一

部削平されているが北壁中央から東よりに付設され，規模は長径210cm，短酎40cmで，北壁を35cm

幅で64cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径55cm，短径45cmで深さ5cmほど楕円形に

掘り窪められている。袖部は黒色土と混りの砂質粘土で南東向きに構築されている。燃焼部から土

師器片を多数出土している。出土遺物は，土師器を中心に覆土から須恵器のま柏どの細片を数点

出土している。土師器の完存率の良好なものをあげると，カマドから椀を出土し，北部の床面直

二三＿l ＝こ三「

第154図　第92号住居址出土遺物実測図
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上から壷（図は4－3）を，南部床面直上から碗（図154－6）と高膵（図154－11）を，中央部床

面から目線部に籾痕のある壷（図154－1）を出土し，他は，床面直上などから丹彩の膵（図154－

－4）と杯（図1弘一5・7・9）藩坪（図1封－10），手軽土器憫1針－12）了」、型婆（図1勤「2）などの破片

を多数出土している。その他の出土遺物は，鉄製品（図154－13e14）と覆土中から弥生式土器の

破片を数点出土している。本址は出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構である。

第93号住居址（酎530捕る。摘6）

本住居址は，調査区の中央部東端C4区　g6，h5，I16に確認され，北部は第92号住居址

と半分ほど複合している。　　　西側0。2mには第74号住居址が検出されている。本祉は第92

号住居址より新しい遺構である。本址は隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－4LEで，

規模は長軸3。00町短軸2。60m，面積7・輔を測り，第92号住居址の床面を約10cmほど掘り込んで，

本址を構築している。壁高は東e西・南壁は10cm程で，南壁は38cm程であり，壁はややゆるやかに

外反して立ちあがっている。床面は非常に硬く，ピットは確認することができなかった。カマド

は北壁の中央から東よりに位置し，規模は長径106cm，短径90cmで北壁を55cm幅で40cmほど掘り

込んで煙道としている。燃焼部は長径31cm，短径26cIn言采さ2cmほど楕円形に掘り窪められている。

L＝36．2m

1M
＿　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：一／

土層解説
a－a′　b－b′

1．黒褐色　ローム粒子，ローム小ブロック
砂粒子含有

2．黒褐色　ローム粒子，灰黄褐色の砂質を
含む粘土（多）含有

3．極暗褐色　ローム粒子，炭化材，焼土粒
子（極少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）砂質を含む粘土
粒子含有

5．黒　色　ローム粒子（多）焼土粒子，炭化
粒子（少）含有

6．黒褐色　ローム粒子（多）ロームブロック
炭化材，粘土ブロック（極少）含
有

7．灰褐色
8．褐灰色
9．暗褐色

10．黒褐色
11．黒赤褐色
12．褐　色
13．黒褐色

第摘5図　第93号住屈址カマド実測図
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砂質の粘土
粘土（多）含有
焼土粒子（多）砂質粘土ロ‾ムブ
ロック含有
ローム粒子，焼土粒子含有
砂質粘土が焼けている

ローム粒子（多）焼土ブロック
（少）含有
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第156図　第93号住居址出土遺物実測図
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袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南向きに構築されている。出土遺物は，須恵器を中心に

土師器を其伴している。須恵器の完存率の良好なものをあげると，カマドの煙道部から棒（図156－

5），カマド際から髄（図156－4），南部から序（図156－6）と，他に土不（図156－7上壷等の破片

を出土している。土師器は，南西コーナー壁際より婆（図156－1）を出土し，中央部床面直上より

内黒で底部に墨書のある高台膵片を出土している。他は覆土中から序（図156－2・3），婆など

の破片を多数出土している。その他の出土遣物は，南東コーナー壁際床面直上より砥石（図156－

8），鉄製品（図156－9）等を出土している。本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と

思われる。

第錮号住居址　閃柑　◎柑轟）

本住居址は，調査区の中央部東C4区，e5，e6，r5，r6に確認され，第82号住居址にす

っぽりと切り込んでいる。東側は第53号土壌に，南西部は第92号住居址に，北側は第95号住居址

に切り込んでいる。本址は，第82号住居址　第92号住居軋　第95号住居址第53号土壌，より新し

い遺構である。南西0。5mには第79号住居址が検出されている。本址は隅丸長方形の平面形を皇し，

主軸方向はN－1。5LEで，規模は長軸2．93m，短軸2．72m，面積6。8m2ほどを測る。壁高は58cm

程であり，壁は垂直に立ちあがっている。壁溝は北西コーナーに有しており，床面は第92号住居

址よりやや浅く硬い。

ピットは1個所確認されているが，主柱穴は検出されなかった。覆土は6層からなり，自然堆

積の状態を示している。上層は黒褐色

S1094

＼＼　　　　　D

＼　　　◎

引092

2　M

土層解説

A－A′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

2．黒　色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）含
有

3．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック

（少）含有

4．褐　色　ロームブロック（少）ローム粒子

（多）含有

5．極暗褐色　ロームブロック，ローム粒子

含有（少）含有

6．黒褐色　ローム粒子（少）含有

7．暗褐色　ローム粒子（多）含有

8．黒褐色　ローム粒子（少）含有

第157図　第94号住居地実測図

－246－



＼：：∈♂

第158図　第94号住居址出土遺物実測図
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土で，ローム粒子と少量の焼土粒子を含み，中層は黒褐色で少量のローム粒子を含み，下層は黒

褐色土で少量のロームを含んでいる。

カマドは北壁の中央部に位置し，撹乱されてそのプランを把握する事ができなかった。出土遺

物は，須恵器を中心に土師器を共伴している。須恵器の完存率の良好なものを上げると，カマド

内から序（図158－10），南壁付近床面直上から序（図158－6），北東コーナー床面直上から高台付

杯（図158－8），を他に，序の墨書土器（図158－12），士不3個体分（図158－5。7・9），壷などの破

片を多数出土している。土師器はカマドから婆（図158－1），北東コーナー床面直上から膵（図15

8－11），南西コーナーから婆（図158－2），西壁中央部から膵（図158－3）と，他に壷，婆，稀（図

158－時椀などの破片を多数出土している。その他の出土遺物は，覆土中から弥生式土器片と鉄

渾数点，鉄製品，砥石（図158－13）などを出土している。

本址は出土遣物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第95号住居址（匝冊90160）

本住居址は，調査区の中央部東端C4区，d5，d6，e5，e6と確認され㍉北壁には第96号住

居址が南東コーナーには第82号住居址濁94号住居址が複合している。本址は第96号住居址より新し

く，第82号住居軋第94号住居址より古い遺構である。本址は隅丸長方形の平面形を室し，主軸

方向はN－9LEで，規模は長軸6．20m，短軸5．80m涌積33。3n了ほどを測る∩壁高は36cm～48cmほ

どで，壁はほぼ垂直に立ちあがり，床面は軟らかい。　ピットは5個所確認されPl～P3は

主柱穴と考えられ，他の1個所は検出できなかった。貯蔵穴は有していか）。覆土は11層からなり，

第96号住局址の土層を切って，自然堆積の状態を示している。　上層は黒褐色土でローム粒子，

焼土粒子，炭化粒子を含み，下層は暗褐色土でローム粒子を含んでいる。

炉地坤奥よりやや北に位置し，規模は長径110cm，短径70cm溜さ5cmほど皿状に掘り窪められており，内

部に焼土が充満している。出土遺物は土師器を中心に出土しており，その完存率の良好な物をあ

げると，西壁中央部床面直上より壷片（図160－5），手捏土器（剛60－13），北東部床面直上より

壷片（図160－1），台付婆片（図160－3），婆（図160－6）9南東部床面直上より手軽土器（図160－

11），南西部床面直上より婆（図160－7主他に，S字状目線の柑（図160－9主壷片2個体分（図

160－2e4）と，手捏土器（図160－12）などの破片を多数出土している。須恵器は杯（図160－15），

蓋（図160－16）などの破片を数点出土している。その他の出土遣物は，羽目，南東部床面直上か

ら砥石，鉄製品，鉄澤，粘土と弥生式土器の細片を数点出土している。本址は出土遣物等から古

墳時代の五領期の遺構と思われる。
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土層解説
A－A′

1．黒褐色
2．極暗褐色
3．黒褐色
4．黒褐色
5．黒褐色
6．暗褐色
7．暗褐色
8．褐　色

ローム粒子，焼土粒子（少）含有
ローム粒子，焼土粒子含有

ローム粒子，焼土粒子，炭化粒子含有
ローム粒子，焼士粒子，炭化粒子（少）含有
ローム粒子（少）含有

ローム粒子（多）焼土粒子（少）含有
ローム粒子（多）含有
ローム粒子（多）含有

土層解説炉址土層解説
′

a‾a

1．黒　色　焼土ブロック（少）含有

2．褐　色　ハードロームブロック主体，焼土ブロック（少）含有
3．黒褐色　ハードローム粒子（極少）含有

第159図　第95・96号住居址実測図
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第97号住屈址（到棚～柑3）

本住居址は9調査区の南西部中ほどD3区b69C6には確認され，北東1．3mに第51号住居址

が牒側1・9mには井戸状遺構第3号が9西側4e5mには　第57号住居址が検出されている。本址は

ほぼ正方形の平面形を室し，主軸方向はN－2LEで規模は長軸3・42m，短軸3。26m，面積9。8m2

程を測る。壁高は36cm～48cmであり腰はほぼ垂直に立ちあがっている。床面は褐色土で硬い。ピット

は3個所確認され，いずれも主柱穴と考えられる。北東部にあると思われる柱穴は検出できなか

った。覆土は7層からなり，一部撹乱しているが他は自然堆積の状態を示している。上層は黒褐

色土で少量のハードロームブロックと極少量の焼土粒子を含み，中層は黒色土で多量の炭化粒子

と少量のハードロームブロック粒子を含み，下層は黒褐色まで少量のハードロームブロックを含

んでいる。カマドは北壁の中央に有し規模は長径120cm，短酎02cmで，北壁を75cm幅で，38cm程掘

り込んで煙道としている。燃焼部は長径33cm，短径3晦深さ16cm程円形に掘りくぼめている。

袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドはほぼ南向きに構築されている○出土遺物は土師器と須恵

1「親子
C†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－C，

住居址ま層解説図
A－A′

1・黒褐色　ハードロームブロック含有（少）
焼土粒子（極少）含有

2・黒　色　炭化粒子（多）ハードローム粒子
（少）含有

3．黒褐色
4．黒褐色
5．暗褐色
6．暗褐色

第1鋸遥　第97号住居址実測脛
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ハードロームブロック（多）含有

ハードロームブロック（少）含有

ハードローム粒子（多）含有

ハードローム粒子（少）焼土粒子

炭化粒子（極少）含有



j

昭

b

1　M

土層解説
a－a′　b－b′

1．暗褐色　ハードローム粒子，焼土粒子

（少）含有

2．暗赤褐色　焼土を主体とし砂質土層

3．暗褐色　ハードロームブロック（多）含有
ゴソゴツしている

4．褐色　ハードロームブロック（多）

5．にぷい赤褐色　焼土含有，砂層
6．褐　色　砂層

7．褐　色　ハードロームブロック（多）含有
8．にぷい赤褐色　焼土を主体，ゴツゴツし

ている

9．褐　色　ローム粒子（多）含有

軋　灰褐色　ハードロームブロック（少）含有
砂質の土層

11。暗褐色　ハードロームブロック，焼土
（少）含有

12．にぷい褐色　ハードロームブロック（少）
含有砂層

釦62貿　鑑97号住居址カマド実測図

二∴

釦6個　第97号住居址出土遣物宗渕苅

望　土塊（風月銅へ一捕れ

器を共伴して出土しており，土師器の婆片を床面

上から，須恵器の高台付椀（図163－1）を床面直上

から出土している。他に，土師器の細片と須

恵器の圭不などの細片を数点出土している。

本址は，出土遺物が少なく時期を決定し雉い

が，ほぼ国分期に比定される遺構と思われる。

本遺跡で検出された土壌は，円形の土射4基，不整円形の土壌3基，楕円形の土壌は5暴不

整楕円形の土壌7薗長方形の土壌15鼠不整方形1基である。第9号土壌は第11号住居址の東

コーナーに検出され，底面直上から土師器の柑（図16仁2）9聾，壷（図16仁1）などの破片を

多数出土し，本址は出土遺物から五領期に比定される遺構と思われ，鋸1号住居址に付属した遺構

と考えられる。第10号土壌は墳底から土師器の壷（図167－5），墟底直上から棒（酎6仁7），

賓（図167－3e4）と支軋高妬聾などの細片を多数出土している。須恵器も土柏どの破片を
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数点出土し本址は，鬼高期に比定される遺構である。凱1号土壌は覆土から鬼高期に比定される

土師器の棒破片（図167－8）と須恵器の細片を数点出土している。第42号土壌の覆土からは，小

型聾片（釦6仁9）を出土している。第27号，第28号，第30号，第31号土壌は長酎40～170cm，

短径98～165cm，深さ195～250cmで住居址と複合して，北西から南東へ約101mほどの等間隔に検

出されている。本遺跡では最も古い時期の遺構と思われる。

表1　大塚新地遺跡・土壌一覧表

No 位　 置 形　 状 規　　 模
（長径×短径もm

長 径 方 向 深 さcm 底 出　 土　 遺　 物 時期 備　 考

1
h－5

A 4 h－6
i－5

楕円形 183 ×115 N －51L E 50 皿　 状 不明 図166

2 A 4 主6 楕円形 221 ×153 N －40L E 45 凸　 凹 弥生
須恵 不明 図166

3
B 4 霊 不　 整

円　 形 180×125 N －20L E 44 平　 坦 土師　 石器
須恵　 弥生

五領 図166

4 B 4 己二塁 円　 形 118×96 N －0 0 56 平　 坦 須恵　 鉄 浮・
石器

不明 図166

5 B 4霊 不　 整
円　 形 255×122 N －77L E 42 皿　 状 土師（杯）弥生

須恵 （杯） 不明 図166

6 B 4 霊 不　 整
楕円形 297×162 N －7 0－E A　90

B　32
C　35

平　 坦 土師 （高塚）
須恵 （杯） 不明 図6

7 B 4 b－4 円　 形 193 ×180 N － 4㌧W 80 フラス
コ状

土師
須恵 不明 図166

8 B 4 冒二芸 不　 正
楕円形 152×100 N －18と一一W 40 平　 坦 土師　 弥生

須恵
鬼高 図167

9 B 4 霊 円　 形 100×98 N － 2㌔－W 10 平　 坦 土師（柑 ・壷）
五領

10 B 4 冒二芸 円　 形 229×197 N － 2㌔－W 100 ス リノヾ
チ状

土師（坪 ・壷 ・婆・
支脚・高塀）

鬼高 図167

11
e－　5

B 4f－5
fl 6

長方形 295×218 N －32と－E 92 平　 坦 土師 （土不・碗・婆 e
器台）

鬼高 図167

12 B 4 芸二呈 円　 形 152×119 20 図166

14
B 4 d－5 円　 形 A lO5×95

B　92×178推 N l－2γ－W 2
16

平　 坦
平　 ′坦 不明

15 B 4 C－5 円　 形 95×不明 N －34L E 3 平　 坦 不明

16
B 4 h－1 不　 整

楕円形 195×80 N －てOL W 38 凸　 凹 須恵（土不） 不明

17
B 4サ 2 不　 整

楕円形 220×130 N －53㌔－E 40 平　 坦 須恵（杯） 不明

18 B 3 主8 円　 形 190×190 N － 1L W 72 フラス
コ状

土師（聾） 五領 図167

19
B 亘 芸 円　 形 190 ×171 N － 00 80 平　 坦 土師 （杯・婆）

須恵 鬼高
i

20 C 3 3二呂 円　 形 138 ×141 N － 00 88 平　 坦 土師
五領

21
d－0

C 3 e－9
e－0

不　 整
楕円形 240 ×128 N －52㌔－E 50 凸　 凹 不明

22 C 3 d－9 不　 整
楕円形 296×120 N －21㌔－W 50 凸　 凹 須恵（墨書土器）

不明

23 C 3 主5・6
D 3 a－5・6

円　 形 145×140 N －19L E 62 平　 坦 土師 ・弥生
須恵 五領

24 D 3 芸二芸 円　 形 21 平　 坦 不明
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No 位　 置 形　状 規　　 模
（長径×短径七m 長径方向 深さcm 底 出　土　遺　物 時期 備　 考

25
！B 3 g二㌢8

円　 形 175×165
l

N －2．5L w 102 フラス
コ状

不明 図168

26
B 3雲二雲 不　 整

円　 形 310×105 N －43L W 106 平　 坦 不明 図48

27 B 4 g二3 A 円形
B 方形

175 ×165
167×160

N －39と一一一W 2I50 平　 坦 不明 図22

28
B 4霊 楕円形 150×120 N －34㌔－E 215 平　 坦 不明 図25

29 C 4 b→巨5 円　 形 168×157 N －71と一一一E 不明 図65

30 B 4 b－1i 楕円形 150×116 N －65L E 195 平　 坦 不明 図20

31 B 3霊 楕円形 140×98 N －25と一一・E 235 皿　 状 不明

32 B 4 f－1 円　 形 V246×233 N －25L W 60 平　 坦 耳せん（土製）
須恵　 弥生

不明 図90

33 B 3芸二g：3 序 方形
202×70 N －21L E 35 平　 坦 不明

34 B 3g二g i長方形
200×70 N －17L E 46 平　 坦 不明

35 ′B 3g二g 長方形 125×55 N －20㌔一一E 35 平　 坦 不明

36 B 3五一8 長方形 166×70
N 一つ上5L E I

70 平　 坦 不明

37
B 3 h－8 長方形 157×64

N －24．5－E l
53 平　 坦 不明

38
1

B 3 主8 長方形 126×53 N －24L E 55 平　 坦 不明

39 B 3 昔 3 長方形 225×72 N －24㌔－E 76 平　 坦 不明

40
B 3 主7 ！

長′方形 、 235×65 N －24L E 50 平　 坦 不明 図117

4 1 B3 j－7
C 3a－7

長方形 115×52
i
N －24㌔－E 26 平　 坦 不明

42 D 4 2二芸 長方形 195 ×55 N －27L E
i

90 平　 坦 土師（婆）
五領 図117

43 D 4 C－5 楕円形 122×160 N －90L E 181 平　 坦 不明 図122

44 D 4 C－4 長方形 142×73 N －29㌔－E 100 平　 坦 不明 図117

45 D 4 C－4 長方形 204×65 N －30し一一E 32 平　 坦 不明 図117

46 D 4 d－3 長方形 150×52 N －26L E 35 平　 坦 不明 図117

47 D 4 d－2 長方形 152×55 N －15と－lE 43 平　 坦 不明 図 113

49 C 4 C－5 不　 整
楕円形 330×325 N － 00 95 平　 坦 不明 ・図 141

50 C 4b…6 不　 整
楕円形 254×120 N －73L w 175 フラス

コ状
不明 図‡芸3

51 C 4b－7 不　 整
方形 120 ×85 N －30L E 155 平　 坦 不明 図152

52 C 4 g－5 円　 形 204×203 N －26L w 121 平　 坦 土師（士不）
土玉

真間

53 C 4 冒二呂 円　 形 243×231 N － 80－E 57 平　 坦 土師（圭不） 異聞 図168
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二流一二二
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第1号土壌土層解説
A－A′

褐　色　ローム粒子（多）含有
暗褐色　ローム粒子（少）含有

極暗褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（極少）含有

第2号土壌土層解説
A－A′

1・暗褐色　ロ…ム粒子（少）含有

2・黒褐色　ローム粒子（多）ローム土（少）焼土（極少）炭
化物（極少）含有

極暗褐色　ローム粒子（多）ローム土（少）含有
極暗褐色　ローム粒子（多）含有
褐　色　ローム粒子（少）含有

第3号土壌土層解説
A－A′

1・黒褐色　ローム粒子（多）含有
2・暗褐色　ローム粒子（持多）含有
3・黒褐色　ローム粒子（少）含有
4・黒褐色　ローム粒子（少）含有
5・褐　色　ローム粒子（多）含有

第5号土壌土層解説
A－A′

1・極暗褐色　ローム粒子（極少）炭化物（極少）含有
2・暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有
3・暗褐色　ローム粒子（少）ローム土（少）含有

4・黒褐色　ローム粒子（極少）炭化物（極少）含有
5・暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有

第7号土壌土層解説

A－A′

1・暗褐色　ローム粒子移）ロームプロノク個多）含有
2・暗褐色　ローム粒子（多）ローームフロック（多）含有
3・暗褐色　ローム粒子（少）ロ鵬－ムプロノク（多）含有
4・暗褐色　ローム粒子（少）ロームプロノク（少）含有
5・暗褐色　ローム粒子（少）含有

6・暗褐色　ローム粒子（多）ロームプロノク（少）含有
7・暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック（少）含有
8・暗褐色　ローム粒子（多）含有

9・褐　色　ローム粒子（特多）ロームプロノク（特多）含有
10・暗褐色　ローム粒子（持多）含有

第刑罰　第・・・e・・柑号土壌実測図
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SKll

／♂

第8号土壌土層解訝

A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（少）含有
2．暗褐色　ローム粒子（少）含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）含有

ノ∠さ、」と

4．暗褐色　ローム粒子（含有トムプロノク（少）含有
5．暗褐色　ローム粒子（特多）含有

第10号土壌土層解説

A－A′

1．褐　色　ローム粒子含有
2．暗褐色　ローム粒子（少）含有
3．褐　色　ローム粒子含有

各　　　4．褐　色　ローム粒子含有
5．褐　色　ローーム粒了（少）含有
6．暗褐色　ローム粒子（少）含有
7．褐　色　ローム粒了（多）含有
8．明褐色　ローム粒子（多）含有

9．明褐色　二次堆積ローム
10．褐　色　ローム粒子混，ロームフロック（多）

含有

第11号土壌土層解説

A－Aノ

1．暗褐色
2．褐　色
3．褐　色　ローム粒子（多）含有
4．暗褐色　ローム粒子（多）含有
5．明褐色　ローム粒子含有
六　線脱色　口＿ム柚子「老1今右
ヽ－ノ▼　　　　lJ IIqJ　ヽ一一J I J－　J　　ヽ　一′　　ノ　ト→　lJ

7．極暗褐色　ロ…ム粒子（少）含有
8．暗褐色　暗褐色　ローム粒子（少）含有

9．暗褐色　ローム粒子，ロームプロノク含有
10．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

第18号土墟土層解説

一腰　㌻霊色。＿ム粒子（極少）炭化粒子（極少）含有

2M
L＝36．0m

2．暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（少）含有
3．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）炭化粒子（少）含有
4．暗褐色　ローム小ブロック（極少）ローム粒子（多）炭化粒子（少）

含有

5．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）含有
6．黒褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（少）含有
7．黒褐色　ロームプロノク（少）ローム粒子（少）焼土粒子（少）炭化

粒子（多）含有
8．暗褐色　ロームプロノク（特多）ローム粒子（極少）焼土粒子（少）

含有

9．黒褐色　ロームプロノク（少）ロームプロノク（多）炭化粒子（少）
焼土粒子（少）含有

10．黒褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（少）含有
11．黒褐色　ローム小プロノク（少）ローム粒子（特多）炭化粒子（少）

含有
12．黒褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（少）含有
13．暗褐色　ローム粒子（極少）含有

第柑図　第・柑・帖相号土拡実測図
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第25号土壌土層解説

A－A′

1．黒褐色　ローム粒子（少）砂粒子（多）含有
2．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）砂粒（多）

含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）砂粒（多）含有
4．褐黒色　ローム粒子（多）砂粒（多）ロームブロッ

ク（多）含有
5．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）砂粒（多）

ロームブロック（少）含有

／感

L＝36．0m

6．黒褐色　ローム粒子（多）砂粒（多）粘土粘（極少）含
有　土師器混

7．黒褐色　ローム粒子（多）砂粒（多）含有
8．黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）砂粒（少）

含有
9．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）砂粒（多）鹿

沼粒子（少）含有
10．暗褐色　ローム粒子（少）砂粒（多）ロームブロック

（極少）含有

第166図　第25・50・53号土壌実測図
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第柑図　土壌出土遺物実測図
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3　井戸状遺構

窮層号井戸状遺構（図3　の鍼（ト射）

本井戸状遺構は，調査区の北部車ほどA4区h3，i3に確認されテ第20号住居址の南西コー

ナーに切り込んでいる。北東0詫mには　第2且号住居址が検出されている。本址はほぼ円形を皇

し，掘り方は上部構造で，長径3・35m9短径3・25m，深さ2・7mほどで，直径0。55mの円形を呈する

掘り込みまで達する。水を汲むための足場と思われるがくずれている。足場と思われるところか

ら深さle6mほど垂直に振り込まれ底部は碗形を呈している○底部からほ水が湧いている。覆土

は7層からなり自然堆積の状態を示している0上層は，暗褐色土でローム粒子と少量のロームブ

ロック，焼土粒子，炭化粒子を含み，中層は，黒褐色土・極暗褐色土で，多量のロームブロック

とローム粒子，少量の炭化粒子，鹿沼粒子を含み，下層は黒褐色土・極暗褐色まで，少量のローム

ブロック，炭化粒子とローム粒子，鹿沼ブロックを含んでいる○出土遺物は，第20号住居址第

21号住居址の床面と同じレベルとその上部の覆土から須恵器片と土師器を其伴している。土師器

片は壷，凰坊高坊器台などの破片を出土し，須恵器は序9個（図33－25～3畑長頸壷片

（図33－39e40），盤（図33－24）を出土して9他に須恵器の細片を多数出土している。その他

の出土遺物は瀾石2片言布目瓦，鉄製品（図33－42主石製模造品（図33－41）の有孔円板を出

土している。これらの遣物は本址が廃棄された後9投棄されたものと思われる。底部からは，須

恵器と土師器の細片を数点出土しているだけで9本址の時期を決定するに十分な出土遺物ではな

く時期不明である。

第2号井戸状遺構（因著6　◎柑9（頼2））

本井戸状遺風ま9調査区の中央部西端C3区　d5，d6，e5，e6に確認され，北東4。20m

には第鯛号住居址が南動e50mには方形周溝遺構が検出されている。本址は不整円形の平面形を

室し，掘り方は上線で長径3・35m，短径3025mで，主軸方向はN…80LWである○深さ1．8mほ

ど掘り込み，水を汲むための平坦部は規模は長径主7m，短径且e6mを測り，主軸方向はN～2L

Eである。その南東よりに長径上02cm短径1血で深さ2・3mほどの円形の掘り込みが垂直に

掘り下げられている。足場から0・95m下に水が湧いており，その周囲の土がくずれている。

その下部から井戸の枠に使用されたと思われる堅牢な板材が17板ほど検出され，円形の曲物2

点とくるみ，ひょうたんなどを出土し，底部は砂磯層となっている○覆土は19層からなり，上層は暗

褐色まで梓に多量のローム粒子，少量の炭化粒子，極少量の焼土粒子を含有し，中層は暗褐色土

で特に多量のローム粒子，少量の炭化粒子と焼土粒子を含有している。下層は暗褐色土で多量の
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土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）鹿
沼粒子（少）含有

2．暗褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）鹿
沼粒子（少）含有

3．暗褐色　ローム粒子（持多）含有
4．暗褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）ロ

ームブロック（少）含有

5．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土粒子（極少）ロ
ームブロック（少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（極少）焼土粒子（極少）
鹿沼粒子（少）ロームブロック（少）含有

7．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（少）含有
8．暗褐色　ローム粒子（特多）炭化粒子（少）焼土子（少）鹿沼粒

子（少）含有
9．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（少）讐沼粒

子（少）含有
10。暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（少）鹿沼粒

子（少）含有
11。暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）鹿沼

粒子（少）ロームブロック（少）含有
12．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）鹿沼

粒子（少）含有
13．褐　色　炭化粒子（少）焼土粒子（極少）含有
14．黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）焼土粒子（極少）砂粒

（少）含有
15．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）鹿沼粒子（少）含有
16．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）ロームブロック（少）

含有
17．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）鹿沼粒子（少）砂粒子

（少）含有
18．黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（少）砂粒子（少）含有
19．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）鹿沼粒子（少）砂粒子

（少）含有

第168購　第2号井戸状遺構実測図

－260－



1　　　　　20CH l

1
八
日
目
〓
‥
U

⊥
日
月
u

第169図（1）第2号井戸状遺構出土造物実測図
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第169図（2）第2号井戸状遺構出土遺物実測図
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ローム粒子，少量のロームブロック，炭化粒子　　　極少量の焼土粒子を含有している。

出土遺物は前記の楓　曲物，（図169－6・7），果実，ひょうたんと土師器は土不3個体分（図169－1・

2・3）と須恵器の盤（図169－4）を出土している。

本址の時期を決定するに十分な出土遺物が少なく時期不明である。

第3号井戸状遺構（図膵　e m）

本井戸状遺構は，調査区の南部中ほどD3区，b7，b8，C7，C8に確認され，南東部は

第67号住居址を掘り込んでいるので第67号住居址より新しい遺構と思われる。本址は隅丸正方形

状の平面形を皇し掘り方は上部構造長径3。80m，短径3。65mで，主軸方向はN－17LWである。〉

下部構造は確認面から1e60mほど下に，水をくむための足場と思われる平坦部を有している。規模

は長径2・57m，短径2・22mを測る。その平坦部の西よりに長径0。82m，短径0．8mほぼ正方形に

2．25mほど掘り下げている。覆土は13層からなり自然

土層解説
A－A′

1．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含有
2．黒褐色　ローム粒子（多）炭化材，焼土粒子（極少）

含有
3．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子含有
4．黒褐色　ローム粒子（多）含有
5．黒褐色　ローム粒子（少）含有
6．暗褐色　ローム粒子，ブロック（多）含有
7．褐　色　サラサラして，水分を多＼含む
8．黒褐色　ローム粒子（多），ブロック（少）炭化材

（極少）含有
9．暗褐色　ロームプロ、ノク（多）鹿沼パミス含有
10．黄褐色　粘土
11．明褐色　ねぼりのある土層
12．明褐色　鹿沼ノヾミスを含む
13．暗褐色　ローム粒子，ロームブロック（多）含有

第170図　第3号井戸状遺構実測図
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第171図　第3号井戸状遺構出土遺物実測図

堆積の状態を示している。上層は，黒褐色土で多量をローム粒子，炭化粒子・焼土粒子を含有し，

中層は黒褐色土・暗褐色土で多量にローム粒子，ロームブロックを含有し，下層は明褐色土e暗

褐色土で多量のローム粒子，ロームブロック，鹿沼パミスを含有している。

出土遣物は路上から須恵器の，序（図171－1・2上　高台付ナ不（図171…4・5・6），盤片（図171…－

3），高雄（図171－7）と破片を多数出土している。土師器は婆，台付婆片等を出土し，他に

破片を数点出土している。その他の出土遺物は砥石，ひょうたん，井戸底部より，木片数点を出土

している。本址の時期を決定するにたる出土遣物は少なく時期不明である。

4　墟立粗建築址

第1号掘立柱建築址（図－172）

本建築址は，調査区の中央部B3区　j7，j8，j9，C3区，a7，a8，a9，b7，b

8に確認され，北東部のP3は第28号住居址の床面を掘り込んでいる。南東部には第29号住居址

が接し，南西部0．2m　には第34号住居址が検出されている○規模は梁行2間（4・46m），桁行3問（6・
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Pl土層解説
A－A′

1．褐　色　ロームのふみかためた層
2．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）砂粒（多）含有

3．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子
（少）砂粒（多）ロームブロック（少）含有

4．褐　色　焼土粒子（極少）含有　ロームのふみかためた層

5．黒褐色　ローム粒子（多）砂粒（多）ロームブロック（多）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）砂粒（多）ロームブロック（少）含有

第172図　第1号堀立柱建築址実測図
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03m）9面積27・0扉ほどで，主軸方向はN－9LEである。　柱穴のピット番号は北西コーナ

ーをPlとし，北西から北東回りで9「扇j状に番号をPl～PlOまで仮称する。梁行2問の柱

間寸法は，北側のPl・P2eP3間では2・25m＋2e21m測り，桁行3間の西側寸法は，P8・P9・P10・Pl問で

は2ellm＋1・87m＋2eO5mほどの間隔である。柱穴の掘り方は，長辺が120cm～87cm，短辺が106cm

～61cmほどの正方形ないし，長方形状を呈し，深さは68～20cmを測り，柱痕は掘り方の中央より北

壁側に位置し，柱穴内にはロームブロックとローム粒子を含む褐色土，暗褐色土を充填し突き固

めていると思われる。柱痕は明確に検出できた。柱穴内からの出土遺物はなく時期不明である。

第2号機宜櫨建築址（図膵3）

本建築址は，調査区の中央部B3区g9，gO，h9，h O，i8，i9に確認され，P2は第

3号住居舶）床面を掘り込み，PlとP2の間の柱穴は第30号住居址に掘り込んでいると思わ

れるが検出できなかった。本址は第30号住居址，第26号土壌より新しい遺構である。規模は梁行

2問（3・23m），桁行3問（4・88m）滴積15e76m2ほどで，主軸方向はN－7LEである。柱穴のピッ

ト番号は北西コーナーをPlとし，北西から北東まわりで「芭」状に番号をPl～P9まで仮称する。

梁行2間の柱間寸法は，南側のP5・P6・P7問で1・55m＋1・68mを測り，桁行3間の東側柱間寸

重 ＿土墾 i墜 」 墾 m
深 さcm 備　　 考 ピッ ト番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　　 考

P 1　 55　 」 と 」 里 ＿

I

主柱穴 P 6 62 43 17 主柱穴

p 2 丁 9。　 76

‾W～一‾‾‾‾”uu‘“－‾M十 ‾－～　 ～ ～

I」 空 主柱穴 P　7
i

88 86 23 主柱穴

P 3　 i 70　　 55
l

26 主柱穴 P 8 63 62 40 ′主柱穴

P 4　　　 90 ［ 72　　 30 主柱穴 P 9 45 42 32 主柱穴

P　5 ！
75　　　 50　　　 25 主柱穴

l

法はP2・P3・P4・P5問で1e78＋1・60＋1・50ほどの間隔である。柱穴の掘り方は一辺が42cm～88cm

ほどの正方形ないし，長方形を呈し，深さは22cm～55cmを測る○柱痕は掘り方の中央より北壁側

に位置し9柱穴内はロームブロック9ローム粒子を含む褐色土用普褐色土を充填している。

本址に伴う遺物の出土がないため時期不明である。

5　方形周湧遺構

第層号方形周溝遺構（図膵　◎膵5）

本遺構は調査区の中央部C3区e8，e9，r7，r8，r9，rO，g7，g8，g9，g
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土層解説
A－A′　B－B′

上暗褐色　砂粒（多）含有
2・暗褐色　ローム粒子（極少）砂

粒（多）含有
3・褐　色　砂粒（多）含有
4・暗褐色　ローム粒子（少）砂粒

（多）含有
5・暗褐色　ローム粒子（少）砂粒

（多）含有

宣誓』　　〆酢汐＼　　悩「

窮膵図　第　号掘立櫨建築実測図

0，h7，h8，h9に確認された。　　　　　　周構の外辺は東酎丑。12町南氾0。

65m程で，内辺は東西で9e25m，南北8・20m測る。南北の周溝でN－17Lw，周溝の上幅は1。42

cm～1・02cmを測り，深さは約38cm～45cmで，底面は110cm～96cmで平坦である。断面形状はrU」状

を皇し，内辺掘り込みが直角となる。南東9南西コーナーは，直角に近く言ヒ軋北西コーナーは

鈍角となる。内線はおおむね直線となる。埋葬施設（主体部）は墳丘と思われるところが削平さ

れており確認できなかったカ沖奥から北側に浅い土壌状の掘り込みが確認された。その規模は長辺

約70cm，短辺約120cm，深さ約2おmで，桑の根等による撹乱を受け，大半が失なわれていた。遺物は

皆無で本址の主体部と考えられない。周溝の覆土は8層からなり自然堆積の状態を示している。

上層は黒褐色土鳩褐色土で少量のローム粒子と極少量の炭化粒子と少量の砂粒を含み，中層は

暗褐色土で多量のローム粒子と極少量のロームブロック9炭化粒子，焼土粒子を含む。下層は暗

褐色土e褐色まで多量のローム粒子と少量のロームブロック9多量の炭化粒子，極少畳の焼土粒

子を含んでいる。出土遺物は，北側の周構内中央部から婆（図175－5），壷（飢75－2），甑片

（酎75－3），北側周構内の覆土から柑（図175－6）9聾日緑部（酎75－1），器台片（図175－

4主石製模造品の勾玉（酎75－9主他に周構内覆土から手捏土器（図175－7），支脚片，柑

片，器台片，紡錘車（図175－8）などを出土している。その他，覆土から弥生式土器の破片

が出土している。本址は出土遣物から古墳時代五領期に比定される遺構と思われる。
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土層解説
A－A′　B－B′

1．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）砂粒（少）
含有

2．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）砂粒子（少）
含有

3．暗褐色　ローム粒子（多）ロームブロック（極少）炭化
粒子（極少）砂粒（少）焼土粒子（極少）含有

4．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土粒子
（極少）含有

態

5．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（少）焼土粒子（極
少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（多）焼土粒子（極
少）砂粒（少）含有

7．褐　色　ローム粒子（多）ロームブロック（極少）炭化
粒子（多）焼土粒子（極少）含有

8．褐　色　ローム粒子（多）ロームブロック（少）炭化粒
子（多）焼土粒子（極少）含有

第17相　第1号方形周溝遺構実測図
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第175図　第1号方形周溝遺構出土遺物実測図
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衷2　　　遺跡出藍遺物観察衷

番 号 種　　 類
法　　　 童

（口径 ×器 高 ×底 径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

脾弟

号
住

居
址

遠

5

、・＿　／

1 土甘 －　 × －　 ×　 3．5 底部 か ら胴部 に かけて内 轡 しなが ら立 ち

（土 師） 上 が る。 器面 に凸 凹 があ る。

目　 線　 部 平 底 で肉厚 の底部 か ら器 厚 を減 じなが ら
2 杯 10．2×4 ．4×4．4

（土 師 ） ゆ るや か に　 巌’、して夕上 方へ 立 ち上 が る。

目線端 部 は薄 い が丸 く収 め てい る。

3 手　 捏　 ね 3 ．9×2．7×3．9 目線部 底 部 か ら緩 や か に外 反 して 目線 に至 る。

（土師 ） 底 部 の み肉厚 。

4 柑 －　 ×　 － × 1．6 底 部 か ら胴 部 にかけ て内攣 しなが ら立 ち

（土師 ） 上 が る。上 げ底 。

5 勾 玉模 造 全長　 幅　　 孔径 模 造 品 もし くは末 成品 と思 われ る。 表 ・

El
に＝コ

2．9×1．65　 0．2 裏面 は平 坦 で光沢 が あ り，側 面 は打 欠 い

漂 品） て調整。片側面に凹部を作っている。円
孔は貫通 している。

6

7

砥　　 石
（石器）

全長　 幅 断面は多角形を皇すが，原形は長方体で
9．9×3．8 あろう。多面的に使用。裏面は欠損。磨

ぎ面は中央になだらかに凹む。

軽　　 石 3．2×2．9×3．2 不整球状で，擦って整形した痕が看られ

（石） る。

八メr・

1． 壷 i20 °4× ‾ × ‾ 頸部から緩やかに外反する目線は，折り
（土師） 返し部でやや内傾 して立ち上がる。

全体に赤色の彩色。

2 甑 （22）×12．1×－ ロ　 縁　 部 最大径がロ緑部で，底部に孔を有し，折
（土師） り返 し目線で口唇部は平坦である。

3 高　 I不 20．2×　－　×　－ 脚部からゆるやかに内攣して丸みをもっ

（土師） て立ち上がる。
口唇部はほぼ丸く収めている。

底部はくぼみ，胴部は直線的に開く。器
厚が一定である。

4
（土師）

－　×　－　×3．8

5 壷
仁 7×9．9×8．1 胴 部 中位 胴部最大径は胴部中位にあり，径部が細

（土師） く，口縁部はやや直線的に外反する。

6 柑 10．4×5．0×4．0

I

ロ　 縁　 部 ロ縁部は頚部よりやや内轡しながら立ち
弟

号
住
居
址

面

7

°
8
＼、＿一／

（土師）

l

上がり，口唇部はやや鋭い。底部はわず
かにあげ底。

7　　　　 柑 20．6×　－　×　－ 目　 線　 部 口縁部は直線的に外上方へ立ち上がり，
（土師） 頸部はあまり明瞭に区別がなく，内側に

稜を時つ。

8

9

土不
（土師）

碗
（土師）

14．7×5．5×　－ 目　 線　 部 丸底で頸部にわずかな段を有す。
目線部は外反して立ち上がり，口唇部に
向かい器厚を除々に減じて，端部はやや
鋭くなる。

14．1×8．5×　－ 休 部 中 位 体部は中位より強 く内攣して底部をつく
る。目線部はやや垂直気味に立ち上がり
崇讐 近 くでやや内傾する。月朗 酎ま丸 i

10 器　　 台
（土師）

7．8×7．75×10。4
受部孔径（0．75）
脚部孔径（0．8－1．0）

日揮　 裾　 部 受部に 1孔，脚部に円窓 3 孔。

11 器　　 台 8．8×8．9×11．2 脚　 裾　 部 受部に 1孔，脚部に円窓 3 孔。
（土師） 受部孔径 0．9 受部は丸みをおびて立ち上がり，脚部は

脚部孔径 0．8～1．0 ゆるやかに外下方へのびる。

12 支　　 脚 5．5×　－　×　－ 筒抜けで，脚部は直線的に開く。脚端部

（土師） は平坦である。
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ヘラミガキ ナデ、 明赤褐 l 普　 通 砂粒 e雲母
石英含

ヘラナテざ ナデ 橙 良　 好 砂　 粒
雲母含

ナデ、 ナデ　　 巨 ぷい橙 普　 通 砂粒含

横ナデ 横ナデ 橙 普　 通 砂粒 ・雲母
長石含

胴部下半に煤付着

表裏面に様方行
の擦痕有り。

鳴璃製

i
ロー折り返 し部 ヘラミガキ 灰赤 良　 好 砂　 粒 成形一丁寧。
縄文　　 下－へ
ラキガキ

長　 石
石英含

頚部に磨滅

iへ‾ラミガキ ナデ 明赤褐 普　 通 砂粒 ・長石

l石英含

底部煤付着

ヘラミガキ へラナデ’ 赤禍 普　 通 砂粒含

パケ目後ナデ パケ目後ナデ にぷい橙 良　 好 砂粒 ・スコ
リア含

ロー横ナデ　　　 ローへラミガキ　 にぷい橙 普　 通 砂粒 ・雲母 小型
胴－ヘラ磨キ 胴－ナデ 長石含

ナテざ ローナデ、
胴－ヘラ磨キ

にぷい橙 普　 通 砂粒 e雲母
長石 ・石英
含

！胴‾ヘラナデ にぷい黄橙 良　 好 砂粒含

ロ－ナデ、
底－ヘラ削り

ヘラ磨キ 橙 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ
中位－ナデ
底一今ラ削リ

ヘラナデ、 にぷい橙 普　 通 砂粒含

ヘラ磨キ ヘラ磨キ 赤禍 良　 好 砂　 粒
雲母含

丹彩

ヘラナテざ 受－ナデ
脚一棟ナデ

にぷい黄橙 普　 通 砂粒 ・雲母
長石含

へラナデト 褐 やや不良 砂粒 ・雲母
長石含
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）
Cm　　　　　Cm　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

八・八・一弟

【＝コ号
住

居
址

13 支　　 脚
（土 師）

孔径 1．8 孔 を有 す る。

（1） 二重ヂ竺E 13・9×23：呂×8 ・4 胴 部 中 位

】

胴 長 で，頸部 の くびれ が少 な く， ロ緑部
（弥 生） はほ ぼ直線 的 に外 反 す る。

柵弟

1 一二量ゴ・笠 1 3．0×27．5×5．4 胴 部 中 位 目線 は頚部 か らほぼ 垂直 に立 ち上 が り，

（土 師） 口唇 部 は丸味 を持 つ 。頚部 内 面 には稜 を

有 す。

2 てこtf窯E －　 ×10．5 ×4．0 胴部 中位 胴 部 はやや強 く張 り出 し， ほぼ中位 に最
（土 師） 大径 を もち， 底部 へ 向 か う。 器厚 は一定

して い る。底部 は わず かに上 げ底。

・3 相 －　 ×　 －　 ×2．0 胴部 中位 胴 部 はやや強 く張 り出 し， 中位 に最 大径

（土 師 ） を持 ち， 底部 へ至 る。 器厚 は 一定 で あ る。

上 げ底 。

4 聾
（土 師 ）

ー × －　 ×　 5．6 底 部 か ら緩 や かに内 轡 して立 ち上 が る。

5 恵宣E － × 6．8 ×3．0 胴 部 は やや強 く張 り出 し，平 底 の底部 に
（土 師） 至 る。

6 聾 （20 ．6）× －　 × － 目線部 ， 胴部 頸部 か ら口縁下 位 に かけて はや や垂直 ぎ

（土 師） 中位 下 み に立 ち上 が り， そ れか ら強 く外 反 す る。

口唇部 は丸 い。

7 聾 20．7 × －　 ×　－ 胴 部 中位 録部 で 「く」の字状 に外 反 す る。

（土 師） 胴 部 は球 形。

8 小　 形 婆 10 ．8×10．0 ×6．0 胴部 上位 下 口縁部 は頸部 で僅 かに肥 厚 し，外反 す る。

E：コ7テ

住

（土 師） 胴部 は頚部 か ら張 り出 し，底 部 に至 る。

底部 は わず か に上 げ底 。

9 甑 17 ．0×17．7×6．5 胴部 中位 頚部 で括 れ，外上 方へ の び る。

居

址

′玩

10

（1）

°

（土師 ） 孔 径　 2 ．2 日縁部 はほぼ直 線的 にの び， 口唇 部 は平

坦 で ある。 胴部 は緩 や か に張 り出 し， 底
部 に孔 有 り。

10 増 10．7×8 ．0×2．5 ロ　 縁 部 目線部 は頸部 よ りほ ぼ直線 的 に外反 す る。

（土 師 ） 頚部 内外 に稜 を有 す る。 目線 に比べ て休
部 が小 さい。 平底 。

11 聾 （18 ．8）× －　 ×　 － l l目線部 は頚部 よ り直線的 に外傾 し　 中位

⑦ （土 師 ） ）で さ らに外 反 す る。胴部 は強 く張 り出 し
やや偏 平 な球状 を呈 す る。

12 鉢 10 。8 ×10．0×4．8 休 部 上位 上 げ底 か ら内湾 して立 ち上 が る胴 部。
（土 師 ） 胴 部 内轡 か らわず か に外 反 して目線 とな

る。端 部 は丸 い。

13 飾　 器　 台 （17 ．2）× －　 ×　 － 脚 部 附近 か ら大 き く外方 へ 開 く。受部 口
（土 師） 緑 は欠損 して い る。飾 部 先端 は鋭 くなっ

て い る。

14 塀　　 12．7 ×4．3 ×′－ 目　 線 部 底 部 か ら休 部 に かけて緩 や か に内攣 し，

（土 師） 目線 は，僅 かに外反 して立 ち上 が る。

15 ま不 14 ．1×5．7　×　 － 目　 線 部 休部 は僅 か に内 轡 し， 目線 はほ ぼ直立 す

（土 師） る。

16 土不 14 ．0×5．5　× － 口　 辺 部 ロ縁 は内轡 して外 面 にわず か な稜 をつ く

（土師 ） り，端部 は丸 い。

17 手　 捏　 ね 5．2×3 ．2×3．5

！

目　線 部 肥厚 な底 部 か ら休部 に かけ てやや 内攣 し
（土 師 ） なが ら，器厚 を減 じ目線 に至 る。

平底 。
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整　　　　 形　　　　 法
焼　 成 胎　 土

！iii 備　　　　　 考！ 外　 面　　 内　 面 色　　　　 調

仁 目整形　 へラナデ にぷい橙 良　 好 砂粒含

li
iナデ iナデ にぷい褐 普　 通 砂粒含　　 煤付着

＝一指ナデ
胴－ヘラナデ

明赤褐 良　 好 砂粒つ

パケ目整形の後 ナデ、 にぷい黄橙 不　 良

i

砂　 粒
ナデ 長　 石

石英等含
iヘラミガキ ナデ 赤 ！ 良　 好 l 砂　 粒

長　 石
石英等含

丹彩

i；ラケズリ後ナ ヘラナデ’ にぷい赤禍 普　 通

i

砂粒含

麿 痕あり ナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
長　 石

石英等含

成形不良

＝－ナデ
胴－ヘラケズリ

ローナデ、
胴…ヘラナデ

にぷい黄橙 良　 好 砂粒等含

ロー指ナデ，上 ロー指ナデ 普　 通 砂　 粒
胴部－ヘラナデ，
下胴部へラ削り

胴－ヘラナデ 長石含

日一様ナデ
胴－パケ目

i

＝一様ナデ
胴－ナデ

にぷい黄橙 普　 通 砂粒等含 完形

悟 ＝ 琵 ローへラ削り，
パケ‖

胴－ヘラ削リ

にぷい黄橙

［

普　 通 砂粒等含 完形

iヘラミガキ

！

ナデ’ にぷい橙 良　 好 砂粒等含 ほぼ完形

煽 ＝禦錆 の後

！ ナデ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ、

灰裾 i
普　 通

砂粒等含

！ナデ ！横ナデ’ナデ にぷい橙 良　 好 砂粒等含 i

i

iナデ ナデ、 にぷい赤裾 普　 通 砂　 粒
雲母含

l憲二讐言デズリ

l

ナテP にぷい橙 普　 通 砂　 粒
雲　 母

スコリア含
醸 ＝誓 ヶズリ

i

ナデ’ 浅黄橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ほぼ完形

iナデ

！

ヘラミガキ 赤橙 良　 好 砂粒含

iナデ

I

ナデ． にぷい橙 普　 通 砂粒含 Iほぼ完形
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×底 径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

＜メト弟 18 手　 捏　 ね 5．7×3 ．6×3．8 目　 線 部 底部 か ら休部 にか けて ほぼ直線 的 に立 ち

E＝コ7ぎ
住

居

址

遠

10

（き）

（2）

．＼、＿一／
！

（土 師） 上 が り， 目線 で内轡 してい る。

19 手　 捏　 ね

（土師 ）
7．6 ×3．2×5 ．6 目　線 部 不整 形 な手捏 ね で， 口唇部 は尖 がっ てい

る。 平底 。

20 土　　 玉 径　 2 ．7　 円孔 径0．35 球形 。貫 通孔 有 り。

21 ー有 孔円板

（石 製）

㈱3．4 ×3 ．9×（厚）0 ．5

円孔 径0．15
円板状 で貫通 孔 2 つ有 り。

22 砥　　 石 長　　 幅 磨 ぎ面の み残存 した破 片 。磨 ぎ面 は 良 く

10 ．2×7．2 麿 が れ てお り， 溝状 の キズ有 り。

1 壷 20 ．0　×　－ ×　－ 目線 部 は頭部 か ら垂 直 に立 ち上 が り， 日
（土 師） 唇部 近 くで外 傾 す る。 口唇 部 は丸 い。肩

部 は やや強 く張 り出 す。

2 壷 18 ．4 × －　 ×　 － 日録 部 は頸部 か ら垂直 に立 ち上 が って か
（士帥 ） らやや外 反 す る。

第

四

3 ”こ二とご
［ （品 ）

を

ー　 ×　 － × 8 ．4 胴 部 は強 く張 り出 し， 中位 で最 大径 とな

り， 平底 に至 る。

i 4 壷

（土師 ）
10 ．0 ×12．4　×　 一 胴部 中位 丸底 で，目線 部 はほ ぼ直線 的 に外反 す る。

5 婆

（土 師）
1上8×15 ．6×6．9 胴 部 中位 球形 で平 底 で あ る。

6

i

i

婆 （16 ．2）× －　 ×　 － 胴部 中位 上 目線部 は緩 や かに外反 し，胴 部 は 中位 上
（土 師） で最 大径 を もつ。

7 甑
佳 日塑

22．5 ×29 ．5×28 ．0 目　 線 部 口縁部 は僅 か に外反 し， 口唇 部 は丸 い。

胴部 は あま り膨 らま ない。

8 甑 19．2×20 ．0 ×　 … 目　 線 部 目線 部 は垂 直気 味 に立 ち上 が り， 口唇部
号

住
居

址

遠

13

．1＼し1ノ
°
せ

（土 師） 近 くで外反 す る。胴部 は直線 的 に内轡 す

る。

9 球 14 ．9×4．5　× … 口　 縁 部 目線 部 は外反 し，休部 は弧 状 を呈 す る。
（土 師） 境 の内外 面 に稜有 り。

10 ま不
（土 師）

13 ．8×5．0　×　 － 目　 線 部 目線部 はや や直線 的 に外反 し， 口唇 部 は
尖 が る。休 部 との境 に僅 か な段 を もち，

体 部 は やや偏 平 を弧状 を呈 す る。

1 1 土不
（土 師）

15．1×5 ．2　 × － 日　縁 部

12 器　　 台

（土 師）

（10 ．4）× －　 ×　 － 警豊富 詣 警 誹 縁 は緩 や かに内轡 L i

13 ま不 15．0 ×5．7　×　 － 目　線 部 目線部 は外 反 し，体部 と目線 との境 内外
（土 師） に稜有 り。休 部 は偏 平 な弧 状 を呈 す る。

14 士不

（土 師）

14．8×5．2 × － i

l
i

目　 線 部 口縁部 は直線 的 に外傾 し，体部 との境 に

稜 をもつ。休 部 は偏平 であ る。

15 士不 15 ．－2×5。5　×　 － 口　 縁 部 目線 部 は直線 的 に外傾 し；休 部 は直線 的
（土師 ） で偏 平 で あ る。休 部 と口縁 との境 ・に段 有

り。

！

16 稀

（土 師 ）
11．6 ×5 ．2　× － 目　線 部

17 碗
（土 師）

11．8×6．9　×　 一一 口　 辺 部 目線部 は内傾 して立 ち上 が り，休部 は深

みの あ る半 球形 。

18 ま不

（土 師）
目線 部 と休部 の境 に稜 を も ち，休部 は偏

平 で あ る。
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 ！ 内　　 面

ナデ、 仁 デ 明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母等含

胴下半から底部に煤付
着云　ほぼ完形

指ナデ
（指文あり）

＝一指ナデ
底－ヘラ磨き

にぷい橙 良　 好 砂　 粒
スコリア含

石製模造品

粘板岩

日一指ナデ　　　 日一指ナデ
胴－ヘラ削り　　 胴－ヘラナデ

黒褐 普　 通 砂　 粒
砂れき含

日一指ナデ ロー指ナデ 橙 不　 良 砂粒含

へラナデ’ ヘラナテざ 橙 普　 通 砂粒含

ロー横ナデの後

へラ磨き
胴－ヘラナデ

ローへラ磨き
胴－ヘラナデ

パケ‖

明赤禍 良　 好 砂粒含 ほぼ完形

ナデ、 ナデ にぷい赤禍 普　 通 砂粒含

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ
蜜主」愉積み痕

赤褐 普　 通 砂粒含

＝－櫨ナデ 日一様ナデ 黄橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形
胴－ナデ 胴…ナデ 極暗褐

ナデ、 にぷい橙 普　 通 砂　 粒
長石含

ほぼ完形

日二つ童ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨き 赤禍 良　 好 砂　 粒
雲母等含

ローへラ磨き
底一ヘラ削り

ヘラ磨き 明赤禍 普　 通 砂　 粒
雲母等含

完形

＝一様ナデの後
へラ磨き

底－ヘラ削り

ヘラ磨 き 橙 良　 好 砂　 粒
長石等含

ロー横ナデ
以下－ヘラ削り

ヘラ磨き にぷい橙 」 良 好 砂　 粒
雲母等含

＝－櫨ナデ
底－ヘラナデ

ヘラ磨き，底部
放射状へラ磨き

橙 良　 好 砂粒等含 ほぼ完形

ロー横ナデ ヘラ磨 き 明赤禍 不　 良 砂　 粒 i
底－ヘラナデ 石英等含

ロー構ナデ ヘラ磨き 明赤褐 不　 良 砂　 粒 ほぼ完形
底－ヘテナデ 摩滅している 雲母等含

ロー横ナデ
‘・‾・．や

ヘラ磨き 橙 普　 通 砂粒 ・雲母 完形
底一一へフナァ

i

（摩滅 している） 長　 石
石英等含 丹彩

ロー横ナデ’
底…ヘラ削り

横ナデ 赤 普　 通 砂粒・長石
石英等含

丹彩。ほぼ完形

ヘラナデ iヘラ磨 き 明赤禍 不　 良 砂　 粒
（摩滅 している） 雲母等含

－
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「
番号 種　　 類

！ 法　 量

l（懸 ×署懸 ×璧整）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

l
第住
四居
号址

19 有孔円板 一度孔を穿ち，欠損 した痕がみられる。
（石製） さらに中央よりに2 孔を穿ってある。

1 聾 （2L O）×－　×　－ 胴部中位 日縁部はやや直線的に外反し，口唇部は

第

（土師） ほぼ平坦である。胴部は僅かにふくらみ
中位で最大径をもつ。

2 婆 19 ．4　×－　×　－ ロ縁部は頸部から，外反気味に直立して
（土師） 僅かに内轡する。口唇部は丸い。胴部は

緩やかに張る。

3 聾
（土師）

×…　×　－ （8．8） l平底で胴部は僅かに内轡して立ち上がる。

4 ま不 13 ．5×4 ．5　　×－ 圧コ縁 部

】

体部は僅かに内湾して立ち上がり，口唇

i
（土師） 部近 くでやや外傾する。口唇部は尖声ゞる。

休部と底部 との境は丸みをおび，不明瞭
であるが平底。

5 士不 19．4 ×4 ．6×6 ．6 圧］縁 部 平底で，体部は直線的に開き，口唇部近
十
九
号

（壬貢　恵質
土 師）

くでやや外傾する。口唇部は丸い。

6

1

高台付ま不 15．0 ×6 。3×8 ．4

12．1×5．5　 ×－

口　縁 部 休部は，僅かに内攣して立ち上がり，ロ
°

吉

17テ
t

（土師） 縁部は若干外反 し，端部は丸い。体部と
底部との境は丸みを帯び，外方へのびる
高台を付す。

7 球 口　辺 部 口縁部はやや内増し　 体部は半球状 を皇
手 ［

号
慄

輿 l

第

（土師）

i

，する。

8 I ま不
（土師）

13．8×5．6　×　－ 口　縁 部

日 縁 部　 i
Ii

偏平を丸底から内轡して立ち上がり，頸
部でわずかに括れ，さらに内轡しながら
外上方へのびる。

9 杯 14 ．8×5．0　 ×　－ 日縁部は外反 し，口唇部近 くで僅かに内
（土師） 傾角度となる。口唇部は丸味を有す。頸

部に明瞭な稜を有し，偏平な丸底へ続く

Eコ7テ
畢

ノPヽヽ

杯
（土師）

体部となる。

10 14 ．4 ×4 ．6　×　一一

i

日　縁 部 ゆるやかに内攣して立ち上がる。休部が
頚部で稜を有し，日縁部で外反する。口
唇部は若干器厚を減 じて丸みを有す。

逮 11 ま不 13 ．6×5 ．2　×　 － 日　縁 部 ロ縁部は外反し，口唇部は尖がる。体部
構

／′‾．・、＼

l
l

i （土師 ） lは整 った弧状 を呈 す る。頸部 は括 れて明

［瞭 な稜 を有 す。

図 12 杯 14 ．8×5．0　×　 － l 口 縁 部 口縁部 はほ ぼ垂 直 に立 ち上 が って か ら直
33 （土師 ） 線 的 に外 反 し， 口唇 部 はや や尖 が る。体
（1） 部 はや や偏 平 な弧状 を呈 す る。

t
（2） 13 壷 －　 ×－ × 5．1 i日縁部 は直線的 に広 が り，頸部 は「く」の

°
（3）

°
竺

（土 師） 字状 に くび れ， 胴部 は強 く張 り出 し，中
位 上 で最 大径 をも ち，平 底 に至 る。

14 婆 －　 × － × 7．1 や や凸凹 の あ る底部 で， 胴部 は緩 や か に

（土 師） 内攣 して，中位 上 に最大 径 をも ち， 口縁
部 は頭部 か ら若 干外 反 しなが ら立 ち上 が

る。

15 婆

（土 師）

（19。0）×　 － × － ロ縁部 はやや外 反 し，頚部 内 面 に明瞭 射

稜 を もつ。 肩部 は丸 み を もって張 り出 す。

i
16 婆

（土 師 ）

－　 × － ×8．6 底部 は平底 で，側 面 に突 出 し， 胴部 は緩 ［

や かに内轡 して立 ち上 が る。　　　　 ！
】；】ミi
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

石製模造品

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

ロー指ナデ
胴－ナデ

l

橙 不　 良 砂粒含

＝一指ナデ’
胴－へラ削リ

白旨ナデ 浅黄橙 やや不良 砂　 粒
長石含

ヘラ削リ へラナデ 外一明黄褐
内一にぷい黄橙

普　 通 砂粒 （多）
スコリア
（少）含

ナデ、 ナデ’ 外面　 にぷい橙

内面　 黒
普　 通

砂粒含 内黒

＝－ナデ、
弱い水挽 き痕

＝－ナヂ
弱い水挽き痕

にぷい黄橙 やや不良 砂粒含 ほぼ完形

ろくろナデ 坪－ヘラ磨キ 橙 良　 好

】l

砂　 粒 ほぼ完形
ミズビキ痕
（弱い）

脚一回転へラケ
ズリ

長石等含 内黒

ロー横ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ 橙 良　 好 砂粒含 完形

H 一様ナデ
底－へラケズリ

ヘラミガキ 明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母等含

ほぼ完形

ロー横ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ 明赤褐 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英等含

ロー横ナデ’
底－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 橙 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ 橙 良　 好 砂　 粒
スコリア等
含

ロー横ナデ
胴－ヘラケズリ

ヘラミガキ
（摩滅 している）

橙 l普　 通 砂　 粒
長石等含

ローへラケズリ
（縦）

胴－ヘラケズリ
の後へラミ
ガキ （横）

底－ヘラケズリ

横ナデ 褐 良　 好 砂　 粒
雲母含

ナデ’ ナデ 橙 不　 良 砂粒含

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ、

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

赤 普　 通 砂粒含

ヘラ削 り ヘラナデ“ 橙 不　 良 砂　 粒
雲母含
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！番号
種　 I類

法　　　　 量
（口径×器高×底径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

第

十
九
r二コ市
°

責

了ラ‘
e

幸

に：コ丁子
仕
居
興

17 餓 （27 ．0）×－　×－ 日縁部は強 く外反し，口唇部はさらに強
（士帥） くひきだされ，口唇部は丸い。体部はや

や内攣して立ち上がる。

18 序 （12 。2）×－　×－ 目線部は緩やかに内攣する。器肉はやや
（土師） 厚い。底部欠損。

19 棒 12 ．0　×　－ × － 体　　 部 目線部はやや内攣して立ち上がり，口唇
（土師）

i

部は内傾する。休部は，偏平を弧状 を呈
する。　　　　　　　　　　　　　 l

20 土不 （13 ．2）×　－ × － 体　　 部 口縁部はやや内攣して立ち上がり，口唇
（土師） 部近 くでわずかに器厚を減 じる。休部は

やや偏平な弧状を呈する。

21 寵 24 ．1 ×－　× － 目　線 部 ほぼ直線的に立ち上がり，日縁部に至る。
（須恵） 日縁部は断面方形状に収めている。

22 i
l
i

25．5 ×　… ×　－

l
！

目　線 部 休部は直線的に外上方へのび，口綾部は
端部がやや内傾し，内 e外両端はそれぞ
れやや突出し，断面三角形状 を呈する。

23
（須恵）

休部上半に把手状のものをつけている。
丁寧な作 りである。

24 盤
（須恵）

15．2×2。2×10 日　縁 部

l

体部は短かく，外反し上方へのびるが，
上4cm ほどで目線部に至る。 目線端部は
外方へ向いている。体部 と底部との境は
明際に屈曲する。

「25 球
（須恵）

15 ．3×　一 ×11．6 日　綾 部 休部は外反しつつ外上方へ立ち上がる。
口縁端部は外方を向く。体部と底部の境

サ　寸　　　　　　書第

に二コ7テ
葦

戸
状
遺
構

／｛＼膵 ［

はにぷい資を宜す。
26 i

i

2つ

i

圭不
（須恵）

11 ．0×3 ．4 ×7。6 日　縁 部 体部はほぼ直線的に立ち上る。目線部は
丸く収めている。内面は底部 と休部との
境が大きく屈曲する。）

品 i

i

主上1×4．4×7．2

！

目　線 部

i

体部は，ほぼ直線的に外的方へ立ち上が
る。目線部は，わずかに外反気味で端部
はほぼ丸く収めている。　　　 i

吊 打

33

（き） 28

（2）
°（31
t（4）　 29

［ （須恵）

i

i

i

i

13 ．2×4 ．6×6．2

！ i る。目線部は，わずかに外反気味で端部 i
はほぼ丸く収めている。

杯
（須恵）

日　縁 部 休部は水挽痕を良 く残し下半部は内湾気
味に上半部は外反気味に上方へ立ち上が
る。端部は若干外反し，僅かに鋭 さを有
す。

土不 13 ．5×4 ．4×8．5

i

日　縁 部

i

丁寧で水挽き痕はあまり残さない。体部
＼　　J （須恵）

i

は直線的に外上方へ立ちあがり，端部は

30

31

！32

やや鋭い。

塚 13 ．3×4 ．0×7．7 目　線 部 丁寧で水挽き痕 を良く残す。休部はやや
（須恵） 内密気味に外方へ立ちあがり，器厚をし

だいに減じる。

土不
（須恵）

12．3×5．0 ×5 ．7 日　縁 部 体部は器厚を減じながら直線的に外方へ
立ち上がる。端部はやや鋭さを残す。

ヱ不 13．1×5 ．5×5．5 休部は直線的に上方に立ち上がる。目線
（須恵） 部は器厚をやや増し，端部は丸く収めて

いる。
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

指ナデ
整形不良

指ナデ 浅黄橙 良　 好 砂粒含

ロー構ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラ磨キ
マメツしている

赤 不　 良 i 砂 粒

＝一様ナデ
底…へラ削リ

ヘラミガキ 明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母等含

＝－ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ
（摩滅している）

橙 不　 良 砂　 粒
長石含

幅3 cm内外の粘 指による成形 不　 良 長石
土紐，巻き上げ
回転による指成
形

細砂粒含

丁寧に整形して
いる

不　 良 長石粒
細砂粒

器外面は緑色の
自然寒由が付着し
調整痕等不明

良　 好
黒色斑点あ
り

精　 選

辟 ㌣ 普　 通 長石 ・砂粒
雲母末含

水挽 き痕，弱い

匪 掛 ラ 青灰 良　 好 長石粒
細砂粒含

水挽き痕，弱い

自然澤由が付着 し
ている為，観察
が困難である。
底部は回転へラ
愕 書 されて

灰 良　 好 長石粒 水挽き痕，弱い
底部及び休部に （多）

i

粕の状態から底部を上
黄緑の自然粕付
着

i

にして焼成したことが
判明

！底一丁寧に回転

！ヘラ削リ

i

灰 良　 好 細砂粒を含
む，小さな
黒色儀点あ
り

水挽き痕，強い
体部から底部に自然粕
付着

底一回転へラ切 底－ラセン状水 灰オリーブ 良　 好 長石粒 ヘラ記号有り
り痕，手持ちへ　 水挽き痕
ラナデが多方向　 体一丁寧

細砂粒（多）

から。 日一様ナデ

底一回転へラ削 体一横ナデ 灰オリーブ やや不良 石英粒を若
リ 干含むが精

境一回転へラ削 製されてい
リで面取 り る。

底一静止へラナ 底部内面にはラ 灰オリーブ 良　 好 石英粒，
デ セン状の水挽痕 細砂粒含

を良く残す 精製
底一回転へラ切 l日一指ナデ 良　 好 長石粒含

り後ナデ
水挽き痕強

水挽き痕弱 精製

底一回転へラ削 底 ・休部の境一 普　 通 長石粒を含 水挽き病弱
り後手持へラ削 強いアテ むが，精製 ヘラ記号有り

一 されている 焼成時にヒビ割れ有り
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×慮 径）

Cm　　　　　Cm　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

紳弟

33 杯 13．2 ×－ ×　9 ．0 目　 線 部 体 部 は直線 的 に外 上方 へ。 端部 は 丸 く収

（須 恵） め て い る。

内側底 e体 部 との境 は屈 曲 し明 瞭。

外 側底 e体 部 との境 は丸味 有 り。

34 杯 14．4　×－ × 7．9 目 線 部 体 部 は直線 的 に器厚 を減 じて立 ち上 が る。

（須 恵） 目線端 部 は丸 くお さめて い る。底 部 は外

周 部 にアテの入 った若 干丸 み を有す る。

底 ・休 部境 は明暗受 屈 曲

35 台付 長頸 － × －　 ×　 8．0 体 部 は外上 方へ 立 ち上 が る。平底 ，短 い

十

九

にコ7テ
e

亭

号

°

宇

壷

（須 恵）

断 面三 角形 の高台 。

36 柑 11．2　×　 一 × － 頚部 以 下 欠失。

（土 師） ロ縁部 器厚 は極 めて薄 く， 内攣 して立 ち

上 が り， 口唇部 は尖 る。

37 高　　 士不 膵部 は器厚 を減 じな が ら大 き く外 方へ 開

（須 恵） き， 目線 端部 は方形状 で垂直 に上 が る。

内面 に浅 い凹線状 の もの が廻 る。

38 高　　 士不 体部 と脚部 を接 合 した後 に， 四方 に透 し

仁二コ7テ
住

居
興

第

（須 恵） 窓 を窮 ってい る。

39 長　 頸 壷 休部 と冒頭部 の境 は明瞭 に屈 曲 し， 口頸

（須 恵） 部 は器厚 を減 じなが ら外 反 しつ つ上方 へ

の び る。

40 長　 頸 壷 頸部 か ら目線 部付 近 までで あるカミ頚部 上

Eコ
7テ
井

戸

（須 恵）

i

半 はほぼ直線 的 に上 方へ ，上 半 は器厚 を

減 じなが ら外反 し， 上方 へ のび る。

4 1

42

有孔 円板 径　 2．4　 厚　 0。5 欠損 は著 しい が外 縁 部 か ら円板 と判晩

状
遺

構

（石 製） 孔 径　 0 ．15 欠損部 に孔 痕 が あ るた め双孔 。

鉄　　 鉄 長4．6＋3．2 42 ・43は接 合可 能。 頭部 は隅 丸方 形 で，

（鉄 器） 幅 0．7 ・0 ．5 ・0．4 断 面 は矩 形 の角柱 状 を皇 し，下 に向 か っ

て細 くなる。

4 4 砥　　 石 5．8　×4．5 ×2．55 不 定形 で多 面 に使 用 。磨 ぎ面 は ほ とん ど

ゆ るや かな凹面 。

I　　　 l

1

l

聾 19．0　× －　 y　－

1　　　　　　　　　　　　　　　 】 l

頚部 で強 く外 反 し， ロ綾部 で わず かに内

（土 師） 傾 角度 とな り，外 面二 条 ，内 面 に一条 の

稜 をつ くる。端部 は丸 い。胴部 は，緩 や l露

人JL一弟　」　」▲

／、

I I I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I ー稜 をつ くる。端部 は丸 い。胴部 は，緩 や －

か に内 密す る。

2 婆 19．4　×　 － ×　－ 頸部 器 厚 は薄 くな り，外 反 し， 目線 端 外
仁コ7テ
住

居
址

／‾‾‾‘、図

16

（土 師） 面 に一条 の 四線 が廻 る。

3 甑 28．1 ×　 － ×　 － 口　 縁 部 休部 は直線的 に外 上 方へ 立 ち上 が り， 口

（須恵 ） 縁 端部 は水平 で内外 ににぷ い稜 をなす 。

4 ナ不 12．7 ×5．3×6．2 ロ　 縁 部

l

i

体部 は器厚 を減 じなが ら， わず か に内 轡
＼－＿／ （須 恵） 気 味 に外上 方へ 立 ち上 が る。 目線部 はほ

ぼ直線 的 で端 部 は丸 く収 め てい る。水 挽

き痕 は弱 い。

1 聾 （17．8）× －　 × 一・一 l 頚部 は 「く」 の字 に外 反 し， 口唇部 近 く

＜舟弟
九
に：コフ亨
住 ／へ

居 図
址 1 9

＼、＿／

（土 師） か ら，内傾 す る。 口唇 部 は， やや 尖 が る。

胴部 は緩 や かに膨 らみ，底 部 は欠損 して

い る。

2 聾 （24 ．2）× －　 × － ロ　 縁 部 頭部 は直立 して， ロ縁部 はや や強 く外反

（土 師） し， さ らに外傾 す る。 口唇 部 は丸 い。胴

部 は序 々に内轡 す る。
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 調 i 焼 成
胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 ！ 内　　 面

底一丁寧な回転
へラ削リ
底 ・休部境一回
転へラ削リ

底e体一水挽き
痕若干残す

灰 良　 好 長石
砂粒含
精　 製

ヘラ記号有リ

水挽き痕一明繚
底一回転へラ削

リ

水挽き痕一弱 灰 やや不良 長石粒
若干含む
精　 製

底一回転へラ削
リ

灰白 良　 好 長石粒
拙砂粒含

ヘラ磨キ ヘラ磨キ にぷい橙 普　 通 砂粒含

i 良　好 長石粒
細砂粒含精　選

序…緑色自然紬
序下半一回転へ
ラ削リ

灰 良　 好 長石粒
細砂粒含

良　 好 長石粒
細砂粒を

含む

i 青灰 良　好 長石粒
細砂粒含
（多）

水挽き痕一弱

！
サビが著しい

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

橙 良　 好 砂粒含

日一指ナデ
胴－ヘラケズリ

日一指ナデ’
胴－ヘラナデ

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
長石含

良　 好 長石粒
細砂粒含

底一切 り離 し後
手持へラ削 り

にぷい黄橙 やや不良 細悪霊含 i

＝一指ナデ
胴－ヘラケズリ

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母等含

一品票 ‡ズリiロー指ナデ
胴－ナデ

にぷい黄つ 良好 i 砂粒等否！

－281－



番 号 種　　 類
浅　　　　 慮

（口径 ×器 高 ×底 径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 太　 径 器　 形　 の　 特　 徴

第

九
にコ
ブラ
住
居

址

遠

19

＼　）　／

3 聾 －　 ×　 － × 6．2

l

平 底 で，胴 部 は丸 み を帯 びて内 攣 しなが

（土 師） ら立 ち上 が る。

4 稀 体部 はや や偏平 な弧 状 を呈 し， 目線部 土
（土 師） 位 は 欠損。

5 球

（士 帥）

休部 は凸 凹でタ　歪 み があ る。

6 杯

（土 師）

i

1 1．7×4．1　× － ＝　 辺　 部 日綾 部 は 短 か く，直線 的 に内傾 す る。体

部 は偏 平 で ある。

7 ！　 杯 （13．0）×4．4 × … ＝　辺 部 休部 は偏平 な弧状 を呈 し， 日縁 部 は僅 か

！

（土 師） に内轡 し， 口唇部 はや や尖 が る。

8 球 13 06×芸：芸 × … 日　 縁 部 日縁 部 はや や内轡 気味 で， 日韓部 は尖 る。

（土 師） 体部 は弧 状 を呈 す る。

9 砥　　 石 （長 ）8．4 ×（幅）4 。8 不定 形 で あ るが，原形 は長方体 で あろ う。

表 e 嚢 ・側 面 と も良 く使 用 され て いる。

慧

1

2

3

婆 6・8 ×芸：3×3 ・6 ！目 線 部 日縁 部 は外反 し，胴部 は中位 に強 く張 り

（土師 ） 出 して最 大径 とな る。 歪 み があ る。

小　 型 婆 ー × －　 × 5．3

i

平底 で， 立 ち上 が り部 はやや くぼ み，胴
舜寺
十

i二つ了テ
住

（土師 ） 部 は中位 下 半で最 大径 を もつ。

器　　 台 9．8　 × －　 × … ！受部 は わずか に内 攣 し， 日韓部 に四線 が
居

址

遠

20
＼h／

（土師 ） 孔 楼 1．4 廻 る。受 普 孔 を も ち，脚部 に円窓 が有 る。

4 支　　 脚

（土 師 ）
13．2 ×13．9×7．6
孔径 1．6

麟「底言部

！

孔 を有 し，脚部 は直線 的 に開 く。

5 皿 l19．2 ×3．8　 ×　－ 目　 線 部 底 部 は凸 凹 で，体部 は極 めて浅 く， 日縁

（土 師 ） 部 は直線的 に立 ち上 が る。 日韓部 は 搭厚

を減 じ丸 み を帯 び る。

l　　 ■

第 居
士 址

11 （鳥 目 （15．5）×　 － × … 頭 部 か ら直 線的 に外 反 し， 日射 腔 器厚 1

を減 じた折 り返 し目線 とな る。

！

転

住讐

1

i2

i晶 i ［（15．5）×　－×－ 頭部から直線的に外反し，日射腔器厚1
を減 じた折 り返 し目線 とな る。

！

鉢 主上7 ×8．5　×　 － 口　 辺　 部 日縁 部 はやや 内攣 し，体 部 は歪 み が あ り

（土 師） 丸底 とな る。外 面 の頚部 に稜 を もつ 。

l

第 1岩
上ヰ止
匹「（
号 南

1 勾圭模 造品 全長　 厚 さ　 孔 径 板状 の 表材 を擦 って成 形 して い る。）

（石製 品 ） 3∴う5×（＿′） 。6　× （主2 側面 に両 面 か らの擦 面 を残 す。

住 空

紳弟
書

にコアデ

1 壷 （12 ．6）×　 － × － 胴　　 部　　　 日縁 部 はや や外反 し，中位 で僅 か に内攣

（土師 ） す る。胴部 は強 く張 り出 し，球 形 を呈 す
る。 頭部 に凸帯 をも ち， 凸帯上 面 にキザ

ミ有 り。

2 壷 14．1 × －　 × － 頚部 か ら日縁 部 に かけ ては緩 や か に外反

°／へ＼ （土師 ） し， 肩部 は強 く張 り　 す。
二 図 ー複合 日録

十 41
喜㈲

7丁 ・
住 （2）

居 ）

3 婆 24。0　× －　 ×　－ 胴　　 部　　　 目線部 はや や外反 し， 胴部 は強 く張 り出

（土 師 ）

】

して い る。

4 聾

（土 師）
17．2　×　 － × － 胴部 中位　　　 日縁部 は直線 的 に開 き， 中位 で さ らに外

址 傾 す る。 口唇部 は平坦 で あ る0 胴部 はほ l

ば球 形 を呈す ると思 われ る。底 部 欠損。 き
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整　　　　　 形　　　　　　 法
色　　　 言周 焼　 成

丁‾
メ治　 土 備　　　　　　 考外　 面 i 内　　 面

ヘラ削リ ヘラナテざ 浅黄橙 普　 通 砂粒
雲母含

ナデ’ 丁寧なナデ にぷい黄橙 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ
底一上へラナデ

下へラ削リ

ナテP 裾灰 やや不良 ！ 砂粒含

憲二讐‡‡デ i㈲ デ 浅黄橙 普　 通 砂粒
長　 石
石英等含

ほぼ完形

「1－構ナデ　　　 「1－構ナナ 浅黄橙 普　 通 砂　 粒 ほぼ完形
底－ヘラケズリ　底－ナデ 雲母等含

日一様ナデ　　 「γ寧なナデ
底－ヘラナデ

浅黄橙 普　 通 砂　 粒
スコリア

全体に煤付着

石英等含

寡題－ ■－ ほぼ完形ヘラ磨キ （粗）

i

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ナデ iナデ 外一にぷい場

内一褐灰

普　 通 砂　 粒
スコリア含

受部一桟ナデ’　 受部－ヘラナデ 明赤禍 普 ．適 砂粒含
脚部－パケ目整　 脚部－パケ目整
形　　　　　　　　 形

l
－パケ目盛形　　　 ナデ 外一橙 普　 通 砂粒 ・雲母

内一明赤禍 長石 ・石英

ロー桟ナデ
底－ナデ

等含

にぷい黄榎 ！ 普　 通 砂粒含

ほぼ完形

パケ目後ナデ　　 へラナデ

i

にぷい橙

i

不　 良 霊石畑

】
ロー横ナデ　　　 へラ磨キ ！橙 良　 好 砂　 粒 ！
胴～ヘラ磨キ 雲母含

i

i

iI（i！ii
i

ローパケ目整形
胴－パケ目の後

ナデ

ナデ’ にぷい橙 普　 通

！

砂粗含 i

日－パケ
頸－ヘラナデ
胴－へうナデ

＝－ヘラナヂ
胴一輪積み痕

赤 不　 良 砂　 粒
石英含

丹彩

パケ目整形　　　 日…パケ目整形

！ヘラナデi

明赤裾 やや不良 霊石打

にぷい赤禍 やや不良 砂粒含 l
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

紳弟
士

にコ7デ
．

手

五

号
住

居
址

／｛＼図

4 1

（1）

°
竺

5 婆 22 ．2　×　 － X － 胴 部 中位

i

l

目線部 は直線的 にやや外 傾 し， 中位 で さ

（土 師） らに外 傾 す る。 口唇 部 は平坦 で あ る。胴

部 は緩 や か にふ くらむ。

底 部 欠損

1‾7／
［　 壷 15 ．3　×　 － × － 頚 部 は直線 的 に開 き，折 り返 し日縁 で あ

（土師 ） る。 口唇部 はやや 丸味 をもつ。

8 壷 ー × 一一　 ×　8．4 胴部 は横 に張 る球形 を皇 し， 底部 との境
（土師 ） は わず かに括 れ，平 底 と な る。

9 褒 －　 × －　　　 4．8 底部 は わず かな あげ底。胴 部 は ほぼ球 形

（土師 ） で・あ る。

1（） こ士ごヨ芝 9．4×11 ．9×3 ．8 胴部 中位 下 目線 部 は やや 直線 的 に広 が り， 頸部 はほ

（土 師 ） ぼ「く」の字状 に括 れ る。胴部 は頚 部 か ら，

最 大径 をもつ中位 下 までほぼ直 線的 に張
り， 中位 下 で強 く張 り出 し，底 部 へ向 か

う。

11 器　　 台 7．4×7．2×12 ．3 脚　 部　 裾 受 け部 は，下 位 に僅 か な稜 を有 し，接 や

（土 師） 円窓 径 1．2 か に内攣 して， 口唇近 くでや や内傾 す る。

脚部 は頚部 か ら緩 や か に外 反 し，裾 部 で
大 き く関 が る。受 け部 孔 を有 し， 円窓 は

3 ヶ所 に穿 たれ て いる。

12 稀 15．6　× －　 × － 口 縁 部 体部 は直線 的 で， 底部 近 くでや や 丸味 を

（土 師） も ち，底部 は欠損 して いる。 口唇部 は や

や尖 がる。

13 高　　 稀
（土 師）

稀部 は直線 的 に外上 方 へ伸 び る。

14 支　　 脚 － ×　 － × （12 ．2） 脚 部 は ほぼ直線 的 に外下 方へ 開 き，下 端

（土 師） 部 で内傾 す る。

15 支　　 脚 12．9×17．0×7．0 口　 縁 部 孔 を有 し， 脚部 は 内轡 しなが ら外 下方 へ

（土師 ） 孔 径　 2．1 開 き，下端部 近 くで内傾 し， 端部 は平 坦。

i

l

紳弟
十

＿L▲／ヽ
仁：コ

1 聾 17。7×3 1．8×8．6 胴 部 中位 頭部 は，肩 か ら内 轡 して， 口縁部 は強 く
（土 師 ） 外反 す る。胴部 は緩 や かにふ くらみ， 中

位 で最 大径 をもつ。 平底 で あ る。

2

I

婆 （19．0）× －　 × － 胴 部 中位 上 頸部 で外反 し， 目線近 くで さ らに外反 す

（土 師） る。胴部 中位 で 最大 径。

3 婆 一 ×　 － ×8．0 胴部 中位上 胴部 は強 く張 り出 して， 中位上 で 最大径

（土 師） を も ち，底部 に向 かっ てやや直 線的 で あ

る。

4 甑 2 7．8×24 ．9　× － 口　 縁 部 目線 部 はや や強 く外反 し， 休部 は直線 的
7テ
住

居
址

（土 師） に内傾 す る。

5 碗 （1 2。3）×8．8 ×7 ．5 胴部 中位 上 口縁 部 はほ ぼ直立 し， 口唇部 でや や外 傾

（土 師） す る。休部 は強 く張 り出 し，中位 ▼上 に最

大径 を もつ。 平底 で あ る。

6 手　 捏　 ね
（土師 ）

－　 ×　 － ×　5．7 平底 か ら体 部 は直線 的 に外上 方 へ伸 び る。

7 砥　　 石 長　　 幅　 厚 不整 形 を皇 し，表 ・裏 ・両側 面等 多面的

10 ．5×4 ．2×2．3 に使 用。側 面 は ゆ るい内攣 カーーブ。
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 調

焼　 成 胎　 土

i

備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

＝一指ナデ
パケ目整形

胴－ノ＼ケ日の後
へラナデ’

！ロ遠雷 目の後

！胴‾ヘラナデ

灰　 赤 不　 良 砂　 粒
長石含

パケ目

l

パケ目 橙 砂　 粒
長　 石
雲母含

パケ目整形 ヘラナテざ
パケ目整形

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
雲母含

lパケ目整形 へラナデ’ にぷい黄橙 普　 通 砂粒含 胴部下半に煤付着

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り後

ナデ、

ロー横ナデ
胴－ナデ

明赤褐 良　 好 砂　 礫
スコリア
雲母含

ほぼ完形

ヘラナテざ ヘラナデ、 明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母含

ろくろナデ ていねいな
ヘラミガキ

外一にぷい橙
内一黒

良　 好 砂　 粒
石　 英
長石含

内黒

ナデ’ ヘラ磨キ 橙 ‡やや不良 砂粒含

パケ目整形 ヘラナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
砂　 礫
長石含

パケ目整形 ナデ、 にぷい橙 普　 通 砂粒含

日一様ナデ ロー横ナデ にぷい橙 良　 好 砂　 礫
ヘラナテざ ヘラナデ、 長　 石

石　 英
スコリア含

＝－横ナデ
胴－ヘラナデ

ナデ’ 明赤褐 不　 良 砂　 礫
スコlIア
雲母含

ほぼ完形

白一横ナデ
胴－ナデつ下か

ら上へ）

ロー横ナデ
胴－ヘラナデ

橙 やや不良 砂　 粒
長　 石
石英含

ナデ （摩滅 して　 ロー横ナデ
いる）

にぷい黄褐 不　 良 砂　 磯
スコリア含

ロー横ナデ ロー横ナデ にぷい橙 良　 好 砂　 粒
胴－ヘラ削リ 胴－ヘラ削リ スコリア含

指ナデ 指ナデ 明赤褐 普　 通 砂粒含

i 泥岩
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i番号
i
種　　 類

法　　　 量
（口径×器高×底径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

8 紡 錘 車 雲：昌×1・25

円孔 0。65

円錐台形を墨し，上 。下面，側面ともノ
（石製品） ミ病棟の痕跡が認められる。

9 紡 錘 車 2。8×1。9 円錐台形を皇し，上 ・下 の側面とも　　 －

（石製畠） 円孔 0．8 良く磨いで整形されている。

10 鉄製品 長　　　 幅
3．75×0 ．85

偏平な板状であり，土 。下とも欠損。

11 平鎌 長　 幅 平鎌の一部 と思われる。下端は薄く，刃

（鉄製品） 4．7×3．25 部 と思われる。

12 ヱ不 9．2　×　－ ×　－ 口　縁 部 目線部附近に浅い凹線状のものが…一周し
（須恵） ている。目線端部はにぷい稜を呈してい

る。底部と休部 との境は明瞭でなく，底
部から内轡して目線に至る。

13 稀 13．4 ×（3．0）×－ 口　辺 部 口縁部は内攣して立ち上がり，体部との
仁ヒ師） 境に稜 をもつ。休部は極めて浅 く，肥厚

で偏平である。

14 ま不 11。2×3 ．5　×　－ 口　辺 部 目線部は直立し，休部との境に稜 をもつ。

牌弟
十
＿＿LA′ヽ
号
住
居
址

（士帥） 休部は直線的な内傾である。

15 稀 13．7 ×3 ．4 ×　－ 口縁部は内傾して立ち上がり，口唇部外
（土師） 側に稜を有し，内側は丸みを帯びる。

16 棒 11．4 ×4 ．5　×　－ 目　線 部 目線部はほぼ直立し，口唇部近くでやや
（土師） 外傾する。休部は弧状を呈する。

17 土不 14．3 ×4 ．5　×　－ 口 辺 部 目線部は，直線的に内傾 し，口唇部は丸
（土師） くなる。日綾部と体部との境に明瞭な稜

をもつ。体部はやや偏平な弧状を呈する。

18 土不 12．0×3 ．5　×　－ 目　線 部 口縁部はほぼ直立し，口唇部は僅かに外

i

l

（士帥） 傾 し，体部は弧状 を墨す。頸部内外面に
稜有り。

当 杯
（土師）

l

13・2×芸：芸× 一一 口　辺 部

l

目線部は頸部から内傾し，頭部外面に段
をつくる。体部は偏平な弧状。

i

20 ヱ不 14．2×4 ．5　×　－ 口　辺 部 目線部は僅かに内轡 し，休部はやや偏平
（土師） な弧状を呈する。

21 ま不 14．0 ×5 ．8　×　－ 口　辺 部 目線部は直線的に内傾し，体部 との境に
（土師） 稜をもち，休部は弧状 を呈する。

22 碗 15．7 ×7 ．9　×　－ 口　辺 部 体部は，まろやかな半球状 を皇し，目線
（土師） 部は内轡し，口唇部は丸みを帯びる。

23 支　　 脚 孔径 1．2 脚部は直線的に外下方へ伸びる。
（土師） 円窓有り。

24 ま不 12 ．9×5．9×8 ．3 ロ　縁 部 体部はやや直線的に立ち上がり，目線部
（須恵） はわずかに外反気味で，端部は丸く収め

ている。外方へふんばる高台，体部 と底
部の境は外面丸味を有し，内面は明瞭に
屈曲を室す。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　 面 i 内　　 面

滑石製

滑石製

底部径 7 cm に渡
り回転へラ削リ

灰 良　 好 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱い」

＝－横ナデ
胴－へラケズリ

ロー一様ナデ
胴－ヘラ磨キ

明赤禍 良　 好 砂　 粒
雲　 母

スコリア含

ロー櫨ナデ
底－ヘラ削リ

ていねいな
へラ磨キ

赤褐 良　 好 砂粒含

ローへラ磨キ
ヘラ削リ

亡主－ヘラ磨キ 赤 良　 好 砂粒含

ロー櫨ナデ
底一一へラケズリ

ローー横ナデ
底－ナデ

にぷい褐 普　 通 砂粒含

＝－櫨ナデ
底…ヘラナデ

＝－横ナデ
底－ナヂ

にぷい赤褐 良　 好 砂　 粒
雲　 母
長　 石
石英含

ほぼ完形

ロー横ナデ
胴－ヘラ削リ

ロー横ナデ
胴－ナデ

にぷい裾 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ
底…ヘラ削リ

ロー構ナデ
底－ナデ

にぷい橙 良　 好 砂　 粒
雲母含

一に「一様ナデ

胴－ヘラ削リ
ヘラミガキ 橙 良　 好 ！ 砂　 粒

スコリア含

にぷい橙 良　 好

！

砂粒含

＝－横ナデ
底－ヘラ削りの

後へラナデ

ロー横ナデ
底－ヘラ磨キ

明赤禍 普　 通 砂　 粒
雲母含

パケ目の後へラ
ナデ、

ヘラナテざ にぷい橙 普　 通 砂　 粒
石英含

底部は回転へラ
切 りの後回転へ
ラ削リ

暗青灰 良　 好 長石及び細
砂粒（多）含

水挽き痕弱い
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　Cm　　　　　　　Cm

l
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

八重一一

25 ま不 17 ．1×6 ．0×11．1 口　縁 部 底部と休部は鋭い稜をなす明瞭な屈曲に
（須恵） よって区別される。体部は，わずかに器

厚を減じながらほぼ直線的に外上方へ立
ち上がる。ロ縁部は若干外反 している。
底部外縁より2 cm 内側に外方へふんばっ
た高台。

26 士不 15．1×5．5　×－ 目　線 部 体部は，わずかに器厚を減じながら，や
（須恵） や外反気味に立ち上がる。目線端部は，

わずかに外方を向く。底部全体は丸味を
有す。休部との境は内外面とも明瞭に屈
曲する。

27 壬不 14 ．0×5．35×7 ．8 目　線 部 体部は器厚を減じながら，やや内轡気味
弟
十　」　」

／ヽ口7テ
住

（須恵） に立ち上がり，休部上位でやや外反する。
目線部は直続的にのび，端部は丸く収め
ている。

28 土不 14 ．4×4．8×8．6 口　縁 部 肉厚の底部から体部へ明瞭に屈曲し，わ
居
址

i

（須恵） ずかに器厚を減じながらほぼ直線的に外
上方へ立ち上がる。口縁端部はほぼ丸く
収めている。

29 盤 23 ．8×4 ．7×13．7 目　線 部 底部と目線部とは鋭い稜をなす屈曲によ
（須恵） って明瞭である。目線部はわずかに外反　′

し，端部は外方を向 く。底部は丸味をも
つ。外方へふんばる高台。

30 円　　 硯
（須恵）

20．0　×－　×－ 円面硯。側面に一条の隆帯を有す。

i

I

l　　　　　　　　　　　　　l

1 璧 17・2×23：3 ×5・7 胴部中位 目線部は大きく外反し，口唇部は丸い。
（土師） 胴部は，中位に最大径をもち，やや強く

張ってから丸味をもって平底に至る。

2 甑 24 ．1×26．4 ×－ 胴部中位 目線部は緩やかに外反し，口唇部はやや
（土師） 薄くなる。胴部は，中位に最大径をもっ

てふ くらむ。

3

l

甑 20 ．5×15．2　×－

l

ロ　縁 部

l

目線部はやや直線的に外傾し，体部はほ
（土師）

l

ぼ直線的に内傾 し，下半からやや丸味を
帯びる。　　　　　　　　　　　　　　　　 l

パ l l
帯 び る0　　　　　　　　　　　 1

弟
十

八

ロ7テ
住

4 土不 （12．8）×4 ．4 × － 口　 辺 部 口縁部 は直 線的 にやや 内傾 し，体 部 との
（土 師 ） 境 に稜 を もつ。 体部 は弧状 を呈 す る。

5 ま不 13．0 ×5 ．0　× － 口　 辺 部

！
i

口縁部 は やや内傾 し， 口唇部 は わず か に l

居
址

遠

2 9

（1）

＠

（土 師 ） 丸 くな る。休 部 は凸 凹 が あ り， やや偏平

な弧状 を呈 す る。

6 ま不

（土 師）
13．3 ×6．0　× － 口　 辺 部 目線 部 は内轡 し，休部 は弧 状 を呈 す る。

7 士不 14 ．0×5．7　× － 休　　 部 口綾 部 はや や内轡 し， 口唇部 は丸 い。体
（土 師） 部 は弧状 を呈 す る。

】

8 士不 14 ．8×4 ．9　x － 口　 辺 部 目線部 はや や内傾 し， 口唇部 は わずか に
（土 師） 鋭 くなる。休部 は偏 平 な弧状 を呈す る。

9 高　　 ま不 11．4 ×7．1×9 ．0 球体 部上 半 球 目縁 部 は ほぼ直線 的 に立 ち上 が り， 体
（土 師） 部 は偏 平 な弧状 。脚部 は短 か く， ゆ るや

か に外 下方 へ の び る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　 面 i 内　　 面

底部は回転へラ
削リ

灰白 良　 好 長石粒
細砂粒
（多）含

水挽き痕弱い

i

灰白 不　 良 長石粒
細砂粒
（多）含

水挽き痕弱い

底部は粗い回転
へラ切りのまま
である

灰黄褐 普　 通 長石粒を多
く含み粗い

水挽き痕弱い

水挽き痕はやや
強い。底部外縁
まで挽き出し，
底部のやや内側
で回転へラ・切リ
によって・切り離
した後外周部を
ナデ

水挽き痕は弱い 浅黄 やや不良 長石，細砂
粒は比較的
少ない

底一回転へラ削
リ

普　 通 長石粒
細砂粒を含
む

水挽き痕弱い

i 黄灰 良　好 長石粒
細砂粒を少
し含む

橙 良　 好 砂 ′　粒
雲母含

ほぼ完形

ヘラケズリ ナデ 橙 不　 良 砂　 粒
スコリア含

＝一指ナデ
胴－ヘラケズリ

日一指ナデ
胴…ヘラナデ

明赤褐 不　 良 砂粒含

ロー横ナデ
底…ヘラナデ、

＝－植ナデ
底－ヘラケズリ

淡赤橙 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ
底－ヘラ磨キ

ロー横ナデ
底－ヘラミガキ

明赤褐 良　 好 砂　 粒
スコリア含

ほぼ完形

＝一様ナデ

へラ削リ
にぷい赤褐 普　 通 砂　 粒

スコリア
雲母等含

ほぼ完形

ロー横ナデ　　　 ＝一枯ナデ
底－ヘラケズリ　 底…ヘラミガキ

ヘラミガキ

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
雲　 母
長　 石

完形

石　 英
スコリア含

ロー横ナデ ナデ、 にぷい橙 やや不良 砂　 粒
底－ヘラケズリ 雲　 母

スコリア含

緒憲二讐‡デ　 謡姦二三警晶キ 橙 良　 好 砂粒含 ほぼ完形

脚部－ヘラナヂ
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

10 ま不
（三貞恵）

14．2 ×4 ．5　 ×－ 目　 線 部 休 部 は ほぼ直線 的 に外 上方 へ伸 び， 目線

部 は器 厚 を減 じ，僅 か に外 反 す る。 端部

は丸 く収 め てい る。

第
十

八

r二コ万
住

居

11 ！　 稀

（須 恵）
14 ．3×4．7 ×8 ．3 ロ　 縁 部 休部 は わず かに外 反 気味 に上 外方 へ立 ち

上 が る。 目線 端部 はほ ぼ丸 く収 めて いる。
底 部 と休 部 との境 は九時 を有 す る。

12 棒

（須恵）
10．8 ×3 ．9×6．9 口　縁 部 休 部 は ほぼ直線 的 に外 上方 へ伸 び る。 目

線 端部 は丸 く収 めて い る。

13 蓋
（須 恵）

16 ．4×3．9 5　× － 天井 部 は器厚 を減 じなが ら，外 下 方へ 開

いてゆ く。 日経部 は下 方へ 短 か く屈 曲 し
先 端 には にぷ い稜 をなす。 天井部 には中

央 に擬 宝 球状 のつ まみ を付 す。

14 羽　　 目
（土 師）

長　　 径

12。0×5．5
円孔径　 2．3

円柱 状 を皇 し， 中央 に円孔 が貫 け ている。

15 羽　　 目 長　　 径 円柱状 を呈 す が　 下端 が広 が りをみせ る
址

遠

29

（1）

°
竺

（土師 ） 12．1×6．9
円孔 径　 3．2 5

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇円孔 が貫 けて い る。

16 模　 造　 品

（石 製）

長　 幅　　 厚

4 ．5×2．15×0 ．5
孔径　 0．2

板状 で船形 を呈す 。円 孔 を有す 。

17 羽　　 目
（土 師）

長　 3．1 羽 目小 片 と看 られ る。

18 鉄　　 器 長　　 幅 両側 面 か ら折 り曲 げ て柄 の固定 と して い
5．3 5×0 ．9

2 ．3
る。 刃部 は欠 失 して い る。

19

°
21

鉄　　 器 長　 5．2 5×6．55
柄 幅 0 ．45，0 ．7，0．5

尖 刃幅 0．9

19 ・20は接 合可 能 と看 られ る。柄 は断 面
四角 形 で，途 中 ，一度 段 を有 して太 くな

り， さ らに尖頭部 にむ かっ て細 くなる。
尖頭部 は木美 形　 断面 は　 音∵戸レンズ、ユ

20 鉄　　 器 長　　 幅

4．05 ×0 ．75

0．85

小 片 で， 器種 等明 瞭 には断 定 し難 い。断
面 は角 が丸 くなる長方 形。

＜メr一弟

子

［＝コブラ
住

居
址

遠

1 台 付 賓
（土 師 ）

18．0 × －　 ×　 － 目　線 部 目線部 は頚部 か ら「く」の字 に直線 的 に開

く。胴 部 は ゆ るや か に内轡 。

2 台 付 婆
（土 師）

高　　 ま不

（土師 ）

ー ×　 － × 脚 径9 ．4 台部 はや や内轡 気味 に広 が り，端部 は平

坦 。

3 円窓径 1．2 稀部 は緩 や か に内轡 して立 ち上 が る。脚

部 は大 き く広 が る。脚部 に円窓 が穿 たれ

る。

4 飾 器 台 19 ．1×　 －　 ×　 － 受 け部 は外 面 に装飾 用 の突帯 を もち　 戌
3 5　　　） （土 師） 円 窓径 1．2 ，　又

け部 底部 よ り直線 的 に開 き， 明瞭 な稜 を

もっ て大 きく外反 す る。 口唇部 は平 坦 で
あ る。脚部 は緩 や かに外反 し， 円 窓 が 3

ヶ所 に穿 た れ る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

底部は回転へラ
切りの後外周部
に回転へラ削リ

灰白 不　 良 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱い

底一回転へラ切 水挽き痕は弱い 普　 通 長石粒 土師質須恵器
り後手持ちへラ
削リ
水挽き痕強い

細砂粒含

褐灰 良　 好 長石粒 （少
比較的キメ
細かい

）i

天井部には，径 灰 ！ 良 好 長石粒 内面に灰緑色の吹き出
11cmに渡って回
転へラ削リ

細砂粒含 し寒由，重ね焼き痕

！ 灰黄 砂粒含 鉱ブ宰付着

i 鉱浮付着
表裏側面とも擦
痕が顕著

外面に鉱ラ宰付着

サビが著 しい

サビが著しい

i
I！ロー横ナデ

！胴－ヘラナデ

日一様ナデ
胴－へラナデ

橙 不　 良 砂粒含

ナデ ナデ、 lにぷい橙 普　 通 砂　 粒
長石等含

ヘラ磨キ ま不一へラ磨キ
脚一土ナデ

下パケ目

橙　　　 ！ 普　 通 砂粒含

ヘラ磨キ 土不部－ヘラナデ
脚部－パケ目の
後へラミガキ

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
長石等含
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番号 種　　 類
法　　　 畳

（口径 ×器高 ×底径 ）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

紳
1 ・こ，量ご竺E 16 。8 × －　 ×　－ 頚 部 は殆ん ど括 れず， ゆ るや か に外 反 し

弟

宇

四
号
住

居

址

（弥生 ） て 目線 に至 る。 5 条 の櫛描 洗練 で胴部 と

区画 。

ロー複 合 目線 ，口唇部 に原 体 の側 面庄 痕。
複 合 目線 の隆起 帯下 端 に棒状 工 具 に よる
刺 実 文。

胴 － ほ とん ど膨 らまない。

2 ーニゴゴ・宝芝 15．8　× －　 ×　－ 頸 部 は ほ とん ど括 れ を もたず， ゆ るや か

遠

36

＼、＿＿′

（弥 生） に外反 して目線 に至 る。

目線部 は複 合 目線 で あ り， 隆起帯 には撚
糸 文施 文 。 口唇 及 び隆起 帯下 端 には原 体

の側 面庄痕 。

人メr弟

1 聾 16．2、× －　 × － 頸部 か ら目線 部 にか けてや や外反 し， 臼

（土 師） 唇部 は丸 い。胴部 は強 く張 り出 す。

2 聾 －× －　 ×（7．2） 底部 は若干 くぼみ，胴 部 は わず か に外 反

（土 師） した後 ，緩 や か に内轡 して立 ち上 が る。

3 聾 14 ．6　× －　 ×　－ 胴　　 部 口縁 部 は，僅 かに外反 し， 口唇 部 は平坦

（土 師） で あ る。胴部 はやや強 く張 り出す 。
底部 欠損 。

4 壌 ー × －　 × （7．2） 平底 で，胴 部 は内 轡 しなが ら立 ち上 が る。

（土師 ） 肉摩 。

5 小 型r聾 （8．0）× －　 × － 頚部 か ら目線 にかけ て直立 し， 肩部 は強

（土 師 ） く張 り出 す。 全体 に肉 厚。

6 小 型 婆 12．9 ×9．8×5 ．2 日　 縁 部 頚 部 は ほば直立 し， 口唇 部近 くで内轡 し

（土 師） な が ら外方 へ 開 く。休部 は上 位 に最 大径

をも ち，半 球状 を呈 す る。平 底 で あ る。

7 小 型 聾 11．6×14 ．3×7 ．0 体 部 中位 上 目線部 は極 め て短 か く， 外傾 す る。体部

至

′ヽ
ロ7テ
住

居

l 址 l

（土 師） は中位 上 に最大 径 をもつ 。 ほぼ球 状 を呈

す る。底 部 の器 肉 は厚 く平底 。

8 小 型 壌 － ×　 － × 8。0 平底 で，底部 の み器 肉 が厚 く，胴部 は緩

（土 師） や か に内攣 す る。

9　 － 婆　　 － ー　 ×　 － × 9 ．6　　 － l
底部 は上 げ底 。胴 部 は内轡 しなが ら大 き ［

l 鐘

居
址

（土師） やかに内攣する。

1 9 婆 － ＼ノ’・一一× 9．6／＼
！ 底部は上げ底。胴部は内轡 しながら大き

遠

45
（1）
°（2）
e墜

（土師） く膨 らむ。

10 甑 孔径　2．8 底部端は肉厚であり，胴部は内攣して立
（土師） ち上がる。

11 土不 11 ．6×5．2　×　－ 休部上位 口縁部は内轡して立ち上 がり，体部は偏
（土師） 平な弧状を皇す。

12 士不 12．4 ×5。4　×　－ 口　縁 部 目線部と体部の区一切れがなく，底部から
（土師） 丸味をもって立ち上がり，口唇部も丸味

をもつ。

13

l

ま不 12．8 ×5．8　×　－ 体部上位 目線部は内轡して立ち上がり，体部は半
（土師） 球形を呈する。

14 士不 （12．2）×（5．6）×－ 口　辺 部 休部 と口綾部の境が不明瞭で，体部は半
（土師） 球状 を呈し，目線部はやや内偵する。休

部には僅かな浅い凹線が見られる。
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整　　　　 形　　　　 法
焼　 成 胎　 土

外　　　 面 内　　　 面 色　　　 調 備　　　　　　　 考

頸一無文
櫛措文

胴一撚糸文

丁寧なナデ 橙 良　 好 緻　 密 外一煤付着

頸－ 4 条の櫛描
洗練の波状文が
3 段
胴一撚糸文

丁寧なナデ

i

外一黒褐
内一暗褐

良　 好 石英粒を含
精　 緻 外一つコ唇部まで全体に

煤付着

＝一指ナデ
胴－ヘラ削リ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ヘラ削リ ヘラナテざ にぷい黄橙 良　 好 スコリア
長石・石英含

一部煤付着

＝一指ナデ ＝一指ナデ 内面一橙 良　 好 砂　 粒
胴…へラ削リ
ヘラナテざ

胴一横へラナデ 外面一明赤禍 砂礫（少）含

ヘラ削リ へラナデ、 橙 不　 良 砂　 粒
長　 石
石　 英
雲母含

iヘラ磨キ ヘラナデ’ にぷい橙 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ ＝一一横ナデ 内面一褐
良　 好

砂　 粒
ヘラナデ ヘラナテP 外面一にぷい赤

橙
長　 石
石英含

ナデ ナデ、 にぷい黄橙 不　 良 砂　 粒
スコリア
雲母含

成形不良

へラケズつ へラナデ 明赤褐 不　 良 砂　 粒
スコリア含

ヘラナデ ヘラナデ’ 橙

l

長石 ・砂粒
スコリア

（少）含

黒斑有り

ヘラ削リ ヘラナデー 橙 不　 良 砂　 粒
雲母含

i
ロー櫨ナデ
胴－ヘラ削リ

！ヘラ磨キ 橙 良　 好 砂　 粒
石　 英
雲母含

ロー横ナデ ヘラ磨キ 橙 砂　 粒
体－ヘラ削リ スコリア含

＝－ヘラ磨キ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 橙 良　 好 砂粒含 ほぼ完形

ローパケ目整形
後ナデ

胴－ヘラ削リ

ナデ 橙 普　 通 砂粒含
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　c但＿＿＿＿」里

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

15 碗 12．3×7．0　×－ 口　辺 部 目線部は外反気味に内傾 し，口唇部がや
（土師） や外傾する。口唇部は丸い。休部はやや

歪んだ半球状を皇す草。

i

第 i

16 椀 13 ．3×7，5　×－ 口　縁 部 目線部は僅かに内攣するが，ほぼ直立。
（土師） 口唇部はやや尖る。体部は大きく内轡し

偏平な丸底である。

17 土不 15．5×5 ．3　×－ 目　線 部 底部から体部下位にかけては内轡ぎみに
（土師） 立ち上がり，目線にかけてほぼ直線的に

外反する。

18 士不 13．0 ×5．0　×－ 目　線 部 目線部は外反し，中位から内轡ぎみに外
（土師） 傾 し，口唇部内面に僅かを稜をもって直

立する。体部とは，僅かな稜で区分され
る。

19 稀 13 ．4×6。1　×－ 目　線 部 目線部は直線的に開き，体部は弧状を室
（土師）

i
する。口唇部と体部の境は段を有する。

20 稀 14 ．3×6．3　×－ 目　線 部 口縁部は大きく外反し，体部 との境に踵
（土師） をもつ。休部は弧状 を呈す。

21 土不
（土師）

13．6×4 ．7　×　－ 目　線 部 口縁部はやや外反し，体部との境に稜を
もつ。体部は浅 く，直線的である。

22 士不
（土師）

13．0×4．2　×－ 目　線 部 口縁部は外反し，口唇部附近でさらに外
傾する。休部 と目線部の境に稜をもち，
体部は浅い弧状を呈す。

23 ま不 13．4×4．5　×－ 目　線 部 日縁部は直線的に外反し，口唇部は尖が
王

ノ＼
住

（土師） る。体部との境には稜を有し，体部は浅
い弧状を墨す。

24 土不 14 ．8×4．7　×－ 日　縁 部 目線部は直線的に外傾 し，口唇部はやや
居
址

遠

（土師） 尖がる。目線部 と体部との境に稜をもつ。
休部は弧状 を呈する。

25 ま不 14．4 ×5．0　×－ 目　線 部 体部と目線部の境に僅かな稜をもち，日

45
（1）
e（2）

°（3）

（土師） 縁部は直線的に開き，体部は緩やかに内
轡 して丸底の底部に至る。

26 士不
（土師）

15．3 ×5 ．0　×－ 口　縁 部 目線部は休部 との境に稜を有し，ほぼ直 ！
線的に外反 して立ち上がる。体部は緩や
かに内轡する。

、ヽ＿一／ 27 ま不
（土師）

16．6×4．5　×－ 目　線 部 体部 と目線部の境に僅かな稜を有 し，日
埠は緩やかに外反しながら立ち上がり，
端部附近で稜を有する。体部は偏平な弧
状 を呈する。

28 土不
（土師）

12 ．3×4．2　×－ 口　縁 部 目線部は直線的に開いた後，口唇部近く
でやや内轡する。体部は浅 く，偏平であ
る。

29 ま不
（土師）

1．4．2×5．0 目　線 部 目線部はやや外反した後，中位下からわ
ずかに内傾 し，尖がった口唇部に至る。
目線部と休部の境に稜をもち，休部は弧
状を皇す。

30 稀
（土師）

14．2×4．6　×－ 日　縁 部 目線部はやや強 く外反し，体部 との境で
稜をもち，体部は極めて偏平な弧状 を呈
する。

31 ま不
（土師）

14 ．7×4．2　×　－ 目　線 部 貰芸萎窯‡蜜渠撃雷 撃 轡

32 土不
（土師）

14 ．0×4 ．5　×－ 目　線 部 完警 護鵠 孟要義†憲鵠 票 は ！
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考

外　　　 面　　　 内　　　 面

＝一棟ナヂ
胴…ヘラ削リ

へラ磨キ 橙 やや不良 砂　 粒
石　 英
雲母含

ケズリ後ナデ 粗ナデ にぷい裾 普　 通 砂　 粒
長石含

ヘラ磨キ へラ磨キ 明赤禍 良　 好 砂　 粒
雲　 母

スコリア含

ほぼ完形

ロー構ナデ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 明赤禍 良　 好 砂　 粒
長石含

日一一へラナデ
底－ヘラ削りの
後へラナデ

へラ磨キ 赤　 褐 良　 好 砂∵粒・石英
雲母（黒）含

＝－ヘラ磨キ
底－ヘラ削リ

！へラ磨キ 明赤禍 不　 良 砂　 粒
雲母含

＝一一枯ナデ
底－ヘラ削リ

へラ磨キ 橙 普　 通 砂粒含

ローへラ磨キ
胴一一へラ削リ

ヘラ磨キ

l

明赤褐 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 明赤褐 普　 通 砂粒含

へラ磨キ 橙

i

良　 好 砂粒含 完形

日∴弓黄ナデ
底－ヘラ削リ

ヘラ磨キ にぷい黄橙
底部一黒

良　 好 砂粒含

ロー－横ナデ
胴－ヘラ削リ

へラ磨キ 明赤褐 普　 通 砂粒含

！宗＝禦‡蒜リ ロー－櫨ナデ
胴－ヘラ磨キ

橙 良　 好 砂粒含 －

匿 讐吉宗リ へラ磨キ 明赤裾 やや不良 砂粒含

＝－櫨ナデ
底…ヘラ削リ

へラ磨キ 明赤褐 良　 好 砂粒含 完形

＝一櫨ナデ
胴－ヘラ削リ

へラ磨キ 赤禍 i やや不良 砂　 粒
長石等含

ロー指ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨キ 赤　 i 良　 好 砂粒含

憲二讐吉宗リ iヘラ磨キ i明赤褐 普　 通 砂　 粒
長石等含
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×底径 ）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

腑弟

33 稀 15．4 ×5．4　 × － 目　 線　 部 体 部 と目線部 の境 は突 出 し，段 を有 し，
（土 師 ） やや偏 平 な体 部 の割 には 目線 が長 く，大

き く外 反 す る。

34 ま不 14，3 ×4．4　 × － 目　 線　 部 目線 部 は一度 垂 直気 味 に立 ち上 が って か
（土 師） ら，直線 的 に外 反 し， 口唇部 は尖 る。 目

線部 と休 部 の境 に稜 をもつ。休 部 は浅 く
偏 平 で ある。

35 ま不 14．0×4．5　× － 目　 線　 部 目線 部 は直線 的 に大 き く開 き，休部 は浅

（土 師） い弧 状 を呈 す る。

36 ま不 14 ．9×4．6　 × － ロ　 縁　 部 口縁 はほぼ直 線的 に開 き，体部 との境 に

（土 師） 稜 をも ち，体 部 は緩 や か に内攣 して浅 い
弧状 とな る。

37 ま不 1 3．3　×　 － × － 口　 縁　 部 目線 部 は，休部 との境 に僅 かな稜 をも ち

（土 師） 直線 的 に外反 す る。 口唇部 は劣 が る。

38 土不 14 ．2×4 ．0　 × － ロ　 綾　 部 口緑部 は外反 し，休 部 との境 は稜 を有 し，
（土 師） 体部 は偏 平 な弧状 を呈 す る。

39 ま不 14 ．8×4 ．6　 × － 目　 線　 部 目線部 は頭部 か ら一度 直立 して か ら直線
（土師 ） 的 に外傾 す る。休部 との境 に稜 を有 し，

体 部 は浅 い弧状 。

4 0 稀 12．4 ×4 ．9　 ×－ 口　 緑　 部 休 部 は，外 面 に僅 か な稜 を作 り出 し， ほ

（土 師 ） ば直線 的 に立 ち上 が り，端部 で やや 内攣

気 味 とな る。底 部 は偏平 な弧 状 で あ る。

4 1 球　 l 10．4 ×5．1　 ×－ 目　 線　 部 】ロ縁部 は一 度直 立 してか ら直線 的 に外 傾

重

ハ
Eコ7テ

（土 師） し，休 部 は直線 的 に内傾 して，平 坦 な底

部 とな る。

4 2 士不 12．2 ×3．2　 × － 目　 線　 部 目線部 は， 垂直 に立 ち上 が り， 口唇部 は
住
居

址

／′’‾、＼

（土 師） 薄 く尖 って いる。体部 は極 めて浅 く， 平
底 気味 で あ る。

4 3 土不 11．8×5．3　 ×－ 口　 辺　 部 口縁 部 は， 直線 的 に内傾 し， 口唇部 は尖
図

45

（1）

°

（土 師） る。体部 はやや深 みの あ る弧状 。

44

l

椀 10 ．4×4．7　 × －
l

i

口　 辺　 部

i

口縁 部 は外反 しな が ら強 く内傾 して， 車

（2）

I 。　 i

（土 師）

l

位 か らさ らに外反 。休 部 との境 に明瞭 を
稜 をもつ。休 部 は偏平 な弧 状 。　　　　 l

（1）

°
44 椀

l
10 ．4×4．7　 × －

‡l 口　 辺　 部

l

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
口縁 部 は外反 しな が ら強 く内傾 して， 車

（2）

°
埜

！

（土 師） 位 か らさ らに外反 。休 部 との境 に明瞭 を
稜 をもつ。休 部 は偏平 な弧 状 。　　 l

45 高　　 ま不 ー ×　 － × 13 ．4 脚柱 部 は円柱 状 で，裾部 は ゆ るや か に丸

（土 師） 味 を帯 び て広 が る。

46 高　　 拝 － × －　 × 10 ．7 脚部 は低 く， 裾部 は大 きく開 き，端部 は

（土 師） 薄 く尖 る。

47 高　 ま不 ー × －　 × 12．0 脚部 は わず か な柱状 部 か ら直線 的 に大 き

（土 師 ） （裾部 径） く外 反 して のび る。

4 8 器　　 台 7．0　 × －　 X　－ 受部 は直線 的 に外上 方へ 開 き，脚 部 も

（土 師 ） 受部 孔径 1 ．1 「く」の字 に括 れ た接 合部 か ら直線 的 に外

円窓 径 0．9　′ 下方 へ開 き， 円窓 3 ヶ所 穿 っ て いる。

4 9 砥　　 石 長　　 幅 表面及 び両側 面 と も使 用 され てい る。上

9．95 ×5 ．6 端 はほぼ原 形。 原形 は長 方体 と考 え られ

る。

5 0 手　 捏　 ね 5・0×2：漂 ×－ 目　 線　 部 平 底部 か ら目線部 に かけて やや 内轡 しな
（土 師 ） が ら立 ち上 がる。
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整　　　　 形　　　　 法 ！ 色　 調 ！ 焼 成
胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ヘラ削リ ヘラ磨キ 赤禍 i 普 通 砂粒含

＝－横ナデ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 橙 良　 好 砂粒含 完形

ロー横ナデ ヘラ磨キ 橙 不　 良 砂　 粒 完形
胴－ヘラ削リ スコリア

雲母含

ロー横ナデ ヘラ磨キ 明赤禍

l

普　 通 砂　 粒
胴－ヘラ削リ スコリア含

ロー横ナデ
底－ヘラナデ’

ヘラ磨キ 明赤褐 普　 通 砂粒含

ローへラ磨キ
胴－へラ削jノ

ヘラ磨キ 明赤禍 良　 好 砂粒含

ローへラ磨キ 明赤禍 普　 通 砂粒含

ローへラ磨キ
底－ヘラ削リ

ロー所によりへ
ラ磨キ

横ナデ
底－ヘラ磨キ

明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲　 母

i 品 ㌃

ほぼ完形

ヘラ磨キ
底の一部へラ削
リ

ヘラ磨キ 明赤禍 ！ 普 通

i

砂　 粒
長　 石
石英含

＝一様ナデ ロー横ナデ 赤禍 普　 通 砂　 粒
底－ヘラ削リ 底－ナデ 雲　 母

石英含

＝－横ナデ
へラナデー

ヘラ磨キ 灰赤
赤黒

普　 通 砂　 粒
長石含

ローへラ磨キ
胴－ヘラ削リ

！

ヘラ磨キ 明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母含

！

ほぼ完形　 「

へラ磨キ ナデ 明赤褐 良　 好 砂粒含

ヘラ削リ
底一指ナデ

ヘラ磨キ 明赤褐 】やや不良 砂粒含

ヘラ削リ

！　　　　　　　 題

指ナデ 明褐 普　 通 砂　 粒
雲母含

受部－ナデ
脚部－ヘラ磨キ

受部一横ナデ
脚部－ナデ

にぷい黄橙 普　 通 砂　 粒
スコリア
雲母含

指ナデ 指ナデ にぷい黄橙 不　 良 砂　 粒
長石含

完形
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番号　 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

51　 手　捏　ね
4．5×2．8　×　－

2．4
目　 線　 部

平底部から目線部にかけて，ほぼ直線的
（土師） に外上方へ立ち上がり，口唇部は薄く尖

る。

箪

重

52　 手　授　ね
（士師）

6．］＿×3．3　 ×　－ 口　 縁　 部 休部は緩やかに外傾する。

53　 手　捏　ね －×　2．9×4．2 底部は上げ底となり，やや厚みのある底
！＼
仁コ

（土師） 部から薄手の胴部がわずかに内轡して立
7ラ
住
居
址

ち上がる。

54　　　 柑
（土師）

ー　×　－ × 2．0 底部から緩やかに内攣 しながら頸部に至
り，頸部はほぼ直線的に外反する。底部
は上げ底。器厚は一定 して薄い。

55　 鉄　　 器 】長　　 径 柱状を皇 し，下端に向かって細 くなる。
7．95 ×1 ．5，1 ．0 先端は細 くなるが，端部はやや丸味を帯

！ びる。頭部は平坦に近い。

佃r　Lコ舜‾アブ
半 島 ） 20．1 ×　一一×－ 目　 線　 部 体部はわずかな内轡で，外上方へ大きく

開き，目線部は折り返し日縁。目線内側
は凸凹有り。

！ 1　　　 婆
（土師）

i

17．9 ×29。0×8。5 胴　　　 部 底部から胴部にかけて内轡 し，胴部中位
はやや直線的で，頚部から目線部にかけ
て外反しながら立ち上がり，目線部の上
位でやや外反し，口唇部は丸い。

2　　　 婆 14 ．8　×　－ ×－ 目線部は僅かに外反 し，胴部はあまり張
（土師） らない。器厚は一定である。

3　　　　 療 17 ．6　×　－ ×　－

i

目線部は，頭部から一一度やや外反気味に
（土師） 立ち上がり，さらに大 きく外反する。胴

部は頚部から直線的に膨らむ。

4　　　 婆 17 ．0　×　－ ×　－ 頸部は直角に近く括れ，内面に稜をもち，
（土師） ほぼ垂直気味に立ち上がる。目線部はや

や外反し，口唇部近 くで一条の四線を廻
らす。口唇部は丸い。

箪 i

手

l 五 l

5 悸

l　　　 i

15．8 ×26．5 ×－

i i

底部は欠損しており，胴部中位は垂直ぎ
みに，上位は内攣し，頚部から日綾部に
かけて垂直ぎみに立ち上がり，目線部上
位から口唇部にかけて外反する。　 ii lT ‾

五

r：コ考
住

居
址

／‾‾・‘・・＼
図
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の

t
や

！ ！ l ！ ！位 か ら口唇部 にかけ てタも反 す る。　　　 】

6 婆 22．0 ×2 1．0　×－ 胴 部 中位 下 頸部 は ほぼ垂直 に立 ち上 が り， 目線部 は
（H土師） わず か に外 反 す るが， 中位 で さ らに外傾

す る。 口唇部 は丸 い。胴部 は中位 下 で最
大 径 をも ち，下 ぶ くれ と な る。

7 婆 1 6．6　× －　 × － 頚部 はほ ぼ垂直 に立 ち上 が り， 日録 部 は
（土 師） 外反 す る。 口唇部 は平 坦 で あ る。

8 婆

（土 師 ）
14 ．8　×　 － ×　－ 頚部 は「く」の字 に括 れ， 目線 部 は緩 や か

に外 反 す る。 口緑 上位 外面 に僅 かな四線
を廻 らす。胴部 は強 く張 り出 し， 器肉 は

厚 い。

9 婆 23．5　×　 － ×　 － 頚部 は ほ とん ど括 れ ず， 日縁 部 は外 反 し
（土 師） て立 ち上 が り，」二位 で さ らに外 反 す る。

口唇部 は丸 い。

10 聾 －　 × －　 ×　7．2 平 底 で，胴 部 は緩 や か に大 き く内攣 して
（土 師） 立 ち上 が る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成　　　 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

指ナデ 指ナデ にぷい黄橙 不　 良　　　 砂粒等

石英含

指ナデ 指ナデ にぷい黄橙 不　 良 砂　 粒
長石含

指ナデ 指ナデ にぷい橙 良　 好　　　 砂　 粒
雲母含

へラ磨キ ヘラ磨キ 赤褐 やや不良 砂　 粒
石　 英
長石含

ほぼ完形

ロー指頭庄痕
胴－へラナデ

景＝禦 賃撃　 橙　　　　 不 良　 砂粒含

臼∴」黄ナデ
胴－ナデ

ロー横ナデ
胴－ナデ

l

にぷい黄橙　　　　 良　 好 砂　 粒
長　 石
雲　 母含

完形

－　日　　フー
胴－ヘラ削リ

H 一指ナデ
胴－ヘラナデ
輪積痕残る

にぷい橙　　 普 通 寝 業

スコリア含
＝一指ナデ
胴－ヘラ削リ

へラナデ、 にぷい黄橙　　　 普　 通　　　 砂粒含

日一指ナデ ロー指ナデ にぷい褐 やや不良　　　 砂　 粒
胴－ヘラ削リ 胴－ヘラ削り 雲　 母

長　 石
石英等含

＝縁部一横ナヂ
肝1－ナデ

日縁部一様ナデ
胴－ナデ

橙　　　　　　 良　 好　　 砂　 粒

砂粒含

ロー縦へラ削り
胴－ヘラ削 り

ローへラナテざ にぷい橙 普　 通　　　 砂　 粒
雲母（少）含

＝一指ナデ H 一指ナデ にぷい橙 良　 好　　　 雲　 母
胴－ヘラ削リ 胴－ヘラナデ スコリア

石　 英
長石含

日一指ナデ ［］一指ナデ 黄裾　　　　　 やや不良　　 砂　 粒
胴－ヘラナデ 胴－ヘラナデ 長石含

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

ヘラ磨キ 橙　　　　　　　　 普　 通　　　 砂　 粒
長石含

胴－ヘラ削り後
磨キ

底－ヘラ削り

赤　　　　　　　 やや不良　　 砂　 粒
長、石
雲母含
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×底 径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

紳弟

宇

五
号
住

居

址

11 頚 ＝ × － × 9 ．1 平底 で，胴部 は緩 や か に内轡 して立 ち上
（土 師） 、が る。

12 柑 11．1 × －　 ×　－ 胴 部 中 位 目線 部 は僅 か に内轡 して立 ち上 が り， 口
（土 師） 唇部 近 くで直 立 し， 口唇部 は尖 る。胴部

はやや偏 平 な球状 を呈 す る。

13 小 型 聾 10 ．6×1 5．7×7．5 肩　　　 部 底部 はやや突 出 し，胴部 は あま り張 らな
（土 師） い。 目線部 は内傾 し， 口唇部 はやや尖 が

る。

14 甑 18 ．8×14 ．5×5．8 口　 縁　 部 底 部 中央 に孔 を有 し，休 部 は緩 や か に内
（土 師） 孔径　 3．4 轡 して立 ち上 が り， 目線 部 は直線 的 に広

が って， 口唇部 で やや外 傾 し，外 面 に わ
ず か な稜 をもつ。

15 碗 12．0 ×8．5×4 ．8 体 部 上 位 目線 部 は短 か く， ほぼ直 立 し， 口唇部 は
（土 師 ） 丸 い。体 部 は上位 で張 り，緩 や か に内轡

して底部 に至 る。平 底 で あ る。

16 ま不 14．3×5．0　× － 口　 縁　 部 ロ縁 部 は ほぼ直線 的 に外 反 し， 口唇部 は

（土 師） や や尖 る。体 部 は浅 く，弧 状 を呈 す る。
休部 と目線部 との境 に稜 をもつ。

17 ま不 10 ．8×5．8　 × － 目　 線　 部 体部 は弧状 を呈 し， 口縁部 は内轡 す る。

（土 師） 口縁 部 のみ歪 み が あ る。

18 土不 13 ．4×5．0　× － 目 線 部 I目線部 は垂直気 味 に立 ち上 がって か ら中

′遠

53

（1）

e
望

l

lll

i

（土 師） 位 で外反 し，体 部 との境 に稜 を もつ。休

部 は弧状 を呈 す る。

19

l

土不 14．0×4 ．9　×　－ 目　 線　 部 口縁部 は垂 直 に立 ち上 が り，口唇 部 はや
（土 師） や外傾 す る。休 部 は弧状 を呈 す る。

「 盲0 ま不 15．9×5．7　 ×∴－ 目　 線　 部 目線部 と休部 との境 が不 明瞭 で ， 口縁部
（土師 ） はや や強 く外 反 す る。休部 は弧状 を呈 す

る。

2 1 高　　 士不 13．2×10 ．4×8 ．8 目　 線　 部 ま不休 部 は弧状 を呈 し， 目線 部 は やや外 反
（土 師 ） して 口唇 部 は丸 い。脚 柱部 は歪 みの あ る

円柱 状 を呈 し，裾 部 は緩 や かに開 く。

2 2 ！

】

鉄　　 政 一

（鉄製 品）

長　 幅　　　 】

11．3×0．45，0．6

】断 面 は正 方形 で ，途 中 か ら段 をつ け て純 一

くな る。 上 ・下 とも欠損 してお り，形態

l ’ 2 2 ま銑　　 鉄 長　　　 帽 断 胞 は止 方形 で ，途 中 か ら段 をつ け て細
（鉄製 品） 11．3×0．45，0．6 くな る。 上 ・下 とも欠損 してお り，形態

は 不明。

23 刀　　 子 長　　 刃幅　 柄 幅

l

刃部 ，背部 と もサ ビが著 し く， 形状 は明
（鉄製 品） 6．0 5×1．1 ×0 ．65 瞭 では ない が， 刃子 状 と看 られ る。

箪

重

′ヽ

1＿ 婆 19．、8 ×2 5．3×9．4 胴部 中位 下 頸部 は「く」の字 に括 れ， 口縁 部 は外反 し
（土師 ） 口唇部 で さらに外傾 す る。胴部 は ゆ るや

か に膨 らみ， やや下 ぶ くれ気 味 で平底 に
至 る。

2 聾 17．0 ×10 ．3 × － 頸部 はゆ るや か に括 れ， 区切 りな く外 反
号
住

居
址

／‾‾‘、＼

（土 師 ） して目線 部 とな り， 口唇部 近 くで さ らに
外傾 す る。胴 部 は器 厚 をや や減 じて， な

だ らか に膨 らむ。

3 聾 19．6 × 一一　×　－ 頸部 はほぼ直 立 し， 口縁部 は緩 や かに外

図

56

（l）

⑦

（土 師） 反 す るが， 口唇部 近 くで やや外 傾 してい

る。 口唇部 は平坦 で あ る。

4 聾 23 ．0　× －　 ×　－ 日縁部 は僅 か に外 反 し， 口唇部 近 くで さ
（土 師） らに外反 す る。 口唇 部 は やや尖 る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　　 調 焼　 成

巨 土
備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

ヘラ磨キ へラ磨キ 外面一黒褐 普　 通 砂　 礫
輪積痕 内面一橙 長　 石

スコリア含
ヘラ磨キ ローへラ磨キ

胴－ナデ、
赤 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ ＝－桟ナデ にぷい黄橙

I

！ 普　 通 砂　 粒 成形不良
ヘラナテざ ヘラナデ、 石　 英

長　 石
スコリア含

ほぼ完形

ロー横ナデ
胴－ヘラ削リ

＝－1櫨ナデ
胴－ナデ’

巨 ぷい橙

！

良　 好 砂粒含 完形

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

ヘラ磨キ 赤禍 普　 通 砂粒含

i＝－一様ナデ
胴－ヘラ削リ

へラ磨キ 橙 良　 好 砂粒含

甲 ‡ ロー指ナデ 明赤禍 不　 良 砂　 粒
スコリア
雲　 母
長石含

ほぼ完形

！崇謂 ‡デ ロー横ナデ
へラ磨キ

明赤禍 良　 好 砂粒含

】

ほぼ完形

ヘラナデ、 橙 不　 良 砂　 粒
雲母含

ほぼ完形

ヘラナデ、 ヘラ磨キ　　 l暗赤禍 良　 好 石　 英
砂　 粒
雲母含

序一指ナデ
へラ削リ

脚一縦へラ削リ
裾一指ナデ　 i

士不一指ナデ
裾一指ナデ

浅黄橙 ！ 良　 好 砂粒含

i

！

サビが著しい

サビが著しい

ロー横ナデ ロー摩滅 橙 普　 通 砂　 粒
胴－パケ目後ナ
デト

胴－ナデ 長　 石
雲母（黒）含

ロー指ナデ
胴一一へラ削リ

ロー指ナデ
胴一摩滅が激し

い

明赤褐 不　 良 砂れき
雲母（少）含

鳥 豊

！

口縁一指ナデ
へラナデ、
輪積痕

砂　 磯
スコリア

雲母 ・長石
石英含

指ナデ 指ナデ にぷい橙 やや不良 砂　 粒
雲　 母
スコリア
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
cm‾　　　　　　Cm　　　　　　　　Cm

最　 大　 径
！

器　 形　 の　 特　 徴

箪

至

5 甑 ！ －　 × － ×6．0 底部は中央に孔を有し，胴部はやや直線
（土師） 的に内傾する。

6 婆 19 ．2×30．0 ×6．2 胴部中位 頚部はほぼ直立し，日縁部はやや外反す
（土師） る。口唇部は平坦である。胴部は最大径

をもつ中位に向かって張り，胴長である。
平底。

7 甑 24．0 ×21．8 ×6．6 目　 線　 部 日縁部はやや外反 し，‖唇部は丸い。体
（土師）

i

部は直線的に内傾する。

8 杯 12 ．8×5．2　×－ 口　 縁　 部

i

仕縁部は体部と区切れなく，目線はわず
（土師） かに外反し，体部は偏平な弧状の底部か

ら直線的に立ち上がる。〕

9 二杯 】14 ．0×5．9　×－ 口　 縁　 部 日縁は直線的に開き，体部は半球状を皇
（土師） する。

！！10 土不 13 ．0×5．0　×－ 口　 縁　 部 口縁部は直線的に外傾し，口唇部は丸い。
（土師） 体部との境に稜を有し，体部は浅い弧状

を呈する。

巨 1 球 13 ．3×4．6　× － 口　 縁　 部 目線部は外反し，口唇部は尖る。体部と
（土師） の境に段を有し，体部は浅い弧状を呈す

る。

12 碗 14．0 ×7 ．9　×－ 体 部 中 位

l

日縁部は器厚を増して直立し，端部に向
（土師） かって器厚を減 じ，先端は丸い。頚部は

器厚を減じて内傾しており，体部は張 り
出 してから浅い弧状となる。頸部外面に
は稜をもつ。

13 ！ 碗 13．4 ×　－ ×　－ 目線部は短かく，僅かに外反する。休部

ノ’ヽ
号
住
居
址

／メ‾－、＼図
56
（1）
°

（土師） は丸味をもった半球状を呈するものと思
われる。器厚は薄く，W一・一定している。

円 晶　　球17．8×14．6×13．3 口　縁　部 ロ縁部は大きく外反し，なだらかに内傾（土 師）

i

して底部 に至 る。休部 と口縁部 との境 に

稜 を有 す る。膿陀鋸まま不底部 か らゆ るやか

に外 反 して下 方 への び，裾 部 は平坦 で、大
きく広 が る。

15

I

l

手　 捜　 ね 4 ．3×2．5 × －

l
i

日　 縁　 部

l

目線 部 は平底 か ら内轡 して立 ち上 が る。

せ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

（土 師）

l

器 厚 は底部 か ら口唇部 に向 かっ て序 々 に

器 厚 を減 じて茅　口唇部 はやや 尖 る。　 ，1．－　′＼、＿′／ l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l器 厚 を減 じて茅　口唇部 はやや 尖 る〇

16

17

18

手　 捏　 ね － ×　 － ×　 2．8 口　 綾　 部 平 底 か らわず か に内攣 して立 ち上 が って

（土 師） 口縁 部 に至 り， 一一度括 れて か ら外 反す る。
器 厚 は底部 か ら序 々 に減 じる。胴部 器厚

は薄手 で あ る。

手　 捏　 ね 4 ．4×2．5×3 ．7 口　 縁　 部 平 底 で，体部 はほ ぼ直立 す る。 口唇 部 は

（土 師） 尖 る。

手　 捏　 ね 4 ．6 ×1．7×3 ．8

I

口　 縁　 部 口縁 部 は外 反 し， 口唇 部 は尖 る。胴部 と

（土 師） 底 部 の境 は，外 面 は明瞭 で内 面 はゆ るい

内 轡 で不 明瞭。 平底 。　　　　 － 」

19 手　 捏　 ね 4 ．8×2．1×4 ．3 目　 線　 部

！

平 底 か らほぼ直 立 して 目線 部 とな り， ロ

（土 師 ） 唇部 はや や尖 る。胴部 と底 部 との境 は外

側 は明 瞭 で，＿内側 はゆ るい内轡 を呈 し，

不 明瞭 。器 厚 は底 部 で厚 く， 口唇部 に向

かっ て序 々 に減 じる。

20 手　 捏　 ね 5．3×2．6×4．5 日　 縁　 部

l

平底 か らや や外 傾 して立 ち上 が り， 日縁

（土 師 ） 部 とな る。 口唇部 は丸味 を帯 び る。底 部

と胴 部 の境 は，外 面 で明瞭 で あ り， 内面
は 内轡 して立 ち上 が り，不 明瞬 。 器厚 は
底部 中央 で やや薄 くな る。　　　　 l
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　　 調 焼　 成

巨 土
備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ヘラ磨キ ヘラ削リ 赤 不　 良 砂　 粒
雲母含

H 一指ナデ
へラナテざ

ロー指ナデ
へラナデ、

にぷい黄橙
】

不　 良 ！票 ，箆

長　 石
石英含

ヘラナデ （粗） へラ磨キ （粗） 橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

ローへラ磨キ
胴－ヘラ削リ

摩滅で不明 ！

i

普　 通 砂　 粒
長石含

ローへラ磨キ
底－ヘラ削りの
後ナデ

ヘラ磨キ にぷい橙 良　 好 砂粒含

ロー指ナデ
底－へラ削リ

ヘラ磨キ 明赤褐 不　 良 砂　 粒
雲　 母
長石含

ローへラ磨キ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 明赤禍 不　 良 砂　 粒
長石含

ヘラナデ、 ローへラ磨キ
ヘラ削リ

橙 良　 好

！

砂　 粒
雲母含

完形

ヘラ削リ ナデ、 橙 普　 通

i

砂　 粒
雲　 母
長石含

ロー指ナデ
以下へラナデ
脚部－ヘラ削リ
裾部－ヘラ削リ

土偶 －ヘラ磨キ i
裾部－ヘラナデ

橙

！

普　 通 砂粒含

指頭庄痕 指頭庄痕 赤褐 良　 好 砂　 粒
雲母含

t

ほぼ完形

指ナデ　　　　　　 指頭庄痕 にぷい橙

i

不　 良 i 砂粒含

i

指頭庄痕 指頭庄痕 橙

！

不　 良 砂粒含 ほぼ完形

指ナデ つ旨東庄痕 にぷい赤褐 良　 好 ほぼ完形

指ナデ 指ナデ

i

にぷい橙 普　 通 砂粒含 完形

指ナデ　　　　　　 指ナデ 明赤褐

！

普　 通 砂粒含 完形
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　Cm　　　　　　cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

警

手

21 手　捏　ね 5．2×2．2　×4．5 目　 線　 部 平底からやや外傾 して立ち上がるロ縁。
（土師） 器厚は底部が最も厚く，口唇部に向かっ

て序々に薄くなり，口唇部でやや尖る。

22

1

手　捏　ね 4．8×2．5×3．8 日　 縁　 部 l平底からやや外傾 して立ち上がり，目線
（土師） 部となる。底部と胴部の境は外側で明瞭

であり，内面は内轡して不明瞭。器厚は
口唇部に向かって序々に薄くなり，口唇
部でやや尖る。

23 手　捏　ね 5．1×2．0×4．5 日　 縁　 部

】

平底から内攣して立ち上がり，目線部と
（土師） なる。器厚は底部で薄く，胴部 との境で

厚くなり，胴部から口唇部に向かって薄
くなる。底部と胴部の境は外面で明瞭で
あり，内面は内攣しており，不明瞭。口
縁部は不整形で波状を皇す。

24

i

手　捏　ね 6．4×3．0×5．0 日　 縁　 部

F

i

平底から内攣して立ち上がり，目線部に
．＿L．＿′ヽ
E二コ7テ
住
居
址
／‾．・．・・＼

（土師） 至る。器厚はほぼ一定で，口唇部は丸い。
豊 漂 宗諾蒜盈 鵠 轡

め波状 を皇す。
［25 手　捏　ね 5．5×3．5×5．0 口　 縁　 部 平底からほぼ直立して目線部に至る。器

図
56
（1）

eせ

（土師） 厚は底部で厚く，口唇部に向かって除々

に薄 くなり，口唇部は丸い。底部と胴部
の境は，外面で明瞭，内面では内轡して
不明瞭。

26 紡 錘　車 径　　 厚 厚みのある円板状で中央に孔を有す。側
（弥生） 5．05 ×1．65 面は丸味をもつ。表 ・嚢 ・側面とも刺突

i

i

文を施 しているが，表 ・裏面は円形に4
条刺突，側面は円周に沿って 2条前後施
文している。

27 勾　　 玉 長　　 幅　　 厚 板状で，表 ・裏 ・側縁 とも成形のための
（石製模造品） 3。05×1．65×0 ⊥65 擦痕が明原。

i

1 婆 17 ．9 ×－　×　－ 目線部は「S 」字状を皇 し，胴部はやや直
（土師） 線的に広がり，胴部中位あたりからやや

内傾。

L 甑
（土師）

l

…　×－　×　20。4

l

筒抜けの底部で，胴部は直線的である。

軍

手

七
ロ7テ
°

手
八　。

7テ
住
居
址
遠

58　　　）

3 蔓蟹 20 ．2　×－　×　－ 口縁部はiS 」字状を呈し，胴部は頸部か
（土師） ら直線的に下方へ広がる。

l
！

4 士不 13．9 ×－　×　－ 日　 縁　 部 休部は僅かに内轡し，口唇部は丸い。平
（土師） 底で、ある。

5 ま不 13．7×4．8 ×6 ．4 休部は僅かに内攣気味に直線的に外方へ
（須恵） 大きく開く。

目線部は僅かに外反し，端部はほぼ丸く

i㌘ ㌫ 霧 は内外面とも丸味 を有す。

6 ま不 14 ．0×4 ．5×7．0 口　 縁　 部 底部から丸味をもって休部へ移行し，内
（須恵） 魔 呈悉芸さ告書芸㌍雷 賢讐浣票

に至る。7 高台付士不 16・0 ×5 ・7 ×－ ！日 縁 部 ！体部は僅かに内攣 して立ち上がり，口唇
（土師） 部近 くで器肉が厚 くなり，やや外傾する。

口唇部は丸い。休部 と高台の境は丸味を
有し外反している。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　　 調 焼　 成 胎　 土

備　 司

外　　　 面　　　 内　　　 面

指ナデ 指頭庄痕 褐　 灰 良　 好 砂　 粒
長石含

完形

指ナデ 指ナデ 明赤禍 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

指ナデ 指ナデ

i

橙 普　 通 砂粒含 完形

指ナデ 指ナデ にぷい橙 普　 通 砂粒含 完形

指ナデ 指ナデ にぷい褐 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

褐 普　 通 砂粒含 土製

i＋ ！ 「
】日一指ナデ ロー指ナデ、 にぷい橙 普　 通 雲　 母

胴－ヘラ削リ 胴－へラナデ’ 長　 石
スコリア含

上部－ヘラナデ
下部－ヘラ削リ

ヘラナデ　 ！橙 普　 通 砂　 粒
長　 石
雲母含

！宗＝禦 品リ ＝一指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい橙 良　 好 雲　 母
スコリア
砂　 粒
石　 英
長石含

ロクロナテざ

ll

ロクロナテざ にぷい赤褐　 l 普　 通 砂粒含

底一回転へラ削
リ後，外周部
をナデ

！ 不　 良 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱い
土師質須恵器
へラ記号有り

底 ・体部境－ア
デが認められる
が丸みを持つ

灰白 普　 通 長石粒
細砂粒含

ヘラ記号有り ！

ミズビキ痕 ミズビキ痕 にぷい赤禍 普　 通 砂　 粒
雲母含
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番号　 種　　 類
法　　　 崖

（口径 ×器高 ×底径 ）

i

i 最　 大　 径

重

器　 形　 の　 特　 徴

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm
8　　　　 稀 13．8×4．8 ×7 ．1 目　 線　 部 休部 は内轡 気味 に外上 方 へ立 ち上 がる。

（須 恵）
i
i

口縁 部 は やや外 反 し，端部 は丸 く収 めて ‾

い る。

E
内 面一底 ・休 部 との境 が不明繚 。

第

四

土

市

1　 高台相 棒
（須恵 ）

i

14 ．1×5．6×7．5

i

日　 縁　 部 体部 はわず か に外 反 しつ つ外土 方へ の び
日端 部 は厚 く， 丸 く収 め て い る。体 部 と

底 部 との境 は屈 曲 し稜 を有 す。 高台 は底
部 か ら垂 直 に下 が り， 端部 が厚 く丸味 を

もつ。

2　　 刀　　 子 長　　 刃部　 ナ カゴ 刃部 及 びナ カ ゴと看 られ る。 刃部 は先端
（鉄 製品 ） 4．3 ×1．05×0．75 を欠 いて い る。

［第号 l　 高台 付稀 1各．0 ×5 ．3×9．0 日　 録　 部 体 部 は大 き く外 方へ 開 い た後 稜 を有 し，
瑚佳苗　　 （須 恵） 大 きく「く」の字 に折 れ， 外上 方へ 外轡 気

ユ＿　　　　 婆

味 に立 ち上 が る。端部 は若干 外反 気味 で

】
日韓 は丸 く収 めて い る。 高台 有 り。

…・×　～ × 10 ．2 平 底 で，底部 は突出 して いる。 肉厚 で胴
巨 摘 ）

［

部 との境 は多面 で内 攣 カーノブ，内 面 はゆ

るや か な内 轡 を示 す 。

ヲ　2　　　 球 14．4 ×4 ．4×6 ．5 目　 線　 部 丸味 をもって底部 か ら休部 へ移 るが，体

日 須恵） 部中央部で器厚が厚く，ほぼ直線的に外
方へ立ち上がる。目線端部はやや鋭い。

！

撃日

射午

1l．3×3．6×6．7 日　縁　部平底で，体部は直線的に外上方へのびてい る。 目線 端 部 外 面 に 稜 を 有 し， 端 部 は

i や や 尖 る 。

l
13 ．1 ×4 ．9 × 5 ．8 日　 縁　 部 体 部 は 器 厚 を減 じ を が ら， ほ ぼ 直 線 的 に

外 方 へ 大 き く開 く。 日 縁 部 は や や 外 反 し

端 部 に 至 る。

1 6 。9 × 4 。15 × 一一 日　 縁　 部 目線 部 は ， わ ず か に 内 轡 気 味 に 外 下 方 へ i

の び ， 端 部 は 丸 く収 め て い る 。 天 井 部 中

央 に偏 平 な ツ マ ミ を 有 す 。 内 側 に返 りの

詳わけ1 1 ナ㍉軽ト如上㍉重り圭
l】

6 蓋 1 5．9×3．8 5 × … 日　 縁　 部 や や内 攣気味 に外 下方 へ伸 び る。 目線 墟

（須恵 ） 部 は下 方へ屈 曲 し，稜 を有 す る。先 端 は

や や 丸 くお さめ て い る。偏 平 な擬宝 珠状

つ まみ。
ロ クロ

碑弟
四
士

1 l 皿 10 ．0×3．0 ×5 ．7 目　 線　 部

I

体部 は僅 かに内轡 し， 口昏部 近 くで直立
（土 師 ） す る。 日落部 は平 坦 で ある。

平底 であ り，体 部 は緩 や か に内 攣 しな が

ら立 ち上 がる。休 部器厚 は薄 く， 口唇部
は やや鋭 くな る。

2 皿 9。4×2．4×4．3 口　 縁　 部
（土 師）

i
！

3 皿 9．8 ×工 9〉く5．0 日　 縁　 部

i！

平底 で あ り，体 部下 位 でや やふ くらんだ

仁二コ
アデ
住
居

（土 師） 後 ， 直線的 に広 が り， 口唇部近 くで やや

外 傾 す る。

4 皿 10 ．4 ×2．0×5．5 口　 縁　 部 体部 は僅 か に内轡 し， 口唇部 は器 厚 を増

址

／‾＼

（土 師） し， 丸味 をもつ。底部 は上 げ底 で ある。

図

6 7 5 皿 10 ．3×2 ．5 ×5 。0 目　 線　 部 平底 部 は やや凸 凹 で，体部 は若 干 内轡 し

＼、＿＿ノ （土 師 ） 口唇 部近 くか ら直線的 にな り， 口唇部 は

平坦 で ある。器厚 は薄 手。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調　　　 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　 面 ！ 内　　 面

底一雑な回転へ オリーブ灰　　　　　 不　 良 長石粒少含 水挽き痕弱
ラ切 りのまま 土師質須恵

体部と底部との　 内面から口昏部 良　 好 長石粒
境と高台外端部　 にかけては，ナ
は焼成後研磨　　 デている
底一回転へラ削

リ

細砂粒（多）
含

「 「 丁 ‾ 「 サビが著しい
底一回転へラ削　　　　　　　　 オリーブ灰　　　　 良　 好 石　 英 ヘラ記号有リ

リ 長　 石
砂粒含

票詔 痕　 へラ削り　 灰黄褐 ！ 不 良 砂　 粒
雲母含

l ■　　　　　　　　　　　　　　　 ・】
底一回転へラ削　 底一凍挽き痕　 灰　　　　 ！ 良　 好 長石粒

リ　　　　　　　 体一丁寧である 細砂粒含
体部と底部との きめ細い
境はアテが強く
残る

底一回転へラ削 ロー横ナデ　　　　　　　　　　　　　 良　 好 長石 ・砂粒
リ 及び細砂粒

ロー櫨ナデ を含むが糟
休部との甥上」司 製されてい

転へラ削りで る。
面取り

底一回転へラ切

′り後ナデ

底部と休部との
境にアテが強く

良　 好 長石粒等を
含む，小 さ

認められる な黒色斑点

i
ロクロ昌は弱い 多数認む

天井部は径11cm 調整痕不明瞭 ！天白　　　　　　　　 不　 良 長石粒
に渡り回転へラ
削り

細砂粒含

天井部は径10cm
に渡り，回転へ
ラ削り

水挽き痕 灰白　　　　　　　　 やや不良 長石粒 ・雲 －

甘　 い 母未多含
きめ粗い

内黒ログ吋 デ i内黒 にぷい褐　　 ！ 普　 通 砂粒含

ログロナデ、　　　 ロクロナデ、

！　　　 －

にぷい橙　　 i

i＋＋iロクロナデ　 巨 クロナデ

li

にぷい橙　 ！ 普 通

l

砂粒含

ログ旺 F　 P クロナデ

i

にぷい橙 i 普 通 砂　 粒
スコリア
雲母含

完形

ロクロナデ　　　　 ロクロナデ にぷい橙 ！ 普 通 i 砂　 粒
スコリア含

完形
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番号 種　　 類 法　　　 量
（口径×器高×底径）

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cnl

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

6 皿 11．0 ×1．4×6．0 目　 線　 部 体部は直線的に広がり，口唇部は平坦で
（土師） ある。底部は上げ底。浅 く広がる体部。

7 高台付稀 16．1×7．2×8 。3 ロ　 綾　 部 体部は内攣して立ち上がり，口縁近くで

紳弟
四

！

！

（土師）

i
壷

外反 して口縁端部はさらに外傾し，端部
はやや鋭くなる。高台は外下方へ伸び，
比較的薄手である。

白 頚部のみ。器厚を減 じながら外反 し，外
享

Eコ7テ
住
居
址

／タ、＼図

（須恵） 上方へ立ち上がる。頚部中位に2 条の浅
い凹線がめぐる。

9 盤 16 ．3×3．9 ×8．8 目　 線　 部 休部は丸味をもつ底部から外反気味に立
（須恵）

【

ち上がり，口縁下で「く」の字に外反 し，
口縁端部は平坦である。器高は一定で比
較的薄手である。

10 砥　　 石 長　　 幅 磨ぎ面は中央にゆるく凹み，幅 3 mm前後
67
＼　）　ノ′

9．2×3．2 の浅い溝状のくぼみがある。

11 砥　　 石 長　　 幅 10 と同一一個体であろう。11の磨ぎ面には
8．7×3．0 なだらかな段があるが，ほぼ平坦に麿が

れている。．

ノキメト弟
四
十
讐

7デ
住

‖

！

台　付 婆 －　×－　× 10 ．7 直線的に開き，器厚は一定で薄い。下端
（土師） 部は平坦で内側にかえし有り。

！ 2

！
小　型　ナ不 8．6×3．6×3。4 目　 線　 部 丸底に近い平坦な底部から内攣して立ち
（土師） 上がり，休部は外反気味に口縁部に至る。

器厚は口唇部に向かって減 じ，端部は尖
る。

3 ！高　　 林 裾部 杯部欠損。脚柱部が比較的細 く，裾部は
（土師） ー　×－　× 10 ．5 直線的に開く，裾部に円窓を有する。裾

部端にかえし有り。

4 広　口　壷 23．85 ×…　×…

l

i

口頸部のみ。頚部からわずかに外反 しな

＿…」

（須恵） がら大きく外上方へ立ちY上がり，日縁部
に至る。頚部 は，3 cm程の幅で・微隆起線
によって区切られた車に9条の櫛指によ
る波状文が廻る。目線部は鋭角に屈曲し，
端部は内傾 し，下端は鋭 く突出する。上
部端にもにぷい稜をなす。

居 5 広　口　壷 15．2　×－　×・－ 車型婆の口縁部のみ。直線的に外 と方へ
址
遠

68
＼－／

！

（須恵） 立ち上がり，口縁部は断面三角形状 を呈
し，端部は内傾 し∴下端は鋭 く突出する。
上端にもにぷい稜をなす。頸部工へラ状
工具による粗い波状文をもつ。

6 炉　　 石 長　　　 幅 長楕円形の棒状を皇す。　 自然礫で加工
29．45×7 ．65

！
痕なし。

7 手　捏　ね 2．6×工7×1．5 目　 線　 部 上戸底で，器厚は厚 く，日縁部は丸い。内

（土師） 面は内攣 して体部となり，外面は内攣し
た後，臼縁部が直立する。

8 釘 長　　 幅 断面がやや角の丸味を帯びる正方形を皇
（鉄製品） 6．0×0．65 する角柱状。下端に向かって細 くなり，

下端部は平坦である。

9 砥　　 石 長　　 幅　　 厚 下面はほぼ原形をとどめていると思われ
5．8×3．8×2．9

！

る。表 ・裏面及び側面とも使用。上半部
は欠損。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土

！ 備　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ロクロナデト ロクロナテP にぷい黄橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

ロクロナデ’ ヘラ磨キ
内黒

外一にぷい黄橙
内一黒

良　 好 砂粒含 内黒
ほぼ完形

灰黄褐 良　 好 長石粒
細砂粒含

回転へラ削リ 体一水引き成形 灰 良　 好 石　 英 内面に重ね焼 き痕跡有
底一回転へラ削 後横ナデ 砂　 粒 り

リ
高台一横ナヂ

多　 含
精　 製

内面外周に自然粕的付
着有り （風化して白色）

泥岩

泥岩

仁 目 巨前 后にぷい赤禍 良　好 砂　粒長　石
石英含

ナデ’ ナデ、 にぷい橙 普　 通 砂粒含

パケ目整形 明赤褐 普　 通 砂粒含

黄黒色の自然寒由 良　 好 長石粒 波状文は現在2段であ
状のものが全面
に付着

細砂粒含 るが3 ・4段である可
能性有り。

オリーブ黒 良　 好 長石粒
細砂粒含

全面が焼けている。
部分的に煤付着。

ナデ　　　 ！ナデ’ 暗赤灰 不　 良 i 砂粒含 ほぼ完形

！ 曲がっている
サビが著しい

i

i
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番号 種　　 類
法　　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径
I

器　 形　 の　 特　 徴

第
四
十
五　。

ブラ

1 壷 ー ×－　×　9．8 胴部中位上 頸部はほとんど括れず，肩部から胴部は
（弥生） なだらかに膨 らみ，胴部中位土で最大径

となる。ゆるいカーブで平底に至る。
頸部上位に無文の粘土帯を貼り付けてい
る。粘土帯にきざみ有り。

26 壷 ー　×－　×4．2 胴部 中 位 目線部は頚部から「く」の字状に直線的に
外反し，胴部は偏平を球状であり，やや
下ぶくれ気味。平底。

l

i

婆 12．7 ×13 。3×5．0 胴 部 中 位 やや丸味をもつ平底。胴部は横長な球形
（土師） で，頚部は内攣 してから外反気味に直立

し，目線部はさらに外反 して口唇部はや
や鋭くなる。

！ 2 i 、聾　 】 14．5 ×12 ．9×6．6 目　 線　 部 平底。胴部は丸味をもって膨らみ，頚部
（土師） は「く」の字にゆるく括れ外反し，口縁近

くでさらに外傾する。日韓部は丸い。器
厚は底部のみ厚く，他はほぼ一定0　 ！

3 1　 餓 26．2 ×25．0×12．0 目　 線　 部 頚部で器厚が薄くなり，日縁部は僅かに
i （土師）
i
i

外反する。体部は直線的で，中位下から
底部にかけて丸味をもつ。
筒抜けで、ある。

4　　　　 碗 11．7×7．1　×－ 日　 縁　 部 体部は半球形を呈す。器厚は底部から除

第
四

（土師） 々に厚みを増 し，頚部で薄くなり，日縁
部は比較的薄く，端部は尖る。

5　　　　 ま不 15．0×5．0　×　－ 口　 縁　 部 体部は浅い弧状を墨し，頸部は内外面と
（土師） も稜を有し，日縁部は大きく外反する。

器厚は休部で薄 く，口縁中位で厚みを増 さ
し，端部で再び薄くなり，やや尖る。

！ 6 序 14．9 ×5．4　×　－ 目　 線　 部

1！

体部は浅い弧状を呈 し，口綾部は大きく
十
七
号

°
四
十
八　。

7テ
住
居

（土師） 外反する。頚部外側に稜を有し，内側は
なだらかな内攣。器厚はほぼ一定 し，日
縁部に向かって薄くなり，端部は鋭 くな
る。

7 婆 28．2　×－　×－ 胴部中位上 頸部に比べ日縁部はやや強く外反し，口
（土師）

！

唇部は丸い。胴部は中位で最大径をもっ
てふくらむ。

8 婆 22．7　×－　×　－ 頚部はほぼ直立し，口縁部は大 きく外反
址

／〆‾．‘．．＼図
73
（1）

0せ

（土師） する。日縁部外面に凹線が廻る。胴部は
ほとんど膨らまをい。

9 婆 14．5　×－　×　－

l

頚部は外反気味に直立 し，中位でさらに ！
（土師） 外反する。目線端部は丸い。肩部は直線

的に膨らむ。

10 療 15．4　×－　×－ 頸部は「く」の字に括れ，口縁部は直線的
（土師） に外傾し，口唇部近くでさらに外反し，

端部は丸い。口唇部外面に稜を有す。

11　　　 聾 15．8　×－　×…

i

肩部で内傾し，頚部はほぼ直立し，日縁
（土師） 部は僅かに外反して，口唇部近くの器厚

が厚 く膨らみ，口唇部は丸い。

12 壌　　　 20 ．0　×－　×－ 頚部のみ。頚部は大きく外反 し，器厚は
（土師） 中位で膨らみ，口唇部に向かって器厚を

減 じるが，端部は丸くしている。

13 士不 13．7 ×5 ．8　×　－ 目　 線　 部 休部は浅い弧状を皇す。日縁部との境外
（土師） 面に稜を有し，目線部は外反する。器厚

は目線端部に向かい除々に薄くなり，端
部は鋭くなる。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 ＿士 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

頸－ 4条櫛描文
（縦直線，波状

文）
格子文， 5 条椅
描文（連孤文，）
胴一撚糸文

ノ王

丁寧なナデ 浅黄橙 普　 通 砂　 粒
石英粒含
精緻

胴部に煤が付着

＝－パケ日慄ナ
テ上’

胴－パケ目後磨
キ

日一様ナデ
胴－ナデ

橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

＝一一櫨ナデ
胴－ヘラナデ

＝－横ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい褐 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

ナテざ ナデ

ロー横ナナ ロー横ナデ
胴－へラナデ

にぷい橙 普　 通 砂粒含

日一様ナデ
胴－ヘラナデ

ヒ

ローへラナデ、
胴－ヘラ磨キ

橙 良　 好 砂　 粒
スコリア含

ロー指ナナ
底－ヘラ削リ

ヘラミガキ 橙 良　 好 砂粒含

＝一指ナデ
底－ヘラ削り

ヒ1　　　－や

ヘラ磨キ 橙

橙

不　 良 砂粒含 ほぼ完形

ロト十指ナァ　　　 へフ磨キ
胴－へラ削リ

ー’‾1さ

普　 通 砂粒含

ロー碩ナ丁
胴…へラ削り後

ナデ、

ヒ．　　　一一トや

ナヂ 明赤褐 やや不良 砂　 粒
長　 石
石　 英
雲母含

ロト十指ナァ
胴－ヘラ削リ

、－　　　▼t一一・・一

＝一指ナデ
胴－ヘラナデ

橙 良　 好 砂　 粒
．雲　 母
長石含

ヘフ暦キ

・ヒユ　　　ーや

ト フ磨キ 橙 良　 好 砂粒含

ロー一指ナ丁
胴－へラナデ’

ロー一指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい橙 やや不良 砂　 粒
雲　 母
長石含

ロー指ナデ　　　 ロー指ナデ
胴一一へラナデ　　 胴－ヘラナデ

明赤禍　　 j 普　 通 砂　 粒
長　 石

－

雲母含
日縁一縦へラ削

リの後指ナデ
目線一指ナデ
胴－ヘラナデ

輪積痕

橙 良　 好 砂　 粒
長石含

ロー横ナデ
底－ヘラ磨キ後

ナデ

ヘラ磨キ 明赤禍 普　 通 砂粒含
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番号 種　　 額
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径

cm

器 形 の 特 徴　 ！

第
四
十
七
号

14 碗 14 ．2×6．4×　 － I口　 縁　 部 体部は半球形を皇し，目線部は外傾する。
（土師） 体部との境内面に稜をもつ。器厚は底部

から除々に厚くなり，境で最厚。臼縁端
部はやや尖る。

15 杯 20 ．2×8 ．0 ×　－ 目　 線　 部 口縁部は外反 し，口唇部は僅かに外傾す
（土師） る。休部は弧状を呈し，日縁部との境に

明暗を稜をもつ。

16 ま不 14 ．8×4 ．2 ×　－ 口　 縁　 部 口縁部はやや直線的に開き，口唇部は尖
↓°

四
十
八
号
住
居

（土師） る。休部は極めて浅 く偏平で，目線部と
の境に稜をもつ。

17 士不 15．8×4．9　×　－ 口　 縁　 部 口縁部は直線的に外傾し，器高は中位で
（土師） 厚く，端部はやや尖る。休部は偏平でわ

すごかに弧状 を皇す。

18 土不 14．7　×－　×　－ 口　 縁　 部 日縁部は直線的に開き，口昏部は丸い。
址

′遠

73

（土師） 口唇部と体部との境に明瞭な稜をもち，
体部はやや偏平な弧状を呈する。

19 ま不 13．2×4．7 ×　… 口　 辺　 部 口縁部は内轡し，休部は内轡気味で偏平，
ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・P　　L一一　　　　ヽ（1）

．
竺

（＿上伸） 底部はわずかな上げ底状となる。

20 砥　　 石 長　　 幅　　 厚 幅 3 mm，深さ 1－ 2 mm前後の溝状のくぼ
12．3×6．65 ×6．2 みがあり，板もしくは棒状のものを擦っ

た痕跡と思われる。表 ・裏面とも中央に
ゆるやかなくぼみをもつ。全体として船
形に近い形状。

紳

1 皿 10 ．8×2．0×6．8 目　 線　 部 底部はわずかな上げ底。休部は直線的に
（土師） 外反 し，体部と底部の境は丸味をもつ。

器厚はほぼ一定 し，目線端部は丸い。

2 ま不 13 ．7×4．1×4．8 口　 縁　 部 底部は丸底に近 く，体部との境は不明原。
（土師） 体部はほぼ直線的に外傾 し，日縁端部は

平坦に近い。器厚は休部中位で若干薄 く
なる他はほぼ一定。

3 棒 13 ．0×4 ．5×7．0 口　 縁　 部 底部は平底。休部はほば直線的に外反し，
弟
四
十
を

7亨

（土師） 目線部でさらに外反する。休部と底部の
境は丸味をもつ。器厚は境が最も厚く他
はほぼ一定。口縁端部はやや鋭くなる。

4

1

稀 13．4×4．5 ×6．8

1

口　 縁　 部

l　　　 i

平底。体部はわずかに内攣しながら外上
住

憎
（須恵）

l

方へ立ち上がる。休部と底部の境は丸昧
結 宮 詣 鵠 諸 賢 誓 って器厚 l由 l 1 1　　　　　　　　　　　　 1 】右 卓、つ（ 寝部 か ら［コ糸豪まじに向 か って器虎

／白
址

遠

7 5
＼＿／

を減 じ，端 部 はや や鋭 くな る。

5 壷
（須 恵）

26．2 ×45 ．5 × － 胴部 中位 上

l

底部 か ら胴 部 にかけ ては 丸 く， 胴部 最大

∠▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、P径 は底部 か ら％前後 に あ り，眉部 は なだ

らか，底部 には ゴブ状 の膨張 がみ られ る。

胴 部 か ら口頚部 にか けて も丸味 を もっ て
移行 し， 頸部 は外 反 しつつ外 土 方へ 伸 び

る。 口縁部 は断面 三角形 状 で， 端部 は丸
味 をも ち， わず か に内傾 す る。 下端 は鋭

く，上端 は にぷ い稜 を なす 。

八つヽ一 1 婆 16 ．5×28．0×6 ．5 胴部 中位上 底部 は若 干上 げ底 とな る。胴 部 は ゆ るや
弟
五
七

7テ
住

（土師 ） か に内攣 して膨 らみ， 頭部 で 「く」の字 に

括 れ， 口縁部 は外 反 して， 口縁 端部 は丸

い。

2 婆 18 ．2×28。6 ×7．3

胴部 中位 上

底 部 か ら胴 部 に かけて外 反 しなが ら立
居
址

．一｛・＼図
78

（土師 ） ち上 が り，胴部 中位 はや や直線 的 で胴部

上位 は内攣 す る。 頸部 は 「く」の字 に括 れ，

口縁 部 は外反 し， 端部 は 丸 い。

底部 は平 底 で胴 部 は 内攣 して立 ち上 が り3 小　 刑　 婆 10 ．0×10．0 ×4．5
（1）

°
（2）　　　）

ヨヒ
（土 師） 中位 上部 で最 大径 とな る。 更 に内傾 して

頚部 とな り目線 部 は直 立 す る。 器厚 は口

縁 中位 で厚 く口唇 部 で薄 くな りや や尖 る。
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整　　　　 形　　　　 法 ［‾‾色　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

iロー横ナデ
底－ヘラ削り後
ナデ’

ヘラ磨キ 明赤禍 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

日一指ナデ　　　 へラ磨キ 赤　 禍 普　 通 砂　 粒
体－へラ削リ 長石含

ロー横ナデ ヘラ磨キ 赤褐 普　 通 砂　 粒 －
底－ヘラ削リ 長石含

憲二讐詣 リ ！ヘラ磨キ

i

！明赤禍

l

不　 良 砂粒含 ほぼ完形

憲二讐‡デデ iヘラ磨キ

i

）位 良　 好 砂粒含 ほぼ完形

ロー植ナデ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 明赤褐 ［ 良　 好 砂　 粒
長石含

［

1

［

砂岩

l － ロクロナデ、 にぷい橙 普　 通

l

砂粒含 ！

ロクロナデ、 内黒 橙

l

普　 通 砂粒含 内黒
ほぼ完形

摩滅で不明 j内部一内黒 にぷい橙 不　 良 砂　 粒
雲母含

ほぼ完形

一部焼けている。

ログロナデ、 肇ロクロナテざ にぷい黄橙 普　 通 ・ 砂粒含 完形

胴 ・底一叩き日
を丁寧に消して
いる

叩き目を丁寧に
消している

灰裾 良　 好 長石粒
細砂粒
（多）含

口∵指ナデ
胴一一へラ削リ

ロー指ナデ
胴…ヘラナデ’

普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

胴－ヘラナデ’
ローー横ナデ

i

胴－ヘラナデの
後ナデ

ロー桟ナデ

にぷい赤禍 良　 好 砂　 粒
長石含

完形

ロー横ナデ
へラナデ

ロー横ナデ、
ヘラナテざ

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
長石含

胴一煤付着
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 y 底径 ）
Cm　　　　　　cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

姉弟
五
十

「17テ
住

居
址

4 意 14 ．4×13 ．0×6．4 胴部 中位上 平底 。 胴部 は，上部 に膨 らみの あ る球 形

（土 師） で，頚部 の括 れ は少 な く， 目線 部 は やや
外反 す る。 目線部 端部 に向 かっ て器厚 を

薄 くす るが，端部 は丸味 を帯 び る。 目線
外 面 に稜 をもつ 。

5 ー＝土r宣E －　 ×　 － ×　 8．3 胴 部 上 位 平底 で あるが やや丸味 を もつ 。胴部 は桟

（土 師） に張 る球形 。頸部 は 「く」の字 に括 れ， 目
線 部 は外 反 す る。

6 婆 27 ．6×23．2 × － 目　 線　 部 胴 部 はほ とん ど膨 らまず ，頭部 も括 れな

（土 師） い。 目線 部 は大 き く外 反 し， 目線 端 部外
面 には若 干 の段 を有 した隆 起部 が廻 る。

7 婆 15 。0 × －　 ×　 － 頚部 は「く」の字 に括 れ， 口綾 部 は ゆ るや

（土 師） かに外反 し，目線 端部 は 丸 く収 め て ある。

l
8 婆 19 ．4　× －　 ×　－ 頚部 は「く」の字 に括 れ， 目線 部 は直線 的

（士 帥） に外傾 し， 中位 か ら さらに外 反 し， 端部

は 丸 く収 め て い る。

9 S 杯 12 ．7×5．8 ×　 － 体 部 上 位 体 部 は深 み の あ る弧状 を皇 し， ロ縁部
（土 師） 内面 は直 立， 外面 は器 厚 を減 じ，端部 は

や や鋭 くなる。休部 との境 に若干 の膨 ら

み は ある が稜 は み られ ない。

10 塚 12 ．6×5．5 ×　 － ！体 部 上 位 体 部 は深 み の ある弧 状 を呈 す。 目線部 直

（土師 ） 立 す るが，器厚 を外 面 か ら内 面 に向 か っ

て減 じてい るため 目線 と休 部 の境 は や や
突 出 した感 がす る。 しか し， なだ らか で

・稜 は み られ ない。

11 土不 11．8 × －　 ×　－ 休 部 上 位 体部 は弧状 。 目線部 は直立 し， 器厚 を外

（土 師） 面 か ら口唇部 に向 か って減 じてい るた め

体部 との境 外面 に若 干膨 らみ があ り， 稜

はみ られ な い。

12 ま不 12．7×6．2　×　 － 体 部 上 位 底部 は半球 形。 口縁部 は短 か く内傾 し，

′一‾、＼
図
勘

（2） i

（土 師） 器 厚 は外側 か ら口唇部 に向 かっ て減 じ，

端部 はや や鋭 くなって い る。休 部 との境，
外 面 はや や膨 らみ の ある感 じで あ るが稜

はみ られ な い。

13 ま不 13．0×5．0　×　 － 体 部 上 位 ロ緑 部 ，休部 の区別 は不 明瞭 。偏平 な丸
＼、＿／ （土 師） 底 か らや や強 く内轡 して立 ち上 が り，直

立 して目線部 となる。全体 に肉厚 で， 口

唇部 は平坦 に近 い。

14 士不 12．6×5．7　×　 － 休　　　 部 底部 中 央 が若干 尖 る弧 状 。休部 は強 く内

（土 師） 轡 して か らや や内轡 して直 立 し， 目線端
部 は ご くわず か に内傾 し，丸味 を帯 びて

い る。

15 土不 12．2 ×6 ．2　×　 － 体 部 上 位 体部 は半球 形 を呈す るが，若干 凸 凹 があ
（土 師） る。 目線 部 は休部 か らの丸味 の まま内傾

し，器 厚 を薄 くして端 部 はや や尖 る。

16 ま不 13 ．4× 5．6　×　 － 休 部 上 位 休部 は弧状 。 口綾 部 は ほぼ直立 し， 口唇

（土 師） 部 は丸 い。

17 ま不 1 2．8×5．6 × － 口　 辺　 部 体部 は弧状 。 目線 部 との境 は不 明際 で あ

（土 師 ） るがや や内傾 して， 目線 に至 ると思 われ

る。

18 土不 13．3×5．0　×　 － 目　 線　 部 休部 は浅 い弧 状 を呈 す る。 ロ緑部 との境

（土 師 ） は稜 を有 し， 目線 部 は外反 す る。器 厚 は

休部 よ り口縁部 が厚 く， 口唇 部 に向 かっ

て やや薄 くな り， 端部 は やや尖 る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

H 一指ナデ
胴－ヘラ削リ

日一指ナデ
胴－ナデ

灰褐 普　 通 砂粒含

I日一様ナデ　　　 ロー横ナデ
胴－ヘラナデ　　 胴－ナデ

明赤褐 やや不良 砂粒含

ロー指ナデ
胴－へラ削リ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい橙 良　 好 砂　 粒
砂粒含

ロー指ナデ
頸 ・胴－パケ昌
の後ナデ

ローへラナデ、
胴－へラナデ

黒褐 普　 通 雲　 母
石　 英
スコリア
長石含

日一指ナデ
ナデ、

ロー指ナデ
へラ削リ

にぷい橙

！

良　 好 砂　 粒
長石含

ロー指ナデ
底－ヘラ削リ

日一指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい裾 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

＝－横ナデ　　　 ＝－横ナデ
底－ヘラ削 り　　 底－ナデ

にぷいj登 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

ほぼ完形

ロー横ナデ
底－ヘラ削リ

ロー横ナデ
底－ヘラナデ

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
雲　 母
長石含

ロー指ナヂ
底－ヘラ削リ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

不明 ヘラ磨キ　　　　　 橙 不　 良 砂　 粒
長石含

ほぼ完形

H 一指ナデ
底－ヘラ削リ

ロー指ナデ
底－ナデ

にぷい橙 良　 好 砂　 粒
長　 石
石英含

ロー横ナデ
底－ヘラ削リ

ロー横ナデ
底－ナデ

にぷい橙 普　 通 砂粒等

ロー桟ナデ
胴－ヘラ削リ

ロー横ナデ
胴－ナデ

にぷい橙 普　 通 砂粒含 完形

日一指ナデ
胴－ヘラ削リ

橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

ロー横ナデ
胴‾－ヘラ削リ

ヘラミガキ 橙 普　 通 砂　 粒
長　 石
雲母含
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番 号

i種　 類
法　　　 量

（口径 ×器高 ×底径）

Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

第

五
十　。

7テ
住

居

19

［

ナ不 14．4 ×5 ．5 ×　 一一 体 部 は浅 い弧状 。 口縁部 は外 反 し，休部

（土 師） の境 に稜 をもつ。 自縛 端 に向 か って器 厚

を減 じ， 口唇 部 は鋭 く在 る。

20 球 13．8　× －　 ×　－ 日縁部 は浅 い体部 か ら直 立 し， 中位 か ら

（土 師） 外 反 す る。 器厚 は端部 に向 かっ て減 じ，

口唇部 は尖 る。

2 1 土不 14．0 ×5．5　×　 － 日　 縁　 部 体 部 は浅 い弧状 。 口縁 部 との境 ， 頚部 に

（土 師） 浅 い凹線 が廻 る。 日縁 部 は外反 し， 口唇

部 は尖 る。

22 棒 15。0 × －　 ×　 － 休 部 は偏平 な弧状 。 口縁部 との境 に稜 を

（土 師） もつ。 口縁 部 は外 反 し， 口唇部 はやや 尖

る。

23 ま不 15！1×4 ．．7 ×　 … 体部 は浅 い弧状 。 口縁 部 との境 に稜 を も

！ （土 師） つ。 口縁 部 は外反 し，口唇部 に向 か って

器 厚 を減 じるが端 部 はや や丸味 を もつ 。

24 ナ不 15 ．7　× －　 ×　－ 体部 は浅 い弧状 を呈 し， 口縁部 との境 に

址

遠

78

（1）

e
（2）

＼一一／

i

（土 師） 稜 をもつ。 日縁 部 は外 反 し， 口唇部 に向

かっ て除 々に器厚 を減 じ るが端 部 はや や
丸味 を もつ。

25 甑 19。1×13 ．5 ×　…－ 口　 縁　 部 胴部 は若 干内 攣 しなが ら外 上方 へ 開 き，

（土 師） 底 部 孔 3 ．0 頭部 で わず か に括 れ， 口縁部 は内轡 ぎみ

に外 方へ 開 く。底部 中央 に孔 をもつ。

26 手　 軽　 ね

（土 師）
－　 ×　－ ×　3．4 平底 で ，内攣 して立 ち上 が る。 肉厚 。

27 手　 捏　 ね 4 ．7×2．2×3．0　 ！体 部 上 位

！

平底 。 内轡 して短 か く立 ち上 が る体部 。

（土 師） 口唇部 は尖 る。

「

l［
［［

1 婆 16 ．1×29．6×6．6 日　 縁　 部

l

胴部 最大 径 は中位 で あ るが，や や長 め で

（土師 ） 球形 を呈 さない。 口縁部 は 「く」の字 を呈

し， わず かに外 反 ぎみで あ る。 目線部 は
丸 くなる。

2 頚 1 6．0　× －　 ×　… 頭部 は直立 し， 中位 か ら口縁 部 が外 反 す

（土 師） る。，口唇部 は肉厚 で、丸い。

3 鉢

（土 師）
1 3．6×10．0 ×5．5 口　 辺　 部 わず かに内攣 ぎみ に立 ち上 が る。

牌
4 杯 11．6×5．0　×　－ 日　 縁　 部

！

底部からはゆるやかに内攣し，日縁下 4
弟
五
十

仁二コ　．7テ
住
居
址

面

81
＼－ノ．

（土師） cm前後から急角度で内攣 しながら立ち上
がる。器厚は，立ち上がり部からわずか
づっ厚くなり，ロ縁部において薄 くなる。

5 稀 13．4 ×5．2　×　－ 口　 辺　 部
i

l

丸底で，ゆるやかに内轡 しながら口縁に
（土師） 続 く。目線下に幅 5 mm前後のヨコナデに

よってわずかに稜をつくる。

6

l

杯
（土師）

13．7 ×5．3 ×　－ 】

7 碗 12．6 ×6．4 ×　－ 口縁下のヨコナデにより頭部にわずかに
（土師） 稜がみられる。

8 ま不 15．0×5．3　×　－ 口　 縁　 部 底部からゆるやかに内攣し，頚部に強い
（土師） ヨコナデによって稜がつくられ，日縁部

芸至芸さ、ぎ腋 する。口縁直下竺 二竺 j
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整　　　　　 形　　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ロー指ナデ ヘラミガキ 赤 普　 通 砂粒含 －

！底‾ヘラ削リ （摩滅 している）

l
i

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り後

ナデ、

ヘラミガキ 橙 普　 通 砂　 粒
長石含

ロー櫨ナデ
へラ磨キ

ロー横ナデ
へラ磨キ

赤 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ
底－ヘラ削 リ

粗，ヘラ磨キ 橙 良　 好 砂粒含

！
lロ－横ナデ
胴－ヘラ削リ

ヘラ磨キ 橙 ！ 良 好

i

砂粒含

ローへラ磨キ
底－ヘラ削リ

ヘラ磨キ
（摩滅 している）

l

明赤禍 不　 良

l

砂粒含

l

】

ローナデ
へラ削リ

ローナデ 完形

著
ナデ、 ナデ’ にぷい橙 不　 良 砂粒含

ヘラ磨キ ヘラ磨キ 赤褐 普　 通 砂粒含 ！

日一指ナデ後縦

へラ削リ
胴一縦へラ削リ

ロー横へラナデ’
胴－ヘラナデ．

橙 l 宝石警 i

l

成形普通

＝－下から土工
へラナデ’

胴－ヘラ削リ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい赤 良　 好 砂　 粒
スコリア含

ヘラ削リ ヘラナデ、 赤 普　 通 砂粒含 成形不良
ほぼ完形

＝－碩ナデ
胴－ヘラ削リ

ロー横ナデ
胴－ヘラ磨キ

明赤褐 良　 好 砂　 粒
長石含

ロー横ナデ
へラ削リ

lヘラ磨キ 赤 普　 通 砂粒含 成形普通

ロー横ナデ
へラ削リ

ヘラ磨き 赤 普　 通 砂粒含

ロー痍ナデ
底－ヘラ削り

洗練アリ

ロー横ナデ
底…ナデ
沈線アリ

l赤裾 普　 通 砂　 粒
スコリア
長　 石
石英含

完形

ロー横ナデ
胴－ヘラ削＿り

ヘラ磨き 明赤褐 不　 良 砂粒含 ほぼ完形
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番 号

iI
種 最　 大　 径

】

器　 形　 の　 特　 徴

9 序 12 ．9×5．4　×　 － ロー 横 ナ デ I立 ち上 が りは内 轡 しなが ら日縁 下 で外 反
（土師 ） す る。

10

1

鉢 14．0 ×7 ．2　×　 － 底部 は丸底 で深 め の胴 部 ，括 れ はみ られ
（土 師 ） ず 目線部 は外 反 し， 器厚 は薄 くな り， 口

唇部 は丸 い。　　　　　　　　　 1

「

°
五

1

i

療 22．7　× －　 ×　－ 胴部 中位 上 底部 か らゆ るや か に内 攣 して立 ち上 が り
（土 師 ） 窟附 近 か ら大 き く内攣 して頚部 に続 く。

口縁 は ほぼ直線 的 に立 ち上 が り， わず、か
に外 反 す る。 口唇部 は丸 くなる。

2 婆 20．3　× －　 ×　－ 口縁部 は短 く直線 的 に外 傾 し， 目線 部外

（土 師 ） 側 に凹線 が廻 る。 頭部 は 「く」の 字 に括 れ

胴 部 は直線 的 で ほ とん ど膨 らま ない。　 －

3 士不 12．5 ×3．5×6．2 平 底 か ら体 部 が内攣 して立 ち上 が り，器

（土 師） 厚 を途 中 で－←一たん薄 くして， 口唇 部 で厚 －

み を増 し，端部 は丸 くお さめ てい る。

4 高台 付序 15．5 ×6．2 ×　 － 底 部 か らゆ るや かに内攣 して立 ち上 が り，

（土 師） …▼・一一たん器厚 を薄 くして， 口唇部 で厚 み を

増 し，端部 は 丸 くな る。 高台 をつ けた痕

跡 あ り。底部 は丸底 に近 い。

5 椀　　　 14．4×7．2　×　 － 日　 縁　 部 目線 部 は ほぼ直 立 し， 口唇部 は やや尖 が

（土 師） る。体部 は半球 形 を呈す る。

6 （二勘

（二漂 市） ！

16 ．0　× －　 ×　－ 口縁 部 は 中位 か ら外 反 し，肉厚 で あ るが
口唇 に向 かっ て器厚 を減 じ端部 は丸 い。
頚部 は緩 か に括 れ て直 線的 で あ り，肩 か
ら胴部 にかけ て丸 く膨 らむ。

7 l … × －　 ×7．8 胴部 は直線 的 に開 き，底部 は筒 抜 け。

8 婆 …　 ×　 一一× 7 ．4 底部 は肉厚 で貼 りつ け が明瞭。 胴部 は底
十

四　。

7テ ［

°

（土 師） 部 か ら除 々 に器厚 を減 じ， 胴部 はほ とん

ど膨 らまない。

9 序 13 ．6×5．3　×　 － 口　 縁　 部 底部 か らゆ るや か に内轡 し，頸部 におい

五
十
五

号
什

1
10 i

［

（土 師） て外 反 しなが ら立 ち上 が り，頚部 に強 い

稜 をもつ。

杯
（土 師）

13．9×3．9×7．7 1 1
日　 縁　 部 体部 は底部 か ら内轡 して外上 方へ 立 ち上

が り， 底部 との境 は内側 は不 明瞭 ，外 側
l。コ二
居

址

／一‾‾‾、＼
図

8 5

（1 ）

°
（2 ）

＼ヽヽ＿′′

に は 着 † の ノ懐き有　 り。 L 」暫 音P は 丸

11

i

1　 序
（須恵）

13．8×5．3×7．8

12．5×4．1 ×　－

！
られる。体部はほぼ直線的に外

12 蓋
（須恵）

つまみを有する。天井部とロ縁
ぷい稜ではあるが明瞭に屈曲L
はほぼ垂直に下がる。

13

l

台付長頸壷
（須恵）

－　×－　×8．2 器面の磨滅が著しいのでj洞整痕
く外下方にふんばる高台を有す
は球形に近く，最大径は中位に

14 （嘉恵） 外上方へ器厚を減じながら直線
る体部。厚い円板状の底部とか
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成

I
胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

＝一指ナデ
胴－ヘラ磨き

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

明赤褐 普　 通 砂　 粒
長石含

ほぼ完形

日一指ナデ
胴－ヘラ削り
底－きざみ痕

ロー横ナデ 明赤褐 普　 通

！

砂粒含 ほぼ完形

ロー指ナデ
胴－ヘラ削り後

震

ヘラ磨き 明赤禍 やや不良 砂粒含 成形一良好
焼成を受けているか。

日一指ナデ
胴－ヘラ削り

日一指ナデ
胴…ヘラナデ’

にぷい橙 不　 良 砂　 粒
雲　 母
長石含

底一回転へラ削
り

i ！

内黒
火だすき痕あり

】

t 内黒
火だすき痕あり

ロー指ナデ
胴－ヘラ削り

ロー指ナデ
胴－ヘラ磨き

赤 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

＝一指ナデ
胴－ヘラ削り

＝一指ナデ、
胴－ヘラナデ

明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲　 母
長石含

煤付着

ヘラ磨き

l

ヘラ磨き 橙 普　 通 砂　 粒
雲母含

ト ラ削り

i

ヘラナデ、
i
灰褐 不　 良 砂　 粒

雲母含

仁「－横ナデ
底－ヘラナデ

ヘラ磨き 橙　　 ！

i

良　 好 砂粒含 成形良好

底一回転へラ削
り

ヘラ磨き

l

－浅黄

底部は切り離し ！灰 良　 好 長石粒 水挽き病弱

i
i i

細砂粒を含
む

l

灰白 i 良　好 長石粒，細
砂粒を含む

水挽き痕弱

－　 ！ ！
i
灰白 不　良 長石粒

黒雲母末
細砂粒含

i

　 」

暗 青灰 良　 好 長石 粒 含 水 挽 き痕弱
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

紳弟
五
士

にコ7テ
°
五
十
四
号

°
五
十
五
Eコ

15 ！ ま不 9．8×3．9×5．8

全長16 ．1

1

体部はほぼ直線的に器厚を減 じて伸び，
巨 須恵） 口縁部附近で若干外反する。

円柱状を呈し，下面は平坦，上面はほぼ16 支　　 脚
（土師） 平坦をなし，下端から上方に向かってわ

ず、かに細 くなる。

17 砥　　 石 幅　 長

－

表面 ・側面とも良く使用されている。磨
（石器） 3。8×17．4

1

ぎ面はほぼ平坦である。

18 刀　　 子 全長6．1＋5．5 2 点は接合可，刀子とみられる。刃部は
（鉄器） 刃部幅 1．0 ほぼ原形と思われる。ナカゴ断面は楕円

プラ
住
居
址

ナカゴ幅 0．7 形を呈す。

l

平鎌の柄着装部とみられる。19 平　　 鎌
（鉄器）

第
五
寸一
l
，て八
号
住
居
址

一一°．、ヽ

1 婆 15．4　×－　×　－ i
i

頸部は直立ぎみ。口縁部は外反 した後，
（土師） Ii 口唇近くでわずかに立ち上がる。

2 婆 19．0 ×一一　×　－ 頸部は直線的に立ち上がり，目線部は大
（土師） きく外反する。口唇部は肉厚のままで端

部は平坦。

3 婆 17．0　×－　×　－ 頚部は直立ぎみ。目線部は頸部から緩か
（土師） に外反する。口唇部はやや鋭くなる。

4 婆
（土師）

－　×　－ ×　7．2 平底で胴部はやや直線的に内攣する。

5 婆 「 × ‾ × 7°4

l 24・0×24・6×8 ・0

15．5×11 ．5 ×　－

12．5×8．2　×　－

平底から内轡して立ち上がり，胴部は球
（土師） 形となる。最大径は中位になると思われ

る。

6 甑 日縁部はほぼ直線的に外傾 し，胴部は中

（土師） 位にかけてやや膨 らみ，底部にかけてや
や強く内轡する。筒抜けの底部である。

丁首甘 部 悸 警告認 諾錆 アヾ昌孟最 岩 濃 撃

る。口唇部は鋭 くなる。底部は先糸田くな
り，下端に孔をもつ。

7 飯
（土師）

8

l

碗 休 部 中 位 底部は丸底。体部は横に膨 らみ，頚部は
（土師） 「く」の字に括れ，ロ縁部は直線的に外反

する。口唇部は丸い。

ノし
号

ヽ

（主繭 ） r i：末と′しこ活 γしう ，　L」再琢苗Pもユノ自R iふプト灰▼タ
る。 口唇部 は鋭 くな る。底部 は先糸田くな
り，下 端 に孔 をもつ。

唐

址

一一°．、ヽ由

90

8 碗 12．5×8．2　×　 － 休 部 中 位 底部 は丸底。 体部 は横 に膨 らみ，頚 部 は

（土 師） 「く」の字 に括 れ， ロ縁部 は直線 的 に外反

す る。 口唇部 は 丸 い。

9 婆 11リ7×10 ．0×2．7

13．0　× －　 ×　－

休 部 中位 上 日縁部 は直線 的 に外傾 し， 口唇部 は尖 が

＼、＿一／

10

（土 師）

婆

る。休部 はや や歪 みの あ る球 状 を呈 する。
丸底 で、あ る。

体 部 中 位 底 部 は丸底 で ，体部 は直 立 ぎみ に立 ち上

（土 師）

i

が り頸部 で若干 括 れ， 目線部 は わず かに
外 反 し，端 部 はや や尖 が る。

11 碗
（土 師）

12．5×6．2 ×　 －
「 唇 ヰ

ロ　 縁　 部

平 底 に近 い が体 部 との境 が不明 瞭 で ある。
下 ぶ くれの休部 で頚 部 は若 干括 れ， 目線
部 は直線的 にわず、か な外 反 で立 ち上 が り
口 唇部 は平 土日ぎみ∩

目線 部 は僅 かに内轡 しな が ら立 ち上 が る12 稀 13．0×5．4 ×　 －
ー （土 師） が， 口唇部 近 くで さらに内傾 す る。休部

は弧状 を呈 す る。 器肉 は薄 い。

13 土不

（土 師 ）
15．4×5．6 ×　 － ロ　 縁　 部 丸底 で休部 はや や偏 平 な弧 状 。t 1線 部 と

の境 は あ ま り明瞭 で．な いが わず かな稜有
り。 口綾部 は外 反 し， や や肉厚 で端 部 は
丸 い。
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整　　　　 形　　　　 法 I巨　 調 i 焼 成
月台　土

l
備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

底部は回転へラ
切り痕を若干残
し，手持ちへラ
削りを行なって
いる

l内面の水挽き痕

は弱いが底部と
体部との境はア
テが強くみられ
る。水挽き痕は
ほとんど無い

褐灰 ！ 良 好 長石粒
砂粒多

黒色小斑点
多含

！雑なナデ

l

にぷい橙 良　 好 砂粒含 完形

！ 粘板岩
！

ii ！ サビが著しい

！指ナデ 橙 普　 通 砂　 粒
雲母含

圧ト 指ナデ
j胴‾ヘラ削り

ヘラ磨き l明赤禍 不　 良 砂　 粒
雲　 母
長石含

ローへラ磨き
（摩滅）

胴－ヘラナデ

！橙 不　 良 砂　 粒
雲　 母
長石含

！ヘラ削り

！

ヘラナデ’ 明赤褐 不　 良

」

砂粒 ・雲母
長　 石
石英含

！ヘラ削り ヘラナデ、 明赤褐 不　 良 ！ 砂　 粒
長　 石
雲母含

煤付着

口一一横ナデ
胴－ヘラナデ

＝－桟ナデ
胴－ヘラ磨き

i

橙　　　　　 ！ 不　 良

i

砂粒含 ほぼ完形

ロー横ナデ ロー横ナデ 明赤禍 普　 通 砂　 粒
ヘラナデ、 ヘラナデ、 雲母含

ロー横ナデ
胴 ・底－ナデ

宗言慧崇 ラ磨 i橙 不　 良 砂　 粒
雲母含

＝一様ナヂ 日一輪積痕 黒斑有り
胴一横へラ削り 胴－ナデ暗紋 ほぼ完形

ロー指ナデ

i胴‾ヘラ削り　 －

ロー指ナデ
胴－ナデ

にぷい橙 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ
胴－ヘラナデ’

ロー横ナデ
胴－ヘラ磨き

赤 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

ロー横ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨き 橙 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨き 明赤褐 i 不　 良 砂　 粒
雲母含
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番号 種　　 類
法　　　　 量

（口 径 ×器高 ×底 径）

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Crn

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

14 椀 13 ．9×5．9 ×　 － l
口　 縁　 部 口縁部 はほぼ 直線的 に外 反 し， 口唇部 近

（土 師） くで僅 か に内傾 す る。 口縁部 と体 部 の境

に明 瞭 を稜 を も ち，体部 は丸味 をもっ た
弧状 を呈 す る。

1 5 ま不 14．4 ×5．3 ×　 － 口　 縁　 部 丸底 で，休 部 は浅 い弧状 を呈 す 。頸部 に

（土 師） 段 を有 し， 稜 がみ られ る。 日縁 部 は外 反

し， 口唇部 は 丸 い。

1 婆 －　 ×　 － ×　9．0 上 げ底 。 胴部 は なだ らかに外反 して立 ち
（土師 ） 上 が り， 中位 で膨 らみ，肩部 は なだ らか

な内傾 。 頸部 は内傾 して立 ち上 が る。

2 婆 －　 ×　 － ×　8 ．0 胴 部 中 位 上 げ底 。 中位 で尖 か るよ うに膨 らむ胴 部。

（土 師） 底部 に向 か って急 にす ぼ む。 頸部 は内傾

し，括 れ て い る。

3 婆 16．0 ×19．0×8．5 l胴 部 中 位 胴部 は平底 か ら直線 的 に立 ち上 が った後

（土 師） 内攣 して膨 らみ，頚部 で括 れて か ら直 立
し， 口縁 部 は若干 外 反す る。 肉厚 で 口唇一
部 はや や鋭 くな る。

4 寓 24．8 ×23 ．9×6．6

i

l目　 線　 部

⊥

口縁部 は僅 か に外反 し， 口唇部 は 丸い。
（土 師） 底 部 は筒 抜 けで，体 部 は底部 か らや や直

l線 的 に広 が る。
5 壷 （土甘） 7 ．9×13．5 ×　 一一 胴 部 中 位 胴 部 は横 に張 る球 形。 頚部 は若 干 内攣 ぎ

（土 師） み に外傾 して立 ち上 が り， 中位 か ら外反

して口唇部 はやや 鋭 くなる。

6 球　　　 13 ．2× 5．2 ×　 … 体 部 上 位 i

l

偏平 な体部 か ら内攣 す る日縁部 。 日縁端
第 （土師 ） 部 は器 厚 を減 じて尖 が る。 目線 と休 部 の
五
十

九
に：コ
Frラあ
ヽ

境 は不 明瞭 。

7 稀
（土 師）

13 ．0×5．6　×　 －

一一ヴ′‾

口　 辺　 部 口縁 部 は内攣 し， 休部 は弧状 を呈 す る。

居
址

ノ‾‾‾、＼

8 球
（土 師）

12．1×5．0　× 一一 禁書 砦碧 漂 薔姦 鼠 とぉ 撃 諸 宗 射

ち上 が る。 器 享は 口縁 部 中位 てもふ く　らみ
図

93

端部 は若干鋭 い。

口縁部 は わず か に外 反 し，体部 との境 に9 】士不 14．6　× …　 ×　－ 日　 縁　 部

蘭

ヽ
（2）

、ヽ一一／

（土 師） 稜 を もつ 。体部 は浅 く，偏平 な弧 状 を呈
す る もの と思 われ る。

10 棒 1 5・4×5・5 × － ！日　 縁　 部 浅 い弧 状 。 日縁 部 との境 に稜 を も ち， 口

l
i

（土 師） ！ 縁部 は 大 き く外 反 す る。器 厚 は休 部 よ り

目線部 中位 が厚 く， 口唇 部 は薄 く尖 る。 】

1 1 上 品

i

14 ．8×4．0　×　 － 圧 ］ 縁　 部 極 浅 い弧状 の体部 。頚部 に段 を有 し， 日
縁 部 は大 き く外反 す る。 器厚 は体 部 で薄
く， 目線 部 中位 で・最 も厚 く， 日韓部 は薄
く尖 が る。

】 12 高　　 士不 1 17 ．1 × … × － 挿部 体部 は直 線的 に開 き， 目線 部 も直線
（土 師） 的 に外傾 すノる。 口唇部 は 丸 い。

13 器　　 台 8．0　× －　 ×　 … 受部 は直線 自勺な外傾 で開 き， 日縁部 は垂

（土 師） 孔 径 1．1 直 ぎみ に立 ち上 が り，外 面 に稜 を有 し，
曲部 か ら急 に器厚 を減 じ口唇部 は尖がる。

第

．＿L一′ヽ
士

．アテ
住
居

址

／一ヽ＼

1

！

i 品 ） ！ 15．2 ×1 2．4×9．2 胴 部 中 位 丸底 で， やや 丸み をもつ。胴部 は あ ま り

警 孟 夏吉 ，も誓警 は短 く外反 す る。端 部 i

i

2 鉢
（土師 ）

1 6．0　× －　 ×　－

3 i不 13 ．4×3．6　× ・－ ロ　 縁　 部　 －休部 は弧 状 を室 し， 口縁部 との境 は不 明 】

瞭 。 口縁 部 は ほぼ直立 し，端部 は尖 る。図

96
＼ヽ＿／′

（土師 ）
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調　　　 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考内　　　 面

へラ磨き
！
！

明赤禍　　　　　　 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

ロー横手　「　 丁 へラ磨き

底－ヘラ削り
橙　　　　　　　　 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

日一指ナデ　　　 日一指ナデ
胴－ヘラ削 り後　 胴－ヘラナデ

ナデ’

橙 普　 通 砂　 粒
長石含

ロー指ナデ　　　 日一指ナデ
胴－ヘラナデ　　 胴－ナデ

にぷい橙 良　 好 砂　 粒
長　 石
石英含

－

ヘラナデ　　　　　 へラナデ ［主翼 並　 適ト′1 砂　 粒 煤付着

1
胴一暗赤伏 スコリア含 完形

－ヘラ磨き ヘラ磨き 橙 普　 通 砂粒含

ヘラナデ’ ヘラナデ’ 赤褐 普　 通 砂　 粒
雲　 母
右英今

－ 一・一一．．．一一一一一－一一－ 一一、－ －－a，－．ll．q．lt．lll．l．l．l．llh．t－．

．．．‾－ 一・－－・一・．一・・一・・一一・・．・・・・・・▼一一′－－－．－＿′＿ヘラ削り後磨 き ヘラ磨き にぷい赤褐 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ロー横ナデ
底－ヘラ削り

へラ磨き 楕 普　 通 砂　 粒
スコリア含

日…晴へラ磨き
底－ヘラ削り

ヘラ磨き 赤褐　　　　　　　 普　 通 砂　 粒
雲母含

ほぼ完形

日一様ナデ、
胴…ヘラ削 り

ヘラ磨き ー橙　　　　　　　 良　 好 砂　 粒
雲母含

．・‾’．．－’．’′”°ヽJh▼一一一－・．・．一・・一．・・・・．・．・・・・・・・・・、・・・・・・▼一・一一－ ふ．一・・一　－．洲．．．．▼一4．．－＿

日…横ナデ
へラナデ、

＝－植ナデ
ナヂ

橙　　 ㌍ 適 砂　 粒
長石含

ほぼ完形

ロー横ナデ、
底－ヘラナデ

ヘラ磨き 藤 一一一 「 前 通

i

砂粒含

i

序部
ローへラ磨き
位下－ヘラ削り

林部一一へラ磨き 橙 普　 通 砂粒含 －

横ナデ　　　　 iナデ にぷい橙 良　 好 砂粒合

圧］一様ナデ　　 ナデ

肛 ‾ナデ ！
にぷい黄橙 不　 良

】

砂粒含 －

日一輝ナデ　　　 ロー一横ナデ
胴－ヘラ削り　　 胴－ヘラナデ

にぷい橙　　　　　 普　 通

i

砂粒合

－ヘラ削り後ナデ　 ナデ

i

にぷい橙 良　 好

！

砂粒含
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

】

：最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴
l

l

i

4 ［

ト

序
（土師）

16．4 ×5 ．4　×　…－

i

口　 縁　 部 体部はわずかに内攣しながら開き，口縁
部 となる。日縁部は外反し，口唇部は肉
厚のままで丸い。

杯 14．7×5 ．4 ×　－ 口　 縁　 部 深めの弧状を呈 し，口縁部との境は不明
（土師） 瞭。口唇部は丸味を帯びる。　　　　 －

1 聾 23 ．3　×－　×　－

l

胴 部 上 位 頚部で直立した後，口縁部はやや強 く外
（土師） 反する。胴部は上位で最大径をもつ。

2 婆 19 ．3　×－　×　－ － ロ縁部は大きく外反し，口唇部は丸い。
（土師） 胴部はあまりふく　らまをい。

3 土不 11．5×2．9　×　… 口　 縁　 部 浅いま不である。口縁部はやや内攣し，体

第＿＿LJ′ヽ士　。

W7テ

」∵ I 部との境に稜をもつ。体部はやや偏平を弧状を呈する。14 ．5×6．0　×　 －

13 ．8×4．0×9．0

日　 縁　 部

】

口縁 部 は直線 的 に開 き， 口唇部 は尖 る。

．体部 は弧 状 を呈 す る。

体部 はやや直 線的 に外 上 方へ 立 ち上 が る。
居
址

／‾‾、、ヽ

5

6

序

（須 恵） 口縁 部 は ほぼ丸 く収 め てい る。 全体 に丁

寧 な作 りであ る。
図

9 9
＼、－／／

ロ グロ

刀　　 子 幅　　 長 小 型利 器 の刃部 の み残 存 。上 下端 と も欠

（鉄 器） 0 ．9×2．6 l損 。

第
⊥

1

［一一一2

‡不 12．7×5．5　×　 －
十 五 甘 部

！

l 口縁 部 は僅 か に外 反 し， 口唇部 は丸 い。

（土 師）

序

休部 は偏 平 な弧状 を呈 す る。

15．3×6．0　×　 …
巨］ 縁 部 ロ縁 部 は直 立 した後 ，直線 的 に外 傾 し，

（土 師） 口唇部 は尖 る。体 部 は弧状 を呈 す る。

／ヽ
十
四

にコアデ
′－｝一

巨
椀

（土 師）
13．6×7．0　×　 一▼－ i口　 辺　 部 口縁部 は やや内 攣 しなが ら立 ち上 が るが

口唇部 附近 で器 肉 が薄 くな り， 垂直 に立
ち上 が る。 口唇部 は鋭 く尖 る。休 部 は半

稀 1「拾えトちヨ十 ス
上土　 l
居
址　 t

ノ遠

∴

「 －‡
＋ 一 首 …

（土 師）

14．3×5．2 ×　 － 日　 縁　 部 日縁 部 は直線 的 に開 き，体部 との境 に稜

をもつ。体部 はや や偏平 な弧 状 を呈 す。

口縁部 はやや内 攣 し， 口唇部 は丸 い。体
部 は偏 平 な半球状 を呈 す る。

5 ま不
（土 師 ）

13．8×7．9 ×　 － 口　 縁　 部

第 ！

⊥一ノヽ

1 8．8×9．3 ×3．4

i

胴 部 中 位 日縁部 は直線 的 に外 傾 し，体 部 は偏 平 な

球 状 を呈 し，底 部 は わず か に くぼ む。器
肉 が薄 い。

！
五
Lコ7了

2 柑
（土 師 ）

高　　 球

（土 師）

！ 9．9 ×10 ．3×3．5 胴 部 中 位 口縁部 は僅 かに内攣 し，休部 は偏平 を球

状 を呈す る。平 底 でや や くぼ む。

3 15 ．7 × －　 ×　－ 球 部 は直線 的 に開 き， 口唇部 は丸 い。器

肉 が薄 い。

叶　「t穿ち7テ 1 賓 20．3×27．4 × －

l

口　 縁　 部

i

口縁部 は外 反 し，胴 部 は あ ま りふ くらま

（土 師 ） ず， 胴長 で あ る。 底部 は不 安定 。
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整　　　　　 形　　　　　 法
色　　　　 調 焼　 成 月台　土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ナデ、 にぷい橙 普　 通

i

砂　 粒
雲母含

削 り後磨き ヘラミガキ にぷい黄橙 良　 好

i

ほぼ完形
内異

日一様ナデ
胴－ナデ

】

ナデ’ 一．こぶい黄橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ロー横ナデ
胴一下から上へ

ナデ、

日一様ナデ、
胴－ナデ、

にぷい赤褐 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

日一様ナデ、 ナデ、 にぷい赤褐 普　 通 砂　 粒 不明の模様あり
底－ヘラ削り lL 雲母含

ローへラ磨 き ナデ、 橙
l

良　 好 砂　 粒
胴－ヘラ削り後

磨き
I

i

雲母含

水挽き痕はやや
強い。底部は回
転へラ切り後丁
寧に回転へラ削
りを施し，更に

白本部との境を面
取り　している

！水挽き痕弱
i

i

！灰

！

！

良　 好 長石粒 ・細
砂粒を含む
が比較的精
製されてい
る

i

i

i 」－

サビが著しい

日…パケ目整形 ヘラ磨き

i

橙 ［ 普　 通 砂　 粒 ほぼ完形
後横ナデ 雲　 母 外面底部一刻み目があ

ヘラ磨き 長石等含 ーブ′〇
ロー横ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨き にぷい赤禍 i 普 通 ！ 砂粒含 i

ローナデ
胴－ヘラ削り

！

ローナデ’
胴－ヘラ磨き

にぷい橙 良　 好 i

tl

砂　 粒

長　 石
スコリア含

ほぼ完形

ロー横ナデ 明赤褐 不　 良

i

砂粒含

＝－横ナデ
底－ヘラ磨き

ヘラ磨き 橙 普　 通 砂粒含

日一一へラ磨き後
パケ目整形

胴－パケ目整形

ローへラ磨き
胴－ナデ’

にぷい橙 普　 通

l

砂　 粒
スコリア含

ほぼ完形

ヘラナテざ
横ナデ

ヘラナデ’
横ナデ

明赤褐 普　 通 砂　 粒
雲母含

ほぼ完形

ナデ、 ヘラ磨き 明赤裾 普　 通 砂粒含

ロー指ナデ
胴－ヘラ削り

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい橙 不　 良　 － 砂　 粒
長石含
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番号 種　　 類
！ 法　　　　 量
（口径×器高×底径）

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

練弟
】」L一′ヽ十

－L一′＼

2 聾 20 ．4　×－　×　－ 頸部で直線的に僅かに外傾 した後，目線
（土師） 部でさらに外傾する。口唇部は丸い。胴

部は直線的にやや開く。

3 賓 23 ．0 ×－　×　一一 口縁部は「S 」字状を墨 し，胴部はやや大
（土師） きく張る。

4 杯 14 ．2×5．3　×－ 目　 線　 部 目線部はやや外反し　 口唇部は丸い。体
号
住
居
址

（土師） ，部は弧状を呈する。

5 墜 13．8 ×4 ．6×9．8 休部はほぼ直線的に立ち上がり，目線端

／一一．・、・＼図
107
＼ヽ、＿一一′

（須恵） 部は丸く収めている。

箪
1＿＿一一ノ＼
十
七

I 号
任

1 婆 18．8×30 ．5×7．0

l

胴部中位下 頸部はほぼ直立し，口縁部は直線的に外
（土師） 傾した後，中位からさらに外傾する。肩

部はなで肩で，胴部は中位で最大径をも

－

つ。底部はややくぼむ。

2 甑 26 ．8×23．2×8 ．6 目　 線　 部 頚部は直線的にやや外傾し，目線部はさ
（土師） らに外反する。口唇部は丸い。体部は最

大径を上位にもち′，緩やかに底部に移行
する。底部は筒抜けである。

3 序 13 ．2×4．6×5．0 口　 縁 部 ！口縁部は直線的に開く。平底の底部から
（土師） やや内轡して立ち上がる。

4 塚 14．4 ×4 。9　× … 目　 線　 部 口縁部は直線的に外傾し　 休部との境に
居

：址
l 遠

（土師） I明瞭な稜をもつ。体部は弧状を呈する。

5 i

i

球 12．7 ×5 ．2　×… 口　 辺　 部 口縁部はほぼ直立し　 休部はやや偏平な
110
＼、＿ノ／

（土師） タ弧状 を呈する。

6 椀 12．4×6」　 ×－ ロ　 縁　 部 目線部は直線的に外傾 し，休部は偏平な
（土師） 半球状を呈する。

1 壷 5．2×8．8×3．7　 】

I

胴 部 中 位 頸部は厚手で，目線部は外反する。胴部
（土師） はやや偏平な球状を呈する。

平底である。

I

第

⊥▲
′ヽ

2 鉢 10 ．7×11．9×7 ．4 休 部 中 位 底部 の み厚手 で 不安定 で あ る。体 部 は半
（土師 ） 球状 を呈 し， 口縁部 は内轡 す る。 口唇部

は尖 る。

3 婆 17 ．0　× －　 × 一一 胴部 中位 上 頚部 は直線 的 にやや内 傾 し， 目線 部 は外
（土 師 ） 反す る。胴 部 はや や縦 長の 算盤玉 形 を呈

す る。

4 婆 一一　×　 － × 6．4 休 部 は歪 みの ある球 状 を呈 す る。平底 で

十

八
亡コ7テ
住
居

址

／一‾．、図

113

、ヽ．＿／

（土 師） あ る。

5 甑 10．7 ×1 2．0　×－ 休 部 中 位 目線部 は僅 かに内轡 し， 休部 は 中位 で僅
（＿土師） か にふ くらみ，底 部 近 くで 丸味 をもつ 。

底部 の中央 に孔 を有 す る。

6 聾

（土 師）
－　 × －　 ×　6．2 底部 は厚手 で，胴 部 は球状 を呈す る。

7 椀 9．8×6．5×7．0 体 部 上 位 ロ緑 部 は やや強 く内轡 し，休部 は緩 や か

（土 師） に内轡 して，平底 気味 で あ る。

8 士不 13 ．8×5．4　×　－ 目　 線　 部 目線部 は外反 し，体 部 との境 に稜 をも ち

（土師 ） 体 部 は浅 く， 弧状 を呈 す る。体部 のみ肥

厚 で ある。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

＝一指ナデ
胴－ヘラ削り

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

褐灰 普　 通 砂粒含 胴長婆

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい褐 普　 通 砂　 粒
雲　 母
長石含

＝－横ナデ
底－ヘラ削 り

ロー横ナデ
底－ナデ

橙 良　 好 砂粒含

底部は回転へラ
削りで調製され，
体部との境は回
転へラ削りで面
取 りしている

内面の底部と，
体部は明瞭に屈
曲している
水挽き痕弱い

灰白 不　 良 細砂粒を含
むのみで比
較的精製さ
れている

パケ目整形後ナ
テざ
（下から上へ）

ナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

ロー横ナデ
胴－パケ目後へ

ラナデ’

＝一一横ナデ’
胴－ナデ

赤橙 普　 通 砂粒含

ロー横ナデ
胴－ヘラナデ

明赤禍 不　 良 砂粒含

日一様ナデ
へラ削り

＝一棟ナデ
へラ磨き

明赤褐 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

ロー横ナデ
底－ナデ
へラ削り

橙 不　 良 砂粒含 ほぼ完形

ローへラ磨き
胴－ナデ

ヘラ磨き 赤禍 砂　 粒
長石含

ロー横ナデ
胴－パケ目整形

後ナデ

ロー横ナデ
胴－ナデ

にぷい橙 良　 好 砂粒含 ほぼ完形

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り

ロー横ナデ
胴－ヘラナデ

赤褐 普　 通 砂粒含

日一指ナデ
胴－ヘラ削り

＝一指ナデ
胴－ヘラナデ

橙　　　 ！

！
不　 良 砂　 粒

長　 石
雲母含

「1－横ナデ
胴－ヘラ削り

ナデ、 明赤禍 良　 好 砂粒含

ヘラ削り ロー横ナデ
胴－ヘラナデ
輪積痕あり

明赤禍 砂　 粒
雲母含

完形

ナデ、
底部一木菓痕あ

り

ナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

ナデ　　　 i

i
パケ目整形 明赤褐 普　 通 砂粒含

景＝漂 つ ヘラ磨き 橙 普　 通 雲　 母
砂粒含
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×底径 ＿）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

！

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

9 土不 11．6×5．3　 × － 口　 辺　 部 口縁 部 は直 立 し， 冒陳部 は やや尖 る。 体

（土師 ） 部 は ま ろや か な弧状 を呈 す る。

10 士不

（土師 ）

14．0 ×5．0　×　－ 目　 線　 部 口縁部 は直線 的 に外 傾 し， 口唇部 は尖 り，

体 部 との境 に稜 を もつ。 休部 は極 めて浅

く偏平 で あ る。 器 肉 は厚 い。

11 壷 26．8　× －　 ×　－

I

頚部 は朝顔 形 に外反 し， 口縁 端部 は内傾

（須恵 ） し，上 下 に稜 を有 す る。 ロ縁 す ぐ下 に断

面三 角形 の凸帯 をめ ぐらす 。 その下位 に
楯 状 工具 に よ るもの とみ られ る斜 方 の細

い線 がみ られ る。

第
七

十

1 ま不
12．6 × － × － l

13 ．0　× －　 ×　－

口　 辺　 部 口縁部 は内轡 し， 口唇部 は尖 る。体部 は

（土 師） 弧状 を呈 す る。

口　 縁　 部 口縁部 は僅 か に外 反 し， 口唇部 は丸 い。
2 士不

（土師 ） 体部 は半 球状 を呈 す る。底部 欠損 。

l
3 士不 13 ．0×5．2　×　－ 口　 縁　 部 口縁部 は直線 的 に開 き， 口唇部 は尖 る。

（土 師） 体部 は弧状 を呈 す る。

4
一　 杯 14 ．4×6．0　 × － 口　 縁　 部 日縁 部 は僅 か に外 反 し，休 部 は偏平 で あ

E二コm巧‘
住
居

妻止

遠

116

＼、．一′

（土 師） る。

5 ま不 13．6 × －　 ×　山一 口　 縁　 部 日縁 部 は直線 的 に開 き，体 部 は偏 平 な弧

（土 師） 状 を呈 す る もの と思 われ る。

「 碗
（土師）

13．0×－　×　－ 白本部中位 口縁部は直線的に外反し，口唇部近くで
直立し，口唇部は尖る。体部は半楕円球
状を呈する。底部欠損。

7 土　　 王 長 さ　3．2 中位 で膨 らむ， 円柱状 を呈 し， 中央 に孔

（土 製 品） 孔径　 0．5 が貫通 してい る。全体 的 に成 形 は1 寧 で

は ない。

l

1 婆

（土 師）

16．9×17 ．0×8 ．4 胴 部 中 位 口縁 部 は頸 部 か ら直線 的 に外傾 した後 ，

中位 で さ らに外傾 す る。 胴部 は 中位 に最

大 径 をもつ 。や や偏 平 な球状 を呈す る。
平 底 で あ る。

2 l　 序 口縁部 は ほぼ直線 的 に外 反 し，休 部 との

．　A　′　　′　　　′　′

3

紳弟

（土師）

23．8 ×一　×　－

境に稜をもつ。俸部は湧 く，L邑線的な弧
状を呈する。

I序部は直線的に開き，日縁部で大きく外高　　 士不
（土畢）

｝不

反する。脚部は直線的に開く。

七　　 4 13 ．0　×－　×　－

14 ．8 ×－　×　－1

16 ．0×4 ．6　×　－

口　 辺　 部

l

口縁部は内攣し，休部は弧状を呈する。
十 （土師） 底部欠損。

仁：コ7テ
住　　 5
慧 「 岩

土不
（土師）

土不
（土師）

口　 縁　 部 口縁部は垂直に立ち上がった後，やや外
反する。休部は弧状を呈するものと思わ
れる。底部欠損。

目　 線　 部

口　 縁　 部

口縁部は直線的にやや外反 した後，内攣
気味に外傾する。口唇部は尖る。休部は

119　　　）

7

8

】極めて浅く偏平である。

目線部は一度直立 してから直線的に大き
く外反する。口唇部は尖る。休部は浅く
偏平である。

土不
（土師）

稀
（土師）

13 ．3 ×－　×　－

15．2×4．4　×　－ 口　 縁　 部 口縁部は直線的に大きく開き，口唇部は
尖る。目線部と体部の境に稜をもつ。休
部は極めて浅 く，偏平である。
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整　　　　　 形　　　　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ローへラ磨き
胴－ヘラ削り

ヘラ磨き

i

明赤禍 不　 良

！

砂粒含 ほぼ完形

「」l一一横ナデ
胴－ヘラ削り

ヘラ磨き

l
l

明赤禍 】 良　 好 砂　 粒
雲母含

完形

外面一灰線色の
窄由が付着し，詞

内面一族線色の
粕が付着し調整

良　 好 長石粒
細砂粒含

整痕は不明瞭　　 痕は不明瞭
i ！

日一様ナデ’
胴－ヘラ削り

ヘラ磨き 明赤禍 良　 好 砂粒含

！

内黒

日一様ナデ
中位－ナデ
底－ヘラ削り

明赤褐 普　 通

！

i 砂粒含
I！

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り

ヘラ磨き 明赤褐 l 砂　 粒
雲母含

i
ロー桟ナデ ロー横ナデ 外…赤禍 不　 良 砂　 粒 ほぼ完形
胴－ヘラ削り後
ナデ、

胴－ヘラ磨き　　 内…榎 雲母含

ロー横ナデ
胴－ナデ

ヘラ磨き 明赤褐 不　 良 声 母誓 i

i
日一様ナデ
胴－ナデ

日・一様ナデ
胴一一ナデ、

明赤禍 不　 良 砂　 粒
雲母含

i
i

競＝誓 デ　 は ＝讐‡デ

i （上‾下つ

赤　　　　　　 － 普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

ほぼ完形

憲票 ‡デ ！ヘラ磨き l明赤禍　 ！

i

良　 好 砂粒含

ロー横ナデ 士不一へラ磨き 外一にぷい黄橙 良　 好 砂粒含
ヘラナテJ
脚－ナデ （縦） l

脚－ヘラナデ 内一明券褐

i
日一様ナデ
底－ヘラ削り後

ナデ、

明赤禍 不　 良 砂　 粒
雲母含

憲二警警宗雷蒜 iヘラ磨き

カキ昌調整 i

橙 良　 好 砂粒含 ！

日一様ナデ
底－ヘラナデ

ヘラ磨き 明赤禍 不　 良

i

砂　 粒
スコリア含

底－ヘラ削り l 明赤褐 不　 良

i

砂粒含

ロー横ナデ
胴－ナデ、

ヘラ磨き 橙 普　 通 砂粒含 ほぼ完形
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番 号 種　　 類
法　　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径

cm

器　 形　 の　 特　 徴　　　　 ！

9

i

土不
（土 師）

15 ．3×5．7　×　 － 口　 縁　 部

i

口縁部 は直線的 に外反 した後 ， 内攣 気味 i

に外傾 す る。 口唇部 は尖 や。　　　 i

壷

10

11

稀
（土 師 ）

15．3 × －　 ×　－ ［＿＿1 縁　 部 。縁部 はやや強 く外 反 し，体 部 と商 京 王1

稜 を もつ 。体部 は弧状 を呈 す る0　　 ！

［l序 14．6　× －　 × 一一 日　 縁　 部 日縁部 は緩 や か に外 反 し，休部 との境 に
（土 師） 禁 霊 宝三。休 部 は弧状 を射 る もの と思 ；

1

2

3

4

： r

婆 ！ 2 1。9 × － × － 胴部 は あま りふ く らまず ， 口縁 部 は受 口
（土 師） 状 を呈 す る。　　　　　　　　 i

i

婆

（土 師）
2 1．6 × －　 ×　一一 口縁 部 は ほぼ受 け 汀状 を呈 し， 肩部 に明

瞭 な稜 をもつ。
；
i

鉢
（土帥）

i 24 ．0×13．9×7 ．6 ‖　 縁　 部 口縁部は受け口状を呈 し，平底で体部は i
緩やかに内攣 して立ち上がる∴ ，‥…‥つ

i

婆
（土師）

23 ．0 ×－　×　一一 口縁部は受け口状を皇し，強く外反する。－
胴部は僅かにふくらむ。底部欠嵐 ‥ 「

I
婆

は二師）
12．1 ×－　×　… 頚部は内傾 し，日縁部は受け口状を呈し

㌫ 畿 ㌶ 諸 賢 明瞭な稜をもちr i

ii
小　型 婆
仁と帥）

12．6 ×－ × 一一 l 頚部で器肉を薄 くし，口縁部は外反する。。
体部は緩やかに内攣 しながら立ち上がるC）i

底部欠損o　　　　　　　 J

高台付Iネ 10．6 ×5．0 ×6 ．2

！

体部はほぼ直線的に外上方へ立ち上がり i
有小一＋i年 （須恵） 日縁端部は丸く収めている。　 i

iFi
iI
Iきli　」

畑 8 ！ 序
は百‾蔚1

11．2×3．5 ×7．5 ．休部はほぼ直線的に外上方へ立ち上がる。i
「‾1泉豪亜R憎 い未納 方寸図

122　　　）
】 」

9

i

高台付序
（須恵）

－　×　－ × 9．4

；
i［［i［

！10 蓋 17 ．2×3．6 ×－ l天井部は径11cm に渡って回転へラ削りを 章
（須恵） 施 し，やや偏平な擬宝珠状のツマミを付 ［

品孟㌶ 諸 讐 豊 票 下方へ向けつ

丁寧な作りである。

11

i

蓋 1 16．5 ×－ × － 天井部は径12cm に渡って回転へラ削りが
（須恵） 語義鵠 呈霜 讐 漂 譜 畿 勘

なしやや突出する。　　　　 ！

； 12 土不
（須恵）

！ 14 ．3×4．8 ×8．2 体部はわず、かに器厚を減じながら直線的
に外上方へ立ち上がる。日縁端部はにぷ

い稜をなす。　　　　　　　　　　　　 －
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り後

ナデ’

ヘラ磨き 赤褐 不　 良 砂粒含

ロー横ナデ
胴－ヘラ削 り

＝一様ナデ
胴－ナデ

橙 普　 通 砂粒含

＝－横ナデ ヘラ磨 き 日－里
ハヽ＼底－明赤褐

不　 良 砂粒含

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい赤禍 不　 良 砂　 粒
長　 石
石英含

ロー指ナデ
胴－ヘラ削り

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい褐 普　 通 スコリア
長　 石

砂粒多含
ロー横ナデ
胴－ヘラ磨き

ロー横ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい褐 普　 通 砂　 粒
雲母含

－

＝一指ナデ 日一指ナデ にぷい赤禍 普　 通 砂　 粒
胴－ヘラナデ 胴－ヘラナデ 長　 石

雲母含
ロー指ナデ
胴－ヘラナデ、

日一指ナデ、
胴－ヘラナデ

にぷい橙 普　 通 長　 石
石　 英
雲　 母

スコリア含
ロー横ナデ
胴…ヘラナデ

ロー横ナデ
胴－ナデ、

橙　　　　　 l 不　 良 砂粒含

i

i

底部は回転へラ
削りの後，ほぼ
垂直に下がる高
台を付けている。
体部との境は明
醇に屈曲し，鋭
い稜をなしてい
る

灰白 長石粒 黒色斑点有り
細砂粒含

底部は切り離 し
後，一方からの
ヘラ削りを行な

巨 ている

暗灰黄　 i 良 好

！

長石粒
細砂粒含

‾‾‾‾‾一一一‾一一一一一一一一一一－ ・－．一．・．一・一一一・・・・－・・・・－・－一－ ・水挽 き痕はやや強い

底部は回転へラ
削りの後外下方
へややふんばる
高台を付けてい
る

灰白 良　 好 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱

灰 良　 好 長石粒
細砂粒含

水挽き痕は弱い

i　 i

灰　　　　　　　　　 普　 通 長石粒
細砂粒含

水挽 き痕は弱い

ロ 灰　　　　　　　　　 不　 良 長石粒
細砂粒
多　 含

水挽き痕は弱い
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番号

l

種　　 類
法　　　 豪

（日径 ×器 高 ×底 径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

！＋ ＋ ＋ ＋ ！

最　 大　 径 i
i

l 13 1 盤

（須恵 ）
ー　 く－　 × 1 2、8

ー　 i欝 一一寺

i
Ill
［i

i

l

14 序

（須恵 ）

14．5×3 ．6×9．2

15 盤
（須恵 ）

ー × －　 × 15 ．8

……………－＋

麿 浩

！体部 との

i
！［
！
！I】
i

16 砥　　 石 長 さ　6．3 目 頭拍 蠣

最大 幅　 3 ．1

j磨 ぎ面 は

I l 婆 17．0　× －　 × ・－
胴 元 手 首 「 有 料 玩

（土 師 ） 」 だ，る：舶くで やや

有人一房ろ
七

2 婆 19．8　× －　 × 一
「丁 ‾ … … －ハト‾‾0　 恒 縁部 は

（土 師）
I
l

】　　　　　　 I
j
らに外 種

らず ，霧
損 。

3 婆

（土 師）

l

17．4×6．9　 × 一

！

十
四

「コ7－∫
住
居

l 址

4 鉢
（土 師）

9 ．8×7 ．3×4．5 体 部　 日 立 i

i

E

平 底 で，

半球状 を
傾 す る。〕

5 器　　 台

（土 師）
－　 ×　 － ×　6 ．9 一

器　形　の　特　徴

り上方は，器厚を減じながら大
方へ開く。

ぼ直線的に外方へ開く。体部下
ちヘラ削りで面取りしている。
はほぼ丸く収めている。

り上方は器厚同じにして，大き

境は屈曲し，にぷい稜をなす。

形而であり，下半部欠損。平出
ている。）原形は長方体と思われ
・側面とも良く使用されている。
ゆるい内轡を示す。

直線的に外傾した後，口唇部近′　l l　ノ′ヽ　　〉　　　　‾‾‾　I　／　、　7

する。底部は欠損し石’、’引
ほぼ球状を呈するものと思わ

直線的に開き，口唇部近くでさ
る。口唇部は丸い。肩部は張
与言′、i；昌二〕‥帖高市十日

やや外反し，口唇部は平坦であ

底部のみが厚手であり，体告
呈する。日縁部は中位で、やや外
口唇部は尖る。

ま僅かに内攣し，口縁部でさ
受け部孔を有する。

遠

126

＼、＿＿一′

i
「‾6 甑

（土 師）
19 ．8　× － ×　5 ．2 目　 線　 部 ！底部 は平 底 で， 中央

緩 や か に内 攣 しなが

i や 尖 る。

l
l

8 小　 型 婆

（土 師）

ー　 ×　 一 × 2 ．3 i 平底 で，胴部 は中位

9 手　 捏　 ね

（土師 ）

4 ．1 ×2 ．0 × 3 ．9 ‖　 縁　 部

l

平底 で， 汀縁 部 は直

る。

i

第 l

七
十

11
聾

（土師 ）
15 ．4 × 15 ．3 ×4 ．2

十－
再同部 中 位 ！口縁 部 は器面 が凸凹

外反 し， 胴部 は 歪 む
j

2 高　　 杯 14 ．3 × ．－　 ×　一一 高 潮 は僅 かに内攣 し

五
号

（土師 ） 脚， 柱部 は ほぼ 円柱

3 砥　　 石 厚　　 幅　　 長 四面 とも良 く磨 か れ

2 ．0 × 2 ．3 × 11 ．2 接 す る角 は ほぼ900前

ー332－

に孔を有し，休部は
、ら開く。口唇部はや

でふく　らむ。

立する。口唇部は尖

であるが，直線的に
。平底である。

ながら立ち上がり，
状を呈する。

，側面と上下面との
桁麦である。



！ 整　　 形　　 法 巨　 詞
焼　成 胎　土

備　 干
外　　　 面 内　　 面

水挽き痕は強 く
底部は回転へラ
削り後短かく，
外下方へわずか
にふんばる高台
を付けている

水挽 き痕弱 巨 ぷい黄橙 ！ 普 通 長石粒
細砂粒
雲母含

i

不　 良 長石粒
雲母末含

水挽き痕はやや弱い

底部は回転へラ
削り後外下方へ
ふんばる高台を
付けている。

灰 良　 好 長石粒
細砂粒多含

黒色斑点有り

i泥岩

巨 ケ目整形 ヘラナデ、 にぷい橙 普　 通 砂粒含

！
「悪 喪 デ ＝一指ナデ

へラナテざ
灰白 不　 良 砂　 粒

長　 石
雲母含

日一指ナデ
頸～胴－パケ目

整形

ローパケ目整形
胴一指ナデ

橙 普　 通 砂　 粒
長　 石

スコリア含

パケ目後ナデ ローパケ目後ナ
一十フ‾

胴－ナデ’

橙 不　 良 ‾藤粒含 ′ト形聾

磨き 磨き 灰黄褐 普　 通

i

砂粒含

パケ目　 「 研 橙 不　 良 砂　 粒
長石含

！

丹彩

ナデ、 ナデ、 橙 良　 好 砂　 粒
雲母含

ほぼ完形

指ナデ 指ナデ

l

にぷい褐 普　 通 砂　 粒
雲母含

嘉形

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り

I

＝一様ナデ　 l
胴－ナデ、

橙 不　 良

i

砂粒含

土不一へラ磨き
脚一縦へラ削り

裾－ヘラ削り にぷい褐 不　 良 砂　 粒
長　 石
石英含

金属用砥石で、ある
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「

番号

［
斥 巨＋ 類 法　　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）
Cm　　　　　　　Crrl　　　　　　　Cm

最　 大　 径

】

八八一弟
七
十

七
「」テラ‾
住
居

葺止

ノ′‾、＼図

131

＼、＿．．．．・．．．．！

i

1 てこ圭で呈E 18 ．8　× －　 ×　－

i
i

頭部 は ほ
（土 師 ） に向 か／二

部 は折 り

胴 部 は ヤ

り∠J
婆

（土 師 ）
23 ．6 × －　 ×　一一 頚 部 は迫

3 ！ 。」‰ 8．8×14 ．3×∠上3 体 部 中 位 口縁 部 は

平 坦 で あ
向 かって

4 てニーまで呈′E
（土 師）

！ 8 ．8 × － × … 1 日縁 部 は

に内攣 す
す るもの

1　4 器　　 台 7．2×7．8×10．0 受 け部 は

－

i

l

！

！

（土 師．） 孔 径　 0 ．8 あ る。爛

くでや や

6 支　　 榊

し土師）

←…一一－

8．0 ×16．8×1．3．7 丹却　　　　 部 体 部 は菌

7 支　　 月却
（土 師）

8．2×14．9×13 ．5 月却　　　 部 器厚 がM・…VJ

工

翫 ［1 高台付序
し土帥）

14．5×6．9×8．4

i
l

目　線　部 体部は憧
「博幸部はもつ。）

il
第 i
八

l i 12．6×5 ．6　×一一 目　 線　 部 汀線部は
反する。
球状 を呈

日

掛

2 序
（土師）

14 ．0×5．6　× 一－－ I LPl 縁　 部 ！

！
i

口縁部は
境に明瞭
る。

3
！
小　型　壷
（土師）

… × … × 2．7 ！ l休部は緩
強く内攣

ユ、 小　型　壷 11 ．4　×－　×　－ 目線部は
は二帥） 唇部は平

器　形　の　特　徴

ば「く」の字状にくびれ，口縁部
てやや直線的に外傾する。口縁
返し日縁で口唇近くで直立する。

強く張りだす。

二立し，日縁部は直線的に開き，
胴部は張り出し，器肉は

に外傾し，口唇部はやや

み薄い。

ま直線的
る。休部は最大径をもつ中位に
張り出し平底の底部に至る。

やや外反し，‖唇部近くで僅か
に内攣する。胴部
す るものと思われ

受け部は直線仁和 二

ある。脚部は直線
くでやや外反す る′

部 体部は直線的 に開

部 器厚 が一定である。

はやや偏平な球状を呈
る。底部欠損。

き，［睦子部は平坦で
に聞いた後，裾部近

かに内攣しながら立ち上がり，
丸い。）体部と高台の境は丸味を

外反気味に内傾した後，強く外
口唇部は丸い。体部は偏平な半

直線的にやや外倹し，体部との
寮な稜をもつ。体部は弧状を呈す

やかに内攣して立ち上がった後
する。小さな平底で、ある。

僅かに内轡して立ち上がり，日
坦である。頸部は「く」の字状に

i

20 ．8 × －　 ×　－

】くびれ る。胴 部 はほぼ球状 を呈 す る もの
と思 わ れ る。

2 ここ1㌢笠E 口縁部 は折 り返 し日縁 で， 口唇 はや や く

第

八
士

（土 師）

l　 土不

（土 師）

ぼ むが平坦 で、あ る。

3 9・6 ×3・9×3 ・9　 巨 縁 部

I

平 底 で，休部 は直線 的 に開 き， 口縁 部 は
内 轡 しなが ら大 き く開 く。

4 椀 11．4 ×5．8　× …一 仁 一 縁 部

l

口縁 部 は内 攣 し， 口唇 部 は尖 る。 口唇部

仁コアテ
住

居

（土 師） 近 く内 面 と，頸部 の 内外面 に稜 を もつ。
体部 は偏平 な半球状 を呈 してい る。

5 婆 19 ．3×20 ．6×6 ．4 「胴 部 上 位 日縁 部 はや や外反 気味 に立 ち上 がっ てか
址

玩

140
（き）

⑦

（土師 ） ら直線的 に外 傾 す る。 口唇部 は平坦 で あ

る。胴部 は上 位 に最大 径 をもって張 り，
平底 で あ る。

6 甑 23 ．0×9．0×5．6 鉢 形 の甑 。 目線 部 は折 り返 し口縁 で，体
（土 師 ） 孔 径 1 ．5

i

部 は僅 か に内 攣 しなが ら立 ち上 が る。平
底 の中央 に孔 をもつ。

7 高　　 杯 19．2　× －　 × －

！

ま不部 は僅 かに内攣 しなが ら開 く。 口唇 部

（土 師 ） は平坦 で ある。
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整　　　 形　　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面

・ヽ‾‾’や

内　　　 面

ローパケ目整形
胴－ナデ

ロー横ナァ
胴－パケ昌の後

ナデ’

にぷい黄橙 良　 好 砂　 粒
長　 石
石英含

パケ目整形 ヘラナデ、 橙 普　 通 砂粒含

ローへラ磨き㈲
胴－ヘラ磨き牌）

ロー へラ磨き．緒）
胴一磨き

橙 砂粒含

パケ目後ナデ ローへラナデ　　 にぷい黄橙
胴…ナデ

普　 通 砂粒含

縦位のヘラ磨き 受－ナデ
脚－パケ目整形

の後ナデ

不一　良 砂粒含

パケ目後ナデ’

パケ昌整形

パケ目　　　　　 にぷい赤禍　　　　 不　 良 砂　 粒
雲母含

パケ目整形　　　 にぷい橙　　　　　 良　 好　　　 砂　 粒

ロクロナデ、 ヘ ラ磨き （密）　 にぷい橙 良 好丁 壷 粒含

嘩 不　 良　　　 砂　 粒
スコリア
雲母含

ほぼ完形

ロー横ナデ
胴－ヘラ削り

横ナデ　 ～　 1 ニ 適　 鵬 含

ヘラナデ、 ナデ、 にぷい橙　　　　　 不　 良　　　 砂　 粒
雲母含

パケ目整形 ローパケ目後ナ
デ、

胴－ヘラナデ、

橙　　　　　　　　 良　 好　　　 砂粒含

信 二六萌 葱嘉

頸…パケ目の後
へラ磨き

パケ目整形の後　 にぷい赤禍　　　　 不　 良　　　 砂粒含
b ‾‾ ヾ

ナァ

ヘラナデ、 へラナデ　　　　 にぷい橙　　　　　 普　 通　　　 砂粒含 －

ローパケ目後横 へラナデ　　　　 にぷい橙　　　　　 普　 通　　　 砂粒含 ほぼ完形
ナデ、

胴－ヘラナデ

ローパケ昌の後
横ナデ

仁上－パケ目の後　 にぷい褐　　　　 普　 通　　　 あ粒含
横ナデ

胴－パケ目整形 胴－ナデ

…ハ 禁 つ ‾ナデ　　 にぷい橙　　 普 通 拷 ノ撃含

．丁寧をナつ ヘラ磨き　　　　 赤　　　　　　　 普　 通　　 砂　 粒
石英含
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番 号 種　　 類
法　　　 蛍

（口径 ×器高 ×底 径）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

練弟
八

8 甑 22．8×11 ．8×5．4 口　 縁 ・部 口縁 部 は折 り返 し目線 で， 口唇部 は平 坦
（土 師）

」 台

で ある。底部 は平底 で， 中央 に孔 を有 す

る。休部 は底 部近 くで 丸味 をもつ が， 後

は直 線的 に開 く。

9 8．4　 × 一　 ×　一 受部 は内轡 しなが ら立 ち上 が り， 口唇部

（土 師） 孔 径 1．1 は 丸 い。 受部 孔 を有 し，脚 部 は内 轡気味

に広 が る。脚 部 に円 窓 が 3 ヶ所 穿 た れ る。

10 器　　 台 7．5×7 ．8×8．6 裾　　　 部 受 け部 は僅 か に内攣 し， 口唇部 は 尖 る。

（土 師） 脚部 は直線 的 に開 き，裾部 近 くで小 さ く

外反 す る。

11 高　　 士不 一一×　 － × 8 ．4（脚） 脚部 に 3 つ の円窓 を有す る。脚 部 は直線

（土 師） 孔 径 1．1 的 に開 いた後 ，裾 部近 くでや や外反 す る。

12 高　　 士不 ー　 × －　 × 6 ．8 稀部 は内轡 し， 脚部 は ゆ るや か に外 反 す

士

号
住

居
址

遠

140

（1）

t
や

（土 師） 孔 径　 0 ．8

l

る。 脚部 に円 窓 が 3 ヶ所穿 た れて い る。

」 晶　　坪
（土師）ll

I －×－×10・3 脚部は緩やかに開く。

14 「支　 脚

（土師 ）
5．7 ×13 ．5×11．3 脚　　　 部 体部 はほ ぼ直線 的 に開 く。筒 抜 け である。

ぼ 垂直 に降 りる。 竺 ］孔 を もち，脚 部 は直線 的 に開 いた後，

霊孟 宗 霊 需 むが， 底部 にか けては ！

！

15 支　　 脚

（土 師）
5．0×13．3×11．6 脚　　　 部

16 ！支　　 脚

（土 師）
ー　 ×　 一一一× 11．0

17 支　　 脚
（土 師）

ー　 ×　 一 × 12．4 歪み が あ るがほぼ 直線 的 で あ る。　　 l

l

！ l

1 支　　 脚 幅　　 長 さ

i

円柱状 を呈す 。支 脚下 半 と思 わ れ る。下
（土 師） 6．4 ×8 ．2 端面 は平坦 。

2 支　　 脚 幅　　 長 さ 円柱状 を皇す 。支 脚下 半 と思 われ る。上

（土 師） 5．8 ×8 ．6 半部 欠損 。

】
3

ベイr一弟八十　　4

序
I
12．8×－　×　－

「 ‾
体部は内攣しつつ外方へ開く。口縁部は（須恵） 外反し，端部は丸く収めている。，

士不 13。5 ×4．4 ×6 ．1 口　 縁　 部 休部はほぼ直線的に外方へ開く。［二拍豪部
四 （須恵） は外反し，端部はおおむね丸く収めてい
号
隻　 5

址
遠

144
丁

！ 7 i

る。

高台付士不 12．5×4．8 ×8．5 ！口　 緑　 部 体部下半に明瞭な屈曲点を有し，やや外
（須恵） 攣気味に立ち上がる。目線部はやや厚み

を増 し，端部はわずかに鋭さを有する。

稀 12 ．6×4．8×5．8 目　 線　 部 体部はほぼ直線的に外方へ開く。口縁部
（須恵） はやや厚みを増し，端部はやや鋭い。

土不 13 ．6×5．0×5．8 目　 線　 部 体部はわずかに内轡気味に外方へ開く。
（須恵） 目線部は端部 を丸く収めている。水挽き

痕は弱い。
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「u　整　　 形　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ナデ ナデ、 明赤禍 普　 通

i

砂粒含

受一横ナデ
脚一横ナデ

受一様ナデ
脚－ヘラナデ

赤 不　 良 砂粒含

ヘラナデ 受－ヘラナデ’
脚－ナデ粗

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
長石含

完形

縦位のナデ パケ目整形 明赤褐 不　 良 砂粒 e雲母
長石 ・石英
スコリア含

脚－ヘラ磨 き 脚－パケ目整形 橙 不　 良 砂　 粒
雲母含

l
ヘラナデ、 パケ目整形 赤褐 l 普　 通 砂　 粒

スコリア含

l
I
［
！

パケ目 へラナテざ 明赤褐
l

l

不　 良 砂　 粒
雲母含

l
ヘラナデ、
底一棟ナデ

ヘラナデ’ 明赤禍 ！ 普　 通 砂　 粒
石　 英
長石含

完形

パケ目痕あり ヘラナデ、
輪積痕有り

明赤褐 普　 通 】 砂　 粒

長　 石
石　 英

スコリア含

パケ目 へラナデ’ にぷい赤禍 不　 良 砂　 粒
長　 石
石英含

ナデ、 にぷい橙 普　 通 砂　 粒ン
石英含

ナデ’ にぷい赤禍 不　 良 長　 石
スコリア含

水挽き痕，外面
はやや強い。
底部は回転へラ
切 りのままと思
思われる

水挽き痕。
内面は弱い

オリーブ灰 普　 通 長　 石
砂粒を含む

底部一回転へラ 灰 良　 女手 長　 石 水挽き痕－やや弱い
∵切 りの後ナデて
いる

細砂粒含 二次焼成を受けている

底部は回転へラ
削 り後，外方へ
やや開く高台を
貼りつけている

内面は底部にラ
セン状の水挽き
痕を残 し休部と
の問に屈曲点を
明瞭に有する

灰褐 普　 通 長石 ・砂粒
を含むが精
製されてい
る

底部は切 り離 し
後手持ちへラ削
りを施している

内面は底部と体
部との境に強い
アテを有する

橙 良　 好 長石 ・砂粒
を多く含み
きめあらい

底部は回転へラ
切り後外周をナ
テざている

暗オリーブ灰 普　 通 長石 ・砂粒
細砂粒を含
む

二次焼成を受けている
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番号 i種　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

I 最 大 讐 器　 形　 の　 特　 徴

第
八
十
四
号
住
居
址
遠

準
－ヽ，＿＿・・／

8　　 高台付球
（須恵）

15 ．8 ×8 ．9×8．5 口　 縁 ・部 高台と体部とは鋭い屈曲を有し，体部は
器厚を減じながらほぼ直線的に外方へ開
く。臼縁部はやや外反し，端部は丸く収
めている。

9　　　　 土不 13．2 ×－ × ＝

】

休部はやや直線的に外方へ開く。口縁部
（須恵）

．10　　　 士不（須恵）

は僅かに厚みを増し，丸く収めている。

l
l

13．6 ×5．2×5．6 体部は器厚を減 じながら，わずかに内攣
気味に外方へ開く。口縁部は器厚を増し，
大きく外反する。端部は丸く収めている。

11　勾　　玉（石製模
造品）

長　　幅　厚 l 板状であり，表裏・側面とも成形のため3．7 ×1．4 ×0 ．3
孔 径　 0 。2

の擦 痕明 自賛。

！ 12　 享等鉄 器警

！

現 全長　 5．5 i 鉄 鉄状 の利 器 と考 えられ るが， 刃部 上半

刃部　　 4．2 が欠 損 して い るため形態 不 明。 ナ カゴ部

ナ カゴ 1．3 も下 半 が欠損 してい る。

ユ＿　　　　 婆 15．0 × －　 ×　 － ロ緑 部 はやや内 轡気味 に立 ち上 が り口唇
∩ 仕 師）

i

i 部付 近 に僅 か な四線 が廻 る。胴 部 は僅 か

にふ く　らむ。

i

Il
第

ワ乙．ノ
婆 15．9 × －　 ×　 － 口縁部 は受 け口状 を呈 し，胴部 は あま り

（土 師）

！

張 らな い。

ノ 3　　　　 序 13．8×5．0 ×6．7 口　 縁　 部 休部 は水挽 き痕 を強 く残 し，僅 か に器厚
十

七　。

7テ
W．ヽ．▲

i （須 恵） を減 じなが ら外 方へ 大 きく開 く。 汀縁部

は僅 か に外 反 し，端部 はお おむ ね丸 く収

めて い る。

恵　 一 4　　　　 棒 17．2×4．6×7．2 l
日　 縁　 部

l

体部 は僅 か に内 攣気味 に外 上 方へ 立 ち上 i

址

遠

149
＼　）　／

（須 恵）

ll

が る。 ロ縁部 は僅 か に外反 し，端部 はほ

ぼ 丸 く収 めて い る。

5 高台付 杯 13．5×6．0 ×8．6 口　 縁　 部 体部 は，底部 との間 に明瞭 な屈 曲 を有 し，

（須 恵） 僅 か に外 反気 味 に立 ち上 が る。 日縁 部 は

や や外 反 し，端部 は丸 く収 め て い る。

第

八
十

l
l

l
婆 18．8 × －　 ×　 一一

】
胴 部 中 位 頚部 は 「く」の字状 に くびれ， 日縁部 は中

（土 師） 位 で僅 かにふ くらみ ，や や尖 っ た口唇部

に至 る。胴部 は中位 に最大 径 をも ち， や
や偏 平 を球形 を呈す る。

2

3

壌 2 6．8　× －　 × － 目線 部 は ほぼ受 け 口状 を墨 し， 胴部 は内

（土師 ） 轡 しなが ら立 ち上 が る。底 部 欠損 。

器　　 台 I 6・8 × 一一 × ＝‾ 受 け部 は頭部 か ら僅 か に内 轡 し， ロ縁部

八
ロ7テ
住
居

址

遠

151　　　）

（土 師 ） は ほぼ直 立 す る。 受 け部孔 を有 す る。

4 高　　 士不 12 ．1×8 ．9×9．8 目　 線　 部 受 け 口は直線 的 に広 が った後， 中位 か ら

（土 師 ） 内轡 す る。 口唇部 は平 坦 で ある。受 け部

と脚部 の境 は垂直 に立 ち上 が り，脚 部 は
直線 的 に開 く。

5 紡　 垂 車
（土 製品 ）

】
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整　　　　 形　　　　 法 巨　 詞
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 l 内　　　 面

底部は回転へラ
削り後，外下方
へ開く高台を貼
りつけている

オリーブ灰 ！やや不良

i

長石 ・砂粒
細砂粒を含
む

水挽き痕は弱い

底部は切り離し
後他方向からの
手持ちナデ

普　 通 細砂粒を少
量含むが精
製されてい
る

水挽き痕はやや弱い

水挽き痕はやや
強い。底部は回
転へラ切り後，
外周部をナデて
いる

水挽き痕は弱い
内面は底部と体
部との境に強い
アテを有する

灰黄 P 良 長石 ・砂粒
雲母末他不
純物多い

須恵質土師器

宗＝禦‡デデ i

i

日一指ナデ
胴－ヘラナデ’

橙　　　　　　　　　 不　 良 砂　 粒
長　 石
石　 英

スコリア含

日一指ナデ
胴－ヘラナデ、

指ナデ 明赤褐 不　 良 砂　 粒
長　 石
雲母含

底一回転へラ切
り

！ 淡黄 不　 良

i

長石類
細砂粒含

底部は切り離 し
後，手持ちへラ
削 りを施してい
る

黄灰 良　 好

！

長石類
細砂粒多含

水挽き痕弱

底部は回転へラ
削りの後，高台
を貼り付けてい
る

i

灰黄 i 良　 好 長石類
砂粒含

水挽き痕弱

鳥 ＝禦琵 後ナ

テざ

i

＝一指ナデ、
胴－へラナデ

にぷい裾 普　 通 砂　 粒 煤付着

ロー指ナデ整形
（ろくろ使用に
よる）

胴－ヘラ削 り

指ナデ
（ろくろ使用に
よる）

にぷい黄橙 良　 好 砂粒含

受－へラ磨き 受－ヘラ磨き 赤 良　 好 砂　 粒
脚－ナデ スコリア含

受一一ナデ 受－ナデ 明赤禍 不　 良 砂　 粒
脚－ヘラ磨 き 脚－パケ目後ナ 長　 石

・一．、さフ－ 石英含

「 ＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿ ！ 409破損・摩滅が著しい
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Crn

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

箪

1 てこ土ご宝E 11．3 ×13 ．8 × － 胴 部 中 位 丸底 で， 口縁部 はほぼ直 線的 に外 反 す る。

（土師） 胴部 は楕 円球状 を呈す る。

2 小　 型 婆 12．0 ×14 ．5×6．4 胴 部 中 位 目線部 は僅 か に外 反 し， 口唇 部 は 丸い。

（土師 ） 胴部 は あ ま りふ くらまず，平 底 の底部 に

至 る。

3 壷 －　 ×　 － × 4．7 底部 は くぼみ ，胴部 はほぼ球 状 を呈 す る

（土師 ） もの と思 わ れ る。

4 ｝不 12．0 ×5 ．2　×　－ 口　 縁　 部 口縁部 はほぼ直 立 し， 口唇部 近′くでやや

（土師） 外 反 す る。 休部 は弧 状 を呈 す る。

5 まネ 12．4　× 一一　×　－ 目　 線　 部 ロ縁部 は一 度 やや 内傾 した後 ， 直線的 に

（土 師） やや外 傾 し， 口唇部 で明瞭 な稜 をもつ。

体 部 は弧状 を呈 す る。

6 碗 12．8 ×8 ．0　×　－ 口　 縁　 部 口綾部 はやや外 反 し，体 部 は深 い。 丸底

（土師 ） で， 器肉 は薄 い。

7 ま不 14。7 ×5．0　×　一一 口　 縁　 部 目線部 は直線 的 に開 き， 口唇 部 は尖 る。
九
士

ロ7テ

（土 師） 体 部は 直線 的 で あ る。

8 碗 12 ．6　× －　 ×　 － 口縁部 は外反 気味 に内傾 した後 ， やや外

住

居
址

（土 師） 反す る。体 部 は半 楕 円球状 を呈 す る もの

と思 われ る。

9 士不 15 ．3×5．8　×　－ 口　 縁　 部 日縁部 は一度 直立 した後 ， やや 外反 す る。

遠
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＼－／

（士 帥） 目線部 と体 部 との境 に稜 をもち，休部 は

】弧 状 を呈 す る。

10 晶　　 士不 2工 2　× －　 ×　 － I不部 は僅 か に内攣 し，稜 を もった後 ， 口

（土師 ） 縁 部 は外反 す る。　　　　　　　　　　　　 －

11

12

高　　 ま不 －　 ×　 － ×　 － lI不部 は僅 か に内攣 しなが ら立 ち上 が り，

（土 師） 脚 柱部 は短 かい。

手　 捏　 ね 3．6×2．4 ×2．0

l

目　 線　 部

l　　　　　　　　　　　　　　 l

底部 は くぼ む。 体部 は僅 か に内 轡 しなが

（土師 ） ら立 ち上 が る。

＿r‥かけ，”，　　ィ．．nn 、　一　ゝ，　→ ，J　 IL　L両加　h l13 刀　　　 子 帽　　 艮 刃音Pを∵もつ不リ孟秦と≠手と）r L台か， ラヒメ霧笛Pを
（鉄器 ） 1．1×3．8 欠損 してい るた め明瞭 で は ない。柄部 断

面は偏 楕 円形 を呈 す る。先端 部 の 丸味 は

サ ビ によ るもの。

14 不　　 明 長 さ　　 4 ．3 内轡 刃 を もつ 刃器 とみ られ る。先 端部 欠

（鉄 器） 刃部 幅 1．1

ナ カゴ 1．0

失 。

1 婆 21 ．8　× －　 ×　－ 目線部 は大 きく外 反 し， 口唇 部 が突 出 し

（土 師） て い る。胴 部 は中位 でふ くらむ。

2

3

士不 13．6　× －　 × － 目　 線　 部 口縁部 は垂 直気 味 に立 ち上 が って か ら，

耕一弟
九
号

（土師 ） やや強 く外 反 し，体 部 との境 に稜 を もつ。

体部 は弧状 を呈 す る。

I不 15．5　× －　 × － 口縁部 は外 反気 味 に内傾 した後 ， やや外

仁コ7テ
住
居

（土師） 反 す る。 口唇部 は尖 る。 目線 部 と休部 の

境 に稜 を もつ 。

4 甑　 l ロ縁端 部 は方形 に作 られ， わず か に内攣
址

／‾‾、＼図
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（三頁恵） 気 味 に内下 方 につ ぼ ま る。体 部上 半部 に

は．2 方向 に把 手 が付 く。

底部 は㊥ 形 に な ると思 われ，端部 は丸 く

収 め てい る。
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整　　　　　 形　　　　　 法
色　　　 調

l
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

！胴‾‾ヘラナデ ローへラ磨 き
胴－ナデ

橙 不　 良 砂粒含 ほぼ完形

ロー横ナヂ
胴－ヘラナデ

ナデ、 明赤褐 普　 通 砂粒含

ヘラ磨き ヘラ磨き にぷい褐 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ ーロー桟ナデ 明赤褐 良　 好 砂　 粒 ほば完形

丹彩
胴－ヘラ削り 胴…ヘラ磨 き 外胴一にぷい黄

橙

ロー横ナデ
底－ヘラ削 り後

ナデ

ヘラ磨 き 明赤褐 不　 良 砂粒含

仁「－横ナデ
底－ヘラ削り

日一棟ナデ
底－ヘラ磨 き

橙 良　 好 砂　 粒
長　 石
石英含

磨き 磨き 巨琶 良　 好 砂粒含 完形

】日－指ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨き I明赤禍 l 良　 好 砂粒含 l

ロー横ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨き 明赤褐 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

「1－横ナデ
以下－パケ目後

i ナデ

ヘラ磨 き にぷい橙 普　 通 砂　 粒
石英 ・雲母

長石含
圧行 脚一磨 き

1

杯 ・脚一磨 き 明赤褐 良　 好 砂　 粒
雲　 母
長石含

指ナデ 指ナデ 褐 普　 通 砂　 粒

l
＝一指ナデ
胴－ （上）ナデ
（下）へラ磨き

＝一指ナデ
胴－ナデ

灰黄褐 良　 好 砂　 粒
長　 石
石英含

胴部中一下は煤付着

＝一指ナデ
底－ヘラ削り

ヘラ磨 き 橙 普　 通 砂　 粒
石英含

仁上一指ナデ 磨き 明赤褐 不　 良 砂粒含

体部下半から端部
にかけてはやや斜
め方向にヘラ削り
を行なっている。
休部下端は横方向
のヘラ削りを行な
っている。

内面には粘土紐
まき上げ痕が残
り粗な整形であ
る。粘土紐の幅
は， 2 cm前後で
ある

不　 良 長石粒
細砂粒多
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×底径）

CIm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

仙弟
九
士

こ二l

5 士不

（壬頁恵）
13．5×4．6×6 ．7 目　 線　 部 体部 は僅 かに内轡 気味 に外 方へ 開 く。 日

縁部 は若干外 反 し，端部 は 丸 く収 め てい

る。

6

7

ま不 14 ．0×4．7　 × －
体部 はほ ぼ直線的 に外 方 へ開 く。 口縁面 1

（須 恵） は わず かに鋭 さを残 す。 全体的 につ く　り i

が丁寧 で， 水挽 き痕 は残 さない。

土不 14 ．0×4．5火8．0 日　 縁　 部 体部 は水挽 き痕 を強 く残 しなが ら， ほぼ
テラ
住

居
址

．／‾・．．．．．・、＼図

156
＼　　）　　／

（須恵 ） 直線 的 に外 方へ 開 く。 ロ縁 端部 は わず か

に鋭 さを残 す。

8 砥　　 石 長　　 幅　　 厚

16 ．0×9．0×2．9

最 大幅 上下 面 は ほぼ平坦 に磨 かれ，側 面 は ゆ る

い内轡気 味 に カー ブ して い る。

9 鉄　　 斧 長　　 幅　　 厚 鉄板 を折 り曲げ た柄 を着 装 す る部 分 と考

（鉄 器） 4．7 ×3 ．7×1．5 え られ る。 刃部 は欠損 して お り，機 能 不

明。

［［

［
［
lll

第
九

十
閃

1 婆

（土 師 ）
14 ．6×19．3 ×9．4・ 胴部 中位 土 平底 で， 胴部 は中位 土 で最 大径 を もつ。

2 聾 16．4 ×4 ．0　 ×一一一 口縁部 は短 か く，僅 かに外反 す る。〕胴 部

し土師） は僅 かにふ くらむ。

3 】 序 14．0）く4．4 ×6 ．2 口　 縁　 部 平底 で，休 部 は緩 や かに内攣 しなが ら立 …

（土 師） ち上 が り， 口唇 部 は肥 厚 で やや 丸 い。 i

4

l

杯

（須 恵）
14 ．8×4．7 ×6 ．8 口　 縁　 部 休 部 は直線 的 に開 いた後 ， 日経 部近 くで

外 反 す る。 口唇部 は丸 い。平 底 で あ る。 ！

5 杯 15．3×4．8 ×7．3

i

目　 線　 部 I

l

休 部 は直線 的 に開 き， 口唇部 は 丸 い。 平 i

（土 師） 底 で あ る。　　　　　　　　　　　　 ！

6

7

杯 14 ．0×4．3 ×6．2 日　 縁　 部

ll

体 部 は若干 内轡 気味 に大 き く外方 へ聞 く。二）

（須 恵） 景琵 警造 詣 禁 し，端部 はや や鋭 いっ

Fl

土不 13．8×4．7×6 ．8 「‾‾1　 糸豪　 喜E 休部 は底部 との 問 に段 を有 し． 器厚 を滅 ！

Lコフ了 （須 恵） I じなが ら直線 的 に外方 へ 大 き′く開 く。 ‖

住 端部 は わず か に外 反 し，端 部 は 丸 い。体

居

I

部 下半 の外周 には細 か い水 挽 き痕 を強 く

址 残 す。　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

／‾・．．・・＼
図 8 高台付 士不 － × 4．7×7．0 体部 下 半 に回転 へ ラ削 りを施 してし議 「

！墜

一ヽ一一．．′′

（須恵 ）

！

休部 は内轡 しつ つ外方 へ開 く0＋ つ

i
j

9 i 杯
（須恵）

巨3・2×4・8×6・5 ！ロ縁部 蕪 鞘 滞 惹 縮

10 ま不 14．2 ×4．5×6．2 日　 縁　 部 休 部 は直線 的 に大 き く外 方 へ開 き， 立 ち

（須 恵） 上 が る′。 口縁部 はやや 器厚 が厚 く登 り，
端 部 は 丸 く収 め られ てい る。

i［

1 1 士不 14 ．0 ×4。9×7 ．0

l

ロ　 緑　 部 休 部 はや や内轡 気味 に大 き く外 方へ 開 く。

（須 恵） 口縁部 は丸 く収 め て い る。水 挽 き痕 はや

や強 く残 っ てい る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

底部は雉な回転

へラ切 りのまま
である

JL

灰オリーブ 良　 好 長　 石
砂　 粒

細砂粒含

底部は回転へラ
切りの後，丁寧
にナデ’ている

灰黄褐 良　 好 長石 ・砂粒
細砂を多く
合が全体の
きめは細か
い

底部は回転へラ 内面は底部と体 にぷい黄褐 良　 好 長石等 器面が内外ともにザラ
切 りの後わずか
にナテざている

部の現にやや強
いアデを有する

細砂粒含 ザラで手ずれ痕が認め
られず

安山岩

日一一へラナテざ
胴－ヘラ削り

ヘラナデ、 にぷい赤褐 普 i㌃ 「
砂粒含

日一指ナデ ロー指ナデ にぷい橙　　 i
l
l

不　 良 砂　 粒
胴－へラ削り ！胴－ナデ 雲母含　 i出陣－へラ削り 再同一ナヂ 】 l ！ 雲母含 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

内黒
水挽き病弱

ミズビキ痕 ミズビキ痕 にぷい橙 不　 良 砂　 粒
スコリア含

ミズビキ痕 ミズビキ痕 にぷい橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ほぼ完形

底部は回転へラ
切 りのままで底
径は小さい

l

灰オリーブ 不　 良
焼成時のヒ
ビ割れが底

】部に有り

i 糸霊 温 水挽き痕弱

ちヘラナデ’
水挽き痕弱

i水挽き痕は弱い

！

！

灰オリー・ブ 良　 好

！

長石等の
細砂粒含

底部は回転へラ
削 りの後，外下
方へ開く高台を
貼り付けている

！

灰 普　 通 長石等の
細砂粒含

水挽き病弱

底部は回転へラ
切 りのままであ
る。水挽き痕は
やや強い

′　I

l　　　　　　　　　 i

灰 良　 好 長石等
砂粒多含

水挽き病弱

底部はほとんど
切 り離 しのまま
でソJ、さい

i

不　 良 長石粒等，
不純物が多
く　きめ粗い

水挽き痕弱

底部は回転へラ 内面は底部と体 不　 良 長　 石
切 りのままであ
る

部との境が不明
蹄である

土師質須恵
器状を呈す
る

細砂粒多含
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器高 ×底 径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

i　　　　　　　　　　　　　　　　 i

最　 大　 径　　　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴

12 序
（須 恵）

14 ．6×4 ．6×6 ．2 口　 縁　 部　　 体 部 は底部 との境 に段 を有 し， 少 し内轡
気味 に大 き く外方 へ 開 く‘。 目線 端部 は丸

i く収 め て いる。

13 砥　　 石 長　 幅

5．3×3 ．4

唐 霊 ㌔磨 かれ てい る。 土下 面 も麿 か

紳

1 てこ土ナ箋E
（土師 ）

8．4　 × －　 ×　 － 口縁 部 はや や外反 し， 口唇 部 は内傾 す る。

】

2 一ここ量コrヨ芝 11 ．5　× －　 ×　－ 頭部 で直 立 した後 ， 目線部 は直 線的 に開

（土師 ） i き， 口棚 近 くで水平 に近 くな る。

3 台 付 婆 12．8　× －　 × － 日　 縁　 部　　 口縁 部 は折 り返 しロ縁 で， 口唇部 は中央

（土師 ） で くぼ むがや や平 坦 で ある。胴部 は中位
！に最 大径 をもつ。底 部 欠損 。

i
4 壷 10 ．5　× －　 ×　－ ！口縁部 は僅 か に外 反 し，胴部 は球状 を呈

（土師 ） す る もの と思 われ る。

5 二土ご璽E 10 ．4　× －　 ×　一一 口縁部 は外 反 し， 口唇 部 は丸 い。胴部 は

（土 師） i強 く張 り出す 。

6

I

婆

（土 師）
21 ．8　× －　 ×　－

l

i目線部 は外 反 し’肩 部 は強 く張 る○

7 婆 16 ．2　× －　 × －
圧 摘豪部 はやや外 反 し， 口唇部 は平 坦 で あ

（土師 ） る。胴 部 はや やふ く らむ。底部 欠損 。

8 壷 ー　 ×　 一 × 6．6
巨F 底 で，胴 部 は僅 か に内攣 しなが ら’大 き

弟
九　 一

（土 師） i く開 く。

十

五
ロ7テ
住

居

9 柑
（土 師）

12．9　× －　 × －

l
l

頭部 は 「く」の字状 に くび れ， 胴部 は張 る。

10

l

柑 ー × 一 × 3．2 1

1

「平底 で， ま ろや かに内轡 しな が ら立 ち上
址

／‾‾．．＼

（土 師）

】

i が る0

図 － W・－ 」 二 こ こ ．＿鵬

160
＼、＿′／

11 二手　手呈　ね
（土 師）

4 ．4×Z．3×3∴／ 日 縁 部 i Y半低 で ある○

12 手　 捏　 ね

（土 師）

5．0×2．5 ×3．8 日 縁 部　 慨 磐 ぼ 直立 し， 口唇部 は尖 る。平底

l

13 手　 捜　 ね 5．1×2．7 ×3．6 日　 縁　 部　　 体部 は直線的 に開 き， 口唇 部 は尖 る。平

（土 師） 底 で、あ る。

14 羽　　　 目 長 さ 10．8 円柱 状 を皇 し， 中央 に孔 を有 す。端 部 は －

（土製 品） 径　　 5。4

内径 1．8

焼 け て鉱 揮付 着 。

日　 縁　 蔀　　 体部 はほぼ直 線的 に外 上方 へ立 ち上 がる。15

】

土不 12 ．8×4．2×7．8
（須 恵） 日縁 端部 はやや にぷ い稜 を呈 す る。

！

16 蓋
（須 恵）

2 1．8×4．7　×　－ 口　 縁　 部　　 天井 部 はや や丸味 を もち， 径14 cm に渡 っ
て回転 へ ラ削 りを施 し，擬 宝珠 状 の ツマ

ミを付 け てい る。 口縁 部端 部 は ほぼ垂直
で 両端 は丸 く収 めて い る。
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整　　　　　 形　　　　　 法 i 色　 調

焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

底部は回転へラ

i

普　 通 長石類等， 体部に墨書有り
削りを施されて
いる

細砂粒多含 水挽き痕弱

i
i

！
ロー指ナデ
胴一削り後ナデ

ナデ にぷい橙 普　 通

i

砂粒含

ローへラ削り ローへラナデ、 にぷい橙 普　 通 砂粒含
胴…ヘラ削り後

ナデ、
胴－ナデ

ロー指ナデ
胴‾パケ昌整形 ！

l

lローパケ目整形

胴‾ナデ i

巨 ぷい橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

ローたてにナデ
胴一一削 り

ナデ、 橙 良　 好 砂　 粒
雲母含

ローパケ目ナデ
（タテ）

胴－ヘラ削り

ローパケ目後ナ
デ

胴－ナデ

橙 普　 通 l 砂粒含

I日一指ナデ　 ！

胴－パケ目後ナ
、一・・一．ヽヽフ叫

日一指ナデ　 I

へラ削り

．1日＿ト与Fl　　　　　　　 i
P月功▼こ俄 一ん－7一一　　　　　「114＼　．E竜　　i 砂　 粒 l

長　 石
雲母含

l

ト」　　／’ノ　仁コ　ノ　　ノ
（タテ）

胴－ヘラ削り
デ

胴－ナデ

1二巳

I日一指ナデ

胴－パケ目後ナ
、一・・一．ヽヽフ叫

1日一指ナデ

へラ削り

I．1「，＿トキH
P月功▼こ俄

i　　一丁一　　r．1
4＼　．E竜

l

i　砂　 粒
長　 石
雲母含

】

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l 明黄褐 普　 通　　　 砂　 粒
スコリア含

ヘラナデ’ ヘラナデ、 浅黄褐 不　 良　　　 砂　 粒

！ 砦英宕

i

ロー指ナデ 裾 不　 良 l 砂粒含 i

胴－ヘラナデ“
底－ヘラ削り

ヘラナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
長石含

指ナデ 指ナデ 褐灰 普　 通 砂粒含 完形

指ナデ 指ナデ 赤灰 普　 通 砂粒含 ほぼ完形

l指ナデ 指ナデ にぶ五橙 普　 通 砂粒含 完形

暗灰
中 ・下一浅黄橙

普　 通 砂　 粒
長　 石
石英含

I底部は回転へラ

切りのままで，
体部との境はあ
まり明瞭で、ない

灰自 良　 好 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱

灰白 不　 良 ！ 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　Cm　　　　　　Cm

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

ん々・Eコ弟7テ
至簑皐

1 高台付碗 17．8×7．8 ×11．2 目　 線　 部 体部はわずかに外方へ伸びた後，大きく
（須恵） 屈曲し，ほぼ直線的に上方へ立ち上がる。

目線端部は丸く収めている。

第

号
華
ノ＝コ
懸

1 土不 12．5×4．2×5．8 目　 線　 部 I平底体部は緩やかに内攣し，口唇部は丸
（土師） い。

2 ま不 1．2．6×5．4×6．0 目　 線　 部 平底休部は直線的に開き，口唇部は丸く
（土師） 肥厚である。

3 士不 13．5　×－　×　－ 平底。休部は内轡しながら立ち上がり，
（土師） 口唇部近くで器肉がぐっと薄 くなり口唇

部は丸く肥厚である。

4

！

盤 17．0×3．2×9．0

l

ロ　 縁　 部 目線部との境はにぷい稜ではあるが明瞭
（須恵） に屈曲している。目線部はわずかに外反

し，端部は丸く収めている。

5
！

！

盤
（須恵）

ー ×　一 ×　9．5 水挽き痕は弱く丁寧な作りである。

6

！

曲　　 物 長　　 幅　　 厚 ほぼ完形に近い円形の蓋で，柾目の板材
ユ邑
構

遠

169
（1）

°
竺

！

（木器） 9．4×9．0×0．8 を用いている。両面を金包（やりがんな）で
整え，縁端から幅1cm，厚さ0．5cm ほど周
縁 を薄くし，側板と曲物本体を木皮で固
定している。綴孔は 4孔である。側板の
厚さは0．3cm，幅2cm ほどで，両端 を重ね
て両端 2個所を木皮で綴 じ合せている。

7 曲　　 物 長　　 幅　 厚 柾目の板材を用い，両面を飽 （やりがん
（木器） 8．5×8．4×上1 な）で整え円形に作っている。縁端から

幅1cm ，厚さ0．5cm ほど周縁を薄 くし，木 く
皮で側板 を固定していたと思われる。綴
孔は 5 孔確認することができる。 （復原
では 7 孔と思われる）

8
（木製品）

長　　 幅　　 厚 木材を鋭利な刃物で裁断したままのもの
39 ．5×13．0×3．2 である。何に使用 したものか不明である

〃．，　衣叱姓11且j　L 葺等　戒艮〃Iの′〇〇

9

（木 製 品）

長　　 幅　　 摩 木材 は著 しく腐 蝕 し凸 凹 して い る。木 口

49 ．8×5．8×1．6 か ら約 5 cm の位 置 に長 径6．5cm ，短 径3．0

cm ほ ど表 裏 に貫通 して不整 形 に柄 穴 風 の
加工 が施 されて い る。 また一方 の木 口 に

は長 辺9．7cm， 短辺 4．0cm は どの 方形 を呈
す る切 り欠 き部 か柄 穴 の破損 した もの か

不明 の加 工痕 が あ る。

10
（木製 品 ）

長　　 幅　 厚 木 材 を鋭利 を刃物 で裁断 した ま まの もの

42．7×9 ．4×3 ．0 で あ る。裁 断面 に用途 不 明 で あ るが摩 滅
痕 があ る。

第

ロ7テ
井

戸
状 （

遺 図
構 望

1 I不 14 ．0×4．5×7．2 目　 線　 部 体部 は器厚 を減 じなが ら わず か に内轡 気
（須恵 ） 味 に大 き く外 上方 へ 開 く。 口縁 部 は わず

か に外 反 をみせ， 端部 は丸 くお さめ て い

る。

2 ま不

（須恵）
13 ．8×4 ．8×6．8 目　 線　 部 ロ クロ回転 （時計 廻 り）
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成　　　 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

底部は低い引き
出し高台を有す
る

にぷい褐 不　 良
土師質須恵
器状である

長石 e砂粒
を少量含み
比較的精製
されている

水挽 き痕弱

－ 水挽き痕は弱い

底部は回転へラ 良　 好 長石粒 水挽き痕は弱く丁寧な
削りの後外方へ
ふんばる高台を
付けている

細砂粒多含 作りで、ある

底部は回転へラ
削りの後外方へ
ふんばる高台を
付けている

良　 好
（赤焼きで

j二師質須恵
器）

長石粒，細
砂粒を少量
含むが比較
的精製され

I
て い る

」

i

l

底部は回転へラ
切りの後外周部
をナデて いる

灰オリーブ 普　 通 長石粒多含
i
水挽き痕弱

外面一回転によ 内面一回転によ 褐灰 上部一不良 石英 ・長石 底部下面に11印のヘラ
るナデ。 るナデ、 下部一普通 類の小石 ・

砂粒含
記号有り
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番号 種　　 類
法　　　 量

（口径×器高×底径）
Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

】
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

第

［二コ7テ
葦

戸
状
遺
構

遠

171　　　）

3

i 4
i
！

l

i 5
i

li

l
6

7

巨 是 ） 16．5 ×3．4 ×11．0 日　 縁　 部

！

口縁部はやや外反し，端部は丸く

もいる。底部は丸味を持つ。底部外やや外反し，
！との境に至る：こぶい稜を射 る○

高台付序
（須恵）

14．4×6．0 ×8 ．2 口　 縁　 部 底部 と体部とは屈曲によって明瞭
が，屈曲部附近を焼成後研磨 して
している。休部はほぼ直線的に外
のびる。口縁端部はやや鋭さを残
る。

高台付杯
（須恵）

】

l

十 二㌃ 苅 5．。

1

－ ×　－ ×　8．6

体部は器厚を減 じながら直線的に

ち上がる。体部との境は屈曲し，
稜をしている。

轡

i（須恵）i

l！
i

i
－　 ×　 － ×　 一一 杯部 は丸味 をもっ て口縁部 に至 る

の 円筒部 は細 くしぼ り，裾 部 は大
方へ 開 くと思 われ る。

！

1 五品言 18・8×－×つ
［

－×－×8・5 】

－×　－×　7．3

頸部から「く」の字に直線的に外反

底部は上げ底。
胴部は球形。

1全体に薄手で戊形が丁寧。
回 壷（土師） 仁 一一一】

3 甑

第

（土 師） l 孔 径 1・3

！ 8 ・1 × ‾ × ‾

i

　 」

受 け部 は直線 的 に外傾 した後 ， 日録 面 訂

Eコフ了
曇

4 】器 一　 台

（土 師） 直 立 し， 口唇 部 は尖 る。 受 け部 孔 を有 し

てい る。

ノl／
周

溝
遺

構

／－＼

5

i

婆 13 ．4×14．2×5 ．2 胴 部 中 位

i

！底 部 は平底 で中央 が若 干上 げ底状 。胴 部

（、土 師） ほ横 に張 る球 形。 頸部 は 「く」の字状 に括

れ る。 日縁 部 は外 反 す る。 器厚 はほぼ一
定 して い るが目線部 のみ厚 み が あ り，端

l部 は丸 い。
図

′174

ト
柑 9．7×17．0×5．0 胴 部 中 位 底部 はやや上 げ底 。胴 部 は ほぼ球形 。頸

（土師 ） 立 は 「 」の字 服 に　　 る。 ロ糸‾吾 は直彩
＼、一／ 目

的 に外反 し， 口唇 部 はや や鋭 くな る。 器
厚 は全体 的 に薄 手 で ある。

7 手　 捏　 ね －　 ×　 － × 2 ．5

I

厚 みの あ る平 底 か ら直立 して立 ち上 がり，

（土師 ） 外面 は直 角 に内轡 して底部 との境 は不明

瞬。 ロ縁 端部 は平 坦 。

8 紡　 錘　 車 上面径　器 高　 下面径 土製 ， 円錘台 形 で，成 形 は比較 的丁 寧。

4．0 ×2 ．7 ×5 ．0 中央 に貫 通孔 を有 し，円孔 周縁 に若 干 の

孔 径　 0 ．5 擦 痕 が認 め られ る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

回転へラ削りの
′

重ね焼 きの痕跡 緑灰 良　 好 長石粒 水挽き痕弱
後，短かく外方
へふんばる高台
が貼り付けられ
ている。

がみられる。 細砂粒多含 高台内側に焼成時の焼
き割れがみられる。

底部は回転へラ
削 りの後，わず
かに外方へ開く
高台を貼 り付け
ている。

l

にぷい橙 姦　 通 長石含 水挽き病弱

底部は回転へラ
削りの後，外方
へふんばる高台

暗育灰 良　 好 長石粒
細砂粒含

水挽き痕弱

を貼り付けてい
る。

（横ナデ）

計廻 り）

内面は入念 iにぷい橙 不　 良
（生焼け）’

石英 ∵長石
類等の砂粒
を含むが，
かなり精製
されている

底部下面に1 印のヘラ
記号有り。焼きが甘い
こともあるがかなり手
ず、れ痕あり。

土不部下部は回転へ
ラ削りを行なって

灰 良　 好 長石粒 水挽き痕弱
いると思われるが
灰緑色のロ欠き出し
粕が斑点状にイ寸著
しているため明瞭
て1ない。

細砂粒含

牒 甥 譜 蒜

を利用 したナデ
（横ナデ）
ロクロ回転 （時
計廻 り）

1内面は入念 Iにぷい橙 ！ 不　 良
（生焼け）

！石英 ！長石
’類等の砂粒
を含むが，
かなり精製
されている

底部下面に1 印の㌃ 訂

記号有り。焼きが甘い
こともあるがかなり手
ず、れ痕あり。

土不部下部は回転へ
ラ削りを行なって

灰 良　 好 長石粒 水挽き痕弱
いると思われるが
灰緑色のロ欠き出し
粕が斑点状にイ寸著
しているため明瞭
て1ない。

細砂粒含

＝一指ナデ ロー指ナデ にぷい黄橙 不　 良

！

砂粒含

ヘラ磨き ！ヘラナデ にぷい橙 不　 良 砂　 粒
雲母含

ヘラ削り‾ ヘラナテざ にぷい黄褐 良　 好 砂　 粒
石英含

日一指ナデ
へラ削り

l

日一指ナデ、
ヘラナテナ

橙 l 良　 好 砂粒（多）
スコリア含

ロー指ナデ
パケ目

へラ磨き

】

ナデ、 にぷい橙 不　 良 砂　 粒
雲　 母
長石含

！ほぼ完形

胴－ヘラナデ後
磨 き

明赤褐 普　 通 砂　 流
雲　 母
長石含

作りは全体に丁寧であ
るが，器形に歪みあり

ヘラ削り 指庄痕 赤褐 普　 通 砂粒含

809 造 」
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番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径 ×器 高 ×底 径）

Cm　　　　　　　Cm　　　　　　　Cm

二最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

9 勾　　 玉 長 さ　　 5．0 板状 。 両面， 側縁 と も成形 時 の擦 痕 あ り。
（石製模造品） 最 大幅 3．4

厚 さ　　 0．5
片 面 に3mm方 目艮前後 の凹 み を もつ。

第 1 壷 14 ．1 × 一一　×　－ 肩は丸味 をもち，頚部 は「く」の字 に括れ，直

九
日7テ
土

（土師 ） 線的 に外傾す る目線部 は上位 で折 り返 しとな

り，折 り返 し部 はやや鋭 くなってい る。

2 柑 11．8 ×6 ．8×2．2 目　 線　 部 平底 は若干上 げ底 気味 。胴 部 は半 球形 に
墟

／一°．．‾・．・＼図

167

＼　）　／

（土 師 ） 近 い。 頚部 は若干 括 れ， 目線部 は直線的

に外 傾 し， 口唇部 は丸 い。

八メF一弟

3 婆 17．7　× －　 ×－ 肩部 は なだ らかを内傾 で頚部 に至 り，頸

（土 師） 部 は直立 し， 中位 か ら若 干外 反 し， 口唇
部 は丸味 をもつ。

4、

5 1

i

l

婆

（土 師）
15．9　× －　 × － 胴 部 下 位 輪積 の痕 か ？表 面 に凸凹 があ る。

壷 13．8　× －　 ×　－ 肩部 はや や張 り， 丸味 が あ る。頸 部 は直
七

m7了
土

墟

（土 師） 立 し， 上位 で外 反す る。 口唇部 の器厚 は
変化 せず平坦 。

6 婆 14 ．5　× －　 × － 胴 部 か らな だ らかに内轡 して頸部 に至 り
／′‾、、＼
図

167

＼、＿′／

（土 師） J　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　†頸部 は直 立 し中位 か ら外 反 す る。 口唇 部

は肉 厚の ままで端部 は やや 丸味 をもつ。

7 稀 15 ．4×6．3 × － ！目　 線　 部 体部 は弧 状 で，若 干括 れ， 目線 部 は外反
（土師 ） して開 く。 目線 端部 はや や箪厚 を減 じる

が丸味 をもつ 。

第土へ
上境図

167
L」／ノ

8 土不 12 ．6×5．4　× … 目　 線　 部 やや偏 平 な弧 状 。頭部 は若干 の段 を有 し

（土師 ） 目線 部 は直線 的 に外傾 して立 ち上 が り，

口唇部 は わず か に尖 が る。

八々一　【＿1弟‾′了．r、
鵠 j㌶　　　）

9ィ 婆

（土師 ）
12 ．6　× －　 ×　－ 胴 部 中 位

胴 部 はほ とん ど膨 らまず ，頸部 の括 れは l

「く」の字 を皇 し， 口綾 部 は外 反 して， 口

唇部 は平坦 で あ る。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 ＿士 ，備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

完形

H －ナデ、
頚部－パケ目

ローナデ、 にぷい黄橙 普　 通 砂　 粒
石　 英

スコリア含
ローパケ目整形

の後ナデ
胴－パケ目整形
の後へラナデ
底－ヘラ削 り

に仁一パケ目整形
の後ナデ

胴－ヘラナデ

にぷい橙 普　 通 砂　 粒
少　 含

ローナデ、 ローナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
胴－ナデ 胴－ヘラナデ スコリア含

宗二品吉後ナデ 庸 二誓 ナデ

！

にぷい橙 不　 良 砂　 粒
石　 英

雲母 （自）
スコリア含

ローナデの後へ　 ローナデの後へ
ラ磨き　　　　　　 ラ磨き

胴－へラ削りの　 胴－ナデ
後ナデ

に＿ぷい橙 普　 通

！

砂　 粒
スコリア含

ローナデ磯へラ
磨き

胴－ヘラ磨 き

ナテP l
にぷい橙 良　 好 砂粒含

ロー横ナデ ロー磨き 外一にぷい橙 良　 好 砂粒含 完形
胴一削り 胴一磨き 内一橙

＝－ナデ’
ヘラ削り

ヘラ磨き 橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含

胴－パケ目調整 ヘラナデ、 橙 普　 通 砂　 粒
スコリア含
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衷3　大塔新地遺跡住居址一覧表

遺構 位 置 形　 態 長軸 ×短 軸

m　　　　 m

面積

2m

璧高

cm

主軸方向
炉

カマ ド

柱

′」．一一ノヽ
貯蔵穴 出　 土 遺 物 時　 期 備　　 考

001 A 3 i4
隅　 丸

正方形
8 ．85×8．83 63 ．8 53～72 N －4γ－E 炉 8 3

土師（壷，杯）

砥石，勾玉
五　 領 壁溝 ・火災

002 B 4 b5

】

隅　 丸

方　 形
5．56 ×5．32 23 ．7 50～61 N －70L W 炉 4

弥生　　　 鉄製品
土師（相，ま不，器台，
‘壷，甑）

五　 領 璧溝 ・火災

003 B 4 b2
隅　 丸

正方形
7．35 ×7．28 43．9 45 N －38L E 炉 5 1

土師（壷，甑，杯，柑
上玉）
砥石

五　 領 壁溝 ・火災

004 A 4 j 2
隅　 丸

正方形
5．68 ×5．60 26．7 60 N －30L W カマ ド 4 1

土師（甑，序，壷）

炭化 材
鬼　 高 壁溝 ・火災

006 A 4 h 5
隅　 丸

正 方形
2．83 ×2．74 5．9 25 N － 90－W カマ ド 1 1 須恵 （杯） 国　 分 壁溝

007 B 4 C 3
隅　 丸

長方形
4．46 ×3．30 14．5 25～31 N －30L E カマ ド 3 1 エ 国　 分

008 B 4 d 6
隅　 丸

方　 形
4．57 ×4．24 17．3 18～34 S －75L E カマ ド 2 モ 1 土師 （甑）

鉄製品
国　 分 壁溝

009 B 4 d 4
隅　 丸

長方形
6．90 ×6 ．35 39．0 40～50 N － 10－W 4

土師 （杯，土王，支
脚）砥石

鬼　 高 壁溝 ・火 災

010 B 4 C 5
隅　 丸

方　 形
2．45×2 ．55 7．8 36～23 N －1．5L W カマ ド 4 砥石

011 B 4 e5
隅　 丸

長方形
4 ．80×4 ．40 30 N －45L E カマ ド 2

土師 （婆小，支脚，
器台）砥石

五　 領

，b12 B 4 el
隅　 丸

長方形
6 ．52×6 ．32 22 ．4 18 ～36 N －16L E 炉 4 土師（椀） 五　 領 壁溝

013 B 4 d l 方　 形 3 ．32×2．98 8 ．67 15 N －18L E カマ ド 土師（杯） 国　 分

014 B 4 g3
隅　 丸

正方形
3 ．90×3 ．70 17．0 32～45 N －1．5㌧ W カマ ド 4 真　 間

015 B 4 al
隅　 丸

方　 形
6 ．30×4 ．98 20 ．0 26～11 N －44L W 炉 青銅鈴

016 B 4 h4 正方形 5．88×5．84 31．0 32 N － 60－ E カマ ド 4
土師（球，婆，甑手
控，盤）須恵（稀，
盤，円硯）

鬼　 高
南部 中央 部
に土 壌あ り
火災

017 B 4 i 2

l

不　 明 不　 明
l
l

不　 明 炉

土師（台付婆片）
土製勾玉の弥生式
土器片

不　 明

018 B 4 g5
隅　 丸

長方形
7 ．30×7 ．05

1

46 ．6

l

30～65

［

N －63L W カマ ド

】

4

】

東コー
ナー1

1

土師（甑，聾，高棒，
杯）須恵（蓋，杯） 鬼　 高

】

壁溝 ・火 災

l　　　　　　　　　　　 】

019 A 4 g3
隅　 丸

長方形
5 ．13×4 ．80 22 ．7 30 N －34L W 1 土師（杯） 五　 領

020 A 4 g4 正方形 7 ．96×7．90 48 ．3 36～70 N －7．5L W カマ ド 3 1 墨書土器
鉄製品

鬼　 高 壁溝 ・火災

1 須恵（甑，杯，蓋）
鉄製品

国　 分021 A 4‡14 長方形 3 ．28×3．03 6 ．2 15 N －10L E カ マ ド

023 C 3 aO
隅　 丸

長方形
7 ．08×5．86 34 ．7 26～42 N －34L W 炉 4

土師（台付聾，飾器
台）

五　 領

024 C 3 bO
隅　 丸

長方形
3 ．60×2．93 5．3 40～50 N － 20－ E 不　 明 1

弥生（壷）

石製模造品

弥　 生

（長岡系）

5．85×5．53 29 ．5 15 ～30 N －36L W 炉 4
土師（壷，聾，支脚，

杯，高林，器台）
五　 領025 B 3 dO

隅　 丸

長方形

026 B 3 f8
隅　 丸

正方形
6 ．82×6．81 38 ．4 75～100 N －38L W カマ ド

l 4
1 土師（杯，相，聾小，

器台，鉢，聾）砥石
鬼　 高 火 災

028 C 3 a9
隅　 丸

長方形 5．03×3．70 15．0 15～40 N －34L W 炉 4 1
弥生99片
石

l弥 生

029 C 3 b9 方　 形 3．98×3．35 11．4 ？ N － 30－E カマ ド
須恵器片

砥石
国分 ？

030 B 3 g9 円　 形 4 ．22×3．45 20～37 N － 10－E

l

炉

i

4
弥生 51片，石 6
須恵 63片，鉄 1

弥　 生

（長岡系）
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遺構 ェ
ヽ

長軸×短軸

1　 m　　　 m

［面積 ！ 壁高

が　　　　 cm

巨 軸 去 向 炉

カマ ド
竺

八
貯蔵穴

巨 土 遺 物
時　 期 備　　 考

031
B 3 当 誓 蓬髪

′ 不　 明 不明 不　 明 N －31L E 炉
l 不　 明

032

圧渇　 丸

棒 形 不　 明 不明 不　 明 N －25L E 炉
弥生式土器片，須
恵器片，石 ．土師
器片，土玉

不　 明

034 C 3 b7
匿 是

3．96 ×3．18 1 1．1 36 N －630－W 炉 土師 （甑）

弥生 （壷）
五　 領

035
！B 4 j 2 隅　 丸

正 方形 5 ．07×5．05 2 1．1 2 4～56 N －9㌢－W カマ ド 4
南西コ

ーナー1

姦驚 慧 芦，高稀・

砥石，鉄鎖
鬼　 高 壁溝 ・火災

036 C 4 d 2‘正 方形 7．08×6 ．92 4 3 ．5 53へ′60 N －250－W カマ ド 4
土師（聾，椀，球，甑
担，高i不）
石製品 （勾玉）

鬼　 高 璧溝 ・火 災

037 C 4 el
隅　 丸

長方形 4 ．30 ×3．37 8．55 3 9 N －880－ノW カマ ド 須恵（杯，墨書土器）
土師（高台付球）

国　 分 壁溝

038 C 4 e l
隅　 丸

長 方形
3 ．04×2．81 6 ．0 6 0 N － 50－W カマ ド 須恵（杯） 国　 分 壁溝

039 B 4 j3 長方形 6．50 ×4 ．10 24 ．5 38 N －260－E 不　 明 壁溝

040 C 4 a4
隅　 丸

正方形 4 ．15 ×4 ．00 13．5 34～85 N －18．5L E カマ ド 4
土師（壷）

霜 濫 凱 崎 国　 分

041 B 4 i4 長方形 4 ．20 ×3．85 11．0 27～65 N － 60－ E カマ ド 4
空尉 欝 寸球）

滑石製（紡錘車）
国　 分

i
042 ／‘ヽ　jL 4 a4 正方形 4 ．79 ×4．82

2 0．O l
4 5～55 N － 4 0－ E

不 明 l

4 1 須恵（坪，蓋）
土師（婆）

i
国　 分

i

04 3 C 3 b 6
隅　 丸

長 方形
4 ．79×4 ．82・12 ．3 4 0～45 N －850・－E 1

土師（高台付杯，皿）
須恵（盤）砥石 国　 分 壁溝

044 C 4 a5
隅　 丸

正方形
6．55 ×6 ．45 3 7．3 45～60 N －710－W 炉　 址 4

土師（小型杯，高ま不，
台付頚）
鉄鎖片，砥石

五　 領 壁溝

045 C 4 C2
隅　 丸

方　 形 4 ．99×4．41 17 ．6 3 0～34 N －1㌢－W 2 弥生 （壷）
弥　 生

（十王台式）

047 C 3 j 9
隅　 丸

長方形
4．93 ×4 ．00 19 ．2　　 20 N － 80－W 炉 2 土師（土石 高球，婆）

砥石
弥　 生

後　 期
璧溝 ・火 災

048 D 3 a9
隅　 丸

長方形 7 ．21 ×7．02 4 3．6 6 0 N －100－W カマ ド 4 2
土師（棒，椀，婆，

餌）砥石
鬼　 高 火災

io4 9
C 3 C 6

隅　 丸

長方形 4 ．02×3．09 7．8 4 5 N －14．5L E カマ ド 1
土師（稀，皿）
墨書土器
須恵（杯，婆）

国　 分 壁溝

050

l

C 3 i4
隅　 丸

正方形
9．01×9 ．00 65 ．8 5 0 N － 30－W カマ ド 4 土師（甑，婆，壷，土不

捏） 鬼　 高 壁溝

051 D 3 a7
隅　 丸

方　 形 5．70 ×5 ．60 25 ．9 3 5～45 N －270－W カマ ド 4
土師（鉢，杯，椀，頚

支脚）砥石
鬼　 高 壁溝 ・火災

052 B 3 j 6
隅　 丸

正方形 4 ．46×4．35 1 7．6 40 N －11 2L E カマ ド 1 1 土師（杯，婆） 鬼　 高

053 B 3 j 6
隅　 丸

長 方形
3．70×3 ．10 10 ．1 1 0～52 N － 2 0－W カマ ド 1 1

須恵（長頸壷）
鉄製品，砥石 国　 分

054 B 3 i 7

i

隅　 丸

正方形 5．96×5 ．94 3 3 ．0 50 N －310－W カマ ド 4
譜 鮎 欝 ）

須恵，長頸壷
鬼　 高 壁溝 ・火災

055 B 3 i5
隅　 丸

正方形 4 ．83 ×4．70 1 8．5 72” N － 00－ カマ ド 4
霊 農 ‰ ） i

国　 分 壁溝

056 D 3 b4
隅　 丸

正方形
3 ．55×3．50 9．9 3 5 N － 30－W カマ ド 4 土師器片

須恵器片，砥石
鬼　 高 壁 溝

057 D 3 b4
隅　 丸

長方形
6．30×4 ．20 25 ．1 1 7 N －300－W 2 弥生式土器片

石

弓

（

ホ生後期

長岡系）

058
D 3 C3 ！

長方 形 6．25×5 ．10 26．0
40～50 ！

N －820－E カマ ド 4 1 土師（甑，聾，椀，杯） 鬼　 高 壁溝 ・火 災

059 ！D 3 e6 ！
長方形 5 ．42 ×5．25 2 6．5

2 2～56 i
N －1g －W カマ ド 4

1 ！′土師（甑，聾，壷 ，
高球，坪，鉢）
紡錘車

鬼　 高 火 災
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遺構 位 置 形　 態 長軸 ×短軸

m　　　　 m

面積

3m

壁高

cm
主 軸 方 向

炉

カマ ド

柱

ノーーエー′ノヽ
貯蔵穴 出　 土　 遺 物 時　 期 備　　 考

060 D 3 g 3 長方 形 3．15×2 ．72 8．5 10～15 N － 80－W カマ ド 土師（杯，婆，鉢） 鬼　 高

061 D 3 h4 長方 形 2．90 ×2 ．60 7．8 20一一25 N － 90－W カマ ド
土製品 （紡錘車）
弥生式土器片
須恵器片

不　 明

062 D 3 g 4 長 方形 3．97×2 ．70 6．4 20～25 N －49㌔－E 炉　 址 2 弥生式土器片，石 弥　 生

・－〕63 D 3 h 5
隅　 丸

長方形
4．18 ×3 ．70 14．4 23～′31 N －10L W カマ ド 3

土師（婆，球）
須恵器片
鉄製品 （刀子）

異　 聞

064 D 3 g6
隅　 丸

正方形
3．88 ×3．80 1 2．8 12～22 N 一一10 1L W カマ ド 1

土師（稀，椀）
紡錘車（石製） 鬼　 高 火災

065 D 3 d8
隅　 丸

長方形
5．22 ×4．84

l

2 1．2 16～35 N －31．5L W 炉 4 土師（相，高棒） 和　 泉
壁溝 ・火 災

炭化材

066 D 3 e9
隅　 丸

長方形
4 ．74×4．45 18 ．5 4 5 N － 8 0－W カマ ド 4

土師（婆，杯）

須恵（稀）
莫　 問

壁溝 ・火 災

炭化材

067 D 3 C8
隅　 丸

長方 形
5．82 ×5．63 2 9．3 2 3へ′39 N －16L W カマ ド 4 1 鬼　 高 火災

068 D 3 dO
l

正方形 5．26 ×5 ．11 2 3．8 4 4～50 N －11L W カマ ド 4 1
土師（甑，鉢，婆，壷
ま木 椀）

鬼　 高 壁溝 ・火災

069 D 3 d2 正方形 4．73×4 ．67 2 0．24 ？ N －71L E カマ ド 4 不　 明

070 D 4 d2 正 方形 ‾6．50 ×6 ．21 3 6．0 26－55 N －38㌔－W カマ ド 3 1
土師（杯，碗）
ま玉，砥石

鬼　 高 壁溝 ・火災

071 D 4 C3
隅　 丸

長方形
7．67 ×7 ．40

l

4 7．6 55～72 N － 20－ E カマ ド 4 1 土師（稀，婆，高雄） 鬼　 高 壁溝 ・火災

072 D 4 e4
隅　 丸

長方形
4 ．65×4．39 1 6．6 5 0 N － 20－W カマ ド 4

須恵（坪）砥石
土師（鉢，小型婆，
支脚）

国　 分 璧溝

073 ！

D 4 d5
隅　 丸

長方形
4 ．83×3．92 17 ．2 2 1へ′29 N －56と一一W 炉　 址 5 弥生式土器片

弥　 生

（長岡系）

074 C 4 115
隅　 丸

方　 形
5 ．55×4 ．50 23 ．5 1 5～30 N －68L E 炉　 址 2 ． さ土師（壷，坪，器台，

鉢）
五　 領

075 C 4 j l 正 方形 4 ．92×4 ．60 21 ．6 1 6～31 N －68L W 炉 4 1
土師（壷，高坪）
砥石

和　 泉 火 災

076 ′‾ヽ　メ．11し．ヰlエ 正方形 4 ．35×4 ．15 16 彗 15～26 l N ‾62・5L W i炉 当 2 I
弥生14片　 石4

砥石　　　　　　 l
i

弥生後昭
（指 針 ） I

I O7 7 1
l

C 4 e2 1
l

隅　 丸

万　 形 l
6 ．53×6．25

l
37 ．2

I

1 5～26 i

l
N ・－2㌢－E

l
炉　 址

l
4

l
1

l

土師（相，支脚，
器台，壷）　　 ！

五　 領
壁溝 ・火災

lJ」　′l．L＿⊥灰1L4’4　　 I方　 形 茹Hゴ，二鑑ノ 灰1L4’4

07 8 C 4 g 2
隅　 丸

正方形 2 ．70×2．65 5．3 3 5
I N －91L E

カマ ド 1 須恵器片 国　 分 壁溝

079 C 4 f5
隅　 丸

長方形
2 ．81×2．50 6．1 2 8～37 N －89L E カマ ド 4

土師（高台付稀）

布目瓦，須恵器片
国　 分

080 C 4 C4
隅　 丸

長方形
3 ．80×3．15 1 1．1 4 0 N －86L E カマ ド 2

土師（棒）
砥石，須恵器片

国　 分

081
I

C 4 g l
輝　 丸

長方形 3 ．66×3．11 9 ．8 1 4～18 N －13㌔一W カマ ド 4 土師（椀，杯） 元　 高 壁溝

082 C 4 f6
隅　 丸

正 方形
4 ．62×4 ．50 18 ．7 20 ～30 N －44㌔－W 炉 2 1

土師（器台．支脚．
聾，壷，甑，椀，坪，
高稀）砥石

五　 領

083 C 4 b 5 隅　 丸

方　 形
6．40×6 ．35 38 ．1 50 N － 80－ E カマ ド 3

l

須恵（坪，盤，高稀）
土師（婆）
鉄製品 （鎌 ）

鬼　 高 璧溝 ・火災

084 C 4 C 6 長方形 3．90 ×3 ．75 12 ．1 55～60 N － 50－W カマ ド 1
須恵 （坪）
土師 （支脚）
刀子，勾玉，砥石

国　 分 火 災

085 D 3 e 3 正方形 3．30 ×3 ．23 9 ．5 17～32 N － 90－W カマ ド 4
土師器片
須恵器片

鬼　 高

086 D 3 e 3
隅　 丸

長方形
3．32×2 ．41 6．7 25 N － 30－W 弥生式土器片

弥　 生

i（‡差芸当
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遺構 位 置 形　 態 長軸×短軸

m　　　 m

面積

3m

壁高

cm
主 軸 方 向 炉

カマ ド

炉
穴 貯蔵穴 出　 土　 遺　 物 時　 期 備　　 考

087
C 4 a 6

正方形 4 ．10×3 ．90 14 ．4 4 5 N －3．5L E カマ ド 須恵（杯）
土師（婆）

国　 分

088
C 4 a 6

正 方形 4．90×4 ．75 2 1．3 40 N 一一55㌔－E 炉　 址
土師（磐．高杯，器
台）砥石
土製品（紡錘車）

五　 領

089 C 4 a7 不　 明 カマ ド 墨書土器 不　 明

090 C 4 a7 l㊨隅 丸

正方形

㊧

4 ．73×4 ．70
20 ．3 35 N － 50－W カマ ド 2

須恵 （坪，簡）
土師器片
鉄製品（刀子）

国　 分 璧溝

091 C 4 C7 長方形 6 ．40×3 ．57 19 ．0
i
N － 30－E カマ ド 2

土師（杯）
砥石，須恵器片
鉄製品 （刀子）

鬼　 高 屠溝

092 C 4 g 5 正 方形 9．15×9 ．10 7 7 ．4
i 4 2～68

N －16L W カマ ド 6
土師（壷，用，I木 椀
高雄，小婆）
鉄製品 （刀子）

鬼　 高 入日施 設

あ り

093 C 4 h 6
隅　 丸

長方形
3．00 ×2．60 7．0 10～38 N － 40－W カマ ド

須恵 （杯，轍）
墨書J二器
土師 （土石頚）砥石

国　 分

094 ！

C 4 f6
隅　 丸

長方形 2．93×2．72 6．8 58 N －1．5L E カマ ド
志票，盟 縮 言

鉄製品（斧）
国　 分 北 西の位 置

に壁溝

095 C 4 e6
隅　 丸

長方形

6 ．20×5．80 ！
33 ．3 3 2～48 N － 90－E

炉 可
3

il

土師（坪，壷，台付
婆）石器，砥石
鉄製品 （刀子）

五　 領

戸

096

I

C 4 d 6
長方形 3．80 ×3 ．50 11 ．8 3 5～50 N －26L E 不　 明

l
不　 明

i o97 ！D 3 b 6 i l

止 方形

3．42 ×3．26 I l

9．8

！

36へ′48 N － 20－ E カマ ド 3 須恵 （鉢）
土師 （婆）　　　 l

l
図　 分
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第確節　ま　歴　め

本遺跡は，西側の谷津田に面した標高34・Om～36。4mほどの緩やかに傾斜する台地の縁辺部に

遺構が集中している。確認された遺構は，竪穴式住居址94軋土壌50基，井戸状遺構3基，据立柱建

築址2基，方形周溝遺構1基である。

弥生式時代に比定される住居址は10軒ほどであり，その内遺構。遺物の良好射犬態で出土したの

は第24号住居址と第73号住居址のみである。他の住居址は新しい遺構と複合して検出されている。

住居址の中で，円形の形態を呈する住居址は第30号住居址で他は方形の住居址である。

方形の住居址の中で隅丸方形の住居址は4軒である。住居址からの出土遺物は第24号住居址を除

いて破片のみで量は少ない。第2号住居址の五領期と思われる遺構の床面から弥生式土器廿王

台式土器）を出土している。第34号住居址の北側から弥生時代の壷棺が出土し，その中から

人骨と思われるものを検出しており，弥生時代中期に比定されるものと思われる。長岡系に比定

されると思われる土器を出土している住居址は4軒で，十王台式土器を出土している住居址は1

軒であり，破片のみではっきりと時期決定はできないが，十王台式土器よりも古い形式と思われ

る土器片を出土している住居址は3軒である。その他弥生式土器の細片のみ出土しており，時期

不明の住居址が2軒である。

古墳時代五領期に比定される住居址は16軒で，他に土壌2薗方形周構遺構1基である。その

内，遺構過物とも良好射犬態で検出された住居址は第1号住居址，第2号住居址濁3号住居址

第12号住居址，第23号住居軋第77号住居址である。他は新旧の住居址と複合している。五領期

に比定される住居址は第1号住居址（8・85mX8・83m）のように大型で，長辺が約5m以上の住

居址が11軒を数える。これらの竪穴式住居址では炉址を有し言周査区の北部から中部にかけて多

く検出されている。

和泉期に比定される住居址は南部に2軒ほど検出されている。住居址の規模はどちらも長辺が5

m内外の方形の住居で床のほぼ中央に炉址を有し，柱穴は4個所確認されている。出土遺物は，

土師器，意，高杯，相と砥石などで量は多くない。

鬼高期に比定される住居が28軒を数え，全住居址中の約30％を占めている。鬼高期の住居址は

主に北壁の中央部にカマドを有し，長辺が約5mを超える住居址が21軒と，大型の住居址が多い。

他は長辺が5cm以下の住居址が7軒検出されている。時期が新しくなるにしたがって大型の住

居址が構築され，鬼高期の終末になると長辺が5m前後の住居址が構築されている。鬼高期に比
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左される。住居址は調査区全体に分布しているが，中部から南部にかけて時期の新しい住居址が多く分

布している。この時期の住居址には，南壁中央付近に出入口の施設と思われる一段高いベルトが半

周し，その中心部に土壌を有している。そのような住居址が，8軒検出されて，これらの住居址は大型でラ

土壌に壁溝が連結されて，雨水等が流れ込むような工夫がなされていたと思われる。鬼高期の第

8号・第16号e第26号e第35号。第54号・第91号・第92号住居址などからは鍛冶と関係

のある羽目，鉄薄や刀子など鉄製品を出土している○石製の勾玉などの模造品を出土している住

居地お第4号・第14号住居址で，土製・石製の紡錘車を出土している住居址は第16号e第36号

e第64号・第70号住居址である。鬼高期の住居址で，新と旧の2期に分離するとすれば，古い

時期の住居址は第12号e第18号。第52号・第58号e第59号e第64号第67号・第68号e第70号・第

71号・第81号・第91号e第92号住居址と13軒を数え，その内でも第12号e第18号住居址が最も古

い時期の住居址と思われる。新しい時期の住居址は第4号e第9号・第16号。第20号。第26号・

第35号・第36号・第47号e第48号・第50号e第51号e第54号・第60号住居址の13軒であり，ほぼ

同数をかぞえる。第56号e第85号住居址は時期決定の出土遺物は少なく　破片のみであるが，

鬼高期の範疇に入るものと思われる。これらの住居址からの出土遺物は鬼高期になり急激に多く

なってくるように思われ，土師器は壷，凰乳状高札私鉄　椀，器台，手鑑支脚など

を出土し，特に婆，甑，杯などの出土量が多い。加えて須恵器の出土量も多くなり，甑，杯など

を多義に出土している。第16号住居址からは須恵器の硯の残欠を出土している。

異聞期に比定される住居址は調査区の中央部にl軒滴部に2軒ほど検出され，規模は，長辺が

4m内外の小型の住居址で，北壁にカマド有し，柱穴は4個所検出され，土師器の婆や坪と，須

恵器の杯等を其伴している。国分期のどの住居址も北壁中央部にカマドを有し，長辺が3．0～2・Om

の住居址が4疇長辺が4・0－3・Omの住居址が9軒，長辺が5・0－4・Omが12軒検出されている。中

規模以下の住居址が多く，鉄製品を出土している住居址は6軋　石製紡錘車を出土している住居

址が1軒，石製模造品を出土している住居址が1軒である。

大塚新地遺跡全体を通じて，遺構の検出量e遣物の出土量も多く，弥生時代から，古墳時代，

奈良平安時代と長期にわたって，当時の人々の生活の場であったことを物語っている。そして，

人々の生活の基盤は台地西側の沖積低地にあったと思われる○
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写t

作　業　風　景

大塚新地遺跡作業風景
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第1号住居址

第7号住居址

写2

第3号住居址

大塚新地遺跡竪穴住居址
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写3

第16号住居址

第20号住居址

大塚新地遺跡竪穴住居址
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第13・25号住居址 1　　　　　第25号住居址出土状況

写4

第35号住居址出土状況

大塚新地遺跡竪穴住居址
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第36・45号住居址

第39号住居址

写5

第47（手前）・48号住居址

大塚新地遺跡竪穴住居址
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50号住居址出土状況 3　　　　第50号住居址カマド内出土状況

写6

第51号住居址ピット

大塚新地遺跡竪穴住居址
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l　　　　第51号住居址カマド内出土状況　　　2

写7 大塚新地遺跡竪穴住居址
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写8 大塚新地遺跡竪穴住居址
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第73号住居址

写9

5　　　第34号住居址付近埋設土器

大塚新地遺跡竪穴住居址その他
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第　1　号　井　戸

第2号井戸出土状況

写10

第2号井戸出土状況

5　　　　　第1号掘立柱柱穴セクション

大塚新地遺跡井戸その他
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鱒3

写Il 大塚新地遺跡井戸出土遺物・2号井戸（1～4）・3号井戸（5）
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第6章　樵　原　遺　跡

第瑠節　遺跡の童地歴環境

瑠　地理的環境

松原遺跡は，水戸市加倉井町字元町447番地の4ほかに所在し，調査対象面積は3，200rガである。

本遺跡は，水戸市の中西部靖に位置し，北西部には鶏足山地塊の外縁部をなす第三妃の丘陵がせ

まっている。本遺跡の立地する台地は，標高約43mを測り，西から東へ緩やかな傾斜地となってい

る。この上市台地には，桜川により浸蝕された小文谷が樹枝状に入り込んで谷津田が開かれてい

る。本遺跡は，桜川から北へ入り込んだ小支谷に東面する台地の縁辺部に位置し，北側には湧水

がみられる。この台地は，畑地や山林として利用され，水田面との比高差は約5mを測る。

望　歴史的環境

水戸市の歴史的環境についてはすでに述べたので，ここでは松原遺跡に隣接する遺跡について

のみ記してゆきたい。

双葉台団地の建設の際調査された向井原遺跡から，縄文前期の浮島式，弥生中期の女方，クロ

マタギ式，後期の十王台式の土器及び土師器e須恵器等が出土した。全隈町から立野をこえる峠

の丘陵にある村境遺跡からは，縄文前期の浮島式，中期の加自利E式の土器及び土師器・須恵器

片等が出土している。水戸ゴルフ場東部においては，縄文前期の浮島式，弥生後期の十王台式の

土器及び土師器片，須恵器片の散布がみられ，また水戸ゴルフ場内の加倉井町遺跡からは，弥生

時代後期の十王台式の土器及び土師器片，須恵器片が出土している。なお，加倉井町原部落一帯

に土師乳　須恵器の散布がみとめられ，加倉井町と開江町のさかいの水田に東面する台地に毛勝

谷原古墳群があり，この附近から土師器片が出土している。水戸ゴルフ場から金谷，飯富町に対

する台地上には円墳21基からなる加倉井古墳群があり，内原町牛伏・田島の前方後円墳を中心と

する古墳群の支群とみられる。

第盟節　調査の経過

松原遺跡の調査対象面積は3，200I正で，現状は楢やクヌギ等の雑木林である。本遺跡の調査は，

昭和55年2月14日から3月21日までの予定で現場作業を行なった。先ず，遺跡の概要を把握する

ため，中心杭「STA278－60」を起点としてタ磁北方向に約70の小調査区を設けて遺構の確認作
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窮瑠図　枚原遺跡全体図
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第2回　松原遺跡遺構配置図
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業を行なった。調査の結果検出された遺構は竪穴住居址30軒，土壌6基，円形周溝遺構2基，井

戸状遺構1基，溝状遺構1条である。以下，調査経過の概要を記す。

55卑2月　発掘調査に必要な機材の搬入と諸準備。雑木や草の焼却後調査区を設定するため，

調査区分割杭を打ち込む作業を行なう。調査の第1段階として小調査区発掘を行か、，遺構の確

認作業を実施する。その結果，竪穴住居址23軒，土壌2基，溝1条が検出された。また，北東部

A2区内の第1号住居址～第5号住居軋　第1号土壌などの調査を実施する。続いてBl区の遺

構確認作業を行射），竪穴住居址10軒，土壌3基，円形周溝遺構1基が検出された。Al区の表

土除去作業を進め，竪穴住居址3軒，溝1条を確認する。Al区の拡張作業は2月下旬まで実施

し，その結果，竪穴住居址10軒，円形周溝1基，土壌3基が確認され，第7号住居址～第10号住

居址および第2号円形周溝遺構の調査を終了し，第3号溝の調査を開始する。

55年3月　第3号溝の精査および第6号住居址　第11号住居址から第25住居址の調査を実施

し，遺物出土状況実測，遺構の平面。断面実測を行なう。第2号土壌～第6号土壌，第1号井戸

の精査を終了する。さらに，第26号住居址～第30号住居址の調査をし，カマドを所有する竪穴住

居址20軒の精査を行ない，平行して遺構配置図を作成する。現場の発掘機材，テントを大塚新地

遺跡に撤収し，松原遺跡の調査を終了する。

第3節　遺構⑳遺物

住居址

第1号住居址（図3・4・5）

本住居址は，調査区の北東部A2区f4，f5，f6，g4，g5，g6に確認され，本址の

北西コーナーにおいて第30号住居址の南壁と接し，南西1。Omに第4号住居址が検出されている。

本址の主軸方向はN－90LWで，規模は長軸4．93m，短軸4。52m，面積19．5汀fを測り，ほぼ正方

形を呈している。壁は確認面で壁高31cmへ′65cmを測り，西側が高くほぼ垂直に立ち上がってい

る。壁面にはカマドの部分と北東コーナーを除いて幅13cm，深さ6cm内外の「U」字形をした壁溝

が廻っている。床面はほぼ平坦で踏み固められた状態を示しているが，北東コーナー附近は貼り

床となっている。ピットは5個所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられるが，南壁中央部付

ピット番号 長径cm 短径 cm 深 さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径 cm 深さcm 備　 考

P l 34 32 33 主柱穴 P 4 32 30 38 主柱穴

P 2 42 41 34 主柱穴 P 5 35 35 26 主柱穴

P 3 32 30 53 主柱穴
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第3図　第一号住居址実測図
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土層解説
A－A′

1．表　土
2．表　土
3．ローム

4．暗褐色　ほとんどロームを含まず

5．暗褐色　多量のローム粒を含む，少

量の焼土粒，わずかの炭化

物を含む，ややしまりあり
6．褐　色　ソフトロームを含む，やや

粘性あり，わずかの炭化粒
含む

7．暗褐色　少量のローム粒を含，わず
かの炭化粒含む

8．褐　色　少量のローム粒，4～5cm

のロームブロック多混，少
量の焼土粒を含む



L＝42．5m

ヒニ二二ニ二葉「二二∃

第4図　第層号住居址カマ虹、実測掬

土層解説
a－a′・b－b′

上にぷい橙色　焼土粒子（少）砂質土（少）
含有

2・にぷい橙色　焼土粒子沙）含有
3・にぷい赤褐色　焼土粒子沙）ローム粒子

（少）炭化粒子沙）含有
4・赤褐色　焼土粒子（多）含有

5・褐　色　ハードロームプロノク，焼土含
有

6・にぷい赤褐色　粘土粘土沙）焼士含有
7・赤褐色　粘土質，焼土，炭含有

8・　　ハードロームブロック，焼士（少）
含有

9・　　　焼土（多）含有

』二二ここ空1竺｛ニヨ

第5図　第著号住居址出土遺物実測図

近のP5は出入日の施設に伴う柱穴と思われる。覆土は8層からな。，自然堆積を示している。

上層は暗褐色までローム粒子を含む。中層は暗褐色土で，ローム粒子と炭化粒子を含む。下層は

褐色まで，ローム粒子，ロームブロック，焼土粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央から東よ
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りに付設され，南向きに構築されている。カマドの規模は長径125cm，短径120cm，北壁を75cm，

幅で，50cm程度掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径75cm，短径35cm，深さ10cmで楕円形に掘

りくぼめている。袖部は少量のローム粒子，ハードロームブロックを含む砂質粘土で築かれてい

るが，非常に破壊された状態で，砂質粘土が北東コーナーにまで散れている，カマドの東側に炭

化材がかたまって出土していた。出土遺物は土師器と須恵器が共伴している。中央部床面より須

恵器の蓋（図5－3）と土師器の婆片（図5－1）を床直上より出土している。他に覆土から須

恵器の蓋，杯などの細片と土師器の聾などの破片が数点出土している。その他の出土遺物は弥生

式土器の細片を数点である。本址は出土遺物等から異聞期に比定される遺構と思われる。

第2号住居址（図6・7・8）

本住居址は，調査区の北東部A2区d4，d5，e生　e　5，f　4，f　5に確認され，南壁西

寄りに第30号住居址と複合しているが，第30号住居址より新しい遺構である。本址の主軸方向

はN－00で，規模は長軸4．41m，短軸4．48m，面積18．1前を測り，ほぼ正方形を呈している。

壁は確認面で壁高約55cmあり，ほぼ垂直に立ち上がっている。床面は平坦で，かなり踏みかため

られた状態を示している。ピットは4箇所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。南東コ

土層解説
A－A′

1．褐　色　ローム粒子（多）炭化物（少）
含有

2．にぷい赤色　ローム粒子（多〕炭化
粒子（少）焼土粒子含有

3．にぷい赤色　ローム粒子（多）焼土
粒子（多）3～5cmローム
プロソク含有

4．極暗赤褐色　炭化粒子（多）焼土粒
子（多）含有

5．暗赤褐色　ローム粒子（多）焼土粒
（少）炭化粒含有

6．褐　色　ローム粒子（少）ハードロ
ームブロック，含有

土層解説
′

a‾a

1．暗褐色　炭化粒子（多）含有
2．褐　色　炭化粒子（極少）ハードロ

ーム，含有
3．暗褐色　ローム粒子（多）含有

第6図　第2号住居址実測図
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第7図　第2号住居址カマド実測図

土層解説
a－a′・b－b′

上褐　色　ローム粒子（多）微粒焼土，細砂，含有
2・明赤褐色　ローム粒子（多）焼士（少）細砂，含

有

3・明赤褐色　細砂（多）ローム粒子（少）含有
4・にぷい黄橙色　粘土（多）粒子のあらいローム，

含有
5・褐灰色　焼土粒子（多）粘土，含有

6・褐灰色　焼土粒子（多）やけたローム粒子，含有
7・褐　色　ハードロームブロック含有
8・褐　色　ローム粒子（多）砂質（少）含有
9・褐　色　砂粒（多）焼土粒子含有

ピット番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考 ピッ ト番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 47 40 32 主柱穴 P 4 30 25
i

30 主柱穴

P 2 34 26 25 主柱穴 P 5
1

6 5 4 5 32 貯蔵穴
（不整楕円形）

P 3 25 20 2 1 主柱穴
－

ーナーのP5は貯蔵穴と思われ，不整楕円形を呈している。カマドは北壁の中央にあり，南向き

に構築されている。規模は長径110cm，短径90cmで，北壁を25cm幅で，30cmほど掘り込んで煙道

としている。燃焼部は長径24cm，短径23cmで深さ2cmを測り，円形に掘りくぼめている。袖部は

ローム粒子を含む砂質粘土である。覆土は8層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は

褐色までローム粒子，比較的多量のロームブロックと少量の焼土粒子，炭化粒子を含み，下層は

暗褐色土・褐色土で，多量のローム粒子，炭化粒子，ロームブロック，ハードロームブロック，

を含んでいる。

出土遺物は，南部中ほどP4附近床面より婆（図8－2）を出土し，婆の中には焼骨と炭が多

量に入っており，須恵器の盤（図8－3）を蓋として利用していた。他には，覆土中から須恵器

の土不e蓋などの破片を多数出土している。覆土中から弥生式土器の十王台式より古い型式の土器

片を数点出土している。本址は，出土遣物等から国分期に比定される遺構と思われる。
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第8図　第2号住居址出土遺物実測図

第3号住居址（図9・10・11（1）（2）（3））

本住居址は，調査区の北東部A2区el，fl，f2，f　3，g2に確認され，東壁の中ほど

に第5号住居址が，南側の中ほどに第1号土壌が複合している。本址は第5号住居址より古く，

第1号土壌より新しい遺構である，北西コーナーは第3号溝状遺構に接し，南西1．0mには第13号

住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－20LEで，規模は長軸5．48m，短軸3・98m，面

積22．0㌦を測り，長方形を呈している。壁は確認面で壁高35cm～56cmを測り，緩やかに外傾し

て立ち上がっている。床面は平坦であり，かなり踏みかためられた状態を示している。床面下

から第1号土壌が検出された。炉址は床面の南側中央部に位置し，規模は長径61cm，短径40cmで

不整楕円形を呈している。燃焼部はロームが赤く焼け焼土が多量に含まれていた。ピットは11箇

ピッ ト番 号 長 径 cm 短 径 cm 深 さ cm 備　 考 ピ ッ ト番 号 長径 cm 短径 cm 深 さ cm 備　 考

P l 34 30 68 主柱 穴 P 3 38 17 62 主柱 穴

P 2 30 25 70 主柱 穴 P 4 2 3 20 64 主柱 穴
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土層解説
A－A′

1．暗褐色

2．褐　色

3，暗褐色

4．暗褐色

5．褐　色

6．暗褐色

ローム粒子（多）炭化粒子（少）
焼土粒子含有

ローーム粒子（最多）炭化粒子（少）
焼土粒子含有

ローム粒子（多）炭化粒（極少）
焼土粒子含有

ローム粒子（少）焼土粒子（極少）
含有

ローム粒子（極少）ハードロー
ムプロノク含有
ローーム粒（多）酎ヒ物（多）炭化
粒子，焼土（少）含有

土層解説
′

a　－a

l．暗褐色

2．暗褐色

3．褐　色
4．褐　色

l一一・E，

子‾－11‾‾‾‾

b－b′

焼土粒子（多）ハードロームプ

ロノク（やけたもの）炭化粒子

（少）含有

焼土粒子（少）ハードローム粒

子含有

ロームプロノク（地山）

ハードロームがかなりやけた部
分

土層解説
B－B′

1・暗褐色　ロ…ム粒子沙）焼土粒子（少）
含有

2・褐　色　ローム粒子（多）焼土沙）炭
化粒子含有

3・褐　色　ローム粒子（少）炭化粒（極少）
含有

4・にぷい橙色　ソフトローム（多）ローム

粒子，炭化粒（極少）含有

第9図　第3号・5号住居址，第1号土壌実測図

－379－



1　　10cl題　　l

第10図　第3号・第5号住居址出土遣物実測国

所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えらそ，貯蔵穴は検出されなかった。覆土は6層からなり

自然堆積の状態を示している。全体的に黒色を呈し，覆土内の下部には弥生式土器片が，上部に

は須恵器の細片が混在している。上層は褐色土でローム粒子と極少量の炭化粒子を含み，中層は

暗褐色土で多量のローム粒子と少量の炭化粒子，焼土粒子を含み，下層は褐色土で少量のローム

粒子と焼土粒子を含む。出土遺物は弥生式土器の東中根式に比定される要形の完形土器（第10図－

1）を，北東コーナー東壁際床面から出土している。他には，弥生式土器の十王台式より古い型式

と思われる土器片を床面や床面直上から多数出土している。本址は出土遺物等から弥生時代後期

の遺構と思われる。
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第11図（1）第3号住居址出土遺物拓影図
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第年号住居址（凶12・柑）

本住居址は瀾査区の北東部Å2区g3，g4，h3，h4に確認され，東側LOmには第1号住居址が検出されている。

本址の主軸方向はN－12LWで，長軸3・30m，短軸3・22m，面積10品fで南西部は隅丸方形を呈し，

北東部は円形に近いプランを呈している○壁高は確認面から5cm～10cmでJ壁はゆるやかに外傾

して立ちあがっている。床は浅い皿状を示しており，硬く踏みかためられている。ピットは3箇

所確認されているが，柱穴とは考えられない。南東部に，長径46cm，短径30cmの範囲で，焼土ま

じりの黒色土が楕円形に分布している○燃焼部ははっきりとせず，炉として使用されたとは思わ

れなかった。覆土は5層からなり，一部に木の根による撹乱も見られるが，自然堆積の状態を示

している。上層は暗褐色土でわずかの焼土粒子e炭化粒子を含み，下層は褐色土でロームブロッ

クを含んでいる。出土遣物は全て弥生式土器片で，第30号住居址の出土遺物と同じく弥生時代後

期の長岡系に比定されるものと思われる〇本址は出土遣物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

畢
B・－

巴雲量』＝d

第は図　第　号住居址実測図
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土層解説
／

a‾a

1．黒褐色　焼土粒子，ロームプロ、ノク，
含有

2．黒褐色　ハードロームブロック，焼
土粒子（極少）含有

3．赤褐色　焼土（多）炭化物（少）ロ
ーム粒子含有

土層解説
A－A′

1．暗褐色　わずかの焼土粒子，炭化粒
子を含み，やや締りあり

2．褐　色　ロームブロックを含む



＿．＿　＿10C堕・一一二」

第13図　第4号住居址出土遺物拓影図

第5号住居址（図9・10・14）

本住居址は，調査区の北東部A2区　e2，e3，f2，f3に確認され，カマドと北東コー

ナー部と東壁は残存し，約50％ほど第3号住居址の東壁中央部に切り込んでいる。本址の主軸方

向はN－6㌧Wで，規模は推定で長軸2．25m，短軸2．27m，面積は4．16nfで，隅丸方形を呈して

いる。壁高は確認面から36cm内外で，壁はゆるやかに外傾して立ち上がっている。床面は平坦で

踏みかためられた状態を示しており，第3号住居址の床面とほぼ同じレベルであり，その床面を

一部利用して本址が構築されている。カマド際から炭化材が検出されていることから，火災に遭

遇していると思われる。主柱穴と思われるピットは3箇所確認されているが，貯蔵穴は検出され

ピ ッ ト番号 長 径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考 ピ ッ ト番号 長径 cm 短 径 cm 深 さcm 備　 考

P l 14 11 17 主 柱穴 P 3 15 12 1 0 主柱 穴

P 2 10 10 20
主 料穴
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士層解説
′

a‾a

上暗褐色　焼土ブロック（多）ローム粒子
（多）炭化粒子（少）小石（わず
か）
焼土ブロック（多）

砂粒　（多）焼土（少）焼土ブ
ロック（少）

5・褐　色　砂粒　（多）焼土（微）
6．褐　色　砂粒　（多）焼土（少）
7・赤褐色　砂粒　（持多）焼土（特多）焼

土ブロック（少）炭化物（少）
小石（少）含有

8・赤褐色　砂粒子（特多）炭化物（多）
9．橙　色

土層解説
b－b′

1・褐　色　砂粒　（多）ローム粒，炭化
粒子（少）含有

2・褐　色　ローム粒（微）砂粒　（多）焼
士（多）小石（少）含有

3．褐　色　ローム粒子，焼土（多）粘土ブ
ロック，焼土（少）炭化粒子（多）
含有

4．明褐色　ロームブロック含有

第14回　第5号住居址カマド実測図

ない。覆土は4層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は褐色土で多量のローム粒子，

極少量の炭化粒子，焼土粒子を含有し，中層は，暗褐色土で多量のローム粒子・炭化粒子，少

量の炭化物，焼土粒子を含み，下層は褐色土であり，わずかのローム粒子とハードロームブロッ

クを含んでいる。カマドは北壁の中央部に付設され，南南西向きに構築されている。規模は，長

径120cm，短径95cm，北壁を80cm幅で，86cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は，長径32

cm，短径26cm言采さ2cmほど円形に掘りくぼめている。袖部は少量のローム粒子，ハードローム

ブロック混りの砂質粘土である。

出土遺物は，土師器と須恵器を出土しており，土師器は内黒の杯（図9－2）と土不・聾等の破

左独よ器は高台付鉢（図9－3）と杯などの破片を数点出土している。本址は，出土遣物等から国分

期に比定される遺構と思われる。

第6住居址（担＝5・柑・17）

本住居址は，調査区の北部中ほどのZl区j8言9，　Al区a8，a9　　に確認され，

北西2．0mに箪12号住居址が，南1。Omには第8号住居址が検出されている。主軸方向はN－35L

Wで，規模は長軸3。90m，短軸3。38m，面積9．4rガで，隅丸長方形を呈している。壁高は，確認面で約43

cmを測り，壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁下には幅17cm，深さ11cm内外の壁溝が全周している。

床面は，ほぼ平坦でかなり踏みかためられた状態を示している。ピットは4箇所確認されたが，

柱穴と思われるものは検出されなかった。第26号住居址・第28号住居址と同じように竪穴住居址
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土層解説
A－A′

上暗褐色　ローム粒子（極少）含有

2・暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子沙）含有
3．暗褐色　ローム粒子（少）含有

4・褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロック沙）含有
5．褐　色　ローム粒子（多）含有
6・暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子沙）含有
7・褐　色　ローム粒子（多）ソフトロームブロック（多）含有

第了5区　第6号イ主居址実測図
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．

廿
土層解説

a′・b－b′

暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
褐　色　ハードローム粒子，焼土粒子（極少）
褐　色　ハードローム粒子（極少）含有
にぷい褐色　粘土を主体とした土層
灰褐色　焼土粒子（極少）含有，粘土を主体

とした土層
6．明褐色　粘土ブロック（少）焼土粒子含有
7．にぷい褐色　粘土を主体とした土層
8．褐　色　焼土粒子（極少）含有
9．暗赤褐色　焼土（少）含有，砂質
10．にぷい褐色　焼土（少）含有，山砂層

ぬ’11．暗赤褐色　焼土（多）含有
12。暗赤褐色　焼土（多）含有，砂質土層
13．暗赤褐色　焼土を主体とする

第相国　第6号住居址カマド実測図

の施設外に柱穴を有しているものと思われる。覆土は7層からなり，自然堆積の状態を示してい

る。上層は暗褐色土で，極少達のローム粒子を含み，中層は暗褐色まで，少量のローム粒子，焼

土粒子を含み，下層は暗褐色土で少量のローム粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央から西よ

りに付設され，南東向きに構築されている。規模は長径126cm，短径90crnで，北壁を80cm幅で，

43。mほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径56cm，短径53cmで言采さ2cmほど円形に掘り窪

めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土である。

＼＼、」∠♂

第相国（1）第6号住居址出土遺物実測図
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』望聖二』
第膵図は　第　号住居址出土遺物実測図

6

ヒ二二二二二彗讐二二二二』

出土遺物は，土師器の婆2個体分（図17－日，カマド内から鉢（図17－2），カマド附近から有

孔円板（図17－5），他に婆の底部，痢］縁部と底乳椀日縁部など数点を出土している。須恵器は序

e蓋などの破片が数点出土している。その他，砥石片（図17－6）と弥生式土器の十王台式直前

と思われる胴部，底部片を数点出土している〇本址は古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思わ

れる。

第7号住居址（図柑・柑・20）

本住居址は，調査区の北部Al区a9，a O，b9，b Oに確認され，西側1．7mには第8号

住居址が検出されている○主軸方向はN－8㌧Wで規模は長軸4．0m，短軸3．95m面積11．8n了の正方

形を呈している。壁高は40～62cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁下には幅15cm言采さ5cm内

外の壁溝が廻っている。床面はほぼ平坦で，かなり踏みかためられた状態を示している。ピット

は4個確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。貯蔵穴は有していか、。

ピット番号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考 ピット番号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考

P l 25 2 2 4 5 主柱穴 P 4 23 20 37 主柱穴

P 2 23 20 35 主柱穴 P 5 45 1 4 0 28

P 3 3 5 25 40 主柱穴

覆土は11層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で多量のローム粒子と少

量の焼土粒子，炭化粒子を含み，中層は褐色土で多量のローム粒子，ハードロームブロックと少

量の焼土粒子を含み，下層は褐色土で少量のローム粒子を含んでいる。カマドほ北壁の中央から
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土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（多）含有
2．褐　色　ローム粒子（多）焼士粒子（少）

炭化物（極少）含有
一度　3．褐　色　ローム粒子（多）ハードローム

ブロック（多）焼土粒子（少）
含有

一¢　4．褐　色　ローム粒子（少）含有
5．褐　色　ローム粒子（多）ハードローム

ブロック（少）焼土粒子（少）

＿庭

含有
6．褐　色　ローム粒子（多）含有
7．褐　色　ローム粒子（多）ハードローム

ブロック（少）焼土粒子（少）
炭化物（少）含有

8．にぷい褐色　ローム粒子，焼土粒子，砂，
炭化物含有

9．褐　色　ローム粒子（多）じトムブロッ
ク（少）含有

10．暗褐色　ローーム粒子（少）焼土粒子（少）
含有

11．褐　色　ローム粒子（多）含有

第柑図　第　号住居址カマド実測図
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土層解説
a－a′・b－b′

上褐　色　ハードローム粒子（少）含
有，山砂

2つこぶい黄褐色　小石（多）含有，山

砂と粘土のミキシング土層
2a．にぷい黄褐色　小石（少）含有

3．褐　色　焼土粒子（少）含有，砂質
の土層

4．褐　色　焼土粒子（少）ハードロー

ム粒子（少）含有，砂質の
土層

5．褐　色　焼土粒子（少）含有，砂質
をおびている

6．褐　色　焼土粒子（少）含有

7．褐　色　ハードローム粒子（少）含
有，粘性をおびている

8．明褐色　粘土と砂質のミキシング土

層

9．褐　色　山砂主体，焼土（少）炭化
粒子含有

10．褐　色　焼土粒子（少）ハードロー
ム粒子（少）含有，砂質の

土層
11．にぷい褐色　粘土・山砂のミキシン

グ土層，焼土粒子（少）

12．暗褐色　焼土（少）炭化粒子含有，
灰層



東よりに位置し，南向きに構築されている。規模は長径104cm，短酎02cm，北壁を56cm幅で，23

cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径47cm，短径40cm言采さ4cmほどで円形に掘り窪め

ている。袖部はローム粒子と小石混りの砂質粘土である。

出土遺物は，土師器を中心に須恵器を出土している。北壁カマド際から土師器の婆（図20－1），

北東コーサー床面直上から土師器の鉢（図20－5），南東コーナーP3付近床面直上から土師器

て

ノ　『

第m図　第　号住居址出土遺物実測図
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の杯（図20－8），南西コーナー壁際床面より鉢（図20－4），西壁際床面直上から土師器杯（図

20－6），須恵器土不片（図20－10），覆土から土師器の婆口縁部（図20－2），北西壁際床面直上から

土師器の婆片（図20－3）と須恵器の蓋（図20－11），他に土師器の内黒の高杯（図20－7）を床

面から出土し，婆，杯などの破片多数と須恵器の蓋と杯などの破片多数を出土した。　その他の

出土遣物は，北西コーナー床面及び南東コーナー床面より砥石を出土し，他に鉄棒を数点と弥生

式土器片の十王台式より古い型式の頭部・胴部e底部片を数点出土しており，底部片には布目の

庄痕がみられる。本址は出土遺物等から異聞期に比定される遺構と思われる。

第8号住居址（図21・22・23）

0

－厨

巨讐豊里二二二∃

第21図　第8号住居址実測図
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土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（少）含有
2．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（少）含有

3．暗褐色　ローム粒子，ハードロームブロック
（少）炭化粒子（少）含有

∠上　褐　色　ローム粒子（多）焼土粒た（少）含
有

5．暗褐色　ローム粒子，含有
6．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロ

ック（少2×2）含有

7．暗褐色　ローム粒子（少）ハードロームプロ
、ノク（少2×2）含有

8．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）含
有

9．暗褐色　ローム粒子（多）ハードロームブロ

ック（少）含有
10．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロ

ック（少2×2）含有



本住居址は，調査区北部中ほどAl区b7，b8，b9，C7，C8，C9に確認され，西側

1．5mには第7号住居址が，北側1．0mには第6号住居址が南側2．0mには第10号住居址が検出されて

いる。主軸方向は，N－21LWで，規模は長軸5．10m，短軸4．83m，面積17．3n了を測りほぼ隅丸長方形

を呈している。壁高は33cm～57cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がり，遺存状態は良好である。壁下に

は幅14cm，深さ5cm内外の璧溝がカマドの部分を除いて廻っている。床面は平坦で，踏みかため

られた状態を示している。ピットは7箇所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。南壁付

近中央部のP5ほ出入日の施設に伴う柱穴と思われる。

ピッ ト番 号 長 径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考 ピ ッ ト番 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考

P l 33
l
i 27
l

65 主柱 穴 P　3 43 30 55 主柱 穴

I
P　2 36 34 50 主柱 穴 P　4 35 27 55 主柱穴

覆土は暗褐色土で10層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は少量のローム粒子，中

層はローム粒子，焼土粒子を含み，下層はローム粒子と少量のハードロームブロック，炭化粒子

を含んでいる。カマドほ北壁のほぼ中央部に付設され，南東向きに構築されている。規模は長径

125cm，短径122cmで，北壁を80cm幅で，28cm掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径32cm，短

径30cm言采さ6cmほど円形に掘りくぼめている。袖部は少量のローム粒子，ハードロームブロッ

ク混りの粘土である。

L＝43．Om
l M

土層解説
a－a′・b－b′

1．褐　色　ハードローム粒子（多）含有
2．暗褐色　黒色土を主体，ハードローム粒子（多）

含有
3．褐　色　ハードローーム粒子（極少）含有，砂

ぬ，4．褐色禦‡讐＿J粒‖多）含有
5．褐　色　ハードロー・ム粒子（少）含有
6．にぷい褐色　山砂と粘土のミキシング土層

7．にぷい褐色　焼土粒子（少）含有，砂質の土
層

8．褐　色　焼土粒子（多）含有，砂質の土層
9．赤褐色　焼土主体の土層
10．灰褐色　粘土（少）含有
1上　褐　色　ハードローム粒子（少）含有
12．にぷい褐色　焼土（少）含有，山砂
13．暗赤褐色　炭化物（少）焼土，含有

第22図　第8号住居址カマド実測図
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出土遺物は，土師器が主であるが，須恵器の蓋と稀の破片も出土している。カマド内から手淫

土器（図23－11），と杯2個体分（図23－2elO），北コーナーカマド際から杯（図23－4），西コー

ナー床面直上から杯（図23－6），南コーナー床面直上から杯（図23－3）を，南西部床面から稀

（図23－8）を，中央部床面直上から杯（図23－1）を出土し，他に杯（図23－5。7e9），婆

e壷などの破片を多数出土している。その他，砥石，支脚（図23－12）等を出土し，弥生式土器

の長岡系に比定される婆形土器の破片（口縁部，胴部）を数点出土している。本址は，出土遺物

等から莫間期に比定される遺構と思われる。

二∴
二二‾‾「＿：＿＿‾‾
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第23図　第8号住居址出土遺物実測図

第9号住居址（図24・25・26）

本住居址は，調査区の北部西端Al区a5，a6，b5，b6に確認され，南東1。5mに第15号

住居址が検出されている。主軸方向はN－2㌧－Eで，規模は，長軸3．56m，短軸3．30m，面積乱射尋を測

り，ほぼ正方形を呈している。壁高は確認面から33cm～43cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がり遣存状

態は良好である。床面は軟らかく，カマド付近から多量の焼土を出土し，中央部や東壁際から炭

化材が多量に出土しているので火災に遭遇していると思われる。ピットは34箇所確認されている
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L＝43．0m

第24図　第9号住居址実測図

第25図　第9号住居址カマド実測図
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土層解説
A－A′

1．黒褐色

2．暗褐色

3．暗褐色

4，褐　色

5．暗褐色

焼土粒（少）含有，しまり
あり

ローム粒（極少）炭化粒（少）
焼土粒（極少）含有
ローム粒（極少）炭化粒（多）
焼土粒（少）含有
ローム粒（多）焼土粒，炭
化粒（少）ハードロームブ
ロック含有
ローム粒（少）炭化粒（少）
焼土粒（少）ハードローム
ブロック含有

土層解説
a－a′・b－b′

1．褐　色　ハードローム粒子（極少）
含有

2．暗視色　炭化粒，木炭（少）含有，
砂質の土層

2a．暗褐色　炭化粒子（少）ハードロ
ーム粒子（少）含有

3．褐　色　ハードロームブロック（少）
含有，砂質の土層

4．褐　色　炭化粒，木炭（多）ハード
ローム粒子（少）含有

5．時赤褐色　加熱を受けた砂質の土層
6．暗褐色　焼土ブロック（少）含有
7．褐　色　焼土粒子（極少）含有
8．暗褐色　粘土（少）炭化粒子，含有
9．．黒褐色　炭化粒子（多）ハードロー

ム粒子（少）含有
10．暗褐色　焼土粒子，炭化粒子，砂粒

子（多）含有
11．暗赤褐色　焼土を主体
12．暗褐色　ローム粒子，砂粒　（多）

含有
13．暗褐色　焼土粒子，炭化粒子，砂粒

（多）含有
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第26図　第9号住居址出土遺物実測図

が，主柱穴と思われるものは検出できなかった。覆土は5層からなり，自然堆積の状態を示して

いる。上層は暗褐色土，下層は褐色土でほとんどローム粒子，焼土粒子，炭化粒子と少量のハー

ドロームブロックを含んでいる。カマドは北壁の中央部に付設され，南向きに構築されている。

規模は長径121cm，短径97cm，北壁を29cm幅で，25cm掘り込んで煙道としているO燃焼部は長

径30C叫短径25cm，深さ8cmほどの円形に掘りくぼめている0袖部は黒色土混りの砂質粘土であ

る。出土遺物は，須恵器を中心に土師器が共伴している0須恵器は北西コーナー付近床面直上か

ら稀7個体分（図26－4・5・6・7・8・9・10），カマド内から稀を，南東コーナー付近床面
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直上から蓋3点（図26－11。12e13）を，南西部床面直上から婆（図26－14）を出土し，他に

細片を多数出土している。土師器は西壁際床面直上から小形婆（図26－2）と床面直上から鉢（図

26－1）を出土し，他に婆，杯などの破片を多数出土している。その他，石製の紡錘車（図26－

15）が西壁附近の床面直上から出土している。本址は，出土遺物等から異聞期に比定される遺構

と思われる。

第10号住居址（図27・28）

本住居址は，調査区の北部中ほどAl区C8，C9，d8，d9に確認され，北側2．0mに第8

号住居址が検出されている。主軸方向はN－2？－Eで規模は長軸3．05m，短軸2．78m，面積6．餌を測

り，長方形を呈している。壁高は確認面から37cm～45cmほどで，壁は垂直に立ち上がっている。

壁下には東壁と南壁の一部に幅13cm，深さ5cm内外の壁溝を有し，床面はかたく，南にゆるやか

に傾斜している。ピットは11箇所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる。南壁中央部付近

のP5は出入口に伴う施設の柱穴かと思われる○壁側穴と思われるものを4箇所検出している。

覆土は9層からなり，上層にはローム粒子，ハードロームブロックを多量に含み，遺構の確認が

難しいほどであった。本址は廃棄された後埋めもどされた可能性が充分に考えられる。下層は多

量のローム粒子とごく少量の焼土粒子を含んだ褐色土である。カマドは北壁の中央から東よりに，

第2滴　筑柑号住居址実測函

－397－

土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（少）ハードロームプロノク
（少）含有

2．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロック
（多）焼土粒子（少）含有

3．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）含有
4．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロック

（多）炭化粒子，焼土粒子（極少）含有
5．褐　色　ロ…ム粒子（多）ハードロームブロック

（少）炭化粒子，焼土粒子（少）含有
6．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロック

（少）焼土粒子，炭化粒子（少）含有
7．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有
8．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロック

焼土粒子（極少）含有



ピット番号 長径 cm 短径cm 深さcm 備　 考 ピット番号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考

P l 19 18 28 主柱穴 P 3 21 20 16 主柱穴

P 2 16 15 23 主柱穴 P 4 20 17 38 主柱穴

南向きに構築され，遣存状態は良好である。規模は長径122cm，短径95cmで，北壁を52cm幅で，

50cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径50cm，短径48cm，深さ15cmで円形に掘りくぼ

めている。袖部は少量のローム粒子，ハードロームブロックを含む砂質粘土で，カマドの西側か

ら多量の焼土が検出されている。出土遺物は，須恵器が主で，南壁際床面直上などから細片を数点

出土している。その他，砥石片が北西床面直上から2点出土している。本址は出土遺物等からは

ぼ国分期に比定される遺構と思われる。

土層解説
a－a′・b－b′

上　暗褐色　ハードロームプロノク（少）含有
2a．褐　色　ハードロームブロック（多）含有
2b．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有
3．褐　色　ハードロームプロ、ノク（極少）含有
4．黄褐色　粘土層
5．褐　色　ハードローム粒子（少）焼土粒子含有

汐　6・褐　色　ハードロームプロノク（少）含有
7．黒褐色　黒色腐植土を主体，ハードローム粒

f一（少）含有
8．黄褐色　粘土主体の土層
9．にぷい赤褐色　焼土ブロック（多）含有
10．褐　色　焼土（少）含有，砂質
1上　黒赤褐色　焼土粒子（少）バー・ドロ・－ムブロ

ック含有，砂質
12．黄褐色　粘土を主体
13．灰白色　灰層
14．にぷい褐色　粘土ブロック（少）焼土プロッ

ク含有，山砂層
15．褐　色　焼土ブロック（少）混，砂質の土層
16．褐　色　ハードロームブロック（少）焼土粒

子（極少）含有，砂質

第28図　第10号住居址カマド実測図

第11号住居址（図29・30・30

本住居址は，調査区の北西部中ほどAl区C5，C6，d5，d6に確認され，東側6。5mには第

10号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－35LWで規模は長軸3。70m，短軸2．90m，面積は

6。9IT自まどで正方形を呈している。　壁高は確認面から40cm～55cmほどで，壁はほぼ垂直に立

ち上がり，逮存状態は良好である。壁下にはカマドと南壁の一部を除いて幅10cm，深さ5cm内外

の壁溝を有している。床は南に傾斜し，硬く踏みかためられた状態を示している。ピットは5箇
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ピット番号 長径 cm 短径Pm 深さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 20 18 29 主柱穴 P 3 27 20 40 主柱穴

P 2 25 23 17 主柱穴

所確認されPl～P3は主柱穴と考えられるが，南壁中央付近のP4は出入口の施設に伴う柱穴

と思われる。覆土は9層からなり，自然堆積の状態を示し，上層は黒褐色まで極少墨のローム

粒子，焼土粒子を含み，中層は褐色まで多量のローム粒子，少量の焼土粒子，ハードロームブロ

ックを含んでいる。カマドは北壁中央から東よりに付設され，南向きに構築されている。規模は

長径103cm，短径81cm，北壁を65cm幅で，27cm程度掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径52

cm，短径34cm言葉さ6cmで楕円形に掘り窪めている○袖部は少量のローム粒子，ハードローム

ブロック混りの砂質粘土である。

出土遺物は，土師器を主とし須恵器は破片のみ若干出土している。北壁付近床面直上から土師

器の坑北東部床面直上から杯（図31－1），南壁附近床面から土不（図31－－2）を出土し，他には

婆e杯などの破片を数点出土している。本址は出土遺物等から真間期に比定される遺構と思われ

る。

土層解説
A－A′

上　黒褐色　ローム粒子（極少）焼士粒子（極
少）含有

2．褐　色　ローム粒rつ多）炭化物（少）
ハードローームブロック

（少）焼土粒fつ少）含有

3．暗褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）
ハードロームプロノク（少）含有

4．褐　色　ローーム粒√つ多）焼土粒f一（少）
ハードロームプロノク（少）含有

5．暗褐色　ローム粒！つ多）ハードローーム

プロノク（少）焼士粒！つ少）
含有

6．褐　色　ローム粒子つ多）ハードローム
ブロック（少）含有

7．明褐色　ローム粒！一（多）含有

第29図　第月号住居地実測図
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第30図　第11号住居址カマド実測図

＿‥プ〕
10cM

土層解説
a－a′・b－b′

上褐　色　ハードロームプロ、ノク（少）粘土粒
子含有

2．褐　色　粘土粒子（少）含有，砂質土層
3．褐　色　粘土ブロック（少）含有
4．にぷい褐色　粘土主体の土層，ハードローム

粒子（極少）含有
5．褐　色　ハードロームブロック（少）含有，

粘土層
6．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有
7．にぷい褐色　粘土主体の土層
8．褐　色　ハ・－ドローム粒子（多）含有
9．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
10．褐　色　ハードローム粒子（少）含有
11．褐　色　粘土粒子（少）含有，砂質土層
12．褐　色　粘土粒子（少）含有，砂質土層
13．褐　色　粘土粒子（少）含有，砂質土層
14．褐　色　焼土粒子（少）含有，粘土，砂のミ

キシング土
15．暗褐色　ハードローム粒子沙）含有，砂質
16．暗褐色　ハードローム粒子（少）

白色粘土，

炭化粒子含有，砂質
17．暗褐色　粘土粒子，ハードローム粒子（少）

含有
18．褐　色　ハードローム粒子（少）を主体，炭

化粒子（極少）含有
19．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有

第馴図　第瑠　号住居址出土遺物実測図

第12号住居址（図32・33・34）

本住居址は，調査区の北端Zl区j6，j7，Al区a6，a7に確認され，北西2・Omには第6

号住居址が言ヒ東1．5mには第9号住居址が検出されている。主軸方向はN－36LWで規模は，長軸は4e65m

短軸3。90m，面積14．短日まどで隅丸長方形を呈している。壁は北西が高く，壁高は確認面から43

。m～62。r。で，壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には，カマドを除いて幅10cm，深さ5cm内外

の壁溝を有している。床面はほぼ平坦で，硬く踏みかためられた状態を示している。
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土層解説
A－A′

上　黒褐色　ローム粒子∴廃土粒子，炭化粒子（極少j

含有

2．黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）含有

3．極暗褐色　ローム（多）粘土含有

∠上　黒褐色　ローム粒子，焼土粒子，含有

5．黒褐色　ローム粒子（多）焼土ブロック，ローム

プロノク（少）含有

6．暗褐色　ローム粒子（多）焼士粒子（少）

粘土含有

7．黒褐色　ローム粒子，焼土粒子，含有

8．褐　色

第32図　第12号住居址実測図
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ピットは8箇所確認され，Pl～P4までは主柱穴と考えられ，貯蔵穴は有していない。

ピット番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 40 27 52 主柱穴
l

P 3 27 25 38 主柱穴

P 2 24 19 43 主柱穴 P 4 46 45 35 主柱穴

覆土は14層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色土でローム粒子，焼土粒子

と　極少量の炭化粒子を含み，中層は黒褐色土で少量のローム粒子，極少量の炭化粒子を，下

層は極暗褐色土で多量のローム粒子を含んでいる。北側には白色粘土が混っている。カマドは北壁

中央から東よりに付設され，南東向きに構築されている。規模は長径155cm，短径126cmで，北壁

を112cm幅で，58cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径32cm，短径33cm言葉さ8cmほど

円形に掘り　窪めている。　　袖部は，ローム粒子とハードロームブロック混りの小石を含む砂

質粘土である。焚口部からは粘土の焼けたものを多量に出土している。

出土遺物は，土師器を主とし須恵器を共伴して出土している。須恵器は土不や蓋などの破片のみ

であるが，土師器の遺存率の高いものをあげると，北西コ一一ナー床面から婆（図34－2），北壁中

第33図　第12号住居址カマド実測図
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土層解説
a～a′・bMb′

上暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
1a．褐　色　ハードローム粒子（極少）含有

砂質
2．暗褐色　ハードローム粒子（極少）粘土ブ

ロック含有
3．褐　色　ハードローム粒子（極少）含有，

砂質の土層
4．褐　色　焼土粒子（極少）ハードローム粒

子（少）含有
5．褐　色　焼土粒子（極少）含有，砂質の土

層

6．褐　色　焼士粒子（少）含有，粘土層
7．明赤褐色　焼土（多）含有
8．褐　色　ハードロームブロック（多）焼土

粒子（少）含有
9．褐　色　粘土（少）含有
10．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有



央付近床面直上から婆片（図34－1），鉢片（図34－3），西壁中央附近床直上から杯（図34－4），

他に床直上から杯（図34－5），婆，塀などの破片と，その他北東部床面直上から砥石片（図34司）

を出土している。本址は，出土遺物等から異聞期に比定される遺構と思われる。

l＿＿≠∴l
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第錮図　第で2号住居址出土遣物実測図

第柑号住居址（図35・36・37）

本住居址は，調査区北部中ほどAl区　bO，gO，A2区　gl，hlに確認され南勘。2

mには第3号住居址が検出されている。主軸方向はN一一18LEで，規模は長軸5。78m，短軸5．35m，

面積21・鋸を測り，隅丸長方形を呈している。本址の西側は南西から北東へ幅約82cm言采さ約30

cmの第3号溝が切ってあり，北西コ一一ナーの一部が残存している。本址は第3号溝より古い遺構
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である。壁高は西側が高く15cm～35cm前後確認され，壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁下に

はカマドの西壁を除き幅16cm言采さ10cm内外の壁溝が廻っている。床面は木の根などによる撹乱

を受けて凸凹しているが硬くしまり，全体的に南に傾斜している。ピットは17箇所確認され，P

l～P4は主柱穴と考えられる。南壁中央付近のP5は出入ロの施設に伴う柱穴と思われる。

ピット番号 姦径。m 短径cm 深さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径cm 深さcm 備　 考

P l 31 25 40 主柱穴 P 3 20 15　　　 60 主柱穴

P 2 18 16 15 主柱穴 P 4 30 25 57 主柱穴

覆土は5層からなり，自然堆積状態を示している。上層は暗褐色圭褐色土でローム粒子，ハ

ードロームブロック，焼土粒子，炭化粒子を含み，下層は明褐色土でローム粒子，ハードローム

N

I

∴、ln

／′．
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第35図　第13号住居址実測図
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巌票攣
1疇褐色　ローム粒j′－，焼土粒f一（極少）含有‾
2．暗褐色　ローーム粒子，焼土粒イー（少）炭化粒

f一（極少ノ含有

褐　色　ローーム粒子（多）ハードロームプロ
ノク（少）焼士粒子（極少）含有

4　褐　色　ローム粒子一　焼土粒子（少）炭化
粒f一（極少）含有，パサバサしてい
る

5　明褐色　ローム粒イ（多）ハ・－ドロー‾ムフロ
ソク（少）含有

6．黒褐色　炭化粒子（少）焼土粒子（極少）ローー
ム粒子（極少）含有

7．極暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（極少）
焼土粒子（極少）含有

8　褐　色　ローム粒子（多）ハートロームフロ
ノク（少）焼土粒子（極少）含有

9　暗褐色　ローム粒f・（少）焼土粒子（極少）含
有

10　褐　色　ローム粒子（多）ハードロームフロ

ノク（少）含有



むヽ
さ

b・－

圃－・bI

土層解説
a－a′・b－b′

1．黒褐色　ハードローム粒子（極少）含
有

2．黒褐色　ハードローム粒子（極少）含
有，砂質

3a．灰褐色　粘土ブロック（少）含有，
砂質

3b．灰褐色　粘土ブロック（多）含有，
砂質

－臨，4・灰褐色㌫ドロ‾ム粒子（少）含有
5．にぷい褐色　粘土，山砂のミキシン

L＝43．Om

L－　1iH l

‾l‾l＿、＿＿：＿＿磁＿l
10Cl一

グ土層
6．褐　色　焼土粒子（少）含有，砂質
7．灰褐色　ハードローム粒子（少）含有

灰層
8．暗褐色　焼土粒子，炭化粒子，砂粒

（多）含有
9．灰褐色　ハードロームブロック（少）

含有，粘土層

第36図　第13号住居址カマド実測図

第37図　第13号住居址出土遺物実測図

ブロックを少量含んでいる。カマドは北壁の中央から東よりに付設され，南西向きに構築されて

いる。規模は長径128cm，短径117cmで，北壁を77cm幅で，35cmほど掘り込んで煙道としている。

燃焼部は長径45cm，短径52cm，深さ19cmで円形に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの小石を

含む砂質粘土で築かれている。焚口部からはローム粒子の焼けたものを多量に出土している。

出土遺物は非常に少なく，南東部床面から土師器の杯（図37－1），床面直上から吼壷，婆などの

破片を出土している。須恵器はすべて破片である。その他　弥生式土器の長岡系に比定されると

思われる婆形土器の口緑弧胴部など数点を出土している。壁土の焼けたものと思われる焼土塊

を少量出土していることから，本址は火災に遭遇していると思われる。本址は，出土遺物等から
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真間期に比定される遺構と思われる。

第国号住居祉（図38・40（1）・（2））

本住居址は，調査区の北西部Al区e7，f6，f7，g6，g7，g8，h7に確認され

本址の南よりには東壁の…ん一一部を利用し，第15号住居祉が床面を22cmほど掘り込んですっぽりと複合

している。本址は第15号住居址より古い遺構である。南側5。Omには第17号住居址が検出されてい

6
、享－∴ゝ∴　0．

土層解説
′

；l‾1‾‾‾；1

1．黒視色　′ト‥lドt「一ノ、ブし「′ツ′．恒l上，焼土粒上
炭火粒f一を多量に含有し，しまりあり

2．褐　色．多選のローム粒戸を含有しヲ　粘性あり
3．　　　　　焼上

土層解説
A…A′

ま．極暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）炭化粒
子（極少）ハードロームブロック含有

2。黒褐色　rJ露－ム粒r（極少）焼土粒子（極少）炭化粒
子（極少）ハードロームブロック，含有

3」培褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）炭化粒子（極
少）ハードロームプロノク（極少）含有

4．極暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有，しまりあり

第38図　第14号・15号住居址実測図

園

l

「㌻

守

5．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少j炭化粒子
（極少）

6．褐　色　ロー－ム粒子（少）焼土粒子（極少）炭化粒f一
（極少）ソフトロームプロソク含有

7。明褐色　ハードロームブロック　焼土粒子（極少）
炭化粒子（極少）含有

8．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有

9．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有

10．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有

1L　明褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）ハードロ
ーム含有

12．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子
（極少）含有
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第39図（2）　第14号・15号住居址出土遺物実測図
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る。本址の主軸方向はN－24LWで，規模は長軸7．60m，短軸6．00m，面積34・3n自まどで長方形を呈

している。壁高は西側が高く，確認面から36cm～49CⅢ前後を測り，壁はほぼ垂直に立ち上がってい

る。床面は褐色で，第15号住居址の床面より22cmほど高く，残存部は平坦で硬い。ピットは21箇所確

認され，Pl～P3は主柱穴と考えられるが，南東部の主柱穴は検出できなかった。どの主柱穴

も長径が28cm，短径が27cm内外，深さ128cmと深く，鹿沼パミス層を貫いて掘られている。

ピッ ト番号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 者 ピ ッ ト番号 長径 cm 短 径 cm 深 さcm 備　 考

P l 28 27 11 0 主 柱穴 P 3 29 29 128 主柱穴

P 2 2 5 2 1 88 主 柱穴

覆土の状態は第15号住居址に切られているが，他は自然堆積の状態を示している。覆土の上層

は極暗褐色土でローム粒子，ハードロームブロック，焼土粒子を極少量含み，下層は暗褐色土で

一408－



ローム粒子を多量に，焼土粒子，炭化粒子をごく少量含んでいる。炉址は床面の中央部にあり，

第15号住居址に約半分ほど削除されているが，長径58cm前後でほぼ楕円形を呈していたものと思

われる。燃焼部はローム土が赤く焼け，焼土が多量に含まれていた。

出土遺物は弥生式土器の壷形土器目線部，頸部，胴部，底部などの破片数点で，底部には布目

庄痕がみられる。本址は弥生時代の長同系に比定される遺構と思われる。

第用号住居址（遥38・39‘「、2：）

本住居址は，調査区の北西部Al区f7，g7，g8に確認され，本址は第14号住居址の東壁

の一部を利用し，床面を22cmほど掘り下げて構築されており，第14号住居址より新しい遺構であ

る。南側5．0mには第17号住居址が検出されている。主軸方向はN－25LWで規模は長軸3．50m，短

軸3・30m，面積8。8Iがのほぼ正方形を呈している。北・西・南の残存壁高は22cmほどで，東壁は

約50cmであり，壁は垂直に立ち上がり，壁下にはカマドの部分をのぞき幅15cm，深さ8cm内外の

壁溝が廻っている。床面は黒褐色の貼り床で，硬く踏みかためられた状態を示しているが凸凹が

著しい。ピットは9箇所確認され，主柱穴はPl～P4，P5は出入口の施設に伴う柱穴と思わ

れる。貯蔵穴は有していない。

し＝43．0m

土層解説
a－a′・b－b′

1．暗褐色　ハードローム粒子沙）含有

2．灰褐色　粘土ブロック（多）含有，砂質の

土層

3．黒褐色　ハードロームブロック（少）焼土

粒子（極少）含有

4．黒褐色　ハードローム粒子（極少）含有

5．褐　色　粘土，山砂のミキシング土層

ー臨，　6．灰褐色　粘土，山砂のミキシング土層

7．黒褐色　粘土（少）含有，砂質の土層

8．褐　色　焼土粒子（少）砂質の土層

9．時赤褐色　焼土（少）含有，砂質の土層

10．褐　色　砂層

11．暗赤褐色　焼けた砂質の土層

12．時赤褐色　ハードロームブロック（少）含

有，砂質の土層

13．暗褐色　ハードローム粒子沙）含有，砂

質の土層

14．褐　色　ハードローム粒子（少）含有

…∵沙15．暗褐色ハードローム粒子沙）含有

第40回　第15号住居址カマド実測図
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ピット番号 長径 cm 短径cm 深さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径 cm 深さcm 備　 考

P l 16 14 ？ 主柱穴 P 3 18 16 25 主柱穴

P 2 17 14 ？ 主柱穴 ．P 4 16 15 16 主柱穴

覆土は8層からなり自然堆積の状態を示している。上層は極暗褐色土・黒褐色まで少量のロー

ム粒子，極少量の炭化粒子，焼土粒子とハードロームブロックを含み，中層は暗褐色土でローム

粒子と極少畳の焼土粒子，炭化粒子，ハードロームブロックを含み，下層は極暗褐色土でローム

粒子と極少量の焼土粒子と炭化粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央部に付設され，南東向き

に構築されている。規模は長径232cm，短径182cmで黒色土と小石混りの砂質粘土で築かれている。

燃焼部は長径60C乳　短径55cmで，40cmほど円形に掘りくぼめている。焚口部にはローム粒子の焼

けたものが多量に出土している。出土遣物は少なく，土師器を主とし須恵器が少量出土している。

須恵器は全て蓋や杯などの破片である。土師器の遺存状態の良好なものをあげると，東壁付近床

面直上から小型婆（図39（2トつ），西壁際床面直上から杯（図39（2ト2）出土している。他には婆，

椀（図39（2ト3），器台などの破片を数点出土している。また，鉄製品（図39（2ト4）を南西コー

ナー床面直上から出土している。

本址は，古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

第16号住居址（図41・42・43）

本住居址は，調査区の中央部Al区i9，i O，Bl区　a9，a Oに確認され，北西コー

ナーは第1号井戸に接し，南側3．0mには第18号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN－

10－Wで規模は長軸5．10m，短軸4．60m，面積20Iがほどの長方形を呈している。壁高は確認面か

ら38cm～45cmであり，壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁下には北壁を除き幅15cm，深さ13cm内外の

壁溝が廻っている。

床面は平坦で踏みかためられた状態を示している。ピットは6箇所確認され，主柱穴はPl～

P4，南壁付近のP5は出入ロの施設に伴う柱穴と思われる。カマド東側のP6は貯蔵穴とみられ，

規模は長径54cm，短径53甥深さ30cmほどで円形を呈している。本址はカマド付近から焼土を多量に出土し

ているので火災に遭い廃棄された後，ローム土で埋めもどされた可能性も考えられる。覆土は9

ピッ ト番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考 ピッ ト番号 長径 cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 30 25 55 主柱穴 P 4 30 24 55 主柱穴

P 2 36 31 50 主柱穴 P 6 54 53 30
I 貯蔵穴
（不整楕円形）

P 3 32 31 55 主柱穴
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土層解説
A－A′

1．暗褐色

2．暗褐色

3．褐　色

4．褐　色

ローム粒子，焼土粒子（極少）炭化粒子

（極少）含有
ローム粒子，焼士粒子（少）炭化粒子（少）

含有

ローム粒子，焼土粒子（多）炭化粒子（多）

炭化物，含有
ローム粒子，焼土粒子（少）炭化粒子（少）

サラサラしている，ハードロームブロッ

ク（少）含有

8

L＝43．0m

5．明褐色　ローーム粒子（多）焼土粒子，炭化粒子，ハ

ードロームブロック（多）含有，ロームで

うめた感じ

6．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）炭化粒子

（多）含有
7．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化粒子

（多）含有

8．褐　色　ローム粒子（多）焼土粒子，炭化粒子，ハ
ードロームブロック（少）含有

9．明褐色　ローム粒子（多）焼土粒子，ハードローム

ブロック（多）含有

第射図　第16号住居址実測図
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第42図　第16号住居址カマド実測図

「＿　ニーこ畢rr」

土層解説
a－a′・b－b′

1．哺褐色　ローム粒子（少）焼土粒召多）砂粒（多）
粘土（多）含有

2．暗褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（多）焼、士粒子
（特多）砂粒（特多）粘土（多）含有

3．哺褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（少）焼土粒子
（特多）砂粒（多）含有，焼土を主体

4．哺褐色　ローム粒子（極少）炭化粒「（多）焼土粒子
（多）砂粒（持多）粘土（少）含有

5．暗褐色　ローれム粒子（極少）炭化粒「（少）焼土粒j′A
（少）砂粒（持多）含有

6．暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒F（多）焼土粒子
（多）砂粒（特多）含有

7．哺褐色　炭化粒子（少）焼土粒子（持多）砂粒（特多）
含有

＿＿ぬ，　8．黒褐色　ローム粒f・（特多）炭化粒「（多）焼土粒子
（少）砂粒（持多）含有

9．暗褐色　ローム粒子（極少）炭化粒子（少）焼土粒子
（少）砂粒（特多）含有

10．黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子（特多）焼士粒子・
（多）砂粒（特多）含有

11．黒褐色　ローム粒子（多）炭化粒子（極少）焼土粒J’一
（少）砂粒（少）含有

第43図　第16号住居址出土遺物実測図
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層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土でローム粒子，焼土粒子，炭化粒子

を含み，下層は褐色土でローム粒子，焼土粒子，炭化粒子，炭化物を含んでいる。

カマドは北壁の中央部に付設され，南向きに構築されている。規模は長径125cm，短径88cmで

北壁を83C融昌で，54cmほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径71cm，短径50C払深さ8cmほど

掘りくぼめている。袖部は黒色土と小石混りの粘土で築かれている。出土遺物は，土師器が主で

須恵器は全て杯などの破片や細片のみである。遣存状態の良好な土師器をあげると，カマド内よ

り婆片（図43－2），南西壁附近床面直上より婆（図43－1主北東コーナー床面や床面直上から杯

4個（図43－4e7），内黒の杯2個（図43－5・6）と，南東コーナー床面直上から坪（図43－8）

のほかに婆と杯（図43－3）などの破片を多数を出土している。その他，クルミと思われる炭化物

と鉄浮，軽石などと弥生式土器の十王台式より古い型式の土器片数点が出土し，底部には布目庄

痕がみられる。本址は，出土遺物等から異聞期に比定される遺構と思われる。

第17号住居址（図44・45・46）

本住居址は，調査区の中央部Al区i7，i8，j7，j8に確認され，東側は溝状遺構に切

られており，本址は溝状遺構より古い遺構である。南側5．0mには第14号住居址が，北側7。Omに

は第19号住居址が検出されている。本址の主軸方向はN…6㌧Eでタ　規模は長軸4．15m，推定短

L＝43．0m
1　M

第舶図　第膵号住居址カマド実測図

－413－

土層解説
a一一・a′・b－b′

上暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
2．黄褐色　LJ」砂主体，ハードローム粒

子（少）焼土粒子含有
3．明黄褐色　山砂と粘土のミキシング

土層

4．褐　色　ハードローム粒子（多）含有
5．褐　色　ハードローム粒子（少）含有

砂質の土層
6．にぷい褐色　焼土（少）含有，山砂と

粘土のミキシング土層
7．黄褐色　山砂（少）含有，粘土層

8．褐　色　ハードロームブロック（多）
ゴツゴツしている

9．暗褐色　焼けたハードローム層



L＝43．0m
2

第45図　第17号住居址・第1号井戸状遺構実測図

～礫

土層解説
1暗褐色　ローム粒イ・（少）焼土粒子（極少）

炭化粒イー（極少）含有
2．褐　色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）炭

化粒子（極少）含有
3　暗褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（少）

炭化粒子一（極少）含有
4．鴎褐色　ローム粒子（多）焼土粒チ（極少）

炭化粒子（極少）含有
5　褐　色　ローム粒イー（多）焼土粒f－（極少）

炭化粒f・（極少）ハートロームプ
ロ　ノク（少）含有

6冊色蒜霊完讐孟誓霊詑票よ
7　褐　色　ローーム粒子（多）焼土粒f－（少）炭

化粒f－（極少）「1色粘土（少）含有

土層解説
一躍　B－B′

1．黒褐色　ローム粒子，炭化粒（微）
2．黒褐色　ローム粒子（多）砂（少）炭化粒，

焼土粒子（微）
2a．黒褐色　ローム粒子，砂（多）炭化粒（微）
3．黒褐色　ローム粒子，ロームプロノク，

炭化粒（少）
4．極暗色　ローム粒子，ロームプロノグ

（多）焼土粒子，炭化材（微）
5．暗褐色　ローム粒子（多）
6．黒褐色　ローム粒子（多）炭化材（微）
7．褐　色　ロームプロノク，さらさらして

いる
8．黒　色　ローム粒子，プロノク，鹿沼パ

ミスを含む
9．褐　色　ロームブロック，鹿沼パミスを

多く含む
10．黒褐色　鹿沼パミスを多く含む
11．明褐色

軸4．0m，推定面積15。01rガを測り，ほぼ隅丸正方形を呈している。　　東側の床と壁は溝状遺

構に切られ確認することができない。壁高は確認面から37cm～64cmを測り，壁は西側が高く，

ほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には東部を除き幅18cm，深さ5cm内外の壁溝を有している。

ピットは5箇所確認され，主柱穴はPl～P4と考えられる。貯蔵穴は有していない。覆土は

7層からなり，自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土でローム粒子，焼土粒子，炭化粒

子を含み，下層は褐色土で，多量のローム粒子，ハードロームブロック，焼土粒子，炭化粒子を

含んでいる。カマドは北壁の中央付近に付設され，南向きに構築されている。　　　　　　規模

ピッ ト番号 、長径cm 短径 cm 深 さcm 備　 考 ピッ ト番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 46 37 49 主柱穴 P 3 62 50 61 主柱穴

P 2 50 35 51 主柱穴 P 4 55 52 60 主柱穴

ー414－
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第46図　第17号住居址出土遣物実測図
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は長径133cm，短径98cmであり，北壁を68cm幅で，32cm掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径

36cm，短径33cm，深さ16cmほど円形に掘りくぼめている。袖部は黒色土と小石混りの白色粘土で

築かれている。

燃焼部からは粘土の焼けたものが出土し，焚口部よりは土師器片数点出土している。出土遣物

は土師器が主で須恵器は序等の破片を数点出土している　土師器は序を主体に，カマド内から婆

片誹（図46－5）鉢（図46－2）と中央部床面やその直上から杯8個（図46－4e6088鉦12・

14・17・20），北東コーナーPl付近床面直上から序2個（図46－7・15），要目縁部北西コーナー

Pl付近床面直上から膵3個（図46－9e18），他に球3個体分（図46－10016e19）出土してい

る。その他，砥石5片と弥生式土器の十王台式土器より古い型式の破片を数点出土している。療土

中に壁土の焼けたものが少量出土しているとこれから，本址は火災に遭遇している可能性が考え

られる。本址は古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

第柑号住居址（図47048049）

本住居址は言調査区の中央部Bl区a9，aO，b9，b O，C O，B2区a鼠，b鼠，C且に

確認され，西側3。5mには第19号住居址と第20号住居址が検出されている。主軸方向はN－2L

Wで，規模は長軸5。75m，短軸5．60m，面積は25。2m2ほどで隅丸正方形を呈している。壁高は確

［還一
間

第47図　第18号住居址カマド実測図
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土層解説
a－a′・b－b′

上暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
2．褐　色　山砂（少）含有
3．褐　色　ハードローム粒子（極少）含

有
4．褐　色　ハードローム粒子（少）含有

砂質
5．褐　色　山砂層
6．にぷい褐色　砂と粘土のミキシング

土層
7．暗赤褐色　焼土粒子（多）含有，砂質

の土層
8．明褐色　加熱を受けたハードローム
9．褐　色　粘土粒子（少）含有，砂質の

土層
10．褐　色　砂層，焼砂（少）含有
11．にぷい褐色　焼土粒子（少）含有，砂

質の上層
12．暗赤褐色　焼土プロノク（多）含有，

砂質の士層
13．暗褐色　焼土ブロック（少）ハードロ

ーム粒子（少）含有，砂質土
層
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土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子（少）焼土粒子含有　　　　　　　　5．褐　色　ローム粒子（多）ロームプロノク（少）含有
2．褐　色　ローム粒子（少）焼土粒子（少）含有　　　　　　　　　　　　サラサラしている
3．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブロック　　　6．黒褐色　ローム粒子（少）焼土（少）ローム粒子（少）

（少）含有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含有
4．褐　色　ローム粒子（多）含有，サラサラしている　　7．褐　色　ローム粒子（多）ロームブロック（少）含有

第48図　第18号住居址実測図

認面から20cm～50cmを測り，東の谷間に向って土が流出したためか南東部の壁が低く軟らかい。

壁はほぼ垂直に立ちあがっている。壁下にはカマドの部分をのぞき幅17cm，深さ5cm内外の壁溝

ピ ッ ト番 号 長 径cm 短径 cm 深 さcm
l

備　 考 ピ ッ ト番 号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 45 4 2 60 主柱穴 P 3 55 35 60
l

主柱 穴

P 2 35 25 60 主柱 穴

i
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第49回　第18号住居址出土遺物実測図
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が廻っている。

床面は暗褐色を呈し，西半分は硬く，東半分は軟らかく貼り床となっている。ピットは7個所

確認されPl～P4は主柱穴と考えられ，P5は出入口の施設に伴う柱穴と思われる。覆土は8

層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土e褐色までローム粒子少亀焼土粒子

を含み∴下層は褐色までローム粒子，ハードロームブロックを少量含んでいる。

カマドは北壁の中央部に付設され南南東向きに構築されている。規模は長径150C恥短径90cmほ

どで北壁を74cm幅で，40cmほど掘り込み煙道としている。燃焼部は長径51cm，短径47cmで床を円

形に深さ1・6cmほど掘り窪めている。袖部は白色粘土に小石を混ぜて築かれている。出土遣物は

土師器が中心で須恵器は球などの破片を極少童出土している。完存率の良好な土師器をあげると，

南東コーナーP2付近床面から杯（図49－7㌦北西コーナーPl付近床面直上から杯2個（図

49－5・6上　中央部から婆片（図49－1主　力マド内から婆（49－2上　狛欄49－13上

支脚（図49－12），杯6個（図49－3e4・8e9・10），南西部床面直上から手捏土器が出土

している。他に婆減支脚などの破片を多数出土している。さらに床面から有孔の砥石（図姓」時

弥生式土器片で，十王台式土器より古い型式の頸乳胴部，底部などを数点出土している。底部

には木葉痕がみられる。本址は古墳時代鬼高期に比定される遺構と思われる。

第柑号住居址（属鯛◎紺

本住居址は，調査区の中ほどBl区a7，a8，b7，b8に確認され，南部は第20号住居址

と複合している。東側3・5mには第18号住居址が検出されている〇本址の主軸方向はN－87LE，

規模は推定で長軸4・15町短軸3・65m，面積13・6m2ほどで長方形を呈している。壁高は確認面か

ら12cm～22cmを測り，西壁が高く北壁はあまりはっきりとした壁でなく軟らかい，北壁にそっ

て2mほどロームまで埋めもどされていた。また北壁の中央部は半円形にはりだしている。壁

下には東壁と北壁に幅15cm言采さ8cmの壁溝を有している。

ピットは2個所だけ確認され，北壁付近中ほどのP2ほ貯蔵穴と思われ，規模は長径62cm，短

径45cm言采さ15cmを測る。床面は暗褐色土を皇し平坦で，カマド付近は軟らかく凸凹がある。覆

土は3層からなり，第20号住居址の構築時にローム土で埋めもどされたと思われる。上層は暗褐

色土でローム粒子，ロームブロックを多量に含み，焼土粒子を含んでいるためポロポロしている。

下層は褐色までローム粒子を多量に含んでいる○カマドは東壁に付設され，西南西向きに構築さ

れている。第20号住居址によって約半分ほど切られ，焚口部と思われるところから焼土を多量に

－419－
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土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含
有

2．暗褐色　ローム粒子（多）ハードロームプ
ロノク含有

3．褐　色　ローム粒子（多）ハードロームブ
ロック（極少）粘土粒子含有

4．黒褐色　ローム粒子含有
5．黒褐色　ローム粒（多）含有
6．褐　色　ローム粒子（多）ロームプロノク

含有
7．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子含有
8．褐　色　ローム粒子，焼土粒子，砂，白

色粘土含有

9．褐　色　ローム粒子，ロームブロック含
有

10．暗褐色　ローム粒子，ロームプロノク，
焼土粒子含有

11．褐　色　ローム粒子（多）含有

土層解説
B－B′

1．暗褐色　ローム粒子，焼土粒子（極少）含有
2．暗褐色　ローム粒子（多）ハードロームブロック含有
3．明褐色　ローム粒子含有
4．褐　色　ローム粒子（多）含有
5．黒褐色　ハードロームブロック（少）含有
6．褐　色　ローム粒子，ロームブロック，炭化物含有
7．暗褐色　ローム粒子含有

第50図　第19号・第20号住居址実測図
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出土している。袖部は黒色土混りの砂質粘土で築かれている。出土遺物は少なく土師器が中心で，

須恵器は，儀と少量の破片が出土している。土師器の完存率の良好なものをあげると，カマド内

から小型婆片（図51－1）と稀（図51－2・3），南西コーナー床面から鉢（図51－4），他に，婆。

棒などの破片を少量出土している。さらに鉄澤を覆土から出土している。

本址は出土遺物等から其間期に比定される遺構と思われる。

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾＿「「＿

N

I

‾ll退去ll：

第51図　第19号住居地出土遺物実測図

第20号住居址（図50・5卜52・53）

本住居址は，調査区の中央部Bl区b7，b8，b9，C7，C8，C9，に確認され，東側約3．0m

には第18号住居址が，南側1。5mには第21号住居址が検出されている。本址は，等19号住居址の南

部の床面を約30cmほど掘り下げて構築されている。主軸方向はN－15LWで，規模は長軸4・65m，
む　　　　．．　　　　　　　　　p

ーb，

第52図　第20号住居址カマド実測図
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土層解説
a－a′・b－b′

上　褐　色　焼土粒子（極少）含有，砂質
の土層

2．黒褐色　ハードローム粒子（少）含有
3．褐　色　ハードローム粒子（少）含有
4．褐　色　焼土粒子（極少）含有，砂質

の土層
5．褐　色　ハードローム粒子（少）焼土

粒子（極少）含有，砂質
6．暗褐色　炭化粒子（少）含有
7．暗褐色　焼土粒子（多）含有，砂質土

層

8．褐　色　灰塊（少）含有，砂質土層
9．にぷい褐色　焼土粒子（極少）含有，

砂質土層
10．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
11．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
12．暗赤褐色　ハードローム（少）含有，

焼土
13．暗赤褐色　焼土含有，砂質土層
14．暗赤褐色　焼土主体，灰（少）含有
15．暗褐色　焼土（少）含有，砂質土層
16．暗赤褐色　炭化物（少）焼土含有，砂

質土層
17．暗赤褐色　焼土（少）含有，砂層



瑚離。狛m，面積17。0汀f内外で，ほぼ正方形を呈している。確認壁高は西側が高く40cm～48cmで壁

は垂直に立ちあがっている。璧下にはカマドの部分を除き幅15C恥深さ5cm内外の壁樺が廻っている。

床面は暗褐色土を呈し硬く東に傾斜している。ピットは5個所確認されPl～P4は主柱穴と

l
ソト番㌶つ 長径cm　煩 翫mi

－十ルハ”サ′”〃一一一ルuPPノAW…′ムーFV一一■…I

量‾う1　 ［　34 ；　33
I

深 さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径cm 深さcm 備　 考

43
I 主柱穴

P 3 38 27 30 主柱穴

宕㌻ 一丁 一…〃二 ＋ 二

三39 i 29
40

l
主柱穴 P 4 30 25 38 主柱穴

考えられるが，P5は出入口の施設に伴う柱穴と思われる。貯蔵穴は有していか）。覆土は9層

からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で極少量のローム粒子，焼土粒子を含み，

中層は暗褐色士で多量のローム粒子，ハードロームブロックを含み下層は褐色土で多量のローム

粒ら　極少量のハ一つドロームブロックと焼土粒子を含んでいる○

ヵマドは北壁の中央部に付設され南東向きに構築されている。規模は長径122C恥短径95cmほどで，

北壁を77cm幅で，37cmほど掘り込み煙道としている○燃焼部は長径42cm，短径95cmほどの円形状を呈し

約8甜ほど床を掘り窪めている。袖部は黒色土と小石混りの白色粘土で築かれている。燃焼部よ

「‾‾｝丁
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第53回　第20号住居址出土遺物実測図
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り土不が出土している。出土遣物は土師器と須恵器が其伴して出土している。土師器の完成率の良

好なものをあげると，北東コーナーP2付近床面直上から序（図53－1・2e4），他に婆，内

窯の埠などの破片を少量出土している。須恵器は中央部床面直上から蓋（図53－6）と稀などの

破片を少量出土している。その他，覆土から鉄浮，砥石（図53－－7主　台付婆片（図53－5）を

出土している。本址は出土遣物等から考えて異聞期に比定される遺構と思われる。

第別号住居址（図錮～56）

本住居址は，調査区の中央部Bl区d8，d9，e8，e9に確認され，北側1。5mには第20

号住居址が，南西1。5mには第1号井戸状遺構が検出されている。本址の主軸方向はN－2L

Eで，規模は長軸4。70m，短軸4．50m，面積16。0扉程でほぼ正方形を呈している。壁高は北側が高

く43cm～54cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には幅17cm言深さ7cm内外のU字形をし

た壁溝がカマドを除き廻っている。床面は平坦で暗褐色土を呈し硬く踏み固められた状態を示し

ている。

ピットは5個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられ，P5は出入口の施設に伴う柱穴と思

われる。貯蔵穴は有していない。覆土は12層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐

色まで多量のローム粒子と焼土粒子を含み，下層は褐色まで多量のローム粒子了、－ドロームブロッ

クを含んでいる0カマドは北壁中央部に付設され，　ほぼ南向きに構築されている。規模は長径

む

一b，

第54図　第21号住居址カマド実測図
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土層解説
a－a′・b…b′

1．褐　色　ハードローム粒召少）含有，紗

質上層

2．にぷい褐色　粘土f：体，焼土粒自少）含

有

3．褐　色　粘土（少）合札　砂質土層

4．暗褐色　焼土粒子（少）粘hi二粒イー含有，紗
質上層

5．時赤褐色　焼土粒W召多）含有，庚層

6．暗褐色　焼土（少）炭化粒子含有，尿層

7．にぷい赤褐色　粘土フロノク（少）含有，
庚層

8．褐　色　焼土粒自少）バーードローム粒子
（極少）

9．褐　色　焼土粒子（少）

10．暗褐色　ハートローム粒召少）含有

11．褐　色　焼ま（少）含有，灰層
12．灰褐色　庚層

13．にぷい褐色　焼土粒召多）含有，庚層
14．晴赤褐色　焼土（少）焼けたハ…トロ一一ム

フロノク含有，灰層

15．時赤褐色　焼土粒子（少j含有，庚層

16．にぷい赤褐色　焼土粒f－（少）含有

17．にぷい赤褐色　焼土粒一子（多）含有，伏層
18．明褐灰色　粘土層

19．暗褐色　粘土粒子・（少）含有，砂質土層

20．灰褐色　粘土プロノク（多）上層

21．褐　色　粘土プロノク（少）含有



当

土層解説
A－A′

1．暗褐色　ローム粒子を含有し，締りをおびている

2．暗褐色　多量のローム粒子，焼土粒子を含み締り

をおびている

3．極暗褐色　多量のローム粒子，少量の焼土粒子を

含み，締りない

4．褐　色　多量の炭化粒子，ローム粒子，焼土粒子

を含む，ザラザラしている

5．暗褐色　多量のローム粒子，焼土粒子を含み，締

りをおびている

6．明褐色　多量のローム粒子，少量の焼土粒子を含

み，ザラザラしている

7．褐　色　多量のローム粒子，少量の焼土粒子を含

み，締りをおびている

8．暗褐色　少量のローム粒子，焼土粒子を含み，締

りをおびている

9．明褐色　多量のローム粒子，ハードロームブロッ

クを含み粘性をおびている

10．灰褐色　白色粘土を含み，締りあり

11．明褐色　多量のローム粒子を含み，締りをおびて

いる

第55図　第21号住居址実測図
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ピット番号 長径cm 短径cm 深さcm 備　 考
i

ピット番号
墾 C互 垂 m 深さ。m i 備　 考

P l 19 16 37 主柱穴 P 3 16　　　 15 52　　　 主柱穴

P 2 25
l

19 45 主柱穴 P 4 ！ 22 i 21 47 i 主柱穴

121cm，短径120cmほどで，北壁を114cmの幅で，56cmほど掘り込み煙道としている。燃焼部は
！

長径56cm，短径59cmほどの円形状を皇し約6cmほど掘り窪めている。袖部は自色粘土に小石をま

ぜて築かれている。

出土遺物は土師器が主で，須恵器は床面直上から楷目刺突文のある甑の残欠と，他に破片少量を

出土している。土師器の完存率の良好なものをあげると，北東コーナー床面直上から婆（図56－1

主東壁付近から瑳2個（図56－3・4），南西コーナー床面直上から稀（図56－2）と，他に

婆，坪，壷など破片を数点出土している。その他，土製紡錘車（図57－5）を覆土中から出土し

ている。本址は出土遺物等から考えて其問期に比定される遺構と思われる。

［二二二二空1讐二二二二二二二二∃

第56図　第21号住居址出土遺物実測図

第22号住居址（図57058059日吊日

本住居址は，調査区の車ほどBl区r9，f O，g9，gOに確認され南西4・Omには第23号

住居址が，3。Omには第1号掘立柱建築址が確認されている。本址の主軸方向はN－4LWで，

規模は長軸4。00m，短軸3。85町面積11．7m2で，ほぼ正方形を呈している。壁高は41cm～55cm前後

で壁は西側が高くほぼ垂直に立ち上がっている。壁下には幅15cm言采さ10cm内外の壁溝がカマド

と西壁一部を除いて廻っている。床面は平坦で暗褐色土を皇し，硬く踏み固められた状態を示して

いる。

ピットは12個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられる。P5は出入口の施設に伴う柱穴と思わ
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深さcm 備　 考 ピット番号 長径cm 短径cm
！
深 さcm ◎備　 考

i一一一′ルル一一一”－ム一・一芸∴ 「 訂 ：
40 主柱穴 P 3 35 27 24 主柱穴

43 主柱穴 P 4 24 20 74 主柱穴

れる。貯蔵穴は有していない。覆土は且0層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色

まで比較的多量のハードロームブロックを含み，下層は褐色土で，ハードロームブロックを含ん

でいる。カマドは北壁の中央に付設され南南東向きに構築されている。規模は長径105cm，短径100

淵ほどで9　北壁を66cmの幅で25cmほど掘り込み煙道部としている。燃焼部は長径35cm，短径34cm

ほどの円形に撮り窪めている。

O　　　　、

」…」つ
i

〕　風～

「

U
q

凸　　　　　　　　　　　凸

0

第57図　第22号住居地実測図
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土層解説
A－A′

暗褐色　ハードローーム粒子沙）含有
極暗褐色　ハードローム粒子（多）含有

a・暗褐色　ノトドローム粒子（多）含有

1

8’　2

3

3b・暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
4・褐　色　ハードローム粒子沙）含有
5・褐　色　ハードロームブロック（多）含有



－b，

土層解説
a－a′・b－b′

上褐　色　ノトドローム粒子（少）含有，砂
質土層

2・暗褐色　粘土粒子（少）含有，砂質土層
3・褐　色　ハードローム粒子（極少）含有
4・褐　色　ハードロームブロック（少）含有
5・にぷい褐色　ハードローム粒子（少）含有

山砂と粘土のミキシング土

6・にぷい赤褐色　焼土粒子（少）粘土粒子含
有，砂質のま層

7・褐　色　炭化粒子（少）焼土粒子合札砂
質土層

8・褐　色　焼土粒子（少）ハードローム粒子
含有

9・にぷい赤褐色　焼士ブロック沙）合札
灰層

10・褐　色　焼土粒子（少）含有

11・にぷい黄橙色　粘土ブロック主体土層

第58図　第22号住居址カマ拒、実測図

袖部は白色粘土に小石をまぜて築かれている。出土遺物は須恵器を中心に，土師器が其伴して出

土している。カマド付近から中央部にかけての覆土中から土師器・須恵器の破片を多量に出土し

ているので，本址が破棄された後，遺物が投げこまれたのではないかと思われる。完存率の良好

須恵器をあげると，中央部覆土中から高台付棒（図59－4）藩面直上から飯片（図59－3）言不

（図59－6），南東コーナー床面直上から高台付球（図59～5）稀（図59－14），北壁中央付近床面直上から棒

（図59－軌南東部覆土中から盤（図59一路，他に乳壷（図59－1e2），盤（図59－7）など

の破片を多数出土している。土師器は北西部床面直上から小型婆2個体分（図59－8e9）9東壁

付近床面直上から婆片（図59－10），他に，婆，略儀などの細片を多数出土している。その他砥

石3片と弥生式土器の十王台式土器より古い型式と思われる婆形土器などの破片を数点出土し9

底部には布目庄痕がみられる。本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第23号住屈址（図6006巨62）

本住居址は，調査区の中央部Bl区g79　g8，h7，h8に確認され，北東4血には第22

号住居軋北側2・Omには第1号掘立柱建築址が，検出されている。本址の主軸方向はN－6L

Wで，規模は長軸4e45m，短軸4・30m，面積13e2mつまどでほぼ正方形を呈している。壁高は49cm～

62cmほどで，壁は西側が高くほぼ垂直に立ちあがり腰下には幅は5cm，深さ10cm内外の壁溝がカマ

ドの部分を除き廻っている。床面は平坦で褐色を呈し，北西コーナー部が貼り床となっている。
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第59図（1）第22号住居址出土遺物実測図
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第59図（2）第22号住居址出土遺物実測図
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ピット番号 長径cm 短径cIn 深さcm 備　 考
；i
ピット番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 70 50 十 28 主柱穴 P 3
l

15 15 36 主柱穴

P 2 34 27

！

37 主柱穴
i

P 4 25 25 17 主柱穴

ピットは12個所確認されPl～P4は主柱穴と思われるo P5は出入口の施設に伴う柱穴と思

ゎれる。貯蔵穴は有していない。覆土は7層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐

色土で少量のローム粒子を含みゃ中層は褐色土で多量のローム粒子，少量のハードロームブロック9

極少量の炭化粒子を含む，下層は暗褐色土で多量のローム粒子，極少量の焼土粒子，炭化粒子を含ん

〕
‾l二「、

士層解説
A－A′

1．暗褐色
2．褐　色

3．暗褐色

4．暗褐色

5。暗褐色

6∴暗褐色

7．明褐色

m

∴」

弓

一二一＼l

j

m

lコ

j

l

tコ

ローム粒子（少）含有
ロトム粒子（多）ハードロームプロ、ノ
ク（少）炭化粒子（極少）含有
ローム粒子（多）焼土粒子，炭化粒子

（極少）含有
ローム粒子（多）焼土粒子，炭化粒子

（極少）含有
ローム粒子（多）焼土粒子（少）炭化粒
子（極少）含有
ローム粒子（多）焼土粒子（少）炭化粒
子（極少）ハードロームブロック含有
ローム粒子（多）焼土粒子（極少）炭化
粒子（極少）含有

N

i

B

第60図　第23号住居址実測図
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フ二二三三二嘉二『二、・一、6－、十14
1　2　　10

第馴図　第調号住居址カマ、実測図

し＝42．5m

』二二＝曇聖聖二二＝＝＝∃

士層解説
a－a′・b－b′

「∴暗褐色　ハードローム粒子（多）含有
2．暗褐色　ハードロームブロック（多）含有
3．褐　色　粘土（少）ハードロームブロック

含有
4．灰褐色　粘土日本，ハードロームプロノ

ク（少）含有
b．暗褐色　焼土粒子（少）含有
6．暗褐色　粘土粒自少）含有，砂質
7．暗褐色　ハードローム粒自少）含有，砂

質

8．褐　色　粘土粒f一（少）炭化粒fぁ含有
9．褐　色　ハードローム粒自少）含有

10．灰褐色　粘土層
lL灰褐色　焼土粒子（少）含有，庚層

12．黒褐色　炭化粒一召少）焼土粒√一含有，庚
層

13．にぷい褐色　ハードローーム粒召少）含有
尿層

14．暗褐色　ローム粒f一（多）炭化粒自少）含
有

でいる。カマドは北壁の中央に付設され，規模は長

径140cm，短径100cnlほどで北壁を105cm幅で，47cm

ほど掘り込み煙道部としている。燃焼部は長径57恥

短径56cmほどの円形状に掘り窪めている。袖部は

黒色土混りの砂質粘土でカマドはほぼ南東向きに

構築されている。出土遺物は土師器と須恵器を其

伴しているがどちらも出土量は少ない。土師器は

内黒の鉢（図62－1）を床面直上から，他には調

などの破片を数点出土している。須恵器は蓋をど

の破片を数点出土している。

本址の時期を決定しうるにたる遺物の出土は少

郎2図第23号住居址出土遺物実測図　をしげ，ほぼ異聞期に比定される遺構と思われる。

第錮号住居址（図6　◎錮）

本住居址は，調査区の西側中ほどのBl区e4，e5，r4，f、5，r6，g4，g5，

－431－
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＿C，土層解説

「

A－Å′

1．暗褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（少）含有
2．褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）ハード

ロームブロック（極少1含有

3．明褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）含有，
サラサラしている

第閑図　第錮号住居址実測図

g6に確認され，北側約3・Omには第2号円形周溝遺構が東側5・O

mには第1号掘立柱遺構が，南東5・Omには第23号住居址が検

出されている○　主軸方向はN－5LEで規模は長径5蘭m，

短径5。25m，面積26。緑を側り長方形を呈している。壁は軟か

くはっきりとしか、。壁高は15cm～20cm内外
l二二二＝彗讐二二二二∃

第錮図　第鴫住居址出土遺物実測図

i
ピット番号 l 長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

l ピット番号
長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P 1　　　　 25　　　 23　　　 23

P 2　　　　 25　　　 23　　　 35

主柱穴　　　 P 3 30 30 2．2 主柱穴

主柱穴　　　 P 4 28 】 26 39 主柱穴
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で，壁溝は有していか、。床面は平坦で褐色のローム土であるが軟らかくはっきりとしかう。

ピットは13個所確認されPl～P4は主柱穴と考えられるo P5は出入日の施設に伴う

柱穴と思われる。貯蔵穴は有していない。覆土は3層からなり自然堆積の状態を示している。

上層は暗褐色土で極少量のローム粒子，少量の焼土粒子を含み，下層は褐色まで多量のロ

ーム粒子，極少量のハードロームブロックを含んでいる。北壁際中ほどに，カマドの廃棄さ

れたものと思われるローム土と白色粘土の焼けたものと砂混じりの，ものを検出した。出

土遺物は，南東コーナー床面直上から土師器の柑（図64－1）を出土し，他に乳棒等の

破片を少量出土している。須恵器は破片を数点出土しているのみで，その他の出土遺物は

弥生式土器片数点と鉄棒を少量出土している。本址の時期を決定するには出土遺物が少な

く，廃棄された遺構と思われるが，ほぼ五領期の範噂に入るものと思われる。

第25号住居址（図65◎66）

本住居址は，調査区の東部地区南より，Bl勘15，i16，j5言6に確認され，北

東約3mには第23号住居址が，南側5e2mには第26号住居址が検出されている。主軸方向

はN－3LEで，規模は長軸3e95m，短径3。75m，面積10。6m2を測り言まば隅丸正方形を呈し

ている。壁は北側が高く南が低くなっており，壁高は37cm～51cm内外で壁下には幅11cm，

Q　　　　　　　　　凸

－A，

第65図　第25号住居址実測図

一433一

土層解説
A－A′

】・黒　色　ローム粒子，焼土粒幸極少）含有

2　黒褐色　ローム粒戸，焼土粒子絹針の含有
3・極暗褐色　ロ…ムフロノク（多）焼」二粒f－，射ヒ粒

召極少）含有
4・黒褐色　ロ…ム粒子（鋸含有

5・黒褐色　ローム粒子，ロームフロノク移）
焼ま粒子含有

6・暗褐色　ローム粒子，焼士紅fイ多檎有

土層解説
a－a′

1暗褐色　焼土粒子沙）含有
2・暗赤褐色　焼土主体上層

3・褐　色　焼土粒子は中計札サラサラしている
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第66図　第25号住居址出土遺物実測図

深さ5cm内外の壁溝が北東・南西コーナーを除き廻っている。床面は軟らかく，褐色を呈し東に

傾斜している。ピットは5個所確認されたが主柱穴と考えられるものは床面上には検出できなか

った。第26号住居址・第28号住居址と同じように外部施設として主柱穴を有しているものと思わ

れる。南西コーナーP5は貯蔵穴と思われ，規模は長径74cm，短径55cm，深さ30cmを測る不整

ピ ッ ト番 号 長 径cm 短 径cm 深 さcm 備　 考 ピ ッ ト番 号 長径 cm 短径 cm 深 さcm 備　 考

P 5 74 55 3 0
貯 蔵穴

（不整楕円形）

槽円形状を呈している。覆土は6層からをり自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色土でロ

ーム粒子，極少量の焼土粒子を含有し，下層は極暗褐色土で多量のロームブロック，焼土粒子，

炭化粒子を含有している。炉址は中央よりやや北側に有しており，規模は長径120cm，短径108

cmでほぼ円形を呈し，焼成部は約7cmほど掘り窪めており，焼土が充満していた。出土遺物は土

師器が主で，南壁付近床面直上から小型要（図66－4），南西コーナー床面直上から小型聾（図

66－1），柑（66－5），西壁付近床面直上から小型璽（66－2）炉址付近直上より器台（図66

－3）を出土している。その他有孔の砥石1片（図66－6）と粘土を多量に出土している。本址

は古墳時代の五領期に比定される遺跡と　思われる。

第26号住居址（図67・68・69）

本住居址は，調査区の南部西寄りのBl区j6，j7，Cl区a6，a7に確認され，西側
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約3・Omには第27号住居址が，北側約5・2mには第25号住居址が涌東2・5mには第28号住居址が検出

されている。主軸方向はN－00で，規模は長軸3・70m，短軸3・20m，面積10・6前程で隅丸長方形を呈

している。壁は北側が高く南側が低くなっている。壁高は約43cm～60cm内外で壁は垂直に立ち上

がっている。壁溝は有していか。床面は褐色を乱，緩やかに南に傾斜している。ピットは床面

からは検出されなかったが，住居址の施設外に13個所検出している。煙道部の両脇には，2個所

の柱穴を有している。貯蔵穴は有していか。覆土は9層からなり自然堆積の状態を示している。

上層は暗褐色まで少量のハードロームブロックを含み，中層は褐色土e暗褐色まで多量のハード

ロームブロック，黒色土を含み，下層は褐色までハードローム粒子を含んでいる。

カマドは北壁の中央に付設され，規模は長径117m，短径90cmほどで北壁を85cm幅で，38cmほど

◎

◎

◎
A一一

∴′；

三　　　二

◎

顧

j

、‘⊃

乾

‾田’土層解説
A－A′

第67遡　第26号住居址実測図

－435－

上暗褐色　ハードローム粒子沙）含有

2・褐色ノトドロームブロック移）含有

3・黒色　ハードロームブロック沙）含有

4・暗褐色ハードロームブロック沙）含有

5・褐色　ハードローム粒子（少）含有

6・暗褐色　ハ一一ドローム粒子沙）含有

7・暗褐色ノトドロームブロック沙）含有
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土層解説
a．一一∵a　′　b－b　′

1．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有

2．褐　色　ハードローム粒子（少）粘土
粒子含有砂質

－ぬ’　3．灰褐色　粘土主体土層，砂賀
4．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
5．褐　色　粘土（少）焼土粒子含有
6．暗褐色　粘土（少）ハードロームブロ

ック含有
7．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
8．時赤褐色　焼土（少）含有，砂質
9．明褐色　加熱を受けたハードローム
10．褐　色　ハードロームブロック（少）

含有
11．褐　色　粘土ブロック（少）含有砂質

土層
－ぬ’12．暗褐色　焼土粒子（多）炭化粒子含有

第68回　第26号住居址カマト、実測図

第69図　第26号住居址出土遣物実測図

ピッ ト番号 長径cm
短径C竺1

深 さcm 備　 考
l 聖 二堅 庚

長径cm 短径cm 深 さcm 備　 考

P l 35 28
l 54 主柱穴

（施設外）
P 5 33 30 58　　 －設外）

P 2 32 30 30 主柱穴
（施設外）

P 6 42 38 33 主柱穴
（施設外）

P 3 38 32 47
　ヽ　　　　　ヽ P 7 40 39 90

主柱穴
（施設外）

王柱穴
（施設外）

P 4 37 35 47 主柱穴
（施設外）

‾ 「

掘り込んで煙道としている○燃焼部は長径35cm，短径34cmほどで円形状に深さ約14cmほど掘りく

ぼめている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南南東向きに構築されている。焚口部よ

り多量の焼土を検出している。出土遣物は須恵器を中心に土師器を其伴しているが，土師器は細

片のみである。須恵器は，北東コーナー床面直上から盤（図69－1主南西部床面直上から高雄片

（図69－2）を出土し，他には粍婆などの破片を数点出土しているq
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本址は出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第27号住居址（図7　◎捌◎没（頼2））

本住居址は，調査区の南部西よりのBl区j3，j∠』j5，Cl区a3，a4，a5，b3，b

4，b5に確認され，南壁の東よりに本址より古い第29号住居址が複合している。東側3．2mに

は第26号住居址を検出している。主軸方向はN一一一3LWで規模は長軸7e45m，短軸7。40m，面積

47e3血2を測り正方形を呈している。壁高は55cm～65cm内外で，壁は南側が高くほぼ垂直に立ちあ

がっている。壁下には幅12cm，深さ9cm内外の壁溝が，南壁の…一部と北壁を除いて廻っている。

「い，∴言‾
l

l

l

」　　　　　　　l i j　　　　　［　　　　　　：

北壁際に幅約1mの焼土が分布し，南東コーナー一に炭化材を出土しているので，本址は火災に遭遇し

ていると思われる。床面は暗褐色を呈し平坦である。ピットは6個所確認されPl～P4はほぼ

円形を呈する主柱穴で言采さば約120cmである。貯蔵穴は有していない。覆土は14層で自然堆積

急〉

上層解説
こ「　こ1′　l）一一一一一一l）′

1・褐　色　ロ“－ム粒一打多）抄粒子（少）炭化

粒ら　焼土粒子含有
－ぬ，2．褐　色　砂粒（多）粘土，ローーム粒f・

（少）炭化粒子含有
3・褐　色　砂粒　含有粘土，主体：日軌

部火を受け焼土化
4．褐　色　砂粒　含有，粘土層
5・褐　色　砂粒　含有，粘土封本，焼土（極

多）含有
6・極暗赤褐色　砂粒　含有，粘土が焼土化
7・褐　色　ローム粒子（多）粘土　炭化粒子

（少）廃土粒子，小石含有
8・暗褐色　ロームブロック（少）ローム粒チ

（多）砂粒，炭化粒子（少）焼土
粒子（少）含有

一輸，9．黒褐色岩濡‡農豊，炭化粒
10・暗褐色　焼土粒子（多）砂粒，小石（′少）

炭化粒子含有
11．にぷい褐色　砂粒（極多）粘土含有
12・黒褐色　ロームブロック（多）砂粒，焼

士粒子含有

第開図　第野号住居址カマト、実測図
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第71図　第27号・29号住居址実測図
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訂 「」

69

土層解説
A－A′　C－C′

1．暗褐色　ローム粒子（少）含有

2・暗褐色　ハードローム粒子（多）含有

3．暗褐色　ハードローム粒子含有

4．暗褐色　ハードローム粒子，ハードロー

ムブロック（少）含有

4a．褐　色　ハードローム粒子（少）炭化粒

子（極少）含有

5．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有

6．褐　色　ハードロームブロック含有

7．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有

8．黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

9．暗褐色　ハードロームブロック沙）焼土

粒子（少）炭化粒子含有

10・暗褐色　ハードローム粒子（多）含有

11．極暗褐色　ハードローム粒子（少）炭化

粒子含有

12・黒　色　ハードローム粒子（少）含有

13．黒褐色　ハードローム粒子（多）炭化粒子

（極少）含有

14．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有

15．黒褐色　ハードローム粒子含有
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第72日）第27号・29号住居址出土遣物実測図
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第72図（2）第27号・第29号住居址出土遺物実測図

の状態を示している。上層は黒色土で少量のハードローム粒子を含み，中層は黒褐色土で比較的

多量のハードローム粒子，極少量の炭化粒子を含み，下層は暗褐色土で少量のハードロームブロ

ックを含んでいる。カマドは北壁のほぼ中央部に付設され，規模は長径134cm，短径115cmで北壁

を54cmの幅で，49cmほど振り込み煙道としている。燃焼部は長径43cm，短径37cmで，深さ11cmほ

ど円形状に掘り窪めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土でカマドは南向きに構築されている0

出土遺物は土師器と須恵器が共伴して多量に出土している。北西コーナー床面・床面直上から

土師器の坪を3個（図72－5・10・12），聾2個体分（図72－1・2）と，須恵器の坪（図72－18）を出

－440一



土し，北壁付近の床面から土師器の坑北東コーナー床面直上より土師器の球4個（図72－3e

6・8・9），南東コーナー床面直上より土師器の杯2個（図72－11e13），須恵器の破（図72

－16主　P3付近から球（図72－19），南西コーナー床面直上から土師器の婆，須恵器の甑を出

土している。他には，土師器の婆（図72－21），球（図72－444・15），支脚（図72－20）な

どの破片多数と，須恵器の婆，台付壷（図72－17），蓋，高塚（図72－27）などの破片を多数出土し

ている。その他の出土遣物は中央部床面直上から切子玉1個（図72（2ト28）を出土している。本

址は古墳時代　鬼高期の新しい時期に比定される遺構と思われる。

第28号住居址（図73074375）

ロ　　　　　∩

撃
q　　－Å

土層解説
A－A′

1・黒褐色　バーローム粒子（少）含有

2・黒褐色　ハードロームブロック

（少）含有

3・黒褐色　ハードロームブロック（多腺化
粒子（極少）含有

－B，4・黒褐色ハードローム（少）炭化粒刊極
少）含有

第73図　第28号住居址実測図
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5・暗褐色　ハードローム粒子（多）含有

6・極暗褐色　ハードローム粒子沙）含有

7・黒　色　ハードローム粒子，炭化粒子
（少）含有

8・暗褐色　ハードローム粒子（少）含有



本住居址は，調査区の南部中ほどCl区a7，a8，b7，b8，C7，C8に確認され，

北側2。5mには第26号住居址が，西側7．5mには第29号住居址が検出されている。本址の主軸方向は

N－16LWで，規模は長軸4．10m，短軸3．70m，面積12．7Iがを測り長方形を呈している。壁高は

38cm～47cm内外で壁は緩るやかに外反して立ち上がっている。壁溝は有していない。床面は暗褐

色を呈し平坦で硬く，竪穴住居内からは柱穴と考えられるものは検出されなかったが，施設外か

ら本址に関係あるピットを13個所検出した。煙道部の東西のピットPlとP2，北西コーナーの

P7と，南壁東よりのP4は，本址に伴う主柱穴と思われる。貯蔵穴は有していない。

ピ ッ ト番 号 長 径cm 短 径cm 深 さcm 備　 考 ピ ッ ト番号 長 径cm 短径 cm 深 さcm 備　 考

P l． 30 1 27 59
主柱 穴

（施設外）
P 5 43 38 2 5

主柱 穴

（施設外）

P 2 4 0 35 69
主柱 穴

ー （施設外）

P 6 33 3 2 43
主 柱穴
（施設外）

P 3 ： 3 2 26 56
主柱穴
（施設外）

P 7 4 6 37 57 主柱穴

P 4 25 22 52 主柱 穴

覆土は9層からなり自然堆積の状態を示している。上層は黒褐色土で極少量のハードローム粒

子を含み，中層は黒褐色まで比較的多量のハードロームブロックを含み，下層は黒褐色土で少量

のハードロームブロックと極少量の炭化粒子を含んでいる。カマドは北壁の中央部に付設され規

模は長径115cm，短径104cmはごて北壁を40cm幅で，25cm掘り込み煙道としている。燃焼部は長径

60cm，短径46cmの円形状に，深さ7cmほど掘り窪めている。袖部はローム粒子混りの砂質粘土で，

カマドは南東向きに構築されている。

L＝42．7m
1M

土層解説
a－a′　b－b′

1．暗褐色　ハードロームブロック（少）含有

＿輸，　2・褐　色　ハードロームブロック（少）含有
3．灰褐色　粘土（少）含有

4．黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

5．暗褐色　ハードローム粒子（少）粘土粒子
（極少）含有

6．

7．

8．

9．

10．

ぬ，11・

12．

13．

14．

第74図　第28号住居址カマド実測図
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灰褐色　粘土を主体とした土層
褐　色　粘土（少）焼土粒子含有，砂質

暗褐色　焼土粒子（少）合札砂質土層
褐　色　ハードローム粒子（少）含有

灰褐色　粘土主体土層
にぷい褐色　ハードローム粒子（少）粘

灰褐色

暗褐色
暗褐色

土含有

焼土粒子（少）含有灰層
ローム粒子（多）炭化粒子含有
ロームブロック（少）ローーム粒子

（多）炭化粒子（少）含有



ヒ二二「二聖絨　∴「」

第75図　第28号住居址出土造物実測図

出土遺物は須恵器と土師器が共伴して出土してい

る。須恵器の完存率の良好をものをあげると中央

部床面から坪（図75－2）を出土し，他に蓋，坪な

どの破片を少量出土している○土師器は西壁付近床

面から婆を，北西部床面直上から坪（図75－日を

出土し，他に諷ナ柏どの破片を多数出土している。

その他，粘土を南部から少量出土している。

本址は，出土遺物等から異聞期に比定される遺構

と思われる。

第29号住居址個700／狛大2主76）

本住居址は，調査区の南部西よりのCl区b4，b5，C4，C5に確認され，本址の北側約30

％は第27号住居址と複合している。東側7・5mには第28号住居址が検出されている。本址は第27号

住居址より新しい遺構と思われる。主軸方向はN－2LWで，規模は長軸4・55m，短軸4．35m，

面積19・6扉を測。長方形を呈している。壁高は45cm～55cmほどで壁はほぼ垂直に立ちあがり，壁

下には幅11cm言采さ6cm内外の壁溝が北壁と南壁を除いて廻っている。床面は暗褐色を凱硬く，

開

土層解説
a－a　′　b一一l〕′

1・暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
2・暗褐色　粘土粒子（少）ハードローム紘一子

含有

3・暗褐色　粘土（少）ハードローム粒子含有
砂質

4・暗褐色　ハードローーム粒子沙）含有
5・暗褐色　ハードローム賂召少）含有
6・暗褐色　ハードローム（極少）粒子炭化粒

子含有

7・褐　色　粘土（少）焼」二粒子含有砂質
8・赤褐色　焼土主体

9・褐　色　粘土（少）ハードローム粒子含有
抄質

10・鴫褐色　ローム粒子（多）砂粒　含有
11・暗褐色　焼土粒子（多）炭化粒子，砂粒

含有

12・褐　色　焼土化したロームプロ、ノク，焼

一沙1。．鴫赤褐色篭芸霊炭化粒子含有
14・黒褐色　ローム粒子（少）炭化粒子合計ふ

部松の根含有

15・暗褐色　ローーム粒子（多）炭化粒子，焼土

L＝超3・軸　16．廟色讐誓孟子。多）炭化粒子。少）焼
』ニここ圭覧ここ義　　　士粒子含有

第76函　第29号住居址カマト実測図
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ピット．番号 長径cm 短径cm 深．さcm 嘩　 考 ピット番号 長径cm 短径cm 深 さcm 備 ‾　考

P l． 40
1

由 83 享年穴 ・．．P 3 45 二・35 74 主柱穴

P 2 牢 41 80 主．柱＿穴 P 4 47 45 87 主柱穴

筍27号住居址の床副手7cmほどローム土で貼り床をして構築されている。ピットは7個所確認さ

れ，Pl～P4は主柱穴と考えられる。貯蔵不抜有していない。覆土は9層からなり自然堆積の状態

を示している。」二層は暗褐色土で少量のローム粒子を含み，中層は暗褐色土で多量のハードロー

ムブロックを含み，下層は暗褐色土で少量のハードロームブロックと少量の炭化粒子を含んでい

る。カマドは北壁の中央部に付設され，規模は長径130cm，短径126cmで北壁を83cm幅で，37cm

ほど掘り込んで煙道としている。燃焼部は長径146cm，短径40cmで円形状に約13cmほど掘り窪

めている。袖部は黒色土混りの砂質粘土で，カマドは南向きに構築されている。出土遣物は，須

恵器を中心に，土師器を共伴している。須恵器は北壁際から盤（図72－24），北東コーナー床面直

上から盤（図72－26），南壁際から盤（図72－25）を出土し，他には聾，巧などの破片を少量出

土している。土師器は，カマド内より聾片（図72－22）を，坤に聾，坑支脚などの破片を数点出

土して早る○その他，南壁中央付近から粘土を多量に出土している。本地は出土遺物等から国分期

に比定される遺構と思われる。
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　コ

l

第30号住居址（図77・78）

本住居址は，調査区の北東部中ほどA2区f4に確認され，北部は第2号住居址と複合し，南東
I

部は第1号住居址と接している。本址は第1号住居吐，第2号住居地より古い遺構である。西側

0．5mには第5号住居址が検出されている。主軸方向はN－15LEで，規模は長径3．10m，短径2・・

55m，面積6．3正ほどで小判形を呈している。壁高は約20cmで壁は緩や弁に外傾して立ちあがっ

てい：る。床面は皿状を呈しノ暗褐色で硬く踏み固められた状態を示している。ピットは検出さ

れなかった。覆土は7層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土でハードローム

粒子，炭化粒子を含み，．下層は褐色土でハードローム粒子を含んでいる。炉牡は中央よりやや北

に確認され規模は長径70cm，短径53cmの楕円形を呈し，焼土と黒色土混りの暗褐色土が極薄く
メ

分布している。

出土遺物は弥生式土器片が主で，床面から木葉痕のある弥生の聾形土器の底部を出土し，他に

は頚部，胴部などの破片を数点出土している。これらの弥生式土器片は十王台式土器よりも古い

型式に属するものと思われる。
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ま層解説
A－

1．

2．

3．

4．

4a

5．

（う．

A′

暗褐色 ハードローム粒子（極少）含有

暗褐色　ハードローム粒子（少）炭化粒子（極少）含有
黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

黒褐色　ハードローム粒子（少）炭化粒子含有
・暗褐色　ハードローーム粒子（極少）含有

褐　色　ハードローム粒子（少）含有
褐　色　ハードロームブロック（多）含有

第7図　第卸号住居址実測図
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第78図　第30号住居址出土遺物拓影図

2　土　壌（図79・80）

1＿＿1＿±グ

松原遺跡からは6基の土壌が検出された。第1号土壌は，弥生時代の遺構である第3号住居址

の床面下より検出され，出土遣物は皆無であり，縄文時代の遺構と思われる。第2号・第3号土

壌からの出土遺物は皆無で，第8号土壌からは坪を3個（図80－1－3）出土し，その底部には

木葉痕があり，第2号円形周溝遺構と何らかの関係ある土器と思われる。

表1　松原遺跡土壌一覧表

No 位　 置 形　　 状 長径×短径

Cm　　　　Cm
長 径 方 向 深　 さ

cm
底 出 土 遺 物 時期 備　　 考

1 A 2 f　2 不整楕円 176 ×53 N －73L W 上　95
下205 平　 坦 不明 図 9

2 A l ：冨 円　　 形 115 ×102 N －55と－W 36 皿　 状 須恵
弥生 不明 図80

3 A l j　8 円　　 形 140 ×113 N －4 L E 38 平　 坦
石器
剥片 不明 図80

7 B I c 6 楕 円 形 150×130 N －35と－・E 42
すりば
ち状

不明 図80

8 B I c 8 不整円形 168×145 N －54L W 23 皿　 状 土師（杯） 真間 図80

9 B 13 3 不整円形 150×145 N －11と一一一E 46 すりば
ち状

土師（ま不） 真間 図80
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B・－43．0m

、‾‾‾一㌧＿＿一＿＿＿／一‾‾

第2号土壌土層解説
A…A′

1．明褐色　もろいま層
2．暗褐色　細微な褐色土粒子（射含有やちらかい
3．暗褐色　小粒な褐色土粒子（少）細微な褐色土粒

子（多）含有，やわらかい

第3号土壌土層解説
A－A′

L　極暗褐色　ローム粒子（極少）含有さらさらして
いる

20　暗褐色　ローム粒子（多）含有さらさらしている
3。明褐色　ローム含有

N

I

N

i

托
く

∈
◎

t

の
寸

i

喝

B・－43．6m　　　一甘

‾‾‾‾‾＼＼＼＼ノ∴－√‾l‾‾

辟＼

マ

／

一十千1－－

8－43．6m

へ＼し／／r

B，

∈
◎

t

の
寸

i

喝
BI

第7号土壌士層解説
A－A′

1・暗褐色　ハードローム粒子（極少）含有
2・暗褐色　ハードローム粒子（少）含有
3・褐　色　ハードロームブロック（多）含有
4・褐　色　ハードロ…ム粒子（少）含有

第8号土壌土層解説
A－Aノ

1・暗褐色　ハードローム粒子（極少）含有

2・褐　色　ハードロームブロック（少）含有

3・褐　色　ハ一一ドロ…ム粒子（少）含有

4・褐　色　ハードローームブロック（少）含有、ゴツゴ
ソしている

第9号土壌土層解説
1・黒褐色　ハードローム粒子（極少）含有
2・暗褐色　ハードロームブロック（少）含有
3・褐　色　ハードローム粒子（少）含有
4・褐　色　ハードロームブロック（少）含有

第閥図　第・。。・号土壌実測図
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第80図　第3号土壌出土遺物実測図

3　井戸状遺構（図45・81）

本井戸状遺構は，調査区の中央部Al区i8，i9に確認され，東側は第16号住居址の北西コー

ナー，西側は第3号溝状遺構と接している。南側約1．7mには第3号土壌が検出されている。本址

は，ほぼ円形状を呈し，掘り方は，上縁で長径2．38m，短径2．13m，深さ2・32mほど垂直に掘り

下げられて，底部は長径1．27m，短径1．62mを測り，楕円形を呈している。底面の中央から南より

に約直径20。m，深さ25cmのピットがあり，常時水が湧いている。覆土は13層からなり，自然堆積

の状態を示している。上層は黒褐色土でローム粒子と極少量の炭化粒子，焼土粒子を含み，中層

は極暗褐色土，黒褐色土，褐色土でロームブロック，ローム粒子と微量の炭化粒子，焼土粒子を

含み，下層は褐色土，黒色土で，ローム粒子，ロームブロック，鹿沼パミスを含んでいる。

10cl一

第81図　第1号井戸状遺構出土遺物実測図

4　掘立柱建築址（図82）

出土遺物は，覆土中から縄文式土器片が4点，

弥生式土器片が4点，土師器の破片が1点，須恵

器の高台仰不片（図81－1），石器が28点出土して

いる。いずれも本址の時期を決定しうる出土遣

物ではなく，底部からの出土遺物も皆無で時期は

不明である。

本建築址は，調査区の中央部南側Bl区e7，e8，f7，f8に確認され，北東1．5mには第

21号住居址が，南側1．8mには第23号住居址が検出されている。規模は桁行3問（4．84m），梁行2

間（3．07m），面積15．Onfほどで，主軸方向はN－17LWである。柱痕のピット番号は北西コーナ

ーをPlとし，北西から北東まわりで昼コ」状に番号をPl～PlOまで仮称する。梁行2問の柱

間寸法は，北側のPl・P2・P3は1．53m＋1．54mを測り，南側梁行3間のP6・P7・P8・
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C・－

∴ll二二二

土層解説
A－A′

1・黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

2・黒褐色　ハードロームブロック（少）含有

3・褐　色　ハードロームブロック（少）含有

郎2図掘立櫨建築址実測図　　塾二二ヨ

P9は工24m＋0・83m十日触㌦桁行3問の西側寸法タP9・PlOePllePlは上72m＋1．51

m＋工61mほどの間隔である。柱穴の掘り方は一辺が72cm～38cmはどの方形状を室し，深さは約

「㌫ 1番号
長辺cm 短辺cm 深さcm 形　 状 ピット番号 長辺cm 短辺cm 深 さcm 形　 状

不整楕円

楕円形

楕円形

円　 形

円　 形

p l 56 45 35 楕円形 P 7 59 50 32

P 2 58 47 39 楕円形 P 8 52 43 26

P 3 51 38 38 楕円形 P 9 56 56 34

P 4 49 48 29 円　 形 P lO 60 53 33

P 5 48 44 36 円　 形 P ll 59 52 32

P 6 70 54 35 楕円形
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38。m～25。mを測り，柱痕はほぼ明確に確認することができた。柱穴内にはロームブロック，ロ‾

ム粒子を含む褐色，暗褐色土を充填していた。柱穴内から土師器と須恵器の細片を数点出土して

いるが，時期決定の遣物となりえなかった。

5　摺形周満遺構

第瑠号円形周満遺構（図朗◎糾）

本円形周溝遺構は，調査区の北部A2区bl，Cl，C2，dlに確認され，南側から北東に

第3号溝状遺構が走り，北東部3．5mには第7号住居址が検出されている。本址の規模は外周直径

4．85m～4。52m，内周の直径3．38m～3．26mを測る。周溝の上幅は約70cm，底面の幅約50cm，深

さは30cmで周溝の底面は「U」状を呈している。周溝の南側中央部のみが切れており，その部分

4

l‾‥‾‾1、＿㌫′　　‾

第約回　第　号円形周溝遺構実測図

一450一

土層解説
b A一一A′

A側1．暗褐色　ローム粒（少）パサバサして
いる

2．暗褐色　ローム粒（多）しまりあり

3．褐　色　ローム粒（多）さらさらして
いる

A′側1．暗褐色　ローム粒（極少）ハードロー
ム（極少）しまりあり

2．暗褐色　ローム粒（少）しまりあり
3．明褐色　ソフトローム（多）さらさら

している

土層解説
′

a‾a

1．褐　色　ハードローム粒含有

1a．褐　色　ハードロームブロック，ソフ

トローム含有，しまりあり

2．明褐色　ハードロームブロック含有，し

まりあり



はブリッジと見られ，幅は約35cmである。中央から北よりに長辺1．23m，短辺0．5m言葉さ12cmの

浅い土壌状の掘り込みを確認したが，遺物は皆無で本址の主体部とは思われない。

覆土は4層からなり自然堆積の状態を示している。上層は暗褐色土で少量のローム粒子と極

第84図　第1号円形周溝遺構出土遺物実測図
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少量の焼土粒子を含有し，下層は褐色土で多量にソフトロームを含んでいる。　出土遣物はブ

リッジの東側からの出土遺物が多く，土師器の小型婆（図84－3），婆片2点（図8虹1e2）と

細片を数点出土している○これらは供献土器とは思われず，本址の性格は不明である。

第2号円形周溝遺構（図85の86）

本円形周溝は，Bl区C4，C5，d4，d5，e4，e5に確認され，北東4・Omに第9号土

く

巴讐空二二二∃

土層解説
′

a，‾‾∵a

1．極暗褐色　ハードローーム粒子（極少）含有

2．黒褐色　ハードローム粒子（少）含有

3．褐　色　ハードローム粒子（少）含有
4a．暗褐色　ハードローム粒子（少）含有

4b．褐　色　ハードローム粒子（極少）含有
5a．暗褐色　ハードロ…ム粒子（少）含有

5b。暗褐色　ハードロームブロック（極少）含有
6．褐　色　ハードロームブロック（少）含有ゴツゴツ

している

土層解説
A－A′

1．褐　色　ローム粒子（極少）焼土粒子（極少）含有さ
らさらしている

2．明褐色　ローム粒子（多）ハードロームブロック焼
士粒子（極少）含有

3．極暗褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（極少）含有
4．明褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）サラサラ

している

5．明褐色　ローム粒子（少）焼土粒子（極少）含有サラ
サラしている

6．極暗褐色　ローム粒子（極少）焼土粒子（極少）含有
7．明褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）ハードロ‾

ムブロック（多）含有

8．極暗褐色　ローム粒子（極少）サラサラしている
9．明褐色　ローム粒子（多）焼土粒子（少）サラサラし

ている

第85図　第2号周形周満遺構実測荘
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境が，南東3。Omには第24号住居址が検出されている。本址の規模は外周の直径約4．85m～5。Om

で，内周の直径が3．9m～4。Omを測り，主軸方向はN－15LEである。周溝の上幅は62cm，深さ

は30cm，底面は幅30cmで，「U」状を呈している。ブリッジの幅は約25cmである。中央から西より

に長辺165cm，短辺100cm，深さは13cm～20cmほどの浅い土壌状の掘り込みを確認したが，遺物は

皆無で本址の主体部とは考えられない。周溝内の覆土は4層からなり，自然堆積の状態を示して

いる。土層は極暗褐色まで，極少量のローム粒子と焼土粒子を含み，下層は褐色土で多量のローム粒子，

少量のハードロームブロック，焼土粒子を含んでいる。出土遺物はブリッジの南部からの出土が

多く，土師器の内黒の高塀片（図86－1），高塀片（86－2），他には婆，杯などの細片を数点出土

している。これらは供献土器とは思われず，本址の性格は不明である。

10CM

第86図　第2号周形周満遺構出土逮物実測図

◎　遣状遺構

第瑠号満状遺構（因紺e掴）

本港状遺構は，Al区，A2区に確認され，遺跡の中央部西よりから北東方面に走り，北部の谷に

向って構築されたものと推定される。第17号住居址の南東部Al区j8から始まり，規模は上幅が

1・65m，下幅0・45m，深さ0・60mほどで，主軸方向はN－18。6LEを向き，北北東に緩やかな傾斜

をし，約6・70mほど進み（Al区i8），N－35。5LEの方向にかえ，第13号住居址の西側を削除
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第87璃　第1号溝状遺構実測図
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蘭
土層解説
A－A′～0－0′

1．黒褐色　ローム粒（極少）焼土粒（極少）含有し
まりあり

2．極暗褐色　ローム粒（極少）焼土粒（極少）炭化
粒（極少）含有しまりあり

3．暗褐色　ローム粒（少）焼土粒（極少）炭化粒（極
少）含有しまりあり

4．暗褐色　ローム粒（極少）焼土粒（極少）炭化粒
（極少）含有しまりあり

5．褐　色　ローム粒（多量）炭化粒（極少）ハード
ロームブロック（少）含有

6．暗褐色　ローム粒（極少）炭化粒（極少）含有し
まりあり

7．明褐色　ローム粒（多量）ハードロームブロッ

ク（少）含有

8．褐　色　ハードローム粒（極少）炭化粒子を含
有し若干しまりを帯びている

9．明褐色　ハードロームを主体とし、ゴツゴツ
している

L＝43．0m

ヒ＝二－豊∴二二∃



し，規模は上幅128cm・下幅35cm，深さ80cmで・北東へ30・8mほど伸び，第1号溝の北東部でN－

14LEに角度をかえ（A2区C3），規模は上幅16・5cm，下幅51cm，深さ約50cmで北北東へ6．75m

ほど伸び緩やかな傾斜をなして谷へ向っているものと思われる0確認した本址の全長は44．25

mで，底面のレベルはA－Aで42・46m，L－Lで42・51m，0－0で42．54mを測り，本址の中央

部と北部との比高は8cmで・南西から北東に向うにしたがって媛かな傾斜をなしている。本址は第

13号住居址，第17号住居址より新しい遺構で，覆土は8層からなり，自然堆積の状態を呈してい

る0上層は黒褐色土，極暗褐色土で，極少量のローム粒子，焼子粒子，炭化粒子を含有し，中

層は暗褐色土で多革のローム粒子，極少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，下層は褐色土で，

極少量のハードローム粒子，炭化粒子を含有している。

出土遺物は，覆土中から須恵器を中心に石器，縄文式土器片，弥生式土器片，土師器片を出土し

ている0須恵器は杯6個体分（図88－2・3）と，細頸壷，大型聾（図88－1）などの破片と，

砥石（図88－4）を出土している。これらは溝が廃棄された後，投棄されたものと思われる。

本港状遺構の性格は不明であるが，時期は国分期に廃棄された遺構と思われる。

i　5CM一一」

第88図　第1号満状遺構出土遺物実測図
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衰2　磯原遣跡出土遺物観察喪

住居址 番 号 種　　 類
法　　 h　量

（口径cm X 器高cmX 底径cm）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

＜メト弟 1 聾 2 1。5×　 －　 ×　 － 胴 部 中位 上 ロ緑 部 は頚部 か ら直立 し， 口緑 部 上位 で

仁コ7亨
住

（土 師 ） 外傾 す る。 口唇 部 は外 を向 き丸 い。

2 聾 8．9×　 －　 ×　 － 小型 の平底 か ら内攣 して ゆるや か に立 ち

居
斐

（土 師 ） 上 る。

3 蓋 15．1×　 2．9 天井 部 は径 10 cm に渡 って回転 へ ラ削 りの

図
8

（須 恵 ） 後 ，扁平 で， 中央部 を残 して内側 が凹 む

つ まみ を有 して い る。
、、、一一一一

郎「弟

【＝コ7テ
住

居
址　　（

1 婆 －　 ×　 －　 × 19 底部 は わず か に上 げ底 状 ，平底 で休 部 と′

（須 恵 ） の境 は屈 曲 して稜 有，体 部 は多少 内轡 ぎ

み に外 上方へ 立 ち上 る。

2 聾

（須 恵 ）

2 2×35．2×　 9．8

長　　 幅

胴 部 中位上 底部 は平 底 で，休 部 は最大径 を器高 の％

附近 に有 し，肩部 はなだ らかで ，下部 は
ゆ るや か に内傾 して くる。 ロ頚部 との増
は 明瞭 で ない。 口頚部 は外 反 しつつ外 上
部へ の び， 目線部 は断 面三 角形状 につ く
り上 ・下端 はす るどい。

3 盤 21．7×　 4．4×11．8

（長） （帽）

a ．5．9＞く0．4 （釘）
b ．4 ．1＞＜1　 （不 明）
C ．7．5＞く0．4 （銑 鉄 ）

口　 緑　 部 夕付則へ ふ んば る高 台 。底 部 と体 部 との 境

図

8
＼－ノ

（須 恵 ） は にぷい稜 をな し， 口緑 部 は わず かに外

反 し，端 部 はほ ぼ丸 く収 め てい る。 内面

は底 部 と休部 との境 ににぷ い屈 曲 を呈 す

る。

4 鉄　　 器

撃　。

7テ

1 壷 14．3×27．8×　 7．2 胴 部 中位 上 頸 部 か らロ縁 部 に かけて緩 や かに外反 し

（弥 生 ） 口唇 部近 くで外傾 す る。頸部 か ら胴部 は

や や強 く張 り出 し， ゆ るや か に平底 の底

部 に至 る。

2 士不 12．8×　 3．9×　 － 底 部 は平坦 で，休 部 は直線 的 に外反 し，
e
五

【＝コ7テ
住

居

（土 師 ） 口唇 部 近 くでや や外傾 す る。

高 台 はや や長 く内轡 ぎみ に夕付則へ ふ ん ば ′3 高 台付鉢

址

面

10

＼－／

（須 恵 ） って い る。端 部 夕付則は にぷ い稜 。内側 は

やや 突 軋　 体 部下 半 はほ ぼ直線 的 に外上

方 へ大 き く開 き，中位 で にぷ い稜 を呈 し

て屈 曲 し， わず か に外反気味 にロ緑部 に
至 る端 部 はほぼ 丸味 を帯 び るが外側 端 部

は にぷい稜 を有 す る。

＜メr一弟

1 聾 13．4 ×－×－ 胴 部 中位 口緑 部 は緩 や かに外反 し， 口唇部 近 くで

（土 師 ） さ らに外傾 す る。胴部 は ほぼ球形 で あ る。

口縁 部 は緩 や かに外反 し， 口唇部 近 くで2 鉢 16・0×13：3× 9・7 ロ縁部

　」　」ハ
号

住

居
址

遠

17

（土師 ） さらに外傾 す る。胴部 上位 が張 り出 し・，

底 部 にか けてや や直線 的 に内彗 し底部 に
至 る。底 部 不安定 。

3 鉢 14．7 ×　 －　 × ロ縁部 口緑 部 は わず かに外反 す る。直線 的 な胴

（土師 ） 部 で，底 部 が欠 損 してい る。

4 墾 －　 ×　 －　 ×　 8．2cm 底 部 は平 底 で，胴 部 は緩 や か に立 ち上 が

　　　） （土 師 ） る。

5 有 孔円板 9 ．2 （径 ） 円 板状 に形 成 され，側 面 は擦 って成形 し
（土 製品 ） 1．2 （円孔 径 ） た痕跡 が看 られ る。

6 砥　　 石 17．1（全長 ）×7 ．8（幅）
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i 整　　 形　　 法 巨　 調
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考i 外　 面 内　　　 面

虚 空誓 ズ。
ロー指ナデ
胴一ヘラナデ

にぷい橙 ！不　 良
砂　 粒　 含 胴長聾

iヘラミガキ ナデ、 普　　 通

！回転へラケズリ 水挽き痕 良　　 好 長石粒 ・細
砂粒を含み
キメ粗い

水挽き根は弱い

体部下端は幅3 粘土紐の巻き上 不　　 良 長　 石　 粒 ヘラ記号有
cm前後で回転へ
ラケズリ

痕を残すナデ 細砂 粒含

底一多方向から
のヘラ削り

体部下半一左上
からのヘラ削り

ヘラナデ にぷいj登‾ 頭部に六のヘラ記号
蔵骨器に利用

底一径16cm に渡 暗オリーブ灰 水挽き痕弱い
って回転へラ削
り

底部に井印のヘラ記号
有り

i l

1ナ デ’ に ぷ い 橙 普　　 通 砂　　　 粒

ノゝ、〔‾′l

l
底 部 － ヘ ラ切 り

外 面 一 指 ナ デ ，

内 黒 ， ミガ キ に ぷ い 黄 橙 普　 通 】砂　　　 粒

今
ヘ ラ削 り L！

底部一回転へラ
削り
体部下半一回転
へラ削り

I灰

！

！

普　　 通 水挽き痕は弱い。
休部に焼成時のヒビ割
れ有り

ロー指ナデ ロー指ナデ にぷい橙－ 不　　 良 疹　 粒　 等
胴－ヘラケズリ 胴－ヘラケズリ ノ／：＼〔11
ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

l

指ナデ
胴－ヘラケズリ

にぷい黄橙 良　　 好 砂　 粒　 等
ノた＼l‾1 ！

ロー指ナデ
胴一摩滅により
不明

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

橙 不　　 良 砂　　　 粒
雲　　　 母

含
ヘラ削り　 仁 デ 橙 やや不良 砂粒・スコ

リアを少量
含む

底部破片のみ

i 上面他，側面を多面的
に使用している。
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住居址 番号 種　　 類
法　　　 量

圧磯cmX 器高cm X底径cm）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

第

七

に：コ7テ

1 婆 21．5×30。6×　6．8 口縁 部 口縁 部 は僅 か に外反 し， 口唇部 近 くで 強

（土師 ） く外傾 す る。頸部 で僅 か に「く」の字 状 に

くびれた後 中位 で あ ま り膨 らまず 内傾 し

り
ん

l　 療

（土師 ）

I l〔．√1、／ ＿ 、、／ ＿
上しノ・＼ノ／＼　　　　　　／ハ＼

I

3 璧

（立師 ）
19．0×　 －　 ×　 － 口縁 部

やかに外反し，口唇部近くで強く外傾す
墨壷芸憲蓋≡芸品禁 漂 障球形にi

＿⊥ 鉢
（土師）

20．4×　－　×　－ ロ縁部

第

七

に：コ7テ

住

居

址

／‾＼図

2 0

、ヽ｝／

「 ぅ
l　 療

l
I l〔．√1、／ － 、、／ －

上しノ・＼ノ／＼　　　　　　／ハ＼

】
I

「 画 面 は了く」の字状 に くびれ 目線 部 でほ ぼ

（土師 ） 直 線的 に外 反す る。

3 璧 19．0×　 －　 ×　 － 口縁 部 胴 部 は直線 的　 で膨 らまず， ロ縁部 は緩

（立師 ） や かに外反 し， 口唇部 近 くで強 く外傾 す

る。底 部欠 損

4 鉢 20．4 ×　 －　 ×　 － ロ縁 部 日縁 部 は わず か に外反 し，胴部 は球 形 に

（土師 ） な る。底 部 は欠 損 してい る。

5 鉢 12．6×　 －　 ×　 － ロ縁 部 器 厚 は頸部 近 くで厚 くな り，口唇部 端 で急

（土師 ） に薄 くなる。 口縁 は器厚 の変化 によ り外

傾 す る。底 部欠 損

6　′ 土不 12．4 ×　3．7 ×… 口辺 部

口縁 部

口縁部 はやや 内傾 して直線 的 に立 ち上 が

（土師 ） り，休 部 との境 に段 を持 ち， やや偏 平 な

休 部 となる。

7 ［高　　 塚

（土 師 ）・
16．0 ×－　 ×　 － 稀 部 は稜 を持 たず緩 や かに内湾 す る。

8

9

1 （品 ） 12．2　× － ×－

i 14。7× 3．6 × －

日縁 部

頚部 下

目　 緑　 部

目　 線　 部

底 部ノは わず か に丸味 を持つ 平底 で∴休 部

は直線 的 に広 が り口唇 部近 くにナ デ によ

る稜 を持 つ 。

球 扁平 な底 部 か らゆ るやか に立 ち上 が り録

（土 師 ） 部 が直 立す る。 口唇部 は 丸味 を帯 び る。

底 部 は外周部 まで挽 き出 し切 り離 し部 は10 坪 13．8×　 4．6 ×　8．9
（須恵 ） 白 、さしも休 部 との境 はにぷ い屈 曲 で体 部 は

わず か に器厚 を減 じな が らほ ぼ直線 的 に

口縁 部 に至 る。ロ縁端 部 は やや鋭 い。内面

．底 部外縁 には弱 い アテ が見 られ る。

天井 部 は全体 的 に丸味 を持 ち円盤 状 の扁11 蓋 15．9×4 ．65　×－
（須 恵 ）

i

平 なっ まみ を貼 りつ けて い る。天 井部 と

口縁 部 の境 は鋭 く屈 曲 し稜 をなす。 口縁
部 はや や内傾 し， 下方 へ下 が り端 部 は鋭

さ をもつ 。

第

八

に二コ7テ

住

居

1
頭

12．9×　 4．5×　 － ロ縁 部

口緑 部

丸底 の底 部 か らほぼ直線 的 に外傾 し口唇

（土 師 ） 部 に至 って 器厚 が薄 くなるが全体 的 に肉

厚 で特 に体部 は厚 み があ る。

2 i

i

3 ！

4

球
（土 師 ）

13。0 ×－　 × 体部 は偏 平 で あ り， 目線 部 は直角 に立 ち

上 がる。器厚 は体 部 との境 で厚 くな り内
側 に稜 をつ くる。 頭部 で薄 く口唇 部 で丸

み を おび る。

坪

（土 師 ）
14．2×　 3．9×　 一一

13．8×　 一　 ×　 －

14．3 ×4 。0　×　 －

13。0×　 4．7×　 6．5

口辺 部 口縁 部 は直線 的 で，休 部 との境 に稜 を

持 つ。休 部 は偏 平 な弧状 を呈す る。

球

（土 師 ）

目線 部 目線 部 は わず かにタト傾 して立 ち上 が り体

部 との 境外 面 にゆ るやか な凹み を持っ 。

址 内 面 に僅 かな稜 を もつ 。

5 坪 口辺 部 目線部 は やや内傾 して直 線的 に立 ち上 が

／一．．‘・・＼
（」二師 ） る。 口縁 部 と体部 の境 に稜 を持 ち，休部

図

23

＼、＿′／

は緩 や かに内攣 す る。

6 杯
（土 師 ）

口辺 部 底部 はやや平底 気味 で ，休部 は直 線 的 に
内攣 す る。 目線 部 は休部 との境 か ら外反
して立 ち上 がる。境の内外面 に稜 を有す る。

7
1

球
（土 師 ）

14．7×　 3．7×　 － 胴　 部 口緑 部 にス リッ ト状の もの あ り。

8 稀
（土 師 ）p

15。4×　 －　 ×　 － 口辺 部 休部は偏平でゆるやかに内轡 して立 ちあがり
体部との境 （外面）には稜を持つ。ロ緑部はナデ

によって作 られ，口唇部は非常 に薄い。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面

H 一指ナデ
胴－へラケズリ

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

橙 普　　 通 砂　 粒　 含
胴長

ロー指ナデ
胴－へラケズリ

ロー指ナデ
胴－へラナデ

灰　　 黄 不　　 良 砂　　　 粒
含

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

ロー指ナデ
胴－ナデ

尋登 普　　 通

！

砂　　　 粒
雲　　　 母

含

胴　 長

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

ロー指ナデ
胴～ナデ

灰　 黄 良　　 好 砂　 粒　 等

日一指ナデ
胴－ヘラケズリ

＝一指ナデ
胴－ナデ

にぷい橙 不　　 良 砂　　　 粒

含

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

指　 ナ　 デ にぷい橙 普　　 通 砂　 粒　 等

Al：：う

ほば完形

ロー才旨ナデ
月琴王完結 悉）ノ ヘラミガキ

（内黒）
にぷい黄橙 普　　 通 砂粒 ・長石

石英等　 含
ヘラケズリ

＝　 指ナ ‾ヾ

指　 ナ　 デ

へラミガキ
（摩滅）

水挽き痕跡弱い

明赤福 良　　 好
ヽ

砂　 粒　 等
含

－－　日　　フ鴫
底－ヘラケズリ

′姦史自力　　　一寸
底部回転へラ削
り外面底部と休
部との境－回転
へラ削りによる
面取り

褐　　 灰 普　　 通 砂　　　 粒
含

灰 良　　 好 長　 石　 粒
細　 砂　 粒

含

水挽き痕は弱い

中央部回転へフ
削り

ヒ一　　　一や 、一一　　　、　　　　　ヾヽ

普　　 通 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

水挽き痕は弱い

ロー指ナァ
底－ヘラケズリ

へフミカキ
（摩滅）

褐
！

普　　 通 砂　　　 粒
雲　　　 母

含

砂　 粒　 等
含

！

日一指ナデ
底一ヘラケズリ

指　 ナ　 デ 灰　褐 不　　 良 「 ‾～ ‾ ‾

ロー才旨ナデ

全体に摩滅が
著 しい

ロー指ナデ
全体に摩滅が著
しい

にぷい黄橙 不　　 良 砂　 粒　 等

含
ほぼ完形
煤付着

H 一指ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ
（摩滅）

にぷい黄橙 不　　 良 砂　 粒　 等
含

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ
（摩滅している）

灰　 白 や 不ゝ良 砂　　　 粒
含 i

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ
（摩滅 している）

褐 不　　 良

ヒ．　　　一寸 ヒ．　　　一寸ロー指ナァ
底－ヘラケズリ

ロー指ナァ
底－ナデ

にぷい黄橙 普　　 通 砂　　　 粒
含

L
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住居址

番 号 i孟 類 法　　 量　 ！

巾 径cmX 器嵩C汀－×底径cm）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

丸底 か らゆ るや か に内攣 して立 ち▼上 が り

ナ デ に よ り体 部 との境 に稜 を有 す る。 口
唇部 は丸み をおびて い る。

仙弟
八
号

住

居
址

／－＼

9　　　　 土不
（土師 ）

15．1×　 4．8×　 － 口縁 部

10 土不

′　　．　J、Wr‾　＼は二削り

15．3×　 － ×　 － l 口辺部 口縁 部 は垂 直気味 に立 ち上 が り，体部 は

偏平 で あるO　　　　　 J

11　 手　　 軽 3．5×　 2．7×　 4．4 体 部 中位 i体部 は強 く内攣 し， 口唇部 内面 に稜 を持

描 1

址

／‾＼

10 「 照 「、

は二削。

15・3× … × － l 口辺部　 l請 撃 砦雷 誓 味 に立 ち上 が り，体部 は

訂

11　 手　　 軽 3．5×　 2．7×　 4．4 体 部 中位 体部 は強 く内攣 し， 口唇部 内面 に稜 を持

図

23

＼－／

（土師 ） － つ ○

12　 支　　 脚

（土 師 ）

底 部 か らゆ るやか に細 くな る棒 状で ，手

づ くね とナデ に よって成形 されて い る。

第

九

号

住

居

址

／一°．．．．．・‘＼

1　　　 鉢
（土 師 ）

2　　　 婆
（土 師 ）

3 ！　 鉢

18．6× 14．0×　 9．4 口縁 部　　　　 口縁部 は極 めて短 か く直線 的 に外反 す る。

体 部 は底 部 か ら僅 か に内轡 して広 が る。
平 底 で あ る。

11．2 ×　 －　 ×　 一車－　 i ロ縁 部 は肩 か らわず かに外轡 して立 ち上

が り， 口縁部 内側 には一 条 の洗練 が廻 る。

器厚 は 全体 と して厚 く， 口縁 部 か ら口唇

部 に向 か って徐 々 に薄 くな る。

一一W　X　 －　 ×　 5．4 器 肉 が厚 く，胴部 は底部 か らゆ るや か に

（士塑

4　　　　 土不
（須恵 ）

内攣 しなが ら立 ち上 が る。上 部 欠損 。

1 1．2×　 3．8 × 7

11．8×　 3．6 ×　 7．5

14 ×4 ．05× 10

14．3 × 4 ×10

14．6 ×　5．2×　 6．6

15．1×　4．4× 6

ロ　 縁　 部 底 部 と体部 の境 は回転へ ラ削 りに よ り面

取 り′してい－る。∵体部 は器 厚 を減 じなが ら

ほ ぼ直線 的 に立 ちp上 が る。 口縁端 部 は や

5　　　　 土不
（須 恵 ）

や鋭 さを看す る。

口　 縁　 部 体部 は器厚 を減 じなが らわず か に外 反 し

っっ 外 上方 へ立 ち上 が る。口縁 部 は さ ら
に外反 し＿，端 部 は鋭 い。 内面底 部外周 に

l

6　　　　 土不

（須 恵 ）

7　　　　 土ネ
（須 恵 ）

は鋭 い アテ がみ られ る。

口　 縁　 部 体 部 との境 はにぷ い稜 をなす。 休部 は ほ

ぼ直線 的 に外土 方へ 立 ち上 がる。 口縁部

はほ ぼ丸 く収 めて い る。底 部 中央 は若干
上 げ底 ぎみで あ る。

口　 縁　 部 体 部 との 境 はやや不 明瞭 な屈曲 で あ る。

休 部 は ほぼ直線 的 に外上方へ の び，口縁部

は わず か に外 反す る。端 部 はやや鋭 さ を

図

26　　　）
8　　　　 土不

（須 恵 ）

l

9　　　　 球
（須恵 ）

有す る。 丁寧 な作 りで あ る。

ロ　 縁　 部

て い る。

口　 縁　 部
－ ・一一一n一一一一一一一一u一一一一u－nu－M一一一一ハーハ－ ．・－・′・一・一・・・・・・・・・．・．－．・・・．・．・・・・・・・・・一・・・・・・・・一．一一一一・・・・一一．一・一・’・．・’－・．．・．・．－

底部 は外周 まで挽 き出 して い る。体 部 と

の境 は丸味 を有 して い る。体 部 は器厚 を
警 吾 窓 裏 票 鵠 票 霊 電 線

部 と休 部 との境 は強 い アデがみ られ る。

15 ．0 ×　4 ．6×　 － 底部 と体 部 との境 が不 明瞭 で， 口縁部 は

ややす る どさを もつ。

11　　　 蓋 17．2×　 4．2 ×　 － 天 井部 は比 較的 扁平で ある。宝珠 状 つ ま

（須 恵 ） み を付 けてい る。

口縁部 はほぼ垂 直 に下 が り端部 は やや鋭

い。

12　　　 蓋

（須 恵 ）

l

16．2×　 4．4 ×　 －

l

若干 焼 きヒズ ミが看 られ るが，天 井 部 は

やや丸味 を有 す る。宝珠状 つ まみ を付 け

ー‡二、品 喜。冒慧響芸 誓 与迄 ぎト孟雷 請 童 掌

あ る。

口縁 ・体 部 の　 天 井部 は扁平 で器厚 は厚 い。扁 平 な擬宝13　　　 蓋

ー　 ＿＿＿＿＿己 須 恵 ）

14．9×　 3．1 ×　 －
境　　　　　　 状 ツマ ミを付 けて い る。 口縁部 は短 く下

方へ 下 が り，端 部 は丸 く収 めて い る。
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整　　　 料　　　 法
色　　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

摩滅が激 しく不
明

にぷい黄橙 不　　 良

ii

砂　　　 粒
含

ほぼ完形

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

灰　 黄　 褐 普　　 通 砂　　　 粒
／ゝ、l：‾′l

指整形 指整形 にぷい橙 普　　 通 砂　　 料

含
完　 形

指ナデ にぷい黄橙 普　　 通 砂　 粒　 等
含

＝一指ナデ
胴－ヘラケズリ

ロー指ナデ’
胴－ナデ

にぷい橙 普　　 通 砂　　　 粒
含

ロー指ナデ
胴一指ナデ
輪積み痕残る

指ナデ 床　 褐 普　　 通 砂　　　 粒
雲　　　 母

合

ヘラケズリ
（摩滅）

ヘラケズリ
（摩滅）

にぷい橙 不　 義 砂　　　 粒
／二、
l′l

底一回転へラ
削り
謂 喜慧 軍撃

－ 灰 良　　 好 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

水挽き痕は弱い

底一回転へ ラ
削 り
空曹壷禦 ％ 糟

による面取り

灰　 白 良　　 好 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

l

水挽き痕は弱い

！

「霊票 慧㌫ ラ

削り
口縁部一横ナデ

オリーブ灰 普　　 通 長　 石　 粒
細砂粒を含
む

水挽き痕は弱い

底一径10cm に
渡り，回転へラ
削り

灰 良　　 好 細砂粒を含
むが精製さ
れている

水挽き痕は弱い

底一回転へラ
削り

灰　 白 i不　　 良 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

水挽き痕は弱い

底一中央部 6 灰　 白 良　　 好 長　 石　 粒 水挽き痕は弱い
cm に渡って回転
へラ削り

細 砂 粒 含 焼成時の焼き割れあり

体部下半に回転
へラ削りをほど
こしている

完　 形

天井部径11cm に
渡って回転へラ
削り

灰　 白 不　　 良 細砂粒を含
むが精製さ
れている

水挽き痕は弱い

天井部中央は径
11cm に渡って回
転へラ削り

灰　 白 ％　良　好

．％　不　良

l

精製されて
いる

水挽き痕は弱い

天井部径 8 cm に 淡　 黄 普　　 通 長　 石　 粒 色調から土師質に看 ら
渡り回転へラ削
り

細　 砂　 粒
雲母末含む

れる
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住居址 番 号 種　　 類
法　　　 量

（口径cmX 器高cm X 底径cm）

！

最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

＜メr－弟 14 賓 22．3×33．9×　 － 胴　 部 底 部 は ゆが んで いる がゆ るや かに内轡 し

九 （須 恵 ） なが ら立 ち上 が る。　 胴部 で 頸部 は「く」

の字状 に大 き く外反 す る。 目線 部 は断 面

三 角形状 につ くり，上下 端 は鋭 い。

1 15 紡　 垂 車 上 面形 ×高 さ×下 面形 rこき‾　　　ここ二様E　 l且l
i　　　　　 裁 頭 円錐形 で 良 く研 磨 さ I

（石製 品 ） 3．4 × 2．1 ×　 5 れ てお り，中央 に径 8 mmの円 孔。

警
蛋

！

撃

口裏 敷

、ヽ．＿一ノ

1 土不 20。2×－ ×－ 口縁部 目線 部 は垂直 に立 ち上 が り休部 ．は，極 め

（土師 ） て浅 く僅 か に膨 らみ 扁平 な底部 に至 る。

2 土不 14．3×　 4．9×　 － 口縁部 ゆ るや かに内攣 しなが ら立 ち上 が り， 口

（土師 ） 緑 部 が わず かに外反 す る。体部 は偏 平 な

r弧状 を呈 す る。

第

十　。

7テ

住

l

i

婆 2（：）．0 ×－1×－ 口頸部 は急 角度 で外反 し， 口唇 部 は丸 く

し土師 ） 収 めてい る。胴部 はあ ま り膨 らま ない。
底 部 欠損。

2 婆 、19．1×31．0 ×8 ．6 胴 部 中位

】

頚 部 は垂直 に立 ち上 が り， 目線 部 は直線

（土師 ）

鉢

的 にタト傾 す る。胴 部 中位 で、僅 か にふ くら

み，平 底 の底 部 に至 る。

3 2 L O X　 9．2 ×　 － 口縁 部 日縁部 は 外反 し，休部 は僅 かにふ くらみ

（土師 ） 平 底 にいた る。 口唇 部 外面 に稜 を もつ 。

4 土不 1 1。8×　 4．5×　 －

】 lL 6× 4 ．8× －

i

目線 部 日縁部 は僅 か に外傾 し，休 部 は整 った＿半
居
址

／‾＼

（土師 ） 球形 を呈す る。

5 土不 口辺部 目線 部 は， やや 内傾 して立 ち上 が り，体

図

34

（土師 ） 部 は半球 状 を呈す る。

6 砥　　 石 （全長 ） （幅 ） 土 面 およ び側 面 も使用 。使 用面 は なだ ら
＼－ノ 8．1×　 4．7 か に凹 む。

竿 1 土不 12．0×　 4．7×　 一 口辺 部 口縁 部 は短 か くや や内傾 し， 口唇 部 は尖

重 要
（土師 ） が る。休 部 は直線 的で ，平 らな底 部 に至

る。

霊＿
毒筆

一々メr一弟
十

1 小 型 婆 ノ… ×－ ×7 ．6 底 部 が極 め て肥 厚 ，胴部 はゆ るや かに内

（土 師 ） 轡 す る。

2 土不 14 ．3×4 ．4×－ 口辺 部 目線 部 は垂 直 に立 ち上 が り，体 部 との境

五 （、

号 図
住 3 9

居②
址）

（土 師 ） に段 を有 し，体 部 は偏 平 で あ る。

3 椀

（土師 ）
14．4×一一×－ 目　 線　 部 目線 部 は 「S 」 状 で ある。

4 鉄　　 鉄
（鉄 器 ）

（長 ）　 （幅 ）

8．7× 5 － 6

柄 と思 われ る。

耕一
1 賓 － ×－ ×9 ．6 頸部 は 「く」 の字状 で， 明瞭 な肩 部 を持 ＿

弟
十　」　L▲

′＼

（土 師 ） たず ，底部 は不 安定 な平底 で あ る。

2 婆 ～ ×－ ×9 ．6 胴 部 は平底 か ら緩 やか に内轡 しな が ら立

にコ
7テ
住

居
址

遠

（土 師 ） ち上 る。

3 土不 14 ．8×　 3 ．0×　 － 臼縁 部 目線 は外 面 に僅 か な稜 を作 り，小 さ く外

（土 師 ） 反 して い る。

口唇 部 は丸い。

4 土不 14．0 ×－ ×－ 口縁部 ロ縁部 はやや内轡 気味 に立 ち上 が り，体

43

＼、＿／

（土 師 ） 部 との境 に稜 を持 つ 。休部 は緩 や か に内

轡 す る。
底 部 欠損。
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整　　　　 形　　　　 法
二　　　　 l 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面
l

胴′一夕タキ
頸－ヨコナデ
底－ナデ

ナ　 デ

滑石製紡錘車　 60g

I 拓影

＝一指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい褐 良　　 好 砂　　 嚢㌃

雲　　 母含

体－ヘラ削 り
口一指ナデ

指ナデ 灰　　　　 白 普　　 通 砂　　　 粒
含

ほぼ完形

＝一指ナデ
胴－ヘラケズリ

（下から上へ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

明赤禍 普　　 通 砂　　 粒
長　　 石
石　　 英含

iロー指ナデ
胴－へラケズリ

亡 デ 】明赤禍 不　　 良 砂粒 ・雲母
長石 ・石英・

ノ会、、己1

胴長聾

！

＝一指ナデ
胴－ヘラナデ

纏 ＝誓言デデ にぷいj登 普　　 通 砂粒 ・長石

ノ∠＼百
ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ
（摩滅）

にぷい黄橙 普　　 通 砂　 粒　 含

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ヘラミガキ 赤 普　　 通 砂粒 ・長石
石英　　 含

暗文有り

板状に剥離が著しく，磨
ぎ面はわず、かに残存して
いる

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

指ナデ 黒　　 褐 普　　 通 スコリア ・
砂粒を多量
に含む

l

／

ヘラ削 り，輪積
痕あり

ヘラナテざ
（摩滅 ）

橙 普　　 通 砂　　　 粒
含

ロー指ナデ
底－へラケズリ

指ナデ にぷい黄橙 良　　 好 砂　　　 粒

。∠三＼PI
仁主一指ナデ
胴…ヘラナデ’

日一指ナデ
胴－ヘラナデ

赤　 褐 や 不ゝ良 砂　 粒　 含

i
へラケズリ へラナデ 赤　 褐 不　　 良 砂　　　 粒

含

ヘラナデ’ ヘラナデ、 にぷい橙 普　　 通 砂粒 ・長石
石英　　 含

日一指ナデ
底－ヘラケズリ

指ナデ 褐　 灰 良 砂　　　 粒

含

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい黄橙 不　　 良 砂粒，全体
に炭化材付
着

全体に煤付着
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住居址 番号 種　　 類
法　　　 量

圧磯cmX 器高cm X 底径cm）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

＜メ「・弟
5

6

7

土不

（土 師 ）
14 ×47 ×－ 口辺 部 ロ縁 部 は極 め て短 か く， や ゝ内轡気 味 に

立 ち上 が り，休部 との境 に稜 を持つ 。体
十

」　」
ハ
［＝コ7テ
住

居
址

部 は弧 状。

土不
（土 師 ） l

土不

14．9×44　×～

13．5×　 一一　×　 －

口辺 部 口縁 部 は 明瞭 な稜 を持 たず 内轡。 口唇 部

が僅 か に尖 がる。

口辺 部 口縁 部 はやや 内攣気 味 に立 ち上 が り，体

（土 師 ） 部 との境 に稜 を持 つ 。

遠

4 3
＼、一／

8 士不

（土 師 ）
14．2×4 ．1×－ 口辺 部 日縁部 は，体部 との 境 の稜 と， 口唇 部

の 中 位 に くぼ み を持 ち， 体 部 は直線 的
に内攣 す る。底 部 は平底 気味 で あ る。

第

十

七

1 聾

21．0 ×11．5×　 －

口縁 部 「く」 の字状 に外反 し，体 部 は あ

（土 師 ） ま り膨 らみ を もた ない。

ロ縁 部 は胴部 よ り肉厚 で 口唇 部 は丸 く収
め て い る。

2

l

3

鉢

（土師 ）
1〔）。1×－ ×一一一一一 口辺 部 ロ縁 部 は， ほぼ直 立 し， 口唇 部近 くで わ

ず か に外反 す る。休 部 との境 に稜 を持 つ 。

体部 は弧 状 を呈 す るが平底状 で あ る。

婆

（土 師 ）

土不

－ ×一一 ×6 ．4 極 め て肥 厚 を底 部 で あ る。

4 13．2×4 ．（）－ 口縁部 ロ縁 部 は極 めて短 か く，休 部 との境 に稜

（土 師 ） を持 ち，体部 は 弧 状 を呈 す る。

ロ
5 土不 11×　3．7×　 －　　　 口辺部 口縁 部 は わず か に 内傾 し直 立 す る。 甲

縁 部 と休 部 と の境 に稜 を持 つ 。休 部 は
中位 で や ゝふ くらむが偏平 で あ る。

7テ （土師 ）

住

居

6 ま不
（土 師 ）

13．9 ×－…×－…
口辺 部　　 ！平底 か ら内攣 しなが ら立 ち上 が り，器 厚

も底 部 か ら序 々 に薄 くな る。休 部 との境
内外 面 に稜 有 り。 口縁 部 は外攣 して立 ち

上 が る。 口唇部 は尖 って い る。

7 土不 13．．3×　 3．8 ×一 口縁 部 外面 に稜 が見 られず ， 口唇 部 は平坦 で あ

址
（土 師 ） る。休 部 は偏平 で ，器 厚は一定 で あ る。

／′‾、＼

図

46

＼、＿一／

8

9

10

11

土不 11．4×　 3．7×　 3．4 口辺 部 体 部 は平底 か らゆ るや か に内轡 して立 ち

（土 師 ） 上 が り， 口縁 は外攣 してい るが わず か に

内傾 す る。 口唇 部 は鋭 い。

一　 杯

（土 師 ）

13．6×　 5．5×　 6．6 口縁 部 口縁 部 は垂 直 気味 に立 ち上 が り，休 部 と

の境 に稜 を持つ 。休 部 は偏 平 な弧状 で平
底 の底 部 に至 る。

土不

（土 師 ）

士不

14．5 ×　3．8 ×～ 口縁 部 口縁 部 は わず か に外反 し， 口唇 部 は 丸 く

収 めて い る。 丸底 で あ る。 器厚 は全体 に

厚 い。

12．2 ×　 3。7 ×　 － ロ縁 部 口縁 部 は，直 線的 にや ゝ外 反 し，体 部 は

（土師 ） 偏 平 な弧状 。

12

13

土不 12．6 ×　4．2×　 － 口縁 部 ロ縁 部 は直線 的 に内傾 し， 口唇部 は尖 が

（土師 ） る。 体部 は偏 平で ある。

士不 14．4 ×　4．0 ×… 口縁部 口縁 部 は，垂 直 に立 ち上 が り，休 部 との

（土師 ） 境 に稜 を持つ 。休 部 は偏 平 で あ る。

14 土不 13．8×　 3。7 ×　 － 口辺部 t 口縁 部 は短 か く， 直線 的 に内傾 し， 口唇

（土師 ） 部 はや ゝ尖 が る。体 部 は弧状 。

15 士不 13．8×　 3．6 ×　 －

12。7×　 5。1×　 －

口縁部

ロ縁部

口縁 部 は，直 立 し，休 部 は極 めて浅 く偏

（土堅 ） 平 で あ る。

i 口縁 部 は外反 し，休部 は や ゝ偏平 な弧 状

を呈 す る。休 部 との境 の器 内外 面共 に明
瞭 な稜 を持つ 。

16 土不
（土師 ）

17

！

土不

（土師 ）

13・2× 4・7 × 7．2 i 口縁部 底部 は平 底 で，休 部 は直線 的 に広 が り，

口縁 部 は垂 直気味 に立 ち上 がる。 口唇 部
は鋭 くなって い る。
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盤　　　　 形　　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

lロ－指ナデ
底－ヘラケズリ
の後ナデ

指ナデ 明　 赤　 禍 普　　 通 砂　　　 粒

ノ1ヽ．〔1

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

摩滅 している 明 褐 灰 不　　 良 砂　 粒
含

ロー指ナデ
底－へラナデ

摩滅のため不明 淡　　　 黄 不　　 良 砂　　 料‾

含

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい赤褐 普　　 通 砂　　　 粒

含

明　 赤　 褐 不　　 良

l

砂 粒 含 む
／1＼子1

ロー指ナデ 日一指ナデ 外一橙 軟　　 弱 砂粒（長石）
底－ヘラケズリ 底一摩滅してい

る
内一浅黄橙
ロー黒褐

含

摩　 滅　 大 ヘラナデト 赤　　 橙 不　　 良 砂粒 ・雲母
石英　　 含

H 一指ナデ
底－ヘラナデ

ヘラナテざ 外面一橙
内面一明赤褐

やゝ不良 砂　　 粒
雲　　 母 含

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ミガキ 灰白 普　　 通 砂　　　 粒
雲　　　 母

含

全体に煤付着

ロ…指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

にぷい褐 普　　 通 砂　　　 粒

ノ）、L‾′！

ロー指ナデ ロー指ナデ 内一黒 普　　 通 スコリア少 ！
底－ヘラケズリ 底－ヘラナデ

l

外一橙 量と砂粒を
多量に含む

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底…ナデ

にぷい橙 普　　 通 砂　　　 粒
ノゝ、H

ロー指ナデ
胴1 ヘラケズリ

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ

にぷい橙 良　　 好 砂　　　 粒
（石英）

を含む

底一木菓痕あり

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

赤　　 灰 普　　 通 砂　　　 粒

含
！

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

l

ロー指ナデ
月岡－ヘラミガキ

にぷい赤褐 や 不ゝ良 砂粒 e雲母
石英　　 含

′i

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ミガキ　 1

にぷい橙 普　　 通 砂粒を含む l

ノヘl：1

i

口一指ナデ
底－へラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

橙 普　　 通 砂　　　 粒
ノさ、亡う

監 賢妻デズリ 憲二醤忘デ にぷい橙 普　　 通 砂粒を含む ほぼ完形

ローナデ．
底－ヘラケズリ

口一ナデ、
摩滅 している

にぷい橙 普　　 通 砂粒 ・ ス1

コリアを含む
ゆがみ有り

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

黒　 褐 普　　 通 砂粒を含む ほぼ完形

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

ヘラナデト 浅　 黄　 橙 不　　 良 砂粒
（少） ・雲

雲母　　 含

底部一木糞痕あり
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住居址 番 号 種　　 類

l　 法　　 量

旧 径C汀1×器高cm x 底径cm）
最　 大　 径

！

器　 形　 の　 特　 徴

第

十
七

18 土不

仁土師 ）
14．8×　 3．8　×－ 口辺部 口縁 部 は，僅 か に内傾 し，休 部 との境 に

二 条 の凹線 が廻 る。体 部 は浅 く偏 平 で あ

る。

19 土不 12．2×　 4．8 ×－ 口辺部 目線 部 はほ ぼ直線的 にわず か に内傾 し，
号 ー （土師 ） ．休 部 との 境 に僅 かな段 を持 つ 。休部 はや
住

居
址

遠

や偏平 で あ る。

20 土不 13．6×4 ．2×－ 口辺部

l

口縁部 は「S 」状 に くび れ，体部 との境 に

（土師 ） 稜 を持 つ 。休部 は半球 形 を皇 し，底 部 は

ほぼ平 底 となる。

2 1 碗 13。4×　 3．3 体 部 は ゆ るや か に内轡 しな が ら平底 の底
4 6 （土 師 ） 部 か ら立 ち上 が り， 口縁部 との境 に稜 を
＼－ノ

ii

有 す 。全体 に肉厚 で 日縁部 に向 かって 器
厚 を減 じて い る。 口唇部 は丸味 を帯 びて

い る。

1

「…－
l 2

婆 2～）言）× … ×－ 胴部 中位 上 口縁 部 は頚部 か ら大 きく外 反す る。肩 部
（土 師 ） に僅 か な段 を持 ち，胴 部 は強 く張 り，球

形 とな る。

婆 22．0×14。9 ×　6．3 ロ
平底 か ら内轡 しな が ら立 ち上 が り， 頚部

第

jii
上 師 ）

！

l

で ゆ るや かに外反 し， 口唇部 は丸 くなっ

て い る‾。胴部 は ほ とんど膨 らみ をもた な

い 。

3 球 22．8 ×　 5。0 ×… 口縁 部 口縁 部 はや や外傾 し，体 部 は浅 く偏平 で
十 （土 師 ） あ る。

八

にコ万

4 土不 13．4×－ ×－u 日縁 部 口縁 部 は直立 し， 口唇部 は厚 み を増 し丸

（士 帥 ）

［

くを る。体部 は極 めて浅 く偏 平 で、あ る。

5 球 13．8 ×　3。2　× … 口辺 部 口縁 部 は直線 的 に内傾 し，休 部 は僅 か な
－ （土 師 ） 段 を持 ち，　 浅 く偏 平 で あ る。

「 ㌃ 土不 14 ×14．5 ×　 － 口縁部

l

口縁 部 は外攣 して立 ち上 が り， 口唇 部 近

住

居

址

．／　（　＼

図

4 9

＼－／

（土 師 ） くで さ らに外傾 す る。 口縁 部 と体 部 との
境 に明瞭 な稜 を持 つ。休 部 はやや丸味 の

「あ る弧 状 を呈 す る。　　　　　　 i

7 球 12∴う×－ × … 口辺 部 口縁 部 はやや 内傾 気味 に立 ち上 が る。体

（土師 ） 部 は弧 状 を呈 す る。

8 土不
（土師 ）

［ 払 6× 3．8× … 日縁部 口縁部 は直線的 に外傾 し，休部 は浅 く，

丸底 で あ る。

9 ま不 12．2×4 ．2 5×　 … 口辺 部

l

目線部 は直線的 に内傾 し，休部 との境 に
（土師 ） 稜 を持 つ 。体部 は やや偏 平 を弧状 を呈 す。

10 圭不 15．6×　 3．4 ×　 － 口辺 部 目線部 は内傾 し，体部 との境 に稜 を持 ち，

（土師 ） 体 部 は極 めて浅 く偏平 で あ る。

1 1 手　　 捏

（土 師 ）
－ ×－ ×4 ．6 器 肉 は厚 い。 ロ縁 部欠 損。平 底 。

12 支　　 脚
（土 師 ）

ー　 ×15．8×　 －

13 羽　　　 目 孔径　　 2．6

1．6
i

14

！

砥　　 石 （長 ） 径 4 m mの円孔 を持 つ。

6．9 四面 と も良 く使用 されて い る。

練弟
十

九

に：コアテ（
鰐

l

Il 小 型 婆 1工2×－ ×… 胴 部 中位 口縁 部 は外反 し，肩 部 に稜 を もっ 。休 部 ・
（土 師 ） は あ ま り膨 らみ を もた ない 。

2 く土不
（土師 ）

12。4×　 4。1×　 － 口縁 部 目線 部 は短 か く， やや外傾 し，体 部 は・や

や丸味 の あ る弧 状 を呈す る。　　　 i

3 1

i
土不 14．3×一 ×－

l

口縁部 下 位 目線部 は，内傾 気味 に直 立 し，休 部下位
（土師 ） を欠 損す る。 明瞭 な稜 を持 た ない。

4

l

鉢 2 1．8×　 8．3×　 … 口縁部 口唇部 近 くで僅 かな段 を持 ち，体部 は ゆ
（土師 ） るや か に内轡す る。
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整　　　　 形　　　　 法
焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

内　　　 面 外　　 面　　　　　　 PP

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

i指ナデ ！浅 黄 橙 普　　 通 砂　　　 粒

含

ロー一指ナデ
底－ヘラケズリ

指ナデ 浅　 黄　 橙 良　　 好 ほぼ完形

＝一指ナデ
底－ヘラナデ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

浅　 黄　 橙 普　　 通 砂　　　 粒

ノ’さ、l‾′l

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底一摩滅

明　 赤　 裾 砂　　　 粒
雲母 （少）

合

‡ロ－指ナデ
胴－ヘラケズリ

臼一指ナデ
胴－ヘラナデ

明　 褐 不　　 良 砂　 粒　 含

＝一指ナデ ロー指ナデ 橙　　　　　　　　 不　　 良 砂　　　 粒
底部一木糞痕あり胴－ナデ

摩滅
胴－ヘラナデ

！

．／さ、r‾‾′I

‖一指ナデ
底－ヘラナデ

ヘラミガキ
（摩 滅 ）

灰　 裾　　　　　　　 や ・▲不良 砂粒・スコリ
ア（少　　　 含

＝一指ナデ 日一指ナデ 橙 不　　 良 雲母 ・石英
i底－ヘラケズリ 底－ヘラナデ 長石を含む

＝一指ナデ 指ナデ 橙 普　　 通 雲母 ・砂粒
底…へラナデ 砂礫 を含む

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ

！指ナデ にぷい橙 ー良 好 i砂 誓

H 一指ナデ　」　」　－ 褐　　 灰 不　　 良　 砂　　　 粒
全面にて煤付着底－ヘラケズリ　底一摩滅 ／さ＼「‾‾‾1

白一指ナデ
底…ヘラケズリの後ナデ

摩　 滅 褐　 灰 良　　 好 砂　　 粒
雲　　 母 含

ロー指ナデ　 ！ロー指ナデ

底－ヘラケズー‖ 底－ヘラナデ
橙 や 不ゝ良 砂　　 粒

白　 雲母 含

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ後ナデ

＝一指ナデ
底一摩滅

橙

灰　 褐

不　　 良 砂　　 粒
雲　　 母 含

！
指整形 指整形　　　 ！ 不　　 良 砂　　　 粒　 は樟完形

ノ∠：＼［71
指なで 巨 ぷい橙　 普　 通 砂　 粒　　 完　 形　　　　　　　 －

雲　　 母 含　 土製支脚

外面－ヘラケズ にぷい褐 i 普　 通 砂粒・雲母

l
リ 長石・石英含

i
’　 ！ i

‖一 指 ナデ 指 ナ デ にぷ い橙 普　　 通 砂　　　 粒
胴 － ヘ ラケ ズ リ ノ′＿＼

l′ltロー指 ナ デ 摩 滅 して い る 橙 不　　 良 砂　　　 粒
底 － ヘ ラケズ リ 一∠1、H
ロー指 ナ デ ヘ ラナ デ、 赤 普　　 通 砂　　　 粒
底 －ヘ ラケ ズ リ 長石 少量 含

亡主一指 ナデ ヘ ラナ デ’ にぷ い橙 不　　 良 ス コ リア ・
胴 －ヘ ラケ ズ リ i砂 粒 隻 と⊥ ．－
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住居址 番号 種　　 類
法　　　 量

（口径cruX 器高cmX 底径cIu）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

紳弟

1 土不 11．8×3 ．85×　－ 口　 縁　 部 扁平な底部から外傾 して立ち上がり，口
（土師） 唇部は丸い。器厚は肉厚である。

2 土不 13．4　×　 － 口縁部 目線部はほぼ垂直に立ち上がり，休部は
（土師） 半球形を呈する。

3 ま不 12．4×　4．6×　－ ロ縁部 ，目線部は垂直気味に立ち上がり，休部は
十

ロ7テ

住

（土師） やや偏平な半球状を呈する。

4 土不 14．8×4 ．85×　－ 目線部 口唇部はやや尖がり，目線部内面に一条
（土師） の凹線が廻る。体部は直線的で扁平な底

部となる。

5 台 付 婆 ー　×　－　×10．0 婆底部からわずかに内轡 して広がり，安

居

址

（土師） 定 した脚部となる。

6 蓋 】 14．9× 3．1× － lI口　 縁 天井部は全体に丸味を有し，つまみは扁

　　　（図
53
＼－／

（須恵） 平で内側がくげみ中央部がやや突出する。
目線部夕付則端は稜を有し，端部は外傾す
る。内側にも稜を有す。

7 ！砥　　 石 （長） （幅）
8．5×　4．2

多面 （5 面）使用

第

十

号
住

居
址

面

56

1 婆 胴部中位 頭部はやや垂直気味に立ち上がり外反す
（土師） る。胴部は緩やかに張 り，中位に最大径

を持って底部に向かう。

2 土不 12．2×　3．6×　－ 圧］縁部
l

ロ縁部は僅かに内傾し，口唇部は尖がる．。
（土師） 休部はややふくらむが偏平である。

3 ま不 12 ×　4．4×　－ 口辺部 口緑部は極めて短かく，直立し，休部は
（土師） ほぼ直線的に外上方へ開く。器厚は底部

で薄く，体部は厚みがある。

4 1　 球 1．3．4×　4．3×　－ 口縁部 口縁部は極めて短かく直線的に外傾 して
（土師） 月唇部は，やや尖がる。休部は扁平な底

部から内轡して立ち上がる。

5 紡　垂 車 （径） （円孔径） 円柱形に近い形態であるが側面は上下面
＼－／ （土製品） 4．9　　　 0．5 から中央に向かってくぼみ，上下面は中

央の円孔に向かってゆるやかにくぼむ。

第

十

号

住

居

址

1 壷 休部上半は大きく内傾し，口頸部との境
（須恵） は 「く」の字状に屈曲する。ロ縁部はわ

ずかに外反し，外上方へ立ち上がる。

2 広　口　壷 頸部は「く」の字状に屈曲 し，口頸部は外
（須恵） 反しつつ外上方へのびる。口緑端部は断

面三角形状で，上下端はにぷい稜となる。
頸部は4 条の凹線を廻 らし，その内に楯
状工具で刺突し，綾杉文状に施文。

3 曽瓦 25．5×24．1×14．5 口　 縁　 部 体部，一直線的に外上方へ開く。口縁部は
（須恵） 断面三角形で外反する。ロ緑上下端部は

鋭い。
底開口部は一本のブリッジが中央に渡る。

4 高台付土不 14．6×5 ．85×　9．8 目　 線　 部 やや長めで外下方へふんばる高台を有す。

遠

59

（1）
（2）

（須郎 l

l

（高台） 底部と体部の境は鋭く屈曲。体部はほぼ
直線的に外上方へ立ち上がる。目線部は
わずかに外反し，端部は丸く収めている。

5 高台付土不 17．8×7 ．45×10。85 口　 緑　 部 外下方へふんばるやや長めの高台。底部

＼－／
［
i

（須恵） （高台） と休部との境は屈曲 し，にぷい稜をなす。
休部はわずかに外反気味に外上方へ立ち
上がる。口縁端部は丸く収めている。
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整　　　　 形　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

摩　 滅 ヘ　 ラ　 ミガキ 普　　 通 細　 砂　 粒
含雲母含む

内黒土器

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

指ナデ 明　 赤　 褐 普　　 通 砂　　　 粒
（石英）含

＝一指ナデ
底－へラケズリ

＝一指ナデ
底－ヘラナデ

赤　 褐 良　　 好 砂　　　 粒
含

‖一指ナデ
以下へラケズリ

ヘラナデ 灰　 褐 普　　 通 砂　　　 粒
ノ二、．lI′l

胴部－パケ目整形
脚部－パケ目の後ナ
デ（未消失のパケ目残る）

胴一ヘラナデ
脚部－ヘラナデ

にぷい橙 普　　 通 砂　　　 粒
雲　 母　 合 成形良好

中央から9 cm に 戻 普　　 通 長　 石　 粒 ロクロ右回転
渡って回転へラ
ケズリ

細砂粒を含
む

水挽き痕は弱い

ロー指ナデ
胴－ヘラケズリ

i

ロー指ナデ
胴－ヘラナデ、

にぷい橙

1

不　　 良 砂　　 粒
雲　　 母
長　　 石 含

＝一指ナデ
底－ヘラケズリ

＝一指ナデ
底－ヘラナデ

灰　 褐 普　　 通 砂粒（多）
スコリア（少）

日一指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい黄橙 普　　 通 砂　　　 粒
雲　　　 母

′／二＼l‾′l

ほぼ完形

＝一指ナデ
底…ヘラケズリ

指ナデ 灰 黄褐 良　　 好 砂　　　 粒

ノ二ゝ、11

指ナデ 明 赤褐

！

良　　 好 砂　　　 粒

含
57．5g

縦方向
の叩き月が残されて
いる。頚部外面は叩
き目が部分的に残さ
れており，一度叩い
た後一応消し，8条
の櫛状工具による連
続波状文が2段に施
文されている。

浅 黄橙 不　　 良 長石粒，細
砂粒を少量
含み比較的
精選

縦方向の叩き昌

i

あて具の同心円
文が残されてい
る

灰 良　　 好

体部下－ヘラナ
デ’

体部下－ヘラナ
テ戸
口縁－ヘラナデ

褐　 灰 良　　 好 石　　　 英
砂　 粒　 含

底一回転へラケ
ズリ

灰　 自 良　　 好 長　 石　 粒
細　 砂　 粒

ノた＼［1

底部にヘラ記号有り

［ 灰　 白 水挽き痕は弱い。
底部－ヘラ記号有り
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住居址　番号 種　　 類
法　　　 量

（汀径伽×器高cmX 底径cm）
最　 大　 径

I
器　 形　 の　 特　 徴

6

第LJ

土不 14．05×7 ．45×10．8 口　 縁　 部 体部との境は丸味をもつ。休部はわずか
（須恵） に器厚を減じながら，ほぼ直線的に外上

方へ立ち上がる。ロ縁部はわずかに外反
し，端部は丸く収めている。

1　 般
（崩 ）

ll　－　×　－　×11．8 外下方へふんばる高台。　　　　　 i

小 型 婆 15．35×　－　×　－ 胴部中位上 口縁部は，あまい「S 」字状を呈し，器厚
二 「㌃ （土師） の薄い胴部は中位上で最大径をもつ。

小 型 婆 15．35 ×－×－ 胴部中位 ［口縁部は，緩やかに外反 し，口唇部に－－一一

l㌦ （土師） 条の凹線が廻る。胴部は緩やかに張り，胴部中位に最大径をもつ。

璧 ー　×　…　×　9．4 平らな底部から緩やかに内轡して胴部へ
（土師） と移行する。

11 土不 12．8 口縁部 目線部は，僅かに内傾 して立ち上がり，
住 ！

！
（土師） 体部との境に稜を持って，休部は偏平な

弧状を呈する。

古

址

／〆－、＼図
59

は）
i （2）

、、、）　／

十 2

i
i

13

i 14

i
i

広　口　壷
（須恵）

！

15．6×　…　× リー 体部から日頸部にかけては丸味をもって
「く」の字状に移行 し，ロ頚部はほぼ直線
的に外方へのびる。端部は内傾し，両端

Iはにぷい稜をなす。
土不

（須恵）
14．3 ×4 ．25× 9 口　 縁　部 底部外縁まで挽き出し，休部 との境は不

明瞭。休部は直線的に外上方へ立ち上が
る。口縁端部は丸く収めている。

土不
（須恵）

13．5 ×　4。6×　7。8

i

体部との境は明瞭でなく丸味をもつ。体 i
禦 豊 譜 鵠 内面底部外 ！

部はほぼ直線的に外上方へ立ち上がる。

l体部は内料気味に外上方へ立ち上がる。
「 15
i

l！
i 16

i 17

i

18

i
i

盤 ー　×　…×16．6 ！

［

（須恵） （高台） 底部は回転へラ削り後はほぼ垂直で端部
が偉くなる高台を付けている。

台付長頭重 4．75×　－　×　－ 底部は回転へラ削りの後，高台を付けて
（須恵） いるか欠損。

盤 19．7×3 。15×11．65 ロ　 縁　部 短く外下方へわずかにふんばる高台。体
（須恵） （高台） 部との境は明瞭に屈曲する。休部はわず

かに外反し，短く外上方へのび舶 障 方 i
形につくっている。

高台付土不 ー × － ×6・2 i 目　 線　部 外下方へ若干ふんばる高台。休部との境
（須恵） ににぷい稜。休部はわずかに器厚を減じ

ながらほぼ直線的に外上方へ立ち上がる。
口縁部端は欠失する。

箪　　 1 率 11．5×　9。4×7。8 休部上位　 ！口縁部は外轡して立ち上がる。
玉 （土師） 休部は内轡 し，底部平底。

し17ラー〆へ、住図
廿早 I

l
箪　　 1
寺
匹！　。

雛

晶 ！ ー　×　－　×　3．5 底部一不整，楕円形
胴部は，緩やかに張 り出し，中位に最大
径をもって，平らな底部へ至る。

箪址　 1 小 型 婆 10．6×12 ×4 胴部中位 目線部は直線的に開き，口唇部は平坦で

去面

詰や

（土師） ある。胴部は緩やかに張り出し，胴部中
位に最大径をもつ。
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整　　　　 形　　　　　 法 I 二　 ∴

焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考外　 面 ！ 内　　 面

底一切り離 し後 内面底部外縁に ！緑 灰 水挽き痕は外面にや ゝ
カキ臼状工具で は強いアデがみ 強い
ナデ，さらにナ
デている。

られる 底部にヘラ記号有り

回転へラケズリ 灰　 自 良　　 好 底部にヘラ記号有り

「「一指ナデ
月恥へラナテ緻＼ラミカキ

にト一指ナデ
底－ヘラみがき

ロー…指ナデ

・胴－ヘラナデ

灰 黄 褐 普　 通 「撃 た 等撃

石英　　 含

I

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい赤褐 砂粒 ・雲母
合 i

ヘラミガキ ヘラナデ、 にぷい橙 普　　 通 砂粒・長石・

ミ石英・雲母含 底部一木業病

ロー指ナデ
底一一へラケズリ

ロー指ナデ
底…摩滅のため
不明

にぷい黄橙　 l 普　 通

！
砂粒・スコリア
砂礫を含む。

褐　 灰 良　　 好 長石粒 ・細
砂粒を含む

器外面には灰 ◎色，自
然粕

底部中央径 9 cm
に渡って回転へ
ラケズリ

オリーブ灰 良　　 好 長　 石　 粒
細　 砂　 粒

．ノさ、．子ニ1

水挽き痕は弱い

底…切り離し後
回転へラケズリ

緑　 灰 良　　 好 長　 石　 粒
細　 砂　 粒
を含む

水挽き痕は弱い

底ルつ亜転へラ 灰 良　　 好 長　 石　 粒 器外面には灰緑色の自
！削。

休部下端幅 3．5

細　 砂　 粒
を含む

然粕付着

内面底部に自然 灰　 白 良　　 好 長　 石　 粒 底部に自然寒由付着
cm に渡って回転

Iへラケズリ

寒由が付着 してい
る

細　 砂　 粒
を含む

水挽き痕は弱い

小片のみ。水挽き痕弱
い。丁寧を作りである。
ヘラ記号有り。

底一回転へラ
ケズリ

i

良　　 好 ‡長　 石　 粒
細砂粒を含
む

底一回転へラケ i

ズリ

；

！暗 赤 灰 ［普　　 通 長　 石　 粒
細　 砂　 粒
木目が細い

水挽き痕

ヘラケズリ ヘラミガキ　 ！にぷい黄橙 普　　 通 砂　　　 粒
含

i

ゆがみ有り

ヘラナデ ヘラナデ’ にぷい褐　　 ！や 不ゝ良 砂粒　 砂礫
を含む

㌫ ㌶儲漸 口…パケ目整形
堅 塁雷孟左！胴塾 の後へ

橙 i 普 通 砂粒・　 】
雲母含 ほば完形
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住居址 番号 種　　 類
法　　　 豊

田径cmX 器高cmX 底径cm）
最　 大　 径　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴

純一

2

！ 3

小 型 婆
（土師）

9．5×　8．6×　4．4 口縁部　　　　 口縁部は，やや直線的に夕日項し，口唇部
近くでやや内傾する。胴部は頚部から張
り出し，胴部上位下に最大径を持ち，僅

弟

寺

五
仁コ7テ
住

器　　 台
（土師）

かに突出した底部に至る。

9．0×9．3×：上1

孔　 径　 1．1

脚　 部

「 居
址

濁

66　　）

4‘士
小 型　 婆

（土師 ）

13・0× 7・3× 2川 縁 部　 儀 蓋 ≡‡曇 喜竿 猿 窒誓 軍 言票 息

5 二田
（土師 ）

10。2× 6．5× 2．1　 日縁部　　　　 口縁 部 は僅 か に内轡 す る。胴部 は緩 や か

に張 り出 して，胴 部 上位下に最 大径 を もつ 。

豊孟 浣 幅　　　 趣 蜜夏 空 面 相 こ残 る0 径 4 議6 砥　　 石

（石 器 ）

琴

王

ハ／→＼
号 図

つ 盤
（須 恵 ）

21× 3。5 ×14つ 口 縁 部 －外下 方へ若 干ふ ん ば る　 高相 を回転 へ ラ

削 り後 付 けて い る。休 部 との境 は屈 曲 L

にぷ い稜 をなす。 日縁 部 は わず かに外 反，
端 部 は 丸 く収 めて い る。

2 高　　 士不

（須 恵 ）
21．8 ×　 －　 ×　 一一 脚部 一四 方 に透 し窓 を穿 っ。患 部 は大 き

住69 く外 方へ 開 き， 口縁 部 は直立 し，端 部 は ’

居＼一 わず かに内傾 す る。土端 部 は にぷ い稜 を

址 なす 。

第

1 璽

（土 師 ）
26．2×　 －　 ×　 － 一品禦 誓 やか に外反 し，胴 部 は大 き く

2 聾

＿塗 銅‖
ま不

－　 ×　 －　 ×　 6．8 平底 で胴 部 はゆ るや かに内 攣 して立 ち上

がる。

3 13．0×　 4．0×　 － 口縁 部 口縁 部 は垂直 気味 に立 ち上 が り，体 部 は

′十

七

°

十

九　。

7テ

（土 師 ） （複 ） 偏 平 で、あ る。

4 土不 13．7×　 3．5×　 － 口辺 部　　　　 口縁 部 は短 か く，や や内傾 す る。体部 は

（土 師 ） 浅 く偏平 で あ る。

5 土不 12．6×　 3．8 ×　 － 口辺 部　　　　 日縁 部 は ほぼ直立 し，体 部 は偏平 で あ る。

（土 師 ） 全体 に肉厚 で 口唇 部 は丸 い。

6 土不 12 ×　 －　 ×　 － 休 部上 位 口縁 部 は やや内攣 し，休 部 は半球 形 を皇

住

居

址

／一”‾‘．・＼

（土師 ） す る。　　　　　　　　　　　　　　　 】

7 土不
（土師 ）

13．8×　 一一　×　 － 日豊 」 墾 撃 墜 堅 堕 の境 に稜

8

9

土不 12。0× 3．9×　 －　　 口辺部　　　　 口縁 部 は内傾 し，休部 との境 に段 をつ く

（土師 ）

士不

る。体 部 は偏 平 で あ る。

13．5×　 一一　×　 一　　 口辺部 口縁部 は器厚 を減 じて内傾 し， 口唇 部 は

図 （土師 ） わず か に外反気味 。休 部 との境 に稜 を持

72

（1）

（2）

＼、一／

ち，休 部 はや や浅 く偏 平 で ある。

15・2× 3・6× ‾　 口縁都　 岡 響 ま瓢 箪 雲 垂直 気味 ○体部 i10 土不

（土師 ）

1 1 士不
（土師 ）

12．4×　 3．6×　 －
．－．．一．．．．・．一．一－ －ノ　　　　　　M－－ ‾・．一’．‾－－－一

口辺部　　　　 口縁 部 は，直線 的 にやや 内傾 し，体 部 と
の境 に僅 か な段 を持 つ。休 部 は偏 平 で ある。

12 土不 14．2×　 5．0×　 － l
日縁 部　　　　 日縁部 は器 厚 を増 しほ ぼ直立 す る。 休部

（土師 ） はや や偏平 を半球 形 を皇 し， 丸底で あ る。

13 土不 13．3×　 4．4×　 － 口辺部　　　　 口縁部 は直線的 に内傾 し， ロ縁 部 の割 に

（土師 ） は休部 が浅 く偏 平で あ る。 ロ縁 部 と休部
の境 に僅 か な段 を持 つ。

14 土不 13×　 3．7×　 － 口辺 部　　　　 日縁部 は内傾 し，休部 との境 に段 を持 ち，

（土師 ） 体 部 は極 めて浅 く偏平 で あ る。

毒

－472－



E．▼　　　　 l　 、　　 ‾ 焼 成 巨 台 土
備　　　　　　 考外　 面 i 内　 面 色　　　 調

芸三駕 は 二曇喜崇
指ナデ

整形

にぷい橙 普 通 i砂 粒 含

や 不ゝ良 砂　 粒　 含

ローへラナデ　　　　 ローへラナデ　　 にぷい黄橙 砂　　　 粒
胴…V（頸部にパケ目が 雲　 母　 含
見られる）へラナデ　 胴－ヘラナデ

口～指ナデ　　　　　 指ナデ　　　　　　 浅　 黄　 橙 普　　 通 砂　　 粒
胴－パケ目の後へラナデ 白　 雲母 含

i　 i さげ砥石
16g

詣 豊 品酎

i

灰
良　　 好

長　 石　 粒
細砂粒含む

水挽き痕弱い

盤一一径 13cm に削 灰 良　　 好 長　 石　 粒 脚部ほとんど欠失
り回転へラ削り 細砂粒含む 水挽き痕外面はやや強

い。患部に焼成時のヒ
ビ割れ有り。

仁「一指ナデ
胴－ヘラナデ

ヘラナテ∫ 灰 黄褐 不　　 良 砂　 粒　 含

へラナデ、 橙 砂粒 ・石英
含

底－．木葉痕
整形不良

仁「一指ナデ
胴…ヘラ削り

指ナデ にぷい橙 や 不ゝ良 砂　　　 粒
ノ二＼rl 成形不良

ロー指ナデ ロー指ナデ 浅 黄 橙 普　　 通

i

砂粒 ・雲母 ほぼ完形
胴－ヘラ削り後

ナデ’
ノ∠ニ＼亡＿1 器面は磨滅している

ロー弓旨ナデ
底－ヘラ削 りの

後へラナデ

指ナデ にぷい橙 良　　 好 砂　　　 粒
スコリア等

ノ∠さ、百

ほぼ完形

ロー指ナデ ロー指ナデ 外一にぷい黄橙 不　　 良 砂粒 （石英．）
底－ヘラ削リ 底一不明 内一にぷい橙 を含む

ヘラ削り
＝…指ナデ

ヘラミガキ
＝一指ナデ

浅 黄 橙 普　　 通 砂　　　 粒
ノ仁、〔う

ヘラケズリ
ロー指ナデ

指ナデ にぷい橙 ！砂　 誓

口…指ナデ ナデ ！にぷい橙 良　　 好 砂　　　 粒
体…ヘラケズリ 雲母 （少）

含

ロー指ナデ
体－ヘラケズリ

後ナデ

ナテざ にぷい橙 ！普　 通

i

砂　　　 粒
ス　コ　リ　ア

含

ロー指ナデ
底…ヘラケズリ

ロー指ナデ
底－ヘラナデ

にぷい黄橙 普　　 通 砂　 粒　 含 ほぼ完形

ロー指ナデ
底…ヘラケズリ

ナデ 明　 褐 普　 通 i砂　 誓 底一煤付着

L「…指ナデ
底…ヘラケズリ

ナデ iにぷい黄橙 良　　 好　 砂　　　 粒

含

ロー指ナデ
底－ヘラケズリ

ナデ　 ！浅 黄 普　　 通　 砂　　　 粒
雲母　　 含

ほば完形
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住居址 番号 種　　 類
法 ．　　 量

圧］径cmX 器高cmX 底径cm）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

第

ト：：

i

［

土不 16．0×　－　×　－ 口辺部 口縁部は短かくやや内傾する。体部は浅
（土師） く偏平である。

東泉

！

体部中位に2 条の凹線を廻らせ，その間
1 （須恵） に楯状工具による刺実を行っている。刺

突後に孔を穿っている。休部と口頚部境
に稜有り。

17 台 付 壷 ー　×　－　×12．5

i

底部には短 くやや夕付則へふんばる高台を
（須恵） （高台） 有する。体部は内湾 しながら立ち上がる

18 土不 11。3×　4．8×　6．7 i 口縁部 底部と休部との境はあまり明瞭でなく，

十

七

°

（須恵） 体部はわずかに器厚を減じながら直線的
に外土方へ立ち上がる。口縁部は丸く収
めている。

19 土不 13．2×　4．6×8 ロ　 縁　 部 底部は肉厚で、底部から休部にかけて不明
（須恵） 繚である。休部はわずかに外反 しながら

上方へ立ち上がる。［璃承端部はほぼ丸く
収めている。

20 支　　 脚 全長　　　 径 柱状で上部に向かってわずかに細 くなる。
（土師） 15．9　×　 5．6 底部平面。　　　　　　　　　　 】

十

九

21 婆 16や × 二 王 胴部中位 口縁蔀は「S 」字状を呈する。胴部は緩や
し土師）・ かに張り，底部を欠損 している。

22 婆 21．2×　－　×　－ 日縁部はやや強く外反し，口縁，内外に

号 （土師） 凹線が廻る。胴部は緩やかに張り，底部
が欠損している。

住

居

址

23

！

高台付土不 10．6 ×4 ．85X　6．1

l

ロ　 縁　部 外下方へふんばる高台。体部との境は明
（須恵） 瞭に屈曲し，稜をなす。休部はわずかに

外反 しつつ，外上方へ立ち上がる。口縁
端部は丸く収めている。

24 盤 16．7×　4．2×10。2 口　 縁　部 外下方へふんばる高台。体部との境は丸
（須恵） 味をもち，ゆるやかに屈曲し，ロ縁部は

ほぼ直線的に外上方へのびる。端部は丸
く収めている。

／　（．．＼

図

72

は）

25 盤 14．9×　3．4×　7．7 口　 縁　部 底部は丸く，底部からゆるやかに内轡し，
（痕恵） 大きく外上方へ開き，日縁部との境は，

わずかに屈曲し，日縁部はわずかに外反。
端部は丸く収めている。内面底部と口縁
部の境は凹線状となり，明瞭である。高
台は外下方へふんばる。

26 盤 ー　×　－　×10．9 細く，わずかに外下方へふんばる高台を

（2） （須恵） （畠台） 付している。端部は方形 を呈する。

27 高　　 士不 22．9×12．45×13．4 口　 縁　 部 盤底へラ削り後，外下方へ序々に開いて
＼、＿〆／ （高士不） 行く脚を付す。脚部下位は大きく外反，

端部はわずかに内傾 し，下端はにぷい稜。
脚部は四方に一段の透し窓。患部はわず
かに内湾気味に外方へのびる。

28 切　子 王 長　 最大幅 水昌製で横断面扁六角形。上面中央から
（石製品） 2。5× 1．7 下面まで幅 2 mmの円孔が貫通している。

ノい八一弟 1 土不 15．4×　4。6×　－ 口縁部 ロ縁部はやや外反し，口唇部は僅 かに内

亨
八（

（土師） 傾す草。休部は弧状を室す。

2
士不 14。4×4 ．55×　8．6 口　 縁　 部 底部から休部にかけて丸昧有り。休部は

亘等

≠止

（須恵） わずかに器厚を減じながらほぼ直線的に
外上方へ立ち上がる。目線端部は丸く収
めている。

琴

＿／′‘．・、＼意図
左登

居
址
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整　　　　 形　　　　 法 1‾

焼　 成 胎　 土 備　　　　　　 考外　　　 面 内　　　 面 色　　　 調

＝一指ナデ
底－ヘラケズリ

底一手持ちへラ

指ナデ にぷい橙 普　　 通 アスコリア
砂粒 ・砂礫
含む

灰 良　　 好 長　 石　 粒 底一手持へラ削りで丸
ケズリ 細砂粒含む く調整

調整痕不明 灰　 白 良　　 好 長石粒 ・細
砂粒含む

自然粕の付着

底一一一回転へラ切
り後外周部をナ
デ、

灰 良　　 好く．長　 石　 粒
細 砂 粒 含

底一手持ち，数 緑　 灰 普　　 通 長　 石　 粒 水挽き痕…内勤は弱い
回のヘラケズリ 細 砂 粒 含 C）外面はやや強い。

焼成時のヒビ割れ

手づくね にぷい赤禍 普　　 通 砂　 粒　 含

＝一指ナデ
胴－ヘラケズリ

口→一指ナデ
胴－ヘラケズリ

にぷい赤禍 不　　 良 砂粒 ・長石

．∠＼〔‾1
＝一指ナデ 口・一指ナデ 橙 普　　 通 砂粒 ・長石 器厚は一定　 成形は良
胴……ヘラナデ 胴～ヘラナデ 石英 ・スコ

リア　　 含
†好

底一回転へラケ 灰オリーブ 良 ．－ニ好 長　 石　 粒 水挽き痕弱い　 底部に
ズリ 細 砂 粒 含 0　　　－焼成時のヒビ別れ。

器面はザラザラで未使
用の可能性が　 い

底－…回転へラケ
ズリ

オリーブ灰 普　　 通 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

水挽き痕弱い。

底…回転へラケ
ズリ

灰オリーブ 良‾　 好 長　 石　 粒
細　 砂　 粒

含

水挽き痕弱い。
丁寧な作り。

底部一回転へラ
ケズリ

黄　 灰 普　　 通 長石粒 ・細
砂粒、を含む

へラ記号有り，水挽き
痕，成形丁寧

水挽き痕弱い。
目線部はわずかに内攣
し，上下端は丸く収め
ている。

患部下面一径14

cm に渡り回転へ
ラケズリ

灰 普　　 通 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

】

所々欠損有り。全体に
摩滅 している。

iロ．…指ナデ
底－ヘラケズリ

ロー摩滅している
底－ヘラナデ

橙 普　　 通 砂粒 （少）今

底一一径11cm 回転
へラケズリ

青　 灰 良　　 好 長　 石　 粒
細 砂 粒 含

水挽き痕弱い。

i

－
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住居址 番 号 種　　 類

l　 法　　 量

的 径cm X 器高cm X 底径C汀1）
最　 大　 径 器　 形　 の　 特　 徴

＜メr・
1 ま不 12．0×　 4．8×　 6．0 口縁部 口縁 部 はほ ぼ直 立 し， 口唇 部 は丸 い。 体

弟
八
ロ
7テ
土

（土 師 ） 部 との境 に稜 を持 ち，凸 凹 があ って平底

上 に至 る。

2 球 11．9×　 4．3×　 一一一 ロ縁部 ロ縁部 はほぼ直 立 し，凸 凹の体 部 か ら平

墳

遠

（土 師 ） i らな底 部 に至 る。　　　　　　　　 】

3 土不 12．5× 5 ×　 － 口縁部 口縁部 はやや外 反 し，休部 はほ ぼ直線 的

80　　　） （土 師 ） で・平底 へ 至 る。

わヽ一束 1 高台付 土不 13．5×　 5．9×　 8．3 口　 縁　 部 夕付則へ 大 きくふ ん ば る高 台。

号
書面

状 8 1
遺 ＼J
構

（須 恵 ） 底 部 と休部 との 境 は明瞭 に屈 曲 。＿休 部 は

ほ ぼ直線 的 に外 上方へ 立 ち上 が り， 口縁

部 はわず か に外 反，端 部 はや や外 方 を向

き鋭 い。

l

＜メ「 1 聾 26 ．2×　 －　 ×　 － 胴 部 中位 目線部 は強 く外 反 し， 口唇 部近 くで内傾
弟

ロ7テ
円

（土師 ） す る。胴部 は緩 や かに張 り， 中位 で最 大

径 を持 つ。

2
葡

ー　 ×　 －　 ×　9 ．8 平 らな底 部 で ゆ るや か に膨 らみ，胴 部 中
臨

港84

（土師 ） 位 上 に最大径 。

3 小 型 婆 ー　 ×　 －　 ×　5 ．8 平 らな底 部 か ら緩 や か に内湾 して ，胴部

遺 ）
構

（土師 ） 中位 土 に最 大径 をもつ が， あま り膨 らま

な い。

第 1 高　　 士不 ー　 ×　 －　 ×10．4 土不部 はゆ るや かに内湾 しなが ら立 ち上 が

口7テ
円
形
霊 伝

達 86
構＼J

（土師 ） （脚 ） り，脚 部 は低 く， 大 きく外 下方 へふ ん ば

る。全体 に肉厚で ある。

2 高　　 塀 18．2×13．8 ×13．2 口縁 部 球 部 口縁 は，緩 やか に外反 し，体 部 との

（土師 ） （裾 部径 ） 境 に稜 をも ち，休 部 は偏 平 で あ る。 脚柱

部 は円柱 状 を呈 し，裾部 はほ ぼ直線 的 に

開 く。

溝

状

遺

構

遠

88

＼　　J

1

2

婆 21．6×　 －　 ×　 － 胴部 中位 下 体部 はほ ぼ球形 。 口縁部 との境 は 「く」

（須 恵 ） の字 状 に屈 曲 し， 日縁部 は直線 的 に外上

方へ 立 ち上 が る。端 部 は内伸 し，」二下端

は にぷ い稜 を なす 。

土不 13　×　 －　 ×　 － ロ縁 部 口縁 部 は直線 的 に内傾 しなが らわず か に

（土 師 ） ふ くらみ，端部 に向 かって やや鋭 くな る。

休 部 は偏 平 な弧 状 。

3 土不 13。ユ×3 ．85× 5 ロ　 縁　 部 体 部 と底 部 との境 は不 明醸。休 部 は内湾

（須 恵 ） しつ つ 外上方へ 大 きく開 く。 口縁端 部 は

ほ ぼ丸 く収 めて い る。

4 砥　　 石 6。4 （全 長 ）× 3 （幅 ） 不定 形で 多面的 に使 用 して い る。径 4 mm

前後 の円 孔 が貫 通 して い る。

ili

i

一476一



整　　　　　 形　　　　　 法
色　　　 調 焼　 成 胎　 土 備　　　　　　　 考

外　　　 面 内　　　 面

「「…指 ナ デ ！指ナ デ
にぷ い橙 普　　 通 砂 粒 ・雲母 ほぼ完 形

底 …ヘ ラケズ リ ′．＼
暮′t

底 部 に木葉痕 あ り

！ヘ ラケズ リ ヘ ラナデ、 にぷい赤 褐 普　　 通 ス コ リア ・
石英・雲母含

ほ ぼ完形

底部 一 木薬痕 有 り

日一指 ナ デ 白旨ナ デ にぷ い橙 良　　 好 砂粒 ・石 英 ほぼ完形
胴 －ヘ ラケ ズ リ

底 一木薬 痕 有 り
／’－＼
l′l

底 部一木 薬痕 有 り

底一回転へラケ i

ii

普　　 通 長　 石　 粒 水挽き痕弱い。
！ ズリ

i

！

細 砂 粒 含 丁寧な作りである。
底部…1ヘラ記号有り。

［日…指ナデ

胴部下位－W－ヘラ
ミガキ

＝…指ナデ
胴…ヘラナデ

l

にぷい褐 普　　 通 砂粒 ・雲母
スコリア含

ヘラケズリ ナデ、 にぷい赤禍 不　　 良 ！砂事犬舎

ヘラケズリ ヘラナデ、 灰　 褐　　　 ！普　　 通 雲母 ・スコ
リア ・砂粒
含

鹿 ＝踪 譜 ㌶ ＝霊 ．漂

広 言霊 長 へラナデ　 ー

にぷい黄橙

i

普　　 通 雲母 ・スコ
リア　e砂粒
ノ‾．＼l′l

内黒

浅 黄 橙 普　　 通 砂粒 ・長右 f二路承部内外の一部に黒
i 底…一…ヘラミガ利

用却－ヘラケズリ l

裾部 豊 ㌶ リli
l

石英含む

i

」丸

横方行　 叩き目 灰オ牛‾ブ i

i

良　　 好 ！長石粒 ・細
砂粒含

「十…指ナデ

・底－…ヘラケズリ

「」ナ一指ナデ にぷい黄橙 普　　 通 砂粒（石英）
底－ヘラナデ 含む

底一径 9 cm回転
へラケズリ

長石粒 ・細 水挽き痕弱い。
底面にヘラ記号有り。砂粒含

】

】

さげ砥石

［
ll

i
i
i

i
i
i

i
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垂 ‾「国　 母可 咽　 腰　 鋤　 射 中 恥 i 可 腰 上中 位喝　 喝　 腰　 可 斬 ⑳ 序 ！可 腰 上圏 「喝　 喝　腰 ！⑬
◎珍

の

ト

の

的

噂

の

刑

腎国淳

◎

①

の

細

①

亀の

噂

の

刷

督励

i

①

の

！
ト

i

ti 冨 ；…簑義　　 朝 摩 憧 題 額 欝　　 璧

。。。◎　 誹 …匝転意　　 品 品 肯　　 ‘≡
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粟
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表3　松原遺跡住居址一覧表

遺構 位 置 形　 態 長軸×短軸

m　　　　　m

面痍

2m

壁　 高

cm

～ 「 十十
摘 那 鵜 豊 潤

001 A 2g5 方　 形 4．93×4．52 19．5 31～75 粒 借 欄 け 輔 撞

き

002 A 2e4 方　 形 4．41×4．48 18．1 50～56
言 言 軒 蒜 不

i oo3
A 2fl 長方形 5．48×3．98 22．0 35～56

醇 料 滝 上 炉　 信

を；
！004

A 2g4
隅　 丸
方　 形 3．30×3．22 10．0 5～10

… … 十 項

き！005
A 2 f2

隅　 丸
方　 形

2．25×不明 5．4 36～47
虹 距 頼 輔 車

！006
A la8 隅　 丸

長方形 3．90×3．38 9．4 43～
～ ……寸 ……「 ㌣ ぶん〝〃J′〃ンあ

炬 ∬ 翔 車 痛 打
ii　　　　　　 …！007

A lb9 正方形 4．00×3．95 11．8 40～62
W－r…‾－ rW′ル‾Kは‾ルレX‾u鋤”．ン離す脚…。も。‘も′‾′〝X

虹 弟 湖 序 函 轟
」　　　　 皇

！008
A lb8

隅　 丸
長方形 5．10×4．83 17．3 33～57

ヲ　　　　　　　　　；
鮮 欄 芋 閻 恒 ㍗ ド恒

ぎ∴　　　　　 ＋
ioo9

A l a5 正方形 3．56×3．30 10．4 33～43
i

醇 ㌫ 本 紙 項
i gi olO

A ld8 長方形 3．05×2．78 、6．9＿37′－45
　　 「きEN …㌘㌦薫 iカ等守つ　4

ま i
！011

A ld6
隅　 丸
方　 形

3．07×2．90 6．9 40～55
！　　　　　 き”譲

N …器㌦瀾1 ガマ守つ　の
き　　　　　　　　　　　　　　　　き

i o12
Z lj6

隅　 丸
長方形 4．65×3．90 14．4 43〈〉62

「
腑 翻 畑 輔 車

013 A l〆）
隅　 丸
長方形

5．78×5．35 2上0 15～35
i＋ ＋＋＋ i

酢弓勝二抗 日恒月日　 4

014 A lf6 方　 形 3．32×3．30 34．3 36．～49
肛 姓 湖 「 炉　 巨

！015
A lg7 隅　 丸

方　 形 7．60×6．00 8．8 18～77
i　　　　　　　　　　j

酢ぺ鱈J 紺上位の■
FE　　　　　　　　　　　　　　ぎ！

016 A lj9 長方形 5．10×4．60 20。0 38～45
－す　　　　　　　　　　　　　　号重

臣 守 誹 畑 離 雄 巨

017 A li7 隅　 丸
正方形 4．15×4．00 15．0 37～64

… … 車 離 日

018 B lbO
隅　 丸
方　 形 5．75×5．60 25．2 20～59

肛 瀞 欄 巨 瑠 日 当

Ft　　　　　　　　ま
019 B lb8 長方形 4．15×3．35 13．6 12～28

炬 溜 当 の かれ つ 自

重　　　　　　　　　　　　　声　　　　　　妄ぎ
020 B Ic8 正方形 生65×4．50 17．0 40～48

謡 音 義 苓 言 訂 詔

！　　　　 「　」

021 B ld8 正方形 4．70×4．50 16．0 43～54
‾′‾‾…「………「二「

鮮㍊ 隼尋つ かマドP
；＋ ＋＋ i＋ ；

022 B lf9 正方形 4．00×3．85 11．7 41～55
……「………「…1′

f距 村 中 畑 中

023 B lg7 正方形 4．45×4．30 13．2 49～62
亘 ヨ 亘 莞

024 B lf5 長方形 5．65×5．25 26．7 15～20
「 … 十 … … 「

酢」芦朔日＋ ＋＋ 「㍉

025 B l i6
隅　 丸
正方形

3．95×3．75 10．6 37～51
‾ 十…～ww…‾「 …「

N …3㌣ 射　 ち炉 i ；
盲

026 C la6
隅　 丸
長方形 3．70×3．20 10．6 43～60

言 ㌻ 宣 言 樟
：∵I
i 〆

027 C la4 正方形 7．45×7．40 47．3 55～65
二 二 二 十 二 二 十 ■

腑 … 中 郷 ‖

028 C lb7 長方形 4．10×3．70 12．7 38～47
鮮 翔 ト W 巨 ㍗ ド日

と　　　　　　ぎ

029
c lb車 方形

4．55×4．35 18．6 45～55
恥 骨 湖 上 ㍗ ㍉ 言

「………■

030
A 2可 楕円形

3．10×2。55 6．3 16～45
さ　　　　　　F

… … 4　 炉　 ‖

－　　　　l　　　　 ～．∴ィ｝＋∴十

11－4－79一一一・′

i

i

出土r遺物時、期備　　考

盲
をi
gを重
き

土師（聾）、　石器

須恵（董），弥生
異　聞

巨
；蓬．

を

須恵（盤，骨壷）

石器，鉄鍬
国　分

ii

ぢ…

弥生
弥　生

≠
夏
至i
‘

弥生

石器
弥　生

i
土師（小聾，球）

須恵（杯）
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第4節　まとめ

本遺跡から検出された遺構は，住居址30軒・円形周溝遺構2基e土壌6基e井戸状遺構1基・

溝状遺構1条e掘立柱建築址1軒である。遺構の位置する台地は標高約43mを測り，北側は泉に

向って緩斜面になっており，泉の水は東側の谷津出に向って流れ込んでいる。水団面との比高は，

約5mほどで遺構の中央部は緩斜面となっており，緩斜面に沿って，馬蹄形状に住居址が23軒ほ

ど確認されている。北側の泉と何らかの関係があると思われる住居址は7軒である。また，規模

的に見ると5m内外の住居址が多いが，時期別に分けると弥生時代の住居址が4軒，古墳時代五

碩期の住居址が2軒，鬼高期の住居址が9軒と土壌が1基である。奈良・平安時代の異聞e国分

期に比定される住居址のうち，異聞期に比定される住居址が13軒で一番多く検出され，全体の43

．3％を占めている。国分期に比定される遺構は，住居址6軒と溝状遺構1条を検出した。第1号

土壌は，弥生時代の住居址の床面下より検出された遺構である。土壌4基と第1号井戸状遺構と

円形周溝遺構2基は出土遺物が少なく，時期については不明である。掘立柱建築址については，

土師器片と須恵器片を数点出土しているが時期については不明である。本遺跡は全体的に新しい

時期の遺構が多いように思われる。松原遺跡は，縄文時代から奈良・平安時代にかけての複合遺

跡である。

松原遺跡出土の土器（図90（1）（2）（3））

縄文時代に属すると思われる土器のほとんどは，表面採集あるいは，縄文以後の遺構覆土中よ

り出土したもので，残念ながら当土器を伴出する遺構等は確認できなかった。しかし，土器のほ

とんどは早期の洗練文系に属するものであり，資料の重要性を考え，あえて紹介するものである。

出土した土器は，次のように分類できた。

1群土器（1－23）

無文土器を一括した。1～5は口縁部である。1はやや外反し，焼成後の穿孔が見られる。2

～5はほぼ直立し，日韓が若干丸味を帯びるものである。全体的に器表面はザラつくが裏面整形

は良く，特に口唇部は入念に整形がなされている。色調は灰褐色・褐色e赤褐色であり，長石・

石英を含み，焼成は割に良い。6～19は箆状工具による縦（6－8），斜（9－19）方向の擦痕が

見られる。胎土には，石英・長石を多く含み，厚手のつくりがほとんどであり，焼成は良い。20

－23は厳密には，無文とは言えか、かもしれ射、が，器面整形の一種と見られるため本類に含め

た。20～22は半裁竹管による斜位の整形がなされている。22は部分的に格子目状になっている。

23は棒状工具による斜位の整形痕と思われる。色調は褐色e赤褐色で，裏面整形，焼成は全体的

に良好である。23は器内外面ともに入念な整形が行なわれている。
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2群土器（24～79）

洗練のみで文様構成がなされるものを本類とした。洗練の太さにより，更に2類に分類できる。

A類（24－44）太めの並行洗練文が横位，あるいは斜位に施文されるものを本類とした。ほと

んどが棒状施工具による洗練であるが，29は半裁竹管によるものである。色調は褐色・赤褐色e

灰褐色であり，胎土には石英・長石を含み，焼成・成形ともに良好である。

B類（45－79）細かい洗練で文様構成がなされるものを本類とした。45－47は同…一個体と思わ

れる。日縁部は平縁で直行し，口唇直下より斜位の並行洗練が交互に三段施文され，各段とも横

位の洗練によって区切られる。50～53も斜位及び横位の並行洗練の組み合わされたものであるが，

口唇形態及び施文が若干異なる。49e51e52。54。60e6巨65e66e69e71は，一方向の横位あ

るいは斜位の並行洗練を持つものである。48e57・59・67・68・70・72・73は，格子目状に施文

されたものであり，特に59067e68は格子目を意識したものと思われる。75－78は平行洗練と太

めの短洗練を複合したものである。74は横位e縦位・斜位に施文されるもので底部に近い部分と

思われる。色調は明褐色e赤褐色e灰褐色を呈し，全体に成形e焼成と共に良好であり，特に目

線部の成形は入念に行なわれている。

3群土器（80－124）

洗練と貝殻文を組合わせて施文したものを本類とした。詳細に観察すると，貝殻腹縁文弓寺面

庄痕文とに分けられようが，3群として一括した。背面庄痕文をもつものは，80・82・86e90e

92e94・102・106・110el12el14・118・124であるが，いずれも細めの洗練を施文している。

他は貝殻腹縁文である。いずれも1～3本の平行洗練間に施文される。貝殻文を施文する個体は，

大半が細めの平行洗練文と組み合わされる場合が多いが，80のように太めの洗練と複合するもの

もある。色調は褐色e明褐色・灰褐色であり，焼成e成形共に良好である。

4群土器（125－127）

底部及びその他を一括した。125e126は底部である。125は小形土器の底部と思われる。126は，

尖底部まで細めの平行洗練文を施文する。色調は赤褐色e灰褐色で焼成・成形共に良好である。

127は若干太めの洗練による直線文・懸垂文を持つ波状口縁の深鉢形土器と思われる。胎土に少

量繊維を混入する。縄文式土器は，早期洗練文系（田戸下層式土器）前後の時期のものである。

1群土器とした無文土器は，早期にみられる無文士器のグループであり，近隣例としては栃木

県天矢場遺跡（注1主茨城県祝町Ⅲ遺跡（注2）等があげられよう。これらは，神奈川県平坂貝塚

出土（注3）の土器に類似性を兄いだすことができ，早期洗練文系土器より一段古くなるものと思

われる。

2群土器e3群土器e4群土器（1250126）としたものは，田戸下層式土器である。当遺跡出

土の田戸下層式土器の特色を言うならば，半裁竹管による爪形文e刺突文・円形竹管文等は，1
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片も確認されなかった。また，千葉県西の城貝塚（注4）e城ノ台貝塚（注5）例等に見られるよう

が皮状目線を持つ土器も見あたらか、。同一型式内に於けるこのような差は，単に地域差として

かたずけてしまうには，複雑な様相を呈している。ここでは，文様要素及び目線形態等により細

分されうる可能性を含むものと理解して置きたい。資料の増加により解明できるものと思われる。

4群土器（127）は，田戸上層式土器に比定できるものである。ただ一点の出土である。

注1　天矢場遺跡　栃木県教育委員会1977年

注2　那珂川下流の石器時代研究Ⅲ　藤本頚城著1980年

注3　相模平坂貝塚　駿台史学第3号1953年

注4　千葉県西之城貝塚　石器時代　第2号1955年

注5　千葉県城ノ台貝塚　石器時代　第1号1960年

松原遺跡出土の石器（第91図）

図91－「∴両面の中央部に素材時の剥離面を残す。周縁部は両面より調整加工をほどこしてお

り，階段状剥離が著しい。短冊形に仕上げられた打製石斧である。上辺部は斜めに古い欠損がみ

られ，刃縁部も使用により欠損していると思われる。全長13。Ocm・幅4．5cm・厚さ上7cm・重さ115

g（SIO23．No．上1039）

図9ユー2．素材は不明である。両面ともに周辺より荒く加工を行か、，片面のみ縁辺部を調整

しており，階段上剥離が顕著である。左図上辺部および右下辺部に自然面を残す。両刃の打製石

斧で完形品。石材は安山岩質である。全長は12．4cm・幅4。9cm。厚さ2．1cme重さ215g（SIO16．804）。

図9ユー3．素材は不明であるが片面にほぼ原磯面を残している。裏面は周囲から大きく加工を

行なった後，縁辺部の調整に至っており，階段状剥離が明瞭である。側面観察および刃緑部の状

態から円聖形打製石斧と推定される。石材は安山岩かと思われる。全長105cm・幅4。5cm。長さ2．8

cm・重さ1259。

図91－4。調整打面より刺取られた縦長剥片で下辺部は蝶番剥離を呈する。打癌裂痕が観察で

きる。背面の剥離は腹面の剥離方向と同様である。使用石材は鴫塙。全長6．4cm，幅2。2cm，厚さ

1。1cm，重さ179。

図91－5。横長状の剥片を素材としている。刃縁部の形成はネガティブ面より加撃され，ポジ

ティブ面倒に整形加工痕が観察される。外轡刃サイドスクレイパーである。淡緑色貢岩製。全長

4．5cme幅2．9cm e厚さ0．8cm・重さ99。

弥生時代

弥生時代に比定される遺構は住居址4軒が検出されている。このうち遺構e遺物の良好射犬態
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で検出されている住居址は，第3号・第14号住居址である。第3号住居址と第14号住居址は一辺

が7膏OmX6・00mほどの大きな長方形の住居址であるが，第4号住居址・第30号住居址は平面形

が小判型を呈し，規模は3。30mX3。22mほどで，本遺跡の住居址の中では小型のものである。ま

た，いずれの遺構も中央部がやや窪んで皿状を呈している。長方形の第3号住居址・第4号住居

址は本遺跡の北部に検出され，第3号住居址の北東コーナー床面から完形の「婆形土器」が出土

し，その他弥生式土器片を約270片ほど出土している。また，構築された時期については，遺物

より東中根期に比定されるものと思われる。第14号住居址は覆土中より破片のみ約120片ほど出

土しており，長岡式に比定されると思われる。小判形の第4号住居址と第30号住居址は本遺跡の

北東部より検出され，第4号住居址からは長岡式に比定されると思われる日縁部を一点と，　そ

の他の破片数点を出土しており，本址は第14号住居址と同時期の遺構と思われる。第30号住居址

からは弥生式土器片約80片ほどを出土し，長岡系に比定される土器片であると思われる。各住居

址が構築された時期については出土遺物等から時間差はあまりないと思われるが，住居址の規模

に差があり，当時の社会に貧富の差・隷属的関係などが発生していたのではか、かと思われる。

古墳時代

五領期に比定される遺構は，本遺跡の南側に検出された第24号住居址e第25号住居址である。

第24号住居址は相が床面直上より出土しており，他は，細片のため不明である。また，確認面よ

り床面までの深さは非常に浅いものである。第25号住居址は床面ほぼ中部に炉址を有し，出土遺

物は小形婆3個，その他，柑・器台などを出土している。

鬼高期に比定される住居址は，第6号住居址・第15号住居址・第17号住居址・第18号住居址。

第27号住居址など5軒である。住居址は北壁の中央部にカマドを有し，規模は長辺が5In内外の

竪穴式住居が多い。その内で第27号住居址が一番大きく長辺7．45m・短辺が7。40mである。これ

らの住居址から土師器の婆弓不・鉢などを多量に出土し，その中で坪の出土量が多い。鬼高期に

なり，須恵器の壷e坪e高台付球などの出土が多くなくなっている。その他の出土遣物は砥石を

数点出土している。第27号住居址は，規模も大きく，土師器e須恵器の出土量も多く，床面中央
おさ

部からは水晶の切子玉を出土しており，鬼高期の住居址の中でも「長」的な竪穴式住居ではない

かと思われる。

奈良・平安時代

真問期に比定される住居址は，13軒検出され，遺跡中央の緩やかな傾斜に面し弓なりに8軒検

出され，北部の泉に関連すると思われる住居址が5軒ほど検出されている。住居址の規模は，長

辺が約5m以上の住居址が3軋　約4m以内の住居址が7軒，3m以下の住居址が3軒である。

全体的に住居址は小規模の住居址が多く，これらの住居址は南壁中央部付近に出入口の施設と思

われる柱穴を確認し全て北側にカマドを有し，カマド内から土師器片・須恵器片を出土している。
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土師器の出土遺物は坪や聾の出土量が多く，他に甑・高士不・鉢・椀などが出土している。須恵器

の出土量は比較的に少なく，坪・鉢・蓋などを出土している。

国分期に比定される遺構は住居地が6軒・溝が1条である。これらの遺構は溝をはさんで，東

部に住居牡が2軒，西側に住居地が1軒，南側に住居地が3軒検出されている。これらの住居牡

はいずれも北側にカマドを有し，第26号住居址は床面にピットは有せず，竪穴住居址の施設外に

柱穴を有し，カマドの両脇に2本の柱穴が検出されている。出土遺物は全体的に土師器の出土量

が少なく，一須恵器の出土量が多い。住居址の規模は全体的に小さい。
t

以上，松原遺跡は縄文時代，弥生時代，古墳時代，奈良・平安時代にまたがって集落が営まれ

ていた複合遺跡である。そして，当時の人々の生活基盤は東側の谷津田及び，北東部の山地にあ

ったと思われる。



軒’三、〆
▼　　t

作　業　風　景

松原遺跡
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第1号住居址

第2号住居址出土状況

第6号住居址

写2

第2号住居址

第6号住居址カマド

松原遺跡竪穴住居址（1）
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第11号住居址　　　　　　5

写3

第9号住居址

第12号住居址

松原遺跡竪穴住居址
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第16号住居址

写4

第13号住居址カマド

第15号住居址カマド

第17号住居址

松原遺跡竪穴住居址
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写5

松原遺跡竪穴住居址
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第25号住居址

第26号住居址

第27号住居址カマド

写6

第25号住居址出土状況

第27号住居址

松原遺跡竪穴住居址
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第　3　号　溝状遺構

写7

第2号円形周溝

掘立柱建築址その他
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第7章　南　原　古　墳

第1翫　遺跡の壷地と環境

瑠　地頭的環境

南原古墳群は，茨城県水戸市田野町字南原1044－1ほかに所在している。市の北西部中ほどに位

置し，現在山林となっている。調査対象は古墳2基である。本遺跡は，上市台地の北西部，標高

46m内外の台地に位置し，北側と東側は，那珂川の支流日野川によって浸蝕されたノJ、支谷が樹枝

状に入り込み，この支谷には谷津田が開かれている。南側は，千波湖附近で桜川と合流する沢渡

川の支流が北上し言受蝕によって支谷を形成している。西側は，鶏足山地塊の外縁部の丘陵がせ

まっている。この山地塊は阿武隈山脈の末端が深く関東平野に入ってくる部分に相当し，かつて

は準平野を形成していたが，現在は開折されて丘陵地が連続している。本遺跡は田野川や沢渡川

の浸蝕によって形成された台地に立地している。

袋　歴史的環境

本遺跡に隣接する前山田遺跡は，開江町の北側丘陵にあり，縄文前期開山式土器と，土師器，

須恵器片とメノウ製の剥片が出土しており，先土器時代の包蔵地も重複している。

田野遺跡は，田野町の台地にあり，縄文早期のうち撚糸文系の花輪台，稲荷台，洗練文の田戸

下層の各式，中期加曽利E式から堀ノ内式にかけての土器が出土している。弥生後期の十三台式

器，土師器，須恵器片も出土している。飯富安戸星の台地のつらなる丘陵に馬場尻遺跡があり，

縄文早期の子母口式が出土している。古土巻の集落附近からは，縄文前期，中期の土器片が出土

している。弥生時代に属する遺跡は田野町台地と古土巻台地の中間に所在する田野遺跡で，弥生

後期の十王台式土器片が出土している。古墳時代の鬼高式土器なども出土している。市営浜見台

霊園の附近には三児塚古墳群，山田古墳群があり，どちらも群集墳である。後山田池の下流に山

田窯址群がある。3基以上の窯址群が認められ，その1基からは横瓶が出土している。

既望節　調査の経過

南原古墳群は，昭和55年2月10日から3月31日までの予定で調査を実施した。調査は，中心杭

「SAT－368」を起点として磁北方向に小調査区を設定して行なった。2基の古墳はいずれも円形
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を呈しており，しかも以前に盗掘を受けた痕が顕著に見られた。2基のマウンドのうち，西側に

位置するものを1号填，東側に位置するものを2号境とした。

55年2月　テント設営，発掘調査器材の整備と準備をする。調査区の草刈り，雑木の焼却を行射1，

鍬入れ式を行なった。相関－1号境のコンター実測作業を行ない四分割法によって調査を開始す

る。埋葬施設は確認できず，墳項より工5m掘り下げたところから布目瓦を検出する。覆土の状態

から古墳ではなく塚と認定する。錮ロー2号境の調査を開始する。盛土中より須恵器片等を検出し

覆土の状態から塚と認定する。

約年3月1号境の墳丘の下に竪穴住居址を確認する。竪穴住居址の遣物配置図，平面乳　断

面図を作成し，カマドの精査を行ない，調査を終了する。6円一発掘調査に使用した器材を大塚

新地遺跡に搬出して本遺跡の調査を完了する。

第2図　南原古墳配置図

－498－



第3節　遺構0遺物

？，壕

窮管号壕　（図3e5）

調査区域の南西部に位置し，2号塚に比べるとはるかに大きな規模であり，平面形は東酎2

m，南北13mの円形を呈し，現地表との比高は約2・50mを測る。塚項部には盗掘と思われる竪穴が

掘られている。発掘調査の結果，本塚の下部，ソフトローム層の上部に約20～30cmの黒色土の旧表

土が存在し，Cトレンチ及びnトレンチの裾部は撹乱を受けており，mトレンチのものは近代の

墓穴と思われる。またBトレンチ裾部には，旧表土下に溝状及び住居址と思われる落ち込みが見ら

れた。

旧表土上面と壕項部までの高さは約2・65mを測り，マウンドはこの旧表土の上に，主として黒

色土，黒褐色土が盛られている。盛土は約30層に分けられ，最初の盛土の上にマウンド中位まで

外縁を中央部よりやや高くしながら盛っているが，それより上の土層はほぼ水平に盛られている。

旧表土下には，ソフトローム層が認められるが，盛土中にはソフトロームは検出されず，意識

的に黒色の土を盛土したように見受けられる。

遺物は，盛土中より少量の土師器片（図5－1e2），須恵器片，砥石（図5－3），布目瓦が出

土しているが，壕の構築時期，性格等決定できる遺物の出土は見られなかった。

窮2号壕　（図3◎5）

1号塚の北東部に位置し，平面形は径約5mの円形を皇し，1号壕と同じく，塚項部に盗掘

と思われる竪穴が揺られている。現地表面との比嘉は約1mで1号塚に比してかなり小型である。

発掘調査の結果，本塚も1号塚と同様，ソフトローム層上部に旧表土と考えられる黒色土が見ら

れる。旧表土上面からの高さは約1e25mである。マウンドは言の旧表土の上に，主として黒色土

を盛って構築され言3層に分けられる。土層断面を見ると，旧表土面とほぼ並行に盛土され，1

号塚と同じく意識的に黒色土を用いている。

Bトレンチ裾部に落ち込みが見られたが，これは1号壕のトレンチで確認されたものと同じく

後世の墓境と考えられる。出土遣物は，少量の土師器（図5－巨2e頼須恵器片及び縄文期に

属すると思われる分銅形の大型打製石斧（図5－5）があるが，いずれも構築時期及び性格等が

決定できる資料ではない。構築時期については不明と言わざるを得か域1．2号ともに同一

の旧表土上に構築されているため，ほぼ同時期に構築されたものと思われる。
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第3図　第瑠　◎2号壕遺構実測図（その瑠）

第2号壕出土石器

扁平な礫を両面から打ち欠いて仕上げた分銅形打製石斧であり，表，裏面とも自然面を残して

いる。石材は安山岩，大型で重量のある石斧である。分銅形に仕上げ，挟り部分の鋭角な剥離箇

所にはつぶし加工を施しており，回定時につるを保護するためであろう。上下の刃部には使用に

ょると思われる磨滅痕が認められる。（全長13．6cm，幅11．5cm，雇3．4cm）

空　清状遺構

1号塚Bトレンチ裾部において検出された遺構であり，幅約75cm言采さ約20cmを測る。方向

はほぼ東西に走り，1号塚旧表土下において検出され，1号住居址の覆土を切っていることから，1

号塚よりも古いものであるが，遺物の出土をほとんど鬼か、ため言性格，時期等は不明である。
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土層解説
A A

1黒　色　木の根などによる撹乱が著しい
2　黒　色　白色微粒子（極少）含有

3　黒　色　黒色ハードブロック（少）白色微粒子含有

4　黒　色　黒色ハードブロック（多）自色微粒子（極少）含有
5　黒　色　基本的に3層と同じである

6　黒　色　基本的に4層と同じである
7　黒　色　基本的に3層と同じである

8　黒　色　基本的に4層と同じである
9　黒　色　基本的に2層と同じである
10　黒　色　8層と同じである

11黒　色　基本的に3層と同じである

12　黒　色　基本的に4層と同じである
13　黒　色　基本的に4層と同じである

14　黒　色　基本的に2層と同じである
15　黒　色　基本的に3層と同じである

16　黒　色　基本的に2層と同じである
17　黒　色　基本的に3層と同じである

18　黒　色　基本的に4層と同じである
19　黒　色　基本的に2層と同じである

20　黒　色　黒色ハードロームブロック（多）ローム粒子
21黒　色　基本的に3層と同じである　　（少）含有

22　黒　色　ローム粒子（少）炭化粒召極少）焼土粒子含有
23　黒褐色　ローム漸移層（いわゆる褐色土）
24　2層と同質である。

25　基本的に4層と同じである。
26　基本的に4層と同じである

27　基本的に2層と同質であるが23層のブロック（少捨有
28　基本的に3層と同質である
29　基本的に4層と同質である

30　基本的に4層と同質である
31基本的に2層と同質である

32　基本的に2層と同質である

33　基本的に21層と同質である
34　基本的に3層と同質である

35　黒　色　少量のYP，焼士粒子（極少）含有（住居址覆土
と思われる）

土層解説
B－B′

1黒　色　木の根などによる撹乱が著しい

2　黒　色　白色微粒子（少，スコリア）含有，やわらかい

3　黒　色　2層と基本的に同じであるが，ローム粒子（少）
含有

4　黒　色　4層と基本的に同じであるが，ローム粒子（多）含有
5　黒　色　3層と同質である
6　黒　色　4　層と同質でかる

7　白黒色　白色微粒子（少）ローム微粒子含有

8　黒　色　白色微粒子（少）ローム微粒子焼土粒子（極少）含有
9　褐　色　ローム漸移層
10　黒　色　2層と同質である

11異　色　9層と同じだが，ハードロームブロックを若
干多く含有

第3図　第巨2号塚実測閻（その2）
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3　焦眉址　周航5。6）

1号塚旧表土下において検出され，覆土上面を一部1号溝によって切られている。中心軸の

方位はN－8Lwで，平面形は東西4．25m，南北3・9mの方形を呈している。周溝を有しているが，北

東部コーナー附近では消滅する。覆土は，主として黒色土及び黒褐色土で構成されている。柱穴は4

箇所確認され，Pl～P4は主柱穴と考えられる○壁はほぼ垂直に立ち上がり，北壁で60cm，南壁

で55cmを測る。

ピ ット番号 長 径cm 短 径cm 深 さcm
l 備　 考 ピッ ト番号 長 径 cm 短 径 cm 深 さcm 備　 考

P l
1

3 1 28 5 3 主柱 穴 P 3 29 25 52 主柱 穴

P 2 3 8 2 8 51 主柱 穴 P 4 30 38 43 主柱 穴

ヵマドは北壁のほぼ中央に位置し，北方へ丸く約30cmほど切り込み，袖部は，床面に褐色土を

置き，その上に粘土を盛って作られており，大きさは右袖幅約25cm，左袖幅約20cm，高さ15cmを

測る。右袖部東側にハードローム塊が置かれているが，これはカマド構築の際使用したものであ

ろうか。焚口の幅は約45cm，長さ約60cm，深さ5cmで，燃焼部はほぼ平坦である。煙道部は，昇

角約55で，煙出口は径約15cmの円形を呈するものと思われる○

なお，遣物としては燃焼部の中丸火床に接するように，復元可能な婆が口縁を焚口に向ける

ように出土している。

出土遺物は，須恵器が多量に出土し，カマド内から蓋（図6－2）を，南壁中央部附近床面直

上から盤（図6－7）と，覆土から杯（図6－5）を出土している0中央部床面から杯（図6－4）

を，北東部覆土から（図6－61，南壁中央部付近覆土から盤（図6－8）を，南東コーナーP4

付近覆土から蓋（図6－3）を出土し，他に婆，蓋，士不などの破片を数点出土している。土師器

は，カマド内から婆（図6－1）の完成品を出土し，他には婆，杯などの破片を多数出土してい

る。

第瑠号住居址出土土器

土師器整形土器（図6－時ま口径30。7C肝で，目線部にはあまい「S」字状を呈し，やや強く外反してい

る。胴部は緩やかに張り，胴部中位上に最大径を持っている。底部は平坦で木葉痕があり，ロ縁部は内

外とも指ナデ整形が施され，胴部は内外ともヘラナデで整形されている。

須恵器の棒形土器（図6－6）は，口径6・7cmを測り，底部は回転へラ削りの後，外側へふん

ばる短かい高台を貼りつけている。下端部は外側を向き丸く収めている。休部は器厚を減じなが

ら内攣気味に外上方へ開き，中位でにぷい稜をなしている。ロ縁部は僅かに外反し，端部は外側

ににぷい稜を持っている。水挽き痕は弱い。
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土層解説
A－A′

1　黒　色

2　≠黒　色

3　黒　色

4　黒　色

5　黒　色

6　異　色

7　褐　色

8　黒褐色

9　黒　色

ハードローム粒子（少）含有，しまりがある
ハードローム粒子（多）含有，しまりがある

ハードローム粒子：極少）含有，しまりがある
ハードローム粒子（少）含有，しまりがある

ハードローム粒子（少）含有，しまりがある
ノ、－ドロームブロック（少）焼土粒子（極少）
含有，しまりがある

灰塊を主体とし，焼土ブロック（少）含有

ハードローム粒子（多）含有，しまりがある

ハードローム粒子（少）炭化粒子（極少）含有しまり
がある

10　一黒褐色　ハードローム粒子（少）含有，しまりがある
11黒褐色　ハードローム粒子（少）焼土粒子含有，しまり

がある

第4図　第1号住居址実測図

L＝45．2m

ヒ二二二2iH一二二∃

蹄形土器の2（図6－5）は口径16・3cmを測り，底部は回転へラ削りによる調整を行か、，外

周部は回転へラ削りによる面取りをしている0体部との境はにぷい稜をもって屈曲し，休部は僅

かに外反しつつ外上方へ立ち上がる。口緑端部は丸く収めている。水挽き痕は弱い。

塔形土器の3（図6－4）は口径13．1cmを測り，底部は回転へラ切りの後，外周部は回転へラ削

りで，中央部は多方面からの手持ちへラ削りを施している。休部との境は鋭い稜で明瞭に屈曲し

ている0休部は下半が僅かに内攣し，口縁部は僅かに外反し，端部に至る。端部は外側がにぷい

稜をなす。水挽き痕は弱く，作りは丁寧である。

盤形土器の1（図6－7）は口径22・6cmを測り，底部は回転へラ削りの後，高台を貼り付けてい

るが，現在は剥落しており，断面三角状の短かいものと思われる。底部から口縁部にかけては丸

味を持って屈曲し端部に至る。端部は外側端が僅かに張り出すがほぼ丸く収めている。水挽き痕

は弱い。
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第5図　第1・2号塚覆土の出土遺物実測図
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盤形土器の2（図6－8）は口径19．6cmを測り，底部は粘土紐まき上げ痕を残す雑な回転へラ

削りを施した後，断面三角形の短い台を雑に貼り付けている。底部と口縁部の境は不明瞭で，僅

かに器厚を減じながら大きく外方へ開き端部に至る。端部はおおむね丸く収めている。水挽き痕

は弱い。

蓋の1（図6－2）は口径14．9cmを測り，天井部は径9cmにわたって回転へラ削りを施し，中

央部に擬宝珠状のつまみを有する。天井部は内攣気味に下外方へ開いてゆき，口緑部は若干内側

へ向って下がる。端部はやや鋭さを持つ。水挽き痕は弱い。

蓋の2（図6－3）は，天井部は回転へラ削りの後丸味を持つ。擬宝珠状のつまみを有する。水

挽き痕は弱い。天井部にはにぷい黄緑色の自然粕が付着している。

第6図　第1号住居址内出土遺物実測図
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その他，須恵器の杯・婆。蓋の破片数点と土師器の婆e蓋e土不などの破片を多数出土している。

本址は，出土遺物等から国分期に比定される遺構と思われる。

第4節　まとめ

本遺跡は当初，2基の古墳を調査対象として発掘調査を実施したが，調査が進むに従って周溝

も検出されず，1号境とした盛土の下部からは国分期の住居址が検出され，2号墳とした盛土か

らほ縄文時代の分銅形の大型打製石斧などが出土しているので，1号塚，2号塚とも古墳ではな

く何らかの目的で構築した塚であると思われる。1号塚，2号塚共，構築時期と性格等について

は明らかでない。
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